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J 説 H 塚に お レて 「ラ イトノへ ル」 が 一大 市場を 形成しつつ ある 昨今です が、 
かつて 「漫画」 に対して 「劇画」 という 勢力が あらわれ、 両者が 融合す る ことで 『あ 
したの ジョ ー』 を はじめと する 傑作が 生まれ、 漫画 文化の 黄金時代が 到来し まし 
た。 ライト ノベル もまた 然り 、既存の ライト ノベルに くわえて、 より 高年 齢の 読者 
を 対象と した ^ フ イトへ ビー ノベル，/ とで も 呼ぶべき ジャンルが 勃興しつつ あ 
ります。 ライト ノベルの 文法を 踏襲しつつ、 大人の 鑑賞に も 耐えうる 新しい 文学 

運動と しての ライトへ ビー ノベルを 市場に 根付かせる こ 
厶  R-  行の  ことば  とが 『フアン トム』 の 最大の 目標と なります。 『フアン トム』 

は 〈才能 ある ゲーム 作家 や ライト ノベル 作家を、 文芸 作家 
という 旧来の コー スに乘 せる ための システム〉 に 風穴を 開け、 ライト ノベル その 
ものを 新しい 文学 運動と して 根付かせ 認知させる ために 刊行し ます。 

ゆくゆくは ライト ノベル 市場を 漫画 文化に 続く 日本の 一大 コンテンツ 産業に 
成長させる ための 魁、 礎と ならん、 という 志 だけは 遠大な 『フアン トム』 にご 期 
待と ご協力を 是非とも お願いします。 

- 本 田 透 
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本 田 透 

しかげ なぎ  /Illustration 


1  悲しき ダメ 人間 

「さあ、 死ぬ のよ！ 死ね、 さっさと 死ね！ あんた さえこの 
世から いなく なれば、 世界は 救われる のよ！」 

「いや だ、 いや だ あっ！ どうして 僕が っ？」 

「あんた みたい なダメ 人間は、 どうせ 生きて たって 誰に も 愛さ 
れ ずに 誰を も 愛せずに 虚しく 人生を 終える しかない のよ っ！ 
だからって、 自分が 愛されな いからと いって、 世界を 道連れに 
しよう だなん て 許せない わ！ そういうのを 『逆恨み』 ってい 
うのよ！」 

「だから、 誤解 だって。 僕は 身に 覚えがない」 

「あんた が 世界を 滅ぼす のよ、 ゲ岡 真人！ いい？ 顔 も 醜い 
奴は、 心 も 醜い のよ っ！」 

「あっ、 あんまり だ あっ …… ！」 

たとえば、 

『一人の 清楚な 美少女と か 一人の 純真な ィ ケメン 少年が、 この 
世界の 命運を なぜか 握っ てし まっている』 

これなら ば 実に ワク ワクす るシチ ユエ ー シ ョン だ。 

しかし、 

『一人の 哀れな 童貞 キモ メン オタク 男が、 世界を 滅亡に 追い込 


2 


スン ト / 


む 運命を 自分で も 知らない うちに 背負わされ ている』 

という 状況は、 物語と しては 実に 意味がない。 ヒキ がない。 
ありえない。 

オレンジ色の 光沢を 放つ エナメル スーツ に 細い 肢体を 包んだ 
ツンデ レツ ィン テ ー ルツリ 目の 未来 少女に 踏みつけられ、 額に 
「宇宙 ガン」 を 突きつ けられて いる —— そんな 絶体絶命の 主人 
公の ルックスが、 全然 パッ としない どころ かたぶん 一生 彼女が 
できない と 周囲の 人間に 一目で 確信させる 喪 男 だなん て。 

いったい 誰が、 そんな オ ー プ ニン グの 漫画を 読みたがる だろ 
うか？ 

だが 今、 俺の 目の前で 展開され ている 光景は、 まぎれ もな く 
現実。 

真人は 別に 二目と 見られな いような 醜悪な 顔では ない が、 女 
たちに 言わせれば 「絶対に 誰に も 愛されない」 という ドス 黒い 
オー ラを 全身に 漂わせて いる。 髪型 や 服を 変えたり、 顔を 整形 
したり すれば すむ という 問題では ない。 真人は 魂が 「喪」 な 
の だ。 この 二 〇〇七 年の 東京では、 愛されな いという ことは 一 
種の 生得 的な 才能で、 真人は 愛されな いこと にかけ ては 天才な 
の だ。 

俺には、 真人が なぜ そこまで 女に & み 嫌われる のか、 その 正 
確な 理由が わからない。 外見 だって ダメ といえば ダメ だが 最悪 
という わけでは ないし、 小心者では あるけれ ど、 決して だい そ 


れた惡 事を 働く タイプで はない。 だが、 女は 真人を 見る と 無性 
に ノル アドレナリンを 分泌 させられて イラ イラす るら しい。 女 
を 嫌がらせる フェロモン でも 出して いるの だろう か？ 

ああ、 それにしても 未来から やって来た 女の子に 宇宙 ガンを 
突きつ けられて 自決を 迫られる なんて …… 。 

そう。 同時代 人の 女 だけでなく、 未来 世界の 女から も 忌み嫌 
われて いる。 それが 真人な の だ。 

俺は 真人の 友達で、 名前は 坪 井 明 良。 

この 世界では イケ メンと 呼ばれて いるら しいが、 そんな こと 
はどうで もい い。 

俺は なんとかして 真人に 彼女を つくらせようと、 ここ 数 力 月 
いろいろと 努力して きた。 だが、 ダメ だった。 見事な までの 失 
敗つ づき。 かえって 真人の 心に トラゥマを 植えつ ける 結果 ばか 
りを 招いて しまった。 このまま 真人が 未来 少女に 殺されて しま 
え ば、 俺は 真人を 無駄に 苦しめた 役立たずの 惡友 という ことに 
なって しまう。 それだけは 回避し なければ ならない。 そんな 結 
末 だけは。 

話は 五分 だけ 遡る。 

今日から 大学が 夏季休暇に 入っ たため、 俺は やる こ ともなく 
マンションの 自室で 夜を 過ごして いた。 二 〇〇七 年の 東京は、 
ありえない 暑さ だ。 俺は 暑さに 慣れて いない。 エアコンを フル 
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稼動 させた リビングに 籠り、 壁に 埋め込 
んである 65 >型プラズマテレビで『悪魔 
のい けにえ』 を 観ながら 腹筋に 勤 しんで 
いた。 マスクを 被った 大男が、 チェン ソー 
で 若い 男女を グ チャ ー ッ ー と 切り刻む 
という 素敵な 映画 だ。 

東京に 来てから という もの、 慣れない 
生活 スタィルに 馴染めず ストレスが たま 
る 一方。 

俺は いつしか、 夜な夜な 『悪魔の いけ 
にえ』 を 観つつ 汗を 流す のが 日課に なっ 
てし まって いた。 

「ここに 来てから だんだん 心が 汚れて き 
ている ょうな 気がする」 

我ながら 自分で 自分の 中に 鬱積して い 
く ルサンチマンの ごとき 感情が おそろ 
しい。 東京は 実に 陰惨で 浅ましい 都市 
だ。 古代の 神話に 出て くる 「大 いなる バ 
ビロン」 そのもの。 男 も 女 も 原始 部族の 
ごとき 呪術 的な 装飾品と 他人を 欺く ため 
の 化粧で 素顔を 隠して 自らを どぎ つく 着 
飾り、 世界 滅亡を 告げる 黙示録の 騎士の 


ラッパを 聴いて 発狂した 「おしまいの 人 
間」 たちのよぅ な邪惡 きわまりない 不自 
然な 姿で 狭い 街の 中を あくせくと 動き ま 
わり、 そして 人間の 男女 同士で セックス 
をし よぅとして あがいて いるの だ。 

不潔 だ！ 男と 女が？ 人間同士で？ 
セックスを？ しかも、 生殖の ためでは 
なく、 自らの 肉体的 快楽の ためになん 
て！ 信じが たい 光景を、 俺は この 数 力 
月、 えんえんと 見せつ けられて きた。 

これで 魂が 汚れない はずがない。 奴ら 
は セックスの ためなら、 平気で どんな 噓 
でもつ く。 心に もない 台詞を いくらでも 
繰り出す。 しかも それらの 台詞は コンビ 
二で 売っ ている 雑誌 や テレビで オンエア 
されて いる ドラマからの 流用 ばかり、 そ 
んな もので 人間が 人間を 騙す。 詐欺 だ。 
ぺてんに かける の だ。 ただ 目の前に いる 
女の 膣に ペニスを 揷 入した いがため に 
「愛して いる」 と言うの だ。 

「愛して いる」 俺は これほど 崇高で 美し 
い 言葉を 知らない。 人間は みだりに 「愛 


している」 などと いう 言葉を 使うべき で 
はない。 それが 俺の 育った 故郷での 常識 
だった。 しかし、 東京は 違った。 愛の 大 
安売り！ 

偽りの 愛、 口先の 愛、 性欲 や 虚栄心 や 
そのほか もろもろの 身勝手な エゴィズム 
を 「愛」 という 名前の オプラ ー トに 包み 
さえ すれば、 人間は 何を しても いい。 そ 
れが 東京。 

呪われた 都市。 大 いなる バビロン。 原 
始 宗教の 用語を 借りれば、 この 街は 「天 
罰」 を 下されるべき 悪徳の 街 だ。 

俺は 腹筋を 切り上げ ると、 ベランダに 
出た。 この マンションは 五十八 階 建て 
で、 俺は 最上 階に 入って いる。 ここから 
下を 見 降ろす と、 人が ゴミ のように 小さ 
く 見える。 呆れる ことに、 ネコの 額の よ 
うに 狭い 街の いたるところに 無駄な クル 
マが あふれ かえって いる。 みすぼらしい 
ほどに 細い 道路は 無 個性な 大量生産 型大 
衆 車の 群れで びっしりと 埋め 尽くされ、 
二十 四時 間 常に 渋滞して いる。 


自分の 足で 歩いた ほうが 速い。 

そして それらの 無駄な クル マの 中に 
は、 たいていの 場合、 男と 女が 一組ず つ 
閉じ込められ ている。 

どうやら 東京の 女は、 クル マを 持って 
いない 男とは セッ クス しないら しい。 い 

や、 奴ら の 言葉で 言えば 「恋愛」 をし な 
いと 言うべき か。 

なんと、 奴ら は 「セッ クス」 と 「恋愛」 
を 同義で 使っ ている。 

おぞまし いこと だ。 なぜ 女が クル マを 
欲しがる のか、 俺には まったく 理解で き 
ない。 俺の 故郷の 女 ども も 意味 不明の お 
そろし い 連中だった が、 東京の 女と きた 
ら 、もはや 同じ 人間と いう 種族 だと すら 
思えない。 まるで 異星人 だ。 これほど 膨 
太な 数の クル マが 街 中に あふれ かえって 
いれば、 街が 灼熱 地獄になる の も 当然 だ 
ろう？ 

こうして 夜空を 見上げても、 星は ほと 
んど 見えない 。スモッグが 東京の 上空を 
覆い 尽くして いるの だ。 真っ黒な 夜空の 


下で、 仮装 パー ティに 参加 中の ナマ ハゲ 
みたい な 格好の 男女が、 排気ガスと 騒音 
を 撒き散らす 公害 製造 機の 中に ひきこ 
もって 「愛」 を 囁き 合って いるの だ。 

神は 旧 世紀に すでに 死んだ が、 もし 俺 
が 神 だったら、 こんな 腐った 街は 炎で 焼 
き 尽くす か、 洪水で すべてき れい さっ ぱ 
り 流して しまう ところ だ。 

「吐き気が する」 

目の前の 現実を 凝視して いると、 どん 
どん 魂が 汚れて いく。 もちろん 魂 だけで 
はない。 薄汚れ た 空気を 吸う ことで 肺 か 
ら 全身の 血管まで が 汚染され ていく。 

俺は 脆弱な の だ。 こんな 野蛮な 街の 半 
人間 どもとは、 心身の つくりが 違う。 デ 
リヶ ー トなの だ。 

野蛮人 どもめ。 未開の 呪術 民族 どもめ。 
快楽に 己を 見失って 地球 環境を 破壊し つ 
づける 化け物 どもめ。 

とはいえ、 こんな おそろしい 東京に も、 
まともな 人間 だつ て 存在す る。 たとえば、 
俺が 転入した 大学の 「二次元 妹 研究会」 


に 所属して いる 今 岡 真人と いう 男。 真人 
は 「キモ メン」 で 「オタク」 だとい、 っ。 
「キモ メン」 とは、 「顔が ブサ ィクで 女に 
モテない 男」 という 意味 だ。 

真人は さほど 珍妙な 顔を している とは 
思えない が、 この 街では 顔の 構造 上に 生 
じる ささいな 個性を 「醜い」 と 断 じ るら 
しい。 そして、 外見が 「キモ メン」 の 男 
は、 絶対に 女に 相手に されない という。 

東京では、 男と 女が お 互いに 交尾す る 
相手を 探し まわり、 生殖 g 的で もなん で 
もない 快楽の ための セッ クスを し、 しか 
も その 行為を 奴ら は 「恋愛」 だと 言い張っ 
ている わけ だ。 ところが 「キモ メン」 は 
絶対に 相手に されない。 

むろん 俺の 目から 見れば、 どいつ もこ 
いつも 同じような 顔に しか 見えない。 顔 
などは 個人を 識別す るた めの 記号に すぎ 
ない。 「ィケ メン」 と言われ ている 男と 
真人の 顔に、 それほどの 違いが あるの だ 
ろうか？ 俺には わからない。 

俺は 奴ら に 言わせる と 「ィ ケメン I ら 


しいが、 俺 も 真人 も、 目が 二つ、 鼻が 一 
つ、 口が 一つ、 耳が 二つ。 同じ だ。 多少、 
頭蓋骨の 形が 異なって いたり、 パ ー ッの 
配置が 違ったり する が、 だから どう だと 
いうの だろう？ 

さらに 真人は 「オタク」 という 人種ら 
しい。 オタクが どういう 人種な のか、 俺 
はょ くわ かって いないの だが、 どうやら 
アニメ やゲ ー ムや 漫画と いった 芸術に 造 
詣の 深い 人間を 指す らしい。 

なるほど 「二次元 妹 研究会」 の而 々は、 

いつも 集まっ て アニメを 鑑賞したり ゲ ー 
ムや 漫画の 感想を 言い合っ たり、 フィ 
ギ ユアと 呼ばれて いる 仏像を 製作したり 
している。 

俺は 当初、 この 街の 人間は 原始人 レべ 
ル だと 心底 馬鹿にして いたが、 「二次元 
妹 研究会」 の 面々 と 出会って 反省し、 心 
を 入れ替えた。 

研究会の 連中は 非常に 優れた 審美眼を 
持った 芸術家 的 感性の 持ち主 ばかり だ。 
彼らは 理知的 だ。 芸術を 愛する 心を 持つ 


た 立派な 「人間」 と 言っ ていいだろう。 
しかも 彼らは、 化粧 だの 髮型 だの 服装 だ 
の クル マ だのと いった 表層 的な 文化には 
興味を 示さない。 真に 重要な ものは 「心 
の 中」 にある、 と 知つ ている。 

こんな 原始的で 野蛮な 社会の 中で、 そ 
のよう な 価値観を 持ちつ づけて 生きて い 
られる こと 自体、 賞賛に 値する。 真人 も 
その 立派な 人間の 中の 一人 だ。 

ところが、 そのよう に 精神 世界に 価値 
を 置く 人間たち を、 この 街の 大勢の 速 中 
が 「オタク」 と 呼んで 差別して いる。 

自分たち よりも 理知的な 精神を 持った 
人間を 差別しながら、 自分の 性欲に 「愛」 
という 偽物の 名前を つけて 刹那的な 快楽 
に 身を ゆだねる サル 以下の 連中が、 この 
街では 「偉い」 種族な の だ。 まるで SF 
小説に 出て くる、 価値観の すべてが 逆転 
した 悪夢 世界 そのもの だ。 

そして 俺は、 そんな 真人に 「彼女」 を 
つくらせな いといけ ない。 

だが、 それは 実に 難しい。 この 街の女 


の 多くは 救いが たいぐら いに 愚かで、 テ 
レビと 雑誌の 情報に 洗脳され たま ま 目を 
膜って 闇を 彷徨って いる 禽獣。 俺が いく 
ら 真人に 彼女を あてがおうと しても、 女 
どもは 口を揃えて 「明 良 君が 好き」 と 言 

、 J 4 L  〇 

馬鹿 か、 お前ら？ 

まるで 示し合わせて いるかの ように 同 
じ 反応、 同じ 言葉、 同じ 目つ き。 発情し 
た 動物の ような 浅ましい 目つ きで 俺の 顔 
を 見るな、 心が 汚れる 一• 

唯 | の 光明と いえば、 真人が 億万長者 
だとい うこと だけ。 真人は 早くに 両親を 
失い、 莫大な 遺産を 相続して 一人で 大邸 
宅に 暮らして いる。 

東京は 表向き 「民主主義」 が 統治す る 
都市な の だが、 おそろし いまでに 貧富の 
差が 拡大して いて、 実体は 資本を 持つ 階 
級と なんの 資本 も 持たない 階級と に 二 極 
化されて いる。 

そして 真人は 資本 階級 だ。 大昔の 言葉 
で 言えば ブルジョワ ジ ー だ。 で、 この 街 
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の 女 どもは 「金」 を 「愛」 してやまない 
原始 部族 だから、 真人の 持って いる 金を 
ちらつかせれば、 少しは 可能性が 高くな 
る というわけだ。 

だが もちろん、 そんな 女を 真人に あて 
がっても 意味がない。 

それは 「真の 愛」 ではない からだ。 

俺は 真人に 「真の 愛」 を 与えなければ 
ならない。 あいつの 財産 目当てに 股を 開 
く 素人 売春婦を 真人に 与えても 救われな 
い。 そもそも 真人は 億万長者 だから セッ 
クスには 困らない 身分な の だ。 

売春婦なら 吉 原に 行けば いくらでも 買 
える。 にもかかわらず、 真人は 未だに 童 
貞を 守って いる。 「真の 愛」 「本当の 恋愛」 
「本当に 好きな 人に 童貞を 捧げたい」 と 
いうの が 真人の 信念だった。 信念と いう 
よりは、 魂の 叫びと でも 言えば いいだろ 
うか。 

なんと ストイックな。 なんと 誠実な。 

なぜ 真人が 女に 蔑まれ、 俺 ごときが モ 
テなければ ならない のか？ 


俺は この 街の女の ほとんどは 人間の 皮 
を 被った 豚 だとし か 思っ ていないのに、 
奴ら には それが わからない。 この 街の女 
は、 男の しやっつ らし か 見て いないの だ。 

俺は ガゥンを 羽織って ソファに 腰掛 
け、 目を 閉じて 前頭葉に 意識を 集中した。 

「さて、 『真人に 彼女を つくらせる 計画』 
を そろそろ 進めない と」 

もつ と スマ ー トな プロジェクト 名を 考 
えるべき なの だが、 面倒 だ。 あまりに も 
難易度が 高い ので、 名称の ことに 頭を 使 
ぅ 余裕がない。 

しかし、 まもなく . 。 

ゴン ゴン ゴン^ - . 

玄関の ドアを 叩く 音が 廊下に 響き渡っ 
た。 

こんな 夜に 来客 か。 しかも、 客は かな 
り あわてて いるら しい。 

何 かい やな 予感が したが、 俺は とりあ 
えず ドアを 開けて みた。 

「たつ、 助けて くれ、 明 良。 僕は 女に 殺 
される！」 


やはりと いうか、 息を 切らした 真人が 
転がり込ん できた。 

俺は 真人を リビングに 案内す ると、 と 
り あえず 座らせて 落ち着かせた。 

「はあはあ、 もう ダメ だ。 ごめんよ、 ご 
めんよう。 明 良まで 巻き込んで しまう つ 
もりなん てな かったん だけど、 もう、 行 
くと ころがなくて」 

「落ち着け。 何が あったんだ」 

「実は、 信じて くれる かどう かわから な 
いけど。 僕、 宇宙人の 女の子に 命を 狙わ 
れて いるんだ よ！」 

俺は 軽い 眩暈を 覚えた。 

「ちよっ と 待て。 いい か、 宇宙人 なんて 
存在し ない。 そもそも、 なぜ そいつが 宇 
宙人 だって わ かったん だ？」 

「だって、 宇宙人み たいな 服を 着て るし、 
宇宙 ガンを 持って るんだ よ ！ ドラィ 
ヤーの 先に 剣玉の ボ ー ルみたい な ものが 
くっつい ていて、 エリ マ キト カゲみたい 
なフー ドが 備わって いる 銃 だよ。 で、 そ 
の 剣 3£ ボー ルが オレンジ色に 光って るん 
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だ。 あんな 恥ずかし いものを 真面目に 作 
る 地球人なん ている わけない よ、 宇宙人 
に 間違いな いよ！ 日本語し ゃべ ってた 
けど」 

真人は かなり 混乱して いる。 俺が 感じ 
ていたい やな 予感は どうやら 的中し そう 
だ。 厄介な 事態に なりそう だ。 

「いきなり 道の 真ん中で 襲われたん だ 
よ。 自宅に 逃げ込む 暇 もなかった ので、 
僕は 桧山 さんの 家に 助けを 求めたん だ」 

桧山 玲於奈 …… 俺と 真人の 友人の 一人 
だ。 「二次元 妹 研究会」 唯一の 女性 部員 
で 「オタク 女」 という 種族に 所属して い 
る。 オタク 趣味を 持つ ている ぐらいだ か 
ら 他の 女と 比べれば ずっと 理知的な 女な 
の だが、 やはり 玲於奈 もキモ メンは 苦手 
だっ たらしく、 先月 部 室で 真人に 告白 さ 
れた とき、 

「 ごめんな さいつ、 私、 坪 井 君が 好きな 

の！」 

と 即座に 断りを 入れた という。 

結局、 この 街の女は、 網膜で 思考す る 


ことし かで きないの だ。 それでも 他の 女 
のように、 

「私、 キモ オタに コク られち やつた。 き 
んも ■ — っ ！ 」 

と 学校 中に 言い ふらしたり しないだ 
け、 まだ 玲於奈 はずっ と 「まし」 な 女な 
の だ。 

もちろん、 俺は 彼女に 好かれる ような 
行動な ど、 何もした 覚えがない。 むしろ 
進んで 嫌われようと している ぐらいだ。 
何しろ 奥手な 真人が、 彼女を 好きだと 自 
分から 言い出し たの だから。 俺が 彼女に 
好かれて いる 場合では い。 

「でも、 桧 山さん に 『わけの わからな 
いこと を 言って 私の 部屋に 入って 来な 
いで』 と 怒られて 追い出されち やって 

. 。もう 明 良のと ころし か . ごめん 

よ、 ごめんよ」 

「まあ、 宇宙人に 狙われて るなん て 言い 
出したら、 普通 追い出される よな あ」 

「そ、 そうだよ ね。 ごめん、 僕、 自宅に 
帰る よ。 途中で 宇宙 ガンに *1 たれて 蒸発 


しちゃう かもしれ ない けど、 でも、 明 良 
に 迷惑 かけられ ないし。 僕が 自分勝手 
だった よ ！ ごめんよ、 こめんよ」 

「いや、 俺は 別に かまわな いよ。 家に 戻 
るの が 危ない というの なら、 しばらく こ 
こに 隠れて いればい い」 

「ええっ？ 明 良、 君は なんてい い 奴な 
ん だ。 でも、 そう 言われる と、 ますます 
帰らなければ ならない という 気分になる 
ね。 友達を 危険に 巻き込む なんて、 やっ 
ち や ダメな こと だよ ねつ！」 

真人は 玄関 口まで 戻って、 靴を 履き だ 
した。 本当に 帰る つもり だ。 まつた く、 
どこまで 人が いいのやら …… 。 

「いや、 帰らなくて いいから。 危ない か 
ら ここにい ろよ」 

「たぶん あまりに モテな いんで 宇宙人 少 
女の 幻覚を 見た だけ だよ、 大丈夫 だよ。 
僕は まだ 現実と 妄想の 区別ぐ らいつ いて 
いるから。 そう、 あれは 幻覚なん だ …… 
ぐはつ！ 一 

真人が しやべ り 終わらな いうちに ドア 
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が 乱暴に ぶち 開けられて、 オレンジ色の 
光沢を 放ちつつ も ヌメッ と 濡れた ような 
エナメルの 全身 スーツ に 細い 肢体を 包ん 
た ツンデ レツ ィンテ^ — ルツリ 目の 「宇宙 
少女」 が 現れた。 ちなみに 「ツン デ レ」 
という 言葉は 最近、 二次元 妹 研究会で 覚 
えた。 

ドアの 角で 頭を 打った 真人は よろよろ 
と 倒れ 込み、 尻 もちを ついた。 その 真人 
を 足蹴に し、 胸の 上に まさしく 「宇宙 ガ 
ン」 としか 形容し ようの ない 恥ずかしい 
デザィンの 銃を 突きつ けた 「宇宙 少女」、 
いや 「未来 少女」 が、 ベタ ベタな 日本語 
で 怒鳴り はじめた。 

「さあ、 死ぬ のよ。 死ね、 さっさと 死ね！ 
あんた さえこの 世から いなく なれば、 世 
界は 救われる のよ！」 

「いや だ、 いや だ あっ。 どうして 僕 
がつ？」 

「あんた みたい なダメ 人間、 どうせ 生き 
てた つて 誰に も 愛されずに 誰を も 愛せず 
に 虚しく 人生を 終える しかない のよ つ！ 


だからつ て 自分が 愛されな いからと いっ 
て、 世界を 道連れに しよう だなん て 許せ 
ない わ！ そういうのを 逆恨みって いう 
のよ！」 

「だから、 誤解 だって …… 。僕は 身に 覚 
えがない！」 

「あんた が 世界を 滅ぼす のよ、 今 岡 真 
人！ いい？ 顔 も 醜い 奴は、 心 も 醜い 

のよ っ！」 

「あっ、 あんまり だ あっ！」 

…… という わけで、 話は 現在に 戻る。 

この ツンテ レツ ィンテ^  — ルツリ 目の エ 

ナ メル スーツ 少女の 正体を、 俺は 一目で 

歡 した。 

「教えて やろう 真人、 こいつは 宇宙人で 
はない！」 

「ええっ、 じゃあなん なんだ？ 特撮 系 

エナメル ス ー ツマ ニア？」 

「こいつは、 未来 人 だ！」 

生意気 そうな 笑顔を 浮かべて 真人に ス 
トン ビングを 浴びせて いる ツイン テー ル 


少女の 顔め がけて、 俺は ビシッ と 人差し 
指を 突き立て、 その 正体を 暴露して やっ 
た。 

たちまち、 ツィン テ ー ルエナ メル マニ 

ア 少女は 真っ青に なって あわては じめ 
た。 

「ちよつ、 ちよつ とつ？  なつなん であ 
んた 、あたしの 素性を 知っ てるのよぅ？」 
「やはりな。 その ヶバ ヶバ しくて 無駄に 
未来派ぶ った ファッション センス、 いく 
ら この 街の女が 狂って いても、 そんな 恥 
知らず な 格好は しない。 故に お前は 未来 
人、 決定 だ」 

「僕には 全然 わからな いよ！ どっちに 
しても 非現実的な 存在で ある ことに 変わ 

りは ない よっ—. いつたい どぅな つてる 
…… ぐはつ！」 

頭を 抱えて 叫ぶ 真人の 顔面に、 ッンデ 
レ 未来 少女が また 下段 M りを 入れた。 

「と^ — に^ — か^ — く  - -  あたしの 仕 寧を 

邪魔し ないで よねつ。 ち やつち やつと こ 
のダメ 人間を 殺して 未来に 帰 るんだ か 


らっ！ 」 

「ダメ だ、 ダメ だ！ このまま 手 ぶら で 
帰れ！」 

三人で 噛み合わない 口論を つづけて い 
ると、 いつの 間に かもう 一人、 客が 増え 
ていた。 地味な デザィンの 清楚な ワン 
ピース を 着て、 麦藁帽子と 眼鏡の 似合う 
女の子 …… 桧山 玲於奈 だ。 つい さっき 真 
人を 追い出した はずの 玲於奈 が、 なぜ こ 
こに？ 

「こんにちは。 あれっ、 どうして 今 岡 君 
が ここに？ それに、 その 変わった コス 
プレ 姿の 女の子は？」 

「ああっ、 桧 山さん、 来ち やダメ だよ！ 
この 子は 宇宙人で、 しかも 僕を 殺そうと 
して るんだ よ。 巻き込まれち や 危ない 
よっ、 早く 逃げて っ」 

「違う ぞ 、真人。 この 女は 未来 人 だ！」 
「あ 一、 もう、 次々 と 邪魔が 入って、 や 
る 気 なくなつ てきた あ！」 

一時 休戦。 


俺は 三人を リビング ル ー ムに 招き 入れ 
た。 そして、 ひと まず 未来 少女 の 言い分 
を 聞いて から 今後の ことを 相談し ようと 
提案した。 最初は 問答無用で 真人を 殺す 
つもりに 見ぇた 未来 少女だった が、 意外 
にも おとなしく 承知して 部屋に 入っ て 来 
た。 

「あたしの 名前は 新庄美 優。 あんた の 
言う とおり、 未来から やって 来たの よ。 
で、 そっちの キモ オタの 名前と 素性は 詳 
しく 知っ てるんだ けど、 あんた たち 二人 
は 誰な のよう」 

二人が けの ソファを 一人で 占領して 腹 
ばいに 寝転 がった 未来 少女. 美 優が、 ジ 
ロ ジロ〜 とぶしつ けに 俺と 玲於奈 の 顔を 
交互に 見比べて きた。 

「俺は 真人の 友達で 坪 井 明 良。 こっちの 
眼鏡の 子は 俺ら の 共通の 友達で、 桧山玲 
於奈 。三人は 同じ 大学の サ ー クルに 所属 
している 友人なん だ」 

「うわ、 眼鏡 かけ てる女、 初めて 見た。 

ダ サツ . 」 


「こ、 この 人、 怖い わ、 坪 井 君。 ありえ 
ない コスプレし てるし、 妙な 銃を 腰に ぶ 
ら 下げて るし。 もしかして、 アレ？」 
玲於奈 と美 優の 間で、 冷たい 視線の 応 
酬が しばらく つづいた。 

なんだ、 この 緊張 感は 。背中に 寒気を 
感じた。 

「え、 えっと、 その、 当事者の 僕と して 
は、 僕が 死ななければ ならない 理由を 知 
りた いんだけ ど …… わけがわからないう 
ちに 殺される の だけは いや だよ」 

部屋の 隅で 四 人 分の お茶を 注いで いた 
真人が 切り出した。 

「そんな こと、 ど一 でもい いじ やん。 あ 
ん た、 どうせ 死 ぬんで しょ？」 

「そ、 そうだけ ど . 」 

ギ ロリと 美 優に 睨まれた 真人は、 力な 
くうな だれて 固まっ てし まった。 

もちろん、 俺と しては 黙って 真人が 死 
刑を 執行され るのを 待っ ている わけには 
いかない。 だが 相手は 宇宙 ガン (正式 名 
称は 知らない) を 持っ ている から、 素手 
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で 立ち向か うのは 危ない。 使える 武器は 
全部、 倉庫に 隠して ある。 美 優が 見て い 
る 前で 取り出す のは 無理 だ。 そこで 俺は、 
携带 電話の メ^  — ルを 受信す るふり をして 
密かに 救援を 呼んだ。 間抜けに も 美 優は 
気づいて いない。 とはいえ、 呼び出した 
助っ人が ここに 到着す るまで、 まだ 少し 
ばかり 時間が かかる。 俺は ひとまず 時間 
を 稼ぐ ことにした。 

「ちゃんと 理由を 聞かない と 判断の しょ 
うがない じ ゃない か。 お前が 善か惡 か、 
真人が 罪人な のか 無実な のか、 説明し ろ」 
「う 一 ん 。じゃあ、 説明して あげても い 

いわょ？」 

「さっき 僕が 頼んだ ときには 却下した く 
せに、 明 良の 言う ことは 素直に 聞 くんだ 
ね …… 」 

「なんです つて？  この キモ メン 、ブッ 

殺す わよ！」 

「ごつ、 ごめんなさいつ、 ごめんなさい 
いいつ！」 

「いいから、 聞かせて ください。 私 もい つ 


たい 何が どうな ってい るの か …… 」 
「うるさい わね、 眼鏡 女！ 無関係な あ 
ん たにまで 聞かせる 義理は な いんだけ 
ど、 いちいち 質問され るの ゥザ いから、 
しやべ つて あげる わよ」 

美 優の 長話が はじまっ た。 どうやら、 
しやべ り だすと 止まらなくなる 性癖が あ 
るら しい。 

「この 今 岡 真人って 男は ね一、 今は ただ 
の ひきこもり 学生 だけど、 将来 Innocent 

World という、 と〜 つても おそろしい 
システムを 発明す る ことにな つてい るの 

よ。 Innocent  World は、 人間の 意識を 
広大な 仮想空間の 中に 取り込んで 永遠に 
仮想 世界の 住人に してし まう という シス 
テム。 昔々 『マトリックス』 って 仮想 世 
界を 描いた 古典 映画が あったで しょ？ 
あれの スタン ドア ロン 版よ。 あれの パク 

リ とも 劣化 版と も 言う わね」 

「つまり、 バ ー チヤ ル 空間なん だけど、 
ネット ワ ー クで 各人の 意識が つながって 
いる わけ じ やない つて こと？」 


「そう。 太古の パソコンみ たいに、 一人 
ひとりが 自分 だけの 世界に 永遠に ひきこ 
もれる という 画期的 なんだか 退化なん だ 
かわからない システム なのよ。 何しろ 
自分 以外の 人間は 全部 コン ピユ ー タの プ 
ログ ラム だから、 絶対に 自分を 傷つけ 
たり 困らせた りする 行動を 取らない わ 
け。 だから、 Innocstworld に 一度 ア 

ク セスした 人間は、 誰 一人 現実には 戻っ 
て 来られなくなる の。 みんな、 死ぬ まで 
InnocentWorld に ログィンした つきり、 
羊水 状の 液体に 満たされた ヵプセルの 中 
で 一生を 終えて しまう。 ただ 夢を見て い 
るう ちに 人生を 終えて しまう。 それが 

Innocent  world」 

「本当に そんな システムが あるなら、 今 
すぐ 欲しい よ！ 僕なん て、 どうせ 現実 
を 生きて たって つらくて 苦しいだ けだ 
し。 それ、 いくらで 買える の？  アキバ 
で 売って る？」 

「ハ ァ？ あんた がつ くるの よ、 今 岡 真 

人！ あんた は、 親から 莫大な 資産を 受 
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け 継いで いるの よね？」 

「使い道がない ので 使っ たこ とないけ 
ど、 たぶんね …… 」 

「あんた は モテない 恨みで 根性の 曲 
がった マッド サイ エン テイストに 成長 
し、 その 資産を 継ぎ 込んで 二十 年後に 
1 nnocent  wsld の プロトタイプを 完成 
させて しまう のよ！」 

「ええっ、 なんの 意味 もない 虚しい 人生 
だと 思っ てた のに、 僕に そんな 輝かし 
い 未来が？  そぅなん だ！ 頑張って 
1 nnocentWorld を 開発す るよ、 僕！」 

「って、 あたしに 励まされて ど一 すん の 
よっ。 つくるな、 って 言って るで しょ！」 
「どうして 1 nnocst  World をつ くつ 
ち やい けな いんだよ？ だって、 僕み た 
いなどう しよう もない キモ オタの クズみ 
たいな 人間で も、 Innocent  World の 中 
でなら 幸せに 生きて いけ るんだ ろ？ た 
とえば、 明 良 君みたい なイケ メンに 変身 
して、 かわいい 女の子と 結婚して 家族を 
つくつ て 幸せに 暮らして いけたり す るん 


だろ？  現実 じ ゃ 一生し がない ひきこ 
もりの 僕で も、 Innocent  World の 世界 
の 中で なら 何に だって なれ るんだ ろ？ 
身長 一 五八 センチの 僕で も、 プラィド 
へビ ー 級 チャンピオンに だって なれ るん 
だろ？  最高 じ ゃない か！ それに 夢 
の 世界なら、 妄想の 世界なら、 誰に も 迷 
惑を かけない じ ゃない か。 僕 だったら 
Innocent  World を 発明した 人間に ノー 
ベル 平和 賞を 受賞 させて あげる ところ だ 
ょ！」 

日頃は オドオ ドと していて 自信 も顆気 
もない 真人が、 IE をらん らんと 輝かせて 
美 優に 食って かかっ た。 Innocent  World 
の 発明者になる といぅ 自分の 運命を 知っ 
て、 突然 「人生の 意味」 を 見出した の 
かもしれ ない。 しかも、 その Innocent 
World は、 どぅやら 真人 自身が 欲しくて 
欲しくて しかたがな いものな の だ。 「永 
久 ひきこもり システム」 …… 誰を も 頼ら 
ず、 誰に も 迷惑を かけず、 _ 分で 自分 自 
身を 救う システム。 たとえ その 救いが 単 


なる 「夢」 だとしても、 真人が 味わって 
きた 地獄の ような 現実よりは、 はるかに 
価値が あるの だろう。 

「あのねえ。 みんなが みんな、 ひきこも 
りに なって 現実を 捨てち やったら、 社会 
の システムが 崩壊 しちやう でしよ っ！ 
誰が お 米を つくる のよ、 誰が 電気を 供 
給す るの よ？ 実際、 あんた の 発明し 
た Irmocent ^ orld が 爆発的に 普及し 

たせいで 社会は 崩壊して しまった のよ、 
そして 大戦 争が 起きた の！  Innocent 
World を 打ち壊そう とする グル ー プ、 
裕福 層に しか 人手で きない Innocent 
World を 国有化して 大衆に 平等に 分配し 
ようとす る グルー プ、 Innocent  World 

を 独占し つ、 つけよう とする グル ー プ 、世 
界 中の 国が 様々 な 派閥に 分かれて 争い、 
地球 環境が 汚染され、 大勢の 人間が 死に 
絶え、 とうとう 人類は 地上に 暮らす 反対 
派と 地下に 潜った 賛成 派の 二つの 勢力に 
永久に 分 断され てし まった のよ ！ 」 
「ええっ。 でも それは 僕の 責任 じ やない 
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よ。 そもそも、 どぅして そんなに 揉めな 
き やなら な いんだよ？」 

「こんな 二 〇〇七 年の 原始時代に 暮らし 
ている あんた には 理解で きない かもしれ 
ない けどね 一。 反対派から 逃れる ために 
地下に 潜つ てまで Innocent  World にす 
がって 生きつ づけて いる 速 中っての は、 
これが 全員、 男な のよ。 わかる？ 男っ 
てのは 夢み がちな 動物 だと 古来から 言わ 
れ ていたんだ けど、 夢み がち どころ か 
妄想 狂 だらけだった のよ。 で、 Innocent 
World を 打ち壊そぅ とする 反対派の 中核 
には 女が 多かった わけよ」 

「女の人は 現実的 だ もんね …… 」 

「ま、 実際には Innocent  World 賛成 派 
の 女と か、 Innocent  World 反対派の 男 
もい たんだけ どね 一。 歴史 書に よると、 
ブサ ィクな 女の 一部は 賛成 派に まわり、 
同様に イ ケメン 男の 多くは 反対派に ま 
わつ たらしい わ。 でも、 地下に 潜った ブ 
サ イク 女たち は 地下 帝国に 入国 させても 
ら えず 地上に 追い返されたん だって。 そ 


して、 地上に 残った 男は その後 突如 発生 
した 新種の ゥィルス にょって 絶滅。 結果 
として、 短期間の 間に 見事に 男と 女が 
地下と 地上に 別れて 真っ二つに 分裂し 
ち ゃった わけ」 

美 優の 説明は なかなか 簡潔で、 真人 も 
すぐに 呑み込めた らしい。 

「つて ことは、 ィ ケメン つて、 Innocent 
World に ひきこもった 奴 以外は 将来 絶滅 
す るん た C ざ、 ざま あみろ ！  やった ぁ ！ 
もしかして、 その ィケ メン 絶滅 ゥィル 
スも 、地下の もぐら 男たち が 発明し たん 
じ ゃない の？」 

「そんな ことまで 知らない わょ！ あた 
しが 生まれる ずっ と 前の 話 だしぃ」 
「そぅなん だ。 でも さ。 男と 女が 地下と 
地上に 分かれて 暮らして いるのに、 どぅ 
して 種族が 保存で きている の？ 男女が 
一緒に いないと 子孫は 生まれな いんじ ゃ 
ない の？ 話が おかしい よ。 1 nnocent 
World の 中で 子供を つくっても、 現実に 
は 子供は 生まれて こな いんだし。 イケメ 


ンが 絶滅した 女 ばかりの 国 だって 同じ こ 
とだろ？」 

「あたした ちが 暮らす 地上の 国では、 男 
の DNA を 大量に 冷凍 保存して あるか 
ら 、当分の 間は 大丈夫ら しい わ。 人工 授 
精で 自分の 好きな タイプの 子供を 産める 
わけ。 ただし 男の子を 産んでも ゥイルス 
にす ぐ やられて しまう から、 女の子し か 
産めない けどね」 

「じゃあ、 地下の 男の 国は？  子供を 産 
む 役割を 担う 女性が いないのに、 誰が ど 
、っやって 子供を 産 むんだろう？」 
「知らない。 でも 男たち はじ わじ わ 繁殖 
していて 絶滅し そうにな いから、 人工的 
に 子供を つくる システム でも 開発し たん 
じ ゃない？ ま、 どうせ ゥイルスが 蔓延 
している 地上には 出て 来られな いから、 
地下で 何を やって いようが どうで もい い 
んだ けど。 それに 地下に 潜った 男の 大半 
は、 元は この 時代で 言う ところの キモメ 
ン 、つまり 劣等 民族だった しね」 

「僕の 同胞たち は、 とうとう そんな 立場 


にまで 追い詰められて しまう のか …… 」 
真人は がつ くりと 肩を 落とした。 
「今って いうか、 未来では 地上と 地下の 
二 大国 家の 間で 世界 最終 戦争が 勃発して 
いるの。 わが 軍は 目下 地下 帝国に 進攻 中 
なんだ けど、 万里の長城の ごとく 張り 巡 
ら された 分厚い 超合金の シ ー ルドを どう 
しても 突破で きなくて。 あれさえ プチ 破 
る ことができれば、 ゥィルスを 撒いて 男 
どもを 絶滅 させられ るんだ けど ぉ」 
「ひどい や。 どうして そんな 皆殺し 戦争 
をし なくち やい けな いんだょ？  男は 地 
下で Innocent  World に ひきこも つて お 
となし くして るんだ ろ？」 

「偉い 政治家が 決めた ことなん だか 
ら 、あたしに 言われても 知らない つて 
ば。 とにかく、 このまま じ や埒が 明かな 
いという ことにな つて、 過去に 戻つ て 

Innocent ^ orld を 発明した 今 岡 真人を 
暗殺して しまおう という 決議が なされた 
わけ。 Innocent ^ orld が 消えれば 地下 
の 男たち は 世を はかなんで 自害す るか、 


ひきこもりを 蹄め て 女を 求めて 地上に 3d 
て 来て ゥィルスで 全滅で しょ？  いい ア 
ィデア じ やん。 で、 刺客と して 選ばれた 
のが、 この あたし。 この 新 庄美優 様は、 
数千 人の 候補者の 中から 選ばれた エリ ー 

トス ナイ パー つて わけ」 

「、つ 一 ん 、タイムマシンまで 発明され て 
るの か。 スゴイ や、 未来。 でも、 どうやつ 
て 未来に 戻る の？」 


「えつ 


え、 え一 と、 その。 な、 なん 


とかなる わょ！ 仕事が 終わっ たら 回収 
しに 来て くれる って 言っ てた しい」 
「それに、 タィム パラ ド クスの 問題 も あ 
るし ね」 

「タィム 腹 ド ッグ？  何 それ？ とに か 
く 過去に 来て みたら、 問題の 今 岡 真人、 
あんた もキ モメン なんて 呼ばれて る 被 差 
別 者だった なんて 大笑いね。 そり やひき 
こもり システム つくりた くなる わょ ね、 

ァーハ ハ ハ ハ」 

「う、 うるさい な あ . 」 


「この 世界 じ やまだ キ モメン つて 言われ 


て 笑われて る だけで 済んで るみたい だけ 
ど、 いずれ 顔面 カ ー スト 制度が 法制 度 化 
される のよ。 容姿の 醜い 人間は 国連 決議 
で 劣等 民族と して 認定され て、 大弾 圧さ 
れる 運命な の。 つまり、 あんた はま だ 建 
前 だけで も 平等に 扱って もらえて いるぶ 
ん 幸せって わけ」 

「ええ？  ど、 どうして そんな ひどい こ 
とに？」 

「民族 紛争は 国内 暴動 や 終わりの ない テ 
口 や 絶滅 戦争に つながる ので、 民族 差別 
は 廃絶 方向に 向かう わけ。 これは ィスラ 
ム 勢力との 果てしない 抗争に 疲れ果てた 
アメリカが 主導す るの。 でも、 すべての 
人間を 差別 しちやい けない なんて 言って 
も 誰も 納得し ない。 そこで 新たに 人間の 
階級 欲 •差別 欲を 満たす ために 採用され 
たのが、 いわゆる 顔面 カー スト 思想。 ブ 
サ ィクな 人間は いくらでも 差別して い 
い、 人間は 容姿に よって 身分が 決まる、 
という 思想よ。 つまり 外国と 争っ て 戦う 
と 結束 されても 被 書 も 大きい から、 国内 
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で 弱い 立場の 人間を つくって 一人ず つバ 
ラバ ラに 分 断して 苛めて たほうが 世の中 
が 平和になる という 高度な 政治的 判断。 
わかる？」 

「あ、 あんまり だ！ そんな 世の中に 
なっち やった から、 地下に 潜って でも 

Innocent  World に ひきこもろう とする 
人間が 増えたん じ やない の？」 

「、っ^ ~ ん 、そうか もね。 でも、 キモ いも 
のは キモ いんだから、 しようが ないじ や 
ん 。実際 あんた、 ほんと キモ いし！」 
「うわ ああっ！ こんなに かわいい 女の 
子から、 こんなに ズ バズ パと 容赦な くキ 
モ がられる なんて、 さすがに 生まれて 初 
めて だ あっ！ もういい よ、 もうっ、 死 
ねばい いんだろ 死ねば。 今す ぐ この マン 
シ ョンの 屋上から 飛び降りて やる よっ！ 

うわ ああ ああ 一 っ！」 

「あつ、 逃げるな ！ 待ちな さいよ ！ 」 
真人は 泣きながら 走り出して、 廊下の 
向こうへ と 消えて いつた。 美 優が あわて 
て 追い かけて いく。 玲於奈 は、 いま 交わ 


された 会話が はたして 現実な のか 判断し 
がたいと いった 表情で 固まっ ていた。 

「玲 於奈 、危ない からこ こで 待っ ていろ。 
真人を 連れ戻して くる」 

「で、 でも、 あの 女の子、 危ない わょ？」 
「俺なら 心配ない。 助っ人を 呼んで ある」 
「助っ人？」 

そぅ。 そろそろ 駆けつける 頃のは ず だ、 
俺の 相棒が。 

俺は ベランダに 出る や 否や、 闇の 中へ 
とひら りと 飛び降りた。 

背後から、 玲於奈 の 悲鳴が 聞こえて き 
た。 

2 | 十九 歳の 密かな 欲望 

俺の 体は 重力に 引かれて 落下して い 
く。 このまま 無傷で 着地で きる ほど 俺は 
器用では ない が、 「助っ人」 が 間に合っ 
たので 問題ない、 たぶん。 

その 助っ人、 上琉ぐ りんは ネコ 耳、 片 
目 []1 帯、 エプロン メイ ドド レスと いう 倍 


闇で も 目立ちす ぎる 姿で 俺の 真下 . 駐 

車 場の アスファルトの 上に 突っ立って い 
た。 

「うわ、 わ、 何 やって るんで すかっ、 明 
良 先輩っ」 

「ぐ りん、 屋上まで 俺を 抱えて 飛べ、 急 
げ！ 真人が 危ない」 

「ええっ、 そんな こと 言われても」 

実に 頼りに ならな さそうな 助っ人ぐ り 
んは 、背中に 背負った ランドセル 型の 
バー ニアを 噴射させる と、 垂直に 飛び 上 
がった。 加速しながら、 落下 中の 俺と 交 
錯し 、そして …… 。 

「はう 一 つ、 キャ ッチし そこなつ てし ま 
いました っ、 さょうなら 明 良 先 Is っ！」 
「ばっ、 馬鹿 ぁ一 っ！ 俺を キャ ッチし 
ろっ！」 

「でもで も、 真人 様が っ」 

「先に 俺を 助けろ っ！」 

「はう あ一 っ！ ポクは、 ポクは、 どう 
すれば 一 っ？  思考 回路は ショ ー ト 寸前 
です っ！ 参考文献 『あれ か、 これ か 』 
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キル ケコ ■ — ;1/ つ ！ 」 

「そんな 葛藤す るよぅ な 問題 かぁっ！ 
早く 助けろ っ」 

「わかりました〜」 

猛スピ ー ドで U 夕 1 ン したぐ りんは 落 
下して いく 俺に 追いつき、 俺の 体を 捕ま 
えて 小脇に 抱える と、 再び 屋上め がけて 
上昇し はじめた。 

あと 〇 • 二 秒 ほどぐ りんが 躊躇して い 
たら、 俺は 今頃 コンク リート の 上に 潰れ 
た トマトの よぅに 飛び散って いただろ 

、っ 0 

…… しかし、 よくも 地面に 激突す る 前 
にこれ だけ 会話を 交わせた もの だ。 
「階段を 使って 昇れば よかった じ ゃない 
です か、 明 良 先輩。 ポクが 駆けつけ なかっ 
たら 死んで たじ ゃないで すか」 

「そんな 余裕は ない。 真人が 未来から 来 
た 刺客に 追われて いる！」 

「けげ つ！ 刺客です かつ？ ポク、 
帰って いいです か？」 

「ダ メだ 、お前が 真人を 守らないで どう 


「、っぅ、 っっ、 先輩は ポク 使いが 荒いです」 
泣き言を 言いな がらぐ りんは マン ショ 
ンの 屋上まで 急上昇し、 フヱ ンスを 飛び 
越えて コンク リート の 床の 上に 着地し 
た。 勢い あまっ たぐりん が 着地に 失敗し 
て 前 のめりに 倒れた ため、 脇に 抱えられ 
ていた 俺 も ゴロ ゴロと 投げ出された。 ぐ 
りんは、 どこまでも 頼りに ならない。 が、 
今、 あの 「宇宙 ガン」 に 対抗で きる のは、 
ぐ りんだ けだ。 

「なっ、 何よ、 あんた たち。 まだ 邪魔す 

るつ もり？ - 

宇宙 ガンを 構えて フェンスの 角の コ I 
ナーに 真人を 追い詰め ていた 美 優が、 呆 
れ 顔で 俺 とぐりん を 交互に 眺めて いる。 
美 優は、 撃たれた くなければ フェンスを 
越えて ダ ィブし ろと 真人に 迫っ ていたよ 
うだ。 どうやら 自分の 手で 真人を 撃ち殺 
すのは 気が ひける らしい。 美 優が 躊躇し 
ていて くれた おかげで 間一髪 間に合った 
の だとい える。 


「あれっ、 この 女、 さっきの 眼鏡と 違 
う !? :  なっ、 何よ、 なんな のよ、 頭に ネ 
コ 耳、 片目に 眼帯、 身 体中に 包帯、 半裸 

とも 言つ ていいよ うな エプロン メイ ドド 
レス、 脚には ル ー ズ ソックス、 首には 鉄 
の 首輪と 巨大な 鈴、 お尻には ネコの しっ 
ぼつ？ さらに さらに、 頭からは アン テ 
ナ みたい な 一対の 触覚 毛髪 …… って、 背 
中に 赤い ランドセル 背負っ てるしっ、 ア 
ホみたい に チ チで かいしっ！ いったい 
なんな のよ、 この 変態 女は っ？」 

美 優 はぐりん の コスチ ユーム に ショ ッ 
クを 受けたら しい。 そり や、 そうだろう 0 
俺 もまっ たく わけがわからない。 
「そういう お前 も、 おかしな エナメル 
スーッ を 着込んで、 恥ずかしい デザイン 
の 銃を 振り まわして いる じ やない か」 
「あっ、 あたしのは スナイ パーの 制服な 
のよ っ。 機能 性 重視っ。 こいつの 格好は 
明らかに 機能 性を 無視、 逸脱、 あたしの 
理解の 範疇 外 だ わっ！」 

「、っ 一 ん 、説明し ましよう 。ポクの コス 
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チ ユーム は〜、 二 〇〇七 年の 東京の オタ 
ク さんが 一番 好きな パ^  — ッを できる 限 り 
再現して 寄せ集めて つくった 特注品な の 
です。 つまり、 ポクの 魅力で 真人 様を メ 
ロメロの 萌え萌 えに する ために、 ポクは 
わざわざ こんな 人間性を 放棄した 姿で 未 
来から やって来 たのです っ。 参考文献 『知 
覚の 現象学』 メルロ  = ポンティ」 

ぐ りんが 腰に 手を 添えて 大威張り しは 
じめ た。 この 危機 的な 状況を 理解で きて 
いるの だろう か。 

「あっ、 萌え萌 えっての は 二 〇〇七 年 東 
京 用語で、 胸が き ゅん き ゅん トキ メい 
ち やう 好き好き 大好き 愛して るって いう 
意味です っ。 とりあえず 真人 様を 殺そう 

とする 人は、 ポクが ブチ コロ シ マス ！ 」 
「じ や、 あんた も 未来 人っ？  でも、 あ 
ん た、 チ チで かいし、 女で しょ っ？ 女 
のく せに、 どうして 真人に 味方す る わ 

けっ？」 

「それは〜。 真人 様は、 ポクの ご主人 様 
だからで すつ ！ 」 


「ご主人 様 ぁ？ そんな 言葉、 死語よ、 
死語っ！ なんで こんな 旧 世紀の 遺物み 
たいな 男尊女卑 思想に 染まった 女が 未来 

に 残っ てるのよ？」 

美 優に 追い詰められて コ ー ナ ー に 押し 
込まれ、 ガタガ タと 震えて いた 真人が、 
突然 降って湧いた 人生 最大の 幸運に 目を 
輝かせた。 

「えええ っ？ ぼ、 僕が、 君の ご主人 様 
だって？」 

「イエス、 マスタ—、 なのです」 

「そ、 そんな。 つい さつきまで、 この 
まま 飛び降りて 死ぬ つも りだった けど、 
やっぱり 死にた くないっ。 美 優 様、 どぅ 
か 僕を 見逃して くださいっ。 人間 彼女 さ 
えで きれば、 絶対に 1 nnocent  World な 

ん てつく りません からっ ！ 」 

「あ' — つ、 ぅるさい つ ！ あんた、 から 
かわれ てるのよ。 あんた みたい な キモメ 
ン が、 こんな ネコ 耳 ネコ 尻尾 完全 装備の 
エロ ボディ 美少女の ご主人 様になれる わ 
けないで しよ つ！ そもそも 奴隸 だの ご 


主人 様 だのなん て 不平等な 発想 自体、 女 
を 馬鹿にし てる 罪で 死に 値する わっ。 と 
いう わけで、 やっぱ 、あんた、 殺す っ！」 
「うわ一 ん 、助けてよう」 
「わかりました。 真人 様を 殺そうと する 

悪い 奴は ブチ コロ シマ ス！」 

「ふん、 そんな わけ わかんない ゴテゴ 
テした 格好で、 何が できる というの 0 
チ チ だって 重くて 邪魔だろう し …… ぐ 

はっ！」 

ぐ りんが 予備 動作 もな くいきな り 加速 
して 突進し、 美 優の 身体に 体当たり をし 
た。 俺の 目に もぐりん の 動きは まったく 
見えなかった。 美 優は 転がりながら 体勢 
を 整え、 横っ 飛びに 飛ぶ と 同時にぐ りん 
めがけて 宇宙 ガンを 撃った。 レ ー ザ ー だ。 
しかし、 ぐ りんは レ ー ザ ー が 届く よりも 
早く、 背中の バー ニアを 噴射 させて、 美 
優の 視界から 瞬時に 消えた。 

「上っ？」 

美 優が 上空め がけて レー ザ ー を 乱射す 
るが、 ぐ りんは 美 優の 背後に 音 もな く 
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立って いた。 

「しまつ . 」 

「真人 様の ためなら 何を しても いいの 
だ、 外道 成敗！」 

ぐ りんが ランドセルから 伸びて いる 
ソ！ ドに 手を かけた。 ぐ りんが あの ソ ー 
ドを ひとたび 抜く や 否や、 刀身が 瞬時に 
高温を 発し、 美 優の 肢体を 強化 ス ー ッご 

と 真っ 二つに 焼き 斬っ てし まぅ だろぅ。 
もはや 逃げられな いと 諦めた 美 優は 両手 
で 顔を 覆い、 腰を 抜かして 力なく へたり 
込んで しまった。 

ぐ りんが 実は 強いとは 知ってい たが、 
まさか これほど 強かった とは。 

ぐ こ？  〇 

た 力 . 

「ダメ 、ダメ だょ、 美 優 様を 殺しち ゃ、 

ダメ だっ て！」 

意外な ことに 真人が ぐ りんの 腰に すが 

りついて いた。 

「なぜです か、 真人 様。 真人 様の 敵で あ 
る 人間は 殺さなければ ならない。 これが 
ポクに 与えられた ル ー ル その 二。 しか 


し、 真人 様に 逆らつ てはいけ ない。 これ 
が ル— ル その 一。 ボク 、判断に 困ります。 
あう あ〜 っ、 ポク、 思考 回路が ォ ー バー 
ヒ ー ト します ！ さつ、 参考文献 『罪と 

罰』 ドスト エフ スキ ー?」 

ぐ りんが 躊躇して いる 隙に、 美 優は 素 
早くぐ りんの 間合いから 飛び出す と、 床 
の 上を 側 転しながら 体重を 乘 せた 飛び 蹴 
りで フェンスを 突き破り、 そのまま 夜空 
へと ダ ィブして しまつた。 

汕 断した。 逃げられた。 まさか 飛び 降 
りる とは！ おそらく あの 強化 スーッ 
は、 この 程度の 高さから なら 落下しても 
人体を 保護で きる 耐久性を 備えて いるの 
だろう。 

「馬鹿つ、 あいつを 逃がして どうす るん 
だ、 ぐ りん」 

「しかし、 真人 様が〜。 う あ 一 つ、 ポク 
はどう すれば、 どう すれば。 あう あう あ 
う あう あう あう。 参考文献 『暱 吐』… サ 

パ… トル...」 

「ああつ、 ぐ りんさんが 口から 泡を 吹い 


て 倒れて しまった。 いったい、 僕が 何を 
したと いうの？ もう わけがわからない 

ょっ！」 

「二つの ルー ルが 衝突して ダブル バィン 
卜の 無限 ル ー プに 落ちたん だ。 とりあえ 
す 部屋に 連れて 帰ろう」 

美 優は すでに 逃げ去って いるは ず だ 
か、 もし まだ この 場を 見張られ ていたら 
まずい。 俺は 丸腰 だし、 いま 再び 襲われ 
たら 真人を 守り きれない。 

俺 はぐりん を 抱え 上げる と、 真人を 連 
れ てもう 一度 俺の 部屋へ と 戻った。 リ 
ビングに 入って みると、 玲於奈 もまた 
ソファの 上に 突っ伏して 失神して いた。 
さっき 俺が 飛び降り るのを 見て、 たぶん 
俺が 自殺した と 思った のだろう。 俺は 階 
段を 使う ょりもぐ りんに 拾わせる ほうが 
早く 屋上に 着く と 判断して 飛び降り たの 
だ。 一刻を 争う 事態だった ので 玲於奈 に 
説明して いる 時間がなかった。 

玲於奈 は そのまま ソファの 上に 寝かせ 
て おく ことにして、 俺 はぐりん と 二人で 
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倉庫に しまつて いた ある 機械を 引つ 張り 
出して きた。 初期 型の 1 nnocent  World 
だ。 現行の Innocent  World は 羊水 状の 
生命 維持 ス ー プの 中に 人間を 浮かばせる 
大掛かりな 生命 維持 カプセル として 設計 
されて いるの だが、 これは ヘッド セット 
体型の ゴー グルを 頭部に 装着す る だ 
けで 1 nnocent  World に ログイン できる 
簡易 タイプ だ。 長時間 アクセス しつづけ 
ている と カ ロリ ー を 摂取で きないな どの 
弊害で 生命 機能が 低下す るた め、 俺の 故 
郷 ではもぅ 使われて いない 骨董品 だ。 本 
体は 人間 一人が 入れる 程度の サイズの 卵 
型 カプセル。 中には 椅子が 一つ 据えられ 
ている。 カプセルの 形状は いかにも 「未 
来の 機械で ございます」 と 言わんばかり 
の 古めかしい 流線型 デザイン。 計器 類が 
目立たぬ 場所に 隠れて いるので 使 いづら 
いこと この 上ない。 

真人は 目を 白黒 させて、 

「明 良。 こ、 これは 何つ？」 

「旧式の 1 nnocent  World だ。 これを 使 


え ば 数 時間 だけ だが Innocent  World に 

アクセス できる。 今では 使われ なくなっ 
た 複数 ユ ー ザ ー の 同時 ログイン 機能 も搭 
載して いるから、 多人数で 同時に 同じ 
Innocent  World に 入る ことができる」 
俺は さっそく ゴー グルを 頭に 装着して 
ログイン する 準備を 整えた'' 

カプセルの 中は 狭い うえに 椅子が 一つ 
置かれて いる だけな ので、 二人 一緒に 入 
る ことは できない。 だが ゴー グル さえ 起 
動 させれば ログイン 可能な ので、 俺は 力 
プ セルに 入らず 自室の ソファの 上に 座っ 
たま まだ。 

じゃあ、 カプセルは 何のた めにある の 
かとい うと、 アクセス 中は 肉体を 動かす 
こと も 外界の 情報を 認識す る こと もで き 
ない ので 万一の 安全に 備えて カプセルに 
閉じこもっ たほうが 安全 だとい う 理由ら 
しい。 

実際問題、 今回の アクセスは 短時間で 
片 づけない といけ ない。 いつまた 美 優が 
襲つ てく るか もしれ ない の だ。 


「真人、 さあ、 ゴー グルを つけて ヵブ セ 
ルに 入れ。 椅子に 座れ」 

「あの、 今 さら だけど、 もしかして 明 良 
も 未来から 来たの？ いったい なんの た 
めに？」 

「それは Innocent  Worlc 一の 中で 説明す 
る」 

「ほ、 本当に 大丈夫 かな あ〜？」 

俺は ゴー グルの 耳元の タッチ センサ ー 
に 触れて、 ログィンした。 

一瞬、 視界が 真っ白になる。 

だが、 時間と ともに 少しずつ 感覚が 
蘇つ てく る 0 

見慣れた 光景が 目の前に 広がった。 

広大な し 鍾乳洞の 中に、 様々 な ビルが 
乱立して いる。 ただし、 地面から 上へ と 
伸びて いるので はなく、 いずれの ビル も 
天蓋から 下に 向かって 伸びて いる。 

天蓋には 地上の 女 どもが 何十 年 かけて 
掘り 進んでも 突き破る ことので きない 分 
厚い 超合金の 層が 幾重に も 重ねられて 敷 
かれて いる。 
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足元の 不安定な 岩盤の 上に 建物を 建て 
るよりも、 この 合金 層を 土台に して さか 
さまに 建てた ほうが ビルが 安定す るの 
だ 0 

足元に 広がって いるのは、 地下 世界の 
最下 層 部と なる 大地 …… スラングで 言う 
「地上」。 ここには 日光がなくても 自生し 
て 酸素を 供給して くれる 植物が 大量に 植 
えられ、 公園な どが 整備され ている。 

地下 都市では 空気が 汚染され ると 一 瞵 
にして 致命的な 災害に つながる 恐れが あ 
るので、 排気ガスの ような 危険な 環境 破 
壊 成分は まったく 排出され ていない。 も 
ち ろん 原子力 もない。 核廃棄物を 捨てる 
場所がない からだ。 

従って、 地下 都市は 地熱発電と 地下水 
脈を 使った 水力発電に よってす ベての エ 
ネル ギ^  — を 賄っ ている。 

人間の 数に 対して エネ ルギ ー の 量が 不 
足して いるので、 個人の 部屋には いわ ゆ 
る 電化製品の 類は まつたくない。 たつた 
一つ、 Innocst ^ odd  を 除いて。 


ところが、 実は Innocent  World に 口 
グィンし ない 人間 も 大勢い る。 彼らは 二 
人 一組の ヵップルに なって、 緑 豊かな 公 
園の そこ かしこを 歩いて いる。 

ヵップルの 構成は、 一人は 男、 もう 一 
人は たいていの 場合、 女 だ。 

しばらく 俺は 公園の 中央に ある 噴水の 
ほとりで 真人を 待った。 

「うわっ、 こ、 これが 仮想空間？ まる 
で 現実と 変わらな いじ やない か！」 
ようやく 真人の 姿が 隣に 現れた のを 確 
認 して、 俺は 話し はじめた。 

「あまり 時間がない ので、 手 短に 話す。 
この 仮想 世界は、 現実の 地下 帝国を そっ 
くり そのまま シミ ユレ ート した プロ グラ 
ムだ」 

「なんだか 平和 だね。 自動車 も 走って い 
ないし、 工場の 煙突 も 見えない し、 緑で 
いっぱい だし。 僕が 生きて いる 世界より 
もずつ と 空気が きれい なんじ やない かな 
あ？」 

「エネ ルギ ー が 足りない から、 無駄な 


消費 活動 や 不必要な 生産 活動は 厳格に 
禁止され ている。 俺たち が おおっ びら 
に 生産して いるものと 言えば、 Innocent 
world、 衣食住の 最低限の 必需品、 そし 

て フエ ミイ だ」 

「フヱ ミイ？」 

「この 公園を 見ろ。 俺たち 以外に も 人間 
が 大勢 歩いて いるだろう」 

「そういえば そうだね。 しかも アベック 
ばかり だ。 これ じ ゃ、 今の 世界の 公園と 
同じ じ やない か。 男 も 女 も 無機質な モノ 
トーン の 服を 着て いる 点が 僕の 世界とは 
違う けど。 でも、 地下 帝国には 男し か 住 
んで いないん じゃなかった の？」 
「全員が 全員 Innocent  World に ログ 
インした っきり では、 都市の 機能を 維 
持す る ことができない。 そこで かつて 
地下に 帝国を 建国す るに あたって、 当 
時の 評議会の 連中は ルー ルを 定めたん 
だ。 Irmocent  World 賛成 派の 男 だけが 
Innocent  World に ログイン する 権利を 
与えられ、 Innocent  World 反対派の 男 


は 現実 世界を 生きつ づけて 国家と 都市の 
運営に 従事すべし、 と」 

「そういえば、 反対派の 男っての もいた 
ん だね。 でも、 反対派まで 一緒に 地下に 
潜つ たのは どうして？」 

「Innocent  world 反対派の 男には、 東 
京風に 言えば ィ ケメン 系と キモ メン 系と 
いう 二 系統の 人種が いた。 そのうち ィヶ 
メン 系の 反対派は ほぼ 全員が 地上に 残っ 
て 女と 共存す る 道を 選んだ が、 キモメ 
ン 系は Innocent  World に 賛成し ようが 
反対し ようが、 いずれにせよ 女と ィケメ 
ン 男の 連合軍に 狩られて 殺される 運命に 
あった。 だから、 否応なしに 地下に 潜ら 
ざるを 得な かったん だ」 

「じ、 人種って」 

「美 優 も 言って ただろ。 俺たち の 世界で 
は、 肌の 色 や 瞳の 色では 人種を 分類し な 
い。 そのような 野蛮な 差別は 大昔に 廃絶 
された。 その代わりに 容貌が 美しい か 醜 
いかに よって 人種を 分類して いたんだ」 
「ちよつ と 待って。 これって 全部、 僕の 


妄想なん じ やない の？ キ モィ、 キ モィ 
と言われ つづけた ことによ って 『僕は キ 
モメン なんだ』 という 強迫観念が 増大し 
て、 とうとう あり もしない 悪夢の ような 
幻覚が 見える ように . 」 

「まあ、 最後まで 聞け。 これが 妄想では 
なくて 現実 だとい うこと を わかって もら 
、っため に、 Innocent ^ orld を 見せて る 
ん だぞ？ 」 

「ああ、 そうか。 そうだよ ね。 この 機械 
こそが 『Innocent  World は 現実に 存在 
する』 という 動かぬ 証拠 だよ ね。 疑って 
ごめんね」 

真人は 本当に 人が いい。 

俺と しては ありがた いはず なの だが、 
お 人よ しが 高 じて さっきの ように 美 優を 
見逃せ なんて 言い出す ので、 よくよく 考 
える と 実に 困る。 本人に 悪意がない ぶん、 
かえって 厄介 だ。 

「地下に 避難して 来た 元 Innocent 
World 反対派の 男たち は、 帝国の 建国 時 
に 現実 世界の 維持を 担当す る 役割を 与え 


られ 、シベリア ン という 階級 名を つけら 
れ た。 俺は その シベリア ンの 子孫なん だ」 
「でも、 地下に 女は いないは ず じ ゃな 
かったっけ 。それじゃ、 子孫は 生まれて 
こないで しよ？」 

「そう。 人間の 女は いない。 かつては 
1 nnocent  World を 求めて 地上から 地下 
へ 亡命し ようとす る 女 も 大勢いた が、 俺 
たちの 先祖が 超合金の シー ルドを 地殻 
の 中に 何 重に も 敷き詰めて、 絶対に 女 
が 人つ て 来られない ようにして しまつた 

からな。 ところが、 Innocent  World に 

アクセス もで きず 現実の 女 も いないと い 
う 状況が 数年 つづく と、 理性を 保てな く 
なって 発狂したり 自殺した りする シべ 
リアンが 続出し はじめ、 大規模な 暴動 も 
たびたび 発生した。 さらに 子孫が まった 
く 増えない ので、 人口の 減少が 大 問題と 
なった。 そこで、 これらの 問題を 解決す 
るた めに 導入され たのが クロ ーン 出産 制 
度 および フェ ミィ 制度 だ」 

「フエ ミイ？」 
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「公園を 歩いて いる ア ペックを 見ろ。 男 
も 女 もみん な 美しいだろう。 この 男たち 
の 先祖は ブ男だった のに、 どうして 美し 
くな ったの だと 思う？」 

「そうだね。 どうして かな あ、 整形？」 
「違う。 あいつら は 全員、 政府の 人口 統 
制 機関が つくった クロ ー ン なんだ。 ブサ 
イクな 人間は キ モメン 出身と 言われて 差 
別され るから、 遺伝子 操作で 全員の 顔を 
平等に 美し くつくって あるんだ。 だから 
今ではもう 顔の 美醜の 概念 そのもの がな 
くな つてし まつた」 

「『顔面 平等』 なんだ ね！ 羨ましい 世 
界 だな あ〜」 

「Innocent  World に アクセス できない 
シベリア ン は、 みな バイオ 技術で つくら 
れた 人造 女性 『フエ ミイ』 を 一人 与えら 
れ る。 その フエ ミイを 妻に して 生きて い 
くんだ。 この 改革に よって シベリア ンは 
性欲 や 愛情と いつた 人間的 欲求を 現実 
で 満たし、 Innocent  World システムの 
維持の ために 働きつ づける ことが 可能と 


なったん だ。 そして 今では、 シベリア ン 

も Innocent  World も 全員 クロー ン 技術 

にょって 人工的に 産まれて きた 男 ばかり 
というわけだ。 ついでに、 俺たち 男 も フエ 
ミイ も、 性器は 持って いるが 生殖 能力は 
持って いない。 完璧な 人口 統制を 実現す 
るた めだ」 

「ええっ？ じゃあ、 明 良は クロ ー ン人 
間で、 ぐ りんさんは 明 良の 奥さんな の？」 
「いや、 俺は 独身 だ。 俺は 二 〇〇七 年の 
東京に 飛んで お前を 守る という 任務を 遂 
行す るた めだけ に 生産され、 育てられて 
きた。 だから 俺には 俺 専用の フエ ミイ も 
いない。 ぐ りんは、 お前の 妻になる ため 
につ くられた 特別 製の フエ ミイ だ」 
「僕の？ ど、 どうして？」 

「俺の 任務は、 ただ 刺客から お前を 守 
ると いう だけでは ない。 もう 一つの 重 
大な 任務が ある。 それは、 お前の 才能 
を Innocent  World の 開発 だけでは なく、 
バイオ 技術の 方面に も 使わせて、 世界 
を 俺たち 人類に とつても つと マシな もの 


に 変える という 任務 だ。 …… かなりし ゃ 
べった な。 そろそろ ログアゥトす るか」 
真人は 興味深げ にフヱ ミィたち の 顔を 
観察して いたが、 去り 際には っと 悟った 
かの ょうに 目を 見開いて つぶやいた。 

「そういえば、 歩いて いる 女の子た ちの 
表情が、 みんな、 ぐ りんさん に似てる ね。 
不思議ち ゃん ってい うか、 心 ここに あら 
ずって いうか、 感情が 乏しい 感じが する 
ょ」 

「そうなん だ。 問題は そこ だ」 

無表情 なぐりん が 紅茶を 注いで くれて 
いるのを 見ながら、 俺と 真人は ソファに 
並んで 座った。 

もう 一つ 部屋に 備えつ けて ある 来客 用 
の ソファは 今、 眠って いる 玲於奈 が 占領 
している。 

「Innocent  World は 仮想 世界に すぎな 

いが、 キヤ ラク タ^ ~~ は 全員 リア ルな 人間 
と 寸分た がわない 人格を 持っ ている。 こ 
れは 、真人、 お前が つくった 最初の AI 
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プログラムが 完璧な ものだった からだ。 
そして 未だに Innocent  World の 根幹を 
なす A  _ ― ^ プログラムの システムを 1- 解し 
解読した 人間は 現れて いない。 真人、 お 

此刖を 除いて」 

「へえ 一。 でも …… 、僕、 そんな 天才 じ や 
ない よ？」 

「それに 対して、 地下 帝国の バイオ 科学 
者たち がつ くった フエ ミイは、 生身の 身 
体を 持っ ている 点では Innocent  World 
の AI よりも 優れてい る。 だが、 肝心 
の 人格が 薄っぺら いんだ。 あまりに 未 
熟で 不完全 なんだ。 シベリア ンは 長年、 
安っぽい 擬似 人格し か 持たない フヱ ミイ 
の 妻との 暮らしに 耐えながら、 自分た 
ちは 現実の 人間と 暮らせて いるの だか 
ら 、ひとり ぼつち で 1 Ilnosllt  World に 
ひきこもつ ている 連中よりも マシで f 半 
福な の だと 自らに 言い聞かせ てきた。 し 
かし、 ときおり 法律を 破って 死刑 覚悟 
で Innocent  World に アクセス する シべ 
リアンが 現れる。 そういう 奴ら はみ な 死 


刑 執行の 寸前まで 『Innocent  World は 
法悦 境だった、 俺は 真実の 愛を 見つけた 
んだ』 と 叫びつ づける。 今では シ ベリ 
アンは みんな フエ ミィと 暮らしながら 現 
実の 世界を 管理 させられ ている 自分の 
運命を 呪い、 憤って いる。 もはや、 誰も 
が シベリア ンを やめたがって おり、 新た 
に 生まれた 連中 も シベリア ン になり たが 
ら ない。 このままでは Innocent  World 
の 住人を 皆殺しに しょうと か Innocent 
World システム そのものを 破壊し ょうと 
か 言い出して 暴動を 起こす 連中が 現れる 
の も 時間の問題 だ」 

「つまり、 天才 A I 科学者になる 運命の 
僕に、 フエ ミィの ための AI もつ くれ 
と？」 

「そうだ。 Innocent  World の ほうの 研 
究は 適当で かまわない。 わざわざ 実物を 
持って来て やったん だから、 これを 調 
ベれば 簡単に 同じ ものを 開発で きる だろ 
う？  あまつた 時間で、 フエ ミイに 埋め 

込む AI を Innocent  World に 搭載され 


ている ものと 同じ レベルに 引き上げ るた 
めの 理論、 『大統一理論』 を 完成 させて 
欲しい。 完成した 暁には、 こっちの 世 
界 では 『大統一理論』 の 痕跡を 消去し、 
俺が 理論を 未来に 持ち帰る。 それで タイ 
ム パラ ド クス も 回避で きる し、 人類は 滅 
亡を 免れ るんだ」 

「でも、 よく わからな いな。 フエ ミイと 
か クロ ーン とか 言っても、 人間 だよ ね。 
君 だって クロ ーン なんだ ろ？ 男は ち や 
んと 人格を 持てる のに、 女の子は どうし 
て みんなぐ りんさんみ たいに なっち やう 
の？」 

「はい、 お茶です よ ぉ、 ご主人 様！」 

ぐ りんが テイ ー ヵップに 注いだ お茶を 
自分の 唇で ふうふうと 吹きながら 真人の 
口元まで 近づけて いった。 

「真人 様、 なんなら ポクが 口移しで 飲ま 
せて あげても いいけ ど〜」 

「もしかしてぐ りんさん って、 普通の 人 
間と して 育てられて いないん じ やない 
の？ 人格 操作され てる っぽい よ。 突然、 
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参考文献 がどうと か 言い出す し」 

「俺たち 男は 従来の 人間と 同様の プロ セ 
スを 経て ゆっくり 成長す るが、 フヱ ミイ 
は 三年で 十五 歳 程度の 肉体に 成長す る 促 
成 栽培 生物なん だ。 何しろ エネ ルギ ー 資 
源がない 国 だからな。 そもそも、 こいつ 
らは 人間 じ やない。 シベリア ンの 精神 
安定の ための 道具なん だ。 時間を かけて 
ゆっくり 育てて いる 余裕は ない。 そこで 
促成栽培 だ。 で、 フヱ ミイは みな、 本来 
の 人格の 代替と して、 主人の シベリア ン 
が 設定した A I プログラムを インプット 
される わけ だ。 あっ、 突然 意味 もな く大 
昔の 参考文献を 引っ張り出 すのは、 単な 
るぐ りんの プログラムの 癖 だ。 どうも 知 
性を ひけら かしてい るつ もりら しい」 

「人権蹂躪と いうか、 ひどい ね。 ぐり 
ん さんには 自分自身の 意思 も 主体性 もな 

いつて こと？」 

「そうそう 。ポクは 真人 様の 命令に 従う 
ようにつ くられて るんだ よ。 参考文献 『好 
き 好き 大好き』 R.  D. レイン | 


「ああ、 そうだ。 フヱ ミィは 人間の肉 体 
を 持つ ている が、 人間では ない。 身体を 
持つ た プログラム だ。 だから こそ 人間と 
同じ レべ ルの AI が、 『大統一理論』 が、 
必要なん だ」 

「ひどい よ、 明 良。 ぐ りん さんだつて 同 
じ 人間のは ず だよ！ どうして 人間と し 
て 育てな いんだ？ ちゃんと 人間と して 
育てれば、 人間ら しい 人格を 持てる よう 
になる だろ？」 

「資源 不足なん だからし かたがない。 そ 
れに 、人間に してし まう と 男に 反抗す る 
だろ？ そう なれば 地下 帝国は 破滅して 
しまう。 かつて 地上の 世界が 大戦 争に 
よって 崩壊した ように。 地下 帝国が 滅び 
たら、 もう 人間は 絶滅す るし かない。 だ 
から フエ ミィには 本当の 人格は 与えられ 
ない。 憲法 第 九条で 禁止され てい るんだ。 
必ず A I を 刷り込まなければ ならな いん 
だ」 

「そうなんで すよ、 地上の 女は おそろし 
いんです よ 一。 まあ ポクは 全身 兵器に 改 


造して もらっ てるから、 美 優なん てメ 
じ やない けど」 

ぐ りんは そぅ 言いながら 自分の 左の 二 
の 腕を ガチ ャッと 取りは ずして、 肘の 関 
節 部分に 格納して いる ナパ ー ム弾の 補充 
を はじめた。 ぐ りんは 真人を 守護す るた 
めの 特注 クロ ーン なので、 全身が 武器で、 
生身の 人間の 数万 倍の 戦闘力を 持って い 
るの だ。 

「ひどい や、 ひどい や。 僕には わからな 
いょ、 最初は 僕を 殺しに 来た 美 優 様が 悪 
人 だと 思つ てた けど、 ぐ りんさんを こん 
な ロボットみたい にして しまって、 意志 
も 奪って、 頭の 中に AI を 埋め込んで、 
こんな ことを して 平然として いるなん 
て …… 本当の 悪は 地下 帝国の 男たち なん 
じ やない の？」 

どぅやら 真人は 未来の 世界の あまりの 
殺伐と した 状況を 知って、 深く 傷ついた 
らしい。 涙を 流しな がらぐ りんの 肩を 抱 
いて、 ごめんね ごめんね、 と 謝りは じめ 
た 0 
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「あの 一、 ポクは 自我を 持っ てない から、 
謝罪 されても 反応の しょうがな いんだけ 
ど。 参考文献 『春秋 左 氏 伝』 中国人」 

「僕が モテない 腹い せに Innocent 
World なんかつ くらなければ、 ぐ りん さ 
ん だって 普通の 女の子と して 生きられた 
かもしれ ない のに。 惡 いのは 僕なん だね、 
僕が 人類を こんな 悲惨な 運命に 追い やっ 
てし まう なんて」 

「真人、 俺たち の 世界が こういう 状況に 
なる までには、 実に 長い 戦争の 歴史が 
あった。 お前 一人の 責任 じ やない し、 俺 
の 責任で もない。 それに、 フエ ミイは 貴 
重な 資源 だから 擬似 人権を 保障され てい 
る。 たとえ 主人と いえ ど シベリア ンが 
フエ ミイを 虐待したら 刑罰を 受ける し、 
フエ ミイを 殺したら 死刑になる。 違法 改 
造 も 禁止され ている。 ぐ りんは 例外で、 
お前を 守る ためにつ くられた 特注品な 
ので 全身 兇器 タイプに 改造され てい るん 
だ」 

「どうして。 なぜ そんなにまで 男と 女が 


対立す る ことにな つち やつたん だろぅ？ 
地球の 上と 底に 別れて までい がみ 合いつ 
づける なんて」 

「それは やはり、 Innocent  World に 原 
因が あるな。 Innocent  World と フエ 
ミイ、 この 二つの 技術に ょって、 男に 
とって 人間の 女は 不必要に なったん だ。 
Innocent  World には 男が 求める 理想の 
女性の 人格が あり、 フエ ミイには 理想の 
女性の 肉体が ある。 この 二つを 『大 統一 
理論』 に 統合 すれば、 地下 世界は 真の 
楽園と なる。 そぅ、 お前には Innocent 
World の 精神 世界と フエ ミイの 物質 世 
界を 統合す る 最高の システムを つくって 
欲し いんだ。 真人、 このままでは お前は 
物質 世界を 嫌悪して 精神 世界 一辺倒に 走 
り、 Innocent  World をつ くり 上げる 運 
命に ある。 だからぐ りんを 連れて来た。 
物質 世界の 女の 肉体の 素晴らし さを 覚え 
れば 、お前は 変わる だろう し、 未来 も 変 
わる。 もつ とよい 方向に」 

「という わけで 真人 様、 ポク、 なんでも 


サ ー ビスす るよ っ」 

「断る！ 身体が 人間で も、 頭の 中は プ 
ログ ラム だろ っ。 それ も、 きわめて レべ 
ルの 低い プログラム だ。 ぐ りんさんには 
悪い けど、 ぐ りんさんと セツ クスした つ 
て、 結婚し たって、 僕の 心は 満たされな 

いよっ！ 君たち だって フエ ミィの つく 

り 物の 単純な 人格に 満たされ ないから 孤 
独に 苦しんで いるんだ ろっ？ 僕 だって 
同じ だよ っ！」 

抱きついて きたぐ りんを 押しの けよぅ 
と 暴れながら 真人が 叫ぶ が、 ぐ りんの 怪 
力に 抗 える わけがない。 真人は そのまま 
カ ー ペットの 上に 押し倒されて、 ぐ りん 
に 手 脚を 押さえられて しまった。 

「って、、 っ わ 一 っ、 やめて、 キスし ない 
でっ！ せっかく カッコい いこと を 言っ 
てた のにな ぁ〜」 

「ん一 、真人 様の いけず ぅ。 参考文献、 

、 x. ^ — と  、 x. ^ ~ と . 」 

「とにかく、 ほんものの 自我を 持った 女 
の 子の 愛を 得られなければ、 僕は 何も 変 
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わらない ょっ。 僕は 桧山 さんが 好きなん 
だっ！ 僕が 生まれ変わって 桧 山さん を 
口説いて、 Innocent  World をつ くらな 
い 真人間に なれば いいんだ ろっ！」 
「いやし かし、 それでは タィム パラ ドク 
スの 問題が …… 、歴史が 変わって しまぅ」 
「美 優 様は そんな こと 気にせずに 僕を 殺 
そぅとし てるじ やない か ！ 」 

「いや、 ぁいつら 女 どもは 感情で 動いて 
いて、 何も 考えて ないから」 

そのと き、 ベランダの 方向から、 ぱち 
ばちと 乾いた 拍手の 音が した。 

美 優が ベランダに 潜んで、 俺たち の 話 
を 立ち聞きし ていたの だ。 

「ぁっ、 怨敵 発見、 怨敵 発見！ ブ チコ 

ロ シ マ ^  — ス」 

「わ一 っ、 ぐ りんさん、 だめ だっ てば！ 
待って、 待って！」 

「なかなか 立派な こと 言う じ やん、 この 
キ モメン 。その ネコ ミミつ けた ヘンな 女 
の 弱点を 解析し 終える までは あんた に迂 
闊に 手出しで きないから、 一力 月 だけ 猶 


予を あげても いい わよ ！ その 間に あん 
たが 人間 彼女つ くれたら、 生まれ変われ 
たと 認めて 見逃して やっても いい わ」 
つまり、 ぐ りんに 歯が立たないので 
真人を 殺す のを 諦め、 真人に どぅか 
1 nnocent  World をつ くるのを やめて く 
ださいと 頼んで いるら しい。 美 優は 尊大 
にも ほどが ある 性格な ので、 無理やり 高 
圧 的な 言い方を してし まぅ のだろぅ。 な 
んだ かかわ いげが あるな。 

うん？ 

俺が 人間の 女を、 先祖 代々 の 宿敵を、 
かわいいだ などと …… 。 

しかも こんな 傲慢な 性格の、 地上 帝国 
の 走狗を？ 

俺 も 真人に 影# されて、 気が 弱くな っ 
てきて いるの だろぅ か。 

「美 優 様、 ありがとぅ！ 僕は きっと 生 
まれ 変わつ て、 未来を もつ といい 方向に 
変えられる 人間になる よ」 

「ハ。 あんた みたい なキモ メンが 生まれ 
変われる わけない じ やん。 鏡 見てから 言 


いなさい よね。 まあ、 あたし も 二 〇〇七 
年の 東京を 観光して おきたい し、 一力 月 
だけ 待っ てあげる わ。 という わけで、 一 
時 休戦ね。 今夜から あたし、 ここに 住む 
ことにし たから。 ほら、 明 良、 さつ さと 
部屋を 用意しなさい！」 

美 優が 俺の ほうに 人差し指を ビシッ と 
突きつ けて、 高らかに 宣言して きた。 

「ええつ？  俺の マンション だ ぞ 、ここ 
は」 

「あんた とその ボケ 女が ィンチキ しない 
ように 見張って あげる のよぅ。 その 女の 
弱点 も リサ ー チしたい しぃ」 

「あのな。 そんな 危険な ことを 言い放つ 
奴を 住まわせられ ると 思つ てるの か？」 
「認めないなら これから 最終 決戦に 突入 
よ。 今す ぐ 自爆して 真人 ごと 吹っ飛んで 
やる う ！ さあさあ、 どうす るの？」 
「自爆 だって？  そんな 馬鹿な …… 」 
俺は 断れなかった。 

「わ あ、 ラブコメみ たいな 展開に なって 
きたね！ みんなで 仲よ くしよう ね」 
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「真人 様が そう 言う のなら、 ボク もこの 
高飛車 女と お 友達に なって みせる よ〜。 
明 良 先輩、 さっそく 美 優 ちゃんの お 部屋 

をつ くり ましょう、 お^ - 参考文献 一一 翔 

んだ ヵップル』 柳 沢き みお」 

「なつ、 何を ヘラへ ラし てるのよ、 あん 
たたち つ！ やい、 キ モメン 、あんた に 
残された 期間は 一力 月なん だからね つ！ 
わ かってん のっ？」 

と 言いながら、 美 優は ちらっと 俺の 顔 
を 覗き込ん できた。 

美 優 も 俺 も、 なぜか 視線が 合った とた 
んに頰 を 赤らめて しまい、 あわてて 目を 
逸らし 合つ た。 

いやな 予感が する。 すでに 十二分に 想 
定 外の 事態に 陥って いるの だが、 それ だ 
けでは すまない 、もっと 根本的な 破滅が 
俺に 迫って いる。 俺 自身の 自我が 根 こそ 
ぎ 崩壊して しまうよ うな クリティカル 的 
な 変化が 起きそう な 予感を、 俺は 感じて 

いた。 


3  Innocent  World 

翌朝。 

人類の 未来を 決定す る 重大 会議が、 
俺の マンションの リビング ルー ムで密 
かに 開かれて いた。 出席者は Innocent 
World 開発 者 (予定) の 今 岡 真人、 
Innocent  World の 開発を 「なかつ たこ 
と」 にす るた めに 未来から 真人を 殺しに 
来た 新庄美 優、 真人を 刺客から 守りつつ 
Innocent  World とフヱ ミィを 融合す る 
「大統一理論」 の 研究を 真人に 依頼す ベ 
く 未来から やって来た 俺 •坪 井 明 良、 俺 
の 助手で 本来は 真人の 妻になる 予定 だっ 
た 上琉ぐ りん、 そして 真人に 惚れられて 
いる 現代人の 桧山玲 於奈。 

「玲 於奈 。そぅいぅ わけ だから、 真人と 
つき 合って やってくれ」 

「何が、 『そういう わけ』 なの？ 全然 
わからな いわ」 

俺は 何度も 懇切 r 寧に 未来の 状況を 説 


明し、 玲於奈 を 1 nnocent  World にアク 
セス させて まで 説得を 試みた の だが、 玲 
於奈 はどぅしても 首を 縦に 振らない。 
「妙な コスプレ 姿で 平然とし ている 他の 
二人の 女の子は ともかく、 坪 井 君まで 未 
来から 来たなん て 信じられな いわ。 現代 
人と まつた く 同じ 言語を 使つ てるし、 妙 

+ 3: 

な lit り もない し . 」 

「だから、 俺は 生まれた ときから この プ 
ロジェ クト のために 育てられて きたと 
言つ てる だろ？ とにかく、 玲於奈 が 真 
人の 彼女に なつて くれて、 そのまま 結婚 
して くれれば だな、 未来は 救われ るんだ。 
真人は Innocent  World と フェ ミィの 二 
つの 技術を 融合し、 救世主と なる。 つま 
り 全人 類が 理想の 伴侶を 得られる 世界が 
来る」 

「ハ。 あたしは まだ 納得した わけ じ やな 
いわょ。 あたしは、 この キモ メンに 人間 

彼女が できれば Innocent  world を 開発 
する 動機が なくなる だろぅ から チ ャンス 
を 与えて あげてる だけで、 『大統一理論』 


Innocent  Wona 


本 田 透 


29 


なんて 絶対 反対！」 

美 優が 憎まれ口を 叩く が、 いずれに し 
て も、 真人の 今後の 運命が どう 変わる か 
は 玲於奈 しだいな の だ。 ここで さらに 玲 
於奈が 真人を 拒絶 すれば、 さらなる 混 池 
が 訪れる だろう。 そう なれば、 俺と 美 優 
は 命の やりとりを しなければ ならない。 
そして、 ぐ りんが その 気になれば、 美 優 
などは 一撃で 殺されて しまう だろう。 

胸が ズキ ズキと 痛んだ。 

「な、 何よ？ あたしの 顔に 何 かついて 
る？  じろじろ見な いでよ」 

「え？  い、 いや、 なんでもない …… 」 

夕べから 俺は なぜか この 女を 意識し す 
ぎている よう だ。 俺の 祖先を 迫害し、 今 
また 俺の 母国を 滅ぼそうと 残虐な 攻撃を 
仕掛けて きている 敵国の 殺し屋 相手に。 

「明 良、 こ、 っいう 話は やめよう よ。 よく 
ない よ。 桧 山さん が 人身御供み たいじ や 
ないか」 

「『みたい』 じ やなくて、 人身御供 なのよ。 
この 女 さえ 自分の 人生を 犠牲に して、 あ 


ん たのい けにえ になれば、 世界は 救われ 
るの よつ！ 人類の 歴史が おかしな 方向 
に 曲がった のは、 全部、 今 岡 真人、 あん 
たが モテない 怨念で Innocent  World を 
発明した からな のよ つ！」 

「ぅぅ、 美 優 様、 ごめんなさい、 ごめん 
なさい」 

美 優が 真人の こめかみに 宇宙 ガンを 突 
きつけた 瞬間、 その美 優の 頰 にぐ りんが 
人差し指を 突き立てた。 ぐ りんの 指には 
注射針が 内蔵され ていて、 その 針を 使つ 
て一瞵 で 人間を 絶命させる 猛毒を 注入し 
たり、 即効 性の 様々 な ドラ ッグを 投与し 
たりす る ことができる。 

「今度、 真人 様に 銃を 向けたら、 ブ チコ 

ロ シマ ース」 

美 優は 舌打ちを しながら 宇宙 ガンを ホ 
ル ダ ー にしまい 込んだ。 そして 悔し紛れ 
に 玲於奈 を 睨む と、 

「とにかく、 さつ さとうなず きなさい 
よ、 眼鏡 女！ あんた 一人の 人生と、 全 
人類の 未来と、 どっちが 大事 だと 思って 


るの？  そんなの 考える まで もないで 
しよ？  あんた さえこの 身 も 心 も 醜い 腐 
れ 外道の 異常性欲の 餌食に なれば、 何も 
かも 丸く 収ま るん たから ！ 」 

美 優が しや ベれば しやべ る ほど、 逆 効 
果 になって いく。 最初は うなずき そうな 
気配だった 玲於奈 の 顔が どんどん 青くな 
り、 次には 赤くな り、 そして …… 。 

「お断りし ます。 私は モノ じ や ありませ 
ん っ！ 好きで もない 人と つき 合えと か 
結婚し ろと か、 そんな こと 言われても 困 
ります つ 一 」 

温厚で 優しい 性格の 玲於奈 なら 説得す 
れば 理解して くれる かと 思って いたの だ 
が、 美 優が …… 。こいつ、 何も 考えて な 
いだろ？ 

「それでい いんだよ、 桧 山さん。 僕み た 
いな キモ メンで オタクで ニ ートな 男に、 
桧 山さん とつき 合う 資格なん かない もん 
ね。 僕なん て いわば 恋愛 偏差値 四十 未満、 
底辺の クズ 、恋愛 センタ ー 試験へ 申し込 
む 資格 すらない 男 だよ。 …… あう うっ、 


言っ てて 悲しくな ってき たっ！」 
「ごめんなさい、 今 岡 君。 私、 やっぱり、 
恋愛 や 結婚って 自分の 気持ちに 正直に な 
ら なければ いけない と 思う の」 

「僕 もそう 思うよ ◦ごめんよ、 僕なん か 
のせいで 桧 山さん まで こんな 面倒に 巻き 
込んで しまって。 僕が 桧山 さんを 好きに 
ならなければ よかっ たんだ。 桧 山さん の 
迷惑に しかなら ない ことは、 最初から わ 
かってた のに …… 」 

真人が 心の底から 申し わけな さそう に 
狼狽して、 玲於奈 に 土下座した。 

俺は 一瞬 心を 打たれて 「なんてい い 奴 
なんだ、 お前は …… 」 と 声を あげそう に 
なった が、 美 優は あくびを しながら 手の 
指を ポキ ポキ 鳴らして いるし、 玲於奈 は 
首！； 人から 目を 逸らす ように 目を伏せて 固 

まつて いる。 

「あの、 明 良。 何も 僕が 彼女を つくる 必 
要はな いんじ やない かな。 要するに 僕の 
心に 巣 食つ ている モテない トラウマが 

Innocent  World を 開発す る 執念に なつ 


てい くんだ よね？  だったら 僕の 精神を 
治療して、 モテない 怨念を 消して しまえ 
ば、 それで 問題は 片づ くんじ ゃないだ ろ 
うか。 Innocent  World をつ くらない と 
いう 別の 未来が 訪れ るん じ ゃない のか 
な」 

「な、 なんだ って？ お前には 『大 統一 
理論』 を 完成 させて もらわな いと …… 」 
「いや、 ぐ りんさんを 見て いて 僕は わ 
かったん だ。 たとえ 自分が 愛されな いか 
ら って、 理想の 女性を 人工的に 人間の 手 
でつくり 出そう だなん て、 そんなのは 間 
違つ てるよ！ 人間は、 愛されないなら 
愛されな いなりに 耐えて 我慢して 生き 
ていかな くち ゃ！ 僕は 一生涯 童貞の 
まま 生きて いくこと を 誓うよ。 Innocent 
World も 『大統一理論』 もつ くらない。 
デクノ ポ^ — のま ま 死んで いくよ。 僕 さえ 
何もし なければ、 未来は 救われ るんだ！」 
ぐ りんを 連れて来 たのは 逆効果だった 

のか …… 。 

やはり 真人は、 精神 世界の 住人な の だ。 


肉欲で 真人の 心を 変える ことは できそう 
にない。 真人は あくまでも 純愛を 求め 
つづけ、 Ingest  World を 産み出した。 
だが、 Innocent  World を 発明した あと 
の 結果を 知った 今、 真人は ついに 「誰に 
も 愛されず、 誰を も 愛されず、 何事を な 
す こ ともなく 孤独のう ちに 死んで いく」 
人生を 選択して しまった の だ。 なんとか 
してやりたい。 愚かしい 戦争を 起こして 
地球を 汚染して しまった 連中、 地上と 
地下に 分かれて お 互いが 破滅す る 寸前に 
なっても まだいが み 合っ ている 連中の 責 
任まで、 真人は 背負う と 言い出し ている 
の だ。 

俺の 任務は 果たされなかった が、 真人 
の 決意を 無理やり 変えさせる ような 真似 
はでき ない。 

「ごめんなさい、 今 岡 君 …… 」 

「いや、 僕が 撒いた 種なん だから、 僕が 
自分で 責任を 取る のは 当然 だよ」 

「美 優、 お前の 勝ち だな。 Innocent 
World は 廃棄す る。 これで 終わりに しよ 
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う」 

「ちよつ、 ちよつ と 待ちな さいよ！ こ 
いつ、 口では こんな キ レィ ゴト言 ってる 
けど、 信用で きない わよ。 目を離したら 
またす ぐに 『僕は どうして 愛されない 
んだ 、うわ 一ん っ！』 って 逆 切れして 

Irmocent  World をつ くり はじめる に 決 

まつて るわ^ ― 」 

「じゃあ 何 か、 お前は 真人を まだ 殺す つ 
もりな のか？  いい加減に しろよ ！ 」 

「そ、 そんなに 怒らなくて もい いじ ゃな 
い …… そうよ、 やっぱり、 治療よ！ こ 
いつの キモい 心を 治療して トラウマ をき 
れい さっぱり 消し 去れば、 あたし だって 
安心して 未来に 戻れる わよ」 

「ぐ りんに 頼めば やれない こと もない 
が、 危険が 伴うな」 

「僕なら かまわな いよ。 どうせ 殺される 
ところ だつ たんだ、 今までの モテない 人 
生の 苦しみが 消える のなら、 ぜひ お願い 
する よ」 

「あ 一 あ、 たかが モテない だの 愛されな 


いだの、 こんなみ みっち ぃこと で 右往左 
柱して 果ては 最終 戦争に 突入 だなん て、 
人間って ホン ト 、愚かよ ね 一。 原始時代 
みたい に 神様の 像で も 拝んで 救われた 気 
分に なって いた 頃の ほうが まだ マシ だっ 
た ゎ」 

俺 も 美 優の この 意見には 同意した。 旧 
世紀の 人類は 「宗教」 という 誇大妄想の 
体系を 信じ込む ことによ って、 自分の 不 
安定な 自我を 無理やりに 安定 させて 生き 

ていた そうだ。 

宗教と いうのは、 この 世界には 「神」 
という 絶対者が いて、 その 絶対者に ひれ 
伏して 信じて さえ いれば 人間は 救われ 
る、 という 幼稚な 妄想 だ。 

もちろん、 このような 空想の おとぎ 話 
は 科学の 発達に よってし だいに 忘れられ 
ていった。 その代わり、 人間は 「神」 つ 
まり 「救世主」 となる 存在を 各人が 自ら 
私有し なければ なら なくなつ た。 「恋愛」 
だの 「結婚」 だのが 流行に なり、 人間の 
人生を 左右す る 重大 事に なつた 理由は、 


「神」 が 死んだ ことに あったの だ。 

旧 世紀から 新世紀への 変わり目に 忽然 
と 登場した Innosnt  World は、 神の 死 
んだ 世界に おける 新たな 「神」 になる 運 
叩を 最初から 背負っ ていた わけ だ。 

だが、 新たな 「神」 の 出現は、 Innocent 
World にょる 救済を 信じる 者たち と、 
Innocent  World を 邪教と して 弾圧す る 
者たち の 長く 陰惨な 戦いが つづく 原因に 
もな つてし まつた。 

そして、 その 戦いは、 今 も つづいて い 
る。 

数 分 後 …… 。 

ぐ りんを 媒介に 使って、 俺と 美 優は 真 
人の 潜在意識の 中に 降り 立って いた。 

俺たち 三人が ログィン 中の Innocent 
World を、 ぐ りんの 持つ 潜在意識 分析 機 
能に 直結 するとい ぅ 裏技を 使い、 俺と 美 
優の 意識を 真人の 潜在意識の 中に 割り込 
ませた の だ。 

今、 俺と 美 優の 01! には 真人の 潜在意識 
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が あたかも 現実の 世界の ように 映って い 
る。 ぐ りんが Innocent  World の 仮想 空 
間 構築 機能を 利用して 俺たち に 映像 化さ 
れたィ メージ を 見せて いるの だ。 

そこは、 薄暗くて ジ メジ メと 湿気の 

多い 洞窟 . これが Innocent  World に 

よって 三次元 空間に 変換され た 真人の 潜 
在 意識の 姿 だ。 

一寸先は 闇な ので、 慎重に 進んで いか 
なければ ならない。 足元には 濁った 水が 
流れて いる。 

「これつ て さ 一、 帰れ なくなつ たりし な 
いわよ ね？ あたし、 こんな キモ メンの 
頭の 中で 一生を 過ごす なんて 絶対に ィヤ 
だからね」 

「文句 言うな。 お前が 暴れて 宇宙 ガンを 
乱射したり しなければ、 安全 だ。 その 宇 
宙 ガンは ィメ ージだ けど、 実物 同様の 効 
力を 持っ てるから 注意し ろよ」 

「宇宙 ガン 言うな ぁ！ この 武器には 
ちゃんと 名前が …… 。ちよつ と、 聞いて 
るの？  つたく、 何も あたした ちが こん 


な 危ない 場所まで 降りて こなくても、 ぐ 
りん にちやっ ち やっと 注射 させて 今 岡 真 
人を 洗脳して 幸せな 偽 記憶で も 植えつ け 
れば すむ じ やない」 

「たとえ 偽 記憶を 植えつ けても、 オリ ジ 
ナルの 記憶を 完全に 消去す る ことは でき 
ない。 それに オリジナルの 記憶 そのもの 
を 操作す る 際には 厳重な ルー ルが いろい 
ろ あって、 アナログ 的 だけど 人間が 直接 
降りて いって 慎重に 仕事を する しかない 
んだ 。へ 夕を すると 取り返しの つかない 
ダ メージ を 真人に 与えて 廃人に してし ま 
、っからな。 すべての 記憶を リセット する 
だけなら 簡単なん だが …… 」 

「あんた、 あの 男に 妙に 1:1* いわね。 ねぇ、 
やっぱり 地下 帝国の 男たち って 噂 どおり 
全員 同性愛者な の？」 

「お前ら 下品な 人間 女には わからな いん 
だょ。 男の 友情って やつが」 

「全然 わかんな いわよ。 あ ^ ~ あ' — 、女に 
びびって 地下に ひきこも つてる 男たち な 
ん て、 サイ テ ー ー 


一 おとなしく 地下で 暮らして いる 俺たち 
の 国に ドリルで 穴を 掘って 攻めて きてい 
る お前たち こそ、 最低 だょ。 ゥイルスを 
地下に ひきこんで 俺たち を 皆殺しに し 
て、 それで どういう 得が お前ら にあ るん 
だ？」 

「知らない。 ムヵ つくから 殺そう つて こ 
とに なつたん じ やない？」 

「お前ら はいつ もそう だ。 今度の 計画 
だつ て、 真人を 殺した あとの タイム パラ 
ド クスの 問題を まつた く 考えて ないじ や 
ないか。 少しは 理性で 思考し ろょ！」 
「フン、 偉そう に。 1 nnocst  World と 

か フェ ミイと か エロい もの ばかりつ くっ 

て、 性欲を 満たす ことし か 頭に ない サル 
のく せに」 

美 優と くだらない おしやべ りを してい 
るう ちに、 いつの 間に か 洞窟の 出口に 到 
達した。 出口は 断崖絶壁の 中腹に 開いて 
いた。 出口の 向こうには、 広大な 闇の 空 
問が。 俺たち は 真人の 精神の 最奥 部に 隠 
されて いる 巨大な 空間 …… 深層 意識の 最 
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下層 部 『コキュ ー トス』 へ迪 りついた わ 
けだ。 

「ねぇ、 これって 視き見 じ ゃない の？」 
「、っるさい、 黙っ てろ。 暗くて よく 見え 
ない な、 ライト 貸せ」 

「あたしに 命令し ないで よ！ 自分で ラ 
イトぐ らい 使える わよ つ」 

美 優が 乱暴に ライトを 点灯 させて 目の 
前に 広がる 薄暗い 空間を 照らし 出した。 
「そんな 急に 当てたら 、馬鹿っ …… 」 
「けげ っ、 何 これっ？」 

ギャ 丨ッ 、ギャ 丨ッ！ 

ボロボ ロの 姿で 鎖に つながれた 無数の 
人間たち が、 固まって 密集して いた。 彼 
らは 口ぐ ちに 「もぅ やめて くれえ」 「光 
を 当てないで くれえ」 と 悲鳴と も 懇願と 
もつ かない 声を あげ、 身を よじらせて 隠 
れ よぅと 暴れ はじめた。 だが、 手足 や 首 
を 鎖で つながれ、 動けない。 

「なつ、 何 これつ？ こいつら 誰っ？ 


キモい 男が 無数に つながれ ている。 何千 
人、 何 万人、 何十 万人っ？ きっ …… き 

も， — つ ！ 」 

「こいつら は、 真人 じ やない！ 顔が み 
んな 違う？ 着て いる 服 も、 言葉 も、 み 
んな 違う！」 

「ねえ、 どうす るの よ、 どうす るの よ、 
みんな 殺しち やう？」 

「馬鹿つ、 そんな ことしたら どんな 結果 
になる か 予想で きない じ やない か！ だ 
いいち、 こんな 大人 数を 俺たち だけで 相 
手に できる か？ これ 以上 刺激を 与えた 
ら 鎖を 引きちぎ つて 襲つ てく るか もしれ 
ない、 ラィトを 消して 引き返そう」 

「何よ ぉ、 結局、 治療で きないん じ やん。 
ねえね え、 何な のよ、 こいつら は？ 説 
明し なさ いよぉ。 あつ、 あの おつさん、 
十字架に かけられ てる わよ？ ねえ、 あ 
れは 何？」 

「どぅぃぅことなんだ、これは |? :」 
俺たち は 想定 外の 事態に 遭遇し、 あわ 


てて 真人の 深層 意識から 離脱した。 

美 優は 事態の 異常 性を まったく 理解し 
ていないよ うだが、 決して ありえな いこ 
とが 起きた の だ。 

俺たち の 世界では、 人間の 魂の 輪廻 転 
生は 否定され ている。 人間の 意識は 死ん 
だら それで 終わりになる。 実際、 深層 意 
識の 中に 自分 以外の 人間の 人格を 持って 
いる 患者は 今まで 存在し なかった。 ごく 
稀に 多重人格 者と いう ケース が みられる 
が、 この場合は 仮の 人格が 増殖して いる 
だけな ので、 治療に よって 一つの 人格に 
統合す る ことができる。 

ところが 真人の 深層 意識には、 数えき 
れ ない ほどの 人間が 密集して いた。 これ 
までには ない ケ ー スだ 。それな のに、 真 
人 自身には 多重人格の 兆候は まったく 見 
えない。 

真人の 精神 治療に 失敗した 俺は、 全員 
を 集めても う 一度 会議を 再開した。 

「 …… という わけで、 治療は 失敗 だ」 
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「ほら、 あれよ。 お腹を 開いて みたら、 
あまりに も 病状が 進行して いて 手の 施し 
ようが なくなっ てて、 そのまま 縫い 合わ 
せて オペ 中止って ことね。 この 男の 頭の 
中には、 つまり、 キ モィ 男の 魂が 何百 万 
人 ぶん も 詰まって いるの よ。 ああ^  — 、ま 
すます キモ - 」 

「どういう ことなの か、 まった くわから 
ない。 真人の 深層 意識は まるで、 人類史 
上に 無数に 存在した 過去の モテない 男た 
ちの トラゥマ 記憶の 集合体の よう だっ 
た！」 

真人は 呆然と なりながら 「いったい 僕 
が どんな 惡 いこと をした のだろう」 とう 
わごとの ように つぶやき、 玲於奈 の ほう 
を 向いた。 

「僕の キモ さは、 単に 顔が キモ いとい、 っ 
だけ じ ゃない らしい。 やっぱり、 心の底 
まで キモ いんだ。 それ も、 未来 人の 科学 
力を もつ てしても どうしよう もない レべ 
ルつ！ 人類史 上 最強の キモ さつ！ も 
うダメ だ、 たとえ 今は InnQcent ^ orld 


をつ くるまい と 誓っ ていても、 頭の 中が 
そんな 有様では、 いずれまた 耐え きれな 
くな つて Innocent  World をつ くつて し 
まうよ っ。 僕は どう すれば いいの かな」 
「今 岡 君、 その …… 私 以外の 誰か 他の 女 
性を 見つける という 選択肢は ない の？」 
「ない、 ない よっ！ 僕 だっ て、 桧山さ 
ん みたい なか わいくて 優しい 女の子が 僕 
なんかと つり 合う わけがない、 迷惑を か 
ける だけ、 いやな 思いを 味わわせる だけ 
だって ことは、 頭では わかって たさ。 何 
度 も 何度も 1¢ めようと して 忘れよう とし 
て 百 キロ マラソンに 参加したり 滝に 打た 
れ たり バン ジ ー ジャンプ やったり して 努 
力した よ。 でも、 ダメ なんだ。 うう ああ、 
桧 山さん が 好きで しかたがない、 どうし 
よう もな いんだっ！ 自分で もどう して 
こんな ことにな ってし まった のか、 わか 
らな いよ。 他の 女の子 なんて、 考えられ 

ない つ！」 

「モテ モテ じ やん、 眼鏡 女。 ひゆ 一 

ひゆ 一!」 


退屈して いた 美 優が、 よせば いいのに、 
また 茶々 を 入れ はじめた。 

「あなたは 関係ない でしよ、 黙っ てて 
よっ ！ 」 

「ハ！ やい キモ メン 、この 女は 一見 優 
しそうな 顔して るけ ど、 性根は ろくで も 
ない 女な のよ。 要は 面食いよ、 面食い。 
ィケ メンじ やない と 相手に したくな いの 
よう。 それが 本音。 でも、 そんな 本音を 
口にしたら 悪人 だっ て バレち やうから、 
黙って る だけ。 つ 一 か そもそも 男なん て 
顔 だけに 決まって る ジャン、 それが 宇宙 
の 真理！  何を 今 さら ブッ ブッ 言っ てる 
ん だか」 

「ひっ 桧 山さん はそんな 人 じ ゃない よ。 
僕みたい なキモ オタに 対しても 他の 人と 
同じように しやべ つて くれた、 たつた 一 
人の 女性なん だ あっ！」 

「だから 一、 そう やって あんた にもい い 
顔して みせて、 自分の 優し さに 酔っ てる 
だけなん じ ゃん。 一番 ィヤな タィプよ」 

「桧山 さんの ことを 悪く言うな！ 悪い 
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のは 全部 僕 だ、 僕が キ モイの が惡 いん 
だっ！ 僕が 全人 類を 不幸の どん底に 落 
としてし まうよう なキ モイ 魂と キ モイ 
顔の 持ち主な のが 全部 惡 いんだ！ 僕 さ 
え、 僕 さえ 死んで しまえば …… 。僕なん 
て、 最初から 生まれて こなければ よかつ 
たんだ！ 好きな 人を キモ がらせて、 関 
係ない 人々 を 不幸に 巻き込んで、 僕な 
んか 存在 価値 ゼロ どころ か マイナス だ 
よっ、 マイナス 無限大 だっ！」 

「今 岡 君、 何も そんなに 自分を 責めな く 
て も …… 」 

真人は 「うわ ああ あ」 と 叫びながら 部 
屋を 飛び出して いつた。 

ぐ りんが おたおたと あとを 追つ てい 
く。 ぐ りんに 監視 させて おけば、 思いつ 
めて 自殺なん ていう 事態は 避けられる だ 
ろう。 

部屋に 残された 俺と 美 優と 玲於奈 は、 
善後策を もう 一度 考える ことにした。 

真人が いない ほうが かえって 話し やす 
い。 いくらなんでも 本人の 前で 「彼の キ 


モ さを どうにかして 軽減で きない か」 「で 
きそうに ない」 なんて 絶望的な 会話を つ 
づける のは 俺と しても 心苦しい し、 玲於 
奈 はもっ とつら そうだ。 玲於奈 さえ 「今 
岡 君を 好きに なれそう です」 「頑張って 
みます」 と 言えば、 とりあえずは 解決す 
る わけなの だから。 

まあ、 約 一名、 ブーブ ー と 不平を こぼ 
している 奴 もい るが。 

「つまん な 一 い。 あいつが いないと、 苛 
めら れ ない ジャン！ で、 ど一 すん の？ 
このまま 放置 プレィ かませば 勝手に 死ん 
で くれて、 あたしは ミッション 終了なん 
だけど」 

「私、 なんとか 努力して みたいです。 今 
岡 君が 悪い 人 じ やない ことは 頭では わ 
かってる つもりなん です。 友達と しては 
好きです。 でも、 どうしても ダメな 点が 
あって …… 」 

「顔で しょ？」 

「はい。 どうしても 生理的に 我慢で きな 
いです …… 」 


「ほうら、 ほうらね。 結局、 男なん て 顔 
だけよ、 顔 だけ！ あんた、 明 良が 好き 
なんでし よ？ 明 良の どこが 好きな のか 
言って みなさい よ。 顔よ、 顔！ こい 
つィ ケメン だからね 一、 性格は 最悪 だけ 
ど ぉ、 性格なん て 目には 見えない もんね、 

ァ ー ハ ハ ハ」 

「お前は もう 黙って ろ！ なんでい ちい 
ち 玲於奈 に つっかか るんだ よ？」 

「あう一。 だって、 ムヵ つくんだ もん」 

「何に？」 

「う一、 わかんない」 

美 優が 不機嫌 そうに 唇を 「3」 の 字形 
に 尖らせて、 チラ チラと 俺の 顔を 横目で 
見て くる。 やばい。 なんだ。 今、 胸が 締 
めつ けられる ように 痛んだ。 だが、 苦し 
い 痛みでは ない。 むしろ 気持ちの いい 痛 
みだ。 こんな 感情の ことは、 俺は 教わっ 
てぃなぃ。 

「とにかく 今日は これで 解散し よう。 明 
日、 俺が 真人の 家に 行って みる」 

「という わけで、 ほら、 眼鏡 女、 あんた 
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は 帰った、 帰っ た！」 

「あの、 新庄 さんは 帰らない の？」 
「あたしは ここに 間借りして るから、 い 
いの っ！」 

「つまり 新庄 さんは、 私が 邪魔 だと …… 
そういう ことだった のね」 

うっ。 美 優の 顔が 突然 真っ赤に 茹で 上 
がった。 

「えっ、 ええっ？  なっ、 なんの 話、 
何っ？」 

「新庄 さん も 坪 井 君が 好きなん でしょ 
、っ。 だから 私を 目の敵に して ！ 」 

「なっ？ あ、 あっ、 あのねぇ、 未来の 
女は 男なん かに 興味ない のょ っ。 男は 全 
員、 親の 敵、 地球を 汚染す るゴミ 虫っ。 
本来なら、 見つけたら 『惡 •即 •斬！』 っ 
とば かりに 駆除し なければ いけない 対象 
なのっ！ それな のに、 どうして 選ばれ 
し エリ ー トの あたしが、 こんな 性格 も 口 
も 悪い イヤな 男を つ！」 

「でも 顔は いい じ やない。 男は 顔 だけ だ 
なんて 言つ てるけ ど、 とどのつまり、 そ 


れつて あなた 自身の ことなん でしよ」 
「あわ、 あわ わ。 こつ、 殺す っ。 あんた 
超ム カつ くから 殺す っ！」 

激昂した 美 優が 宇宙 ガンを 抜き打ちし 
ようと 指を 動かした のを 見た 俺は、 あわ 
てて 美 優を 羽交い絞め にして 破滅が やっ 
て 来そう になつ ていたのを 押しと めた。 
「待て、 待て。 過去で 重要人物を 殺した 
りしたら タィム パラ ド クスが！」 

「き一 つ、 離して よ一。 何、 あたしに 抱 

きつい てるのよ 、変態っ！」 

「玲 於奈 、とにかく 今日は 帰って くれ！」 
「うん。 それじゃ、 また 明日ね」 

俺は 玲於奈 が 帰った のを 見届けた あ 
と、 美 優と 目を 合わせられ なくなり、 無 
言で 自室に 閉じこも つた。 しばらく 美 優 
が ドアの 向こうで 話しかけ てきたり 怒 
鳴ったり 暴れたり していた が、 相手をす 
る 勇気がなかった。 

この 旧 世紀の 東京の 人間とは 違い、 俺 
や美隄 は 男と 女が 出会えば 即 殺し 合う と 


いう 世界に 生きて きた。 人間の 男女 間で 
愛 だの 恋 だの セックス だのと いった 堕 
落した 行為に ふけるな ど、 想像した こと 
もない。 いわば 俺たち は 「進化した 人 
間」 だった はず だ。 それな のに。 この 
二 〇〇七 年の 東京 暮らしが、 俺の 心を 蝕 

んで いるの だろう か。 

美 優は 俺の 任務を 妨害す る 不倶戴天の 
敵で、 しかも 性格は 横暴、 態度は 悪い、 
口を 開けば 罵詈雑言 …… 。 

やめた。 今は 俺が 悩んで いる 場合では 
ない。 地下に 潜って、 女 どもの 進攻に 怯 
えてい る 同胞たち を 救う こと だけを 考え 
なナれ  'よ。 

7  IV  ーノ—  /H 

そのためには、 まず、 二つの 階級に 分 
かれて いる 同胞たち を 「大統一理論」 に 
よって 一つに まとめて 内部を 固めな けれ 
ばなら ない。 真人に 「大統一理論」 を完 
成して もらわなければ ならない。 しかし、 
過去の 人間で ある 真人に そんな 無理難題 
を 要求した のは、 俺たち の 身勝手だった 
のではないだろう か …… 。 


フ ，ン トム 


悶 々と 悩んで いるぅ ちに 夜が 明けた。 

「く^ —  く —  く — 一 

暴れ 疲れたの か、 美 優は ボディ スーッ 
を 着た まま ソファの 上で 大の 字に なって 
眠って いた。 

俺は 美 優の 身体に 毛布を かけて、 あわ 
てて 部屋を あとに した。 

美 優の 無邪気な 寝顔を 見て いるぅ ち 
に、 一瞬、 自分で 自分の 感情を 制御で き 
ない 状態に 陥り かけた。 

これ 以上、 美 優に 接近す るのは、 危険 
だ。 

俺は とりあえず 真人の 屋敷に 行った。 

真人は、 おとなしく 自分の 部屋で 朝食 
を摂 っていた。 ぐ りんが メイ ド 代わりに 
朝食を つくっ たらしい が、 茹で卵が ピー 
タンの ような まが まがしい 色に 変色して 
いると ころを 見る と、 この 時代の 調理 方 
法を きちんと 学習して いないら しい。 

「ややつ。 明 良 先輩、 おはよう ございま 


する」 

「おはよう。 夕べは ごめんよ、 明 良。 桧 

山さん に 謝っ ておいて」 

「ぐ りんと 夕べ セツ クスした か？」 

「すっ、 する わけない だろ！ 僕は 桧山 
さん 一筋 だよ。 突然、 何を 言い出 すんだ 
よ？  明 良」 

「いや、 別に …… 。俺、 童貞 だから、 セツ 
クスって どういう ものなん だろう って、 
ちよっ と 気になっ てきて さ」 

「僕 も 同じ だよ っ。 そもそも 未来に 童貞 
なんて 言葉、 残って るの？」 

「いや、 もう 使って ない な。 古語 だ。 だ 
からこ こに 来る までは そんな こと 気に か 
けた こと もなかった。 未来の 地下 帝国で 
は 過去 数百 年、 「本物」 の 人間の 女と セツ 
クスした 奴なん て 一人 もい ないから な。 
つまり 全員 童貞 だ」 

「全員 童貞の 帝国って、 ロマン だよ ね」 
俺は なぜ こんな どうで もい い 話を して 
いるの だ。 真人の 向かいの 席に 腰を 降ろ 
すと、 俺は さつ そく 本題を 切り出した。 


「玲 於奈 だけど、 脈は ある ぞ」 

「ええっ、 本当っ ひっ、 桧 山さん 
がっ、 ぼ、 僕なん かとっ？ 本当に 可能 
性が あるの？」 

「ああ。 友達と しては 好きだって 言って 
た。 ただ、 どうしても 我慢で きない こと 
が一つ だけ あると も」 

「やっぱり、 性格が ゥジ ゥジして いて 
ショ ボ くて ダメ 人間な ところつ？  そん 
なの 矯正で きないよ っ！」 

「違う、 喜べ。 顔 だ。 顔が ダメ だそう だ！」 
「全然 喜べない よ！ うわ ああ あっ、 顔 
が こんな ブサ イクな のは、 僕の 責任 じ ゃ 
ない のにっ！ 誰に も 望まれて いないの 
に、 わざわざ こんな ブサ イクな 遺伝子を 
意地に なって 脈々 と 保存して きた 祖先た 
ちを 恨む よっ！」 

もがき 苦しむ 真人の 肩を、 ぐ りんが 無 
表情の まま ポンポンと 叩いた。 

「真人 様、 真人 様。 ファイト ◦希望を、 

持て。 キ モメン でも、 い いぢ ゃない か、 
人間 だもの。 どうにか、 なる。 参考文献 
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『人間 失格』 太宰 治」 

励まして いるつ もりら しい。 

「全然 参考に ならない よ。 今 あんな 小説 
を 読まされたら、 僕、 速攻で 玉 川上 水に 
身投げ しちゃう よっ」 

「よく 聞け。 玲於奈 はお 前を 好きになる 
努力を する 意志は あるんだ。 ただ、 お前 
の 顔が 邪魔を している だけ だ。 意志の 力 
よりも 生理的な 嫌 惡感の ほうが 強いから 
な。 これは お前の 世界の 住人なら 誰し も 
が 陥って いる ドグマの 問題 だから、 玲於 
奈が 悪い わけ じ ゃない。 俺の 世界では 顔 
などは 単なる 固体 識別 用の 記号に すぎな 
いの だが、 ここの 世界 じゃあ …… もっと 
も、 未来の 世界で も 地上の 女 どもは 相 変 
わらず 顔に 固執して いるよう だが …… 」 

「つまり、 どうしよう もない 問題 だっ て 
こと だろ つ？」 

「顔を 変えろ」 

「えつ？」 

「大学には 戻り づ らくなる が、 大学より 
も 玲於奈 の ほうが 大事だろう？ ぐ りん 


の 整形 オペを 受けて、 この 時代の ィヶメ 
ン とやら の 顔に つくり 変えて しまえ。 こ 
の 時代の 原始的な 整形手術と 違い、 DN 
A レベルで 顔を つくり 変える から 仕上が 
りは 完璧 だ。 そぅすれば 玲於奈 だってな 
ん とかなる はず だ」 

「それって、 ブサ ィクで モテない から 整 
形して モテよ ぅって 話 だよ ね。 そんなの、 
純愛 じ ゃない よっ！」 

「だが このままでは、 お前は いずれ 
Innocent  World をつ くる。 顔を 変えて 
玲於奈 と 結婚で きれば、 Innocent  World 
をつ くらずに 人生を 終える こと も 可能に 
なる し、 物理 世界と Innocent  World を 
統一す る 『大統一理論』 をつ くる 気にな 
るか もしれ ない。 いずれにしても お前の 
人生は 大きく 変わる。 人類の 未来 も 変わ 
る。 お前の 『ブサ ィクに 生まれて きた 
けれど、 それでも 顔を 変えない』 という 
プライドと、 人類の 未来、 どっちが 大事 
だ？」 

「それは、 即答 だね。 人類の 未来！」 


こ/っして、 首！； 人は 「ィケ メン」 に 顔を 
変えた。 真人が 注文した 顔は …… この 俺 
の 顔 そのまん まだった。 俺は さすがに 気 
持ちが 悪くて 何度も 反対した が、 

「だって 桧 山さん は 明 良が 好きなん だ 
よ。 他の 顔 じ ゃダメ なんだ よ！」 

と言われ ると、 反論で きなかった。 ど 
うして この 時代の 人間は、 顔な どに そん 
な 重大な 価値を 置いて いるの だろう？ 
顔なん て 皮を 一枚 剝いだ ら 消えて なく 
なって しまう、 はかない 幻の ような もの 
にすぎないのに。 「皮」 だよ、 「皮」。 頭 
がどう かしてい ると しか 思えない。 

いずれにせよ、 真人は ィケ メンに 生ま 
れ 変わった。 

その 日から 真人は、 道を 歩いて いる だ 
けで 女たち に 黄色い声と 潤んだ 視線を 浴 
びせられ たり、 芸能 スカゥトに 声をかけ 
られ たり、 スト ー カ ー 女に 追い回された 
りする ようにな った。 もちろん 真人は そ 
んな 連中には まったく 興味を 示さな かっ 


4〇 
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た。 俺 そっくりの 顔に なった 姿を 玲於奈 
の 前に さらし、 事情を 打ち明けた。 そし 
て 「こんな ことまで して ごめんなさい、 
ごめんなさい。 お願いで すから、 僕の こ 
と 好きに なって ください！」 と 再び 告白 
した。 

玲於奈 はし ばらく 悲しげ な 目で 真人を 

見つめて いたと いう。 

玲於奈 は どんな 気持ちで、 自分の 顔を 
捨てて 俺の 顔に 取り替えて しまった 真人 
の 姿を 見て いたのだろう か？ 

男 だけの 世界で 生きて きた 俺には 女の 
気持ちは まった くわから ない。 想像す る 
こと もで きない。 

玲於奈 が 答えて くれないので 、真人は 
諦めて 立ち去ろう とした。 

しかし、 玲於奈 は そのと き、 

「あなたの ことを 好きに なりたいです。 
愛して あげたいです」 

と 泣きながら 声をかけ たの だそう だ。 
まあ、 全部、 俺が 見て いた 話 じ やない 
ん だけど。 


美 優が 休戦協定を 破って 真人を 襲わな 
いょう、 俺は 常にぐ りんを 真人の 周囲に 
張らせて ある。 話は すべて、 そのぐ りん 
からの レポ ー トで 読んだ。 レポー トの夕 
ィト ルは …… 「家政婦は 見た」。 

俺は 喜んでい いの か、 それとも 自分の 
任務を 裏切つ ている かもしれ ない という 
自責の 念に 駆られて 苦しむべき なのか。 

真人に 女の 身体を 覚えさせて 現実に 興 
味を 持たせ、 「大統一理論」 をつ くらせ 
ると いう 当初の 任務を、 俺は ほとんど 放 
棄 しかけて いた。 

何もかもが ひどく 虚しく 思えて しかた 
がない。 今、 バス ルー ムで長 風呂を 楽し 
んで いる 美 優の こと も、 俺の こと も、 玲 
於奈や 真人の こと も …… 。 

どうして 人間は この 世界に 生まれて き 
て、 苦しみつ づけて 死んで いかなければ 
ならない のだろう。 

俺は、 「大統一理論」 が 発明 されれば 
この 苦しみは 終わる と 信じて いた。 だが、 
美 優の ように 地上に 暮らす 女たち は？ 


あいつら との 戦争は、 いつ 終わる？ 真 
人たち 過去の 人間の 苦しみは？ 真人の 
心の中に いた あの 数百 万人 もの キモ メン 
たちの 魂は？  そもそも、 この 苦しみは 
どこから 来る のか？ 

「誰 だ？」 

確かに 気配が あった。 俺は 玄関へ 向 
かった。 ゆっくりと 玄関の ドアが 開いて、 
ずぶ濡れの 男が 入って 来た。 パンツを 一 
枚 穿いて いる だけの 姿 だ。 泣いて いるよ 
うだった。 

「僕、 結局、 ダメ だつ たよ、 ごめん 


真人だった。 

俺の 顔 じ やない、 真人 自身の 顔を 持っ 
た 真人が そこに 立って いた。 

「桧 山さん に 言われたん だ。 もぅ 遅い っ 
て、 遅す ぎ たって」 

4  誕生 
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「もう 遅 いって、 どういう 意味 だょ？ 
それに、 その 顔は？ お前、 元の 顔に 戻っ 
てるじ やない か。 ひどい 火傷まで してる 
し！」 

こんなと きに 限って、 ぐ りんが 現れな 
い。 何を やって いるんだ。 

「僕、 今夜、 僕の 家で 桧山 さんと 一緒に 
夕食を 食べて たんだ。 その後、 ホー ムシ 
アタ丨 ル ームで 一緒に 『ベルリン 忠臣 
蔵』 ってい う 名作 映画を 見て、 それで、 
夜 も 更けた ので、 一緒に 寝ょ うって 話に 

なって、 それでと うとう . 」 

「ケン カで もした のか」 

「桧 山さん と、 その、 せ、 セックス をす 
る ことにな って。 まさか、 あの 憧れの 桧 
山さん が、 人間の 女の子と なんて、 お金 
を 払わなければ 絶対に セックス できない 
と 思って たのに、 まさか この 世で たった 
一人、 心の底から 愛して やまない 人と ！ 
恋愛と セツ クスを ごつ ち やにして 適当に 
相手の 数を どんどん 増やして ヤリ チン だ 
ヤ リマン だと か 言って 調子に乗つ ている 


速 中の ことを、 僕は 昨日まで 本当は 羨ん 

でいた。 でも、 そぅじ ゃない って わかっ 

たょ。 僕が 本当の 幸せ、 本当の 愛、 本当 
の 喜びを 手に入れられ たのは、 本当に 好 
きな 人 だけを 追い求めて きたから なんだ 
とわかった。 愛 も セックス もみん なオモ 
チヤに している あいつら はこん な 幸福は 
絶対に 味わえな いんだ！ ずっと モテな 
くて 苦しんで きた 僕 こそが 最後に 本当の 
幸せを 見つけ たんだ。 桧山 さんと セッ ク 
ス する この 日まで、 童貞を 貫いて きて 本 
当に 報 われた、 と 思った …… でも、 ダメ 
なんだ。 ダメだ ったんだ」 

「だから、 何が ダメ なんだ ょ？ 玲於奈 
のこと が 本当に 好きなん だろ。 玲於奈 
だって 顔まで つくり 変えた お前の 気持ち 
が 伝わって、 やっと その 気になって くれ 
たんだろ！ いったい 何が どぅ なれば、 
ダメだ つたなん て 結論に な るんだ。 顔が 
元に 戻つ たからか。 だいたい、 どうして 
元に 戻って るんだ？」 

「いよいよ という 瞬間に、 拒絶反応が。 


顔 じゅうの 細胞が 焼け 爛れて 落ちて し 
まった かと 思っ たよ。 ひどい 痛みで 僕は 
床の 上を 転がり まわった。 やっと 顔を 上 
げられ るよう になって、 桧 山さん の ほう 
を 見た。 桧 山さん が 悲鳴を あげた。 どう 
したんだろう？ 僕は 鏡を 覗き込んだ。 
そこには、 僕の 本当の 顔が 映って いた。 
本当の 顔。 醜い 顔。 気持ちの 悪い 顔。 見 
ている だけで 悪臭が 漂って きそうな キモ 
メンの 顔。 そうだよ、 ィケ メンの 僕なん 
て、 真っ赤な 偽物、 つくり 物だった んだ 
よ。 僕が 手に入れ たと 思った 『本当の 愛』 
なんても の も、 全部し よせんは まがい 物 
だった のさ。 僕は つくり 物の 顔で、 桧山 
さんを 騙したん だ。 だから 報いを 受けた 
んだ 。はは、 ははは …… 。やっぱり 僕は 
キモ メンだ よ。 何が 愛 だ、 何が 幸福 だ、 
僕は 最低 だ！」 

待てよ。 おかしい よ。 拒絶反応って、 
なんだ？ 顔面の 整形は まったく 危険性 
のない オペ だ。 失敗 例なん か 聴いた こと 
がない。 まさか。 


「真人、 お前、 以前に 同じ オペを した 経 
験が？」 

「いや、 もちろんな いよ」 

「そ、 そうか、 よかった …… それで、 
玲於奈 は？ 驚いて 逃げて しまったの 
か？」 

「桧 山さん は、 ずっと 顔を 覆って 泣いて 
いる 僕の 背中を、 そっと 撫でて 慰めて く 
れ たよ。 心配ない から、 もう 顔の ことな 
んて 気にしないで いいから、 って …… 」 
「いい 子 じ ゃない か。 やっぱり、 お前の 
気持ちが ちゃんと 伝わっ たんだよ。 いっ 
たい 何が 問題なん だ？」 

「桧 山さん にい くら 慰めの 言葉を かけら 
れて も、 检 山さん を驅 して 裏切った 自分 
を 許せそう になかった。 僕は 死んで しま 
おうと 思った。 立ち上がった。 急に 胸 
の あたりが 焼ける ように 熱くな って、 思 
わず 血を 吐いた。 いや、 血 じ やな かつ 
た。 何 かこう、 ドロ ドロと した 紫色の 寒 
天みたい な 半 固形の 物体を 吐いた。 それ 
を 見た 桧 山さん の 表情が みるみる うちに 


変わつ た。 まるで 別人の ょうに。 柔和な 
表情が 突然、 厳しい 顔つきに なつた。 本 
当に 別人に 変わつ てし まつた ょうに 見え 
た。 桧 山さん は、 痙 攀 しながら 嘔吐を つ 
づける 僕を 抱きしめ ると、 激しい 声で 泣 
き はじめた。 あんなに 悲しそう な 声を、 
僕は 聞いた ことがない。 桧山 さんは 言つ 
た。 やつと あなたに 会えた のに。 でも、 
もう 遅い。 遅す ぎた …… 意味は わからな 
いけれ ど、 彼女の 泣き声が あまりに も 
痛々 しくて、 僕は 耐えられ なくなつ た 0 
パンツ ー枚 穿いた だけの 格好の まま 逃げ 
た。 逃げて 来た。 どうして 逃げた のか、 
わからない。 ただ、 自分は ここにい る資 
格がない、 桧 山さん にいた わられる 資格 
がない、 という こと だけは はつき りと わ 
かつた。 もう、 ダメだ 、僕は 二度と 彼女 
に 会えない。 部屋から 逃げ出し ていく 間、 
桧 山さん の 『ごめんなさい』 という 声が 
何度も 聞こえて きた。 ごめんなさい、 ご 

めんなさい、 と . 」 

なんて こと だ。 俺 も 玲於奈 のように 「わ 


あっ！」 と 悲鳴を あげて 泣き叫びたい 気 
分に なった。 なぜなら、 真人は …… 〇 
「お前、 やっぱり …… 以前にぐ りんの 才 
ベを 受けて 顔を 変えた な？」 

「いや、 本当に 初めて だよ。 誰が 好き こ 
のんで こんな ブサ ィクな 顔に 変え るんだ 
よ？」 

「それは …… オペを 二度 受けて しまった 

人間が 示す 拒絶反応 だ」 

「えっ？.」 

「もう ダメだ 、真人。 お前は あと 一週間 
足らずで 死ぬ。 なんて こと だ、 どうして 
だ、 どうして 初めての オペで 拒絶反応 
が？  ありえない！」 

「死ぬ？ 僕が？ 本当に？」 
「ごめんな。 まさか'  この 俺が、 オペで 
お前を 殺す ことになる なんて」 

「そうか。 僕は 死ぬ のか。 じゃあ、 
Innsent  World はどうな るんだろう？」 
「一 nnocent  World は 発明され ない。 美 
優が つくろう としていた、 Innocent 
World のない 未来が 訪れる、 と 思う 
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…… 。だが、 誰も まだ タィム パラ ド クス 
が 未来に もたらす 影響を！ in 擊 した 者は い 
ない。 なんとも わからない …… 」 

「Innocent  world のない 世界、 少なく 
とも 男と 女が 地下と 地上に 分かれて 殺し 
<5 口う 世界ではなくなる のかな。 それとも 
未来の 世界 そのものが 消えて しまう のか 
な、 どうしよう？」 

「お前は こんなと きに まだ 他人の 心配 
を。 そんな ことより 自分の ことを 考え 
ろ！ あと 一週間 も 残されて な いんだ 
ぞ 。玲 於奈を 探せ、 追い かけろ！」 

「もういい よ。 死んで いく 姿を 彼女に 見 
せたくない。 彼女の トラウマになる。 こ 
のま ま、 童貞を 捨てよう としたと たんに 
急に キモ メンに 戻って ヘンな ゲ ロを 吐い 
た 不気味な 男と いう ィメ  ージ のま ま、 き 
れい さっぱり 忘れられた ほうがいい。 桧 
山さん、 『こめんなさい』 つて 何度も 言つ 
てた し。 あれつ て、 つまり フ ラれ たんだ 
ろ、 1i は？」 

俺の ほうが 耐えられ なくなって、 ただ 


ひたすら 壁を 叩きながら 泣きつ づけた。 
結局、 俺は、 こいつを ょり 不幸に した だ 
けだった のか …… 。 

いつの 間に か、 バス ロー ブを總 った 姿 
で バス ル ー ム から 出て きていた 美 優が 俺 
の 横に 寄り添い、 俺の 顔を 心配そう に 見 
つめていた。 ぐ りん も 大量の コンビニの 
袋を 両手 いっぱいに 持って 玄関 口に 立っ 
ている。 また 好物の バナナを 買い込んで 
きたんだ ろうか。 

しかし、 玲於奈 がいない。 玲於奈 は ど 
こに 行つ てし まつたん だ？ 

何 かが ひっかかる。 

「ぐ りんさん、 もう 一度 だけ、 オペを 頼 
める かな」 

「ポクは かまわな いけど、 さらに 寿命が 
縮む ょ？」 

「死ぬ 前に 一度、 全身を 改造して 欲しい。 
女の子に して 欲しい。 一日で いいから、 
女の子に なって みたかった。 桧 山さん み 
たいな かわいい 子に。 永遠に 手に入れら 
れ ない 存在に、 一度、 自分自身が なつて 


みたい。 一日 だけで いい。 僕 自身が 『憧 
れの 存在』 になって みたい。 そうすれば、 
一人ぼっち でも 後悔を 残さずに 死ねる」 
「あんた ねぇ、 ただで も 体 ボロボ ロな の 
に。 そんな 無茶したら、 ィチ コロ かもし 

れな いわよ っ」 

美 優が 制止す るが、 そもそも 美 優は 真 
人を 殺す ために 来て いたは ず だ。 その美 
優が 真人を 心配し、 真人を 守る はずの 俺 
とぐりん が 真人を 死なせて しまう のか。 

いや、 ぐ りんは ただ 命令を 遂行した だ 
けだ。 俺の 責任 だ …… 。 

「僕 自身が 理想の 女の子に なって しまえ 
ば、 もう 誰を 求める 必要 も なくなり、 も 
、っ 孤独を 悲しむ こと もなくなる。 どうし 
て 僕は こんな 醜い 姿に 生まれて しまった 
ん だろう？  どうして、 どうして なんだ。 
誰が 醜い 姿に 産んでくれ、 なんて 頼んだ 
んだ！ 」 

「真人 様。 ポクが とびっきり かわいい 女 
の 子に して あげます から。 もう 泣かない 
でく ださい」 


「ありがとう、 ぐ りんさん」 

「ちよっ と、 明 良、 止めな さいよ。 友達 
でしよっ |? :」 

美 優に 何度も 肩を 揺すられ たが、 俺に 
はもう 反対す る 気力が 残って いない。 俺 
の 世界では 消滅した 美醜 差別、 容姿 差別。 
俺は その実 態を 知らなかった、 ここに 来 
るまでは。 この 二 〇〇七 年の 東京と いう 
悪夢の ような 都市で、 俺は その実 態を 初 
めて 知った。 吐き気を 催す ような 醜い 世 
界 。本当に 醜い のは、 この 都市に 暮らし、 
人間を 差別して 嘲笑して 当然 だと 思っ 
ている 奴ら 自身 だ。 Innocent  World は、 
この 不平等を 解消す るた めに 発明され、 
そして、 救いを 求める 人々 によって 量産 
され、 世界中に 普及した。 誰も この シス 
テムを 破壊す る 権利な ど 持たない。 何人 
も だ。 

真人を 見ろ。 彼が いつたい どんな 罪を 
犯した というんだ？ 彼の 苦しみは、 た 
た 顔が a いという くたら ない、 本当にく 
だらない 理由 だけの ために はじまり、 そ 


して その 不条理は 彼が 死ぬ 瞬間まで つづ 
くの だ。 

たかが DN A の 配列が ほんの 少し 他の 
人間と 違う からと いつて、 どうして ここ 
まで 苦しみつ づけなければ ならない？ 

茶番 だ。 こんな 茶番には 幕を 降ろさな 
ければ ならない。 二 〇〇七 年の 東京は 原 
始 人の 街 だ。 こんな 腐った 世界は、 革命 
されて しかるべき なの だ。 

た 力ら  Innocent  World  は . Innocent 

World は、 開発され るべき だ！ これ 
は、 絶対になくて はならない システムな 
んだ。 

でも、 どう すれば いい？ 真人は もう 

死ぬ。 どう すれば Innocent  World を歴 
史 から 消さずに、 未来を 変えずに、 帳尻 
を 合わせる ことができる？ 

二度 ns の 改造で 女の子に 変身した 真人 
は、 二 〇〇七 年 東京 モ ー ドの ゴス ロリと 
かいう ドレス ー式を 美 優に 着せて もら 
い、 よろよろと 力なく」 郎 下へ 歩み 出した。 


まるで 死期を 悟った 象が、 墓場へ と 向か 
うように。 

俺には 女の 美醜は わからな いが、 美 優 
によると 二 〇〇七 年の 東京の 価値観では 
世界で 一番 かわいくて 美しい 顔に なって 
いるの だそう だ。 それは どんな 顔 だ。 

「ちよっ と 公園まで 散歩して くるね。 
やっと 男なん ていう 重荷から 解放され た 
んだ 。女の子に なった 気分を 味わわな 
き や。 すぐ 戻る から . 」 

真人は そう 言って エレべ ータ ーに乘 
り、 一階の フロアまで 降りて いった。 顔 
色が 惡 いが、 大丈夫だろう か。 

だが 俺は、 玲於奈 が 姿を 見せない こと 
の ほうが もっと 気が かりだった。 無性に 
いやな 予感が する。 玲於奈 は 真人を 心配 
して 探して いるは ず だ。 真人を 見捨てる 
はずがない。 なのに、 まだ 速 絡がない。 
この マンション にも 現れない。 何 か 事故 
にで も 巻き込まれ たのでは ないか。 

「ぐ りん、 玲於奈 を 探して 来い」 

「わかっ た。 ちよっ と 行って くるね。 ボ 
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ニ ー チェ」 

ぐ りんが ベランダから マッハの 速度で 
飛び出して 行った 直後、 いつの 間に か 赤 
い ボディ ス^ ~ ッを 着込んで きた 美 優が 俺 
の 向こう脛を 蹴り 飛ばした。 

「ちよっ と、 何 やっ てんの よ。 ぐ りんに 
真人を 守らせないで、 ど 一 すん のよ !? :」 
「いてて。 真人は もう 時間が な いんだ、 
せめて 一人に させて やりたい」 

「何を 平和 ボケした こと 言つ てるのよ。 
あんた ね、 二 〇〇七 年の 東京な のよ、 こ 
こは！ 真人が 襲われたら どうす るの 

よ？」 

「襲われる って、 誰に？ 戦争して るの 
か、 この 街は」 

「この 街には 女を 見たら 集団 レイプす る 
DQN ってい う 原始 部族が 棲みつ いてる 
のよ。 あんた、 学習して こなかった の？」 
「俺は 教わつ てない な。 お前の 国とは、 
保管して いる 歴史 資料が 違 うんじ やない 
か」 


「もう〜。 あたしが 連れ戻して 来て あげ 
る わよ。 公園に 行っ たのよ ね？」 

「あ、 ああ …… 」 

美 優が 真人を 連れ戻しに 行って から、 
数十 分が 過ぎた。 

美 優 も 真人 もぐりん も 戻って 来ない。 

俺は 考え ごとに 夢中に なって いたた め 
に、 誰も 戻らない この 現状が おかしい こ 
とに 気づく のに かなりの 時 問を 要して い 
た。 

何を 考えて いたがって？ 

言うまでもない。 今後の こと だ。 

真人は もう 助からない。 まもなく 
死んで しまう。 俺の 任務は、 真人に 
Innocent  World と フエ ミィ 製造 技術を 
統合した 「大統一理論」 をつ くらせる こ 
とだった。 だが、 仮に この プランの 実 
現が 無理 だとしても、 少なくとも 真人 
が Innocent  World を 発明 するとい う歴 
史的 事実を 女 どもに 曲げさせ ては ならな 
い、 という 義務 も 背負つ ている。 


過去の 重大な 歴史的 事実を 改ざんした 
結果、 世界に どんな 影響が 及ぼされ るの 
か、 それを 確かめた 者は 誰もい ない。 「死 
後の 世界」 を 誰も 見た 者が いないのと 同 
じだ。 

タィム パラ ド クスが 本当に 起こりうる 
のか、 もし 発生したら どんな 事態に なっ 
てし まう のか。 

俺が 考えた 末に 頭の 片隅に おぼろげに 
浮かび上がって きた 結論は、 自分で も納 
得の いかない 不条理な ものだった。 

「それにしても、 遅い な、 美 優は」 

マンションの 一階 ロビ ー から 公園まで 
は 歩いて 数 分の 距離し かない。 真人が 倒 
れて しまった のだろう か。 それで 連れ戻 
すに も 速れ 戻せない？ まさか 見失つ 
た？ 

妙な 胸騒ぎが 収まら なくなつ てきて、 
俺は 自ら も 公園へ 向かう ことにした。 


夜の 公園の 砂地は、 一面 血の 海に 染 
まっていた。 
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殺戮が 行なわれ たの だ。 しかも …… こ 
の 血の 量から すると、 殺された のは 一人 
二人では ない。 

本来なら 草木が 飛ばして いる 花粉の 香 
りで 満たされ ている はずの 空間に、 血の 
匂いが 充満して いる。 

俺は 周囲を 注意 深く 見回した が、 誰も 
いない。 死体 もない。 

ただ 一人、 公園の 片隅に ある ベンチの 
上に、 真人が 横たわって いた。 

まさか。 美 優が 真人を 殺した のか？ 
真人は もう 寿命が 尽きて いる。 今 さら 殺 
すまで もない。 美 優は どこに 消えた？ 

真人は 少女に 変身した ままの 姿で、 力 
尽きた ように 目を 閉じて 動か なくなって 
いた。 ゴス ロリと かいう ドレスは 無残に 
引き裂かれ、 あちこちに 誰の もの かわか 
ら ない 血が こびり ついていた。 

かすかに 胸が 上下して いるので、 まだ 
生きて いる こと だけは 確認で きた。 しか 
し、 もう ダメ だろう。 残されて いたわず 
かな 体力を、 何者かとの 争いに よって 根 


こそぎ 削り取られて しまった の だ。 

「あ、 明 良 か？ そこにい るのは」 
真人が しゃべ った。 

うっ すらと 瞼を 開いて 虚空を 見上げ 
た。 しかし、 何も 見えて はいない よう だ 0 
真人が 死んで しまう。 俺は 狼狽して 真 

人の 脇に ひざまず くと、 彼 . もう 彼女 

だが …… の 血に 塗れた 手を 握った。 

「俺 だ。 明 良 だ。 いったい 何が あった？」 
「僕、 いきなり 柄の悪い 若い 男たち に 集 
団で 襲われて …… 集団 レィプって やつ か 
な。 ははは …… かわいい 女の子に なんて、 
なる もんじ ゃなかった よ。 美 優 様に 間 一 
髪 助けて もらった けど、 あやうく 童貞 
のま ま 処女 だけ 喪失して 死ぬ ところ だっ 
た。 笑い話に もなら ない よ …… 」 

「美 優は どこへ？」 

「殺さない でって 頼んだ のに、 美 優 様 
は、 あいつら 全員を あの 変な 銃で 撃って 
バラ バラに しちゃっ たんだ。 今は 細切れ 
になった 死体の 残骸を 処分して るん じ ゃ 
ないかな。 …… あんな 美 優 様の 悲しそう 


な 顔は、 初めて 見た ょ …… やっぱり 男な 
んて 、みんな 死ねば いいん だって、 そ、 っ 
言いながら …… 」 

過去に 来て 無関係な 人間を 大量 虐殺す 

るなん て、 あいつら しい。 まつた く、 後 
先の ことを 何も 考えて いない。 もっ とも、 
あいつに 殺された 連中の 中に、 歴史に 重 
大な 影響を 与える 人間は 含まれて いない 
だろぅ が。 

「明 良。 僕には わかった ょ。 …… この 世 

界は . 地獄た。 男 も 女 も ィヶメ ンもキ 

モメン もない。 誰もが 望み もしない の 
に、 一人では 生きて いけない 不完全な 存 
在と して 独りぼっちで 生まれて きて、 あ 
りと あらゆる 種類の 苦しみに 打ち ひしが 
れて 、そして …… 独りぼっちで 死んで い 
くんだ。 これが 地獄でなくて なんだ？ 
この 世は 楽園 だなん て、 いったい 誰が そ 
んな ひどい ごまかしの 嘘を 言い出した？ 
僕は もぅ 男 も 女 も つくづく いやにな った 
…… どちらも 一人では 生きられ ないか 
ら 、お 互いを 求める。 でも …… 本当に 求 
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める もの、 自分に 都合の いい 理想の 異性 
は 得られない。 得られな いから …… 憎む。 
いがみ 合って、 呪い 合って、 犯し 合って、 
殺し 合う。 こんな 世界を …… このままに 
してち や …… いけない。 人間は、 苦しむ 
ために 生まれて くるは ず じ やない …… 」 
「もうし やべ るな。 体力を 使うな」 

「僕は もう 助からない。 明 良 …… 僕の 
代わりに、 僕に なりすまして、 君が 
InnocentWorld をつ くつて くれない 
か？  厚かましい お願い だとは 思う け 
ど、 君に しか 頼めな いんだ …… 」 

「ああ。 俺が お前に なれば、 タィム パラ 
ド クスは 回避で きる。 俺 も 同じ 結論を 出 
そうとし ていたと ころ だ …… 」 

「頼む よ。 もう …… こんな 悲惨な 世界は 

. 終わりに して くれ。 Innocent  World 

さえ あれば、 孤独に 苦しみながら 惨めに 
生きて いかなくても すむ 世界を つくれる 
ん だ。 でも、 現実 世界に 復帰で きな く 
なる 今の システムは ダメ だ。 君が 持って 
きた 日 式の システムを そつく り そのまま 


模倣して つくって くれ。 数 時間で ログ ァ 
ゥト しないと 空腹に 耐えられなくなる シ 
ス テムの ままで いい。 ネット ワ^ ~ ク機 
能 もは ずしち ゃダメ だ。 …… 現実から 
Innocent  World を 切り離 しちや ダメ だ。 
二つの 111- 界を 分裂させる と、 必ず 争いが 
起こる . 」 

真人が 死んで しまぅ。 どんどん 肌の 色 
が 青白く 透き通って いく。 蟖 人形みたい 

こ 0 

/V 

「人間が …… 自分で 自分を 救える …… 世 
界を 、つくって …… もぅ、 戦争 も 暴力 も 
強姦 も 差別 もない 世界を …… 誰もが 平 
等に 生きられ、 平等に 愛される 世界を、 
Innocent  World  を . つくつ て くれ 


「俺が お前に なって Innocent  World を 
つくる。 だから、 安心し ろ」 

「 . ありがとう . 」 

「真人」 

返事は もうなかった。 

馬鹿 だ。 お前は 馬鹿 だ。 いつたい どれ 


ほどの 恨み つらみ を 溜め込んだ まま、 最 
後まで 他人の 心配 ばかりして、 死んで し 
まったん だ。 どうして 最後ぐ らい、 自分 
のために 叫ぼうと しなかった。 お前み た 
いな 馬鹿は、 死んで 当然 だ！ 自分の 
ために 生きられない 人間なん て、 生きて 
いける はずがない。 醜く 生まれれば 蔑ま 
れ 、美しく 生まれれば 犯される。 こんな 
禽獣み たいな 連中が はびこる 世界で。 

. 真人、 俺、 つくる よ。 1 nnocent 

World をつ くるよ。 お前の 代わりに。 お 
前みたい などう しよう もない 馬鹿が 幸せ 
に 生きて いける 世界を つくる ために。 

弱肉強食の 論理なん て 知った ことか。 
俺が ぶち 壊して やる。 お前ら、 お前ら、 
お前ら だよ！ 俺を 偽善者と 嗤う のか？ 
悪党が 俺を 「偽善者」 と 嘲笑で きる の 
か？ 悪党の くせに 居直り や がって！ 

「あ 一 あ。 結局、 死ん じ ゃった のね。 あ 
たしの 仕事 も 終わりって わけね」 

いつの 間に か、 背後に 美 優が 立って い 
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た。 バックを 取られた。 俺と した ことが、 
真人の 死に 動揺して、 完全に 我を 忘れて 
いた。 殺ら れる のだろぅ か？ 

「血の 匂いが するな」 

「ボディ スーツ に 血が ついち やった か 
ら 。一応 洗っ たんだけ どね。 ま、 元々 赤 
い スーツ だし、 あまり 気にして ない けど 0 
殺されて 当然の クズ男 どもを 処理した だ 
けだ もんね」 

「これから どぅす る。 俺は 顔を 変えて、 
真人に なりすます。 真人に なって、 俺が 
歴史 どおりに Innocent  World を 発明す 
る。 Innocent  World を 消滅 させは しな 

ぃ」 

「ちっ。 あんた、 馬鹿 じ やない の。 そん 
な ことして、 あんた になん の 得が ある 
の？ 自分の 人生 捨てち やって、 そいつ 
の 身代わり？ この 世界で そんな キモ 
メンに 変身したら、 どれ だけ 惨めで 悲惨 
な 人生を 過ごす ことになる かわかる で 
しよ？」 

俺は 美 優の ほうへ 向き 直った。 目と 鼻 


の 先に 美 優の 顔が あった。 美 優の 鼻息が 
俺の 頰 に当たって、 くすぐっ たい。 

美 優は 腰の 銃に 手を かけて 俺の 表情を 
うかがって いる。 いつでも 俺を 射殺で き 
る 体勢 だ。 

「ねぇ。 この 世界で あたしと 一緒に 暮ら 
さない？  元の 世界に 戻つ ち やつたら、 
あたしたち、 また 敵 同士で しよ。 戦争 中 
だし、 地上は ウィルスで 汚染され てる 
し、 もう 会えない わ。 もし 会える として 
も、 あたしが 地下に 突入して 世界 最終 戦 
争の 最終 幕って いう 場面で よ。 あたした 
ち、 命の 藤い 合いを しなく ち やい けない 
のよ。 でも この 世界なら 一緒に 暮らして 
いける でしよ、 今まで どおりに」 

「今 さら、 男と 女が 一緒に 暮らして どう 
な るんだ。 不倶戴天の 敵 同士 だろ」 
「あんた、 本当は あたしが 欲し いんで 
しよう。 言わなくても わかつ てるのよ 0 
その もどかしそう な自 つき、 いやらしい 
視線、 本心では 人間の 女が 欲し いんで 
しよう。 あんた が かわいそう だから、 一 


緒に いて あげても いい わ。 …… あたしの 
身体を 好きに していい のよ」 

「俺は . 俺は Innocent  World をつ く 

る。 真人の 顔に 整形して、 真人に なりす 
まして、 Innocent  World の 開発に 生涯 
を 捧げる」 

「ダ メ よ。 あんな キ モィ 顔に 変えち や ダ 
メ！ あたしは、 あんた の そのき れいな 
顔が 欲し いんだから」 

「顔、 顔、 顔！ 俺の 顔に なんの 意味が 
ある。 こんな 顔は 遺伝子 操作で つくった 
顔 だ、 つくり 物の 顔 だ！」 

「絶対、 ィヤ！ 真人の 顔は 真人の もの 
でしょ。 今 さら あんな 顔に されたら、 あ 
ん たが あんた だと 感じられ なくなっ ち や 
、っ。 あたしが 欲しいなら、 そのままの 顔 
でい なさい よ！  Innocent  World の 発 
明 もダメ よ！ あんな もの、 打ち壊さな 
き やダメ よ！」 

「ダ メだ 、真人と 約束し たんだ。 すべて 
の 人間に 幸福と 救いを 与えられる シス テ 
ム は、 Innosnt\¥orld しかな いんだ！  I 
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「あたしは そんな もの 要らない のよ、 あ 
たしは、 あたしは あんた の 全部が 欲しい 
のよ！ あんな 機械に、 あんな プロ グラ 
ム にあん たを 持って いかれる なんて、 絶 
対に ごめん だ わ！ あんな ものが 発明 さ 
れ たから、 世界が おかしく なっち ゃった 
んじ ゃない の。 あんた は、 あたし だけ 見 
ていれば いいのよ！ あたしよりも、 あ 

んな 機械が 大切 だってい うわけ？」 

美 優が 俺の 体に 抱きつい てきた。 温か 
くて 柔らかい。 小 動物み たいな 生臭い 匂 
いがす る。 俺は 美 優の 唇に しゃぶ りつき 
そうになる 衝動を 抑えて、 美 優を 突き 飛 
ばした。 

「勝手な ことを 言うな、 女め。 お前より 
も 人類の 幸福の ほうが 大切に 決まって る 
だろ！」 

「じゃあ …… ここで 殺して やる。 あたし 
を 必要と しないなら、 あんた なんか …… 
いない ほうがいい もの！」 

美 優が 前 かがみに 突進して、 俺との 間 
合いを 再び 詰めながら 銃を 抜いた。 俺は 


横に 飛んだ。 

美 優を 殺せない。 ダメ だ。 そんな こと 
できない。 

美 優の 細い 身体を 抱きしめたい。 

ダメだ 。 

俺は 美 優が 欲しい。 わかって いた。 し 
かも あいつ も それを 望んで いる。 なのに、 
俺たち はわ かり 合えない。 こぅして 殺し 
合ぅ しかない。 人間の 女を 見たら 魂が 汚 
される 前に 殺せ。 俺が 教わった 行動 様式 
は、 ただ それだけ だ。 あいつ も 同じ だ。 

「死にた くなければ、 あたしを 好きだっ 
て 言いなさい よ！」 

「黙れ。 お前の ヮガ ママに つき 合っ てら 
れ るか。 お前から 先に 言え！」 

「だっ、 誰が あんた なんか！ 大嫌い、 
死ん じ やえ！」 

一方的に 俺は 逃げる。 

美 優は 俺を 狩る ために 俺を 追ってく る。 

あつさり 追いつかれた。 

殺される？ 

だが 美 優は 銃を 投げ捨てて、 そして、 


俺の 掏の 中に もう 一度 飛び込ん できた 


…… はずだった。 

次の 瞬間、 俺と 美 優の 身体は、 引き離 
されて いた。 

俺は 額を ぐ りんの 右の 手に つかまれ、 
美 優 も 左右の こめかみを をぐ りんの 左手 
の 指で 挟まれて 締め上げられ ていた。 俺 
も 美 優 もぐりん に 片腕で 空中に 持ち上げ 
られ 、地面から 離れた 脚を みつとも なく 
ばた つかせて 虚しく もがいた。 

「なっ、 何 すん のょ、 この アホ 女。 離し 
なさい ょつ！」 

「やめろ、 ぐ りん。 どぅしたんだ っ、 離 
せっ。 俺と 美 優を 離せ、 降ろせっ！」 

ぐ りんは いつも どおり、 無表情な まま 
で 能 天気に しゃべ り はじめた。 

「予備 プログラム、 発動！ 予備 プ ログ 
ラム、 発動っ！ 真人 様が お亡くなりに 
なりました ので、 スペアと して 送り込ん 
で おいた 明 良 先輩の 体と 頭の 中を 完全 改 
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造して、 真人 様の 人格を インプットして 


しまし ま . — す ！ 」 
「な、 なんだ つて 


スペア 


?• 


「そぅな の。 先輩は 一、 実は 一、 真人 様 
が 未来 女に やられち ゃった 場合の スペア 
として 育てられて きたので一 す。 ち ゃっ 
ち ゃっと 記憶を 全部 消して、 真人 様の 人 
格を 上書きして、 顔 も 真人 様 そっくりの 
キ モメン にして、 体型 も 変えて、 それで 
完成！ 明日から 先輩には、 真人 様と し 
て Innocent  World の 開発に 勤し む 生活 
をして いただきま^ ― す I 


「ちよつ 


あつ、 あたしは 関係ないで 


しょ、 あたしは っ！ 離せ、 このへ っぽ 
こ プログラム 女 ！ 」 

「美 優さん も 顔と 頭の 中を 改造し ます。 
で、 明日から 桧山 玲於奈 として 生きても 
らいま^ — す.，， - それで 帳尻が 合、 つから」 
「帳尻って、 何の 帳尻よ つ？」 

まさか。 さつき、 ぐ りんが マンション 
に 戻って 来たと きに たくさん 持つ ていた 


そぅいえば、 真人が 拒否反応を 起こし 
て 自分の 家から 飛び出した あと、 ぐ りん 
が 俺の マンションに 現れる までの 間に 不 
自然な タィム ラグが あつた。 

という ことは、 玲於奈 はもう . 。 


「ぐ りん、 お前、 玲於奈 を 殺した なつ？ 
なぜ だ、 どぅして だつ？」 

「だって あの 女、 真人 様が 前の 顔に 戻っ 
たと きの ショックで、 元の 人格と 記憶を 
取り戻しち やつたん だ もん。 話が やや こ 
しくなる から 始末 しちやつ た。 もちろん 
それ も 予備 プログラムで 指示され ていた 
とおりの 行動 だょ つ」 

「そうか、 『もう 遅す ぎる』 つて、 そうか、 


そうだった のか 


ぐ りん、 なぜ 真人を 


整形した？ お前、 あいつの 正体を 知つ 
ていて 二度目の オペを したな！ 真人を 


ビ 


ル 袋の 中身は、 バナナ じ やなく 


守る、 それが お前の …… 」 
r え一。 だって ポクは 人間 じ やない か 
ら 、フエ ミイ だから。 ル ー ル その 二の 『殺 
さなければ ならない 真人 様の 敵で ある 人 


間』 の 中には ポク 自身は 含まれません。 
故に この場合、 ルール その 一 『真人 様に 
逆らっ てはいけ ない』 が 適用され るんだ 

よっ」 

「それは お前の 拡大解釈 だ！ 誤解 だ、 
曲解 だっ！」 

「ブ ー ブ^ ~ 。都合の いいと き だけ ポクを 
人間 扱いし ないで よ。 ずる いよぉ、 明 良 
先輩」 

ああ。 

俺は 今、 記憶を 消される。 俺の 同胞 だ 
と 信じて いた 連中が つくり 出した プ ログ 
ラムに よって。 そして、 美 優 も 記憶を 消 
される。 俺たち の 感情 も、 欲望 も、 希望 も、 
思い出 も、 すべてが 消えて しまう。 深層 
意識の 一番 深い 奥底に 封印され て、 二度 
と 取り戻せ なくなって しまう のか。 
ィャだ ！ 

真人。 お前は どうして 思い出せ なかっ 
た。 お前は、 なぜ 取り戻せなかった。 お 
前の 目の前に その 人は いたんだ。 手を 伸 
ばせば 触れられる 距離に いたんだ。 なぜ 
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お前は 逃げ出し たんだ。 

窀は韋 う。 俺は . . 

「俺は 忘れない ぞ 、忘れない！ 美 優、 
俺は、 俺は、 お前を …… 」 

「、っるさい、、 っるさい つ！ もう 遅い 
わよ っ！ 嫌い、 あんた なんか、 大嫌 

ぃっ！」 

美 優の 頰を 伝う 涙。 なんて 美し いんだ 
…… なのに、 すぐ 横に 美 優が いるのに、 
俺は もう 美 優に キスす る こと もで きな 
い。 涙を 拭って やる こと もで きない。 俺 
の 中で、 抑えられ ていた 感情が、 爆発し 
た。 

「美 優、 自爆し ろ！ このまま じ や 俺た 
ちは …… ここで 一緒に 死のう …… ！」 
「ィヤ よ！ 死んだら あんた に 会えな く 
なつち やう じ やない！ 私は 生きる わ！ 
そして、 あんた を 見つけて みせる …… 絶 

対に …… 丄 

だんだん 視界が 真っ白に なって いく。 
何も 考えられない。 美 優の 生意気な 笑顔 

も、 も、 つ . 〇 


最後に ぐ りんの 声が 遠くから 聞こえて 
きた。 初めてぐ りんが 感情を 込めて しや 
べっている 声を 聞いた。 ぐ りんの 声は 泣 
いてる みたいだ った。 

「ポクね、 ホン ト はね。 人間が ダィ キラ 
ィ なんだ。 愛 だの 恋 だの、 キ レィ ゴトば 
かり。 ただの 二十 四時 間 発情し っぱなし 
の 動物の くせに。 豚は 豚 同士、 仲よ くし 
てれば いいのに 。ポクなん かつ くらな く 
て もよ かった のに。 ポクは、 ポクは …… 
要らない 子供 だ …… 。参考文献、 『境界 
を 侵犯す る こと： 量子 重力の 変換 解釈 学 
に 向けて』 アラン •ソー カル」 


〈ブラック アウト〉 


何 事 も 起こらない まま 大学 一年 目の 
夏休みが 終わった。 

現実の 人生には、 ゲ ー ム みたい なィべ 
ントは 絶対に 発生し ない。 永遠に。 
孤独で 退屈な 日常が 今日 も 明日 も あ 

さっても つづいて いく。 

僕は 鏡を視 き 込んだ。 どぅしよぅ もな 
く 哀れで 醜い 生き物の 顔が そこに あっ 
た。 

なんの ために、 僕みたい な 醜悪な 人間 
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が 生きて いるの だろう か …… 。 

何も 期待す るな。 諦めろ。 現実 世界は 
僕の 人生とは なんの 関係 もない。 この 部 
屋の中 こそが、 僕が 生きる ことを 認めら 
れ ている 唯一の 空間 だ。 

何も 望まなければ、 誰に も 裏切られず、 
僕は 傷つかない。 

大学に 通って いるのは、 単に 世間体を 
取りつ くろうた め。 ただ、 それだけ だ。 
それだけのは ずだった。 

僕は 重い 足を 引きずって、 屋敷を 出た。 
もう 九月 だとい うのに、 空は デジタルべ 
ィン トで 塗りつぶし たかの ょうに 真っ 

青。 日光を さんざん 浴びた アスファルト 
の 道路は、 眩暈が する ょうな 熱気を 僕の 
虚弱な 体に 送って くる。 それでも 誰も 最 
近は 異常気象 とか 言わ なくなった。 

大学に 行けば、 二次元 妹 研究会に も 当 
然 顔を 出さなければ ならない。 ああ、 イ 

ヤだ 。つらい。 つら いんだ。 胸が 痛い。 

あそこは 大学の 中で 唯一、 僕が 存在を 
許される 空間のは ずだった。 


でも ダメ なんだ。 オタクの 男し かいな 
い 安全な 世界 だと 思って 入った のに。 女 
の 子が いるんだ。 眼鏡の 似合う 優しくて 
素直で おとなしい 女の子 だ。 名前は 桧山 
玲於奈 さん。 彼女 だけが、 僕の オタク 話 
を 微笑みながら 楽しそう に 聞いて くれ 
る。 生まれて 初めて、 僕と 人間ら しい 会 
話を して くれる 女の子に 出会った。 

僕は 彼女に 恋をした。 ああ、 少し ばか 
り 人間ら しく 扱われた だけで、 僕は のぼ 
せ 上がり、 舞い上がって、 結局は 桧山さ 
んに 不快な 思いを させて 傷つけて しまう 
ん だろう。 

夏休みの 間、 僕は 部屋に 閉じこも って、 
彼女への 煩悩を 消し 去ろうと 努力した。 

でも ダメだ った。 日 ごとに 桧 山さん へ 
の 想いが ふくらみ つづける という 逆の 結 
果に 終わった。 

苦しい。 いつたい どう すれば 僕は この 
苦しみから 解放され るの か。 

告白して フ ラれ れば楽 になれ るの だろ 
、つか。 しかし それでは 桧 山さん を 傷つけ 


る。 それに、 楽になる どころ か、 もっ と 
もっ と 苦しくなる かもしれ ない。 

僕には 二つの 選択肢し かない。 告白し 
て 苦しむ か、 我慢し つづけて 苦しむ か。 

どうして 僕は こんな 顔に 生まれ、 こん 
な 性格に なって しまったん だろう。 明 良 
みたい なィヶ メンに 生まれて いれば、 性 
格 だってもう 少しは マシな ものに なって 
いたんだ ろうか。 

苦しい。 桧 山さん、 涙が 出る くらいに 
桧 山さん が 好きだ。 でも、 彼女は 絶対に 
僕を 愛さない。 僕には 彼女に 愛される 資 
格がない。 

理由？ 顔が 醜い から、 性格が 腐って 
るから？ 

違う ね。 もっと 根本的な 理由が あるん 
だょ。 それが なんだか わからな いけど、 
絶対的な 確信 だけは 感じて いるんだ。 

そう、 僕には 資格がない。 

「あんた が 今 岡 真人ね、 外道 成敗！」 

えつ？ 

頭の 上から 女の子の 声が 飛んで きた。 
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ふと 見上げる と、 緑色の 光沢を 放ちつ 
つも ヌメッ と 濡れた よぅな エナメルの 全 
身 スーッ に 細い 肢体を 包んだ ッンデ レ 
ショ - — ト ヵッ トッリ 目の 少女が 空から 
降って 来て、 猛スピ ー ドで 今や 過去の 遗 
物に なりつつ ある 古びた 電話 ボックスの 
てっぺんに 落下した。 

電話 ボックスの 天 板は 無残に ひし ゃげ 
たが、 女の子は なぜか 無傷だった。 
地球に 落ちて きた 少女？ 

「だ、 誰、 君は？」 

「あたし？ あたしの 名前は、 藪 香 織。 
今 岡 真人、 あんた を 殺しに 来たの よ！」 
香 織と 名乗った 宇宙人み たいな コス プ 
レの 女の子は、 電話 ボックスの 上から 道 
路へ 颯爽と 飛び降り ると、 「宇宙 ガン」 
としか 形容の しよぅがない 恥ずかしい デ 
ザィンの 銃を 僕の 頭に 突きつ けて きた。 

「ちよ、 ちよつ と 待つ て！ どうして 僕 
が 外道な の。 なぜ 殺される の？」 

「あんた は 将来、 誰に も 愛されない 自分 
の 孤独を まぎらわせる ために、 おそろし 


いひき こもり システム In§cent ^ orld 
を 開発す るの よ 一 一度 その システムに 
アクセスした 人間は 現実に 復帰で きな く 
なり、 世界は 崩壊 …… 」 

「ええっ？  僕、 そんな 危ない ものつ く 
らな いよつ . ~ 」 

「つくる のよ、 将来！ あまりに モテな 
くて 孤独に 耐え かねて、 仮想 世界で 仮想 
の 恋人と 暮らせる バ^ ~ チヤ ル システムを 
発明す るの っ！ その 結果、 あたしたち 
女は 男たち に 見捨てられて 悲惨な 歴史を 
迪る 羽目になる の ！ だから ヤケ クソで 
あんた を 殺す の！」 

「待って！ 僕は 確かに 現実に 絶望して 
はいるけ ど、 でも まだ 完全に 現実を 諦め 
てはいな いよ。 そぅだよ、 僕は 現実の 女 
の 子が 好きなん だ。 桧 山さん を 愛して る 
んだ 。まだ 僕に も 一筋の 希望が 残って る 
ん だよ！」 

「ふうん？ じ や、 その 女に さつ さと 告 
白して きなさい よ。 見事に 結ばれたら、 
見逃して あげても いい わよ」 


「本当？ あ、 ありがとう！」 

僕は ダッシュで 駆け出した。 大学の 
キャンバスへ 向かって。 

彼女が 何者な のか まったく わからな 
い。 でも これは 僕に 与えられた 最後の 
チ ャンス だと 気づいた。 

僕は 背中を 押され たんだ。 僕は 走りつ 
づけた。 心臓が 破れそう になっても 全速 
力で 走りつ づけた。 

耳の 奥から 「さあ、 死ぬ のよ。 死ね、 さっ 
さと 死ね！」 と 叫ぶ 声が 聞こえて くる。 
ああ、 昔 どこかで 聞いた ことの ある、 懐 
かしい 声 だ。 もう、 何度も 何度も、 同じ 
ことを 繰り返して きたよう な、 そんな デ 
ジャヴ に 襲われた。 結果 も わかって いた。 

それでも 僕は かまわずに 研究会の 部 室 
の 正面までを 走り抜いた。 

「桧 山さん、 僕は、 君の こと - 」 

僕は、 世界へ とつな がる 扉を 開いた。 
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キラ X キラ 


僕と 先輩と へんない きもの 


本 田 透/著 イラスト/とん ぶう 

東京 最果ての 地に ある 乙女の 楽園 「 サタ ニック • マ ジェスティー ズ学 園」。 全寮制 かつ 
男子 禁制だった 学園 も、 不景気の 波には 勝てず、 ついに 吉良 有紀ら 三人の 男子を 試 
験 的に 迎え入れる ことに！ 一方、 学園 制霸を 狙う 結 城 綺羅を 筆頭に した 「勝手 連」 は、 
自分たち の 人気を 脅かす 男子を 退学へ 追い やる ミッションを 決行す る！ 

文庫 判鲁 680 円 （税込） 発売日#  2005 年 7 月 21 日 ISBN コード#  4576051237 


キラ X キラ 


僕と 先輩と 秘密の アイ ランド 


本 田 透/著 イラスト/とん ぶう 


大 好評 「キラ X キラ」 シリーズ 第二 弾 


乙女の 楽園 -SM 学園に 編入を 果たした シヨ タっ子 少年 •吉良 有紀。 + 年 前に 結婚を 誓っ 
た 美少女 •結 城 綺羅と も 再会して、 これで ラブ ラブな 学園 生活 …… のハズ が、 周囲 か 
らの 激しす ぎる ちょっかいに 二人つ きりに なれず 悶 々とする 毎日。 

ついに 綺羅は 有紀を 連れて、 結 城 家 所有の 無人島への 逃避行を 試みる が …… 。 

文庫 判#  680 円 （税込） 発売日#  2006 年 01 月 20 日 ISBN コード#  4576060112 


近刊 予告 


待望の キラ X キラ • シリーズ 完結編 


キラ X キラ —— 夢の 終わり 

本 田 透/著 イラスト/とん ぶう 

ついに 明かされる 兎呂の 過去。 無限 連鎖の 憎しみの 果て、 真実の 愛は 誕生す るの か 


ァ 
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ツンデ レ つ娘大 集合 

本 田 透 イラスト ◎七 海 綾音 
寿 ト リノ イラスト ◎神楽 丸 ゆに 亭 


北国 夯人 イラスト OMCDYURU/N 
蓮 海 もぐら イラスト ◎よしじ まあた る 


ツンデ レ 百合 ッ プルに 幼なじみ、 犬 耳 少女に メイ ドの お姉さん、 突然 ポクの 部屋に 押し 
かける 不思議 少女。 個性的で 魅力 いっぱいの ツンデ レ 娘を 取り揃えました。 どれを 読 
ん でも お腹 いっぱいの 全 4 篇。 お好きな 娘から お召し上がりく ださい。 新進気鋭の 作 
家と 絵師が がっぷり 四つに 組んだ 萌え アンソロジーの 登場！ 

文庫 判籲 650 円 （税込） 発売日 癱 2006 年 03 月 20 日 ISBN コード 春 4576060414 


の 


妹 ☆コレクション 

本 田 透と 恐るべき お兄ちゃん 軍団/著 

究極の 「妹萌 え」 妄想を 具現 化 —— とっても H な 「妹 祭り」 開催中！  •僕の 理想の 妹 論 …… 妹萌 えは 現 
代 社会に 疲れた 男 達の 純愛 終 着 点！ 參妹 レビュー …… 妹 ゲー厶 に 妹 映画、 妹なんでも 探検隊！  •妹の 
達人が 語る …… 木 之 本み け 先生 インタビュー ほか、 妹 小説 •妹 エッセイ •妹 対談で 楽しむ 超 ド キドキ の 1 冊！ 

文庫 判#  720円 （税込） 発売日 #2005 年 1 月 18 日 ISBN コード #4576050117 

姉 ☆コレクション 

本 田 透と 恐るべき お兄ちゃん 軍団/著 

ときめき 姉 小説、 お 姉 ちゃん エッセイ、 姉 理論… ぜ〜ん ぶ 「姉萌 え」 でた のしむ 本！ とっても H な 「姉 祭り」 
開催中！ 本 田 透と 恐るべき お兄ちゃん 軍団が くりひろげる 究極の 「お 姉 ちゃん 萌 え」 妄想 読本！ 

文庫 判#  800 円 （税込） 発売日#  2005 年 6 月 21 日 ISBN コード#  4576051059 
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取材 = 本 田 透 

HONDA,  Toru 

«4成= 多 田野 雅弘 

TADANO.  AAasahiro 


PROFILE 

1968 年 岡山県 井原市に 生まれる。 
高校 卒業と 同時に 上京。 4 年間の バ 
イ ト 生活を 経て、 編集 プロダクション 
に 就職。 そこで 出会った 千 葉 智宏氏 
と 黒 田洋介 氏と 独立して 「スタジオ オ 
ル フエ」 を 設立 0 以降、 アニメ や ゲー 
厶の シナリオ、 漫画の 原作、 小説と 多 
方面で 活躍。 2001 年より 代表作と 
なる 「R.0.DJ シリーズを 手がけ、 高い 
評価を 得る。 昨年 （2005 年） は 「かみ 
ちゆ!」 「ガン X ソード」 と 二 本の テレビ 
シリーズの 構成を 手がけた。 


1 


!!! 


製 を 与えた 作品な のです。 それで 
今日は 倉 田 先生に デビ ュ ー する まで 
の 経歴と 「R •〇 . D」 について 語つ 
ていた だいて、 今後の 参考に したい 


かつたん だ。 両 さんが ポー ナス 出た 
ら 死ぬ ほど 金を使つ てるから 「警 
官 ってぃ ぃな ぁ」 って (笑)。 で、 中 
学生に なつたら 知り合いの レコ ー ド 
屋の兄 ちゃんが 当時、 流行って た 横 
溝 正史の ミステリを 貸して くれたん 
だょ ね。 それが きっかけで 西 村 寿 行 

りたかった ん です。 それで その 官一  本 田 透 主宰の サイ ト 「しろは  や 筒井 康隆 とかの 文庫を 読み出し 


倉 田 何でい ま 「R •〇 . 0 」 特 
んで すか？  いや、 やつて くれる の  と 思います。 

はありが たいんで すけ ど。 

—— _ はもと もと オタク 作家に な  * 宣伝の ために 始めた サイ ト 


伝の ために 始めた サイ トで エヴァ 
の フアン フイ クシ ヨン 小説を 書い 
たり、 レビ ユ ー を やつて いるう ちに 


た」 (http://ya.sakura. 
npjp/,otsukim s のこと。 

*ェ ヴア 


たのは 大きい と 思、 つ。 それで 今まで 
は <1 画し か 読まなかった のが 一気に 
本 全体に 興味を 持つ ようにな つてい 


段々 と サブ カル だと か小雖 しい 評  1995 年より テレビ東京 系で  ろい ろ 集め 始めた。 


論の 方向に 傾き かけて しまつたん で 
すね。 やっぱり 理屈を こねて る 方が 
ネットでは 受け るんで すょ でも、 
それを 正しい オタクの 道に 引き戻し 
て くれたの が 「R.  o.  DITHET 
VI」 だった ん です。 

倉 田 ああ、 バカです からね、 「R, 


放映され た アニメ  f 新世紀 エヴァ 
ンゲ リオン J のこと。 哲学 や 心理 
学、 宗教 用語が 散り ばめ られた 
設定と、 多くの 謎を 含んだ 展開 
で カル ト 的 人気を 得て、 やがて I 


でも 中学生だった らお 金に 限 


度が あるで しよう。 

倉 田 まあ、 その 頃には 親の 財布 か 
らお 金を 盗む 方法 も 覚えて たし。 
それで 買った 本 や レコー ドを 人に 貸 


般罾を 巻き込んだ 大ブ— ムを卷  して、 また 本 買つ たりして たんで。 


き 起こした。 1997 年の 春と 


.なんか 黒い 話です ね。 


〇.  D」 は。 サブ カルが つけ 入る 隙  夏に 公開され た 劇場 版で 完結し  倉 田 いま 考える とさ さやかな も 


間が 微藤 もな 


た 0 


•ねね ね 先生が 小説を 書きたい 


のに 普け ない ところと か 自分の こと 
のように 思いながら 観て ました。 あ 
と 三 姉妹の 記憶が 捏造され ていた 
ことが 発覚した くだりで、 涙が 止ま 


んで すけ どね。 あと 中学生の 時、 旺 
文 社の 読書 感想文 コンクー ルで 奨 
励 賞 かなん かもら つたんで すよ。 確 
か 『戦場の メリ— クリスマス』 の 原 
作で。 それで 好きな 本の こと 書いて 
倉 田 先生が 作家に なろうと  褒められ るんだ つたら、 こんない い 


ら なくなって 「やっぱり 小説を 書か  思った のはい つ 頃だった んで すか • 


ことは ない なとは 思つ たけ ど …… 実 


なければ」 と 思つ たんです。 なので 
「R •〇 •  D」 は 僕の 人生に 多大な 影 


倉 田 いつかな一。 小学生の 頃は、  際に 「作家になる」 と 口に したのは 
こち 亀の 影響で 稗 察 官 になり た  高校 三年の 秋く らいかな あ。 
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—— 口にした つて 誰かに 言つ たんで  は 警察官で ありながら 競輪 •競 
すか？  馬、 模型な どの 趣味に 給料の ほ 
倉 田 母親と 担任の 教師に。 高校  とん どを つぎ 込む 破天荒な キャ 
はいち おうその 地方では 進学 校み  ラ クタ— である。 

たいな もんに 通つ てたん です。 ほと 
ん どは 大学に 進学して、 残りは 地元 
で 就職みたい な。 でも 両方 やりた く 


* 「戦場の メリ— クリスマス」 の 原 
作 

な かったんで 進路 相談で 「作家に な  イギリスの 小説家 口— レンス. 


ります」 つて 言つ ち やつた 0 


じゃあもう 十八 歳で 作家に な 


るって 決めて たんです ね。 


ヴァン •デル •ポストに よる 小説 
f 影の 獄 にて j のこと。 日本軍の 
捕虜収容所を 舞台と した 物語で 


倉 田 いや、 たぶん 本気で 思った  第二次世界大戦 中の 著者の 体験 
のって 親を 説得した その 晚 だけ  が 色 濃く 現れて いる。 

(笑)。 田舎が ィャだ ったんで 朿京 
に 出る ための 口実みたい な もんで。 

とにかく 本屋と 映画館がない 街に 
は 耐え 切れな くな つて、 卒業式の 次 
の 日には 何の あても ない のにもう 上 


万引きを した 時 
これは もう ダメ かな あと 


■その後、 いわゆる バブルの 時代 


京して た。 ただ 「どんな 回り道を し  の枣 M に 出て きて。 

て も 最終的に はな るんだ ろうな」 と  倉 田 そうです ね、 十八の 時 だか 
いう 気は してたん です。 まあ 「他に  ら 一九 八 七 年 か ◦当時 まだ 再開発 
は 何もで きないだろう」 つてい う 消  前で 新 宿の ヒルトン ホテルの 遊 側 

に、 風呂な し トィレ 共同の 四覺 半で 
三 万 三千 円って 部屋が あつたんで、 
そこを 借りて。 部屋に 空き缶を 置 
くと 隅に 転がつ ていく 「タイ タニ ツ 
ク」 みたい な 部屋でした けど。 


極 的な 理由 も 大き いんだけ ど。 


*「こ ち 亀」 

1976 年より 「週刊 少年 ジャン 
プ」 誌上で 連載して いる 人気 漫 
画 『こちら 葛 飾 区 亀 有 公園 前 派 

出 所』 のこと。 主人公の 両 津勘吉  たけ ど 生活 费はど うして たんです 


.何の あてもなく つて 言つ てまし 


倉 田 肉体労働 ばつ かりでした ね。 
一日 六 千円の 引越し 屋 さんと か。 最 
初は 7 ロム •ェ丄 の編粜 とか、 そ 

れつ ぽいバ イトに 応葬 してたん だけ 
ど、 やっぱり バブルだった んで 、バイ 
卜も 大学生 ばっかり 採用され てて。 


直そぅと 思って 帰っ たんだけ ど、 悲 
しい ことに 田舎には もつ と 仕事が な 
かった (笑)。 

—— 田舎には 本当に 現場 仕事し か 


ないです からね。 

倉 田 僕は 今でも 免許を 持って な 
いけど、 田舎では 車を 動かせな いと 


それく らいし か 雇って くれる ところ  仕事が できない という か 生活が で 


がなかった といぅ か。 でも、 田舎と 
ちがって 東京 じゃあ 観たい 映画は そ 
こら 中で やつて るし、 欲しい 本 も 山 
のよ、 つに あるし、 稼いだ 金は 全部 本 
や映両 に 消えました。 当然、 家 赁も 
滞納して たんで、 親に 支払い 通知が 
送られたり。 


きない。 しょうがない から 自動車 学 
校に 通い 始めたん だけど、 四 年間の 
ダ メ人問 暮らしの 後なん で、 学校つ 
ていう のが 苦痛で 耐え 切れ なくなっ 
て (笑)。 それで 盗んだ 親の 金と 
『火の 鳥 鳳凰 篇』 を 持っても う 一 
度 上京 0 

— なんで 「鳳 風篇」 なんです か？ 


—— 僕 も 高校 中退して バィトに 落  I 
とされ まくつ たんで、 他人 事とは 思 (笑) 

えない 経歴です が、 作家になる 転機  倉 田 何 か、 あれが 一番 当時の 心に 


が 訪れた のは その あたりで すか？ 

倉 田 いや、 そういう 生活を 四 年 


迫る ものが あって (笑) 


くらい 続けて るう ちに、 につち も  * とり •みき 


さつち もい かなくな つて 一回 田舎に 


秘 るんで す。 


ええ - - 


倉 田と り •みきさん の 本だった と 
思 うんだ けど、 あまりに お金が な 


1979 年 『ぼくの 宇宙人 j で デ 
ビユ— した 漫画家。 『るん るん 力 
ンパ ニ—』 や 『クル クルく りん』 
などの コメ •デイから 伝奋 モノまで 
幅広い 作風の 持ち主。 『DAII 


くて いい 年して 万引きして 啓 察に  HONYAj で 星雲 賞 コミック 部 


捕まつ ち やうんで す。 で、 これは も 
うダメ だな あ、 田舎で 地道に やり 


門を 受賞 „ 


, 

T 


0 
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* 「火の 鳥 鳳 風篇」 

手 塚 治 虫の ライ フワ— ク 『火の 
鳥』 の 中で も 人気の 高い I 作。 奈 
良の 大仏 建立に まつわる 二人の 
男、 茜 丸と 我 王の 運命を 描く。 


無職から いきなり 
映画 ジャ —ナ リス ト (笑) に 

倉 田 二度目の 上京の 時は、 前に 
入つて た 高 橋留美 子サ— クルの 知 
り 合いのと ころに 転がり込んで。 そ 
の 人には 本当に お世話になり まし 
た。 だつて 一時期、 食わせて もらつて 
ました もん。 その 人、 オタクで 学生 
なんだ けど 警備員の バイトと かし 
てて、 帰つたら パスタを 茄 でて くれ 
たり。 で、 そこに 出入りし ていた リ 
クルー トに 務めて た 他の 知り合いが 
「これで 仕事で も 探せ」 つて 持つて 
きて くれた 発売 前の 「fro m A」 
に 載つ てた 「パッション プレイ」 つて 
編 プロの バイトに 行き 始めたん で 
す 0 

—— どんな 記事を 作る 編 プロ だつ 
たんです か？ 

倉 田 ゲ I ムの 攻略と か 映画の 紹 
介 記事。 面接に 受かったら、 その 
二日 後には 『ゴッド ファ I ザ lmi 


の 記者会見で 監督の フランシス • 
コッポラを 生で 見て ました。 もぅ 
昨日まで 無職だった のがい きなり 
映画 ジャ ー ナ リス ト 気取りで すょ 
(笑 〇 

—— そこで 人生が 変わった わけで 
すね。 

倉 田 変わり ましたね。 事務所 自 
体は そんなに 大きくな かったん だ 
けど、 千 葉さん や 黒 田さん がい まし 
たから。 そこで 文章の # き 方 や、 こ 
の 業界の 仕事の 仕方を いろいろ 教 
えて もらつ ている ぅちに 千 葉さん と 
黒 田さん に、 独立す るんだ けど 一緒 
に 来ない か？ と 誘って もらえたん 
で、 三人で 「スタジオ オル フエ」 を 作 
る ことにな つたんで す。 

—— スタジオ オル フエつ て、 最初 そ 
の 三人の 編 ブロ だっ たんで すか？ 

倉 田 すぐに 長 井さん が 入って 四 
人に なった けど、 基本的には スタ 
ジオ オル フエって でも 編 プロです 
ょ。 最初に やった 仕事は 『ふしぎの 
海の ナディア』 の CD  -Box の ラ 
イナー だっ たかな。 だから あの 時は 
俺と 黒 田さん が ライター として 庵 
野秀 明さん と 樋 口真嗣 さんに ィン 
タビユ ー してる (笑 〇 
—— 今では 「エヴァ」 と 「口  — レラ 


ィ」 の 監督に、 「おね ティ」 と 「R. 
〇 ，D」 の 脚本家が！ すごい 四 
ショットです ね。 それじゃ シナ リ 
才を誉 くこと になつ たきつ かけは 


倉 田 パッション プレイ 時代に 黒 
田さん が PC ゲーム 版 r ああっ 女神 
さまつ j の シナリオを やつて て、 そ 
の 制作 会社が A I C スピリッツ だっ 
たんです。 そのつな がりで ゲーム の 
r プリティ サミ ' や 『 大 運動会 』 
の シナリオに 参加す る ことにな っ 
た 0 

—— じゃあ 一番 最初に# いた アニメ 
の シナリオが 「プリ ティ サミ IJ で 
すか。 

倉 田 いや、 アニメは r ゆん ゆん ☆ 
パラダイス 』 が 最初です ね ◦雑 破 業 
さんの 原作が 好きだっ たんで、 企画 
書を ピンク パイナップルに 持って 
いったら 通っ ち ゃった。 

—— 滝 本 君が 大好きな 『ゆん ゆん 
☆パラダイス j の シナリオが 初 仕 
事！ なんか 大 いなる 電波を 感じ 
ますね ◦それまで アニメの シナリオ 
を 書いた ことは なかっ たわけで すょ 
ね。 

倉 田 ん— 、アニメは ないです け 
ど、 ゲ—ム はもう やつて たし (会社 


の) 隣の 席で 黒 田さん が 『天地 無 
用！』 を 書いて るの 見て たし。 あと 
十八 禁 なので、 やらな くち ゃい けな 
いことは 決まつ てるから、 そこまで 
の 段取りと 原作との すりあわせを 
考えれば なんとかなる かなと。 あと 
俺は 覚えて な いんです けど 黒 田 さ 
んが 言う には、 当時い きなり 俺が 
「黒 田さん、 そこに 寝て ください」 
と 言って、 里：： 田さん が 寝転んだら 俺 
がその 股間の 上に またがって、 里 ffl 
さんの 手を 自分の ヶツ にあて て 「あ 
あ、 届きます な」 と 眩いて 仕事に 
戻ったら しい。 多分 その 体位で アナ 
ルに 指が 届く かどう かを 確認した 
かった と 思 うんだ けど。 

- まさに 手探りで 書き方を 学ん 

だ、 と (笑)。 その後、 アニメの お 仕 
事は 「プリ ティ サミ 丄を 経て、 初 
めて シリー ズ構 成を 担当す る 『大 
運動会』 へと …… 。 

倉 田 『大 運動会 』 は 林さん が 『エ 
ル ハ ザー ド』 の 次に やる 作品と い、 っ 
ことで AIC から 話が 来て、 プロ 
デュー サ ー の吉 田さん が 「君に ぴっ 
たりの 企画が あるんだ が」 と言う 
から 「どんな 企画です か？」 と 聞い 
たら 「バヵな 企画 だょ」。 ああ、 そ 
り ゃ ぴったり だな あと 思っ て 引き受 


倉田英 之と fR.O.Dj 特染 
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Wf 


—THE  TV— 

監督： 舛成孝 二 
； アニブ レックスより 発売中 


2003 年より 放送され た 全 26 話の テレビ シリー 
ズ。 OVA シリーズから 5 年が 経過した 世界を 舞台 
に、 新たな 紙 使い アニタ、 マギー、 ミシェールの 三 
姉妹と 女流作家 菫 川ね ねね、 読 子たち が大英 
図 寄 館 特殊 工作 部と 戦う 姿を 描く。 全 九 巻。 


R.O.D 

—READ  OR  DIE— 

監督： 舛成孝 二 

アニブ レックスより 発売中 


2001 年より 発売され た 記念すべき シリーズ 第一 
作。 平 賀源内 や ファーブル といった 偉人たち の 
DNA を 持つ 異 能力 者の 野望を 阻止す るた め、 読 
子たち 大英 図書館 特殊 工作 部の エージ エン トが 
戦う。 全 三 巻。 
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「Rbb」 とは？ 

大 英図畨 館 特殊 工作 s[i に 所属し、 紙 使いの 
特殊 能力を 持つ エ— ジェン ト、 読 子 •リ— ド 
マンの 活躍を 描いた シリ— ズ 。「文系」 「眼 
鏡」 「喪 女」 という 喪 男に とっての 三種の 神 
器を 兼ね備えた 究極の 萌え ヒロイン、 読 子 
は I 部 (主に 秋 葉 原 方面) に 熱狂 的な 支持 
者を 持つ。 企画 立案者で ある 倉 田 氏は 全シ 
リ—ズ の 原作、 シナリオを 担当した。 


けたんで す (笑)。 当初の 企画書に 
は r 宇宙」 「三国志」 「運動会」 って 
書かれて あって。 いろんな 学校が 宇 
宙 にあっ て 集まって 運動会を やる っ 
て プロット だった ん だけど、 それを 
みんなで 肉付けして いくぅち に 今 
みたい な 形に なったん じ ゃない か 
な。 

—— それで 〇 V A から テレビ シリー 
ズ へと 進出して、 色んな 作品を 手が 
ける わけです ね。 

* 千 葉さん 

スタジオ オルフ H 代表取締役 社 
長、 千 葉智宏 氏の こと。 著作 も 
多く 『機動 戦士 ガンダム SEED 
DESTINY  AST 1D A  YJ シ 
リ—ズ の シナリオ でも 活躍 中。 

* 黒 田さん 

スタジオ オルフ I 取締役、 黒 田 
洋介 氏の こと。 『ハチ ミツと ク 
口  — パ—』 や 『ホ— リ— ランド i 
など 数多くの アニメ  •実写 作品の 
シリ— ズ 構成 や シナリオを 手掛 
け、 高い 評価を 得て いる。 

ホ 長 井さん 

スタジオ オル フエで ライタ— 兼 編 


集 業務を 担当す る 長 井 仁 氏の こ 
と 0 

*「口| レ ライ」 

2005 年に 公開され た 插口真 
嗣 氏の 初 監督 作品。 福 井 晴敏氏 
の 小説 『終戦の 口ーレ ライ J を 映 
画 化した もので、 興行 収入 25 億 
円を こえる ヒット 作と なつた。 

ホ 「おね テイ」 

2002 年に 放送され た 宇宙人 
の 女 教師と 生徒との 関係を 描い 
た テレビ アニメ シリ— ズ 『おねが 
い ☆テイ— チャ— j の 略称。 黒 田 
洋介 氏が 脚本を、 羽音たら く 氏 
が キャ ラ クタ— デザインを 担当 
した。 

*AIC スピリッツ 
『天地無用！」 や 『神秘の 世界 H 
ル ハ ザ— ド J など 90 年代を 代表 
する アニメを 多く 生み出した アニ 
メ 制作 会社 A  1C の | スタジオ。 
当時は まだ 少な かつた PC ゲ— 
厶 などを 多く 世に 送り出した。 

*「 フリ テイ サミ—」 

『天地無用！』 の キヤ ラ クター、 


砂沙 美を 主人公に 用いた スピ 
ン オフ シリ— ズ 『魔法 少女 プリ 
ティ サミー 』 のこと。 ゲ— 厶や〇 
VA、 テレビ アニメな ど 多くの メ 
T アィ アで 展開した。 

* 『大 運動会」 

全 宇宙で もっとも 身体 能力の 優 
れた 女性 「宇宙 撫子」 目指して 
頑張る 女の子た ちの 姿を 描いた 
SF スポ根 シリ— ズ 。「プリ ティ 
サミー」 同様、 多くの メディアで 
展開した。 

氺雑破 業 

作家。 1993 年 f ゆん ゆん ☆パ 
ラダ イス J で デビ ユ I。 『おねが 
い ☆ティ— チャ— |_ のノ ベラ イズ 
や 漫画 『 ちょこ ッと SisterJ の 
原作な ど 著書 多数。 

* ピンク パイナップル 
90 年代の アダルト アニメ 界を席 
巻した 美少女 アニメ レー ベル。 
ゲ—厶 や } i 画な ど 原作を 持つ た 
作品を アニメに した ものが 多い。 

氺淹 i 

2001 年に 『ネガ テ イブ •ハツ 


ピ ー •チェン ソ ー j で テ e ユ I 
した 作家 •滝 本竜彦 氏の こと 
(163 頁に 本 田 透との 対談 収 
録) 。その後 も 『NHK によぅ こ 
そ！ J  f 超人 計画 j などの 問題 作 
を 次々 と 発表。 2006 年、 現在 
もつ とも 新作が 待たれる 作家の 一 
人。 

* 『天地 無用 ! 

岡山県の 神社の 跡取り、 征木天 
地と 彼を 取り巻く 美女 宇宙人た 
ちとの 波乱 万丈の 日々 を 描いた 
90 年代を 代表す る SF アニメ シ 
リ—ズ 。〇 V A と テレビ アニメ シ 
リ—ズ を 基盤に 数多くの 外伝 や 
スピン オフが 制作され た。 当時、 
黒 田 氏が 書いて いたのは OVA シ 
リ—ズ の 第二 期では ないかと 推 
測され る。 

氺林 さん 

r 大 運動会 j の 監督、 原案を 担当 
した 林宏樹 氏の こと。 他に も 〇 
V  A 『天地無用！ j 第一 期シ リ- 
ズ や  『神秘の 世界 ェル  ハ ザード  J 
など 多くの 作品を 手掛けて い 
る 0 


倉田英 之と fR.O.Dl 特集 


R.O.D 

—READ  OR  DREAM— 

画： 綾 永らん 

集英社 ヤング ジャンプ- 

コミックス •ウルトラ 刊行 


R.O.D 

-READ  OR  DIE- 

画： 山 田 秋太郎 
集英社 ヤング ジャンプ- 
コミックス •ウルトラ 刊行 


R.O.D 

—READ  OR  DIE— 

イラスト： 羽音たら く 

集英社 スー バー ダッ シュ 文庫 刊行 


「R.O.D  —  THE  TV —」 の 世界観を ベースに 
した 外伝 的 作品。 紙 姉妹 探偵と して 依頼を 解 
決する 三 姉妹の 活躍を 描く。 一 話 完結 主体の 
コ メディ。 全 四 巻。 


小説 版の 世界観を ベースに ねね ねとの 出会 女子高生 作家だった ねね ねと 読 子の 出会し 、から、 
い、 人類の 数 wr 埋蔵 囡 害 館」 の 発掘な どを その後の 大英 囡書 館と 中国の 秘密結社 •読 仙 
描いた オリ ジナ ルス トーリー。 かつての 婚約者 社との 戦いを 描く。 OVA や テレビ シリーズと キャラ ク 
ドニーとの 過去は ファンの 間で 話題に なった。 ターは 共通 だが、 設定は 必ずしも一致して いない。 
全 四 巻。  2006 年 夏に 最終 卷 12 巻 発売 予定。 


読 子は 最初 
花 子になる 予定だった 


- その後 「まりんと メラン」 や 

「今、 そこにい る 僕」 などを 経て、 
ついに 「R •〇 •  D」 に 至る わけです 
が、 これは もちろん 倉 田 先生の オリ 
ジナル 企画です ょね？ 

倉 田 あ 一、 これは です ね、 話す と 
長くな るんで す。 最初の 企画は それ 
こそ 「大 運動会」 の テレビが 終わっ 
た 直後 くらいだ から 九 八 年には 始 
まつて るんで C 

—— もう、 その 時点で 読 子さん 


倉 田 いや、 最初に 考えて たのは 
「平賀 源 内が 主役の チャン バラ ァニ 
メ」 だった。 

—— あ、 平賀源 内が 最初だった ん 
です か。 

倉 田 そう、 エレキテル。 ただ それ 
は アニメの 企画と しては 難しいだ ろ 
うと、 ポシャつ ち やつた。 

- な ^ でしょう一。 

倉 田 う 一 ん 、やっぱり 主役が 平賀 
源 内 だと 企画と しては ヒキが 弱い 
しね。 「メガ ミ マガジン」 には 載ら 
ん ょな あと か。 

—— それは 確かに (笑)。 


や 


か あ 一 

がん 一 

一、 11 


V] 
ジー 
一' 力 


倉 田 その後、 スタジオ オル フエに  たんだけ ど、 担当の 人が 「持って 
「映画を 作りません か」 って 企画が  帰って 検討し ます」 って 言っ たま ま 
きて、 『ジャイ アン ト •ロボ』 みた  …… それ 以半 # 沙汰が なく  (笑)。 


きて、 『ジャィ アン ト •ロボ』 みた  …… それ 以室日 沙汰が なく (笑)。 
いな アクションを やりたい って 話に  —— どれく らい 放っておかれたん で 
なった 時、 「ロボ」 の 十 傑 衆に 匹敵 すか？ 

する ょぅな 惡役 として 考えた のが  倉 田 いや、 いまだにない (笑)。 
偉人 軍団だった んで すわ。 誰もが  まあ さすがに 四 力 月く らい 何も 返 
知っている 偉人が、 現代に ょみが  事がなかった から、 これは ボッ なん 
えつて 惡いこ とを する のが 基本 コン  だろうと 諦めて。 ちよう ど その 頃 


セ ブトです ね。 


ウ チの 会社に いまの レ— ベル •アニ 


—— 「偉い人が 惡 いこと をして い  プ レツ クスから 「〇 V  A の 企画は な 


る」 つて 〇 VA のジヨ I カー の 台詞 
です ね。 


いか」 という 話が あった ん で、 そつ 
ちに 持つ ていく ことにしたん だ。 た 


倉 田 それで 分離す る 飛行機で  だ、 その 時に 一つ アニプ レックス 測 か 


襲つ てく る ライ ト 兄弟と か、 ^ 球 型 
の 爆弾 投げて くる エジソン とか、 重 
力を 使つ て 空母を 持ち上げる ニュ— 


らの 条件が あって、 それが 主役を 女 
の 子に してく れつて こと だつ た。 


じゃあ、 その 条件がなければ 


トンと か、 偉人 伝に 出て くるよう な  読 子さん は 生まれな かった わけで 
敵 (笑) を 次々 に 考えて いって、 そ  すね。 

ういう のに 対抗す るの なら 体 背 会  倉 田 けど 結果 的には 良かった と 
系 じ やなくて 文系の ヒ |ロー だろ、 っ  思います よ。 ビブリオマニア って 男 
と。  ばかり なんで 女に したら 新鮮 だっ 
—— そこで 生まれた のが 読 子さん。  たし。 あ、 そうだ。 最初は 読 子って 
倉 田 いや、 最初 主役は 男で 考え  名前 じ やな かつたん だ。 


てたん だ。 横 山 光輝の 澄 画に 出て く 


なんて 名前だった んで すか？ 


るみたい な 里！ 尽くめ の 愛読 家の ェー 倉 田 M 初は ね、 花 子。 企画書の 段 
ジェン ト、 ドニ！ ナカ ジマが 紙を  階では 思いつかな かつたん で 適当に 
使って 戦う！ 俺は も、 つ 「これは イ  つけて たんだ。 


ケる 一と M つて 企画 迸を 持つ ていつ 


それ 通らないで 本当によ かつ 


たです ょ ！ 

倉 田 いや、 いま そんな 名前の ヒロ 
ィンい ないで しょ、 だから 絶対 覚え 
て もらえる だろ、 っ、 と。 でも 企画書 
を アニブ レッ クスに 持っ てく 途中で 
「本が 好きなん だったら 読 子に し 
た 方が いい ぞ」 って 『ブル— ス •ブ 
ラ ザ— ス』 みたい な 天啓が 降りて き 
て。 

—— いや、 本当に 「紙」 の 啓示 だと 

田 七 ハま 1- 彳 

* 『まりんと メラン』 

少女 •まりんと 生体 兵器 メランの 
種を 越えた 梓を 描き、 2000 
年に 放送され た テレビ アニメ シ 
リ—ズ 。監督は 米た に ヨシ トモ 
氏。 キャラクタ— デザィンの 木 村 
貴宏 氏と アクション マスタ— のま 
さ ひろ 山 根 氏は 後に 「ガン X ソ— 
ド」 にも 参加。 

* 『今 、そこにい る 僕』 

1999 年に 放送され た テレビ 

アニメ シリ— ズ 。異 世界に 飛ば 

された 少年が 否応な く 戦争に ま 

きこまれて 過酷な 体験を してい 

く 様を 描く。 監督は 大地 丙太郎 
氏 0 


* 「メガ ミ マガジン」 

1999 年に 創刊され た 学習 研 
究社 発行の 美少女 キャラクタ— 
雑誌。 毎号、 充実した ピンナップ 
や ポスタ— を 収録して おり 熱狂 
的な フアン も 多い。 

*「ジ ャイ アン ト •ロボ」 
この場合は 1992 年から 発売 
された 〇 V  A シリ— ズ 「シャイア 
ント ロボ  THE  ANIMATION 
— 地球が 静止す る 日 1— を 指す。 

*「 フル— ス •ブラ ザ— ス」 

1980 年に 公開され たジ ヨン. 
ベル— シと ダン •エイ クロ イド 主 
演の 映画。 主人公た ちは ジ ェ—厶 
ス •ブラウン 扮 する 神父の 前で 
神の 啓示を 受けて ブル— ス バン 
ドを 再；^ する。 


「本が 好き」 な ことには 
自信が あつたんで _ 

倉 田 実は 「R.  o.  DJ つて、 スタ 
ジオ オル フエと して 受けた 企画 だつ 
たんで、 当初の 予定 だと 俺が 小説と 
漫画の 原作を 害いて、 アニメの シナ 


リオは 黒 田さん が 担当す るって 話 
だっ たんだ。 

- えええ ！  そ、 っだった ん です 

か !? 

倉 田 ただまず 黒 田さん が シナ リ 
才を 書く にあた つて、 キヤ ラク タ 1 
の 核になる ょぅな ものを 知りたい 
から、 それが 分かる 文章を 書いて く 
れ と言われて、 大 元になる 小説を 畨 
き 始めた。 それは いま 集英社の ス ー 
パ— ダッシュで 出て る 小説の 第一 卷 
みた いなもん なんだ けど、 最初は す 
ごい 試行錯誤して た。 なんせ 読 子は 
貴め キヤ ラ だつ たし。 

—— いまからは まつた く 想像が つ 
きません！ 

倉 田 内容は ほとんど 同じなん だ 
けど。 受け キヤ ラの ねね ねがさら わ 
れ て、 アクティブな 読 子が 助けに 行 
くんだ けど、 # いていて 微妙な 違和 
感が あって。 それで 思い切って、 そ 
れ はなかった ことにして 小説の 二卷 
の 「でっかい 本屋で ダイ ハ— ド」 も 
のを 書き 始めたら、 読 子の 性格が 
百八十度 変わっ ち ゃった。 本 以外は 
ダメ 人間の 読 子に ねね ねが ツッコ む 
という。 でも、 やっぱり こっちの 方 
がしつく り 来たんだ よね、 俺 自身が 
そういう 性格 だとい うのが あるん 


だと 思う けど。 

—— やつぱり キヤ ラク タ 1 は 作者の 
姿を 映す 鏡です ね一。 

倉 田 そうこうして いるう ちに、 
やつぱり これは® 分で 書かなくて は 
いけな いんじ ゃない かつて 気がして 
きた。 少なくとも 他の 人に 任せて た 
ら 、自分が 満足で きる ものは できな 
いだろ、 つ、 と。 それは シナリオの 腕 
とかじ ゃなくて、 これ だけ 「本」 を 
テ ー マに した 作品 だから、 本 好きな 
人が 書いた 方が いいだろうと。 で、 
俺は 「本が 好き」 という 点 だけは 黒 
田さん や 他の 脚本家より 上の 自信 
が あつた ん で。 

—— 黒 田さん は、 その 時なん て 言つ 
たんです か？ 

倉 田  「すいま せんが 〇 V A も 書 
かせて くれません か」 と 言つ たら、 
「それが いいと 思うよ」 と 言つ てく 
れ たよ。 アニプ レッ クスは 「黒 田洋 
介 脚本」 に ちょつと 未練が あつたみ 
たいだけ ど (笑)。 

* タイ ハ— ド 

1988 年に 公開され た ブル— 
ス •ウイルス 主演の 映画 『ダイ • 
ハ— ド』 のこと。 アクション 映画 
界に 与えた 影響は 大きく、 閉鎖 


空間で 展開され る 作品を 「ダイ. 
ハ ー ド」 ものと 称する こと も 多く 
なつた。 


発売 前に 売り切れた 
OVA の 第一 巻 _ 

II 完成した O  V  A を 観た 感想 
±? 

倉 田 すごい な あ、 と。 〇 V  A の 一 
巻って 今までに 百 回 以上は 観て る 
んで すよ。 もらった その 日に 七 回 観 
て、 一週間で 三十 回は 観た。 いま ま 
で 自分が 関わった アニメで こんなに 
見返した ってない よ。 

—— 初めて 企画から 立ち上げた 才 
リ ジナル 作品と いう 感慨 深さから 
です か。 

倉 田 それ も あるけ ど、 単純に 出 
来が よかった という 方が 大きい と 思 
、っ。 アニメって 共同作業の 産物 だか 
ら 、個人の 思い入れを 込めて 観る の 
は、 実は そんなに 良くない こと だと 
思つ てるので。 一人の オタクで ある 
俺が 満足で きる 内容 か、 ってい うの 
で 評価した 時 「R.  o.  D」 はよ く 出 
来て たと 思います よ。 

—— 僕は テレビから 観 始めたん で 
すけ ど、 アニメ 会さん とか 〇 VA 


からかな り ハマっ てたら しいです し 
ね。 

倉 田 何だか 濃い アニメ ファンの 間 
では 話題に なって くれてい たみた 
い。 〇 クに 宣伝し なかっ たのに OV 
A の 第一 巻は 発売 前日に 売り切れ 
ち やつた くらいだ し。 

—— 発売 前日って、 予約と か 早 売 
り だけで って ことです か !? 

倉 田 もちろん 初回 本数が かなり 
絞られた っての が あるんだ けど。 な 
んせ 初回って 完売しても 制：^ がべ 
ィ できない ょぅな 数だった からね。 
ただ 〇 V  A の、 しかも オリジナル 作 
品と しては 珍しい 売れ 方 だつ たの 
で、 この あたりから 「続編を」 とい 
う 話が 出て きた。 


なぜか アメリカで 
大人気の 「R_  O,  DJ  _ 

—— 0><の三卷が二〇〇二年二 
月 発売で、 「R.  Q  DITHETV 
1 J の 放映 開始が 二〇〇 三年 十月で 
すから、 続編の 話が すぐ 出た にして 
はちよ つと 間が 空いて ますよ ね。 

倉 田 続編を やろうと いう 話は す 
ぐに 出たん だけど、 媒体を 何に す 
るかが なかなか 決まらな かつたん 


で。 アニプ レッ クスと しては 最初 〇 
V  A を 再編 集して 新作 短編を つけ 
た 劇場 版を 作ろぅと 思っ てた みた 
い。 その 次に OVA の 新 シリー ズの 
話に なった のかな。 ただ 監督の 舛 
成さん も 俺 も、 〇 V  A で これ 以上、 
内容 やク オリ テイを 上げる ことは 
難しい と 思っ てたん で、 今度 や るん 
だっ たら 話を 詰め込める テレビで や 
りたい と 思っ てた。 ただ アニプ レッ 
クスと しては 〇 V  A で それなりに 士冗 
れる ことは 分かつ たけ ど、 テレビに 
して どれ だけの 人が 観て くれる のか 
判断で きなくて、 結局 〇 V  A の三卷 
が 出た 後まで 決まらな かった のか 
な。 ただ、 その 分 準備 期 問は たっぶ 
り とれたん で 結果 的には 良かった と 
思ぅょ。 キヤ ラク タ— の 調整 もじつ 
くりで きたし。 

—— その 段階で 大きく 変わった 
キヤ ラク タ 1 つてい ます か？ 

倉 田 いちばん 変わったのは 次女の 
マギ ー じ ゃない かな？ 最初 キヤ ラ 
クタ ー デザインの 羽音さん が あげた 
マギー って ジュニアの デザイン だっ 

たんだよ ね。 性格 も 最初は あそこ 
まで 内気 じ やな かつた し、 タバコを 
吸う という 設定 だつ た 時 も あつた。 
けど 「R •〇 . D」 の スタッフ も ほと 


んど 吸わない し、 本 好きな 人っ て あ 
ん まり タバコ 吸わな いんだょ ね。 

- 紙に 臭いが つきます からね。 

倉 田 あ、 あと、 この 時期には 「R’ 
o.  D」 で コンベンションで アメリカ 
に 呼ばれたん だ、 その 頃 まだ 北米 版 
の DVD は 出て なかった のに (笑)。 
結局 その コンベンションで 「その 年、 
日本で 発売され た 中で もっとも 優 
れた〇 VA」 って赏 を 貫っ たんだけ 
ど。 質問 コ ー ナ ー で 最初の 客に 「な 
んで DVD にはね ねね が 出な いん 
です か？」 って 訊かれて 「ああ、 才 
タクは 海を 越え るんだ な あ」 と感 
慨深 くな った 反面 「あなたたち は 
一体 どこで その D  V  D を 観た のかし 
ら？」 といぅ 素朴な 疑問 も (笑 〇 
—— 恐ろしいで すね、 オタクの ネッ 
トワ— ク は。 

*対 成さん 

「cr  o.  D」 シリ— ズの 監督、 舛 
成 孝 二 氏の こと。 スタジオ 袅びす 
に 所属し、 これまで 多くの アニメ 
の 監督、 演出、 脚本を 担当。 最近 
作は 倉 田英之 氏が 脚本を 担当し 
た ― 8 かみち ゆ！』。 


だらだらと 諦めなければ 
夢は かなぅ？ 

—— で、 いよいよ テレビ シリ ー ズの 
放映と なる わけです が。 

倉 田 でも、 放映が 始まる 前日 ま 
で フアンから ボロ クソに 言われて ま 
したよ。 三 姉妹の キャ ラが 公表され 
たら、 「R •〇 •  D じ やねえ よ、 こん 
なのって」 って 意見が 圧闽的 (笑) 
で。 いや、 「R •〇 . D」 を 好きな の 
はいいけ ど、 お前が それを 決める 
なって。 

—— (笑)、 まあ 確かに。 

倉 田 ただ スタッフ にも 制作 前に 
集まっ て もらった 時、 「続編 決まり 
ました」 って 言ったら、 みんな 「お 
お！」。 「テレビです」 で 更に 「お 
ぉ！」。 で 「これが 主役です」 って 三 
_ 見せたら みんなから 「なんで 読 
子 じ やねえん だ？」 って 訊かれ まし 
たけ ど。 雑誌の 取材で も 「なんで 読 
子は 出な いんです か？」 って 訊かれ 
て、 そんな もんね、 出る って 言った 
らネタ ばれになる じ やねえ か！ 
—— それだけ 読 子さん が 愛されて 
るっ てこと で。 でも 一 話が 放送され 
たら 反応が 変わっ たでし ょ。 

倉 田 ガラ っと 変わり ましたね。 だ 
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から 俺の 中の 黒い 部分が 「世間は 信 
用で きね ぇ」 と。 誰でもい いから、 一 
言、 俺たち にす まん かつた と言う 人 
はいない のか。 

—— 僕 も 一 話を 観た 時、 この テン 
シ ョンが 二十 六 話 も 続く のかと 2 女 
になり ましたよ。 

倉 田 いや、 続く わけはないです 
よ、 あんなのは (笑)。 あれは 僕 も 
舛 成さん も 一 話 目は 特別な もの だ 
と 思つ てるから こその 作りです こそ 
れに〇 V A みたい な アクションを 
二十 六 話 やる のは ムリ だから。 動か 
さなくても すむ ように 主人公 チ I 
ムの 人数を 多くして 会話 劇に して 
るんだ し。 ただ 一つ 日常 描写つて、 
思つた 以上に (セルの) 枚数を 使う 
のは 誤算だつた。 

- 僕 や アニメ 会さん もそう です 

けど 「R •〇 •  D」 の ファンつて 濃 
い 人が 多くありません か？ どの 
キャラが 好き かで 何時間で も 喋れ 
るよう な。 

倉 田 ゥ チの 弟から アニメ 会さん の 
その ィベントの 話を 聞いた 時、 都市 
伝説 かなに か だと 思った (笑)。 聞 
いた 時、 もう 放送が 終わって 一年く 

らい 経つ てた し、 日本では アニメの 
イベントに 取り上げられる こと も 


ほとんどな かったん で。 まさかい ま 
だに こうして 特集が 組まれる とは 
想像 もして なかっ たです。 ただ 最近 
分かつ たことは rR.  o.  D」 のファ 
ン って、 普通の アニメよりか なり 年 
齢 層が 高かったり、 自分の ダ メな部 
分を 自覚して いる 人が 多い ね。 なん 
か 昔、 借金しながら 本を 買っ てた 俺 
みたい な 匂いが する。 どこの 読者 ア 
ン ヶート でも ファンの 職業撊 で 一番 
比率が 高い のは 無職 だし。 

—— 最後に 倉 田 先生の ように オタ 
ク として 成功す る 秘訣を 教えても 
ら、 X. ま t 力？ 

倉 田 え一 とこ こまで 話して 俺、 自 
分が 成功した とは とても 思えない 
んで すが。 

- 何 言って るんで すか ！ もの 

すごい 成功者で すよ ！ 

倉 田 もしそう 見える としたら、 
ようやく 自分の 好きな ことを ムリ 
しないで やれる ようにな つたつ てこ 
とじ やない かな。 好きな ことし かや 
りたくな いんじ やない けど、 好きで 
ない ものを ムリして やつた つて ロク 
な ことに ならない のが 分かつ たとい 
うか。 確か 井上 雄彦 さんが、 「カメ 
レオン •ジェイル 」 で 打ち切り をく 
ら つても 落ち込みは しな かつた、 自 


分には まだ 一番 好きな バスケットっ 
て テ ー マが あるから、 と 言つ てたん 
です ◦たぶん 井上さん の バスケット 
が 僕に とって 本だった んだと 思、 っ。 
自分が 好きな ことを 一所懸命 書い 
たら、 それを 面白がっ て くれる 人が 
ち やん といたと いうのは 嬉しいです 
ね、 いや 本当に。 あと 不思議な もん 
で、 僕は こうしたい な、 こうな りた 
いなと 思っ たことは ® 終 的に かなう 
ん です。 ただ、 それには ものすごい 
時 問が かかる けど (笑)。 

—— (笑 )0 

倉 田 「諦めたら、 そこで 試合 終 
了」 って、 安西 先生 じ やない けど、 
二十牢 くらい 「作家に なりたい」 と 
思っ てたら 俺が 無職から ここまで な 
れたん だから ダラ ダラ ー っと 粘つて 
たら、 いつかは なりたい ものに なれ 
るん じ やない かな あ。 諦めない って 
考える と 気負いが 入っ ち やうけ ど、 
好きだから やつて ると 思う と、 楽し 
んで 続けられる ょね。 だから 好きな 
ことを ダラ ダラ やる のが 成功の 秘 
訣 つて ことで。 

*ァニ メ 会さん の その イベント 

2004 年 6 月と 7 月に 行なわ 

れた 「R.  o.  DITHE  TVIJ 


を テ— マに お笑い ユニット •アニ 
メ 会が 「どの キャ ラが 好き か」 と 
語り明かした 卜— クイ ベン ト。 当 
初は 6 月の 一回の みの 予定だった 
が 「話し 足りない」 と 次の ィ ベン 
卜で も 「R •〇 .DITHE  TV 
I」 話に 終始。 その 時間は 合わせ 
て 五 時間を 越えた。 

* 井上 雄彦 さん 

もはや 説明 不要の 漫画 『スラ 厶 
ダンク j の 作者。 『カメレオン 
ジ ヱィ ル j は 危険 請負人を 主人 
公に した 井上 氏の 初 連載 作品。 
残念ながら わずか 12 週間で 打ち 
切りに なつた。 


アニメ 会の 

「R •〇 .D-THE  TV-」 

全 26 話 イッキ 観 レビュー 

「R.O.D-THE  TV-J の 「どの キャラクター に萌 えてい るか」 を 話す だけで イ 
ベン ト ニ回、 計 5 時間に わたり 語り明かし たという トーク ユニット、 アニメ 会。 
筋金入りの オタクで ある 彼らに よる 「R.O.D-THE  TV-J 全 話 レビュー なの だ 
が、 いったいもう 何度 見直した のか 本人たち も 覚えて いない 状況な ので、 話 
が 盛り上がる のか 正直 不安だった が …… 


第 I 話 

「紙は 舞い降りた」 

十三 歳で デビ ユ— して 以 
来、 天才 少女 作家と 呼 
ばれて いた 堇 川ね ねね。 
彼女は 自作の サイン 会 
のために 訪れた 香港で、 ガイドと し 
て 雇われた 三 姉妹 アニタ、 マギ— 'ミ 
シ H  — ルと 出会う。 


国 井 咲 也 (以下： 国 井) いや 観入っ 
ち やい ましたね。 

サンキ ユ— タツ オ (以下〕 タツ ォ) 本 
放送の 時 も 集まって 観て たけ ど、 エン 
デ ィングまで 一言 も 口 IJrJ かなかった も 
ん な。 

三平><2(以下：三平) 僕らは OVA 
なり 小説から 入って るんで、 読 子 さ 
んが 出ない って 分かって、 般初は 正直 
テンションは 落ちて たんです ょ。 ん 
で、 観て みたら、 一 話 目から これは スゴ 

ィ って。 

タツ ォ 逆に これで 二十 六 話で きる 
のか、 と。 最初から 最終回みたい な テ 
ンシ ョン だからね。 

沖縄の 比嘉 (以下： 比- ¥)  敁 初の シ— 
ンは 重要です よね。 これで かなり ミス 
リー ドされ たから。 


® 子の ぶ お (以下： ra 子) 虫は 出て 


j な いんです か „ 


三 平 お前 何の アニメ 観て るつ もり 
なんだ {笑)。 「カ ミ キング」 か？ 

第二 話 

「ダメ 人間 ども 集まれ」 

ねね ねの ボ ディガ— ドと 
して 日本に 滞在す る こ 
とに なつた 三 姉妹 だが' 
当座の 支度金を あつと 
いう 間に 使い果たして しまい、 何とか 
ねね ねの マンションに 居座ろう とする 


が 


タツ ォ ニ 話の 見どころ はねね ね 先 
生の マンションに 転がり こんだ 三 姉妹 
の 傍若無人っ ぶりです かね。 

三 平 一 話とは ぅって 変わった この 
まったり 感。 敁 後まで もぅ 戦わな く 
ていいと さえ 思った もん {笑 〇 
タツ オ アニタ、 ちよっ とゥザ いよね、 
この シ ー ン〇 
比嘉 おい！ 

三 平 普段 温厚な 比嘉 くんが 怒った 
の 初めて 見た よ！ ミ シエー ルさん は 

今回の 台風の目 だね、 一番 風呂です 
よ？ 人の 家に 来て。 

タツ オ愛 すべき ダメ 人間です。 


国 井 ゥチ にも 来ない かな、 三 姉妹。 
タツ オ 三十 過ぎた 男が 何を奧 剣に 
悩んで るの か (笑)。 

第三 話 

「神 保 町で 逢い ましょぅ」 

ねね ねを 探しに 来たは 
ずが、 逆に 神 保 町の 書 
店の ト リコに なつて しま 
うミシ H  — ルと マギ 101 
人 仕事を まつとう しようと する アニタ 
は 謎の 少年と 出会う。 


三 平 この 神 保 町の シ ー ンでミ シエー 
ルさん と マ ギ—の 性格が 出る ね。 

タツ ォ そぅ、 マギ —はガ マンす るの 
ょ、 ギリ ギリまで。 アニタに 言われた 
から。 

三 平 ミ シエ— ルさん はコ ミケの ォレ 
と 一緒 だ もん。 絶対 ガ マンし ない。 

タツ ォ あと 三 話と いえば 謎の 少 
年 ジュニアの 登場で しょぅ、 三 平さん 
(笑 〇 

三 平 あ—、 でも ォレ最 初は ジュニア 
のこと 女の子 だと 思つ てた から。 

比嘉 女の子と 思つ てた 方が 萌 えな 
いんです ね、 シヨ タだ から (笑)。 


第 四 話 

?|〒 ス」 

十三 歳の アニタは、 渋々 
日本の 中学校に 通ぅ こ 
とに。 香港からの 転校 
生 おまけに 運動神経 抜 
群と クラスの 注目の 的と なる アニタ だ 
が、 そんな 彼女を 心配した ミシ H  — ル 
が 変装して 学校に 潜入？ 


三 平 そして 中学校 編の スタ 1 卜。 
冒頭の アニタ、 野菜の 切り方が ぞん 
ざいな のがい いです ねえ。 

比嘉 いや、 これは マギ I が 「小さく 
切って」 って 言ったら 怒っ ちゃっ たんで 

すよ。 

国 井 どこまで 妄想す るんだ、 お前 
は {笑)。 学校の 制服 も かわいい な。 
比嘉 ああ、 同級生の 久 ちゃん！. 
これは スゴィ 兵器です よ H 
三 平 比嘉 君は この 時点で やられた 


の 


比嘉 いや、 この 時点では まだです 

Jao 

タツ ォ できれば、 この 学校は 学 
園に して 欲し かつた。 そぅすれば ミ 
シエ ー ルさん もマギ I も 一緒に 通える 
のに。 


倉田英 之と rR.O.Dj 特集 


三 平 でも マギ ー は 学 ランの 方が 似 
合いそぅ な 気が。 後 裁から 人気で ま 
すよ 

比嘉 女の子を わざわざ 男に する こ 
とはないで しよぅに。 

三 平 俺、 まだ この あたりで も ジユニ 
アを 女の子 だと 思つ てました から。 
比嘉 だから 食指が動かなかった と。 


三 平 


国 井 否定しなさい よ！ 

第五 話 

「やつらは 騒いで いる」 

突然ね ねね が 失踪し、 
途方に くれる 三 姉妹。 
そんな 折に 突然、 本 探 
しの 依頼が 入り、 アニ 
夕 たちは ル— マニアの 古城へ と 飛ん 
だ！ 


三 平 いよいよ 読 仙 社の ミツ シ ヨン 編。 


るんだ (笑)。 

三 平 お前ら のせいで いい 台詞が 間 
こえな かつた じ やねえ か。 生放送 だつ 
たら 殺す ところ だよ。 


ミシ H  — ル 「そり やもう 自慢の 妹で 
す 力ら」 


三 平 ォ レ、 この 台詞を 間いた 瞬 問 
だけは、 マギ ー から 浮気して ミ シエ ー 
ルさん に 心が 動いた ね。 

国 井 あと、 M 後に みんな 一緒にな つ 
て 眠る シ—ン 。これで やつと 家族に な 
れた 感じの 重要な ところです。 

第 六 話 

「ライ ト スタッフ」 


アニタの 通う 中学校 か 
ら 授業 参観の 案内が。 
しかし その 授業は 読書 
感想文の 発表だった。 


比嘉 この 回の アニタは 少し ワガ ママ  大の本 嫌いで 頑な に 本を 読む ことを 


言 うんです よね。 


拒み 続ける アニタだった が、 親友の 久 


国 井 なんか 比嘉君 お父さんみたい  美の 説得に 次第に 心が 揺れて • 


だな (笑)。 

タツ オ じ や あ、 しかつて おいてよ。 
比嘉 ダ メ なんです、 僕 叱れな いん 
です よ アニタを。 

国 井 なんで 自分の 妄想に 縛られて 


比嘉 ああ I、 これ 僕が 久 ちゃんの 
魅力に 目覚めた 回なん です。 ぜひ 図 
# 室での 久ち ゃん を ご 堪能く ださ 
い。 ホン トもう ^ ^ ですから ！ 


タツ オ あとね ねね 先生と マ ギ—の 
この 絡み も萌 える ね。 「早くし ない と 
チユ ー しちやぅ ぞ」 つて ！ 

三 平 どっ ちに萌 える かが 問題 だょ 
な。 仕掛けた ねね ね 先生 か、 仕掛け 
られ たマギ ー か。 

比嘉 いや、 どっち も ^ 商です ょ。 

三 平 お前 それし か 言えね えの か 
(笑 〇 

タツ オ みんな、 もつ と而 白い コメン 
卜しよう よ、 ^ 人なん だから。 


第 七 話 
「薮の 中」 


I 再び読 仙 社からの 依頼 


で 本を 探す ことにな つ 
た 三 姉妹。 たどり 着いた 
田舎 町で ミシ H  — ルが、 
そして マ ギ—が いなくなる。 果たして 
この 街に 隠された 秘密とは？ 


三 平 話と しては シリ— ズの 中で も 
異色 作 だょ ね。 あと 特筆すべきは マ 
ギ ー が パフェを 食べて 幸せそぅ な 顔 
をす ると ころ。 そこが もぅ 俺に とつて 
は クライ マツ クスでした ね。 

比嘉 早す ぎます よ (笑)。 しかし 読 
仙 社って どれ だけ 力が あるんで すか 
ね。 だって 街を ひとつ 燦破 しちや うんで 


すょ。 おまけに あそこに いる 人って M わ 
れ てる だけで、 何の 関係 もない のに。 

国 井 確かに 理不尽な (笑)。 

第 八 話 

「夜に 惑わされて」 

最近、 西 浜 中学で 夜、 
誰も いないは ずの 図書 
館で ひとりでに 本が 暴 
れだす おかしな 現象が 
起きて いた。 アニタと 級友たち が 夜の 
学校に 忍び込み、 その 謎を 解く。 


タツ ォ これは ォ レの 中では 金 編 通 
して、 かなり 上位に 來る話 です。 

三 平 ォレ はこの 話を 見て、 房れ る 
なら 中学生に 戻りたい と 思った。 

比嘉 ただ 僕たちが 中学生に 戻って 
も あんな 甘酸っぱ いことは たぶん 起 
きないと 思 ぅんです けど {笑)。 

タツ ォ ォレ 男子校だった し。 

三 平 しょっぱい 思い出 ばかりな 
(笑 〇 

国 井 ある 意味では 本当の 意味で 肝 
試し じ ゃない か。 

比 SS 給食の シーン もよ かったです 
ね、 アニタが 初めて みんなの ために 何 
かやろぅと している のが。 

国 井 友達に なれた 感が 出て てね。 


アニメ 会とは？ 


フリ— の 芸人 •国 井 咲 也と、 大川興 
業 所属の 漫オ コンビ r  ヘイ パ— ビュ 
ゥ J の 三 平 X2 が 1999 年に 結成し 
.た 卜—ク ユニッ ト。 2005 年 6 月よ 
り サンキ ュ— タツ オ、 沖縄の 比嘉、 m 
子の ぶ おも 加わり 正式 メンバ— が 五 人 
となる。 

アニメな どの 二次元 媒体と 力強い 笑い 
との 融合を 旗印に した ライプは 「カ ミ 
ング アウ ト •卜— クライブ」 と 銘打た 
れ 、現在までに 大小 あわせ 30 回 以上の 
ライブを 開催 •精力 的な 展開を してい 
る。 


左より、 国 井 咲 也 (アニメ 会 代表 r サン 
キユ— タツ オ、 沖縄の 比 親、 三 平 X2、 龜 
子の ぶ お 


/ 

外 
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三 平 比嘉 君が 沖縄から 上京して き I う。 


伝を 迸いても らぃたぃ 


て 初めて アニメの 話が できる 友達が  比嘉 違 うんです よ、 アニタは 岡 原  m 子 赞 成。 


できた 時の ような (笑)。 

第 九 話 
「闇の 奥」 


と 付き合つ て ほしい。 久 ちゃんは。 そ  タツ オ それは / IL 子 くんが 熟 女好き 


れを遠 くから 優しく 見守って て- 


な  だけ  じ  やん！  けどね  ねね  先生は 


香港に 渡る ことにな つ 
たねね ね。 同時に ボディ 
ガ— ドの 期間が 終わつ 
た 三 姉妹 も 香港に 帰る 


,4 


れが 少し だけ 延びた こ 
とを 喜ぶ 四 人だった が、 
そこに 読 仙 社が 急襲を 
かける。 その 指揮を とつ 


三 平 で、 それを 影から ストー キング あの スピー チで したら 自民党 候補に ことに。 突然の 級友との 別れに アニタ ていたのは 何とね ねね の 担当 編集、 


する 比嘉 君が いる、 と (笑 〇 


なれます よ。 


—だった！ 


同級生の 結婚式に 出席  タツ オ どこまで 屈折して るんだ！  国 井後 半は 三 姉妹の 出会いの シ— 


する ため、 岐阜を 訪れ 

ていたね ねね。 ついで 
に # 休みで もと 温泉に 


寄つ たと ころ、 そこには 読 仙 社の 依 


第 十 話 

「クリスマス •キャロル ー 


ンで すよ ね。 


比嘉 これ さあ、 反則 だよ な あ？ 


タツ オ ねね ねを 救うた めの 三 姉妹 


比嘉 最初、 ミ シエー ルさん とマギ ー  三 平 (笑) いきなりた め 口になる ほ  会議よ かつた よね。 あれ 見て 俺ら も 


ちゃんが 仲 惡 かった のが 意外でした ね。 ど 我を 忘れて る。 


アニメ 会 会議 やる ようにな つたし _ 


頼で やって来た 三 姉妹の 姿が 


タツ オ アリスが 死んだ のがす ごい 


出版社から 新人 小説  三 平 & タツ オ 仲 惡くな いって ば！  比 II だつ て i から 1 までせ つ  三 平 中 野の フア ース トフー ドで 小 


コンク— ルの 受赏パ ー  タツ オ マ ギ—は 人見知り する だ  な いんです よ。 


汚い 男 どもが 手を 挙げて 「アニメ か 一 


テイ— に 招待され、 浮か  け"： ホン ト はいい 娘なん です よ！  タツ オ で、 比嘉君 イチ 押しの 岡 原  い、 かいぎ 一! 」っ てな (笑)。 


ない 気分の まま 出席し  マ ギ—の 何を 見て いたの？ 


くんは？ 


比嘉 でも 僕は この 展開、 ちよつ と 


ショック だつ た。 オレ 、これから この 人  たねね ね。 そこで 彼女は 初々 しい 受赏  国 井 おれは もう アニタの せつな さ  比嘉 あいつは ね 一、 男なん です よ。 納得して な いんです よ。 だって マギ ー 


に 捧げようと 思って たのに、 一 話で 死  者に かつての 自分の 姿を 重ね 
んじ やうんだ もん。 


に 内蔵され た 乙女 回路が 激しく 感応  だって 振られた 女の ことを じっと見  も ミ シエ ー ル も 死を 覚悟し てるじ や 
してし まいました ね。 階段で 小さく  守つ てて。 久ち やん が 落ち込ん でたら  ないです か！ アニタと ねね ね 先生 


比嘉 何を 棒げ るつ もり だつ たんで  タツ オ 前半と 後半に 分け ましよ  なつて いる アニタを 見て、 どうして 才  「あんな ヤツ、 忘れろ よ。 俺が いるか  だけが 生き残れば いいと。 それは エゴ 


すか (笑)。 


つ。 前半は、 ねね ね 先生の スピ— チと  レは いま テレビの 前な のかと。 抱きし  ら」 つて 言えば いいのに、 自分の 気持 


タツ オ 金 払う から アリス 外伝 作つ  その 前の 小 室 先生との やり取りが 大  めて やりかった。 


ちより 久 ちゃんが 一番 幸せに なること 


て くれない かな。 あと ジュニアが 


きな 山です ね。 


三 平 けど、 マリア 像の 前で 三 姉妹  を 考えて 身を ひいち やつて。 最後の 岡 


シエ ー ルさん を 助ける シ—ン が あつた  国 井 熟 女好きで 貴め られ 好きの お  誕生と いう ことは、 「マリア さまが」  原い い 顔し てんです よ。 


んだ けど、 これは 本気で 嫉妬した ね。 前と しては (笑)。 


三 平 いまの 比- M 君の 顔は ものすご 


国 井 でも ジュニアは この 時点で アニ  三 平 けど 小 室 先生の あれを 单 なる  国 井 いや、 もう それ 以上 言わな く  く 醜かった けどね (笑)。 


ジ ェ ー ルを 天秤に かけ てるよね。 意地 惡と 見る か 叱咤 激励と 見る か  ていいから • 


比嘉 いやいや アニタ X ジュニアは あ  で、 受け止める 人間の 度 M が 問われ 


ません よ- 


ま すよ。  オ レは 小 室 先生は 若い 頃ね 


三 平 それは 比嘉 君の 願望 だから  ねね 先生と 同じ 状況に なつて 苦労し 


第士話 

「さよならに つ ぽん」 


第士  I 話 

「紙々 の 黄昏」 

香港に 渡つ たねね ねは 映画の 試写 会 


(笑)。 アニタを 独り占めしたい つてい  たんだと 思 ぅんで、 ぜひ その へんの 外 | 自作の 映画の プレミアム 試写の ため  まで 三 姉妹の 部屋で 過ごす ことに。 別 


倉 m 英 之と rR.o.Dj 特集 


です よ ！ 


年の セツ クスの ような 演出、 ある 意 


三 平 だから それは 三 姉妹 会議で  味、 エロい な。 

「ねね ね 先生を 助ける」 つて 決めたん  比嘉 (笑) 正直、 香港が 沈んだ こと 
だから、 それを 最 優先に してる わけ  が 吹き飛びました からね、 島の ひとつ 


第 十五 話 
「仄暗き 地の 底で」 


第 十六 話 

「華氏 四 五 こ 


だろぅ。  • 
比嘉 それじゃ ダメ なんです、 誰 一人 
欠けても 三 姉妹には ならな いんです 
ょ 2 〇 

タツ オ 分かる けど、 彼女ら が 選ん 
だ 道 だから。 

比嘉 僕らには 見守る ことし か出来 
な いんで しょぅ か。 

® 子 まあ アニメ なんで。 


第 士二話 

「続 •紙々 の 黄昏」 


や ふたつ ど 一 でもい いと さえ 思った“ 

第 十四 話 
「紙 葉の 森」 


水没した 香港から 帰国 
したねね ねと 三 姉妹。 
だが 彼女たち は 事件の 
重要人物と して 指名 手 


読 子が 六 年 前に 大英図 
書 館から 奪つ た 本を 狙 
い、 国会図書館 地下室 
を襲擊 する ジヨ— 力— 


配され ていた。 身を 隠す 彼女たち は たち。 そして 神 保 町では 悪魔の 作戦 


大英 図書館 特殊 工作 I リ—が 遛 した 読 仙 社の 機密 メモを 見 「華氏 四 五 こが 始まって いた。 
部 所属の ウ H ンデイ •イ  つける。 そこには …… 。 


ア ハ— 卜に よる レポ— 
の 形式で 語られる 「P 


国 井 もう ウェン デイが ジヨ— 力—  国 井 この 回は 男が カツコ イイです 


タツ オ ついに 読 子さん と ナン シー の惡 巧みに 加担して いるの が 切なく 


、ドレイクと あと 神 保 町の おっさん- 


〇 .D」 の 世界。 OVA と テレビを つな  さんの 登場と 


て 切なくて。 あれを 見て ウェン デイ、  タツ オ あの おつさん カツコよ かつた 


ぐ ミツ シング •リンク。 


国 井 で、 ねね ね 先生との 再会 シ—  ジヨ— カ ー に メロメロなん だな、 と。 
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ン 、僕は ここで 号泣し ました、 アバ ー  タツ オ  メロメロ つて！ ただ ジヨ—  三 平 アニタが ここで ドレイクのと 


タツ オ 前回とは うつて かわつ てウェ  トの住 人に不 { # がられる くらい 


力— は 信念を 持って 励いて るんで、 才  ころに 行 くんだ けど、 もしかしたら 


さらわれ たねね ねを 救  ン デイと ジュニアの ほのぼの 話。 


三 平 読 子さん つて オレ たち 文系の  レは 特に M くは 思わなかった。 唯一 彼  アニタって 年上 好きな のかな、 頼れる 


うため、 三 姉妹と 読 仙  三 平 ジュニアって、 かわいいだ け じ やな  味方 だな あ、 と 思つ たのは、 この 走り  に 罪が あると したら、 OVA の 可 隣  大人と か。 「クリスマス •キヤ ロ ル」 の 


社が 全面 対決！ 果た 


て 料理まで でき るんだ。 俺の 中の 「嫁  方です ね。 微 ■も 運動神経を 感じさ  だつ た ウェン デイから ドジつ 娘 分を  リ— さんの 時 もそう だった し。 周り 


して 彼らの 真の 目的と  にしたい ランク」 が 更に 上がった ね。 


せない (笑)。 


は？  やがて その 死鬪は 香港 全体  タツ オ 彼は 本を 読んだら、 誉 いて  タツ オ だって 足と 手が 連動して な 


を も 巻き込み 


ある ことが 実現で きる から、 もし漫  いもの。 別々 の パー ッで できて るみた 
才の 台本 わたしたら 俺ら 以上に 面白  いな。 


とつた ことかな。 


第 十七 話 


「スイ— ト ホ— 厶」 


男の 大人が いないから 父性を 求めて 
いるん じ やない か。 

比 Is ああ、 そうか。 ショック だ！ 

国 井 何で？ 


国 井 いよいよ ようやく ラス トの 留  いこと やつて くれる と S、 つ- 


比嘉 あとは この ナン シ— さんの 


守電で 登場です ょ。 

亀 子 龜子 •リ ー ド マンが。 


国 井 問と かち やん ととつ てな {笑)。  才— バーォ 1 ル、 ものすごい 地味に ま 
比嘉 僕たちと ちがつ て It まな いん  とまつて ますよ ね。 


火の 海と 化した 神 保  タツ オ 自分が 頼れる 大人 じ やな 
町、 襲い掛かる 大英図  ことを 自覚して るからで しよ。 


タツ ォ (無視して) 最後の 最後で つ  でしょぅ しね • 
いに 来た かって 感じだった ね。 

三 平 もう、 この 焦らしに 焦らす 中 


国 井 この センスは きつと 読 子さん 


書 館 特殊 工作 部、 絶対 
絶命の ピンチに 陥つ た 


! ょ 。たぶん 夜中に 神 保 町の ジー ンズ  読 子と 三 姉妹を 救つ たのは、 かつて 
イトと かで 買つ てきたん だと 思う。  の 戦友 ドレイク •アン ダ— ソン だつ た 


第 十八 話 
「告白」 


/ 


埼玉 山中に ある 読 子の 
実家に 身を 寄せた I 同 
は、 ひと 時の 平穏を 味 
わつ ていた。 そして 読 子 
は 語り 始める。 五 年 前に 大英 図書館 


で 起きた 事件の 真相を 


タツ オ みんな 和服っての もい いな。 
読 子さん 家って 何でも あるよ ね。 でも 


国 井 なんと 言っても ィチゴの シ I 
ンで すよ。 ここの ナン シ ー さんと ジユニ 
アの 微妙な 閲 係は 特筆 モンです ょ。 
比嘉 でも ナン シ ー が ジュニアに ィチ 
ゴを あげるなら、 ミ シエ— ルさん もア 
二 夕に あげれば いいのに。 

三 平 ミ シエ— ルさん はくれ ない よ！ 


ナン シ ー さんには ネグリジェ 着て 欲  国 井 (笑) むしろ、 アニタの 分を 食 


しかつた な。 

比嘉 それは OVA 版の ナン シ ー じ や 
ない と 似合わな いんじ やないで すか？ 
タツ オ オ レは 〇 V A 版の ナン シー 
が 大好きなん だよ、 気の 強い お 姉 さ 
ん でさ。 

比嘉 (笑) そんな 性癖を 吐露され 
て も。 

三 平 そもそも お前、 ナン シ ー より 
年上だろう (笑)。 


第 十九 話 
「家族 ゲ —厶」 


五 年 前に 起きた 大薩書 
館 崩壊 事件と 読 子、 そし 
て 自分の 関係に ついて 知 
り 困惑す る アニタ。 I 方 
ジュニア も 自分が 知識を 統べる 者ジェ 
ント ルメン 次期 糧の身 だと 知る。 


ベる！ 「アニタち やん、 食べない な 
ら 、も 一 らい！」 つて。 

三 平 そして マギ ー も 悲しい かな、 そこ 
は 譲れな いんだ。 -y* いのが 好きだから。 
国 井 (笑) それを 見て ねね ねが 
「しょぅがない な」 って あげ るんだ ょ。 
比嘉 ところが その 時、 背中に ぶつ 
かって、 マ ギ—の ィチゴが 落ちち や、 っ。 
三 平 それを また マ ギ—が 黙って、 悲 


しそうに 見つめて • 


比嘉 ありました よね、 この シ ー ン 
(笑 〇 

三 平 ある ある、 俺たち の 心の ディ レ 
クタ ー ズ カツ ト 版の 中に (笑)。 二十 
年後に Box で 出す から。 「ゾンビ」 
みたい に。 

第二 十 話 

「悲しみよ こんにちは」 

朝、 アニタが 目を覚ました 時、 読 子と 


自分 以外の みんなが 何 
者 かによ つて さらわれて 
いた！ 困惑す る 二人 
の 前に 現れる 新たな 能 
力 者。 消えた みんなの 運命は？ 


三 平 地上 波 放送 だと ここで 終わつ 
てるんで すよ ね。 

国 井 読 子さん と アニタが 何となく 
仲良くな りかけ てて、 途中までは 安 


心して 見て たんだけ ど 


比嘉 それが あの エンデ ィングです 
よ— 

タツ オ ジュニアは なんで あの 二 人を 
残したん だろう ね？ 

三 平 あ—、 ジュニアは 考えな しに 何 
かする 子 じ やない からね。 この 二人な 
ら 何とかして くれる と 思つ たんじ や 
ないかな？ 

タツ オ 単純に 自分と ミ シエー ル さ 
んの 邪魔に なりそう なのを 残した の 
かも。 

三 平 また お前は なんでそう ジュニ 
アに 偏見を。 

タツ オ だって、 おれに 言わせり や 


えよ！ 

国 井 (笑) で、 股 後に 久ち やん 再 登 
場なん だけど、 久ち やん も アニタ も 好 
きな 比嘉 君と しては どぅ？ これ。 
比嘉 僕ね、 辛くて テレビ 消し まし 
た、 真面目な 話。 


第 二士 話 

「D.PD6REAM  OR  D 一 E—」 

マギ— たちを 乗せた ヘリ 
が 空中で 爆発、 もはや 
誰を 頼る こと も 出来な 
くな つた アニタは、 かつ 
て 通つ ていた 西 浜 中学へ と 向かう。 だ 
がそ この 生徒は みんな 大英 図書館に 
よって 記憶が 書き換えられて いた。 


タツ ォ で、 # き 換えられた 世界の 
話です が。 

国 井 この あたり、 見る のが 辛かった。 
三 平 久ち やん つて、 こんな ハツ ラツと 


は 笑わない 子だった のに 


や 笑顔 


が 見られる のは 嬉し いんだけ ど、 なん 
か 違和感が。 ただな つめち やん はこの 
世界の 大人しくな つた 方が 僕 的には 


ジュニアは、 ミ シエー ルさん を 独り 占  タイプです ね。 お姉さんの 話を する 


めしたんだ よ。 そり や 許せない よ！ 

三 平 オ レに 言わせり や ジュニアを 独 
り 占めした ミ シエ— ルさん が 許せね 


時、 ちょつ と 照れて て 0 あれ、 萌 えです。 
タツ オ まあ 洗脳 も 一概に 惡 とは 言 
えない つて ことで (笑)。 


第二 十二 話 
「奪取」 

マギ— たちは 生きて い 
た！ 再び読 子と コン 
ビを 組み、 ジヨ— 力— た 
ちに 戦いを 挑む アニタ。 

| 方 ゥ1ン デイは マ ギ—の 元に 赴き、 ね 
ねね を 引き渡す よう 交渉を 持ち かけ 


る 


比嘉 この 話は マ ギ—の 苦悩と ねね 
ね 先生の 人間の 大きさで すね。 

国 井 人質になる と 知りつつ、 三 姉 
妹の ために あえて 敵の 元に 進む ねね 
ね 先生、 漢だ ねえ。 

タツ オ おつ ぱいの 大きさは きつと 
象徴なん だね。 やっぱり ハー トの 大き 
い 人は 巨乳なん だよ。 


第二 十三 話 

「嘘、 そして 沈黙」 

a ジョ— 力— から 衝撃の 
事実が 告げられ、 呆然 
とする アニタ。 果たして 
囚われの 身と なつた ね 
ねね を 救ぅ ことは できる のか？ 


倉田英 之と fR.O.Dj 特染 


7' 


国 井 すべての 記憶が 仕込まれた 偽  の マンションで 姉たち と 再会した が  を とげて いた。 
物だった という 衝撃の 事実。  …… 。 


比嘉 (笑) そこで ミ シエ ー ルさん が  国 井 そんな こと 言つ てた つけ 
また やつて 来 るんで すよ。 二人で 何  比 II 絶対 言って ますよ！ 


三 平 これは ね、 たとえ 本当で あつて 
も 言つ ち や ダメ。 


国 井 いよいよ クライ マツ クスなん だ  やつ てんの一 つて。 


三 平 じゃあ^^ っ^^ ^ て f つ か。 


比嘉 いい 回です よ、 これは。 


けど、 M 初 観た 時、 この ロンドンには  国 井 絶対、 聞い てるよな、 この 人は (巻き戻して 再生) 


国 井 それを 笑いながら 言 うんだ よ  三 平 いままで ミ シエ ー ルさん の 


而 食らいました ね。 


一部始終を。 


三 平 「みんなは？」 つて 言って る 


、ジヨ ー カ ー は。 むかつく  ！ 


と、 みんな 適当 だと か 失礼 だと か I タツ オ ちゃんと 観る と H.G •ウェ  タツ オ 何 かね、 この ミ シエ I ルさん  じ やねえ か (笑)！ 


三 平 オレ が先镅 芸人だった ら 「お  言って たけ どね (笑)。 


ルズ とか コナン •ドイルの 小説の 世界  の 懐の 広さは …… もう 海 だな！ 生  国 井 全然べ ク トルが 違う 0 


前、 いま 笑える こと 一言 も 言って な  タツ オ あんた が 率先して 言つ てた  が 具現 化した と 分か るんで すけ ど。  命の 源 だよ！ 


い」 つて 説教して るね (笑)。 


ん だって！ 


比嘉 この あたりの アニタは 読蛰が 


タツ オ ホン ト、 ジヨ— カー が 芸人  国 井 ある 意味い ままでの 二十 三 話  苦手な 自分は、 大英 図畨 館の 弱点 深 


だったら みんなで 説教 だね。 
比嘉 残酷な 回でした ね。 


分かけ ての ミス リ ー ド だから。 


しの 役に立つ てない んじや ないかつ て 


第二 十六 話 

「それから」 


タツ ォ やっぱり 比 茲 君が 見て たのは 
現実の 「R.O.D」 じゃなくて、 自分の 
脳 内萌え 「R.O.D」 だっ たんだょ。 
比嘉 いや、 あれは 照れ隠しで 本当 


比 II 和解した 後に ミ シエ— ルさん  胳ん でます ね。 


国 井 オ レもう アニタが 膝 抱えて 泣  が 「二人とも 大好き！」 つて 抱きしめ  三 平 そこで 次女の 出 •# です よ。 「私 


くの 見たくない。 


ついに 始まった 読 子 & 三  は 「ママ」 って 言いた いんです よ。 

- 姉妹と 大英 図書館 特殊  三 平 だからなん で 君が そんな こと 
工作 部との 最終 決戦！  を 言い切れる のか、 と {笑)。 

夕ゞ 3  主 わ ：：2凌 (7: 时.ヲレヒこと指  力な 力 一一 一一 1 T X なし s FJ Hn て寸よ < i ま：： T  果たして 彼女たち は  国 井 でも 三 姉妹と 読 子さん がいな 
きしめた ね。 その 輪に 加わりたくて。  に マ ギ—は 奥ゆかし いから、 いいこと  ねね ねを 救い、 思い出を、 この 世界を  かったら、 俺たち も あの世 界の住 人に 


るで しよ、 あそこは もう M 高です よ。  たちは 違う から 意味が ある」 つてな 


タツ オ やっぱり 「R6.D」 の テ— マつ  タツ オ おれは あの 時、 テレビ ごと 抱かな か 言えない 台詞です よ。 おまけ 
て 「家族」 とか 「紳 J なんです よね。 


三 平 さすがに 子供の 頃、 姉に 殺さ  三 平 初めて ミ シエ— ルさん の 人 111] の  言った あと铅 れ るんで すよ。 


守る ことができる のか？ 


れ かけた 男が 言う と 重みが 違うな  大きさが 発揮され たな (笑)。 


(笑 0 

タツ オ お前、 いま 笑える こと 一言 も 
言って ない。 

第二 十四 話 
「君が 僕を 知っ てる」 

大英 図書館の 計画を 阻 
止す るた め 英国へ 向か 
う 読 子。 I 方、 出生の 秘 
密を 知り、 心の 支えを 


铯 子  メ ー テルを 越えました な。 


国 井 意味 もな く 紅茶 飲んだり 
て {笑)。 


全員 は あ ！ (ため息) 


なつて たの かと 思ぅ と 救われた よね。 
タツ オ いや、 本当に オレ はこの アニ 
メ 観て、 荒んで いた 心が 癒された から 


三 平 お前、 ピンポイントで ピント 外 | 三 平 あれは 多分もう 入って ない  国 井 いや 何回 見ても 言葉な くす  ね。 もう 部屋で 「R •〇 .D」 だけ 観て 


れの コメント するな。 


ね。 でも 照れ隠しで やらずに いられ  わ、 これは。 


生きて いこうと。 


第二 十五 話 

「たいした 問題 じ やない」 


ない。 そんな マギ ー ちゃんが 僕は 好  三 平 もぅね、 ナン シーの 「ゥ チの 子  比嘉 ダメじ ゃないで すか、 それじゃ！ 
き！  に 触らないで」 で 号泣。 も、 つ、 あの 親  国 井 rRsd  and  Live」 だった 


タツ オ 今日 だけで 何回、 その 台詞  子は 大丈夫です、 オ レが 保障し ます。 んだ ね、 我々 に とっては。 「Read  or 


姉妹の 紳を 取り戻した  を lifl いた ことか。 


タツ オ 自分の 生活 も 保障で きない  Die」 じ やなくて。 


アニタたち は、 英国に 向  三 平 いや、 まだ ォ レの 好き さ 加減  お前が、 何を 保 if: す るんだ か (笑)。  龜子 あ、 「RO.D」 つてそぅ い、 っ 
かい 読 子たち と 合流し  はみ ん なに 伝わつ てない と 思、 っ。 ォレ  比嘉 ジュニアと いえば、 戦いが 終わつ  意味 だつ たんです か。 

た。 しかし 大英 図書館  この 後 マギー のこと だけで 三時 問は  た 後に ナン シ ー を ぎこちなく 抱きしめ  全員 (笑) 本当に お前、 いままで 何 


失つ た アニタは 街を さまよい、 ねね ね  の 計画は 進み、 ロンドンは 異様な 変貌  語れる から。 


てつぶ やく 「ママ」。 これでし よ、 つ！ 


を 観て たんだ _ 


かみち ゅ！ 

あの 「R.O.D-THE  TV-」 の 
コンビが 再 結集！ 

ある 日、 突然 神様に なって しまった ごく 普通 
の 中学生、 一 橋 ゆりえ。 好きな 男の子の こと 
で 悩んだり、 いなく なった 神様を 探したり、 ど 
こか 懐かしい 瀬戸 内の 町を 舞台に 少女たち 
が 繰り広げる ちょっと 不思議な 毎日を 描く 神 

様 中学生 日記。 

「R.O.D-THE  TV-J で コンビを 組んだ 監督. 
舛成孝 二、 脚本 •倉 田英 之、 プロデューサー • 
落 越 友 則の 三人が、 原作 集団べ サメ ムー チヨ 
を 名乗り 再 結集、 さらに キャラクター 原案に 
羽音たら くを 迎えた 最強 スタッフで 贈る、 刖 
が 紙なら 今度は 神 だ、 正真正銘の 神 アニメ！ 
ちなみに、 タイトルの 意味は 「神様で 中学 

生！ 」〇 


nn  ra  •  /，i ド〜 つ 

ァニブ レックスより 発売中 


2005 年に テレビ放送 された 際には 全12 話 だつ たか、 
DVD で リリースす るに あたり 新たに4 話を 加えて 全1 6 話に 
再構成。 DVD は 全 8 巻で 第 6 巻の オーデ イオ コメン タリ- 
には 前述の アニメ 会 も 参加して いる。 平成17 年度 文化 厅 
メディ ァ 芸術祭 アニメーション 部門 優秀 賞 受賞 作品。 


かみち ゆ！ 

画： 鳴子 ハナ ハル 
メディ アワー クス 刊行 


ただ ぃま r 月刊 コミック 爾擊 大王 J にて 連載 中の コ ミカ フイ 
ズ 。オリジナル エ ピソードを 交え、 鳴子 ハナ ハル 氏の 丹念 
な夕 •ソチで 描かれる 新たな 「かみち ゅ!」 の 世界。 2006 年 3 
月 現在 単行本 一巻が 発売中。 以下 続刊。 


ガン X ソード 

ボン クラたち が 繰り広げる 
痛快 娯楽 活劇！ 

地球では なく 現代で もない、 宇宙の どこかに 存 
在す る ボン クラたち の 理想郷、 惑星 エンドレス •イ 
リュー ジョン。 荒野に 夢、 街に 暴力が あふれる その 
地で タキシードに 身を 包み、 復譬に 燃える 男が い 
た。 その 名は ヴァン。 結婚式 当日、 花嫁を 殺した 力 
ギ 爪の 男を 探して さ迷う 彼と、 兄を さらわれた 少 
女 •ゥ エン ディが 出会った 時、 運命は 大きく 動き 始 

める。  一 

「ス クライド」 「ブラ ネ テス」 の 谷 口 悟朗 監督、 キャ ラ 

クタ ー デザインには 「勇者 王 ガオ ガイガー」 の 木 村 

貴宏 氏な ど 数々 の ヒット 作を 手掛けた スタッフが 

結集して 制作され た 痛快 娯楽 活劇。 倉 田 英之氏 

は 全 26 話の 脚本を 担当。 

第一 話で 「俺は 童貞 だ !」 と カミング アウ トする 主 
人 公 ヴァンを はじめ、 その 個, 注 的す ぎる キヤ ラク 
ターたち の 人気は 放送 終了後 も 衰えを みせない。 


ガン X ソード 

監错： 谷 口 悟朗 

ビクター エン タテ イン メン トより 
発売中 


2005 年に テレビ放送 された 全26 話を 各 巻2 話 収録し、 
全 13 巻で 完結 予定。 新作 3D アニメ 「ガン ソードさん J や 
オーディオ コメン タリーな どの 特典が 盛り だくさん、 さらに 
初回 生産 分には 大判 イラスト カード 集と 設定 資料 集が 封 
入され ている。 


ガン X ソード 
夢見る 頃を すぎても 

イラスト： 木 村贵宏 • 植田洋 一 
角 川 スニーカー 文庫 刊行 


食 田英之 氏に よる 完全 害き 下ろし 新作。 ミハエルと ウエノ 
ディ 兄妹の 過去、 カルメン 99 が 遭遇した 事件 や パロ デイ 的 
内容の r 平成 天オ ガン ソードさん J など 短編 三 編を 収録。 
続編 「ガン x ソード 夢見る ように 眠りたい J も 発売中。 


NOVEL 


ガン x ソード 

シナリオ： 兵 頭 一歩 
画： ひのき 一志 

少年 チャン ピオ ンコミ ツ クス 刊行 


カン X ノー r 

another 

画： 守 屋直樹 
幻冬舍 コミックス 刊行 


「ガン x ソード」 の 世界を ベースに しては いるものの ギヤ ク 
成分を 大幅に アッ乂 ヴァンと ウェン デイが 繰り広げ, る^; 
ビ 版とは また 違った 破天荒な 旅を 描く。 スタッフと 声優 陣 

の 対談な どの 企画 ページ も 満載。 


満を 持しての 完全 描き おろし コ ミカ ライ ズ0 ヴ ァン、 ウェン 
ディ、 カルメン 99、 カ イジ、 プリシラ たちの 本 編では 描かれ 

なかった 活躍を 収録！ 


裏. 
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こちら も ヨロ シク 


.^1  • 


「かみち ゆ I こ & ー カン X ソ 


•  -^革命闘士オルブ龙ん限定フィ中ュア 
•『すもも 120 % 』 9 巻 

.『義妹は 魔法 少文』 玄祖父 地 ■予灼 
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胸元に プリント された 『GOOD  DAY!』 の ロゴが、 ぐ 
ち やっと 無残に 歪んで いた。 

清は 自分の トレー ナ ー に 埋もれた 他人の 拳を 不思議 そぅに 眺 
めて、 おろおろと 視線を さまよわせ、 結局 胸元に 視線を 戻す 0 
ぱくぱくと 唇を 虚しく 開閉 させてから、 「とりあえず」 とば か 
りに 深呼吸を 一回。 途端に 胃液が 食道を 駆け上って くるのを 感 
じて、 ようやく 自分が 殴られた ことを 「体感」 した。 


「ぼぐ えええ えええ ええっ I 

つい さっき 食べた ばかりの 『天使の 手作り ロー ルケ ーキ 
(¥580)』 が 半 溶解の まま 口の 隙間から 流れ出て きて、 トレー 
ナーの 前と アスファルトの 地面を 黄色く 染める。 清の 腹に 拳を 
つっこん でいた ド レッド 男は 「、っ おっ」 と 腕を 引き抜き 飛びの 
いた。 

「汚ね っ—. こいつ 吐き や がった！」 

ぶんぶん と 手を 振って 清の 胃液を 振り 飛ばす ド レッドに、 仲 
間の C 弄 ピアスと 坊主頭が 笑い 転げる。 虫が 入り込ん だみたい に 
低く 鳴る 鼓膜で 三人組の 笑い声を 聞きながら、 清は 嘔吐を 繰り 
返した。 食道を すりつぶされた 「元 食物」 が 駆け上が るた びに、 
喉に 細かな 棘を 突き立て 清の 痛覚を 責めた てる。 

「こんの でんち や 男め っ！」 


ド レッドが 再び 腕を ひらめかせ ると、 
シルバ ーの アクセサリ ー で 装飾され た 見 
るから に 凶悪な 握り拳が、 清の あばらの 
浮き出た 貧相な 腹筋に めり 込んだ。 あま 
りの 痛みと 衝撃に、 厚みを 失っ ていた 記 
憶が ゆっくりと 蘇って くる。 どうして 自 
分は こんな 目に 遭って いるの か。 世に も 
恐ろしげ な 男 三人に 囲まれて、 胃の 中身 
を みじめに ご 開帳し なければ ならない の 
か。 そうだ、 アキバに 買い物に 来て —— 
「きも いんだ - よっ ！ 」 

今度は 首筋の あたりに フックが 命中し 
た。 耳元で 弾けた 痛みが 腹の 底まで 駆け 
下りて、 まわれ 右を して 再び 脳み そを 揺 
さぶ った。 ゆっくりと 目の前の 地面が 傾 
いでゆく。 

—— そうだ。 たしか フィギュア ショ ッ 
プ から 出た ところで、 いきなり 後ろから 
ド レッドの 男に 肩を 抱き かかえられて、 
問答無用で 路地に 連れ込まれ たの だ。 裏 
通りから さらに 奥まった 袋小路には、 す 
すけた ポリバケツと PC の 空き ダンボ^ — 


ル、 そして 舌 なめずり をした 男たち が 待 
ち 構えて いたの だ。 

「となりの オタクの カバン 拝見〜」 

ド レッドは 小馬鹿に した 風に のた まう 
と、 おもむろに 清の 背中の リュックに 手 
を かける。 エ ビの殼 でも 剝 くように して 
両 肩から リュックが 剝ぎ 取られ、 代わ 
りに 清は 地面に 投げ落とされた。 必死の 
態で 目前の 空気を 吸い 下す と、 つん、 と 
自分の 吐し ゃ 物の 匂いが# 腔を 突き刺し 
た。 そこでよ うやく 追いつい てきた 感情 
が、 へっ ぴり腰 で 遅れに 遅れた 防衛 本能 
を 振りかざし、 清の 口を むりやり こじ 開 
ナ、 

/V 

「や、 やめ、 ろ —— …… 」 

「ぁぁ !? 」 

毅然と した 態度で 「やめろ！ 触る 
な！」 と 叫ぶ はずの 口腔からは、 「きい」 
と 小 動物の ような うめき 声 だけが み じ 
めつ たらしく 這い 出した。 ド レツ ドの 瞳 
に 射 すくめられた とたん、 冷気が 背筋を 
一息で 駆け上 がって きたの だ。 その 目に 


浮かんで いたのは、 恐ろしい までの 無 関 
心。 清が、 いや 目の前の オタク A がどう 
なろうと 自分の 人生には 一片の 曇り すら 
加えられない、 そんな 確信だった。 

「うお！ なんだ よこれ！」 

「きも お . - . 」 

「萌 えって いうんだ ろ？」 

三人組は 下卑た 笑い声を あげながら、 
清の リュックを 解剖し 始める。 つい さっ 
き 買った ばかりの フィギュアに 漫画に 同 
人 誌、 コス •エンジェルの 特製 コ^ ~ スタ^ — 
に、 ピン キ ー が 数 種類に、 使い込まれた 
メモ 帳。 三人組は サル 山の モン キー のよ 
、っな 歓声を あげる。 清は 自らの ゲ ロに 顔 
面を つっ こんで 這いつ くばった まま、 荷 
物が 蹂躅 されて ゆく のをた だ 見つめて い 
た。 何度か 哀れっぽい 泣き声を 出した が、 
男たち の 耳には 届かない。 

「ご主人ち ゃま〜 だいち ゆきで ちゆよ〜 

hffffl - 
/V  /V  /n  1111  」 

フィギュアを わしづかみ にした 鼻 ピア 
ス が、^? 革命 闘士 オルグ たんを 清の 眼 
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前につ きつける。 耐え 切れずに 清は 頭を 
抱えて 目を そらした。 情けな さと 自らの 
ゲ ロの 生臭 さに、 鼻の 頭に ゆっくりと 熱 
が 集まって くる。 

「前から 不思議 だっ たんだけ どよ、 お前 
らっ て、 こんなんで 勃つ の？」 

涙で 滲んだ 視界を 持て余して、 清は 
ぐっ と 両目を つぶる。 もぅこの まま 寝て 
いたかっ た。 ー ミリたり とも 動きた くな 
かつた。 とつと と 気を 失つ てし まいた 
かった。 ぐち ゃぐち ゃの オー トミ ー ル 状 
態に なった 意識には、 小 汚い ア スフ ァル 
卜 だって 天蓋つ きのべ ッ ドより 上等 だっ 
た。 

「俺ら はね、 こぅやっ て お前ら を 『教育』 
して あげてん の。 よかった でち ゅね〜」 
見たくない。 聞きたくない。 感じた く 
もない。 清は ひたすらに 顔を 伏せて 亀の 
ように うずくま つて、 ただ 嵐が 通り過ぎ 
るのを 待って いた。 それでも きれぎれ 
の 単語 だけは 耳から 頭に すべりこん でく 
る。 オタク。 弱い。 キ モイ。 害虫 駆除。 


ゥザィ 。死ねば いいのに。 

「なんとか - 言えよう っ！」 

四方八方から、 靴 先が 清の 体に 叩き込 
まれた。 再び 意識が 薄く 引き延ばされて 
ゆく。 

それでも、 固く 固く 目を 閉じた。 

惨め さと 哀れ さが、 津波の ごとく 激烈 

に 覆い かぶ さって きた。 

- どうして 自分が こんな 目に 遭って 

いるの か。 殴られ 蹴飛ばされ 笑われて い 
るの か。 自分が いったい 何を したと い、 っ 
のか。 何を しな かった というの か。 

「おい、 帰る ぞ」 

ド レッドは 仲間に 告げてから、 清の 前 
髮を つかんで むりやり 引き起こす。 血と 
あざと ゲ ロに まみれた その 顔を、 ねじ 込 
むような 視線で 刺し貫いた。 

「 —— お前が 悪 いんだよ。 キモ いから」 
言う が 早い か、 坊主頭と 鼻 ピアスが 清 
の チノ パンを 探り出す。 抵抗す る 間 もな 
く 財布を 剝ぎ 取られた。 ド レッ ドの 手に 
はめ込まれた 髑髏の リングが、 虚ろな 眼 


I 

商で 「ょくょく お前 も 運がない ね」 とつ 
ぶ やいた。 

「電車賃 だけ 残しと いて やん よ。 優しい 
だろ、 俺ら」 

はら はらと、 野口英 世が 一枚 ぽっきり 
ゲ ロの 湖面に 舞い 落ちる。 


トレッド ガ前髮 を 離す と 清は 再び ゲ 

口の 上に 覆い かぶ さった。 

地面に 放り出された フィギュアと 目が 
合った。 

清の 眼前で、 その 頭が 踏み 砕かれた。 
下卑た 笑いが 遠ざかって ゆく のを 聞い 
ていた。 

* 

「お帰りなさい ませえ ご主人 様 あ！」 

メ  ー プル シロップを 頭から ぶっかけら 
れ たみたい な 声が 幾度 も フロアに 響き渡 
る。 「いらつ しやい ませ」 ではなく 「お 
帰りなさい ませ」 なのは 基本 中の 基本。 
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パステル ト ー ンで 統一され た 店内を、 銀 
色に 輝く トレイを 抱えた メイ ドたち が 軽 
やかに 泳ぎ 回っ ていた。 薄く 流れる BG 
M が、 甘やかに 耳元を くすぐっ ている。 

「 …… ふぅん、 初めて 見た。 ホン トに狩 
られた ヤツ」 

絆創膏 だらけの 顔面を 無遠慮に 眺め ま 
わして いたくせ に、 田 中は 興味な さげに 
言い放った。 対面に 座った 清の 仏頂面を 
さらり と 無視す ると、 手を あげて メイ ド 
を 呼び止めた。 

「け、 けど、 あんなのに 囲まれたら [:B 中 
だって I 」 

「お待たせ しました あ ！ ご主人 様 
ぁ！」 

「チキン カレ ー に 三倍、、、 1 トソ ースス 
パ ゲティに フル ーツ タルトに イチゴ パ 
フエ。 あと ハイビスカス テイ ー ね」 
つばを 飛ばして 自らの 不運を 嘆く 清に 
は 構わず、 田 中は 牛に 食わせる ほど 大量 
の 才—ダ ー を 告げる。 友人の 受けた 痛み 
な そまる きり理 财 していな いし、 しよ 


うと もしない。 うつかり 水揚げ された 卜 
ドみたい な 顔して、 何が ハイビスヵス 
テイ ー だ。 くそ。 

「お前は？」 

「え？」 

「注文」 

「あ …… えつと、 オレンジ ペコ」 

「かしこまりました あご 主人 様 あ ！ 」 
メイ ドは バリ ユ ー セッ トな 笑みを 残し 
て、 エプロン ドレスを はため かせながら 
去って いく。 その 尻を、 田 中は 眼鏡の 奥 
の 湿度の 高い 視線で 見つめて いた。 厨 
房へ 消える ところまで きつち り 見届ける 
と、 喉を 鳴らして お 冷を 一息で 飲み下す。 
清の 不運 なぞ、 地球の 裏側の 誰かが タン 
スの 角に ぶつけた 足の 小指の 先 くらいど 
うで もい い。 そんな 態度。 

「おまけに さ、 ここの メンバー ズカ ー ド 
も 入つ てた しさ、 フィギュア も 踏み潰さ 
れて さ、 定期 も 財布 ごと 盗られち やつた 
しさ、 マップの 予約 券 も 入つ てた しさ 


それでも 清は なんとかして 友人の 同情 
を ひこうと、 みじめっ たらしい 恨み言を 
再開す る。 田 中は やれやれ、 とば かりに 
大げさに ため息を ついて、 じつに 面倒く 
さそう に 薄い 唇を 開き、 

「なんだ よ、 俺に 慰めて 欲しい の？ キ 
モ いな」 

「いや、 そういう わけ じ ゃ あ —— 」 
「オタク 狩りに あう なんて、 隙が ありす 
ぎんだ よ」 

- オタク 狩り。 

オヤ ジ 狩りの オタク 版。 アキバを 徘徊 
する オタクを とっ 捕まえて ぶちのめして 
逆さに 振って 金品を ぶん 取る ヵツ アゲ 
だ。 

「清みたい なのが 夕方に 一人で 大 荷物 抱 
えて 裏通り 歩いて たらさ、 襲っ てくだ 
さいって 言っ てるような もんだ ろ？ 
ちょっ とで も 頭を 使って 論理的に 考えた 
ら 、すぐに 危ない って 分かる。 俺だった 
ら 絶対に やらない ね」 

ふん、 と 鼻息 一発で 田 中は 清の 哀れっ 
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ぼい 表情を 吹き飛ばす。 

「ま、 いい 教訓 だっ たんじ ゃない か。 授 
業 料 だと 思えよ」 

えらそう に 田 中は 言い切って、 太鼓腹 
を 見せびらかす ようにして ふん ぞり 返っ 
た。 

「お待たせ しました あご 主人 様 あ！」 

さっきの メィ ドが、 まずは 田 中の 料理 
を トレィに 満載して 運んで きた。 片手で 
器用に バランスを とりながら、 テ ー ブル 
に 手早く 食器を 並べ 始める。 

「 - ？」 

よく 見る と、 田 中の 視線が 一点で 固定 
されて いた。 口元は いつも 以上に だら し 
なく 半開き、 目からは 火が つく ほどに 強 
力な 視線が 放たれて いる。 その 先には 

- グランド キヤ ニ オン も かく やという 

ばかりの 胸の 谷間が。 

この エロ 豚が。 

大学の サー クル 仲間 だからって、 田 中 
なんかを 愚痴の 相手に 選んだ のが 初手 か 
らの 失敗だった の だ。 一人き りの 「 サ ー 


クル」 に 哀れを もょおして 入会して やつ 
たと たん、 手のひらを 返し やが つた。 何 
が 現代 喫茶 研究会 だ。 北の 国家 元首み た 
いな 顔して るく せに。 冬場は 眼鏡が すぐ 
21 るく せに。 手持ち ポケモンの 半数が 虫 
ポケモンの くせに。 

「は ぁ . 」 

清は 外れて 落ちる ほどに 肩を 落とし、 
落胆が 色 濃く 溶けた ため息を つく。 人の 
温かみ が 微塵 も 感じられない 田 中の 態度 
が 悲しい。 そして 田 中ぐ らいし かく だを 
巻く 相手が いない 自分が もっと 悲しい。 

「はんは ょ？」 

口から 大量の スパゲティを 垂らして、 
上目 遣いで 田 中が 見つめて くる。 

「なんでもない …… 」 

オレンジ ペコは まだ 来ない。 仕方なく 
氷の 溶け かかった お 冷を すする。 店は お 
客で ごった返し ていて、 メイ ドは その 中 
をせ わしく 駆け回って いた。 常連の 男が 
メイ ドを 捕まえて はなれ なれ しげに 話し 
かけて いる。 いかにも 「興味本位で 異世 


界に 入っ てみ ました」 って 感じの 一般人 
が 物珍しげ な 視線を 周囲に 撒き散らして 
いる。 貧相な 七三 分けが うっかり 店内を 
携帯カメラで 撮ろうと して、 メィ ドに や 
ん わりた し なめられ ている。 

いつも どおりの、 行きつ けの メィ ド 喫 

茶。 

けれど、 奴ら の 恐怖が 今 も 口の 中に い 
がら っぽ さを 残して いるの だ。 

今日 ここに 来る まで だって、 相当に 気 
を 使った。 わざわざ 昭和 通りの ほうから 
迂回して、 追い立てられる ド ブネ ズ ミょ 
ろしく コソ コソと 道の端を 背中を 丸めて 
歩かなければ ならなかった。 いつ 再び 背 
後から 肩を つかまれ、 路地 裏に 連れ込ま 
れ るか 気が 気 じ ゃない。 影の ょうに 背中 
に 張り付く 不安と 疑念に、 少しで も 暗い 
路地を 通り抜ける たびに 寿命を 三日ず つ 
吸い取られた。 自分は このまま 一生 背中 
を 丸めて 震えて おびえながら、 この 街を 
歩かなければ いけない のか —— 
「お待たせ しました、 ご主人 さま ぁ」 
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、っつむ いた 清の 顔 前に、 蛍光灯の 光を 
反射して 黒光りす る ローフ ァーが 現れ 
た。 革靴からは 白い オーバ ーニー ソック 
スに 包まれた 細い ふくらはぎと 太 ももが 
すらりと 続いて いて、 その上には プリ ー 
ッの 細かな ミ ニスカ ー トに 包まれた 腰が 
驚く ほど 高い 位置に あって、 控えめ な 胸 
の 前に 銀の トレイを 抱えて いて、 首に 巻 
かれた アイボリ ー の リボンの 上に 搭載 さ 
れ ている 顔は、 

「あり やち ゃん」 

顔なじみの メイ ドの 名前が、 ころりと 
口から こぼれて 落ちた。 

同時に、 あり やの 視線が 絆創膏 まみれ 
の 清の 顔に 貼り付いて 止まる。 たちまち 
笑顔が 驚愕の 霧に 包まれて 曇った。 

「清さん、 どぅしたんで すか . ？」 

「ああ、 えつと、 ちょつ とね」 

「大丈夫で すか？ お 薬 持って きまし よ 
うか？」 

形の いい 眉を ハの 字に 傾けて、 あり や 
は 清の 顔面を 心配そう に 51 き 込む。 長く 


て 細かい まつげが ふさふさと 揺れて、 桃 
色の 唇が き ゅっ とす ぼ まった。 T レッ 
クスの 化石を 十億 年の 眠りから 呼び覚ま 
し、 死に かけの 爺さん だって 戦場に おっ 
たてる ことができる 最上級の 困り 顔。 

「いや、 もぅ 大丈夫 だから。 ほとんど 治 
りかけ なんだ。 痛くない ょ」 

清は 反射的に 強がりの 笑みを 浮かべる 

と、 アメコ ミの ヒ^ ~  口^ ~ みたい な タフ 

ガィ きどりで 握り拳まで 作って みせた。 
さっきまで 泣き言を 繰り返して いたくせ 
に。 側 頭部の あたりに III 中の 非難の 視線 
が 突き刺さって いるの が 分かる。 

「ホン トに？」 

「、っ、、 っん、 ホン トに 。平気 だょ」 

あり やは トレィを テー ブルに 置く と、 
清の袢 創膏を そっと 撫でる。 冷たい 指先 
の 感触が くすぐったい。 たしか 十八 歳 だ 
と 言っ ていた けれど、 小柄な 体躯と 高め 
の 声は、 十四、 五 歳く らいに しか 見えな 
かった。 

「気をつけて くださいね …… 」 


潤んだ 瞳で まじまじと見 つめられ、 
甘ったる いこ そば ゆ さが 背筋を 這い 上 
がっ てきて、 清は たまらず、 

「あり やち ゃん、 お茶、 いい かな」 

「ぁ、 はぃっ」 

あり やは 慌てて 床に 膝 立ちに なると、 
『コス. エンジェル ☆』 といちい ち 店 名 
が プリント された ティ ー サ ー 、ハ ' ~ と ヵッ 
プを 並べ 始める。 体が 小さい のに わざ わ 
ざ 膝 立ちになる もの だから、 首を 伸ばし 
て テ ー ブルを 覗き込む ような 格好に なっ 
ていた。 あり やは ツ ー サイド アップに ま 
とめた 黒髪を 一度 背中に かきわけて、 細 
かな 湯気を たてながら 琥珀色の 液体を 
ヵップに 注ぎ込む。 

「柑橘 系の 香りが する ね」 

清の 言葉に、 あり やが 小さく 笑いを 漏 
らす 

「 . ？ 何 かお かしかった？」 

「あ、 う うん、 ごめんなさい。 けど、 才 
レンジ ペコって、 べつにみ かんの 紅茶っ 
てわけ じ ゃな いんです よ？ | 
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「そ、 そぅな の？」 

「等級です。 紅茶の」 

頰の あたりに 羞恥の 熱の 点が 灯って、 
毛細血管を 血液が 昇って くるの が 分か 
る。 

「ぅわ、 ぜんぜん 知らなかった。 アップ 
ルティー みたい なの だと 思って たや」 

「ふ ふ、 じゃあ 新 発見です ね。 けど、 一 
口に オレンジ ペコって 言っても、 いろん 
な 種類が あるんで す。 芯 芽 や 若葉が たく 

さん 入っ ている のが フラ ワリ ー •オレ 
ンジ ペコで、 葉っぱが 小さい のが フラヮ 
リ ー •ブロ ー クン •オレンジ ペコ。 すご 
く 細か一 く 砕いて あるの が ブロー クン. 
オレンジ ペコ •フアン ニン ダス」 

「あり やち ゃん、 詳しい ね」 

「へへ ぇ。 ちょっ とは 勉強して るんで す 

ょ」 

やがて 最後の 一滴が カップに 落ちて 波 
紋を 作り、 あり やは トレイを 抱えな おす。 

「ごゆつ くりして いつて くださいね」 

とろける ような 笑顔を 浮かべて、 一礼。 


ぁり やは 跳ねる ようにして 去っ ていっ 
た。 

その 背中を 眺めて、 思う。 

自分は このまま 一生、 背中を 丸めて 震 
えて おびえながら、 この 街を 歩かな けれ 
ばいけ ない のか。 

腹の 底で 金属 質の 決意が 生まれた。 

「田 中」 

「ぁ？」 

「リベンジ だ」 

清は 手の つけられ てない パフェの グラ 
スの 足を ひっつかむ。 銀色に 輝く スプー 
ンを ふりかざし、 クリ ームを 山の ように 
すくい 取り、 アィス クリ ームを ほじく り 
かえし、 コ ーンフ レー クの 地層を 一気に 

掘り 進む。 

「お、 おい、 清、 ちよ …… お ま …… 」 
一息で かき 込んで やった。 

鼻の 頭に へばりついた クリ ー ムの 一片 
を 指です くって 舐めと り、 食道の あたり 
で 玉突き 事故を 起こして いる 食物を オレ 
ンジ ペコで 流し込む。 


気がつけば、 腹の 底では 硬い 硬い 決意 
の 結晶が 形を 成して いた。 

何事 かと ばかりに 清を 見つめる 周囲の 
客 も、 口腔を 晒す 田 中の ァホ面 も 無視。 
熱く 重たい 感触を 伝えて くる 決意の 塊を 
両手に 抱え、 清は 決然と 席を 立つ。 

—— あいつら、 二度と 泣いたり 笑った 
りで きな くして やる。 

出口の ドア ノブに 手を かける。 その 背 
中に メイ ドの 声が ぶつかって 弾けた。 

「いつ てらつ しやい ませえ ご主人 さま 
あ！」 


•膪 # 8, || 身 マニュアル t 
ゲ V 卜 


日曜 アキバの 歩行者天国は、 ある 種の 
カオスの 極北 だ。 

なんとか 男が 流行った のが 去年の こ 
と。 以来 オタクが やたらと クロー ズ アツ 
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プ される ょうになり、 芋づる 式に アキバ 
が 『趣 都』 として スポットライトの 下に 
引きずり 出され、 その 喧騒は 今 も 収まら 
ない まま 加熱し、 暴走と 独走と 迷走を 続 
けて いた。 

そして、 耳目が 集まれば 有象無象 がす 
り 寄って くるの も 世の常 だ。 

「みんな 一っ 、応援 ありが とね 一 っ！」 

中央 通の ど 真ん中では、 自称 コスプレ 
声優 ロリ ロリ ツンデ レニ 次元 アキバ 系メ 
イド アイドル ユニットと やらが、 簡易 力 
ラ オケ セットを 抱えて アニメ ソングを 微 
妙には ずれた 音程で 垂れ流し ていた。 け 
れど 一部の 取り巻き 以外は 我 関せず と 
ばかりに 一瞥す らくれ ずに 立ち去って い 
く。 アキバの 混沌ぶ りに 初めはい ちいち 
目を 丸く していた 衆人環視 も、 『慣れ』 
という 感覚に あつと いう 間に 塗り つぶさ 
れて しまつた。 だいたい、 今の アキバで 
珍妙な 人間に いちいち 反応して いたら、 
それ こそ 人生が 何度 あっても 足りない の 
だ 0 


そんな 喧騒の 只 中、 爪切りの メカ ニズ 
ム すら 解明で きない アホ 小学生が 相対性 
理論の 研究 ノート をつ きつけられ たみた 
いな 顔を して、 清は ハ ー ド カバ ー の 本を 
視き 込んで いた。 ガ ー ドレ ー ルに もたれ 
かかり、 眉間に 皺と いぅ 皺を 集めて 文 
字を 睨みつ ける。 足元には 剝ぎ 取られた 
ばかりの 書店の 紙袋の 残骸が 転がって い 
た。 

『だれでも 今す ぐ 完全 マスタ！. 英国 

s  As 格闘 術』 

『秘技 古流 柔術の 〈簡単〉 護身 テク 

ニック』 

『暗黒街の 喧嘩 闇 カラ テ n 〜 五分で 覚 
えられない 技は 無力 だ〜』 

座右には 積みに 積まれた 本の 未踏峰。 
清は 真新しい ィンクの 香りに 鼻面を つっ 
こんで、 ひたすら 活字と 図解を 脳み そに 
放り込ん では 咀嚼す る。 

やがて、 ゆっくりと 眉が 急勾配に 傾 
き、 目つ きからは 急速に やる 気の 炎が 失 
われ、 


| 手首を つかまれた 場合 . その、 

四」 

一 •手首を つかまれ たと 同時に、 自分 
の 手を 外側に 回して 敵の 腕を と 
る。 

二 •足を 引きながら 手を 斜め 下に 引っ 
張る と、 敵は 体勢を 崩す。 

三 •前 かがみに なった 敵の 顎に 下方 向 
から 掌 底を 打ち込む。 

四 •ひるんだ ところを 脇が ために 極め 
て 落とす。 

五 •敵が 抵抗す る 意思を 見せた 場合、 
頸椎 部に 手刀を 加え 無力 化する。 

とうとう 首の 後ろで 栓が 弾け 飛んで、 
我慢と 忍耐と 辛抱が 噴きぬ けて 蒸発し 
た。 

「五分で マスタ ー できる か！ どこの 達 
人 だょ！」 

清は 本を うち 捨て 吠えた てる。 通行人 
は 一瞬 だけ 怪訝そう な 視線を 向けて くる 
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が、 すぐに 黙殺を 決め込んで 通り過ぎて 

ぃく。 

「だいたい 『手首を つかまれた 場合 その 
四』 ってなん だょ！ 四 回 も 手首つ かま 
れ ないっつ の！」 

ぜえぜ えと 息をつきながら 、まったく 
役に立たない 『実用 書』 の 山を 蹴り 散ら 
した。 ガ ー ドレ ー ルに 再びへ たり 込む。 
燃料 もな しに 勢いに 任せて 吹き 上がった 
怒りの 炎は、 あっさり 風前の灯と 化して 
いた。 清は 口を 半開きに して 肩を 落とし、 
ため息を 一つ。 

「やっぱり、 無理 かな あ …… 」 

ころりと 口から 転がり 落ちる 弱音。 
「あ^ —  くそ まだ 何も やって ないだ ろ ！ 
馬鹿！」 

唆呵を 切っ てから、 まだ 三十 分 もたっ 
ていない。 早々 に 湧き上がって きた マィ 
ナス 思考を、 清は 首を 振って 追い払う。 
けれど 一度 形を 成した 思考は、 足元から 
ゆっくりと 確実に 這い 登って くる。 仮に 
奴ら に 刃向かつ たと して、 やっぱり 敵わ 


ず やり 返されたら？ 今度は 五体 満足で 
帰れる だろぅ か？ 

—— さあさあ 寄つ てらつ しやい 見て 
らつ しやい。 ご用と お急ぎで ない 方は 
ゆつ くりと ご覧 あれ。 哀れな オタクち や 
んが復 響に 失敗して 返り討ちに あいます 
よ。 驚異の ス ー パーへ タレ オタクの 登場 
だ。 チン ピラ 三人組に ぼかす か 殴られて 
惨めに 涙を 流す 清さん にご 注目！ 

「くそ 〇 . くそ 〇 . 」 

s の 前を 通り抜けて ゆく 人の 流れを 見 
つめながら、 清は がりがりと 頭を搔 いて 
煩悶を 繰り返す。 

と、 人の 流れの 中から、 モ ノト ー ンの 
シルエットが 近づいて きた。 

「よろしく お願いし ま一す」 

カ チュー シヤに エプロン ドレス。 勤 
労 アルバイトの メイ ドさん が ポケット 
ティッシュを 差し出し てきた。 

条件反射 的に 受け取った。 


視線が、 ティッシュの ビニ ー ルに 差し 


込まれた ペラ 紙の 上に 釘 付けられる。 

『仕込み モップから 対戦車 バズ ー ヵま 
で！ 武器と 防具の 店 鋼鉄 商店』 

* 

生まれて 初めて 手に した ドラゴン スレ 
ィ^ -1 は、 予想よりも はるかに 頼もしい 
重量を 両手に 伝えて きた。 

「うわ …… 」 

持ち 手に 巻かれた 動物 皮の 生々 しい 感 
触に、 首筋の あたりが ぞわぞ わと 鳥肌 
だつ てく る。 よも や 鉄製と いう ことは な 
いだろう が、 チタンぐ らいは 使つ ている 
のか もしれ ない。 冗談み たいに 無骨で 分 
厚い 刀身は、 本当に 龍を 両断して しまえ 
そうな ほどの 迫力を 秘めて いた。 

十 畳 ほどの 狭い 店内には、 たった今 R 
PG の 中から 飛び出して きたよう な 武器 
や 防具が 所 狭し と 並べられ ている。 ひの 
きの 棒に 銅の 剣に 首切り 斧に 銀つ き 鞭。 
しかつめらしい フル プ レー トメィ ルは ラ 
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ゥン ドシー ルドを 捧げ 持ち、 店の 入り口 
に 鋭い 眼光を 投げ かけて いた。 長 穂先の 
槍と 日本刀が、 天井裏の 曲者を 串 団子に 
せんと ばかりに 鈍い 光沢を 放ちながら 展 
示されて いる。 ガラス ヶース の 中には、 
手裏剣 や 苦 無、 虎の 爪な どが 整然と 並べ 
られ ていた。 

本当に、 武器と 防具の 店だった 

雑居ビルの 四 階。 ょも や こんなと ころ 
に 古今東西 フアン タジー の 世界が 広がっ 
ている とは 誰も 夢にも 思わないだろぅ。 
むろん ほとんどが 模造品で 刀剣 類 も 刃が 
止めて あるが、 それでも この 物々 しさは 
圧倒的な 質量で もって 空間を 埋め 尽くし 

ていた。 フアン タジ ー マニア や 軍事 マニ 
ア 向け、 コスプレ 用具と しての 需要 も あ 
るの だろぅ。 現に 店内の 壁には 幾 枚 かの 
コスプレ 写真が 貼られて いた。 

「いらっ しゃい。 触る ときは 先に 声 かけ 
てね」 

ドラゴン スレイ； { を 握り締め ていた 
ところに 突然 背後から 声をかけられて、 


清は 五 センチ ほど 飛び上がった。 

「いや、 驚かなくても いいけ ど。 それ 興 
味 あるの？」 

まっ 黄色い エプロンを かけた 女性 店員 
が、 鼻から 抜ける ょぅな 甲高い 声で 問ぅ 
てく る。 眼鏡の 奥の 目玉が、 くりく りと 
動いて 清を 眺め 回して いた。 レンタル ビ 
デォや コンビニの 店員と 大差の ない 格好 
だが、 エプロンには 毒薬の マー クで ぉ馴 
染みの スヵル •アンド •クロス ボ^ ンズ 

が 鮮やかに 染め抜かれ ていて、 右手には 
大 ぶりの 日本刀を 握って いた。 

すっかり 店内の 空気に 飲まれて いた 清 
は、 ごくりと 唾液と 緊張を 嚥 下して、 
「すいません、 すごい 大きさだった から 
気になっ て」 

「ふ ふ、、 っちの 自慢の ブッだ からね」 
「あの、 これ、 何でで きて るんで すか？ 
チタン か 何 か？」 

「FRP だよ。 繊維 強化 プラスチック。 
で なきや 重くて 持てない つて」 

言つ て、 店員は からからと 笑う。 そし 


て 日本刀を ずい と 清の 眼前に 突き出し 
て、 

「それ もい いけど さ、 これなん かどう？ 
特注で 作った 逸品 だよ」 

その 言葉尻が 終わる か 終わらな いかの 
、っちに、 店員は 鮮やかな 手つきで 鯉口を 
切り 鞘を 払った。 刀身が 半円を 描いて 空 
を 切り裂き、 青白い 霜を 纏っ たような 
切っ先が 清の 鼻先で ぴたりと 止まる。 

「すっ ごい 大変だった ん だから。 こんな 
に 細かく 加工す るの」 

店員が 手に した 日本刀には、 切っ先 か 
ら鍔 元まで 刀身に ギザ ギザの 溝が 彫り こ 
まれて いた。 ちよう ど ノコ ギリ や パン 切 
り 包丁の ような 形状。 どこかの 剣客 浪漫 
譚で 、こんな 武器が あった ような 気がす 
る 0 

「ボン 刀って デリ ケ ー ト なのに こんな 注 
文つ けた もんだ から、 職人は 泣きが 入っ 
ち ゃって たけ どね」 

「そ、 そうでし ようね . 」 

「で、 ようやく 一本 完成し たんだけ ど、 


き 上し メモ 


将吉 


粘 


あたしもう つかりし てて さ。 ダメ になつ 
た 目釘で 留めち やった の。 あ、 目釘って 
分かる？ 日本刀の 刃の 部分と、 柄のと 
ころを 繫 いで 留めて る 釘ね」 

「は ぁ …… 」 

「ん で、 ためしに 一回 振って みたら、 刃 
が 柄から スポ^ — ン って ！  スポ^ ^ ンっ 
て！ ほら、 あそこ、 穴 空いて るで しょ？ 

ち !  | 
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爆笑しながら 店員が 指さした 先。 ク 
リ ー ム色の 壁には、 縦に 細長く 穿たれた 
穴が 寒々 しい 姿を 晒して いた。 

「お 客は びっ くりして 逃げ帰っ ち やうし 
さ、 もちろん 刃は ぽっきり 折れち やうし 
さ、 職人は せっかく 作った のにって ブン 
むくれち やって、 なかなか 二 本 目 作って 

くれなくて . って、 ごめん、 ひい 

た？」 

「す、 すいません、 わりと . 」 

「ごめんね 一、 まあ 気にしないで」 
軽やかに 刀を 鞘に 戻す と、 店員は ばし 
ん ばしんと 清の 背中を 叩く。 どうも 遠慮 


とか 会釈と か 常識と かが 刃 こぼれし てい 
る 類の 人種ら しい。 

「あ、 あの、 すいません」 

「ん？ 」 

「置いて る 武器と か 防具って、 ここで 
作って るんで すか？」 

「ウ チで 加工して るの も あるし、 外から 
輸 人して るの も あるよ」 

店員は ゲテ モノ 刀を 棚に 戻した が、 ど 
ぅ も 角度が 気に くわない らしい。 難しい 
顔を して 何度も 何度も 向きを 調整して い 
る 0 

「輸入って …… 税関と か 大丈夫 なんです 
か？」 

清には よく 分からな いが、 いくらなん 
でも ロング ソ^  — ド や ウォ^ — アッ クスを 税 
関の 係員が 見逃す とは 思えない。 

が、 店員は 目の前の 刀から 清の 顔面に 
視線を 移して、 じつに 得意げ な 笑みを 浮 
かべ、 

「農具つ て 言つ とけば わりと ラク。 だか 
ら そこの ダガ ー は 『スコップ』 だし、 あつ 


ちの ハルべ 一 は 『草刈り 鎌』。 まあ どこ 
の 税関を 通す かに もよ るけ ど」 
きらびやかな 宝玉が 埋め込まれた 短刀 
と、 長柄の 先に 凶悪な 刃を ぎら つかせて 
いる 鎌を、 店員は 顎で しやくって みせる。 
そして 訊いても いないのに、 この 店の 来 
歴を 長々 とまく したて 始めた。 お 役所の 
認可を 取る のが どれほど 困難だった か。 
いかに この 店が こだわりの 逸品 ばかりを 
扱って いるか。 空港の 税関 員を いかにし 
て 出し抜く か、 もとい 説得す るか。 一方 
通行の うんちくが ひたすらに 垂れ流され 
る 0 

「 —— で、 探し 物は？」 

「 . あ、 え？」 

話を 右から 左へ と 聞き流し ていた 脳み 
そに、 唐突に 質問を 放り込まれて 清は 我 
に 返った。 どうも ファン タジ ー の 世界の 
武器 防具に 囲まれて あれこれと 話を 聞い 
ている と、 地面が ゆるい 泥の ように 溶け 
てく る 気がする。 

「探し 物は 何 かって 訊いて るの。 まあ ヒ 


86 


% ノト i 


ヤヵシ でも ぜんぜん 構わない けど さ」 
眼鏡の 奥の 瞳に 顔を 視き 込まれて、 清 
はよう やく この 店を 訪れた 理由を 思い起 
こす。 

「あ、 あの、 じつは —— 」 

- オタク 狩りを ぶちのめす ために 武 

器が 欲し いんです なんて、 言う つもり 
か？ 

一瞬 開き かけた 口を 再び 閉じた。 どう 
言えば 真意を 悟られる ことなく 目的を 果 
たせる だろう か。 そんな 清の 逡 巡を 店員 
は 一息 早く 捕まえる と、 

「もしかして、 コスプレ？」 

「え？」 

「違う？  そういう お客さん 多い から」 
ころりと 店員の 口から 落ちた 言葉を、 
清は しげしげと 眺め 回して、 

「あ、 えつと - はい」 

なかば 勢いで 言い切った。 

「じ、 じつは、 『実戦に 耐えうる コス プ 
レ』 つてい うのが テ ー マなん です。 和洋 

折衷の オリジナルで、 使える 武器 防具を 


装備した 戦士っ ていう コンセプトで。 『グ 
ラ デ ィエー タ—』 みたい な。 はは。 そ、 っ 
いう 武器って ないです かね？」 

かなり 強引な 一手だった かもしれ な 
い。 けれど、 コスプレ か 何かと 思い込ん 
でもら うのが 一番 話が 早かった 。実用っ 

ぼい コスプレ マニア。 アキバなら いくら 
だっ ている はず だ。 たぶん。 おそらく。 
店員は 黙して 語らない。 

早口で まくし 立てた 清の 嘘八百を 無 表 
情で 聞きながら、 清の 瞳を 覗き込ん でい 
た。 

—— 気づかれた のか。 

人に 刃を 向ける ための 武器を 求めて い 
る ことに。 自分の 腹の 底の 陰謀に。 急速 
に 喉が 乾き 始めて、 背筋を 嫌な 予感が 這 
い 上がって くる。 けれど 無言は いけない。 
早く 言い訳で もなんでも してう やむ やに 


突然、 店員の 顔が 炸裂 閃光 手榴弾み た 

いに 輝いた。 

「おもしろい！」 


「 . は？」 

アホ 面を 晒した 清の 腕を 店員は むん ず 
とつかむ と、 満面に 笑みを 浮かべて 店の 
奥へ と 引きずっ ていく。 

「任せて。 私、 そぅいぅの 大好き」 

「あ、 いや、 そんな 大した もの じ ゃなく っ 

て、 _ 分で 選べます し - 」 

「いいから。 餅は 餅屋に 任せる もんだ ょ。 
つべこべ 言わずに ついて くる」 

「ほ、 ほら、 この ドラゴン スレィ， と 
か 強力なん じ ゃないです か？」 

「あー ダ メダメ 。そんな デ ヵブ ッ 振り回 
せない って。 黙って こっち 来な ょ」 

未練たら しく 清が 握り締め ていた ドラ 

ゴン スレィ^ - をむ しりと って 放り出す 

と、 店員は さらなる 引力で 清を いざな っ 
た。 

店員の 目を 見た。 

なかば 瞳孔の 開いた 目玉が、 紫色の 光 
を湛 えて 怪しく 光り輝い ていた。 

もしかして、 自分は とんでもない 地雷 
を 踏んで しまった のか もしれ ない。 そん 
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な 後悔が 頭の 端を 一瞵 だけ 掠め、 される 
がま まの 清を 笑いの めしながら 飛び去つ 
ていった。 


じつはね、 この 中に 一本 だけ ある 


んだ」 

唐突に、 ぼ そりと 店員が 言い放つ。 眼 
鏡の レンズと 蛍光灯の 反射で その 表情は 
隠されて いる。 

「な、 何が …… ？」 


「刃が 止めて ない、 ガッチ ガ チの 凶器。 


銃 刀 法 違反 まつし ぐらな のが 
紛れて るの」 


本 だけ 


笑えない。 が、 笑って 誤魔化す しかな 
かった。 

「よままよ . ii . i . | 

—r  11  f  V  y  V  f  kw  /  V  /L9  /  Lw 

レジ カウンタ— の 裏手に 引つ 張り込ま 
れた 。店員が 独り言の ように 漏らした 台 
詞が 「ホン ト なんだ けどな」 という 発音 
に 聞こえた のは、 自分の 気のせいだった 
と 思いたい。 


財布の 中で 貧相な 顔を 潜めて いた 諭吉 
たちは、 ものものし いの 武器 防具に 生ま 
れ 変わって 巨大な 紙袋に 詰め込まれ てい 
た。 清は 両手に ファン タジ ー な 重さを 感 
じながら、 「職 質に 気をつけ てね 一」 と 
店員の 声を 背中に 店を 出る。 

「は あ …… 」 


詰めていた 息を よぅやく 吐き出した。 
まじま じと、 袋の 中の 鈍色の 金厲 光沢 
を 眺め やつた。 

日常生活では ありえない 銀の 輝き。 
そつと 表面に 指を 這わせる と、 冷たく 重 
い 感触が 跳ね返って くる。 


や るんだ ろ 


唐突に、 紙袋に プリント された スカル. 
アンド •クロス ボ ー ンズが 虚ろな 眼窩 か 
ら問 いかけて きた。 隙間の 開いた 歯を 鳴 
らし、 清の 首筋に 冷たい 息を 吹き かける。 


. 晦 しくない のか？ 


時間 後。 


不意に、 あの 時に 味わった 血と 吐し や 
物の カクテルの 臭いが 口内に 蘇つ てく 
る。 鉄く さい， 具 気が * 腔を ちりちりと 焼 


いていく。 踏み 砕かれた フィギュアの 残 
骸 と、 自らの ゲ ロで 黄ばんだ 同人 誌と、 
ひび 割れた メイ ド 喫茶の コー スター。 


不安た とで も 


そうじ やない。 いや、 けど、 そうだ 
ああ、 でも、 いや、 やっぱり、 


—— 顔を 上げて みな。 

対面を 見上げた。 簡素な 縦書き 看板が、 
扉の 横に 貼り付けられ ている。 


.援軍 だよ。 


『催涙 スプ レー から 防弾 チョ ッキまで！ 
セルフ ディ フェンス ショップ 専守防 M 

動く はず もない 海賊 髑髏が にたりと 
笑った 気がする。 青白い 腕が 音 もな く 伸 
びてきて、 清の 背中を でたらめに 突き 飛 
ばした。 

たぶん、 このと き 脳の どこかが カ チリ 
とは まつた。 

そぅ、 清の 口の端に も、 吊り あがる よ 
ぅな 笑みが 浮かんで いた。 

毒を 喰らわ ば それまで、 いや 皿まで だ。 
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じつと 息を 詰め 身を 隠して いると、 益 
体 もない 思考 ばかりが 次々 と 浮かんで は 
霧散して いつた。 

十字路で 立ち止ま ると、 惡 魔に 出逢ぅ 
と言われ ている。 

日が 沈み 逄 魔が 時を 経て 漆黒の 闇に 包 
まれる ころ、 絶望の 淵に いる 人間 だけに 
悪魔は その 姿を 現す。 そして 一言 だけ 問 
いかける の だ。 

—— 寿命と 引き換えに、 欲しい ものを 
くれてやろぅ か？ 

「おい、 ちょつ と …… やめろ ょ …… 」 

ポリバケツと 空き ダンボ^ ~ ル。 巨大な 
ビルに 押しつ ぶされ るよう に 肩をすくめ 
た 袋小路には、 表通りの 明るい 光は 届か 
ない。 やせっぽちの 男が、 ド レッドに 連 


れ 込まれて きた。 下品な 笑い声が 出迎え 
る 0 

「あ、 あの …… 俺は、 その …… 」 

最初は いくぶん 強気の 風情を 見せて い 
たもの の、 男は 薄 闇の 中で 待ち受け てい 
た 坊主頭と 鼻 ピアスと 目が 合って、 ょう 
やく 自然界の 食物連鎖を 理解した。 たち 
まち 被 捕食 者へ と 成り下がった 男の 命乞 
いを、 下卑た 笑いが 塗りつぶして ゆく。 

「やめ、 やめて、 ください …… 」 

あの 日を 複写した かの ょうな、 同じ 手 
口  0 

清は ゆっ くりとい がら っぽい 呼気を 吐 
き 下した。 体育 座りに 折った 体の 中で 血 
流が ゆつ くりと 加速して、 アドレナリン 
を 指先にまで いきわたらせる のが 体感 
できる。 おもわず 大きく 息を 吐きそう に 
なつて、 慌てて 口を ふさいだ。 

外では、 三人組が 触れたら 切れる よう 
な 笑いを 浮かべ、 哀れな 生贄 羊を 取り 
囲んで いる。 暴行と 搾取は 分かち難い 

セツ トメ ニュー になつ ていて、 サデ イス 


テイ ックな 快感を 隠そぅと もせず、 三人 
組は 男を 言葉で ねちねち といたぶ ってい 
た。 オタク。 弱い。 キ モイ。 害虫 駆除。 
ゥサイ。 死ねば いいのに。 

「オタク なんかに なった のが 悪 いんだ 

ょ」 

結論を 一言で 纏め 上げる と、 ついに ド 
レッドが 拳を 振り かぶる。 すっかり 自尊 
心と 対抗 心を 折り 取られた 哀れな 男は、 
「ひぃ」 とぅめいて 身を 丸めた。 

—— いまだ。 

ぶる りと 大きく 身が 震えた。 ぐっと 口 
の 端を 結んで、 きつく きつく 拳を 握り 締 
める。 

口の 中で 小さく 唱えた。 

いち、 にい、 さん - 

…… ょん。 

き ゆっ、 と 胃の あたりに 鈍痛が 刺し こ 
んで くる。 土壇場で、 恐怖、 いや 躊躇に 
足を 縫い とめられた。 ここが 最後の 停止 
線な の だ。 その 事実が 残り 五 センチのと 
ころで 清の 足首を 握り締め ていた。 外 か 
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らは 拳が 肉を 打つ 鈍い音が 断続的に 聞 こ 
えてく る。 すぐにで も 行かなければ。 そ 
んな 焦りが 頭を 掠めた とたん、 突然に パ 
ニックが 湧き出し てきて 首筋に 絡みつ い 


た。 


- おまえら 口 ばつ かで さ、 なんで そ 


ん なに ョヮっ ちいの？」 

プラスチックを 一枚 隔てた 外界から、 
あの 日と 同じ 罵詈雑言が 染み出し てく 
る。 自分が 出て 行かない 限り、 現在 進行 
形で 殴られて いる 男、 いや あの 日の 自分 
は 救われない。 いつのまにか 全身が べっ 
たりと した 汗に まみれて いた。 砕ける ほ 
どに 食いし ばった 歯の 隙間から、 必死の 
思いで 再び カウントダウンの 声を 搾り 出 
した。 


「いち、 にい 


虐げられた 民族と しての 怒りが、 自ら 
の 無力を 嘆く 後悔が、 蜂の巣に された 人 
としての 誇りが —— 


まぶたの 裏で スカ 


ル •アンド •クロス ボー ンズの 形を 成し 
た。 


闇の 中で、 ぎょろ りと 海賊 髑髏が 目を 
剝 いた。 

その 白い 骨の 表面に、 肉片が へばりつ 
き やがて 筋肉を 成し、 覆い かぶ さるよう 
に 外皮が 張って、 あの 日 砕かれた 人形の 
顔を 形作る。 

革命 闘士 オルグたん。 


拿 命 だ！』 


その 叫びが 内耳を 震わせ、 残った 理性 
を ー マイクロ リツ トル すら 残さず 蒸発 さ 
せた。 

ポリバケツの 蓋を 蹴立てて 這い 出し、 
清は 闘いの 場に 躍り 出る。 


.參 上！」 


「オタク 狩り 狗 


沸騰して 加速した 意識は、 予定に もな 
一言を 清に 叫ばせて いた。 


口の端に 血の 染みを へばりつかせた 男 
と、 それを 取り囲む 三人組。 都合 四 本の 
視線が、 清の 顔面に 張り付いて 止まった。 
背後に 吹っ飛んだ プラスチックの 蓋が、 
地面に 着地して カラカラと 音を立てる。 


突如と して 生ゴ ミの ポリバケツの 中 か 
ら 現れた 闖入者に、 略取す る 側 もされ 
る 側 も、 完全に 行動と 思考を 止めて いた。 


「お、 オタク 狩り 狩り. 


参上！」 


いたた まれない 沈黙を 埋める ためだけ 
に、 清は 再び 叫んで みる。 


は？」 


三人組は、 いまだ 状況が 理解で きず 啞 
然とした 顔を 晒して いた。 

それでも 清は 雄々 しく 大地を 踏みし 
め、 目の前の 三人組を 睨みつ ける。 ずつ 
と バケツの 隙間から 見て いた。 忘れ 得な 
い 記憶と して 心臓に 鋼の ピンで 縫いと め 
られた 三つの 顔が、 ガン 首 揃えて 並んで 
いるの だ。 


「は、 はすへ て 


三人組の 作った 輪の 中心から、 か 細い 
声が あがった。 

状況を 一番 敏感に 察知して いたのは、 
今の 今まで 殴りつ けられて いた 男 だっ 
た。 幾 本 かの 歯が 折れて 空席の 目立つ 口 
腔を さらし、 必死の 態で 清に 助けを 求め 
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てく る。 

「おい、 なんの 用 だ」 

目の前で あえぎながら 救いを 求める 男 
を 認めて、 ようやく 三人組 も 清を 『一一 入 
者』 でな く 『障害物』 だと 理解した。 敵 
意に 濡れた 三 白眼で、 清の 喉 もとに 刺す 
ような 視線を 送って くる。 

見つめる という ことは 確認 作業 だ。 自 
分と 相手、 どちらが より 生物と して 戦力 
として 優れてい るかを 知る ための、 最も 
原始的な 測定 方法。 

とたん、 坊主頭の 表情が、 安堵と 優越 
に 縁 どられ た 笑いに 染まった。 

「お前、 この 前の だろ？」 

坊主頭は 歯ぐ きを 剝き 出して、 『俺は 
お前より 強い』 スマィルを ふりまいた。 
それは 瞬く間に 空気感染を 起こして、 ド 
レッドと 鼻 ピアスの 顔に も 冷笑が 浮かび 
上がる。 

「なんだ よ、 まだ アキバ うろつい てん 
の？」 

三人組に して みれば、 一度 完膚 なき ま 


でに 叩きのめした 相手が 再び 眼前に 立ち 
はだかった ところで、 恐れ おののく には 
値しない。 それは そうだ。 モン スタ ー を 
倒して ゴー ルドと 経験 値 狩りの 真っ最中 
に スラィムが 加勢に 現れた ところで、 慌 
て ふためいて 逃げ出す 勇者 様 ご 一行 なぞ 
どこに だって 存在し ない。 

「それで 戦う のか？ な あ？」 

坊主頭は 小馬鹿に した 笑いを ひらめか 
せる。 清の 背中の リュック サックから、 
二十 センチ ほど PC ゲ^  — ムの ポスタ^ — が 
突き出し ていた。 

自らに 向けられた 嘲笑には 構わず、 清 
は 坊主頭との 距離を 目測す る。 

彼我の 距離は 三メー トル。 

—— 射程 だ。  . 

「戦うょ」 

決意を 口から 言葉と して 吐き出した 瞵 
間、 血が 一瞬で 煮え立った。 

リュックの 口から 飛び出た ポスタ— の 
先を つかみ取る。 

一歩、 坊主頭が 無防備に 間合いを 詰め 


た 0 

—— 来た。 

突如と して、 捨て置いた はずの 実用 書 
の 一節が 脳裏に 蘇って くる。 

『最初の 一撃を ためらつ てはいけ ませ 
ん 。戦闘 行為を 決定したならば、 全力 
で 先制攻撃を 与えない とな おさら 危険な 
状況に なつて しまいます』 

一気に ポスタ 1 を 引き抜いた。 

ポスタ 1 は 途中で 樫の 棒に 変わり、 金 
具、 鎖に 続いて、 栗の ィガ のよぅ な 鉄 球 
がぞ ろり と 這い 出して くる。 持ち 手に 巻 
きつけた ポスタ^ ~ はむ ろん カム フラ ー 
ジユ だ。 五十 センチ ほどの 樫の 棒には、 
先端に 金具と 鎖が 取り付けられ ている。 
そして 鎖の 先には 痛々 しい 棘の 密生した 
ソフト ボ ー ル ほどの 金属 球が くくりつけ 
られ ていた。 

モ- — ニン グスタ^  — 。 

十字軍の 時代、 『軽装』 と 『破壊力』 
といぅ 相反す る テ ー マを 達成す るた めに 
造られた 騎士の 武器。 総 重量は  一 * ーキ 
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口 ほど にもかかわらず、 遠心力を 利用し  「お、 お、 お前ら なんか - 」 


て 鉄 球を 加速させる ことで、 重 装の 鎧 ご 
と 敵を 打ち砕く。 

清の 口から、 裏返った 叫び声が 響き渡 
る 0 

「 - そ ぉい”：」 

坊主頭には、 笑顔を 恐怖に ひきつらせ 
る 時間 すらな かった。 

ごん、 と 低音が 響いた。 

鉄 球に 横殴りに 吹き飛ばされ、 球体 同 
土の 完全 弾性 衝突の 見本み たいな 格好で 
坊主頭が すっ 飛んで いった。 ごろごろと 
アスファルトを 転がって、 白目を 見せて 
あっさり 沈黙す る。 

ぶん、 と チタン 製の 『鉄 球』 を 一 振り 
して、 清は 残った 二人を 正面から 見据え 
た。 

「ひ、 ひぃ …… 」 

ド レッドと 鼻 ピアスが、 B 級 ホラ^  — の 
犠牲者み たいな 悲鳴を あげる。 

目前の 空気を 火の 吐息に 変えて、 清は 
大きく 踏み込んだ。 


むち ゃくち ゃに 武器を 振りかざした。 
坊主頭を 吹き飛ばした 感触が まだ 手に 
残って いて、 その 余韻に 背筋が うち 震え 
た。 作戦 もクソ もなかっ た。 

「馬鹿にし やが って！ 馬鹿にし やが っ 
て—.」 

思考の 一部が 焼けた 鉄の ように 赤く 燃 
えさ かり、 清の 腕を 駆り立てる。 脳の 残 
りの 部分は、 なぜ だか 小学生の 時代に 
すっ 飛んで いた。 歪んで 並べられた 机 
と、 掲示板に 貼り付けられた 『今月の も 
くひよう』 と、 給食の アルマ ィトの 食器。 
ヒエ ラル キーの てっぺんで 馬鹿笑いを 繰 
り 返して いた 上位 者と、 いつも 教室の 片 
隅で ひっ そりと 集まっ ていた 同胞たち。 

鉄 球が スズメ バチ のように 唸りを あげ 
ながら 敵対 者に 喰らいつ いていく。 
「学芸会で 沙悟浄 の 役だった からって、 

『ハ ー ゲン ダ ッッ』 なんて あだ 名つ けん 
なよ！ ハゲ てね えよ！ 歯茎が 長い か 
ら 『グ ツキ ー』 は 直球 過ぎ だろ！ アゴ 


がちょ つと 出て る だけで 『ム ーン サルト』 
とか 呼ぶな ょ！」 

過去の 恥ずかしい あだ 名を 連呼し なが 
ら 凶器を 振りかざす 男に 対抗す る 術を、 
ド レッド も 鼻 ピアス も 持ち合わせ ていな 
かった。 理解 不能の 恐怖に 顔を 歪めて、 
安全 距離を 保つ ことを 最 優先には るか 遠 
くまで 必死の 態で 逃げす がる。 

「このつ …… I •このつ …… ！」 

何度も 何度も 武器を 振りかざす が、 『防 
御』 ではなく 『避難』 に 回った 二人には、 
容易に 攻撃は 当たらない。 焦れた 清は 汗 
で 滑る 持ち 手を 幾度 も 握り 直し、 鉄 球で 
敵を 威嚇す る。 二人は 決して 清の 間合い 
に 入ろぅと はせ ず、 煮え切らない 時間 だ 
けが 過ぎて いく。 

そして、 唐突に 燃料が 切れた。 

「ゼェ - ゼエ - ゼエ - 」 

過度の 緊張 状態での 運動は、 清の か 細 
い 体力を 喰らい 尽くして いた。 普段ろ く 
に 使われる こ ともなく 鲭び ついた 呼吸器 
が、 貪欲に 酸素を 求めて 壊れた ポンプの 


ょうに 稼動す る。 たった  一 •ニキ ロの 武 
器が 異常に 重たくな った 気がする。 当初 
はきれ いな 正 円を 描いて いた 鉄 球の 軌跡 
も、 ぐね ぐね とした 不恰好な 楕円形に 成 
り 下がって いた。 

と、 突然、 両 わきの 下から 腕が 伸びて 
きた。 

「おらつ、 てめ えつ！」 

かすむ 視界で 振り返った。 体力 切れの 
隙を つき、 鼻 ピアスが 背後に 忍び寄って 
いた。 わきの 下から 腕を 差し込み、 清の 
頭の 後ろで がっちりと 両手を 握り 合わせ 
て 拘束す る。 

「く . くそっ ！  離せっ ！ 」 

清は どうにかして 戒めを 解こうと 細い 
腕を 振る が、 ぎち ぎち と僧帽 筋を 締め 上 
げる 万力の ょうな 力は 少しも 緩まない。 
それ どころ かますます 強力に たがね あげ 
られ 、視界には ゆっくりと 霞が かかって 
くる。 

目の前には、 ド レッドが 立って いた。 

その 姿を 見つめて いる ことし かで きな 


かった。 気の利いた 啖呵 も 吐かず、 ド レッ 
ドは 拳を 強く 固く 握り締め ている。 ごて 
ごてと した アクセサリー に 彩られた 凶器 
の 拳。 

振り かぶった。 

拳が 走る。 

「 - 」 

続く 痛みと 恐怖に、 清は おもわず 目を 

つぶる。 

腹筋に 衝擊 がきた。 

「 . え？」 

ゆつ くりと、 因 を 開ける 0 
意外な ことに、 思った ほどの 衝撃は 
襲っ てこな かった。 むろん 痛い ことは 痛 
いが、 耐えようと 思えば 耐えられる 程度。 
以前の パンチよりも よほど 弱々 しかった 
気がする。 

「ぐう …… うっ …… 」 

ド レツ ドが、 自らの 挙を W さえて うず 
くまつ ていた。 清の 腹に つい さつきまで 
埋め込ん でいた 右の 拳を ぶるぶると 震わ 
せて いる。 人差し指と 中指の 付け根の 皮 


が 裂けて、 血が 滴り落ち ていた。 

—— 鋼鉄 商店の 棚。 商品に 付けられた 
宣伝 用 pop の 文 言が 頭に 浮かぶ。 

『着て いてよ かった チェィン メィル』 

まさか、 これほどまでに 効果が あると 
は 思わなかった。 

トレ ー ナーの 下に、 清は 鎖で 編み こま 
れた 鎧を 潜ませて いた。 ステンレスで 編 
まれた 網の ような 表面に、 びっ しりと 四 
面体の 錤が 留められ ている 品 だ。 気休め 
程度に 思って いたの だが、 鋼鉄 商店 特製 
の 「返し」 が 見事な ヵゥンター 能力を 発 
揮したら しい。 

思いがけない 仲間の 反応に 驚いた の 
か、 清の 動きを 締め付け ていた 鼻 ピアス 

の 力が 緩んだ。 

「 - ぐっ ！ 」 

さなぎを 脱ぎ 去る 昆虫の ように 清は 身 
をく ねらせ、 ようやく 戒めからの 脱出に 
成功した。 足音を 蹴立てて 走り、 体勢を 
整える ため 間合いを 作る。 

コンク リ ー トの 壁を 背負っ て、 清は 二 
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入と 再び 相 見える。 

ド レッドは 血に 濡れた 右手を 左の 手の 
ひらで かばい、 鼻 ピアスは 犬歯を 剝 いて 
清の 顔面を 睨みつ けて いた。 

そこでょ うやく、 先 ほどの やりとりで 
モ ー ニン グ スタ 1 を 取り落とした ことに 
気がついた。 

慌てて ズボンの ポケットから ボー ルべ 
ンを 引き抜き、 へっ ぴり 腰で 鼻 ピアスに 
突きつ ける。 

「は、 それで 戦う かょ」 

清が 取り出した 武器と も 呼べない ちっ 
ぼけな 道具に、 鼻 ピアスの 顔に 嘲笑を 
浮かぶ。 唸りを あげて 飛び交う 鉄 球と、 
十五 センチ ほどの ボ ー ルペン。 ナィ アガ 
ラの 滝 も かく やという ほどの 落差に、 二 
人 組の 表情には 失われた はずの ふてぶて 
しい 余裕が 蘇って ゆく。 

「ふ 丨っ 、ふ 丨っ」 

それでも 清は、 口と 鼻から 荒く 熱い 息 
を 吐きながら ペンで 二人組を 威嚇し 続け 
る。 つい さつきから、 首筋を 青白い 恐怖 


がつつ きま わして いる。 強力な 武器を 取 
り 落とした ことは、 勇気、 いや 意識の 暴 
走を 取り落とした ことと 同義 だっ た。 熱 
い 暴走の 渦が 収まる と、 狙いす ました か 
のょぅに 絶対零度の 恐怖が 流れ込ん でき 
た。 

—— タィミングを 誤っ たら、 後がない 
の だ。 

「お前 さあ、 これ、 どぅして くれん のょ」 

鼻 ピアスが 間合いを 詰めて くる。 

清は ボー ルペンを 握り締め、 放ってお 
くと ガチガ チと 鳴り 始める 奥歯を 必死で 
食いし ばつた。 

五メ ー トル …… 四 …… 三 …… 二 …… 一 


「おい、 なんとか 言え —— 」 

ブ ンッ！ 

鼻 ピアスの 体が 大きく 跳ねて、 黒目が 
一瞬で 裏返った。 

ボー ルペン 型の スタンガンから 放たれ 
た 十万 ボルトの 電流が、 鼻 ピアスの 体を 
通って 地面へ と 拡散して いつた。 それは 


鼻 ピアスの 意識を 一瞬で 押し流し、 運動 
神経を 麻痺 させて いた。 鼻 ピアスは 繰り 
手を 失った マリオネット のょうに 体を 地 
面に 投げ出して、 脱力して しまう。 

「おい、 マサル、 お いっ！ 」 

一人 残された ド レッドは 目の前で 倒れ 
伏した 仲間の 名を 呼ぶ が、 鼻 ピアスは ぴ 
くりと も 反応し ない。 

「 . くそつ！」 

ド レッドの 決断は 早かった。 

数の 優位と 戦力 的 優位。 二つを 失った 
ことに 対する 状況判断は おもいのほか 的 
確で、 ド レッ ドは じりじりと 後ず さつて 
清の 攻撃 範囲を 離れる と、 すぐさま 背中 
を 見せて 駆け出した。 路上に 転がった 仲 
間には 目 も くれず、 脱兎の 勢いで 逃げて 
ゆく。 

清は モー ニン グ スタ— を 拾い上げょう 
かと 一瞬 だけ 悩み、 そして 物理 攻撃では 
届かない と 結論 づけ、 腰の ホル スタ 1 に 
手を やつた。 

「待 - てつ ！ .一 
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両手で 銃 把を 握り締め、 捧げ 持つ よう 
にして 拳銃の 照準を つける。 最大 飛 距離 
八メー トル。 催涙ガス ガンを 構える と、 
引き金を 絞った。 ぼん、 と シヤン パンの 
コルクが 弾け 飛んだ ような 破裂音が し 
て、 真っ白い 噴煙が ド レッドめ がけて 駆 
けて ぃく。 

「うおっ！」 

ガスの 催涙 成分に よって ダメ ー ジを受 
けたと いうよりも、 背後から 吹き付けら 
れた 高圧 ガスに 驚いた 格好で、 ド レッド 
は 無様に 地面に 転がった。 鼻腔に 染みる 
ガスに 咳き込みながら、 視界を さえぎる 
自らの 髪の毛を 掻き分け、 必死で 背後を 
振り返る と —— 目の前には、 モ ー ニン グ 
スタ 1 を 構えた 清が いた。 

打撃 音。 

あれ だけの 騒ぎが あった のに、 誰 一 人 
として 路地を 視き にくる 者は いなかつた。 

オタク 狩りに 襲われて いた 男は、 今の 
今まで 逃げ もせずに 現場に 留まって い 


た。 ダン ゴ虫 のように 背を 丸め 両手を 胸 
の 前で 組み合わせ、 ぶつぶつと 何 かを つ 
ぶ やき 続けて いる。 そっと 近づいて その 
声に 耳を そば だてる と、 どうやら 神様と 
仏様と お父さんと お母さんと おば あち や 
んと 死んだ 猫の ロドリゲスと やらに 救い 
の 祈りを 捧げて いたらし い。 

「ねえ、 もう 大丈夫で すよ」 

「 - うわ あっ！」 

男は がくりと 清を 振り返り、 微妙に 焦 
点の ずれた 瞳で 見つめて くる。 

「三人組は 僕が 倒しました。 もう 安全で 
す」 

「え？  あの、 ええ？」 

どうも 大切な ネジが 緩み かかって いる 
らしい。 清は 噛んで 含める ようにして 状 
況を 説明す るが、 男は 呆けた 顔を哂 す ば 
かりで 要領を 得ない。 敗戦を 信じずに 南 
海の 孤島で 数十 年間を 過ごし 続けた 日本 
兵の 説得は、 こんな 感じだった のか もし 
れ ない。 

やがて、 唐突に 男の 顔に 表情が 生まれ 


たかと 思つ たら、 

「あなたは …… 英雄 だ！」 
r …… は？」 

「すばらしい^ 途方 もな くす ばらし 
い！ 守護天使 だ！ 最高です か !? :」 

「は あ？」 

「最高です っ =:」 

キョ トン 顔で 動きを 止める 清には 構わ 
ず、 目の前の 男は 清 礼賛の 台詞を 壊れた 
コピ ー 機の よぅに 繰り返す。 虐げられて 
きた 自分たち を 救って くれた 貴方は すで 
に 高位の 存在と なって いる。 今 も 不当に 
弾圧され る 同胞の 声が 聞こえな いか。 さ 
あ 今す ぐ 発って 欲しい。 泥を 食んで いる 
仲間たち に 一刻も早く 手を 差し伸べ なけ 
れ ばなら ない の だ。 

どぅやら 男は 一時的に ピントが ずれて 
いるの か、 もしくは 恒常的に ピントがず 
れ ている らしい。 

甲高い 歓喜の 声を 全身に 受けながら、 
清は きびす を 返した。 

男の 言は 別にしても、 少し だけ、 思、 っ。 
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自らの 鬱屈を 晴らす ための 行為が、 私闘 
であった はずの 戦いが、 もしも ほんの 僅 
かで も、 世の ため 人の ためになる のなら。 
悪くない かな、 と 思った。 

* 

「 —— だから 僕は、 いや 俺は さ、 そんな 
大 それた ことを しようつ ていうん じ やな 
いんだ」 

「じゃあ、 いったい 何が したいん だよ」 

コ ーヒー カップから 立ち 昇る 細かい 湯 
気の 向こうで、 田 中は ぐちぐ ちと 「わか 
ら ない」 「何が したいん だよ」 と 繰り返 
す。 それ どころ か 「いい加減 帰りたい」 
と 大書され たうん ざり 顔を 向けて くる 始 
末だった。 田 中が 誇る ダン ゴ 虫に 毛が 生 
えた 程度の ハィ パ ー 脳には、 婉曲 表現と 
い、 つのは 一切 通用 しないら しい。 

「仲間を 助け るんだ」 

「だから、 何を どうした いんだ？」 
やっぱり 田 中を 選んだ のは 間違いだ つ 


たの だ。 もういい。 案山子 相手に 発声 練 
習を している と 思えば いい。 目の前に あ 
るのは 王様の ロバ 耳の 秘密を 叫ぶ ために 
ほじく り 返された、 ただの 穴な の だ。 そ 
う 思う ことにした。 

「オタク 狩りは、 やつぱり 良くない こと 
だと 思 うんだ」 

「なんだ よ、 まだ 根に持つて たの かよ」 

「根に持つ てた つてい うわけ じ ゃない。 
けど、 俺、 分かつ たんだよ」 

「何が？」 

「誰かが やらなければ いけない ことつ 
て、 あるんだ」 

そうだそう なの だ。 『趣 都』 としての 
華やかな 表情の 裏側で、 いまだ 虐げられ 
る 人々 がいる の だ。 侮蔑と 揶揄と 汚辱の 
中で、 かつての 自分の ように 溺れて いる 
人々 がいる。 

「俺は、 戦うよ」 

自らが 泥を かぶる ことで ほんの 少しで 
も 人を 助けられる のなら、 決して 惡 いこ 
とでは ない と 思う。 そして、 そんな 戦士 


を 支える ためには、 ただの 一人 だけ 理解 
者が いればい い。 そうすれば、 きっと 清 
の 行為には 意味と 目的が 与えられる。 
「お待たせ しました、 ご主人 さま あ」 
真打ち 登場。 

銀の トレィを 両手に 抱え、 ツー サィド 
アップに くくった 髪の毛を 揺らして あり 
やが 現れた。 コス •エンジェル ☆の 制服 
には いくつかの パ タ— ンが あって、 今日の 
あり やは 足首まで 伸びた ロングの スヵ ー 
卜に 編み上げの ブ ー ツが 目に まぶしい。 
「天使の 特製 チ ー ズ オムレツです、 ご 主 
人 さま あ」 

手 馴れた 様子で 食器を 並べて いく あり 
やの 横顔を、 清は 無言で 眺め やって いた。 
やがてぐ っと 唇の 端を 結び、 大きく 目の 
前の 空気を 吸い 下し、 

「ねえ、 あり やち ゃん、 強い 男って、 ど 

う 田し う？」 

「はぃ？」 

突然 放り 投げられた 質問に、 あり やは 
怪訝そう に 首を 傾ける。 つられて 両側 頭 
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部に 細めの リボンで くくられた 髪が ざ あ 
と 流れた。 

「うん。 困っ ている 人たち を 守る、 強い 
男の人って どうかな」 

「強い 人、 です か？」 

「うん」 

あり やは 形の よい 指を あごに 添えて、 
しばし 視線を 宙に さまよわせた 。真っ黒 
で 長い 睫毛が 何度か まばたきに 揺れて、 
唇が 「ん^ ~ 」 と 小さく 声を 漏らす。 やが 
て 清は 耐え きれず、 

「好きだよ ね？ そうだよ ね？」 

前 のめりに 身を 乗り出して、 あり やの 
理解を さもしく 乞うた。 一瞬、 あり やは 
顔を 困った ように 傾けた が、 それでも 「え 

え」 とつぶ やいて、 

「えっと、 守る ってい うのは、 壊す こと 
よりも 大変な こと だと 思います。 で、 守 
りたい つて 思つ てる だけの 人は たくさん 
いるけ ど、 実際に 行動に 移せる 人は、 す 
ごいと 思います」 

はにかみながら、 あり やは そう 言った。 


胸の 奥に、 暖かな 熱の 点が 灯る。 

「あの、 ケチャップ、 何を 描き ましょ、 つ 
か？」 

あり やは 机には ベり、 ケチャップの 瓶 
を 手に して 問ぅて くる。 くすぐる よぅな 
視線を 放つ とび 色の 瞳を 見つめて、 清は 
告げる。 

「ハー トマ ー ク がいいな。 真つ 赤な、 とつ 
て も 赤い ハ ー ト がいい」 
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コッ をつ かんで しまえば、 なんとい、 っ 
ことは ない。 

たとえば それは 自転車の 運転だった 
り、 クロ ー ルの 泳ぎ 方だった り、 バソコ 
ンの ブラインド タツ チだった りする 。お 
もい の ほか 世の中に はいくら も 転がって 
いるの だ。 


「す、 すみません、 でし、 た …… 」 

「なに それ、 聞こえない」 

じ やらり と、 モー ニン グ スタ 1 の 鎖を 
鳴らす。 途端に 目の前の 男 二人の 顔が、 
女々 しい 泣き笑いの 表情に 歪んだ。 当初 
の 威勢は 大気 中の 塵ょりも 粉々 に 砕け 
散って いて、 二人 揃って 清に 頭を 垂れて 
いる。 ッンデ レ かお 前ら。 

「す、 す、 す、 すいませんでした、 ごめ 
ん なさい、 許して ください、 お願いです、 
お願いです、 お願いです …… 」 

汚れた アスファルトに 手と 膝を つき、 
男たち は 絶対 服従の 意思を 全身で 表明す 
る。 乾き きった 口の 間から 漏れて くる 慘 
めで みっともない 哀願 台詞を —— 清は 右 
から 左へ 聞き流した。 

「ねえ、 君は 今まで 狩った 人たち の 命乞 
いを、 聞いた ことがある の？」 

| え - こふっ- — 」 

二人 並んだ 左側の 男が 吹っ飛んで、 打 
ち っぱなしの 表面を 晒した コンク リの壁 
に 叩きつ けられた。 


的 


「許す わけない って こと だよ」 

残った 男は ガク ガクと 膝を 震わせて、 
恐怖と 絶望が ブレンド された 情けない 瞳 
を 向けて くる。 男の 視線が あごの あたり 
に 張り付い ていて、 べたべた とした 粘着 
質の 感触が 気持ち 悪い。 まるで 清の 正義 
を 非難す るかの よぅな 怯え 方に、 不愉快 
な 棘が 首筋に 反り返る。 

「必死で 後悔して よ。 君ら は それだけの 
ことを したんだ から」 

ひとまず 目の前の 男は 無視して、 地面 
に 転がって 咳き込んで いる 男に 最後の 一 
撃を 加える ことにした。 とどめは 正確に 
確実に、 一匹ず つやっつ けて いかな けれ 
ばなら ない。 これまでの オタク 狩り 狩り 
から 分かって いるの だ。 奴ら はいくら 退 
治した って 湧いて 出て くるし、 話しても 
分からない 人種の 典型 だし、 恐竜が 死に 
絶える よぅな 環境で も 生き残れる ほどの 
しぶと さを 誇つ ている。 

「やめろ つ ！ やめて くれつ ！ 」 

半 泣きで 清を 見つめて いた 男が、 仲間 


に 駆け寄り 体を 清の 前に 投げ出した。 つ 
いさつき まで 弱者から 暴力で 搾取を して 
いたくせ に、 いつたん 自分たち に 矛先 
が 向く と 妙な _己 犠牲の 精神を 発揮す る 
尻の 軽 さ。 清は 舌打ちを すると、 背中 
の ヵバンから 改造 スタンガンを 引き抜い 
た。 以前の ペン 型の なんか 目 じ ゃない。 
二百 万 ボルトまで 出せる ゲテ モノ だ。 

「やめて、 くれ …… おい …… 」 

ばつん、 と 青白い 火花が 弾けて、 二人 
まとめて 白目が 裏返る。 

スタンガンの 先から 一筋 だけ 立ち 昇る 
白煙を 眺めながら、 清は 軽く 息をつく。 

モ ー ニン グ スタ 1 を リュックに 差し こ 
み、 安全装置を かけて スタンガン もし ま 
こんだ。 清に 救われた オタク 狩り 被害者 
は、 とぅの 昔に 感謝の 言葉 もな く 逃げて 
しまつた らしい。 自分に 繫 がる 痕跡を 現 
場に 残して いない か 手早く 確認して、 清 
は そ 知らぬ顔で 路地を 抜け 中央 通りの 雑 
踏に 紛れて いった。 

最初の オタク 狩り 狩りから、 三 週間、 


いや もっと 経っ ただろう か。 

路地 裏に 潜み 息を 詰めて 気配を 殺し 敵 
を 捜し求め、 一人、 また 一人と 「オタク 
狩り」 を 「狩って」 いた。 始めの ころに 
つきまと っていた 不安と 恐怖は、 なぎ 
払った 敵の 数に 比例して 薄れ 始め、 次第 
に 自らの 絶対的な 力に、 敵を 屠り 去る 歓 
喜に、 打ち 震える ようにな った。 

装備を 増強した あたりから、 オタク 狩 
りたち は 清に 太刀打ち すらで き なくなっ 
た。 ゲーム を 無敵 モ ー ドに 改造した 気分 
だ。 上上 下下 左右 左右 BA。 こっち だけ 
隠し コマンド 打ち込んで ズ ルして 楽々 ク 
リア だ。 

まるきり ゲーム みたいだ と 思う。 

こんな ことを 言う と、 足 先 あたりが す 
でに 化石に なり 始めて いるよう なおっ さ 
ん たちは、 現実と ゲーム を 混同す るな と 
知っ たかぶる だろう。 けど、 じゃあ お前 
は 現実に 人を 殴っ たこと あるの かよ、 と 
思う。 仮想し か 知らない くせに 仮想 現実 
を 糾弾す るから、 わけの 分からな いこと 
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になる の だ。 偉そぅ な ことを 言 いやがつ 
て。 ゲ ー ムと 現実を 取り違え てるん じ ゃ 
ない。 実際に やって みれば いい、 度し難 
いほ どに 現実と ゲ ー ムは 似て いるから。 

『オタク 狩り 狩りが アキバに . 1? :』 

この 前、 そんな 記事が ニ ユース 系の ブ 
ログで 紹介され ている の も 見かけた。 一 
瞬 だけ 背筋が 冷えた が、 よくよく 読んで 
みると 噂の 域を 出て いない 程度の 情報 
だった。 それは そぅだ。 清が 狩って いる 
のは オタク 狩り、 脛に 傷が ある 奴ら ば 
かりだ。 清を 告発す るた めには、 まず 自 
らの 罪を さらけ出さなければ いけない。 
よって 清に 何 かしらの 手が 及ぶ ことは あ 
りえなかった。 

アキバには、 驚く ほど 素早く 夜の帳が 
落ちて くる。 すっかり 冷たく 凍った 空気 
を 吸い こんで、 清は ほんの 少し だけ 体を 
丸めた。 

氺 


モンスタ^  — を 倒す ことが ル^ ~ チン ワ^ — 
ク になり 下がる。 

ゲ ー ムを やる 人間 だつ たら、 たいてい 
が 経験す る こと だ。 回数を 重ねれば 重ね 
る ほど、 戦いに 与えられる 意味が だんだ 
んと 薄れて くるの だ。 特に ク ソゲ ー なん 
かは 一本 丸ごと ル^  — チン ワ^  — ク のために 
作られた としか 思えない ような ものが ザ 
ラ だし、 そうでな くと も 興 # と 興味は 繰 
り 返しの 中で 磨耗して、 初めての 戦闘の 
ときの ような 感動は 跳ね返つ てこな くな 
る 0 

むろん それは オタク 狩り 狩り も 同じ こ 
と。 オタク 狩りの 最中に 割り込まれたら 
こんな 反応を 返して きて、 清が 武器を 出 
したら こんな 言葉を 投げつ けて きて、 そ 
の 対応には たいした バリエー シ ョン もな 
く、 そのうち パ タ 1 ン A とか B とか 分類 
すらで きて しまう ほどだった。 

今日の 獲物、 いや 敵は たったの 一人。 
いかにもな オタク 君を 捕まえて たらたら 
と金 品を せびつ ている ところを、 背後 か 


らモー ニン グ スタ 1 で一繫 した。 チン ピ 
ラは 鉄 球に 肩を 打たれて 膝を つき、 その 
隙に オタク 君は と っと と 逃げ去つ てい 
き、 あとには 清と チン ピラ だけが、 人気 
のない 路上に 残され 今に 至る。 

「た、 助けて …… ！」 

バタ ー ン J。 清の 武装に 恐れ おののい 
て 逃げ出す 場合。 

清は 慌てず 騒がず 無表情で リュック か 
ら スリング シ ョットを 引き抜く と、 Y 字 
の 根元を 押さぇて 照準を つけた。 銀色の 
散弾を 磁石の ついた 受け皿に セットし 
て、 ゴムを 引き絞る。 

「喰らぇ」 

ぼ そりと 口の 中 だけで 告げる。 この 後 
の 展開は、 もはや 「事実」 と 言っても い 
いぐらい 明確な 手触りを 持って 清の 目の 
前に あった。 尻に ス チー ル 弾を 受けて チ 
ン ピラは 倒れ こむ。 あとは とっても 簡単。 
駆け寄って 背中を モー ニン グ スタ 丨で一 
撃 すれば、 今日の 仕事は 果たされる。 

「ぐ あつ！」 
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斗ン トム、 


清の 未来 予測に 忠実に、 チン ピラは 
すっ 転んで アスファルトと ディ ー プ キス 
をして、 ついでに 前歯を 何 本 かへ し 折っ 
た。 

「馬鹿 だな あ」 

口元を 押さえて 転がり まわる 男を せせ 
ら 笑いながら、 清は ゆっ くりと 地面を 踏 
みしめ すり 寄って いく。 すっかり 手に 馴 
染ん だモー ニン グ スタ— を 握り締め、 膝 
立ちで 這いずる チン ピラの 前に 立ちは だ 
かる。 チン ピラは 血 まみれの 口で 命乞い 
を 繰り返す が、 清に とっては へビー ロ ー 
テ ー シ ョンの CM ぐらい ありふれた もの 
だ。 もはや 何の 感情 も 湧いて こない。 モー 
ニン グ スタ ー を 高々 と 振り あげ、 

「 やめて ください っ！」 

鋭く 投げ込まれた 声に、 後頭部を 貫か 
れ た。 

振り向いた。 

思考が 数 瞬 ダウンした。 

打ち っぱなしの コンク リー トを 背負つ 
て、 目に 痛い ほどに 真っ白な エプロン ド 


レスが 揺れて いた。 その 下に 収められた 
ロングの 濃紺 ワン ピース 、非常識な ほど 
に 巨大な カフス。 息せ き 切らせて 走って 
きたの か、 ロ ー ファ ー だけは かすかな 埃 
に まみれて いる。 律儀に 付けられた 胸の 
ネ ー ムプレ ー ト には 『コス •エンジェル 
☆あり や』 と 印字され ていた。 

「清さん、 駄目です」 

あり やは 猫の ような 身の 軽 さで 駆け寄 
ると、 清と チン ピラの 間に 割り込ん でき 
た。 唇を 固く 結んで 両手を 広げ、 清の 顔 
を 視線で 射抜く。 

「あり やち ゃん、 どうして …… ？」 

「田 中さん から 聞い たんです 。ずっと 清 
さんの 様子が おかしい って」 

「田 中 . 」 

この 状況を 理解し ようと、 どうにかし 
て 言い訳を ひねり 出そうと、 脳み そが 高 
速で 輪転す る。 けれど こんな 路地 裏で 見 
かける メイ ド 服と いうのは 許容範囲の 斜 
め 上を 行く 異装 ぶりで、 清の 正常な 思考 
活動を 妨げた。 おろおろしながら 右へ 左 


へ 迷走した 挙句、 結局 出て きたのは 言い 
訳に もな りそうに ない 繰り言で、 

「そ、 そいつは 悪い やつなん だ。 オタク 
を カツ アゲ してたん だよ」 

「けど、 駄目です」 

あり やは 悲しげに 首を 振る と、 上目 遣 
いの 視線を 送って くる。 

「どうして、 こんな ことにな つち やつた 
んで すか . ？」 

数 週間ぶ りに 見る あり やの 顔が、 ひど 
く 懐かしかった。 清は 慌てて 思考の 淵に 
手を 突っ込んで オタク 狩り 狩りの 理由を 
探る が、 なにより もまず 自分が こんな 行 
為を 続けて いる ことに 対する 疑問に ぶち 
與 たって、 それが ようやく 自らが 受けた 
オタク 狩りに 接続し、 コス •エンジェル 
☆での 決意 表明に 繫 がって、 そして 武器 
屋に 駆け込んで —— その あたりで 手探り 
の 感触が 途絶ぇて 消ぇた。 気がつけば 今 
日の 自分と あの 日の 自分には 名状し がた 
いほ どの 隔たりが 生まれて いて、 その 分 
厚さに 途方に くれた。 
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もう 何が なんだか 分からない。 

だから、 一番 手近な 感情を もっ ともら 
しい 言葉で 装飾して、 ぶん 投げる しかな 
かった。 

「これは …… 俺の 怒りなん だ。 人の こと 
を 馬鹿にして、 あざけっ て、 搾取して い 
た 奴ら への 天罰なん だ。 俺が、 俺の 手を 
汚して やって るんだ。 他の 誰の 手 も 借り 
てない。 誰よりも 正々 堂々 として るんだ。 
そうだろ？」 

泣き笑いの ような 顔を 晒して、 清は あ 
り やの 許しを 懇願す る。 けれど あり やは 
小さく 「違います」 とつぶ やいて、 

「お 店に 来て くれた ころの 清さん は、 そ 
、っじ ゃな かった」 

その 瞳に 敵意に も 似た 色が 浮かんで い 
るのを 見て、 愕然とした。 お前は 単なる 
暴力 装置 だ。 そう 告発され た 気がして、 
感情が 急速に 渦を 巻き 始める。 

- 敵意には 敵意を。 

煙の ように 湧き上がって 形を 成した 海 

賊 髑髏が、 首筋に 一筋の 唾液を 滴らせた。 


「あり やち ゃん どいて。 そいつ 殴れない」 

「駄目です」 

「どいて」 

「駄目です」 

理性が 途切れた。 

「どけよ！」 

r …… 駄目、 です」 

清は じ やらり とモー ニン グ スタ 1 の 鎖 
を 鳴らして 威嚇す る。 あり やは 一瞬び く 
りと 身を 震わせた が、 それでも チン ピラ 
を かばい 頑として 動こぅと しない。 清の 
視線を 正面から 受け止め、 開いて いた 手 
の ひらを ぐつ と 握り締めて、 

— え？  I 

突然、 あり やが スカ ー トの 裾に 手を か 
け、 ベろ りと まくり上げた。 清は おもわ 
ず 狼狽し 目が 釘付けに される。 ペチ コ ー 
卜の 下の 真っ白い 太腿が あらわに なつ 


て、 そこに 巻かれた 大型の ホル スタ 1 に 
は 世に も 恐ろしげ な マシンガンが 銃身を 
黒光り させて いて — は？ 

「清さん が オタク 狩り 狩りを やめない な 
ら —— 」 

ぞろ りと、 スカ^  — 卜の 下から 墨を 落と 
したよぅ な 真っ黒い サブ マシンガンが 這 
い 出して きた。 

「私は オタク 狩り 狩り 狩りに なり ま 
す！」 

銃 把を 握り締め 銃口を 清に 向け、 あり 
やは おごそかに 宣言す る。 

かつて 軽やかに オレンジ ペコを 淹れて 
いた 繊細な 指先と 無骨な 銃の シルエット 
の アンバランスに、 おもいのほか 強い 光 
を 投げ かける 瞳と 虚ろな 銃口の コントラ 
ストに、 眩暈が した。 清は 「冗談 だろ」 
とつぶ やこぅと して、 その 台詞の あまり 
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の 陳腐 さに、 吐き かけた 言葉を 飲み込ん 
だ。 

あまりに も 非現実的で、 馬鹿馬鹿しく 
すらなる 光景だった。 あり やは 今にも 泣 
き 出しそぅ な 顔を哂 しながら も、 手 だけ 
は 慣れた 動きで セ ー フ ティ . — を 解除し 
て、 

「当たつ たら ごめんなさいつ！ 当てる 
けどっ！」 

「あ - ァホ かっ！」 

わけが 分からない。 あまりに も 反骨 精 
神が 過ぎる。 なんなん だ。 メィ ドさん ロッ 
クンロ^  — ル かお 前。 

「清さん 逃げて っ！  でも 避けない 

でっ ！」 

プラスチック 弾が 襲い掛かって きた。 

瞬間、 十数 回の オタク 狩り 狩りの 間に 

培われた 危険 回避の 勘が、 満身の 力を 込 

めて 清の ヶツを ひっぱたいた。 ゴミ 箱の 

裏に 跳べ。 筋肉が 引きちぎれる ほどに 力 

を 込めて、 清は 文字通り 跳び 下がった。 

半 瞬 前まで 清が 立ち尽くして いた アス 


フ アルトを 射 線が 薙ぎ払う。 

「なんなん だよ、 ワケ わかんね えよ 


地面に 尻を ついて ゴミ 箱に 背を 預けな 
がら、 清 はぜえ ぜ えと 荒い 呼吸を 繰り返 
す。 背中の ゴミ 箱には 刻一刻と 弾 列が 穿 
たれて いく。 あり やが 手に している のは 
ミニ. ゥ ー ジ ー  •サブ マシンガン。 実 銃 
ではなかった のが 幸い、 といぅ か 救い 
だった が、 相当な 改造が 施されて いるら 
しい。 プラスチック 弾の くせに ポリ バケ 
ツを 貫通して いた。 

「なんなん だよ、 意味が わかんな いよ、 
なんで マシンガンなん だよ！」 

「メィ ド 服には、 マシンガンです っ！」 
「どこの 世界の 常識 だよ！」 

清の 叫びは ゥ ー ジ ー の 発射 音と 交じり 
合い、 虚しく 大気に 消えて いく。 

ゴミ 箱を 盾に したまでは よかつた が、 
かえって 身動きは 取れ なくなって しまつ 
た。 あり やは 弾が 切れる たびに 前世は 海 
兵隊 員かシ チリ アマ フイ ア間 違いなし の 


鮮やかな 手つきで マガジンを 入れ替え、 
再び 破壊に とりかかる。 間断な く リズ ミ 
ヵルに 打ち込まれる プラスチック 弾。 発 
射の たびに コン ペンセ ィタ 1 が ガスを 吐 
き 出し 音楽を 奏でて、 清の 理性が ゆっ く 
りと 薄められ ていく。 いつの 間に か 内耳 
に 住み着いた 海賊 髑髏が 囁き かける。 

—— やられたら、 やり 返せ、 だろ？ 

深く 深く 息を 吐き出し、 そして 吸い込 
んだ 。手持ちの 装備を 確認した。 オタク 
狩りの チン ピラが 膝では いはいを しなが 
ら 逃げ去って いくのが 横 S に 見えた が、 
そんな ことは もはや どぅで もい い。 盾と 
なって いる ポリバケツ も、 ミ ツバ チが 見 
たら 大喜びで 巣に しかねないぐ らいに 穴 
だらけに なって いる。 迷っ ている 時間は 
なかった。 

ホル スタ 1 から、 銃を 引き抜いた。 グ 
リップを 逆さに 握り 頭上に 捧げ 持つ。 銃 
口 だけを ポリバケツの 上から 覗かせた。 
r ごめんつ！」 

この 期に 及んで 「ごめん」 もない かも 


しれない が、 頭の 片隅を そんな 思いが ょ 
ぎって 消えた。 

親指で 引き金を 絞った。 

「きゃあ！」 

高圧の 催涙ガスが、 白煙と なって あり 
やを 襲う。 一瞬 だけ マシンガンの 射 線が 
ずれて、 間 髪 いれずに 清は ポリバケツの 
裏を 飛び出した。 手には スリング ショ ッ 
卜を 握り締め ている。 

二度 ほど 前 転して から 膝 立ちに なっ 
た。 慣れない 運動に 体の あちこちを ぶつ 
けて、 おもわず 意識が 遠の きかけ る。 ど 
うに か 意識の 尻尾を 引っつ かんで、 両手 
を 伸ばして スリング ショットの 照準を つ 
けた。 

「 - 」 

ょうやく 白煙から 逃れた あり やは、 清 
の 両手の 武器を 認めて 半 瞬 だけ 硬直し 
た。 一発き りの 弾 だったら 避けられ るか 
もしれ ない。 けれど 清が 握り締め ている 
のは 散弾で、 その 射程から 逃げる ことは 
事実上 不可能だった。 あり やは 驚く ほど 


の 速度で その 「事実」 を 理解した が、 理 
解した ところで 逃げられな いものは 逃げ 
られ ない。 

「ごめんっ！」 

二度目の 謝罪の 台詞と ともに、 清は 引 
き 絞られた ゴムを 解放した。 

銀色の 弾が 奔 る。 

同時に、 あり やが 動いて いた。 

散弾を 避けょぅと 足を 動かした のでは 
なぃ。 

エプロン ドレスの 裾を つかむ と、 ボ 
リユ ーム たっぷりの 布地を まくりあげて 
頭から ひっかぶった の だ。 

「 —— 嘘 だろ !? :」 

ばっ、 と 音を立てて 弾が 布地に めり 込 
ん で、 一瞬 だけ そのままの 姿勢を 保持し 
て、 ばらばらと 地面に 転がり 落ちた。 放 
たれた ス チー ル 球は、 ことごとく エ プロ 
ン ドレスと ワン ピ ー スに 防がれて いた。 
「噓じ やないです！」 

エプロン ドレスを 払いの けた あり やの 
手には、 再び ウ ー ジーが 握られて いた。 


ぴたりと 清に 照準を つけ、 トリガー に 指 
がか かってい る。 

背中を、 冷たい 汗が 流れて 落ちた。 

いまや 清の 姿は 完全に あり やの 前に 晒 
されて いた。 彼我の 距離は 五メ ー トル ほ 
ど。 身を 隠す 場所 も、 時間 も 絶無だった。 

「終わりです」 

張り詰めた 声で あり やは 宣言し、 同時 
に トリガー を 引いた。 

—— ガ チッ。 

「 . え？」 

あり やの 顔が 困惑に 歪み、 続いて はっ 
と 息を 呑んだ。 

弾 切れ。 

千載 一隅の 瞬間を、 清は 逃さなかった。 

背中の リュックから モー ニン グ スタ ー 
を 引き抜き、 地面を 足の 親指で 踏みし め 
て 一足飛びに 間合いを 詰めた。 驚愕に 彩 
られた あり やの 顔に 肉薄し、 棘 だらけの 
鉄 球を 振りかざす。 

「 —— ごめんつ！」 

三度 目の 謝罪。 


「きゃあ！」 

あり やの 手から ゥ^ — ジ^ " が 弾き 飛ばさ 
れ 、地面をから からと 転がった。 

- チェックメィト。 

「終わり だょ」 

モ^ — ニン グスタ^  — の 柄を あり やの 眼前 
につきつ け 清は 告げる。 あり やは 武器を 
失い、 逃げる ための 間合い も 失い、 つま 
りは 清の 完全 勝利だった。 ほんの 五十 セ 
ンチ ほどの 目の前、 吐息が かかる ほどの 
距離に あり やの 小さな 顔が ある。 そこに 
は 困惑と 敗北の 表情が ありあり と 浮かん 
で - いない？ 

あり やの 手が、 すばらしい 速度で 駆け 
ていた。 

メィ ド 服の ポケットから 取り出された 
物体が、 円を 描いて 走り抜けた。 

その物 体を 確認した と 同時に、 側 頭部 
の あたりで 痛みと 衝撃が はぜた。 

—— オレンジ ペコの 茶 缶。 

スチ ー ル 缶の 角が、 見事に 清の こめ か 
みを 打ち抜い ていた。 
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「なんだ ょ …… それ …… 」 

地面が 急速に 傾いて いく。 意識が みる 
みるぅ ちに 引き伸ばされ ていく。 ノィズ 
のかかった 視界の 中で 最後に 見えた 映像 
は —— 茶 缶を 握り締めて、 唇を 震わせな 
がら 清を 眺め 降ろして いる、 あり やの 顔。 

そこで、 唐突に 理解した。 

ずっと 不思議だった の だ。 

- どぅして あり やは、 マシンガンを 

持ち出し てまで、 清の ことを 止めた かっ 
たの か。 

ここに 至る まで、 少したり とも 気づか 
なかった。 

そんな もの、 自分は いままでに いくら 
だって 見て きたは ずだった のに。 

けれど 現実に あると 思わなかった か 
ら 、気づかなかった のか もしれ ない。 

たいてい ゲーム の パッヶ ージの 背中 あ 
たりに 書いて ある。 十八 歳 未満 購入 禁止 
の 銀色 シ ー ルの 下 か、 ウイン ドウズ 某と 
か 書かれた すぐ 上。 こつ 恥ずかし いから 
一目で 分かる。 


『純愛』 

そして 清は 意識を 手放した。 


fx ll fu — 


ゆるゆると まぶたを 開ける と、 エ プロ 
ン ドレスの 白が 網膜に 柔らかく 染み込ん 
できた。 細かく 入り組んだ 胸元の 刺繍が、 
縫い目を 数えられる ほどに 近い。 いつの 
まに やら 清の 頭は 柔らかな あり やの 膝に 
乗せられ ていた。 

清の 覚醒を 認めた あり やは、 「おはよ 
、っ ございます」 と 小さく 告げて ぺ こりと 
頭を 下げた。 

「射撃 …… ぅまい ね」 

「え？」 

「すごい カツコよ かつた。 漫画の ヒ ロイ 
ン みたいだ つた」 

あり やは 頰を かすかに 赤く 染めて、 は 


にかみ 顔を 浮かべる。 

「アソ ボット シティの 最上 階に、 シユー 
テ ィング レンジ あるんで すよ」 

後頭部に あり やの 体温を 感じながら、 
清は 再び 目を 閉じる。 

これで、 よかった の だ。 

「ねえ、 あり やち ゃん」 

「はい？ なんです か？」 

「今度、 週末に でも 一緒に 行こう。 撃ち 
方 教えて よ」 

—— はい、 行き ましよう ね。 一緒に。 

そんな 返答は 待つ まで もない。 もう 少 
しだけ このまま。 あり やの 甘い 香水の 匂 
いに 包まれて、 清は 意識を とろける よう 
な 眠りに ゆっくりと 沈め —— 

「えと . ちよつ と、 困ります . 」 


まぶたを 開いた。 

唇に 手を 当てて、 困惑に 表情を 曇らせ 
た あり やの 顔が あった。 

おもわず 清は が ばと 跳ね起きて、 唇を 
ひん 剝 いて あり やの 瞳を視 き 込んだ。 
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フ ，ント Z 


「ど、どぅして |? :」 

「あの、 えつと、 週末は シフト 入つ てな 


なんだ よ シフトっ て。 

頭蓋の 中で 花火の ように 混乱が 爆ぜ 始 
める。 三半規管が 平衡感覚を 失い かけ、 
世界が メリ ー ゴ！ ランドよ ろしく 回り 始 
める。 シフトが 入って ないから 行く ので 
はないか |? : 

「だ、 だって、 ほら、 あり やち ゃん、 僕 
のこと を 思って、 わざわざ 銃まで 持ち出 
してきたん でしよ？ 何 週間 も 来ない か 
ら 心配に なって、 田 中から 話を 聞いて、 
僕が 道を 踏み外さない ように、 取り返し 

のつ かない ことになら ないよう にって」 

「 …… はい、 そうです」 

「だっ たら —— 」 

続く 言葉は ゆっくりと 尻す ぼみ に 小さ 
くな つて ゆき、 清は 上目 遣いで あり やを 
見つめて、 

「僕の こと、 好きなん、 でしよ？」 
つぶやく ように 言った。 


すがる ような 目つ きで、 清は あり やの 

顔を 注視す る。 

あり やは もじもじと 髪の毛を 撫でつ け 
視線を さまよわせる。 口を 開く までの 時 
間が、 返答までの 数秒が、 果てしなく 長 
く 遠く 感じられて、 

「 — 清さん のことは 好き じ ゃないで 
す。 けど 愛して る」 

どっち だよ！ 

「意味 分かん ない よ！ なんなん だ 
よ！」 

おもわず あり やの 肩を つかんだ。 

「き ゃっ」 と 小さく 悲鳴が あがって 、清 
は 慌てて 手を 離す。 どんな 顔を すれば い 
いの か、 態度を とれば いいの か、 分から 
なぃ。 

エプロン ドレスの 胸に 手を 当てて、 あ 
り やは 小さく 呼吸を 一回。 両 眉を 情けな 
く 傾けた 清の 顔を 見つめ、 lli んで 含める 
ように 言う。 

「清さん って、 優しくて、 暖かくて、 照 
れ屋 さんで —— 」 


花が ほころ ぶょぅな 笑顔。 

「ご主人 さまと しては 大好き。 愛して る」 
頭の 中で、 海賊 髑髏の 高笑いが 聞こえ 
た 0 

あり やは ポケットから 軽やかに 一枚の 
紙片を 取り出した。 両手で 捧げ 持ち 眼前 
に 突き出し てきた 紙片には、 見慣れた 書 

体で 『コス •エンジェル ☆』 と プリン ト 
されて いて、 

『店 外 デ ー トサ ー ビス はじめました！ た 
だい ま 無料 キャ ンぺ ー ン中 =:』 

海賊 髑髏に ぴ しりと 亀裂が 入り、 ガラ 
ガ ラと 砕け 落ちて 細かな 破片と 化して い 
く。 やがて 灰 も 残さず 消え果てて、 アホ 
面を 晒した 清 だけが 取り残される。 

あり やの 声は、 あくまで 甘く 柔らかく 
鼓膜を くすぐつ ていた。 

「清さん、 これから もい いご 主人 さまで 
いてく ださいね つ」 
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モテる とは ど ラい 〇 ことか 

〇1 

竹 熊 健太郎 

text  by  TAKEKUM  A,Kentaro 

なのに、 それでも モテる 人と いうのは いるの だ。 これ こそ 
が 「モテ」 最大の 謎で ある。 

そういう モテ 男を よく 観察す ると、 2 パ タ 1 ンあ るよう 
に 思う。 ひとつは、 マン ガ 家の U のように、 女に マ メな男 
である。 いや マメ という か、 あいつは ただ 女と やりたい 一 
心で、 断られても 「ハィ、 お 次」 とば かりに、 次々 に 口説 
きまく るの だ。 U にと って ナンパは 釣りみたい な もので、 
断られて もめげ ずに 当たっ ている うちに、 一匹く らいは 
引っ かかる ので ある ◦もちろん ヤレば 目的を 果たして しま 
うので、 関係は 長続き しないの だが、 そうな ったら また 次 
を 強た るので、 傍目に U は モテる ように 見えて しまう。 i 一 

伝説の 三 浦和義 さん も 言って いたが、 「好きと 言われて 
不愉快になる 女は いない」 の だそう だ。 とにかく 機関銃の 
ように 「好き」 と 言い まくる。 すると、 十 M 人 かに j 人く 


らいは 勘違いして 口説け るんだ そうで ある。 


しかし ま 


あ、 我々 喪 男に とつて は、 こちらから 女に 寄つ ていく こと 
からして 難問で ある。 ストー カー にされ る 確率 も 高い。 U 
が スト ー カー 扱いされ ない わけは、 あいつに とつて 女なら 
誰でもい いので、 断られたら 諦めて サツと 次に 移れる から 


だ 0 


もう 一つの モテ バタ— ンは 、なんと、 何もし なくても 女 
が 寄って くると いう ものである。 そんな バカな、 と 思う の 
だが 実際に ある。 それ もイ ケメン だったり 金が あったり す 
るので はなく、 どう 見ても ダメ 男な のに、 女が くつつ いて 
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モテる とは どういう ことか。 いったい それは、 いかなる 
時と 場所に おいて 発生し、 何が どうな って どうなる のか。 
喪 男に とって、 永遠の 謎と いうべき は 「モテる」 という こ 
とではないだろう か。 

モテる とは、 セツ クスが できる、 というの とは 少し 違う。 
なぜなら セックスは、 しかるべき 場所で お金を 払えば でき 
たりす るからで ある。 しかし 「モテ」 はお 金では 買えない 11 
ような 気がする。 たしかに、 ありし： 0 の ホ リエ モンみたい 
にお 金が あると、 女が わらわらと 寄っ ては くるよう だが、 
株価が 暴落す ると あっとい う 間に 女が、 不： I、 女 ばかりで な 
くい ろん な 人が蝴 蛛の 子を 散らす ように 逃げて しまう。 こ 
れも モテと いうの だろう か。 やはりち よっ と 違う のでは な 
いだろう か。 

かくいう 俺で あるが、 この 世に 生を 受けて 四十 五 年、 「モ 
テ」 は 長い間の 謎であった。 俺 自身、 モテた、 と 思った 
ことは ほとんどな いわけ だが、 一瞬 これが モテ …… ？ と 
思っても、 次の 瞬間 それは 泡沫の ように 消え去る ので あっ 
た。 あれは 何だった のかと 反芻し ように も、 夢を見た あと 
のように、 よく 思い出せない。 やはり 何年 生きようと、 わ 
からない ものは わからない。 俺に とっての モテとは、 富 山 
湾の 蜃気楼の ような ものである。 

しかし | 方で、 モテる 人は、 やたら モテる ような 気がす 
る〇ィ ケメン や、 ありし日の ホ リエ モン 状^^の 人なら、 ま 
あわからんでも ない が、 どう 見ても ブ サメ ンの ビン ボ ー 人 
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離れない。 それば かり か 彼を ヒモ として 整って くれたり す 
るので ある。 

そんな 都合の いい 話が あるの か。 ある。 具体的には、 や 
はり マン ガ 家の M 先生な の だが、 この 先生は すごい よ。 創 
作に 行き詰まって 妻子を 捨てて 失踪し、 数年 前に 復活した 
が (と 書く と 吾妻 ひでおを 思い出す だろう が もちろん 違 
う)、 その 間 何を していた かと いえば、 自分より 一回り 以 
上 年下の 若い 愛人に" 養われて ゥ いたの だ。 

その 愛人には 当時 結婚を 前提に してつき あっていた 男性 
がいた が、 M 先生に 会うな り、 その 男を 捨てて M 先生の も 
とに 走っ たという の だから、 ハン パでは ない。 M 先生、 決 
して ィケ メン ではなく、 お金 も 全然ない し、 そもそも 人格 
も 生活 も 破綻して いるの だが、 甘え 上手と いうか 何とい う 
か、 周囲の 人間に 全身全霊で 甘えて くるので ある。 

男 も 女 もな く、 年上 も 年下 もない。 なにしろ アシス タン 
卜の〇 〇〇〇 に 手を つけたり、 M 先生の 涙ながら に 語る 身 
の 上 話 (もちろん ほとんどが 作り話) に 同情した 会社の 社 
長が マンションを 買って くれたり する ので ある。 そんな バ 
力な、 と 思う かもしれ ない が、 本当に そんな 人が いるの だ。 

男の 甘え 上手と いうの も、 俺なん かやっても 気持ち 悪が 
られる だけだろう が、 M 先生 レベルに なると もはや 因果 磁 
石と いうか、 ブラック ホー ルの ような 暗黒の パワー となる 
らしい。 俺なん かそれ に 耐え きれずに 距離を 置いて しまつ 
たが、 ある 種の 女性に とっては、 M 先生の 甘えは 誘蛾灯 か 


ハエ 取り 紙の ように 機能す るよう なの だ。 

以上、 モテる バタ ー ンを いくつか 見て きたが、 いずれの 
パ タ— ン にも 共通す る ものは、 要するに DQN だとい うこ 
とで ある。 本 田 透 くんの 「DQN  = モテ 理論」 は、 俺の 乏 
しい 経験から も 正しい ように 思える。 逆に 言えば、 喪 男は 
「モテたい が、 DQN にはな りたくない」 という ジレンマ 
が ある ゆえに、 モテない とも 言える。 

俺 も 胸に 手を 当てて 見る と、 どうも その パ タ 1 ン のよう 
だ。 そこまでして モテた くは ない と 思う。 しかしい つまで 
経っても モテない と、 やはりち よっ びり 寂しい。 ああ、 ど 
こかに 「ありのままの 俺」 をす ベて 受け入れて くれる、 外 
見が 小倉隄 子で 内面が 沖縄の 海の ように 美しい 女性は いな 
いもの か …… と 思う の だが、 そんな 女は いない、 というの 
が 現在の 俺の 結論で ある。 

俺は、 この 単純な 結論に 達する のに 四十 五 年 かかった。 
四十 五 年の 間に、 間違って モテた (よ、 っに 感じた こと) が 
何回 かあった が、 結局 それは なに かの 間違いだった。 今は 
明鏡止水の 心持ちで、 淡々 と 毎日を 送っ ている ので ある。 


鏡 .裕 之. 
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リユ ー ムが 利し つぶれて しまいました。 さて、 この 人に 
合う ブラ ジャ ー を 見つける には どうしたらいい でしょう 
か？」 (龍 多 美 子 『龍 流 下着の 手 ほどき』 文化 出版 局) 

おれが揉んで大きくして 70 0のブラを着けさせる、なん 
て 答えは、 サ ッサと 捨てて おしまい、 アラ ホ ラサ ッサ〜。 

コ - — デ イネ* — 夕- — の 答えは、 こ、 っで ある。 

「正解は、 70 B の ブラ ジャー の アン ダー を お直しして 縮め 
るか、 アンダ^  — バストが ワン サイズ 小さくて、 ブラシ ャ . — 
の内容積(ヵップサイズ)がワンランク大きい 65 0という 
サイズに 替える かです。 

このと き、 お直しした 70 B の ブラ ジャ ー と、 サイズを 替 
えた 65 0のブラジャーの胸の内容積は、ほぼ同じです」(同 
書) 

70 8のブラと胸の内容積が同じなのは、 65 8のブラでは 
なく、 65 〇のブラだというのである。同じヵップサイズだ 
と、 アン ダ ー バストの 大きい 方が、 胸の ボリ ュ ー ムが 大き 
くな つてし まう の だ。 「ある サイズの ブラ」 と 胸の ボ リユ— 
ムが 同じな のは、 「アン ダー バストを ワン サイズ (5 センチ) 
下げて カップ サイズを 1 つ 上げた ブラ」 なので ある。 つま 


65 B  C 70 B 

であり、 

65 c= 70 b 

というわけだ。 


むっち りと 全体 的に 脂肪の 乗った loo センチの H カッ 
プと 、細身の 身体に 実った 90 センチの H カップ。 同じ H カッ 
プ なのに、 loo センチ H カップの 娘の 方が ボリ ユ ー ムが 
あるな あ、 という 経験はないだろう か？ 

形 や 隆起の 違いは おいて おくと して、 これ、 別に 乳首を 
見て いるう ちに 目が まわっ て 錯覚を 起こした わけでは ない 
の だ。 

女性の バストは、 ご存じの 通り、 サイズ 的には 2 つの 要 
素で 出来上がって いる。 

1 つは、 トップ バストの 数値。 一番 オッ パイの 突き出し 

た 部分を 計った 数値で ある。 

2 つめは、 カップ サイズ、 すなわち トップ バス トと アン 
ダ ー バストの 差で ある。 カップ サイズは、 国 鹿 ブラの 場合、 
こんな ふうに 決められ ている (表 1 参照)。 

これを 見る と、 H カップ 同士で ボリ ユーム が 違う のは 変 
に 思えて くるが、 実は アン ダ ー バストが 変わる と、 胸の 容 
量は 変わる の だ。 

たとえば、 トップ バストが 85 センチで、 70 B  (アン ダー 
バストが 70 前後で カップ サイズが B カップ) の ブラを 買 お 
、っと している 女の子を 例に とって みよう。 

「試着した 結果、 胸の ボリ ユーム がちよう どよ く、 アン 
ダー が ゆるい ことに 気がつきました。 そこで アン ダ ー バス 
卜がヮンサイズ小さい 65 03というサイズのものに替えた 
ところ、 今度は アン ダ ー はちよう どい いのです が、 胸の ボ 


1 1  サイズと 記号 

t  %  %  ^  %  九  — ，一  •  F  .  ’  聲  \  ^  •  •  -  *  •  臀，  •  \  '  ’  邊  _  m 

トップ バス トと アンター バス トの 差 

AAA カップ 

5.0 センチ 内外 

AA カップ 

7.  5 センチ 内外 

A カップ 

10.0 センチ 内外 

B カップ 

12. 4 センチ 内外 

C カップ 

15 .〇 センチ 内外 

D カップ 

17. 4 センチ 内外 

E カップ 

2〇 .◦センチ 内外 

F カップ 

22.  5 センチ 内外 

G カップ 

25.0 センチ 内外 

H カップ 

27.  5 センチ 内外 

1 カップ 

30.0 センチ 内外 

(J  IS 規格） 
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G カップは、 トップ バストと アン ダ ー バストの 差が 25 セ 
ンチ だから、 バスト 90 センチ G カップの 子の アン ダ ー バス 
卜は、 90 - 25 = 65 。 65 〇のブラを着けていると推測できる。 

対して バスト loo センチ G カップの 子の 場合、 アン 
ダ ー バストは、 100I 25 H 75 0 75 G の ブラを 着けて いる 
と 推測で きる。 同じ カップ サィズの 場合、 アン ダー が 大き 
い 子の 方が ボリ ユーム が あるので、 

65 G  A 75 G 

ちなみに 65 G= 70 F なので、 バスト 90 センチ G カップの 
子を 着衣の 上から 眺める と、 普通の F カップの 子と 同じ ボ 
リユ ームに 見えて しまぅ。 カップ サィズ だけが 無条件に ボ 
リユ ームを 表す わけでは ない ので ある。 
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プ娘厲 性」 について です。 

この 「ネガティブ 娘厲 性」 とは、 筆者が 今、 便宜上 命名 
した 属性です が、 定着した 名称で こそない ものの、 すでに 
事実上の 厲性 として 比較的 広く 好まれて います。 

どのような 厲性 かとい うと、 文字 どおり、 性格 的に ネガ 
テ ィブな ところを 魅力と みなす 属性で、 そこ だけを 聞く と、 
大変 マニアックな 部分を 狙い撃ち という 感が あります が、 
これを 厲性 として 捉える ことがあ まりな かった だけで、 実 
際のと ころ、 普遍的に 好まれて いる 要素で もあります。 

この、 性格 的に ネガ テ ィブと いうの も、 いろいろと 広い 
解釈が 可能な のです が、 この 手の キャ ラで、 ユー ザー の 心 
を 打つ タ イブの 多くは、 その内に こもる 心理が 共感し やす 
い 類の ものだった り、 酷い トラウマを 持っ ていて、 いかに 
も 同情心を 掻き立てずに はおかない タィプだった りする の 
です。 

この タ イブの キャ ラは、 ひと 昔 前に 流行り だした、 いわ 
ゆる 「泣き ゲ ー」 や、 そこから 派生した 「鬱ゲ ー」 と 呼ば 
れる ジャンルの ゲーム 作品に 数多く 登場して います。 ネガ 
テ ィブ ヒロインが 一人い る だけで、 物語を シリアスに する 
ための 要素と しては 充分で あり、 より ドラマティックで 感 
動を 求められる 昨今の スト ー リー には うってつけで、 それ 
ゆえ ネガティブ 娘 も、 実は 意外と 多くい るので す。 「泣き 
ゲ 「徽ゲ ー」 好きの 人には、 密かに この 「ネガティブ 
娘厲 性」 好きの 人が 多い のです。 


『ファン トム J 読者の 皆様は、 いわゆる、 キャ ラ 属性と 呼 
ばれる ものに 興味が おありで しょうか？ 

キャ ラ厲 性とは、 たとえば 「お 兄ち やん〜」 と 兄の こと 
を 慕って くれる 「妹 厲 性」 とか、 本当は 好きな のに 「あ、 
アン タの ことなん か 好き じ やな いんだから ねつ！」 などと 
意地を はる r ッンデ レ 属性」 といっ た、 その キャ ラが 持つ 
萌ぇ 要素を 典型的に 示した ものです。 

この 属性の バリエ ー シ ヨンは、 非常に 多岐に わたります。 
メジャー どころ の厲 性は、 「妹」 や 「ッン デ レ」 など 説明 
不要の ものです し、 他に も 「メイ ド」 や 「姉」 「シヨ タ」 「ネ 
コ ミミ」 といった、 その 意味が きわめて わかりやす いもの 
が 大半です。 

しかし、 そんな 厲性の 中には、 大^ 数の ユー ザー の 嗜好 
と 合致し ない、 また、 大きく はずれて はいな くと も、 あま 
り 人の 興味が 強く 向かない ような、 マイ ナー厲 性 も 数多く 
あります。 好きな 女の子が 別の 男に 奪われる シチ ユエ ー 
シ ヨンに 特化した 「寝取られ 属性 (略称： NTR ごや、 
攻略 キャ ラが 妊娠して しまう ことに 無上の 喜びを 覚える 
「孕ませ 属性 (略称： HR)」 などなど …… 。 

そもそも ここでい う厲 性は、 特徴 的な キャ ラの 数 だけ 存 
在して いるもので すし、 それらの マ イナー 厲 性を 挙げてい 
けば キリがない のです。 で、 今回 紹介し ますのは、 比較的 
マイ ナ彳系 の 中で も、 寝取られ や 孕ませの ような 特濃 系と 
はまたち よつ と 違う、 マニアックな ファンの 多い 「ネガ テイ 
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「ネガティブ 娘 厲 性」 の キャ ラの 魅力は、 その キャ ラの 
心の 間に 触れ、 その 辛 さや 悲しみに 共感して しまう うち 
に、 「コ イツは 絶対 放っておけない！」 と 思わされ てし 
まう ところに あります。 

人間の 感性と いう ものは、 その 心に、 自分と 同じ 類の 傷 
を 持つ 相手の ことを 強く 意識す るよう にで きています。 そ 
れ は同属 ゆえの 敵意、 近親 憎惡 という 形で 表れる こと も 多 
いのです が、 こと 相手が 萌え キャラで あれば、 そうでは な 
いもう 一つの パ ターン 、すなわち その キヤ ラに 「劇 萌 え」 
を 抱く という 形で 表れる ことになります。 

「劇萌 え」 とは、 現実 世界に よく ある、： B を 覆いた くなる 
ような ネガティブ 状況に 置かれた キャ ラへの 共感です。 萌 
えの 認識と しては ギリ ギリの 境界線 上に 存在して いるもの 
です が、 しかし リアリティの 強さは 最卨で あり、 それゆえ 
にこれ は 強烈な 萌え 感情と なります。 その 名の ごとく、 劇 
画 作品に よっても たらされ るかの ような 強烈な 感情が、 萌 
えと 結びついた 状況 こそが 劇 萌 えなので す。 

ネガティブ 娘の 多くは、 その 劇萌 えを 引き起こせる 状況 
に置かれており、多くの場合、ネガティブ娘厲性=劇萌 

えとい つてし まつて 良いで しよう。 

有名な ネガ テ イブ 娘と しては、 『エヴァン ゲリ オン』 後 
半の アスカが 挙げられます。 また、 『ときめき メモリアル 2』 
の 留年 娘. 八重 花 桜 梨な ども 印象的です。 十八 禁ゲ ーム 『パ 
ル フエ』 (戯画) の 夏 海 子 及び、 同 シリー ズの 同系 列 キヤ 


ラ も、 強烈な ネガティブ 属性の 持ち主です。 このよ、 っな キヤ 
ラが 好きだと いう 人は、 典型的な ネガティブ 娘 厲性 持ちと 
いえる でしよう。 

皆様 も、 単なる 萌 えでは なく、 ときには このような 方向 
の 探求を してみ てはい かがで しよう か。 この 手の 属性は、 
萌 えに 特化し がちな 二次元 作品の みならず、 劇画 チックな 
ドラマ や 小説、 純文学な どに も 幅広く 見出す ことが 可能で 
す。 生々 しすぎて ちよつ と、 という 向き も あるで しようが、 
ひたすら 甘いだ けの 萌 えに 飽食したり、 そもそも こうした 
リアル 方向で ない と 感情移入が できない、 という 人には 激 
しく オス スメです。 

…… もっとも、 なんでもかんでも 属性 扱いに しなくても 
いいのでは、 という 気 もします が、 まあ、 厲性 という 定義 
が あると、 たとえば 『〜 大全』、 みたい な 本が 作れたり し 
ますから ね 0 
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少年 マン ガは喪 男の 王国 


別に PTA がうる さいから ではない。 ちよう ど 「モテ. 
非 モテ」 「童貞 •非 童貞」 の 境 EI に 立つ 年代 層の 男子を 読 
者 対象に して、 主人公が 童貞で あるが ゆえの パヮー によっ 
て、 多くの 少年 マン ガの 物語が 駆動す るからで ある。 

主人公が あらゆる 代償を 払って 己の 夢 ひとつに 全 精力を 
傾ける、 オタク 魂に も 通じる 信念が、 さまざまな オ トナの 
論理を 打ち破る 物語 世界。 少年 マン ガ では、 なまぐさい 色 
恋 沙汰は 遠ざけられ るか、 あったと しても 全体から みると 
主 副の 副の 次元、 刺身の ッマ や デ ザー トの 位置づけになる。 

『週刊 少年 ジャンプ』 『週刊 少年 サン デー』 『週刊 少年 マガ 
ジン』 『週刊 少年 チャンピオン』 の 四大誌 だけ みても、 読 
者が 感情移入 する キャ ラは、 全く モテない か、 女性に 無 
閲心 .無頓着. 不器用な タイプ だ。 ル フイ も、 清 麿と ガッ 
シユ も、 ネギ 先生 も、 みな 童貞。 バキは 梢 枝 ちゃんと セッ 
クスして 強くな ったが、 あれは 半分 ネタ として 笑っ て 読ん 
だ 読者の ほうが 多かった はず。 

そんな 世界で、 女に 対する 激しい 執着心を もつ キャ ラは、 
たとえば 今なら 『太 臓 もて 王サ ー ガ』 (大 亜門) 『あいこら』 
(井上 和郎) 『スク ー ル ラン ブル』 (小 林尽) のよう な、 道 
化め いた コメ デイの よそおい となる。 

非 童貞の 場合で も、 基本的に 『シティ ハン タ lj のよう 
に ピュアな 性格の 偽装と いう 前フリ か、 『北 斗の 拳』 のよ 
、つな 一人の 女性に 一生を 捧げる 殉教 タイプになる し、 孫 悟 
空は 「んじ や、 結婚す つか」 と 女性 関係を 何 かの ついで 程 


マン ガ 大国 •日本。 鼻水たら した ガキ から、 いい 年 こい 
たおっ さん おばさん までが 黙々 と マン ガを 読み ふける ワン 
ダ- — ランド。 

かつて 「大人まで マン ガを 読んで いる」 という ことで 
"良識// 的な ひとびとの 失笑と 嘆きを 誘っ たの も 今は 昔 だ 
が、 実際のと ころを 考える と、 「大人が マン ガを 読んで い 
る」 というのは 上辺 だけの とらえ 方に すぎない。 ほんと、 っ 
は、 児童 誌から 青年 誌、 さらに その 先の 年配 層 向けまで T 大 
人に なっても マン ガを 読みつ づける」 ための 受け皿が ある 
ことこ そが 重要な の だ。 

マン ガを 読む という 行為が 生活の なかに 組み込まれ、 さ 
らに それが 子供 時代から 数十 年 続く 長期的 習惯 ともなれ 
ば、 人格形成に 影響が 出て くるのは 必定。 しかも それは 安 
易な 批判を 受ける 「惡 影響」 ではない。 むしろ、 多様な 物 
語 …… つまり さまざまな 世界観、 社会 観、 人物 観に 接する 
ことにょ って、 人間と しての 生き方を 自然に 学び 取る こと 
が (しかも 大いに 楽しみながら) できる という 積極的な 影 
響が 見出せる の だ。 

そんな 文化が 成立した 我が国に あって、 じつは 喪 男を 自 
認 する 諸氏は ひじょう に 大きな 楽園を 享受で きる という 事 
実に お気づきだろう か。 

その 楽園とは、 少年 マン ガ のこと である。 

作品の 深 読み や 意味の 読み 換えを する まで もな く、 少年 
マン ガは 根本的に 非 モテ 意識が 先行す る 世界 だ。 なぜか？ 


度に しか 考えて いなかつた。 同じく 妻帯者の 夕— ちゃんは、 
妻に 虐げられ エロ 本に 逃避して いたのが 泣けた もの だ。 

反対に、 自覚 的な モテ キャ ラ、 非 童貞の 女 食い 思考は 徹 
底して 悪の サィドに 置かれる。 ヤング 誌で ホストの 活躍を 
描いた 人気 作 『夜 王』 (倉 科遼 •井上 紀 良) を 少年 マン ガ 
に 翻案し ようとした 『モテ キング』 が、 その 題材と 少年 マ 
ンガ (童貞 至上 世界) としての 内圧との 間にき しみを 生じ 
て、 短期間で 打ち切られて しまつた ことは 記 億に 留めて お 


きた 


义〇 


メジャー 誌の なかで 最も 破天荒で ヤン キー 色の 強 


い 『週刊 少年 チャンピオン』 でも、 モテ 志向への 受け皿に 
はなつ ていない。 少年 マン ガ は、 と ことん 非 モテと 童貞の 
純粋 性に 拠って 立つ、 ポクたち の 喪 フィー ルドな の だ。 

ハー レム ラブコメと 言われる 分野で すら、 その 構造を 長 
く 引っ張る ためには、 かえって 主人公の 童貞 性は 終盤 ギリ 
ギリまで 維持され る (じ やない と 話が 終わっ ち やぅし ね) 0 
史上 空前の 三十 一人 ヒロイン といぅ 強烈な フックを もつ 
『魔法 先生 ネギ ま！』 (赤松 健) を 考えて みて 欲しい。 あの 
マン ガは 大勢の 女の子を はべらせて いちや いちや 色恋に ふ 
ける 話では なく、 実際には 女の子た ちからの 誘惑には 護身 
して スル ー し、 彼女たち からの 応援 だけを ブ ー スタ— エン 
ジンに して 夢に 邁進す る 男子の 成長 譚 として、 ある 意味、 
きわめて 硬派な 内容へ 向かった ことで 作品 的に も 商業 的に 
も 成功を 収めて いる。 

こうした 根つ このところで 恋愛に 依拠し ない 作品 群に 触 


れる ことが、 先述 したょう に、 我々 自身の 生き方の 問題に 
還元され てく る。 喪 男は、 ただ 二次元 キヤ ラとの 恋愛 や、 
二次元 キヤ ラから モテて 癒しても らう ことに 耽溺す る ば 
かりでは なく、 二次元 世界の 構造 そのものに 元気 づけても 
ら つて、 独り 身の 暮らしを いきいきさせる 活力を 得て 現実 
に 戻り、 己の 夢の ために 闘う ことができる。 

心を 二次元と 現実で 交互に 良 循環させる …… 虚しき モテ 
を 捨て、 実の ある フィ クシ ヨンに 愛を 注ぐ 境地 こそ、 むし 
ろ 現実的な のではないだろう か。 少年 マン ガ は、 それを 我々 
に 教えて くれる 媒体な ので ある。 
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〜 眼鏡 萌 えの 可能性〜 
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それを 実践して いるの が、 ここ 最近の 『週刊 少年 サン デ 11 
だ。 『聖 結晶 アルバトロス j では、 眼鏡っ 娘なら ではの や 
ぼった いかわい さを 見事に キャ ラ 化した 女の子 r コミ子」 
(実は 異界の 姫君) を ヒロインに 据え、 偏執 的 フエ チズ ム 
をコメ デイに 昇華した 傑作 『あいこら 』 では、 ヒロインの 
一人に コンプレックスを 抱えた 巨乳 眼鏡っ 娘を 配置し、 彼 
女に 語る 形で 読者に 眼鏡っ 娘の 魅力を レ クチャー する エピ 
ソード も 登場。 眼鏡に よって、 『犬 夜叉』 や 『名探偵 コナン』 
を 読んで いるよう な 小 中学生に も 通用す る萌 えを つくり 出 
そうとして いるの だ。 

そういった 取り組みは、 このような 小 中学生を タ ーゲッ 
卜に した メディアの 中に、 眼鏡 萌 えを 一歩 推し 進めた 新た 
な萌 え厲 性を 生み出しつつ ある。 それは 「B 隠しっ 娘萌 え」 
だ。 眼鏡 萌 えの 演出 法の 一つに、 表情の 要で ある y を 見え 
なくす る というものがある。 これによ って 普通の キャ ラに 
はない 得体の 知れな さや、 内面へ と 踏み込めない 心の 壁を 
表現し、 受け手に 「あの 子の すべてを 知りたい」 という 萌 
え 欲求を 抱かせる わけ だが、 「目隠しっ 娘萌 え」 は、 これ 
を 眼鏡 抜きで やって しまう の だ。 

その 最右翼が、 『週刊 少年 チャンピオン』 で 連載 中の 甲 
虫 バトル マン ガ 『サイカ チ 真夏の 昆虫 格闘 記』 の ヒロ 
ン (と 断言して かまわないだろう). 師匠 こと 稷 稲穂 だ。 
主人公の 少年を 甲虫 バトルの 道へ と 誘い、 女子高生とは 思 
えない 豊富な 知識と 技で 彼を 育て上げて いくとい う キヤ ラ 


tt 


『電車 男』 ブ ー ムに よって、'' 萌 え/. という 概念が 一般 層 
にまで ひろまりつつ ある。 広告代理店 や 芸能 プロ ダク ショ 
ンも 、アイドル などの 売り出しに 萌 えを 取り込み、 アキバ 
系の オタクを 新たな 巿場 として 狙っ ている。 しかし、 その 
試みは 成功して いるとは 言い難い。 萌 えの 研究 や 認識が 甘 
いが ゆえに、 多くの 企画は イタ サ ばかりが on 立ち、 オタク 
はおろ か 一般 層に も 魅力を アビー ルで きない、 ハン パな も 
のとな つてし まって いるの だ。 

その 中で も 目立つ のが 「眼鏡 萌 え」 だ。 

と ある グラビア アイドルは 眼鏡っ 娘で ある ことが ゥリだ 
が、 彼女の サイトを 見て みると、 「マ イブー ム：眼 鏡 •サ 
ン グラス」 「趣味： 眼鏡 集め (でも 視力は 1.5 ごな どと 
書いて あり、 自ら 「エセ 眼鏡」 だと 公言して しまって いる 
の だ。 

そこから 見えて くるのは 「かわいい 子に 眼鏡 かけさせと 
けば、 オタクは 喜ぶ だろう」 という 浅い 考え だけ だ。 

数 ある 萌え厲 性の 中で も、 眼鏡 ほど 扱いの 難しい ものは 
ない。 眼鏡が あれば OK と 簡単に 見える が、 実はし っかり 
とした キャ ラづ くりを 怠る と、 送り手 側の 安易 さが 丸見え 
になって しまう の だ。 一時期の ギャ ルゲー などでは、 そん 
な 安易な 眼鏡っ 娘が 氾濫し、 眼鏡 萌え^ H 体が 安い 萌 えだと 
思われる ようになっ たという ^ い 歴史 も ある ほど だ。 

だが、 扱いが 簡単で あるが ゆえに、 眼鏡には 「うまく 使 
え ば 万人に わかりやすい 良質な 萌 えとなる」 利点 も ある。 


『サイカ チ 真夏の 昆虫 格闘 記: 
企画 • 原作/ 藤 見泰高 
ミ曼 画/カ ミム ラ晋作 
少年 チャンピオン • コミックス 
秋 田 書店 
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大きな 話題には なって いないが、 その 王道な 作り 込みで 
人気を 集めて いる リメ イク 版 『ガイ キング. 一では、 サブ ヒ 
ロ インに！ nl 乳 眼鏡で 三十 二 歳の 知性 派 副 長 •ロー サや 、メ 
イド 服 チックな 作業 着に 身を 包んだ ァネゴ 肌の 目隠しつ 娘 
な メカニック •シズカを 配置。 これ もまた、 適度に マニ アッ 
クで 子どもで も 親しみやすい 萌 えを 作り出そぅ とする 試み 
といえるだろう。 

いつまで つづく かわからない 「萌え バブル」 だが、 玉石 
混淆な この 状況で 萌 えの 勝ち 組と なりうる のは、 眼鏡 萌え 
を 極めた もの だと ここに 断定し よう。 


なの だけど、 その ビジュアルが すごい。 学校の 制服に 白衣 
を 羽織り、 目が ほとんど 前髪で 隠れて るシ ヤギ ー な ショー 
ト ヵットと いう、 いわゆる 萌え キヤ ラの 文脈からは はずれ 
まくった デザイン なの だ。 

東浩紀 あたりが 唱える 「 萌え キヤ ラは 萌え 要素の 順列 組 
み 合わせ」 という 視点から みれば、 師匠は 萌 えの ヵ ヶラも 
ない キヤ ラだろう。 だが、 その 髪の 奥から 時折 のぞかせる 
主人公への 優しげな 眼差し、 意外と グラマラスな ボデ イラ 
インが 醸し出す お姉さん キヤ ラなら ではの 清楚な 色気、 ま 
だ 子どもの 主人公に 手を 握られて あた ふた 赤面したり、 生 
まれて 初めて 食べる クレ ープの おいし さに 愕然としたり 
と、 言動の 数々 が ルックスとの ギ ヤップに よっ てと てつ も 
なく 萌 える ものに なって いるの だ。 長い 前髪を 眼鏡の 代替 
えとして、 ビジュアルの 印象を 変えつつ 眼鏡っ 娘の 萌 えを 
取り込む …… 目隠しっ 娘が 眼鏡っ 娘の 進化 系で ある ことの 

五 227ネ •こ 〇 

節 野 文 

サザエさんの 生みの親 である 故 •長 谷川 町 子の エッセイ 
コミック 『サザエさん、 っち あけ 話』 の 一節に、 「いつも 愛 
想の いい 人の 笑顔より、 ガン コ 親父が ふと 見せる 静かな 笑 
みの 方が 価値が ある」 という 感じの ことが 描かれて いる。 
これは 萌 えの 演出に おいても 通用す る 重要な 要素で あり、 
これを 実践して いる 萌 えは、 現在 大きな ム ー ブメ ントと 
なって いる 「ツン デ レ」 と、 前述の s 隠しっ 娘と いう 発展 
型へ とつな がる 「眼鏡っ 娘」 だけな の だ。 
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〜 『撲殺 天使 ドク □ちゃん』 を 
2 〇 数名の 女性に 読んでも らうと いう 実験 


課題 図書を 読んで、 各自が 書評を 書く。 書評は 無 記 
名で 全員に くばられ、 全員が 点を つける。 得点を 集計し、 
最高 得点を とつた 人は 書評 王と なり、 次の課 題 図書を 
決定す る 権利を 得る。 


プロ アマ 混合で 採点し、 順位を 決める といぅ 書評 バトル 
ロ ワィヤ ルな のです ！ 

で、 ゲストと して 招かれた ぼくは、 書評 王に 選ばれ (え 
へん！)、 次の課 題 図書を 決める 権利を 得た のでした。 

おしゃれな 海外 文学 やおし ゃれな 川上 弘 美本 やおし ゃれ 
な 穂 村弘 本な どが 課題 図書と なる 書評 講座で、 ぼくが、 次 
の 課題 本に 設定した のは 『撲殺 天使 ドク ロち ゃん』！ 
「わは は〜 米 光さん、 なんて 本を 課題に す るんで すか」 
ぐらいの リアクション だと 思つ ていたの です。 が、 それ ど 
ころでは なく。 非難の 嵐！ 

「なんち ゆ 一 表紙の 本を 買わせ るんで すか、 乙女に！」 


r 世紀の ラ ィトノ 
ベル 界に 登場した 
衝撃の 問題 作と いえ 
ば 『撲殺 天使 ドク ロ 
ち やん』 (おかゆ ま 
さき •メディア ワ ー 
クス) です。 

「ドラえもん」 設定 

の パロ ディで ありながら、 机の 引き出しから 飛び出し たの 
は、 かわいい 少女の 姿を した 天使で あり、 名を ドク ロち や 
ん といい ます。 こと ある ごとに ト ゲトゲ 特製 バット 『エス 
ヵリ ボルダ』 で 主人公の 少年 •桜 くんを 撲殺。 「びびる び 
るび る •ひびる •ひ〜 よ」 と 呪文を 唱える と、 吹き飛んだ 脳髄 
や、 つぶれた# 骨 や、 散乱した 肉塊を、 光の 波が 包み込 
み、 桜 くんは 蘇る のです。 

ラィト ノベル 界 ギャグ & 萌え 部門で 先頭を 走っ ています 
が、 確実に コース 外れち やって ますよ ッ みたい な 型破りな 
作品で あり、 萌 えながら 爆笑の 連続、 大 傑作です。 

といぅのは、 本誌を 読んで る 皆様は 先刻 承知で ありま 
しよぅ。 が！ 

大人の 女性は 『撲殺 天使 ドク ロち やん』 を どう 読む の だ 
ろうか？  そんな 軽い 疑問から、 ついう つかりと スタ 1 卜 
してし まつた 地獄 読書会。 

これは、 『撲殺 天使 ドク ロち やん』 を 20 数名の 女性に 読 


んで もらう という 実験を 行なつ てし まつた 悲しく も 怖ろ し 
い 実話 …… 。 

そもそもは、 闘う 書評 家 & 小説の メキ キス ト豊崎 由 美が 
主催して いる 書評 講座の ゲストに 招かれた ことから 始まり 
ます。 

その 書評 講座の ルー ルは、 こうです。 
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オ トナの 世界で いうと ころの 「皮肉」 という ヤツです。 
ぼくが おもしろいところが、 すべて カンに さわる ようです。 
(泣きながら) つぎを 読みます。 

お 話 自体は 至って シンプル。 過剰な 改行と 短い セン テン 
スの 畳み かけで 非常に 読みやすい。 

ホメだ ！  ホメ 、キタ - ( V ) - ツ n 

読み手の 知見の 深浅に よってい かように も 読める のは 優 
れた テキス トで ある ことの 証左と もい える。 

よかった •  ^ 。わかって くれる 人 もい るんだ ！ と 思いな 
がら 読み進め ると、 

一人で も 多くの 方に 手に 取っ ていた だきたい 一作 だ。 な 
ぜ なら、 その 中の | 人で もい い、 ぜひ 教えて いただきたい 
からだ。 この 「小説」 を どう 読めば 楽しめる のか。 どこが 
面白い のかを。 

あ、 あれです。 ドン デン ガエ シ とかいう ヤツです！ 妖 
怪 ドン デン ガエ シ さんです。 心臓に よくないです。 

つ、 つぎ！ 

萌え 。私は そもそも この 言葉が わからない。 ロリ フェ チ？ 
アニメ おたく？  もだえて るっ てこと？ 

悲しみに もだえながら 読みます、 がんばって 読みます。 

スト— リー は、 いまどき こんなので いいのっ、 ゲ— マ— 世 
代は もっ と 複雑な 展開 じ やない と 怒 るん じ やない のっ、 とい 
ちばん 私が 怒っ ている じ やない かとい うくら い シンプル。 

(何 かを 連打しながら) ゲ^ ^ マ^ ^ 世代 ！ ゲ^ ^ マ^ ^ 世代 ！ 


「ライトノべルって、何ですか |? : どうやっ て 読めと いう 
のです か !? :」 「あぁ、 こんな 人に 点を 入れ るん じ ゃな かっ 
た」 といつ た 勢いで、 もう M 男なら 昇天して しまう ほど、 
にぎやかに、 いじめられました。 

やっぱり、 一般的には、 ライト ノベルっ て、 まだまだ 大 
人たち は 認知して くれてい ません！ 

その 数日後。 

みなさんの ドク ロち ゃん 書評が 添付され ている 豊 崎さん 
からの メ ー ルが 届きます "、いきなりこう 書いて ありました < 
"米 光さん、 すごかったです よ。 みんなからの 呪詛の 言葉％ 

ご 立腹を 超えて、 呪詛 です！  、)w エロエ ロ エッ 
サイムです ！ 

意を 決して、 書評を 読みます。 最初の 書評が、 こうです。 

美しい 小 顔になる ために、 いちばん 効果的な のは 「怒ら 
ない」 こと だそう です。 

いきなり 書き出しから 怒る 気まん まんです ！ 

ですから 本書を 読まれる ライト ノベル 初心者の 方に 是 
非、 おすすめした いのが この 菩薩 顏 至上 主義です。 <!> マ— 
クが 1 ぺ—ジ に 22 回 出て きても 軽く 口角を ぁげて 微笑み、 
〈ぴぴ る ぴるぴ るぴぴ るび〜 がいちい ち 勘に 障りそう 
になっ たら 思いき って 音読、 〈サンス〉 や ルビが うるさ かっ 
たり、 会話に よる 状況 描写が 続いても 頭を 垂れて 感謝して 
いただきたい のです。 


ゲ ー マー 世代！ これ 以上、 読めない よ、 つ、 つぎ！ 


もはや 笑つ ては いられない。 今を 生きる 女性の 敵は 秋 葉 


原に あり、 なので ある。 


敵と 認定され ました、 ロック オンされ ました！ 


ぎ や 


つ、 つぎ デス！ 


眼前に ライ ト ノベル 界 における" オチ モノ， の 究極 形と 


見なされ ている 『撲殺 天使 ドク ロち やん』 が (泣) 


泣かないで。 ごめんなさい！ ぼくが 惡 かったんです。 


読、 脱力。 ロリ ロリ 美少女 天使 •ドク ロち やん が 主人 


公 少年 •桜 くんを 守る ために、 未来 世界から 机の 引き出し 


を 通つ てこの 世界に やつて くる。 ここまでは いいです よ。 


いいこと にします よ、 「なんで 引き出しが タイムマシンに 


なり 得 るんだ よ、 科学的な 仮説く らい 提出し ろよ、 ぐ あ 


ら つ」 とか、 んな 堅い ことは 言わずに ね。 


いや、 もう、 最後まで いいこと にして ください。 その 広 


い 御 心で！ 


でも、 興奮した ドク ロち やん が 撲殺 バットの エス カリ ボ 


ルグを 振り回し ては 桜 くんを 一瞬に して 肉片に 変え、 我に 


返つ ち や 呪文を 唱えて 生き返らせる という 設定は いかがな 


もの か。 血と 脳漿 飛び散ら かしての 撲殺と 安易な 蘇りの 繰 


り 返し。 いかがな もの か、 どうな のか。 


いや、 いかがな もの かって 言われても！ ギャグで すか 


ら ね。 ギャグ マン ガで ショックで グサ ダサと ヤリが 刺さつ 


た コマが あつて 次の コマでは 何にもなかった ことにな つて 


る、 あれと 同じ、 いわば 暗喩を 現実に して、 ギャグに して 


みせた シャパ ニ^ ~ X •マジック •リアリズムで すよ ！ 


たのむ から、 虚構と 現実を ごつ ち やにし ないで！ 


」 うした リセット 可能な 殺人と いう 描写が、 小説の テ— 


マ や 構造を 成立させる 上で 何ら かの 寄与を 果たして いるな 


らい ざ 知らず、 単なる お遊びと して 繰り返され ている だけ 


と あつて は、 看過で きる ものでは ござりますまい。 


遊ばせて！ 遊ばせて！ 遊びと して 繰り返させて！ 


まだ 遊びたい さかりなん だから！ 


この 面白さが わからな いからと いつて 年寄り 扱いされ る 


なら 本望 本望 大本 望。 あのね、 死んだら おしまい なの、 だ 


から 殺しち やい けない の。 いい 年を した 大人が、 幼児の ま 


まごと 遊びに 本気で かか ずら わつ てる 場合では ござります 


«\  〇 
し 


ひや^ —  • — 。幼児の ままこと 遊び ！  ぼくもう ゲ^ — マ^ — 世 


代です からね。 リセット 可能な 殺人だろう が、 死んだら お 


しまいだ ろうが、 丹 波 哲郎の 『大 霊界 2 死んだら おどろ 


いた 卩』 だろう が、 本望 本望 大本 望です。 本気で 遊ばせて 


もらいます。 かか ずら わせて、 ごめんな さ 


1  1 - 


、 ! 


いいんです。 若者と 少年の 気持ちを 忘れない 大人たち だ 


けで 楽しみ ましよう。 ぼくたちは、 太陽の 下を 歩けな いん 


だ。 ドク ロち やん、 君 だけが ぼくの 太陽 だよ (ドラマ 『白 


夜行』 の 曲を ハミングしながら)。 
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ゆりち やん 


早く 早く！ 


i 


緩 


あと 2 時間で 


E P 届 rs: 閉まつ 


ち やうよ 
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，あつ 焦らないで^^ 

お金は 持った？ 

原稿 全部 揃ってる か- 
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ハ 〜て 


1 


VV 
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してた でしょ〜 
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入 稿です ね 
ありがとぅ ござ 


日曜 朝 8:30 


ちなみに、 

あたし 達が 作った のは 
『ふた 〇 を キュア プリ』 
アニメの 同人 誌。 


つて いう 


あたしが 『キュア プリ』 を 
好きな のは、 

ナギと ホノの 絆の 強さ。 


ビンチの 時は 体を 投げ出して 
守ったり、 

お 互いい つも 思い や 6 合つ てる 


あの •： 

こちらの お客様は. 


活発な ナギと、 おしと やかな ホノ。 
ふたりは 一見 正反対なん •たけ ど、 
いつも 仲良しで、 息が 合って るの。 


女の子 同士  •たけ ど、 
ふた 〇 はまる で •： 


ごめんな さ 

いま 起こします 
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入 稿 

終わった ょ 


/ 


Q 


レ 


r 


〇 


〇 


落とさなくて 
済んだ ね •  • 


〇 


でもみ ずえち やん 


7 

A 


一 

もぅち ょつ と 早く 上げれば 
良かった かもね ••  • 


^yl 


あの コマは、 

ナギが ホノを かばって 為 
絆を 深め 合う、  ^  ( 
めつ さ 重要な シ ー ンじ やん！ 〇。 


1 f 


〇 


あの コマを めいつ ぱい 

描かな き や、 この 本を 
出す 意味がないで しょ？ 


M  /  I 


，•••そうだけ ど、 

みずえ ちゃんの コマが 
遅れた せいで、 

，みんなの 作業が 遅れたん だよ？ 


コ ミケに 受かる なんて 
，めつ たに 無 いんだし 、 


1 もし〆 切に 
1 間に合わな かったら 
とか 考えなかった の？ 
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だつ だけど一 


アニメ 本 編 じ や、 ナギと ホノ 


ただの 友達 じ やない一 


0 


ふたりが、 お 互い もっと 近づく 


為には、 あの コマが いちばん 


0 


大事 じ やない— 
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0 


〇 
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みずえち やんだ けの 


本 じ やないで しょ !! : 
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0 0 〇 


〇 


〇  〇 


〇 


あたしつ て 


A 


頭 悪い から、 
すぐ 司 〇 見えな 

なつち やつて 


みんなと この 同人 誌 作つ てる 
とき、 あたし ナギと ホ ノの事 
しか 考えて なかった 


ナギは かつこよ くて 
ホノは 可愛くて 


きつと、 ナギと ホノは 
想い 合つ てるんだ！ 
つて 思う と、 あたし も 
嬉しくな つち やつて 


でも アニメ じ や、 

親友 以上には 
ならない じ ゃん？ 


0 


〇 


なんで？ 


女の子 同士 だから？ 


〇  〇 


〇 


\o 


女の子と 女の子 じ や 
恋は しちや 
いけない の？ 
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t 私が、 中学 3 年間ず っ 


•••それで 
ナギと ホノは 
幸せに なれる の ? 


最後に ふたりは、 ホノの 親に 
もう | 度 告白す る •••つて 

、- うのは どう !? 


d 


•Q。 


闇の 使者が 突然  \1  。 
襲って くるんだ けど、 - r 
ふた 〇 は 力を 合わせて y 
敵を 追い払う の  /d// 
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一〇 き 
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〇〇 


L デ 


その 様子を ずつ と 見て いた 
〇  ホノ の 親は、 ふたりの 絆の 強さに 
フ A-- 心を 打たれる の！ 


次の 本で、 ナギは ホノの 親に 
会いに 行く の 

それで 『あたしは ホノが 好きです』 
つて 両親に 向かって 告白す るの！ 


当然、 親には 
猛 反対され る わ 


A 


ck 


そこ 
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幸せに しよぅよ 


134 


初夏。 

グラウンドを 周回す る シヨ ー ト パンツの 群れが、 まぶしい。 

第二次性徴 もい い 感じに 落ち着いて 幼児 体型を 卒業しつつ あ 
る 女子 どもは、 野郎の 脳味噌を 朦朧と させる おかしな 物質を 分 
がし やが る もんだ から、 僕みたい な 人生 経験の 浅い 童貞 風情に 
とっち ゃ あ 迷惑 きわまりない 存在 だ。 

それが、 体操 服 姿で グラウンドを 周回しながら、 学校の 敷地 
全体に おかしな 物質を 振りまい ている の だから、 まともに 授業 
なんか 受けて いられる ワケ がない。 

僕は、 ややもすれば 先端から 汁を 零しそぅ になる のを 堪えな 
がら、 くだらない 懸念の 一つを 抹殺す るた め、 己が 首に 手を 回 


蓮 海 もぐら 
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頸動脈を 締めて、 血圧を 下げる の だ。 血圧を 下げて、 先 ほど 
から 股間へ と 流入し つづけて いる 血 流を 食い止め るの だ。 

この 四時 限 目が 終われば、 次は 昼休み。 万一、 勃起な どして 
席を 立て なくなったら 最後、 僕に とっては 学校生活で 唯一の 楽 
しみで ある 『ピザ パン』 及び 『ロィヤル ミルク ティー』 が 売り 
切れて しまい かねない。 

勃起を 食い止める にあたり 最も 確実な 方法は、 目の前の 教壇 
で 世界史を 教えて いる龜 澤のッ ラ 構えを 見る こと だ。 あの 萎び 
た アン パンの ょぅな 顔面の 下部に 申し わけ 程度に 穿たれた お 
ちょ ぼ 口で フェラチオされ ている ところを 想像 すれば、 あら ゆ 
る 欲望は いっぺんに 引っ 込む だろぅ。 

しかし、 それに あたっ ては 一つ 大きな 問題が ある。 万一に で 


血痕 
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も 亀澤と 目が 合っ てし まう と、 つまらな 
い 質問 責めに 遭い かねない。 

しようがな いので、 諦める。 

亀澤と 目線を 合わせぬ よう 気をつけな 
がら、 どうせつ まらない 文章で 埋め 尽く 
されて いるであろう 黒板に 目をやる。 

もし、 そのつ まらない 文章に よって チ 
ン ポをシ ョン ポリさせる ことができ たな 
ら 、僕は 亀 澤に 感謝し なければ ならない 
だろう。 

さて、 現在、 黒板には どのような 文字 
が 書かれて いるか と言うと —— 

マル ティン •ルタ^  —  r 

—— どうやら、 人間の 名前ら しい。 

フル チンを 連想させる、 ワィ セツな 名 

1 刖 だ。 

教科書には、 フランシスコ •ザ ビエル 
の紛い 物みたい な 胡散臭い 写真が 掲載 さ 
れ ている。 


僕は マル ティン. ルタ— について は 多 
くを 知らない けれども、 コ ィツが 絶対に 
マ トモな 人間 じ やない つて こと だけは 確 
信で きる。 名は 体を 表わす とはょ く 言っ 
たもので、 名前が 変な 奴に ロク なのは い 
な いんだ。 

やった ぜ！ 

マジ メな ことを 考えて みたら、 みるみ 
る チン ポがシ ヨン ボリした ょ ！ 

チンボが シ ヨン ボリした 途端、 頭ん 中 
が ピリ ピリと 痺れた。 

僕は 慌てて、 自分の 首を 絞める 手を 緩 
めた。 

そぅして 再び、 窓の 外 —— グラウンド 
に 囡 を やる。 

相変わらず、 女子が 回って る。 

ウ チの クラスの 女子 ども だ。 

この 時 問は 本来、 体育の 授業のは ずな 
の だけど、 男子 だけは 例外的に 世界史の 
補習を 受けさせられる ハメ になつ てい 


る。 

自分で 言う の もなん だけど、 バヵ ばか 
り だからし ょうがない。 本当に、 しょ、 っ 
もない バヵ ばかり なんだ。 

生きて いる 価値がない って 言う か . 

全員、 死んで しまえば いいのに な。 

窓から 目を離して、 今度は 足下を 見る。 

汚れて 黄み がかった タィルの 上に、 
真っ黒な 点が、 一つ、 二つ、 三つ …… 、 

血 痕。 

僕が 残した、 血の 跡 だ。 

グラウンドを グルグ ル 回っ ている 女子 
の 中には、 体育の 授業を サボる 奴が いる。 

サボる 理由は 様々 で、 頭が痛い だと 
か、 熱が ある だと か、 身体が 火照る だと 
か、 股間から 血が ド バッと 流れた だと 
か、 枚挙に 暇がない けれど、 中で も 最も 
メジャー な ものは、 やはり 「股間から 血 
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が ド バッと 流れた」 なのだろう な あと 思 
う 0 

願わく ば 僕 も 女に 生まれたかった。 
股間から 血を ド バッと 流して、 体育の 
授業を サボり まくりた かった。 

だけど、 生憎と 僕は、 男性と して 生ま 
れ た。 

人間、 一度 生まれ 持った 性は 変えられ 

ない。 

男性と して 生まれち まった 以上、 股間 
から ド バッと 血を 流す ことな どは とうて 
いでき ない。 

それでも、 僕に も 女性と 同じ だけの 血 
液は 流れて る。 

切れば、 出る はず だ。 

切れば、 ね。 

一昨昨日の 美術の 時間。 

僕は 先生の 指導を 無視して 一人、 円 空 

彫りを つくつ てた。 


その 時、、 っっかり 彫刻刀の 使い方を 間 
違っ ち ゃって、 左手の 親指を ね …… グッ 
サリと、 抉った。 

一旦、 刃先を 差し込んだ 後に 「ャバ い」 
と 思って 刀身を 返した のが、 裏 2D に 出た。 

刃の 先 っぽが グル ッと 回転したら、 そ 
れに 合わせて 肉が 抉れて ね …… 爪の 右側 
の ふくらんだ 部分が、 綺麗に 半分、 親指 
から 剝 離した。 

痛い とは 思わな かった。 

ただ、 ただ、 物凄く 驚いた。 

でも、 ちょっ と 間を 置いたら、 今度は 
無性に 可笑しくな って . X. 、 何が 可 笑 

しかった って？ 

いや、 だって、 さっきまで 僕の 身体の 
一部だった ものが、 自分の 意思 じゃどぅ 
にもなら ない 肉の 塊に なって プ ラプラ 
揺れて るんだ ぜ？ 

手を 振る とプ ラプラつ て さ …… 揺れる 
んだ もん。 

そり や、 可笑しい に 決まつ てる。 
だから、 僕は 「あはは」 つて 声を 出し 


て 笑っ ち ゃったん た。 大きな 声で さ。 

そうしたら やっと 周りの 奴ら も 僕の 怪 
我に 気づいて、 途端に 教室は 大騷 動。 

誰が 一番 慌てた かって、 先生が 一番 慌 
てて た。 先生、 何の 指示 もで きずに、 泣 
きべ ソ かき はじめち やつて さ。 

僕は 結局、 保健 委員に 連れられて 教室 
を 出たん だけど、 最後に もう 一度、 みん 
なの 顔を 見て やろうと 思って 振り返った 
らさ - 

- 何を 見た と 思う？ 

僕の 怪我を、 笑って いる 女子が いた。 

彼女の 名は、 ユヵリたん。 

僕の 隣の 席の 子で、 クラスの 連中から 
は 虐めら れ てた。 

どうして 虐めら れ ていた かって 言う と 
ね、 彼女は 言葉を 発さな かったん だ。 

言葉を 発さない せいで 施設に 送られ そ 
、っに なつた こと も あるら しいんだ けど 


ね、 ココ ー番 って 時にはち ゃん と 喋って 
るみたい なんだ。 だから、 ギリ ギリのと 
ころで 普通の 中学に 通って、 ギリ ギリの 
ところで 普通の 高校に 入る ことができた 
ん だけど、 彼女に とって それが 果たして 
良い ことだった のか どうかなん てこと、 
僕には ちょっ と 分からない。 

ユカリ たんは、 笑わない 子だった。 表 
情がなかった。 表情がなかった もんだ か 
ら 、もし あの 表情が 既に 笑って いる 状態 
なので あれば、 彼女は きっと 常に 笑って 
いたのだろう し、 怒って いる 状態な ので 
あれば、 常に 怒って いたの だろうと 思う 
けど、 僕には 少し だけ 悲しそう な 顔に 見 
えていた から、 もしかすると、 常に 悲し 
い 気持ちで いたのでは ないかな。 

だから、 虐めら れ たんだ。 

ユカリたん はね、 最初は 周りと 上手く 
やつて いたんだ。 あまり 可愛く はな かつ 
たしね。 成績 も 決して 良くは なかつ たし、 


変に 目立つ 感じは なくって、 実際に 彼女 
と 友達に なろうと している 人 も 何人 かい 
たょうには 思 うんだ けどね . 。 

彼女は、 誰と も 話そうと はしな かった。 

だから、 嫌われた。 

どうやら 人って、 お近づきに なりたい 
相手に コミュニケ ーシ ョンを 拒否され 
ち やうと、 理解とは 正反対の 方向へ べク 
トルを 向ける しか なくなつ ち やうら しい 
のね。 だって、 ほら、 何だかんだ 言って 
も 「何もし ない」 って ことが、 一番 難し 
かったり する じ やない？ 

何もし ない ことができな いもんだ か 
ら 、近づけないなら 遠ざかる って ヮケ。 
好き か 嫌いになる ことは できる けど、 
どっ ちつかず でい る ことが 一番 難し かっ 
たりす るら しいんだ ょ。 

だからね …… 彼女は、 嫌われた。 


ユカリ たんが 受けて いたのは、 殴る と 
か 蹴る とか、 そういう 分かりやすい 虐め 
じ やな かった。 

男子の 虐めは 単位 あたりの 所要時間が 
物凄く 短い のね …… 蹴って 殴って、 はい 
終わり。 

でも、 女子の 虐めって 言う のは、 ソィ 
ツが 長い。 トコ トン 長い。 

僕は 中 一の 時、 女子 だらけの 吹奏楽 部 
に 入っ ち やったん だけど、 そこで 受けた 
虐めは 半端 じ やなく って さ …… アィツ 
ら 、トコ トン 詰めて くるの よ。 

足の甲に パィプ 椅子を 乗っ けて、 その 
上に 乗っかられ てね、 その 状態で 女子に 
囲まれて 罵倒され る わけよ。 

三百 六十 度、 ド ルビ ー サラゥンド のよ 
うに あらゆる 角度から 罵声が 飛んで きて 
さ。 「今 死ねたら 楽だろう な …… 舌を 嚙 
むのと どっちが 楽 かな あ」 なんて ことを、 
本気で 考えさせられた。 

まあ、 ユカリたん がそん な 虐めを 受け 
ていた かどう かは 定か じ やない けど、 女 
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子の 虐めって もんは、 精神的に くるんだ 
上 0 

とま あ、 そんな 彼女 …… 普段は 笑わな 
い 虐めら れっ 子の 彼女が ね、 どぅいぅ ヮ 
ヶ か、 僕の 怪我を 見て 笑った。 

いや あ、 電流が 走った ね！ 

何だコ イツは と 思った 直後には、 骨の 
髓 まで 好きに なって た。 

まるで バカげ た 話 だと 思われる かもし 


れな いけれ ど、 人を 好きになる つて こと 
自体が、 だいぶ バヵげ ている もんじ ゃな 
し 力？ 

だつ て さ、 さつきまで 自分に とつち ゃ、 
どぅで もょ かつた 奴を さあ、 突然、 理由 
もな く、 好きに な るんだ ぜ？ 

理由は、 不明。 

あいや、 別に 説明を 端折つ てる ワケ 
じ やな いんだよ。 そもそも 「好きの 理由」 
なんて もん、 天地 開 關 以来、 後 づけで 
しか ありえな いんだから、 口にする 端 か 


ら すべて 嘘つ ぱち になつ ちまう わけ じ や 

/V ? 

それなら さ …… そんな もん、 あえて 考 
える ほうが 野暮って もんだろう？ 

僕に 伝えられる 事実は、 一つ。 
ユカリたん のこと を 好きに なりました 0 

それからの 三日間、 今日に 至る まで' 
僕は ひたすら IfIL を 流して た。 

キ ッカ ヶ として 思いつく ものは 「流血」 
以外には なかった からね。 

とにかく、 ひたすら 血を 流す しかない 
ん だょ。 

指に できた ささくれを 剝 いて、 指の 根 
本を ギュッ と 絞る と、 ささくれを 剝 いた 
場所に プクリ と 血の 球が でき るんだ けれ 
ど、 その 血を 床に 落として 文字 や 模様を 

つくって さ . ユカリ たんの 顔色を 窺う 

わけ だ。 

笑え、 笑えと 胸ん 中で 唱えながら、 ポ 
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タリ、 ポタリと 血を 落として さ。 

端から 見る とまるで キチ ガイなん だけ 
ど、 当の 僕 だけは 必死で さ。 

ユカリ たんが 反応を 示す まで、 絶対に 


めない ぞ 


つてね。 


結局、 今日に 至っても、 まだ 何にも 反 
応 はな いんだ けれど …… 。 


: A 


# 


グラゥンドでは、 女子たち が 体育 座り 
をして、 新 里 先生の 説教を 聞いて いる。 

その 傍ら …… 体操 服を 着て いない サボ 
り 組の 中に、 ユカリ たんの 姿を 見る こと 
がで きる。 

どうして 彼女は、 体育を サボつ ている 
のだろぅ？ 

やはり、 彼女の 股間から も、 血が ドバっ 


と - 


「樋 口 君！」 

「 - うえ っ P:」 


突然、 名前を 呼ばれ、 慌てて 顔を 正面 


へ 向ける。 

萎んだ アン パン …… 亀澤 が、 眼鏡 ごし 
に 僕を 睨んで いる。 

「ち やん と 聞いて います か？  グラウン 
ド ばかり 見ても、 世界史には 詳しく なれ 
ません ょ」 

「あ、 はい、 大丈夫です。 聞いて ます。 
聞いて ます 力ら . 」 

「では、 マル ティン •ルタ 1 は 何を した 
人です か？」 

マル ティン •ルタ 丨 ？ 

「ち やん と 聞いて いたなら、 答えられる 
はずです ょ」 

何を した 人？ 

分からない . 全く 意味が 分からない。 

そもそも コ イツ、 マル テインと 呼べば 
いいの か、 ルタ 1 と 呼べば いいの かも 分 
からない。 


僕に とつて マル テイン •ルタ^ ~ は、 い 
なくても 困らない 外タレの 一人に 過ぎな 
い。 存在の 重さで 言えば、 ケント •デリ 
カットと いい 勝負 だ。 

マル テイン •ルタ ー が 何者で あれ、 ソ 
イツは そんなに 重要な ことか？ 

「分かりません か？」 

せつつ くな つてば！ 

どぅせ 布教 だろ？ 

宗教家が やる ことなん て、 太古の 昔 か 
ら 布教に 決まつ てる。 

「マル テイン •ルタ — は . 」 

恐る恐る、 語句を 切りながら 答える。 

「マル テイン •ルタ^  — は？」 

「日本に …… 」 

「日本に？」 

「キリスト教 . あつ、 違う くて！ モ 


ル モン 教？  モル モン 教 …… を、 ひろめ 
た 人 . です . よね？」 

亀澤は 「そうです か」 と 無表情で 言う。 
僕は 「そうです よ」 と 無表情で 答える。 
亀澤 は、 ジッと 僕の 目を 見た まま 動か 
なぃ。 

おちよ ぼ 口を 半開きに して 何 かを 言い 
かけて いる も、 そこからは 正解と も 不正 
解と も 発せられる 様子がない。 

何なん だろう、 この、 タメ …… この、 

無駄な 緊張 感。 

僕は、 これと 似た ような 緊張 感を 操る 
クィズ 番組の 司会者を 知っている。 

そう . これは、 『クィズ $ミリオネ 

ア』 という 有名な 番組で、 司会の みの さ 
んが釀 し 出す、 あの 緊張 感と 同質の もの。 

片田舎の 教員 風情が 名 司会と 謳われる 
みのさん の 名人芸を 真似る とは、 おこが 
ましい にも ほどが ある。 

「あの、 先生 …… 」 
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沈黙に 耐え かねず、 とりあえず 呼び か 
ける。 

「何です か？」 

「マル ティン •ルタ^  — と - 」 

「はぃ」 

「 —— マル シン ハン バーグ つて、 似て ま 
せん？」 

「似て ません」 

「です よねえ」 

僕 自身は 物凄く 面白い ことを 言つ たつ 
もりで いるのに、 クラスの 連中は クス リ 
とも 笑わない。 

連中に とつて 僕の 存在は、 まるで 空気 
…… もとい、 空気よりも 軽い ヘリウムと 
かその あたり。 

野球部の 大野なら 「隣の 家に 囲いが で 
きたんだ つてね！  へえ、 かっこいい！」 
とか 言う だけで 笑いを 取れる のに、 同じ 
ことを 僕が 言っても 全く 通じない。 


分 かってんだ よ、 僕には 全部。 お前ら 
みんな 「笑った ほうがよ さそうな 空気」 
に 流されて、 笑う フリ をして いる だけな 
ん だ。 

「誰が 何を 言っ たか」 なんて こと、 実は 
どうで もよ くって、 単に 「誰が 言う か」 っ 
てこと だけが 重要なん だろ？ 

ヵン タンな 話 だ。 人気者の 大野が 言う 
ことなら すべて 面白く って、 嫌われ 者の 
僕が 言う ことは 全部つ まらない。 

人気者の 大野が 行なう ことは すべてが 
「正義」 で、 嫌われ 者の 僕が 行なう こと 
はすべ てが 「偽善」。 

は あ、 最惡だ …… まさか、 この 状況で 
自分の 嫌わ れっぷり を 再認識 させられる 
とは 思わな かった。 

「先生は ずっと 疑問に 思って いたんです 
が、 樋 口 君は 授業中、 いったい 何を 考え 
てい るんで すか？」 

人の 思考に 割り込む なと 言いたい。 


1 え？ あ、 いや、 別に …… 、何も？」 

正直に 答えを 述べる と 「野球部の 大野 
は 死ね」 となって しまう ので、 言わない。 

「樋 口 君とは 少し、 真剣に 話したいです 
ね」 

「は？」 

「昼食 後、 私のと ころまで 来る ように」 
「嫌 だと 言っ たら？」 

「言います か？」 

「いえ …… 、言いません」 

相手が しがない 教員 風情で あれ、 未成 
年 者で ある 僕なん かが 権力と 名のつ く 物 
に 逆らう ことなん か、 とうてい でき やし 
ません よ。 

「それでは、 授業を つづけます」 

僕は、 分かっ てる。 
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勝ち 組になる ためには、 へ 夕に 逆らわ 
ず コント ロ ー ルされ ている フリ をす るの 
が 手っ取り早 いって ことを、 ちゃんと 分 
かってる。 

氺 

昼休み。 

僕は ホ^  — ムル^ ~ ム のへ ランダ ^' ょく H 儿 

渡せる 屋上の 隅で、 ジリ ジリと 学 ランを 
焼く 直射日光を 浴びながら、 生温 かい r ヒ 
ザ パン』 を頰 張りながら、 ユカリたん を 

i 乂で た。 

ユカリ たんは、 ベランダの 隅に 置かれ 
た エアコンの 室外 機の 陰に 身を 隠し、 室 
外 機から 放たれる 熱風を 全身に 浴び、 昼 
食 代わりの 『カン トリ ー マ アム』 を頰張 
りながら、 I ドクタ^ ~ ペッパ^ ~ .(を 飲み 
干して いた。 

その 光景を、 屋上から 見守った。 ただ 
見守った。 ひたすら、 見守った。 

彼女の 姿を 網膜に 焼きつ けて 午後を 生 
きる ための 糧 とする ため、 食い入る よ、 つ 
にして 見守つ た。 


こう 言つ ては 頭の おかしい 人に 思われ 
てし まう かも 知れない けど、 二 〇〇五 年 
の 六月 末 現在、 僕が なりたい 職業の ナン 
バー ワンに 燦然と 輝いて いるもの はもち 
ろん ー カントリ^ ~ マ アム』 の バニラ 味た' 

いいよ、 いいよ、 ユカリたん。 

超 かわいい よ、 ユカリたん。 

だつ こして 眠りたい な あ。 

ほつぺで ス リス リ とかしたい'' 

うわ あ！ ヤバ い！ また だ！ また 
また ちんぽこ 勃つ ち やつた！ 

困つ たな …… このまま じ や、 龜澤ん と 
こ 行けない よ。 

しようがな いから、 また マル ティン. 

ルタ ー のこと でも 考えて どうにか . 、 

え ]? : 

ユカリ たんが ポケットから、 黄色く 長 
い 物を 取り出した。 

un を 細めて 見る と、 それは 購買で 売つ 
ている カツ タ^ — ナイフだった。 

微かに では あるが キリ キリと、 プラス 


チックの 柄から 刃を 絞り出す 音が 聞こえ 
て、 何やら 嫌な 予感が した C 

(えっと、 まさか、 リス カ . です か？) 

刹那、 止めた ほうが 良い かどう か 悩む 
も、 もし リス カ じ やない のに 止めち やっ 
たら 恥ずかし いので、 とりあえず、 見守っ 
た。 

ユカリ たんは 右手に カツ タ丨 ナィフを 
握って、 「えい やっ！」 と 言わんばかりに、 
勢い良く  9 カン トリー マ アム』 を 両断し 
た。 

なぜ 彼女が 『カン トリ ー マ アム』 を 割 
ろうと 思った のかは 分からない。 きっと、 
遅咲きの 反抗期 か 何 かだろう。 

ユカリ たんは 二つに 割っ た 『カント 
リ ー マ アム』 を、 ぐ わつ と、 いつ べんに 

頰 張った。 

ユカリ たんの ほっぺが、 プク ー リ とふ 
くれた。 

まるで 木の実を 溜め込んだ リスの 頰み 


たく、 両方と もふくれ た。 

それを 今度は、 いっぺんに ゴキ ュッと 
…… ゥヮバ ミの よぅに 飲み込んだ。 

なぜ、 そんな 食べ方を する のか？ 

動機は 不明 だし、 行動からは 合理性の 
カ ケラも 見いだ せなかった けれど …… 、 

僕は、 ますます ユカリたん のこと が 好 
きになつ た。 

* 

午後は、 ユカリたん のこと を 考えな が 
ら 過ごした。 

二人で 休日を、 公園で 過ごす の だ。 

レシ ャ - — シ^ — 卜を 敷いて、 その上を く 
んず ほぐれつ ゴロ ゴロす るの だ。 

大道芸人の 猿回しを 見て 喜ぶ、 ユカリ 
たん。 

そんな ユカリ たんに 襲い かかる ニ ホン 
ザルの 群れを 一刀両断に 成敗す る 僕。 

死屍 累 々たる ニ ホン ザルの 群れの 中央 
に 立ち尽くす、 僕と ユカリたん。 

臆病な 二つの 指先は 何気なく 触れ合 


い、 ピクリ と 離れて、 そして また、 触れ 
合う。 

桜色に 染まる 頰と頰 。確認し 合う 四つ 
の 瞳。 今日び 飲料水の CM でも 聞かない 
ぐらい 立派に ゴキ ユリと 喉が 二度 鳴る。 

熱を 帯びた 二つの 頰 が、 互いに その 温 
度を 感じ取れる ほど 近づき、 そして …… 
ピ タツて^ - . 頓と頓 がね、 ピ タツて する 
の！ 

知って るかい？ お風呂に入った 時、 
お湯の 表面を 掌で 触れる と 微妙に ピ 
タツて す るんだ けれど、 きつと 僕と ユ 
カリたん のピ タツて した 感じは 湯船の 
ピ タツて した 感じを 超える ね！ う ひょ 

ゞつ I  . 

…… といつ たこと を 考えながら、 過ご 
した。 

放課後が 近づく につれ、 ユカリ たんと 
遠ざかる のが 辛く つて、 僕は 思いき りさ 
さくれ を剝 いた。 

指を 絞って、 ぽ たり、 ぼたり と、 気怠 


い 光景の 中に あって 唯一 鮮やかな 血の 球 
を、 床に 落とした。 

昨日までの 流血は、 どす 黒く 燥いた 血 
痕 となり、 今日の 流血と 混じり合 うこと 
で、 ィビ ッな ハー トの 形を つくった。 

この 身体から 零れ 出す 血液は サラ サラ 
と 鮮やかで いて 美しい のに、 これが 過去 
の ものと なると 黒く 燥いて 汚れて しま 

、っ 0 

過ぎ去りし 日々 を 美しく 語る 大人は 沢 
山い る けれど、 今、 この 時の 流血に 勝る 
美しき ものな ど 他に あろう か。 

明日の 僕には、 今 この 瞬間に 零れる 血 
の 赤を 思い返す ことな ど、 とうてい でき 
やしないだろう。 

氺 

放課後。 

結局、 僕は、 ユヵリ たんの 後を つけて 
しまつた。 

つけょうと 思っ てつけた わけでは ない 
…… どういう ヮヶ か、 結果と しては、 つ 
ける ょうな 形に なつて しまった の だ。 
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僕 自身は ただ 「見えなくなる のは 嫌 だ 
な あ」 と 思っ ただけ に過ぎないのに、 意 
に反して 足が 勝手に …… まあ、 要するに 
僕は 悪くない。 

ユヵリ たんは 帰り 際、 書店に 寄り道を 
して 『KERA!』 の 立ち読みを はじめ 
た。 

僕 も さりげなく 別の コ ー ナーで 『メガ 
ストア』 の 立ち読みを しながら、 彼女の 
様子を 窺った。 

しっ かし、 相変わらず 『メガ ストア』 
は 表紙が キッ い。 

ロリ フェィスの メィ ドさん の 巨乳が 丸 
出しで、 しかも 母乳が 垂れ流し である。 

これでは まるで、 エロ 本を 立ち読みし 
ている 人みたい に 思われて 困る。 

かと 言って、 男性 向けの ファッション 
誌を 読む ほど 僕は マ セち やい ない。 

ファッション 誌の モデルが 着て いるよ 
うな 服は ファッション 誌の モデルが 着る 
からこ そ 0** える のであって、 そこいらの 
有象無象が マネを したと ころで 「頑張つ 


てる 感じ」 を アピ^  — ルす るた けに 終わつ 
ちまう もんだ。 

そういう ことを ち やん と 分かつ ている 
僕 だから こそ、 お母さんが 『セ シー ル』 
や 『西 友』 で 買って くれた 服を 公明正大 
に 着る ことができる。 

僕から すり や あ、 『UNIQLO』 だっ 

て 敷居の 高い ブランドで すよ …… ってい 
うか、 『UNIQLO』 ってぶ っち やけ 
オ サレで しよ？  バカに している 奴の 気 
が 知れない ね。 もちろん、 自虐で 着る の 
だって ナシだ 。「どうせ 僕は 『 U NIQ 
LO』 を 着る ような 人間です」 なんて 喩 
えに 持ち出されち や あ、 『UNIQLO』 
の 服が 可哀想 だ。 僕なん かは 「何を 着る 
か」 を 考える よか 「どう 着る か」 って こ 
とを 考えた ほうが 良い ように 思 うんだ け 
どね え。 脱 オタで オ サレぶ る 奴 ぁ、 死ね 
ばいいん だよ。 

さて、 ユカリ たんは . どうやら 今度 

は 『裏 B U BKA』 を 読んで いる。 

イマ イチ 方向 性が 見えて こない けれ 


ど、 複雑な お 年頃な ので 何でも アリ だ。 

そういう 僕 だって、 今は ハィデ ガーの 
『存在と 時間』 を 手に 取って 読む フリを 
してる。 

これは、 いつか ユヵリ たんに 「愛読書 
は 何です か」 と 訊かれた 時に 『存在と 時 
間』 と 答えられる ようにす るた めだ。 

そう 答える とちよ っと ィンテリ っぽい 
感じが していい かな あと 思って みたの だ 
けれども、 どうせ 似た ような ことを 考え 
る 奴は ゴ マンと いそうな 気がする ので、 
逆を 言えば 好きな 本を 問われた 時に 『存 
在と 時間』 と 答える ような 奴は 薄っぺら 
い 奴 だと 思われて しまい かねない …… の 
で、 棚に 戻す。 

無難そう な 線と して、 今度は 『銃 •病 
原菌 •鉄』 を …… いや、 やっぱり ダメ だ。 
これ も 薄っぺらい。 

もっ と、 こう、 知る 人ぞ 知る 的な ハ ー 
ド コアな 部分を 攻めない と。 

よし、 決めた！ こうな り やもう 『夕 
モリの 面白 ヵセット 術』 ぐらいし か 選択 
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肢 はない！ 

知る 人ぞ 知る どころ か、 誰も 知らない 
ぐらい マニアックで 良 いんだよ。 

何が 書いて あるかって？  ぺージ を 開 
いて ビック リ だ！ 

《好きな 娘の 声で エッチな テー プを つく 
る 方法》 

キタ n レ！ 

要約 すれば、 好きな 女の子に 何だかん 
だと 理由を つけて 運動を させて 至極 マジ 
メな 文章を 読ませる ワケ です よ。 

ただ、 その マジ メな 文章には 罠が 仕 か 
けて あって、 部分的には 物凄く エッチな 
単語が 書いて ある。 

たとえば 「行く」 の 二 文字で も、 呼吸 
が 困難な ほど 疲れて いる 状態で 発音され 
ると 絶頂の ヨ ガリ 声に 聞こえな いこと も 
ない。 

で、 その 素材を 切ったり 貼ったり 編集 
する ことで、 エッチな テー プが 完犮 する 


. という ワケ で* 

皆さん、 タモ さんの 偉大 さを 改めて 思 
い 知りました でしょう か？ 

あいや、 侍って ください！ 僕が 書店 
に 入っ たのは、 タモ さんの 素晴らし さを 
再認識す るた めではありません！ 

そうこう している うちに 大 問題が 発覚 

ユカリ たんの 姿が 見えません！ 

氺 

ユカリ たんを 探して 街を 彷徨った。 

彷徨う とは 言っても、 僕は ユカリたん 
の 住所を 知ってい るので、 別に 迷いは し 
なかった。 

初夏の 日は 長く、 午後 六 時を 過ぎても 
夕暮れが 訪れる 気配はなかった …… の 
で、 昏 くなる まで ひたすら 待った。 

明るい と 人目に ついて しまう。 人目に 
つくと、 スト^ ~ 力^ — と 勘違い されて しま 


う 恐れが ある。 

安全に ユヵリ たんを 見守る ためには、 
夕闇に 紛れる ように 近づいて、 自然 物の 
ように 佇み、 夜と 同化して 動かなければ 
ならない。 

僕は 待った。 ゴミ 捨て場の 陰で 『ガリ 
ガリ 君』 を頰 張りながら、 書店で 破り 取っ 
た 『電撃 萌 王』 の 袋 トジを 眺めながら、 
待った。 

三十 分 ほど 過ぎて、 ゆっくりと 空は 黄 
金色に 染まり だした。 

往く 人の 流れは 一昔前の 『金曜 ロ ー ド 

ショ 1J の オープ ニン グ 映像の パ ー マの 
人を 彷彿と させる シルエットと なって 闇 
に 溶けて いった。 

そして せんりつの よるが おとず 
れた 

意気揚揚と ユヵリたん 家の 庭へ と 躍り 
込んで、 よく 分からない 植物が 植えられ 
た 鉢に 身を 隠して 作戦を 練る。 
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見る ところ、 何の変哲もない 一戸建て。 

窓は 複数 あるけれ ど、 どれが ユカリた 
んの 部屋 かは 分からない。 

ただ、 磨りガラスの 窓に 限って は、 そ 
こが 風呂場 もしくは トィレで ある ことが 
分かる。 

磨りガラスの 窓は 二 力 所。 うち、 狭い 
ほうを トィレと するならば、 風呂場の 場 
所は 自 ずと 決まる。 

そう— •あの 磨りガラスの 向こう側 こ 
そが、 ユカリたん 家の 風呂場！ 

ユカリ たんが、 その 柔肌に 付着した 汚 
物 やら 世間の しがら みを 洗い流す、 世界 
で 一番 小さな 戦場な の だ！ 

あいや！ 別に、 ユカリ たんの ゴニョ 
ゴニョ を 覗こうと している ワケじ や あな 
いんだ。 

逆に、 視 こうと する ような 奴が いたら 
ブチ のめして やろうと さえ 思う。 

イザと なつたら、 僕は 強いの だ。 

両腕を グルグ ル 回しながら 街を 歩く 


と、 誰も 僕に 近づこうと はしない。 

だから 僕は、 ユヵリたん 家の 風呂場の 
前で 両腕を グルグ ル 回しながら 外敵を 追 
い 払う。 

たとえ それにより 大きな 代償を 支払う 
ことにな ろうと も、 僕は グルグ ルを 止め 
ないだろう。 

たとえ 地球が 自転を 止める ような こと 
が あろうと も、 僕の グルグ ルは 止まらな 
いだろう。 

両腕を ぐるん ぐるん と 勢い良く 転 さ 
せる と、 腕の 血液が 拳に 集まって ビリビ 
リと 痛む んだ。 

もし 僕が 指から 血を 流した 状態で 両腕 
を 回したなら、 遠心力に より 血 飛沫き が 
舞う だろう。 

ああ、 ユヵリたん！ もうす ぐ、 夏 休 
みだね！ 

シ ーズン にはちよ つぴり 早い けど、 
かっこい い 花火を 見せ たげ る！ 


る 入 ！  くるん 一 • 

/\  VQ  A  . ~  るん — 

ほぅら！ 花火 だ！ 

一心不乱に 回転 させて いた 腕が、 何 や 
ら 固くて 呆気なく 突き抜けて しまえる ほ 
ど 脆い 物質に 当たった。 

パリン …… と、 鼓膜を つんざく ょぅな 
甲高い 音を 聞いた のと 同時に、 頭上から 
バラ バラと ガラスの 破片が 降って 来た。 

束の間の 判断で、 目を 閉じた …… 、眼 
球 だけは、 守らねば と 思った。 

両腕を 顔面の 前に 翳しながら、 右の 
掌が 熱く なって いる ことに 気づいた。 

おょそ 水滴とは 言いが たい 量の 液体の 
筋が、 指先から 肘へ と 伝い、 ぼつり ぼつ 
りと 膝へ と 垂れた。 

目を 開けた。 視界が 開けた。 目に 映る 
ものの ほとんどが 赤かった。 掌の 肉が、 
刮げ 落ちて いた。 

ガ ラリと、 風呂場の ドアを 開く 音が し 
た。 ガラスが 割れる 音に 驚いた 家人が 駆 


ゆ 


けつけ たようだった。 

ヤバ いと 思い、 逃げ だした。 

背後から 叫ぶ ような 声が 聞こえた けれ 
ど、 何を 言っ ている のか 分からな かった。 

不覚に も 後ろ姿は 目撃され てし まった 
よう だけれ ど、 万一の ためにと 軒先の 洗 
濯バ サミに 挟まれて いた パンストを 被っ 
ておいた のが 幸いした。 

パンストは 偉大 だ。 履いて オナニ ー を 
する だけ じ やなく、 被って 正体を 隠す こ 
ともで きる。 

パンストが あって、 本当に 良かった。 
これから はもう、 パンストに 足を 向けて 
は 眠れないだろう。 

さて、 さしあたっての 問題は、 これが 
誰の パンスト かとい うこと である けれど 
も、 誰の パンスト であるに せよ、 ユカリ 
たんの 家族の パンスト である ことには 
違いない の だから 決して 悪い パンストで 
あろうは ずは なく、 たとえ これが ユカ 
リ たんの お父さんの パンストで あつたに 
せよ、 僕は 何の 躊躇い もな くオ カズに す 


るだろう な あと 思う ので、 そんな 問題は 
些事な ので ある …… が、 やはり ユヵリた 
ん 本人の パンスト だつ たらい いな あとい 
う 一縷の 望みを 抱いた ままで、 ここは 素 
直に 家へ と 急ぎたい。 

早く 帰って、 オナニ ー を . あいや、 

その 前に 傷の 手当てを 急ぎたい。 

氺 

掌の 治療は、 呆気なく すんだ。 

ア ロン アルファで、 元通り …… とはい 
かないまで も、 とりあえず 出血は 止まっ 
たので 良しと した。 

夕食の 時 問には 遅れた けれど、 僕の 両 
親は ワリと ドラィな ので、 別に 叱られた 
りは しない。 

とはいえ、 完全に ドラィと 言える のは 
父親の ほう だ。 

母親には まだ ウエットな 部分が あるら 
しく、 電話口で 「ウ チの 人は 若い コじや 
なきや ダメ みたい」 と、 友達 か 誰かに 対 
して ボヤ いている のを 聞いた。 

セツ クス レスら しい。 


台所に 行けば 食べられる 物 も ある だろ 
、っけれ ど、 別に お腹は 空いて いないので、 
パンストを 眺めながら 時間を 潰した。 

パンスト つて、 誰が 最初に 言い出した 
んだ ろう？ 

何だか、 ハン ガ ー ストラィキ みたいで 
嫌 だ …… パン ティ ー ストッキングと 言つ 
たほうが、 確実に エロい のに。 

パンストを 破る ような 趣味 も、 いただ 
けない。 

破つ ちまつ たら パンスト じ やなくなる 
から、 いけない。 

そんな もので 喜ぶ ような 奴は、 コス プ 
レ AV で コスチ ユ ー ムを 脱がす ような バ 
力と 同じ だ。 

まるで、 使び 寂び という ものを 分かつ 
ていない。 

といつ たこと を 考えて いたら、 部屋の 
外で 床が 軋む 音が したので、 慌てて パン 
ストを ベッドの 中に 突つ 込んだ。 
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ノック もな く ドアを 蹴飛ばして 部屋に 
飛び込んで きたのは 妹 …… と 言いたい と 
ころ だが、 僕の 下に 弟妹は いないので、 
実のところは 姉ち やんだ った。 

姉ち やん は、 あっぱれ としか 言いよう 
がない ほど、 物の 見事に 一糸 も 纏っ ち や 
いなかった。 

いや …… 、厳密には 一糸 だけ 纏って い 
る 物が あったの だけれ ど、 その ヒモに 関 
しては あえて 言及を 避けようと 思う。 

「姉ち やん！ 人の 部屋、 勝手に 開けん 
なよ！ つうか、 マ 0 コ 見えて るから 服 
着ろ よ！ 服！」 

「あの さあ マサト …… 『ゴ ズニー ラン 

ド』、 行く？」 

「は？  『ゴズニ^ ~ 』 ？」 

「行く の？ 行かない の？」 

「行く つて . 、姉ち やん と？」 

「は あ？  何で ア タシが アン タと 『ゴズ 
ニー ランド』 行く の？」 

「じゃあ、 何？」 


「あのね、 ユ ウジが さあ。 『ゴズ ニー ラ 
ン ド』 行こぅ って、 ホテル 取って たんだ 
けど、 何 か 都合で 行け なくなっ たみたい 
でさ」 

「じゃあ、 僕が …… 、ユ ウジさん と？」 
「は あ？  何？  アン タ、 ホモ？」 
「じゃあ 誰？ 誰が 行く の？」 

「アン タと . 、誰か？」 

「僕と …… 、誰か？」 

「ほら あ …… カノ ジョ とかさ あ、 いるで 
しょ？  いないの？」 

「そり ゃ、 いなく はないけ ど …… 」 

「じ ゃ あさ、 土曜日っ て 大丈夫？」 

「ぃっの？」 

「今度」 

「つっても、 今日って 木曜 じ ゃん？」 

「じ ゃ、 明後日 か」 

「急 過ぎ じ ゃね？」 

「急 じ やな かつたら キャンセル できる で 
しよ？」 

「まあ、 そり やそう かもしん ない けど」 
「で、 行ける？」 


「行けな くもない けど」 

「じ ゃ、 行っ て！」 

「うん」 

「じ ゃ、 ユ ウジに 連絡させる から！ よ 
ろしく  ！ 」 

姉ち ゃん は 用件 だけを ひとつ さらい 捲 
し 立てた 後、 開いた ドアを そのまま にし 
て 部屋を 出て 行った。 

ホテルつ きの 遊園地の チケットを タ ダ 
でもら える なんて、 本当は 喜ばな くっ 
ち ゃい けない ところなん だろう けれど、 
現実 問題と して 僕には 男女を 問わず 共に 
遊園地へ 行って くれる ような 友達なん か 
いやしな かったり する わけで …… 、ほん 
の ちょっぴり 途方に 暮れた 後、 僕は とう 
とう …… 、ユカリ たんに 告白を する 決心 
を 固めた。 

明日 告白を して 明後日 ホテル だなん 
て、 何となく 急 過ぎる ような 気がしない 
でもない けれど、 限り ある 人生の 中で 大 
切 な 人と 共に 過ごす 時間を 一秒で も 多く 
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確保す るの だと 割りき ってし まう のなら 
ば、 まんざら 悪く もない ような 気がする。 

氺 

翌日、 ユヵリ たんは 学校を 休み、 僕は 
管轄の 警察署へ 呼ばれた。 

氺 

警察署からの 帰り道、 保護者と して 同 
伴して くれた 母さんは なぜか 優しくて、 
漫画で もゲ ー ムでも 好きな だけ 買って あ 
げ ると 言つ た。 

僕には その 態度が 何だか 無性に 気持ち 
悪く 感じられ たので、 逆に 何も 買っても 
ら わない よう 努めた。 

それでも 母親は 「本屋が あるよ」、 「ゲ ー 
ム屋 さんだ よ」 と、 僕に 何 かを 買う こと 
を 求めた。 

それが あまりに も 執拗い もんだ から、 
僕は 諦めて ォモ チャ 屋に 入り、 母親に ね 
だって 『UNO』 を 買わせた。 

なぜ 『UNO』 かって？ 自分で も 良 
く 分からない けれど …… たぶん、 独り 
じ や 遊べない からだと 思う。 


その後は、 やはり 母親と 一緒に 駅前へ 
出て、 路上 パフ ォ ー マンスの 大道芸を 見 
たりした。 

母親は ミ ュージ シャン やら 風船で 犬を 
つくる 人なん かを 見る たび、 いちいち 僕 
に 感想を 求めた けれど、 僕は 一言 も 返さ 
なかった。 

一通り 見 終わって 家へ 帰ろうと 歩き 出 
した 時、 背後から シンバルを 叩く ような 
大きな 音が した。 

驚いて 振り返る と、 顔面を 布で 覆った 
チン ドン 屋 みたい な 格好の 人が、 背中に 
引っ 下げた 銅鑼を 鳴らしながら 往来の 人 
に ティッシュを 配っ ている のが 見えた。 

ホスト 風の 男が チン ドン 屋 から テ ィッ 
シュを 受け取ろうと 手を 伸ばした とこ 
ろ、 チン ドン 屋は 男に 向かって 「イ ケメ 
ンは 死ね！」 とわけ の 分からない 罵声を 
浴びせ、 肩を いからせながら 駅の 構内へ 
と 消えて 行った。 

母親は 僕と 同様に 驚いた 様子で、 チン 
ドン 屋の 背中を 見送つ ていた。 


その 単純な 驚きで 埋められた 横顔には 
邪気と いう ものが まるで 感じられ なくっ 
て、 まるで 子供を 見て いるょう な 気持ち 
になっ た。 

この 時 僕は、 母親を 見て、 初めて 「可 
哀 想な 人 だな」 と 思った。 

この 人は 悪い ことなん か 何も しちやい 
ない のにな って、 思った。 

ただ、 周りの バヵ どもに 振り回されて 
いる だけなん だ。 

もちろん、 ここで 言う 「バヵ」 の範 
疇には、 僕 自身 も 含まれて いる わけ だけ 
れ ども。 

もし 僕が、 これから 何の 問題 も 起こさ 
ずに 無難な 大人に なって、 無難に 彼女を 
見つけて、 無難に 結婚と かしたら、 それ 
からの 人生は ずっと、 物凄い 勢いで 奥 さ 
んと セッ クスを しまく ろうと 思う。 

少なくとも 僕の 奥さんには 電話口で 
セッ クス レスを ボヤ くょうに なって 欲し 
くないから。 
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そうだよ、 母さん！ 

母さんは、 僕みたい な 奴と 結婚す り ゃ 
あよ かったん だ！ 

氺 

同日、 深夜。 

僕は 想いを 遂げるべく、 再び ユカリた 
んの 家の 前に 立って いた。 

今度は 姿を 目繫 される だけで も 通報 さ 
れ かねないので、 すべてを 慎重に 行なう 
必要が あった。 

誰の 目に も 触れずに ユカリ たんと 接触 
する 必要が あった。 

可能であれば、 ユカリたん 本人に も 目 
撃され ずに 近づきたかった。 ユカリたん 
に 知られない ように、 告白を すませて し 
まいたかった。 

そうな つてく ると、 方法は ない。 ある 
ヮヶ がない。 

僕 も そこまで 馬鹿 じ ゃな いんだ。 どこ 
かしらで 必ず 妥協す る 必要が あるんだ っ 
てこと、 ちゃんと 分かつ てる。 


だから、 待つ ことにした。 ユカリたん 
が 外へ 出る のを、 ただただ、 ひたすら、 
待つ ことにした。 

一晩中で も 待つつ もりだった。 

しかし、 運命の 時は ワリと あつけ なく 
訪れた。 

玄関が ガチャ リと 音を たてて 開き、 人 
影が 路地へ と 抜けて 行った。 


慌てて その 背を 0 で 追い かける。 

街灯の 下で、 人の 姿が くつきりと 浮か 
び 上がる。 

明るい 青 紫色の クソ 長い 髪で、 グ 
ニユッ として フワ フワな 感じの 薄つぺら 
い 生地で つくられた クソ 短い スヵ ー ト 
を 履いて いて、 微妙な 感じに 艷の ある 上 
着つて 言ぅ か、 ボレロつて 言ぅ の？ を 
身に 纏つた …… 、ユヵリたん？ 

いや、 待て！ ユカリ たんは 黒髮だ ！ 


それに、 あんな 短い スヵ ー トを 履く よ 
、っな アバ ズレじ ゃない！ 

それに、 この 匂い . 、こり ゃもう 「甘 

い」 とかいう 次元 じ ゃなく って、 明らか 
に 糖分を 含み まくった、 洋菓子 系の 匂い。 

香水 か？  そんな 香水、 存在す る 

のか？  間違えて バニラ エッセンス 
を 振り かけた のとは 違う のか？  い 
や、 ヤバ いだろ コレ！ この、 何と 形容 
したら いい か …… 、まあ、 ありていに 言 
うと 「めしあがれ (は あと ごとで も 言 
わん ばかりの 香りは ダメ だろ！ お菓子 
と 間違えて、 食われち ゃう だろ！ 

僕は 咄嗟の 判断で、 彼女を 追跡す る こ 
とを 決めた。 

深夜で ある。 日付が 変わる か 変わらな 
いかと いう、 物凄く 微妙な 時間帯で ある。 

こんな 時間に お菓子 系の 香りを プンプ 
ン させながら 外を 歩いたら、 犯し 系の 人 
に 狙われても 文句は 言えない。 

だから こそ 僕は、 彼女の ことを 守って 
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やる ために、 追った。 

敵襲に 備え ポッケの 内側に 潜ませた 
カツ タ丨 ナィフを キチ キチ 言わせな が 
ら 、一定の 距離を 保ちつつ 、追った。 

分かって る、 分かって る。 彼女は あん 
な 格好 こそして いるものの、 まず 間違い 
なく ユカリたん 本人 だ。 

ここ 四日 間、 ひたすら ユカリたん のこ 
とを 見守りつ づけて きた 僕 だから、 見 間 
違える 可能性な どは 皆無に 等しい。 

すれ違う 車の ラィトに 照らされる 彼女 
の 横顔 だって、 ユカリたん そのもの。 

万一 あれが ユカリ たんの お母さん だと 
か 姉妹 だと か 友達であった にしろ、 この 
際 そんな ことは もう、 どう だって 良い。 

ユカリ たんは 住宅街を 抜け、 川を 一つ 
越えて、 この 町で 最も 偏差値の 低い 高校 
の 近くに ある 公園 前で 歩みを 止めた。 

公園の 中からは ブ ー ンブ ー ン と、 DQ 
N が 好きそう な乘り 物の エンジン 音を 想 
起させる 音 …… つて 言う か、 ズ バリ、 バ 


ィクの エンジン 音が 響いて いた。 

何だか、 物凄く 嫌な 予感が した。 

深夜、 公園、 エンジン 音、 ときたら、 
そこにい る 連中の 顔ぶれは 日本 全国 共通 
である。 『北 斗の 拳』 などで 良く 見られ 
る エキセントリックな 髪型を した、 歯の 
溶けた お兄ちゃん 達に 決まっ ている ので 
ある。 

先天的な 虐めら れっ 子で ある 僕は、 半 
ば 本能 的に、 消火栓の 裏に 身を 隠して い 
た。 

対し ユカリ たんは、 怖じ 気づく どころ 
か カバンを 開いて 化粧直し をして、 公園 
の 中へ と 入って 行った。 

何なん だろう、 これは？ 

僕は、 夢で も 見て いるの だろう か？ 

このまま 黙って 隠れて いる ワケ にもい 
かないので、 植え込みの 間を 這うよう に 
して、 公園の 内部を 覗え る 場所へ と 移動 

る  C 


身体が 土で 汚れる のは 良い けれど、 枝 
やら 何やら 色んな 物が チクチクと 刺さっ 
てく るの が、 少し だけ 辛い。 

植え込み 一つを 隔てた 向こう側で、 複 
数 台の バィクが グルグ ルと 公園 内を 周回 
している のが 見える。 

ああ、 もう 間違えょう がない！ これ 
は、 サバト だ！  DQN の 集会 だ！ 

この 時、 僕の 脳 内には 三つの 選択肢が 
ぁった。 

成敗す る。 通報す る。 なかった ことに 

する . の 三つで ある。 

しかし、 実際のと ころ、 全く 悩みは し 
なかった。 

成敗なん てで きっ こない し、 見な かっ 
たこと にす るのは 男と して どうかと 思う 
ので、 通報す るょり 他に 手はなかった。 
となると、 後は タィミングの 問題 だ。 
こうして いる 間に も、 族は 続々 と 集結 

しつつ ある 0 
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今、 通報すべき か、 もっと 人数が ふく 

れ るのを 待って から 通報すべき か . そ 

んな ことを 考えながら 通報を 渋っ ていた 
ところ、 公園 内の エンジン 音が 急に 落ち 
着いた ので、 もぅ 少し だけ 様子を 見る こ 
とに 決めた。 

怒鳴り 声に しか 聞こえない 勢いだ けの 
挨拶ら しきもの がすんだ 後、 立てつ づけ 
に 男の 声が、 「ユカリん とこ 襲った バカ 
がいる！」 と 告げて、 場が 沸いた。 

「ュカリ！」 

と、 ユカリ たんを 呼ぶ 男の 声。 

「ユカリっ ち、 大丈夫？」 

と、 酷く ア タマの 悪そぅ な 女の 声に つ 
づ ぃて、 

「あんがと」 

と、 ユカリ たんの 返事。 

「みんな、 聞いて！」 

はいはい、 聞いて ますよ。 

「あたいを 襲った 奴の 名前、 樋 ロ マサ 
卜！ 樋 ロマ サトって 言、 っの！」 

やつた！. ユカリ たんの 口から 僕の 


名前が 出た よ！ 

「おねがい、 オ トシ マエつ けて！ お礼 
なら、 する から」 

つける、 つける！ ユカリ たんの ため 
なら、 僕は ナン ボ でも オト シ マエつ ける 
よ …… って、、 っ おい！ 

「ぅお おお おお お！」 

と、 DQN 共の 雄叫びが 公園を 埋め 尽 
くす。 

ブーン 、ブ ーンと 音を 響かせながら、 
次々 と バィクが 公園を 出て 行く。 

どこへ 向かっ てるんだ？ 

まさか . 。 

これ 以上ない くらい 嫌な 予感が して、 
家へ と 急ぐ。 

両手が いつのまにか、 大きく 左右へ と 
ひろがって いく。 

「僕は 飛行機！ バィクには 負けない！ 
ジェットの 速度 だ！  ブ ーン！  ブ 1 
ン！  ブ ーン！  ブブブ ブブブ ーン！ 」 


氺 

結果から 言う と、 僕ん ちは 無事だった。 

でも、 父さんが 大枚は たいて 買った 
『ツ ー リング ワゴン』 だけは、 DQN の 
逆鱗に 触れたら しく グ チャ グ チャに され 
てた。 

縁側では 母親が、 大破した 『ッ ー リン 
グ ワゴン』 を 前に 泣いて た。 

対し 父親は 「次は 『ィン プ レッサ』 買 
、っ ぞ！」 と、 さらに DQN の 逆鱗に 触れ 
るよう な ことを 言いながら、 豪快に 笑っ 
てた。 

僕は 肩を 震わせる 母親を 横目に 「こう 
なり ゃ、 教育して やら なきゃな らんな」 
と 思つ た。 

誰を って？ そんなの、 ユヵリ たんに 
決まつ ている じ ゃない か！ 

氺 

夜明け 前。 

僕は 再々 度、 ユヵリ たんの 家の 前に 
立った。 

今度は 身を 隠す ような ことを せず、 正 
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面き って 突入して やろうと 思い、 気合い 
を 入れて 呼び鈴を 押した。 

何度も 押した。 何度も、 何度も、 あり 
ふれた ビート を 刻みながら、 連続して 押 
した。 

「どなた あ？」 

と、 母親の ものら しき 声が した。 

「消防署の ほうから 来ました」 

訪問販売の 常套句 だ。 

「消防署 お？ ちょっ と 待っ てくだ さい 
ね」 

一 呼吸 ほど 間を置いて、 解 錠の 音が 聞 
こえて、 ドアが 開いた。 

僕は すかさず 学校から くす ねた 石灰を 
丸め 表面を 水で 固めて つくった 石灰 ボ ー 
ルを 母親の 顔面に 投げつ けた。 

「痛っ！ う ああ ああ あっ！ 」 

ちょつ とした 悲鳴。 

悲鳴は ヤバ いので、 もう 一つ 用意して 
おいた 石灰 ボ ー ルを 母親の 口ん 中に 突つ 
込んだ。 

ケホケ ホと 噎せる 声。 放っておいて、 


お 邪魔した。 

母親が 回復す るまでに あまり 時間は な 
さそうな ので、 効率よ くす ベての 部屋の 
ドアを 開きながら 屋内を 移動した。 

一階の 部屋には 誰も 確認で きなかった 
ので、 二階へ 上がって 最初の 部屋の ドア 
を 開こうと したと ころ、 奥手の 部屋から 
パジャマ 姿の 男が 現れ、 僕の 前に 立ち 塞 
がった。 

「何 だ 君は？」 

「何 だ チミ？ 何 だ チミ はって か？」 
ここまで 言って おいてなん だが、 今の 
僕には 「ヘンな オジ サン」 を やつて いる 
余裕な どない。 

「お父さん！ いけませんよ、 お 父 さ 
ん ！ アン タね ぇ、 アン タの 教育が なっ 
てない せいで ねぇ！ ユヵリたん、 ド 
キュンと 遊んで るんで すよ！」 

「は？  ド キュン？」 

「D.Q.N!  ド キュン！  『目撃 ド 

キュン』 に 出る ような ア タマの 悪そう な 
人！ ヤン キ ー とか、 暴走族と か！」 


「暴走族つ て、 ユカリが？ まさか 


「まさ 力と か 言うな ！ 全部 可能性の 範 
疇 だろ バヵ！ テ メエの 子 だけが 例外 だ 
と 思うな よクソ がつ！」 

力では 敵わない と 思っ たので、 用意し 
ておいた 画鍈を プチ まけて、 ついでに バ 
ル サンを 点火した。 

しかし、 さすが 父親 だけあって、 娘の 
ためとなる と画鍈 など 恐れる 気配は まる 
でなかった ので、 渋々 ながら 四千 円 もす 
る 催涙 スプ レー を 顔面に 吹きつけ たう 
え、 ア ロン アルファを 床に ぶちまけて、 
体当たりを かまして その上に 転倒 させて 
やった。 

そうして、 運命の ドアは 開かれた。 

僕を 迎えて くれたのは、 髪を 逆立てる 
ょうな 爆音。 

D QN が 好みそう な その 曲名は、 きょ 
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うび BUCK  -TICK の 『悪の 華』。 

決して 悪い 曲 じ ゃない。 悪い 曲では な 
いの だけれ ど、 DQN が 好んで 聴く 限り、 
それは やはり 「そういう 曲」 という こと 
にされ てし まう もんだ から、 BUCK - 
TIC K も 浮かばれない。 

さらに、 『悪の 華』 を BGM として 室 
内で 何が 繰り ひろげられて いたかと 言う 
と …… はい、 ストップ。 

もう、 言わない。 

描写したくない。 

もう、 いらない。 

設定を、 変える。 

これまで 「ユカリ」 と 呼んで いた 存在 
を、 ここでは あえて 「鉛筆削り」 とし、 
これまで 「DQN」 と 呼んで いた 存在を、 
ここでは あえて 「鉛筆」 としよう。 その 
うえで 次の 一行を、 穿った 視点から 読ん 
で 欲しい。 


すん ごい、 削っ てた。 

何で 「鉛筆」 にした かって 言う と、 そ 
れ が一 本じゃなかった からな のね。 

小学生が 良く もらうょ うな 鉛筆の セッ 
卜を 思い出して 欲し いんだけ ど、 あれっ 
て 基本は ダー スじ ゃん？ 

それを 踏まえて、 再度、 次の 一行を、 
穿った 視点から 読んで 欲しい。 

鉛筆削りは 削り ヵスに まみれて、 ヮヶ 
分かん ない ことにな つてた。 

意味が 分からない？ 

分からな くっても、 良 いんだょ。 

ほら、 世の中って、 分からない ほうが 
良い ことの ほうが、 むしろ いっぱい あ 
るって 言う じ やん？ 

さあて、 時間を 進めよう。 

僕は 僕で ね、 ち やあんと 鉛筆を 削る た 


めの 道具を 持参して たんだ。 

いや あ、 特別に 用意した 物 じ やな いん 
だよ。 

いつも 持って いる 物で さあ …… 、何 だ 
と 思う？ 

ィエス^ ^  カッ タ^ — ナィフ さ ！ 

氺 

斬り かかった よ、 派手に ね。 

切れそう な 物なら ば、 何でも 切った。 

相手は 剝き 出しの 鉛筆 だからね …… 、 
急襲なら ば、 僕で も 戦えた。 

カッ タ— 振っ てる うちにもう ワケ 分か 
ん なくなっ ち やって、 気づいた 時には 部 
屋 中が ドロ ドロに なって いたけ ど、 この 
部屋、 元から ドロ ドロだった 可能性 も あ 
るし ね、 僕 だけが 悪 いんじ やない、 とは 
思う。 

ついでを 言えば、 誰も 死んだり はしな 
かった と 思うよ。 

気づいた 時には、 ユカリたん 以外 みん 
ない なくなっ てた からね。 
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逃げる 気力と 体力が あるん なら、 死ん 
じ やい ないだろう なと 思う わけ。 

そして、 ユカリたん。 

ユカリ たんは 雑誌で 見る エロい 人形み 
たく 口を 開けて、 ボカ ーン とした 表情で、 
ボン ヤリと 僕の ことを 見て た。 

百年の 恋 も いっぺんに 覚める ような 光 
景を 見せつ けられた 直後だった けれど 
も、 興奮して いたせい も あって か、 僕の 
モノは ほんの 少し だけ、 硬くな ってた。 

だからね、#: れ ようか なって …… 、 揷 
れ たくって 入れ るん じ やなく って 「どう 
せ だから」 揷れ ようかな って、 思った。 

ズボンと 一緒に パンツを ズリ 下げて、 
ユカリ たんの 両 膝に 手を 添えて グッと 開 
いてね、 いざ 挿れ ようと 腰を 突き出し か 
けた 時に、 遠くの ほうから パトカー のサ 
ィ レンが 近づいて 来る のが 聞こえた。 

一瞬 だけ 動く のを 止めて、 まじま じと 
ユカリ たんの マ 〇コを 見た。 

ユカリ たんの マ〇コ は、 エイリアンの 

唾液み たいな ドロ ドロの 汁で 濡れて、 テ 


カ テ カに 光っ てた。 

何だかもう、 何もかもが、 どうで も 良 
くな った。 

もう 止めょうと 思って、 元の通りに ズ 
ボンを 穿いた。 

逃げる 気力 も 全くなかった から、 ユカ 
リ たんと 同じ 顔を しながら、 ユカリたん 
の マ 〇コを 眺めながら、 ただ、 時間が 過 
ぎる のを 待った。 

階下から、 いくつもの 交錯す る 声が 聞 
こえた。 

僕は、 マ〇コ から 視線を はずさな かっ 
た。 

階段を 昇る 足音が 聞こえた。 

僕は、 マ〇コ から 視線を はずさな かつ 
た 0 

ドアの すぐ 外に、 人の 気配が した。 

マ 〇コに 一筋、 赤い ものが 垂れた。 


僕は 四つん這いに なって ユカリ たんの 
太腿の 間に 顔を 埋め、 床に 垂れた それを 
舐め 取った。 

僕の 顔面は、 赤い もの、 ネバネ パした 
もので、 濡れた。 

何者かが 背後から、 僕の 背中に つかみ 
かかった。 

僕は 背後からの 力に 上半身を 引き起こ 
されながら も 最後の 力を 振り絞って、 赤 
く 染まった 額を ユカリ たんの 唇に 押し 当 
てた。 

温かく 柔らかい 感触が あった。 

吸いつ くょぅな 粘り気を 感じた。 

それから、 ちゅぅ . と、 音が きこえ 

た 0 
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最近では 「総 研」 といぅ 言葉から 連想 
される 言葉は すっかり 「欠陥 マン ショ 
ン」 になつ てし まいました が、 この 「萌 
え 総 研」 では 業界 注目の 萌え 市場に おけ 
る トレンドを いち 早く 分析して いく 所存 
です。 安い お金で 萌え 業界の 「買い」 銘 
柄が 判って しま ぅんです。 業界の 皆さん、 
「萌え 総 研」 を 読んで いただいて お金 持 
ちに なつて ください。 

という わけで お 題は r 二 〇〇六 年、 こ 
の萌え 銘柄が 買いだ！」 であります。 

妹。 メイ ド。 ネコ ミミ。 姉。 萌え銘 


柄に も、 いろいろ ございますな あ …… 
ちょっ と 前までは 妹 全盛時代だった の 
に、 たちまち 姉ブ ー ム。 気がつけば ッン 
デ レブ ーム 。二 〇〇五 年は 「ッン デ レ」 
の 年でした ね。 メィ ドさん もはやり まし 
たが、 どっ ちかと いぅと 喫茶店と か コス 
プ レの 話。 やっぱり メィンは ツンデ レで 
したね。 『つょきす』 って ゲ ー ムが出 ま 
したよ ね。 あれ 全部 ツンデ レ キヤ ラです 
もん。 もう 僕 も アニメ 会 もみん な ドッブ 
リ はまつ て 大変で したよ。 あと、 姉 も、 『T 
OH e a rt2XRATED』 によつ 


てす つかり メジ ャ ー 銘柄に 成長し ました 
ね。 タマ 姉 エロす ぎます、 タマ 姉。 タマ 
姉 や 『つよきす』 の 成長に よって、 「エ 
口 小説」 「ェ ロゲ ー」 の 世界 も 様変わり 
を はじめて います。 


今まで、 「エロ」 ィコ^  — ル 「男が 女を 
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の 子が 男を 支配す る 行為な のです ょつ ！ 
それが 二十 一世紀の トレンド。 

これの 逆の パタ^ ~ ン つまり 「鬼畜 1__ と 


い、 つ シヤン ル もあります。 L 


f 
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OHeart2  XRATED』 とほ ぼ 
同時に 『鎖』 といぅ 鬼畜 ゲーム を 出して 
ますね。 しかし これは 「萌 え」 とは 別の 
ジャンル なんです よ。 萌 えの 暗黒面と い 
います か、 ジェ ダイと シスみ たいな 関係 
なんです。 ですから 鬼畜と 萌え エロを 混 


虐げる、 征服す る」 という 脳の 沸いた 禽 
獣ルー ルが はびこって いたんです よ。 「萌 
え」 ってのは、 逆 じ やないで すか。 

僕が 美 羽ち やん に 顔を 踏まれたい わけ 
じ やないで すか。 僕が 真紅 様に 命令され 
たいわけ じ やないで すか。 全然 逆 じ やな 
いです か。 もちろん 「萌 え」 の 中には エ 
口と いう ジャンル もあります。 僕は これ 
を 「萌え エロ」 と 言つ ています。 略して 
「萌 エロ」 とも 言います。 萌 エロの 特徴 
は、 えつち な ことを している にも 関わら 
ず、 禽獣 ルー ルが 禁止され ている という 
点に あります。 つまり、 萌え キャ ラに 僕 
が 虐げられ ている まま、 えつち な ことを 
する、 これが 「萌 エロ」 の 第一 原則です。 
『TOHeart2  XRATED』 の 夕 

マ 姉は 最後に きっちり 騎乗 位で 攻めて 来 
ますよ ね。 「フィニッシュは 騎乗 位」 これ、 
大事な ので メモして くださいね。 業界の 
皆さん！ ェ ロゲ ー 会社で も、 萌 えがわ 
かつてなくて、 官能 小説の 延長み たいな 
気分で つくつ てるおつ さん 会社と か 多い 


んで すよ。 

でも、 僕たちは そんな もの 見た くな一 
い ！ お前ら 一度；！ つよきす』 と l T o 

Heart2  XRATED』 を 三日 三 

晚 徹夜で やりこめと。 萌え エロと 昔の エ 
口は 全然 違う という ルー ルを 身体で 学べ 
と。 それが 嫌なら 大損 こく まえに 市場 か 
ら 撤退し ろと。 

ビジネス なんだから 市場調査 ぐらいし 
ろと 言いたいです。 

萌え エロは 「女の子が 男を 虐げる、 征 
服す る」。 

これが 根本 ル _ ~ ルなん です よ ！ 

一 つよきす』 の 乙女 姉さん なんて、 バッ 
クが嫌 だと 言い出して 泣き出して 家出で 
すよ。 「私が お前を かわいがれ ないじ ゃ 
ないか！」 って 言 うんです よ。 これが 萌 
え エロ だっ！ そして プレィ^ の 僕た 
ちは 「乙女 姉さんを あんな ふうに 扱う D 
QN の レオは 死ね」 とか 本気で 激怒す る 
わけです よ。 

いいです かっ！ ぱやぱ やとは！ 女 


本 田 透の 萌え総 研 
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ニ セ 図表 


〈萌え エロと おっさ ん エロの 違い〉 
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オタク 社会の m 造に 性を 取り込ん 
だもの。 主人公 （プレイヤー） が 
萌え キャラに 萌 え、 « 神 的に 支 K 
される。 この 萌 えの fsm 系 性の 中に 
エロ 要素が 付け加えられる。 


4 


射 M 文明 = 資本 主 琏ネ土 会の 桷 造を 
性に 持ち込ん だもの。 男が 女を ち 
んぽで 征服す る。 愛は 射 W と 性欲 
より 下位に、 または 愛がない 0 


V 


「また 一歩、 野望に 近づいた！」 


162 


の いろはを 学ぶべき です よ ！ 

「エロに 萌 えな 絵を つけと き やい いんだ 
ろ」 みたい な 会社は 大損し ますよ！ も 
ち ろん 他に も いろいろと ノウハウが ある 
わけです ◦すぐ に 儲け よぅとす るの もよ 
くないです。 まずは ファンの 信用を 得て 
ブランド イ メージ をつ くらない といけ 
ません。 萌え 市場は フアン 主導です よ、 
企業は あくまでも 萌え アイテムを 供給 さ 
せて いただい ている 側に すぎな いんです 


よ。 「搾取」 という 言葉を 捨てる ことで 
す。 「ファンの 下僕」 この 萌え 精神が 大 
事なん です よ。 一言で 言えば 「人類を 麵 〔 
礼るな」 …… 間違つ た。 「オタクを 無礼 
るな」 という ことです よ。 

ともかくで すね。 僕の 言う 通りに すれ 
ば、 必ずや 手堅く 儲かります！ そして 
一発 当たれば ビルが 建ちます！  ー ロ 
十万 円で セミナ ー 開こう かな。 


ぜ てはいかん のです。 そして 売れ 筋は あ 
くまで も 「萌 え」 なのです。 

僕たちの ことを 「現実に 性犯罪を 起こ 
しそうな 危険な 人間」 なんてい う 連中は 
脳が 腐っ てます よ。 つまり 「エロとは 男 
が 女を 虐げる こと だ」 という 大昔の 価値 
観で 僕たちを 見て いるんで すよ、 なんと 
いう 愚かな 連中 だ！ 僕は ねぇ、 美 羽 
ちゃんに 蹴られたい だけなん です よ！ 
どこが 危険なん です か！ しかしながら 
一般人なら まだいい。 そういう 価値観を 
メ ー ヵ ー 側が 抱いて いる 場合、 これは 悲 
劇。 まず 売れません し。 買い手 もつ くり 
手 も 不満を 抱く わけです。 誰も 得し ませ 
ん 。ですから 僕は まず、 業界の 意識 改革 
を やりたい と 思います。 これから 萌え市 
場に 参入し ようとして いる 社長は、 みな 
僕の 「萌え 総 研」 を 読んで 萌え ビジネス 


ス 


ぺ 


シ 


ヤ 


ル 
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解 


対 


談 


滝 本竜彦 


TAK1MOTO,  TatsuhiUo 


VS- 


HONDA,  To： 


僕が ヨガて 、思った こと、 あるいは 

健康に なると DQN になれ る、 の; 6 

「ヨガ はまって いるら しい」 という 噂 (事実） の 滝 本窀彦 氏。 

その 真意を 問う ベ 《 盟友 かつ 本誌 監修者 • 本 田 透との 対談を 設定。 

しかし、 本題に なかなかた どり 着かない が、 

そのう ちに 壮大な 論理を 卽 こする ことに……。 

ヨガの 原点には 『電波-則 が 大きく 関わって いた!？ 


本 田 透 


綱 


滝 本范彦 VS. 本 田 透 


が この 世を 支配す るよ、 っに なった。 で 
も、 恋愛 資本主義には 特に 根拠が な 
い。 だから、 恋愛 資本主義には 従、 っ必 
要はない —— ここまでは、 おそらく 僕 
の 意見と 本 田さん の 意見は 同じ かと 
思います。 

本 田は い。 

滝 本で、 恋愛 資本主義に おいては、 
「生身の 女」 を 愛する ことが 良い こと 
とされて いる。 その代わりに、 「我々 は 
二次元の 女を 愛する よ」 って ことにす 
るのは、 つまり 愛の 対象を 他の モノに 
代える という ことになります。 

本 田え、 ええ . 〇 

滝 本 その 時に、 本当に 自分の 意志で 
二次元の 女を 選択した のか どうか。 も 
しかしたら、 DQ N が f の 女を 求め 
るよ、 っに、 最初から それし か 残されて 
いなかった から 二次元 女を 求めた ので 
はない か。 あるいは 『雷 波 男』 を 読んで 
感化され たからそう 田 やっよう になっ 
たの か。 それは 「生身の 女」 から 「二 次 
元 女」 にた だすり 替わった だけの 話で 
はない か、 という 疑問を 僕は 持った わ 
けです。 

本 田 二次元 至上 主義です ね。 本質的 
には あまり 変わって いません。 

滝 本 愛の 対象が 変わった だけです よ 
ね。 三次元 女」 であっても 、「生身の 


滝 本 OK だそう です。 エッセイ、 すご 
い 書きた がつ てました。 

本 田 やっぱり^^、 本気た ったん です 
ね。 〈滝 本 くん 彼女〉 に 会った とき、 ブ 
ログの 名前まで 教えて もらっ たんです 
よ 0 

滝 本 …… まぁ荽 の 話は どうで もい 

いとして、 そう、 ヨガです。 本題の ヨガ 
の 話に 行き ましよ、 っ。 まずは なぜ この 
『フアン トム J に ヨガの 話が 載る のか、 
その コンセプトを 明らかにさ せたいと 
思います。 そのためには、 まず 『フアン 
トム J とはなん なのか、 からは じめ ま 
す。 本 田さん、 『フアン トム j は、 「モテ 
ない 男の 恨み、 つらみ」 を メイン テー マ 
にした 雑誌な のでしょう か？ 

本 田そう です ね 一、 まあ、 『電波 男 j 
(三オ ブッ クス) の 流れで、 何とかして 
解脱した ぃとぃ う 雑誌です ね 0 
滝 本 『電波 男 j の 延長 線 上と いう こ 
とで、 その 実践 編と い、 っ ことです か？ 
本 田 あれは I の 本でした が、 今回は 
ラノべ や エツ セイな ど いろいろ 入れたり 
LT$TO 

滝 本 僕が S 波 男 J を 精読した とこ 
ろ、 r 恋愛 資本主義と ぃう価 籠から 

脱却す るた めに 二 次 7C が ある」 という 
のが、 『；范 波 男 J の 中心的 テー マな のか 
なと 思いました。 —— ^ 愛 資本主義 


生まれつき、 

「ミ ュ—ズ たん」 が 
大好き だつ たんです 


本 田 こんにちは。 じ や、 『ファントム』 
の？^ をは じめ ます。 これは ポクと 滝 
本 くんの 「ヨガ」 に閲 する 対談で、 そ 
こに、 滝 本 くん 彼女の エッセィ も 入れ 
るつて ことにな つてます。 

滝 本え つ、 蠢に そんな ことに なつて 
る A てす 力 I • 

本 田 この 前、 言って たじ やないです 
か。 

滝 本 冗談 だと 思って ました。 じ や、 彼 
女に S してみ よ、 つ。 


( —— おもむろに 携 |¥取 り 出して、 
彼女に m 話を する 滝 本 氏。 数 分 何 や 


ら ボソボ ソと話 した あとで. 
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女」 であっても、 愛の 対象には 優劣は 
ない のでは ないか。 あるいは 「仕事に 対 
する 愛」 とか 「小説に 対する 愛」 とか、 
それら 個々 人が 大切に 思ぅ fllli 値 戡 
準、 その どれが 正しい とか liil 違つ てる 
とかでは なく、 別にもぅ、 何でも 良い 
のでは ないか。 どれ も 絶対的な 価値 基 
準に ょって 判断され たもので はなく、 
ただ、 おのおのが 置かれた 状況、 _、 
性質に ょって、 自分の 愛の 対象、 価値 
基準を 自動的に 決めさせられて いる 
だけな のでは ないか？ 自分の 意志 
で 二 次元を 選んで るつ もりが、 実は D 
N  A とか 物理 法則と か 社会 風潮と か 
の 影響を 受けて、 無意識的に 選ば さ 
れ てる だけでは ない のか。 

本 田 ここから 本当に、 ヨガの 話に た 
どり つけ るんで しよ、 つか？ (笑) 


滝 本 だいじよう ぶです。 たどりつ くの 
です (きっぱり)。 


だと か 「二 次元 女」 が 好きだと か、 「釣 
り」 が 好きだと か 「ゴルフ」 が 好きだ 


本 田 だんだん 話が でかく なって きて  とかいう のと、 何も 変わらない ことに 


ますけ ど。 

滝 本な ぜ 僕が こんな 自 FL1 意志を 否 
定 する ような ことを 考えて るかと い 
うと、 実は 僕には 生まれながら にして 


気が っぃ てきた。 

本 田®、 蠢っ てこと。 

滝 本そう。 愛の 対象に 優劣は 無い と 
いう 結論に 個人的には 至った。 しかし 


いると おり、 愛は 減つ ていく ものら しい 
です。 

本 田は ははつ (笑)。 

滝 本し よせん、 小説への 愛 も、 本能の 
ような ものです 「ミ ュ ー ズた ん」 への 
愛 も、 僕の 個人的 ^ 打に よって 自動的 


滝 本そぅ です。 そのころ 僕を 悩ませ 
ていた 「この 世に ^ 理 はない のか =:」 
云々 とい、 つ 問題に 脳を 蝕まれて いたと 
いう こと もありまして、 僕は とても 落 
ち 込んで おりました。 借金 も ありま 
した。 いまは もう 借金は 返し 終え ま 


.生まれた 愛な ので、 まるっきり F 等  したが、 いつまでた つても 原稿は 書け 


小説への 愛が あった ん です。 二次元 ^ それは 相対主義な ので、 この 僕 自身 な 本能です。 何も 偉い ことは ない ので るよ、 つに ならず— . 酷いです よ。 い 


への 愛と 同じょ、 つに、 生まれ 持つて 与 
えられた 小説への 愛が あつて、 これ こ 
そが 世の中の M 高の ii 値で あると 信 
じて 疑わなかつた ん です。 

本 田なる ほど一。 

滝 本 だから、 他の 人が 生身の 女と つ 
き 合つ ていても 羡 ましくな かつた。 し 
かし 最近、 僕が 感じて いた 「小説への 
愛」 という ものが、 「生身 女」 が 好き 


の、 この 主張 すら、 僕は 微膜も 信じて  す。 何も 特別な ことは ない のです。 D 


いません。 

本 田う 一 ん 。いい 話です ね …… so 
滝 本で、 ここから 話が 俺 境 1: 人って 
きます。 小説への 愛 も 二 次元 女への 愛 


QN が 女を 好きに なり、 次第に 飽き 


まだに 気軽な エツ セイ さえ 書けない ◦一 
力 EH；* くらい ずっと 考えても、 原 fe 用紙 


て そして 嫌いになる。 それと まったく  三枚の エッセイす 急 3 けな. 


: じこと なのです。 


本 田 今回 も$ は エッセイを 注文し 一 、 


本 田 解決 不能な 方 InJ にどん どん 向  たんです が. 


も、 別に 同じような もの だとしたら、 かってい— すね。 


僕が 今まで 小説に 命を 捧げて きた. 
とは 何だった の だろ、 つ、 と 思った わ： 


滝 本そう した ことに 気づきつつ、 僕 
の 小説 執筆 能力が 低下して、 なおかつ 


滝 本 柿 晚寝る 前に 「オ レは 書ける」 
と 示を かけて いるんで すが、， [*1 
分が 7 I ブロ II 而に向 かってる のを 想 


です。 結局、 DQN が 女の 尻を 追い か  「ミ ュ1 ズ たん」 への 棒げ ものと しての  像した だけで、 心臓が パ クバ ク してく 
けて るのと 一緒 じ やん。 仮に 小説 や芸  小説 執筆 活動が、 読者の ほうを 見る  る。 


術の 神の 名前を 「ミ ューズ たん」 とし  ようになったり 


ま、 浮気です 


亡よ、 つ 


io 

J4 


本 田 不安 神経症みたい になって ます 
ね。 仕 事し すぎ じ やないで すか。 連載 


本 田 その 「ミ ューズ たん 1( 笑) を 追い  本 田 そこで 浮気が 出て くるわけ です  三本く らい 抱えて たと きと 力 あつ 


かけて きたと い、 っ ことです よね。 

滝 本 僕は 生まれつき 「ミ ユ ー ズた ん」 
が 大好きだった ん です。 そして 一時期、 


HJO 


滝 本 滝 本 自身が ほめられ ようとし 
たら、 それは 浮気 以外の 何もので もな 


ほんの 一瞬、 彼女 も 僕を、 愛して くれ  いです。 作品よりも 自分を 大切に す 


た。 僕らは ふたりで いちめ 
た。 そんなと i あった。 


ち やして， 


本 田と ころが …… 〇 
滝 本と ころが 大概 ケンヂ 様 も 歌って 


るよ、 つに なったら お- いです。 
本田むずかしぃですね。それは『 1\ :1: 
K によ、 つ こそ！』 (角 川 梅 店) あたり 
です か 0 


じ やないで すか。 あか ほり さとる 先生 
みたい になら なくち や〇 
滝 本そぅ です ね。 そのためには 仕事 
とか 金への 愛が 必要です ね。 しかしい 
ま、 僕の 愛は 枯渴 してます。 なので、 
「一度 消えた 愛を いかにして 取り戻す 
か」、 あるいは 「自分が 大切に 思う も 
のを 自分の 意志で 選ぶ ことができ るの 


/ 


れ U 本 AS 读 vs. 本 田 透 


滝 本 そのと きは …… 愛に 殉 じて 死 
ぬんで すょ。 愛の ために 死に ましょ、 つ 
よ r きっと^-せです よ' 

本 田 あ 一、 そうか。 

滝 本 愛する 対象が 確かに あって、 そ 
のために 死ねるなら、 客観的に 見て ど 


んな に ^ めな 人生で も、 


こ- H-ffL 

( /1  c 


璧に 幸福な はずです ょ。 ところで、 本 
田さん は 小説が 好きなん です か？ 

本 田 ポクが 好 のは、 昔の ラ イトノ 
ベル。 あか ほり さとる 先生の ような 小 
説と か r コク ドー くん j  (中 村う さぎ) 
秦 、あと 「エロ ゲ 丄 が 好きです (笑)。 
滝 本そう です か。 僕 も 『天空 戦記 


す。 

本田ボ ク いま、 そんな 感じです。 そっ 
ち 行っ ち やったら、 やっ ぱヤ バィです 
か？ 

滝 本 それは も、 っ。 だんだん tl: 事が 嫌 
いに なって いく  0 

本 田 どうしょ一。 じ や、 読者の ことを 
あまり 気にしない ほうがい いんです 
ね。 我が 道を m いた ほうがい いんです 
ね。 でも、 それで 売れな くな ったら 大 
変じ ゃないです か。 

滝 本 小説への 愛を 貫く ことと、 売 
れる 物を畨 くことは 両立し ます！ 
きっと …… たぶん …… でも 最終的に 
は 愛が 一番 大事です。 きっと、 たぶん 


本 田 わかりました (頭を 下げる)。 
で、 贪い詰 めち やったら どうな るんで す 


好きに なりたい …… 。 

本 田と い、 っ ことは、 小説を 誉く ため 
に ョガを はじめた と？ 

滝 本 小説を 書く ためじ やな いんで 
す、 小説を 愛する ためなん です 一度 
失った 愛を、 意志の パヮ ー で 取り戻す 
ことができた とき、 そのと き 初めて 自 
分で 愛の 対象を 設定す る 能力が ゲッ 
卜で きる のです。 そうした 技術が 確 
立で きたと き、 ついに この 世から DQ 
N が一 掃され、 モテる モテない 問題が {一 71: 
全 解決す るに 違ぃなく、 僕 も 小説 バリ 
バリ 書ける よ、 っに なつて 大八薄 ちとい 
う システムな のです ！ 

本 田 あ—、 なるほど。 

あと •一十〜 ご ▲卜 印 たつたら、 
二次元と か 

どうで もよ くな つてる かも。 

滝 本 具体的な 話を しまし ょう。 も 
し 自分で 愛の 対象を 設定す る 能力 
が あつたなら、 人生は どれほど 明るく 

なる か？ - たとえば 毎日、 人 問 女 

に バカに されて、 くそ 一 つて 思う わけ 
じ やないです かそのと き、 くそ 一 つて 
思う 代わりに、 「俺は あいつら よりこ 
の 椅子の ほ、 つが 好きなん だ！ 別に 
あいつら に バカに されても 何とも 思わ 
な いんだ！」 と 考える。 そして 椅子を 


愛し、 椅子と 睦み 合、 っ。 本気で。 …… 
すると 本気の 愛は、 彼の 人生を、 九 こ 
と金 肯定して くれる。 何 かひと つで 
も、 本当に 愛する モノが あったなら、 
そのと き 人生は 才 1 ルオ ッケ ー とな 
る。 しかも 愛の 対象は 自力で 自在に 
設定 可能な ので、 彼の 人 也は、 いつでも 
死ぬ まで 完全に 勝ち 組 だ！ 

本 田は、 はっは っ (笑)。 {::塵な：31 信が 
持てる、 とい、 っ ことです ね。 

滝 本は ぃ〇 

本 田し かし、 なぜ 小説への 愛は 減って 
しまったん です か？  減らざる をえ 
ない の？ 

滝 本 競 71£ 馬は：：：： 隠しを していて、 前 
しか 見えない じ やないで すか。 僕 も 
ずっと、 HI： の IJU にある のは 小説 だけ、 
とぃう 状況だった ん です。 

本 田と ころが、 111* の 中に 出ち やうと 
いろんな モノが 見えて きち やう。 

滝 本い ざ、 小説で ィヶ るん じ やねと 
思った ときから、 「読者への おもねり」 
とか 「仕事を 一緒にする 人への 媚びへ つ 
らい」 とか、 「皆に 嫌われたくない」 と 

か . 〇 

本 田 どき っ〇 

滝 本 好きな 小説を ^ くと い、 つ こと 
より、 皆に 嫌われない、 怒られない 小 
説を激く方向にシフトしちゃったんで 


か」 が、 僕の テ— マです。 「運命は 変え 
られ るの か」 「人 問に 自由意志は 存在 
する のか」 と 言い換えても いいです 
で、 ここら へんから、 話が ョガに なって 
くるので す r 

本 田す ごいむ ず かしい テー マです ね' 
滝 本つ まり 『電波 2 で 弱い なと 思つ 
たと ころは、 「人 問 女」 の 代わりに 「一 一 
次元 女」 を 求める となつ ていました 
が、 「二 次元 女」 を 嫌いだと 言う 人 も 
いる じ やないで すか。 

本 田 あ一、 いるんで すよ ね。 

滝 本 そこで 必要と なる のは、 本 田 さ 
んは あの 本で 「自分の 好きな ものなら 
何でもい い！ 好きな もの、 愛の 対象 
は 自分で決めろ！」 と # くべき だった 
のでは ないかと ◦でも …… 愛の 対象を 
自分の 意志で 決める だなん て、 そんな 
こと^ Hi にで きる ものな のか？ 

本 田 それ こそ、 「修行」 をし ない とむ 
ず かし いんじ やないで しよう か。 

滝 本と い、 っ ことで 「修行」 が 出て く 
る。 自分の 意志で 愛の 対象を 決める。 
それが できなければ 結局のと ころ、 人 
間 女が 好きだろうと、 二次元 女が 好 
きだろう と、 小説 書く のが 好きだろ 
うと、 なんに せよ 人類 皆 DQN なんで 
すよ！ ああ 僕は DQN になり たく 
ない ◦自分の 意志で もう 一度、 小説を 


シュ ラト』 が 大好きです！. あれを 読  定 する ことができ、 なおかつ 愛を 増減て 出た 8您、っまり 1\4 0:§<(ェクスタ 


ん だから 今の 僕が あるので す！ そ  させる こと も 可能な はずでして、 ^ 
れは それと して …… 「愛の ために 死ね  こそが 僕の： in 標とい 、つかなん と 


るなら 本望 だ。 そして、 愛の 対象は 何  か …… 。  て あ 
でもい いんだ」 というと ころまで 話は  本 田なる ほど。 悟りの 境地です ね。 (笑) 


シ 1 を 飲んだ AWT;— つたく 一緒。 

本 田 あはは はつ。 愛^^ じる クス リつ 
て あるじ ゃないです かそれ です か 


% 


きました。 


でも、 なんか 理屈は 合って いるんで す  滝 本 そのような モノを 飲んだ とき、 


本 田 それを 主体的に する ためには  けど、 三十 年く らいか かりそぅ な 気  僕は 道を 歩く 人 すべてが 愛 おしくな 
…… 。  がす るんで すが？  りました。 全人 類、 食 千 宙が愛 おしい 


がす るんで すが？  りました。 全人 類、 食 于宙が 愛 おしい 
滝 本そぅ なんです よ ◦しかもです  …… 隣人が 愛 おしくて しかたがない。 
ね、 ここで 「肉体 •威 南 一とい う 概念に  しかも そこには、 エロスの 感情な どみ 


滝 本そぅ . ヨガです。 ここで ヨガ 

が 出て くるんで す。 やっと 話が ヨガに 

なりました。 安心し ました (笑)。 つま 対置され てる 「理性」 とか r 意志」 と じん もな く、 どこまでも ピユ f -I なア 
り …… 人間の思考 も感隋 も、 全部 脳 かの 言葉^ やはりた たの 物理的 ガぺ 一 のみ^^ り …… が、.^ し、 それ 


みその 物理的な 現象です 0 
本 田 I、 そ、 つです ね I。 

滝 本 今の 愛は 物理的に 選ばされ てい 
る だけ、 だから 物理 法則に したがって 
愛は 冷めて いく  0 


かの 言葉^ やはりた たの 物理的  ガぺ 一 のみ^^ り …… が、^^ し、 それ  体験しても、 いま 目の前に 見えて いる  本能 反応です。 DQN がいい 女に 惚れ 
な、 条件反射 的な モノに 過ぎない ので  は クス リ によって 作り出された 取なる  この 平 11 な 現実ら しき 映像の 方が、 たのと 一緒です。 だから 最近の 僕は、 綾 


はとい う 疑念が あり …… ああ ああ あ  一夜の 而，： 


実は 幻覚と しての 完成 度が 遙 かに is; 波と か、 その他 いろいろの、 昔 好きだつ 


ああ ああ ああ ああ ああ ああ ああ あ 
ああ あ …… 本 itl はどうせ もう 何 やつ 


本 田が はつは ははつ (笑)。 

滝 本と い、 つ ことで、 11 とかの 物理的 


たつて ダメな んで すよ …… たぶん 全  なと ころを 制御して、 愛を 自力で 設 


本 田は いはい。 そこで ヨガで！^:^ 行  部、 ただの 条件反射 なんです よ。 しよ  定 できる ようになろ うとい うのが 僕 


をして _藤 # *^ コン ト ロ  I ルす る C 


せん 僕は 犬なん です よ' 


の： m 論 见で す- 


い。  シラ フが  一番き まつて る。  シラ フ凄 
すぎる。 けどもう 同じ 感じの 幻覚を 
何十 年 も 続けて 見て るから、 たまに 
クス リを 飲んで、 違、 つ タイプの 幻覚に 
^ ると、 物珍しくて ちよつ と 面白い つ 


たもの が、 だんだん どぅで もよ くな つ 
てきて いる。 飽きて しまつた。 愛が 消 
えてき た。 じ や、 その 消えつつ ある 愛 
を、 いかにして 己の 意志で 復活させる 
か？ あるいは 新たな 愛の 対 麥系 ど 


滝 本 ヨガに よって、 肉体と 感情を 理  本 田 お釈迦 様で も、 五、 六 年の 修行  本 田なん か、 ヨガより 手っ取り早い  て だけの お 話。 まあ こんな クス リ話よ  うやって 僕の 塞 心で 作り出す のか- 


性の 支配 下に 置く。 そもそも ヨガと 
は、 「馬^ Ef につな ぐ」 とい、 2 思 味で し 


で 悟った という 話です から。 

滝 本た、 たとえば 愛と いっても、 フイ 


モノは ない ん すか？ ま、 クス リが 一番  り、 愛の 話に 戻り ましよ、 つ。 どれ だけ  本 田 あ I。 むずかしいで すね。 


早い の t しれません が. 


自分の 意志で 愛の 対象を 設定で きる  滝 本 きっと、 このまま だと、 あと 二十 


て、 落ち着きの ない この 肉体と 二十 四  リアと エロスと アガぺ 一 と 三つく らい  滝 本 クス リは あまり 良くないです  かとい、 っ 話。 もてない 男が 幸せになる 
時間 あちこちに 跳ね回る この 成 僭を、 に 分類され る。 しかし 僕が 思、 つに、 や  ね。 「_ 分の 世界は 自分の 脳が 作って  には それし かない じ やないで すか！ 


丄 二十 年 たったら、 二次元と かも、 つど 
つで もよ く なって ますよ。 人間 彼女 も 


意志に 繫ぎ 止め 制御す るの が ヨガな  はり 全部た だ 脳 内 麻薬の なせる 業で  る」 つて ことを 知る きっかけには なる  本 田い や、 それし かないです。 綾 波と  脳 内 彼女 も、 小説への 愛 も、 全部 どう 


のです！ 

本 田は 一、 そうなんで すか。 ふ 一 ん。 
滝 本で、 肉体と 感情を 自分で コント 
0 1 ルで きたら、 愛の 対 _ 自在に 設 


す。 友愛は、 動物の 防御 本能みたい な  と 思 うんです が、 今の 合法の ヤツは、 かみ さき 先锻が 浮かんで くるって、 結  でもよ く なって ますよ！ そして 僕 


ものから きている。 エロスは、 ただ 「ヤ  やたら 体に 惡 そうだから やめた 方が  局、 そ、 つい、 つ ことじ やないで すか。 


リ てえ！」 つてと ころから きている。 いいです よ。 あと 最終的には 飽きる 
で、 アガ ベー は、 セ ロト ニンが ガー ンツ  し。 どれ だけ クス リで精 神 変容の 超 


滝 本う 一 ん …… 僕が 綾 波を 好きに 
なった のは、 ただの 物理的な、 犬 的な 


は 並 日 通の DQN になって るんで す！ 
そんなの 嫌 だ！ 

本 田 四十 歳く らいになる と'  脳が 衰 
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滝 本 诏彦 vs. 本 田 透 


◎  滝  本 


ぎ 


ゆ 


ん  彼女の  H 


ヅ 


セ 


◎ 


「ホ ワイ ト バンドで 飢餓を なくそぅ 丄 


だすず 


滝 本き ゆん 彼女 「上田 鈴 子」 (仮) 


はじめまして。 渑本 さんと 同楼 して 
5 る U です。 先日、 デー トを しました。 
まず 洋服 店に 行きました。 

「これ かわいい 。たつ ちゃん、 どう 思 
一つ？」 


「わかんね え。 女の 服、 全然 わかん 
ねえ。 俺、 本屋に 行つて るから」 

渑本 さんは 私を [S いて どこかに 走つ 
ていきました。 私は 洋服を 選びながら 
渑 本さん を 待つて いました。  ， 

I 時間 ほどして 、滝 本さん は 【ある 
m ギの 自叙伝 j とい/つ タイ ト ルの 本を 
抱えて 戻つて きました。 凄い 聖者の 本 
だ そ/つです。 

渑 本さん は、 

「これ 読んで 俺 きつと 悟る から、 お前 
にも 服 買つて やる よ」 

と 言つて、 私が 見て いた 洋服を レジ 
に 持つて行きました。 

デバ— 卜を 出る と、 日が ^ れてい ま 
した。  • 

「ひも じいよ； J 

お腹が すいてきた ので'  可愛らし < 
富つて みました。 

すると、 渑本 さんの 顔色が、 みるみ 
る 変わつて いきました。 

「は©? お前、 いまごろ 何い つてん 
の？ もう 開演まで 時間ない だろ」 
「じゃあ …… ひも じくない」 

「は あ？ いまお 前 ひも じいって 言つ 
ただろ！ ちゃんと 意思表示し ろよ！ 


どうなん だよ？ ひも じいの かよ？ 
ひも じくな 5 のかよ？」 

私は 正直に 答えました。 渑本さ んは 
n ンビ ニで サンドイッチを ふたつ 買い 
ました。 

ふたりで もくもくと サンドイッチを 
食べながら、 吉祥 寺の 駅前を 早足で 歩 
きました。 

サンドイッチを 食べ 終わった ころ、 
劇場に 到 雇し ました。 私が 前々 から 観 
たいと 言って いた 演劇に、 なんとか 間 
に 合う ことができました。 

二 時間 後、 観劇を 終えた 滝 本さん 
は、 

「くだらね え。 才能ね えんだ よ！」 

と 不機嫌な 様子でした。 怖い顔で 私 
を 「 ラ オック ス 』 に 連れて行き、 .1 
p o d n a n o . という ものを 買い 
ました。 

深夜の 帰り道、 滝 本さん は その 機械 
が どれ だけ 素 BS らしい かを ずっと 話し 
ていました。 

私は っに 5 フ U をし ました 0 

渑本 さんは 嬉し そ/っな 顔を して、 

「もう ひも じくない か？」 と 私を 気 
遛 って くれました。  . 


えてき て、 きつくな ってく るら しいで 
すよ。 

滝 本 だから も、 っ 修行す るし かない。 
修行し よう 修行し よう 修行し よう 
…… すべての 咸術を 、完全； に^^の 制 
御 下に 置き …… 。 

本 田は一、 何年 かか るんで しよ？ 
(笑) 

滝 本で も、 悟らない 限り、 救いは な 
い！ 僕が 長年 論理的に ひたすら 考 
えた 結果、 も、 っ これし かど こに も 救い 
はない！ 

本 田才— ケン 手で や^-^ よ 

30 

滝 本 空手 •…： 空 雲と ぃうと、 人格 

障害 キャ ラ ばかりが 思い浮かびます。 
あまたの 空 置 画を 読む 限り； 空手 

で 悟つ た！」 という _も聞 かない。 

本 田 痛いだ けです。 

滝 本し かし ヨガなら ば アルフ ァ波と 
かシ ー タ波 とかを コント ロ  ー ルで きる， 
去年まで 立 位 体 前屈で 床に 手が 届か 
なかった けど、 鋤の ポ ー ズで腰 が柔ら 
かく なった。 初回の みだけ ど、 胡座で 
空に 飛ぼうと して 遊ぶ こと もで きる 
し、 思い切って 達人 座で 十五 時間 座 っ 
てれば 五十 パ— セントで ニル ヴア ー ナ 
に 行ける。 金 なきや 座って 体 沖 ばして 
れ ばいいだ け。 暇つ ぶしになる C 英雄の 


ポ ー ズと か、 金剛 座と か、 色々 あるの 
で マジで お勧め" 

本 田 あれです か、 ィンドの クリシュナ 
ムナ ティみたい な ものを 目 ^ している 
んで すか？ 

滝 本 僕と しては …… とにかく 小説 
塞 C て、 お f 儲けたい (笑)。 

本 田なん かもの すごく 迂回して るん 
じ やないで すか？ 

滝 本い や …… たぶん これが 最短 ル ー 
卜なん です よ あるいはもう、 ル ー ト 
なんて どこに も 無 いんです よ ！ 
本田自 ^ ば 回れって (笑)。 

滝 本 だって、 書ける はずない じ やない 
です か、 もう 小説なん て 書きた くな 
い。 そ、 っ だ 小説なん てわざ わざ 好きに 
なる 必要は ない！ 彼女に ^ わせて 
もらう の もい いと 思、 っ。 どこかに 僕を 
養って くれる 金持ちの 美しい 女性は い 
ない ん でしょう か？ 最近、 僕、 女の 
人と 交流で きる ような 気がして きた 
んで すよ。 ヨガで 身体が 元気に なって 
精神が 安定し、 対人恐怖症が 治って 
きて、 そうしたら 健全な 欲望が 出て 
きたんで すよ。 仙 道の 修行 もやって る 
んで、 寝る 前の フアン タ ジーの 中に おい 
ては、 僕は もう 完全に ェ ロゲー の 主人 
公です よ。 シヤク テイ パワ ー が 凄いで 
すよ！ もしかしたら 陵は これから 


『同級生 』 の 主人公みたい な ことを 実 
際に やれる のでは ないか。 もう 愛と か 
小説と か、 そんなく だらない ことは 別 
にどう でもい いんじ やない か。 金と 女 
$れぱ それでい いのでは ないか！ 

本 田そう いえば、 対人恐怖症 、治っ 
てます ね。 

滝 本 …… とぃう わけで、 篤、 ォ レが 
DQN だった んじ やん (爆笑)。 何が ョ 
ガ 修行 だよ一、 ふざけん の もたいが い 
にしろ よ—、 ョガで DQN になって どう 
すんだ よ 一 みたい な 管で (笑)。 

本 田う一 ん 、ョガで 健康になる と D 
Q N になれ ると いう 結論です か (笑)。 
ちよつ とヤ バィオ チに なつち やい まし 
たね—。 これは あくまで 滝 本さん が 頭 
の 中で 考えた 推論で、 その 結論と して 
は、 こ、 っなる はず だ …… とい、 っ ことで 

すよ ね (笑)。 
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落語 = アニメ？ 


昨年は 『タィガ 1 & ドラゴン』 で 
注目され、 また 本年は 『落語 天女 お 
ゆい』 が 放送され るな ど 話題に なっ 
た 落語 だけど、 ォ レから 言わせれば 
落語って のは、 そもそも アニメ 的な 
ものである。 江戸時代の 人が 脳 内 想 
像 世界 だけで 構築した 「古典 セ ヵィ 
系 ライト ノベル」、 それが 落語で あ 
る 0 

ある 日 死神と 遭遇して 人の 命を 
弄ぶ ことにな つてし まう 「死神」 


は 『デス ノ 


の 古典み たいな 


なかで 暴れ まわる 

- 虫が 主人公 なんだ 

から 『蟲 師』 みたい 
な噺 だ。 「あたま 山」 は アニメ 映画 
化 もされて ご存知の 方 もい るだろぅ 
けど、 頭の 上に 木が 生え 池が できる 
なんて、 夢みたい な ナンセンスな 噺 
だし、 「化け物 使い」 はォジ サンが 
一つ目小僧 やの つ べらぼうを パ シリ 
のように こき使つ ち やう。 「抜け 雀」 
や 「ねずみ」 は、 絵に 描いた 雀 や、 
ねずみの 彫刻が 動きだしち やうし 


ほら、 落語って ホン ト 「セ カイ 


はなし 


斬 だし、 「疝 気の 虫」 は 人の お腹の 


系」 でしよ？ 

世界 広し といえ ど、 落語の ような 
芸能が 生きつ づけて いるって いうの 


は、 それだけ 日本人が 落語を おもし 
ろが って 支持して きた 背景が ある 
からで、 やっぱり 日本が アニメ 大国 
になった の も 必然、 ていぅ か 温 故知 
新？ (アンゴル •モア 風) 日本人の 
妄想 力は 今に はじまっ たわけで はな 
いんであります ！ みなさんには、 
落語を 楽しむ 素養が あるんで すょ！ 


otuku 


落語は オタクの 味方 !? 


そんな 落語は、 実は オタクの 味方 
でも ある。 立 川談志 キュンが 「落 
語とは t の 肯定で ある」 と 言つ たの 
は 有名な 話 だけど、 この 業の 肯定と 
いぅのは 簡単に言ぅと 「三次元 女で 
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なく 二次元に 走る の も アリ さ！」 っ 
てこと なんだ よね。 え？ 飛躍し す 
ぎ？ つまりで すね、 談 志は 落語が 
他の 芸能. 芸術と どこが 決定的に 違 
うかと いうと、 「飯を 食いたい」 「寝 
たい」 「異性と バヤ バヤしたい」 と 
かいう 人間が 本来 的に 持って いる 業 
をい かに 克服す るかが 他の 芸能 •芸 
術の テ ー マ だけれ ど、 落語 だけは 「い 
や、 食いたい、 寝たい、 バヤ バヤし 
たい、 でい いじ やん」 という、 人 
間の しよう もない 部分、 「業の 肯定」 
が テ ー マなん だ、 と。 たとえば 「忠 
臣 蔵」 という 話は、 何年 も かかって 
ッ ラい 思いまで して 仇を 討つ という 
話なん だけど、 この 話が 歌舞伎 や講 
談 になる ことは あっても、 落語には 
ならなかった。 それは、 落語は 「仇 
を 討つ ぞ！. 」 と 言った はいいけ ど 
「でもぶ っち やけ 痛い の や だよ な」 

「ル ミヤ - 死にたくない ！ 」 と 

言って 逃げ出して しまつた 人たち H 
四十七士 になり 損ねた 愛すべき 人た 
ち、 に スポットライトを あてる 芸能 


だからで ある、 というの が談 志キユ 
ンの 言。 

ね？ してみ ると 本 田 透 兄さんの 
言う 「にじげん でもい いぢ やない か、 
をた くだもの」 も 業の 肯定であって、 
そこに 非常に 落語 的な 発想の 転換が 
あるの が おわかりで しょう。 だから 
落語は オタクの 味方な のです！ 

otaku _  I 

喪の ための 落語 

ん でもって、 落語には 最初に 挙げ 
たょうな 噺の ほかに、 喪 男 好みの 噺 
がた くさん ある。 喪 男た る ことを 笑 
い 飛ばす 噺も あるし (『め ぞん 一刻』 
の 五代 くん ばりの 妄想 狂が 出て くる 
「湯屋 番」 「小言 幸 兵衛」 など)、 喪 
男が いい 目に 合う = 妄想 世界で 夢 成 
就！ みたい な噺 もけ っこう ある。 
だいたい 喪 男は パー プリンな 与太郎 
か、 働き もしない 若旦那 (今で いう 
ニ ート) みたい な 愛すべき 方々 な 
の だけど、 そういう 人たち はやは り 
心 優しくて 純愛 志向、 噺も 「おね ☆ 


ティ ー」 ばりの ラブコメ タッチ だ。 

たとえば 「紺屋 高 尾」 という 噺 は、 
一介の 職人が 花魁 (遊女 だけど も、 
当時は アィドルみ たいな 存在) に 恋 
をして、 三年 間 働き まくって 貯めた 
給料を その 花魁に 会うた めに、 ひと 
晚で 全部 使っ ち ゃう噺 。現実 世界な 
ら 、花魁は DQN で、 キ モメン から 

搾取した 金を その 

- まま ヒモに 上納す る 

ところ だけど も、 こ 
の噺 では、 花魁は この ひと 晚だ けで 
フラグが 立ち、 「こんなに 好きで い 
て くれて、 正直な あなたの ことが 好 
き！  嫁ぎます！」 という ことにな 
り、 結局 この 職人は 花魁と 結ばれる 
の だ！ なんて 都合の いい、 否、 夢 
の ある 噺 なの だ。 

つ ことで。 今、 これを 読んで いる 
アナ タ、 アニメと 落語は 非常に 相性 
がいいの が おわかりで しょう？ 落 
語、 オタク 目線で 楽しんで みて はい 
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ここ 


私は撖 師 であり、 ピアニスト であり、 錬金術師 である。 
愛する 人を 失って 悲しみに 沈んで いる 男 や 女、 子供が 行方 不 
明に なつて 胸を 痛めて いる 家族、 深刻な 悩みを 抱えた 若者 …… 


日本 だけで も 何百 万人 もい るそぅ した 連中は、 私に 狩られる の 
を 待つ ている マヌヶ なヵモ だ。 私の 商売は 決して 独創的な もの 
ではない。 何百 年 も 昔から 伝わる 古典的な 手法を 用いて いるに 
すぎない。 必要な のは ハッ タリと 機転、 少 々の 演技 力、 それに 
良心の 欠如。 

私は 言葉の 罠を はりめぐらし、 近づいて きた カモを 捕える。 
言葉の 指で 彼らの 心を かき 鳴らし、 思い通りの メロ デイを 奏で 
させる。 言葉の 坩堝に 彼らの 涙を 投げ こみ、 黄金に 変える。 彼 
ら 貧しい 者たち の 涙が、 富んだ 私を いつそう 潤して くれる。 な 
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んて エキサイティングで 楽しい 商売。 

恨まれた ことは ない。 それ どころ か、 首を切られた ヵモ たち 
からはい つも 感謝され る。 大の 男が 別れ 際に 私の 手を 強く 握り、 
「ありがとう、 ありがとう」 と 泣く。 こちらが 要求しても いな 
いのに、 余分の 金を 押しつけて くる 女 もい る。 私が 神で あるか 
のように、 手を 合わせて 拝む 老女 もい る。 彼らは みな、 私の 言 
葉の ) 1 術に よって 深い 安らぎを 得て いる。 もちろん それは 欺瞞 
だが、 人を 幸せに する 欺瞞で ある。 世間には 私の ことを 悪く言 
う 者 もい るが、 私は 潤い、 彼ら も 幸せに なって いるの だ。 何も 
悪い ことな どないで はない か。 

ああ、 いや、 偽善は よそう。 自分を 騙した って 金に ならない。 
私は 惡だ 。良心の かけら もない 吸血鬼 だ。 それを 忘れて はいけ 
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地獄は ここに 
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ない。 悪で ある ことを 自覚して いるから こそ、 私は 多くの 同業 
者より 強い。 自分が 善意の 人間 だと 本気で 思い こんでいる 彼ら 
より、 非情に、 計画的に、 効率よ く 稼ぐ ことができる。 

警察に 目を つけられ たことは ない。 儲けす ぎない ように 注意 
している からだ。 特に ヵモの 生活を 困窮させる ほど 金を 吸い 上 
げ るのは まずい。 たまに 同業者が 訴えられ るのは、 一人の ヵモ 
から 必要 以上に 吸い上げよう とする からだ。 バヵな 奴ら。 欲を 
かくと 失敗す る。 この 商売は 評判が 第一 だとい うのに。 

私の場合、 すでに テレビ や 雑誌で いくらか 名が 売れ、 依頼 も 
ひっきり なし だから、 一人の ヵモ からしつ こく 何度も 金を 吸い 
上げる 必要は ない。 むしろ 金に 執着して いない ふりを して、 力 
モに 良い 印象を 与える 方が 効果的 だ。 そうすれば ロコミで 評判 
はさら に 広まる。 

むしろ 厄介な のは、 あまりに 熱心す ぎる ヵモ — もはや 「狂 
信者」 と 呼べる ほどに 私に 依存し、 神の ように 崇拝して いる 連 
中 だ。 固定した 金 ヅルは ありがた いが、 あまり 高額を 貢がれる 
と、 何 かの 拍子に 正気に 返られた 時が こわい。 自然に 手を切る 
ために、 彼らの 精神的な 自立を 助けなくて はならない。 それが 
面倒 だ。 子供の ライオンを 野生に 帰す ために、 獲物の 取り 方を 
教える。 そんな 心境 だ。 

厄介そう な カモと 会う 際には、 事務所の 隠しカメラで 一部 始 
終を 録画して おく ことにし ている。 録画した DVD はもう 百 枚 


以上に も なって いる。 保険 だと 思えば 安い もの だ。 万が一、 裁 
判に なっても、 私の 方から 「金を 払わない と 悪い ことが 起きる」 
といった 恐喝 的な 言葉を 一切 用いなかった 証拠になる。 それに 
ヵモが 口にした プラィべ ー トな 情報が、 将来、 何 かの 役に立つ 
かもしれ ないし。 

私に とって、 仕事は 娯楽で も ある。 人を 騙す 快感 —— 心を 操 
り、 涙を 流させ、 金と 崇拝を 引き出す ことに、 無上の 喜びを 覚 
える。 ヵモの 中には 高 学歴の 者 や、 会社な どで 重要な ポストに 
ついている 者 もい る。 彼らが 高校 中退の 私の 口車に まんまと 騙 
される。 実に 痛快では ないか。 相手から どうやって 情報を 引き 
出す か。 どうやって 騙して やろう か。 ヵモ によって 事情は みな 
異なり、 ひとつと して 同じ ケース はない。 無論、 トリックが 露 
呈 しないよう、 常に 警戒を 怠っ ては ならない。 仕事は 私に とっ 
て、 暴露の 危険を 秘めた スリル あふれる 冒険で あり、 パズルを 
解く ような 知的 チャ レンジな の だ。 

今回は テレビの 仕事 だ。 何日 も 拘束され るが、 ギャ ラは たい 
した ことは ない。 それよりも テレビに 出て 知名度が 上がる こと 
の 方が 嬉しい。 名が 売れれば、 新しい ヵモが 来る。 

最初の 撮影 現場は 東京都 内に ある 制作 会社の 一室。 ソファに 
座り、 ディ レ クタ ー から 簡単な 説明を 受ける。 前に も 出た 番組 
だから、 要領は 分かっ ている。 


カメラが 回り はじめる。 私は 気を 引き 
締める。 いつもは 一人、 あるいは せい ぜ 
い 数人の カモを 相手に している の だが、 
今回は この 場に いる 四 人の スタッフ だけ 
でな く、 テレビを 通じて 全国の 何百 万と 
いう 視聴者 も 欺かなくて はならない。 条 
件 も 普通より きびしく、 頭を フル 回転 さ 
せる 必要が ある。 

向かいに 座つ た ディ レ クタ ー から、 
真っ白な 封筒が 手渡される。 中には 今回 
の 夕 1 ゲットの 写真が 人って いるの だ 
が、 この 時点では、 まだ 名前 も、 どんな 
寧 件 かも 知らされて いない。 もちろん、 
封筒を 開けて 中を 見る こと も 許されな 
い。 私は 封筒の 表面を さすり、 目を 閉じ 
て 瞑想す るふり をしながら、 どんな 「つ 
かみ」 で 行こうかと 考える。 

前回は 小学生の 男の子だった。 今回 も 
子供と いう ことは ないか もしれ ない。 ま 
ずは 大人で 試して みよう か。 

「男の人の ィメ ー ジが 見えます . 背が 

高 ハ . そう、 百 八十 センチぐ らいかし 


ら . ンル エッ ト になって て、 顔は よく 

見えない わ . 黒い 服を 着て いるの かも 


そう 言いながら、 薄目で スタッフの 様 
子を うかがう。 ディ レ クタ 1 は 無表情。 
他の スタッフ も 変化な し。 当たつ ている 
なら 何 かの 反応が あるは ず だ。 「男」 は 

ハズレ か。 

「この 人が 見て いた ィメ ー ジ かもしれ な 
い …… そう、 事件に 男が 関係して る」 
こう 言っ ておけ ば、 まず 確実に 当たる。 
世間で 起きる 事件の 大半は、 男が 何ら か 
の 形で 関係して いるの だから。 

「強い心の 乱れが 伝わって きます …… こ 
の 人は 不安を 覚えて いる . ひどい 不安 


この 時点では まだ、 ただの 失踪 事件な 
のか、 殺人事件 なのか 分からない。 だか 
ら 「ひどい 不安」 と 言って おくのが 無難 
だ 0 殺されようと している 人は もちろん、 
誘拐され た 人 や 家出した 人 だつ て、 何ら 
かの 不安を 覚えて いるだろう から。 


夕丨 ゲットが 子供で ある ことに 賭け、 
はずれる のを 覚悟で、 少し 深く 踏み こん 
でみ る ことにする。 

「泣いて いる . 家族を . お母さんを 

呼んで いるの かしら」 

スタッフの 表情に 明らかな 変化が 生じ 
た。 カメラマン など、 声 こそ 出して いな 
いが、 「ほ、 っ」 という 形に 口を 開けて いる。 
念のため、 もう 少し 探りを 入れる。 

「まだ 若い …… 若くて、 不安で …… 後悔 

の 念に 苛まれて います . 」 

どうと でも 解釈で きる 無難な 言葉を 口 
にしつつ 、スタッフの 反応を 読む。 彼ら 
は 平静を 装って いるつ もりだろう が、 正 
解に 近づく と、 無意識の うちに 身を 乗り 
出したり、 そわそわしたり、 驚きの 表情 
を 浮かべた りする。 それを 元に 推理を 働 
かせる。 たまに 見当違いの ことを 言って 
しまう こと も あるが、 たいした 問題では 
ない。 当たって いない 箇所は 放映の 際に 
は カットされ るから。 

「まだ 子供ね」 私は ようやく 断言す る。 


「まだ 幼い …… 男の人に 脅されて いる 
…… かわいそうに …… こわがっ てる わ」 

ディレクタ ーの 口許が わずかに ゆる 
む。 前に も 同じ 表情を 見た ことがあ るの 
で 分かる。 これは 「大当たり」 の 顔 だ。 

私は さらに 十数 分 も いろいろな 言葉を 
口にする 。間違った 断定を して 言質を 取 
られ ないょうに 気をつけつつ、 試行錯誤 
を 続ける うち、 どうやら 被害者は 女の子 
らしい と 分かっ てきた。 さらに 殺人な の 
か 誘拐な のかを 絞り こむ。 

「赤い …… 真っ赤な 服 …… 服が 赤く 染 

まって る」 

またも 反応。 他の ヒントと 考え 合わせ 
ると、 どうやら 殺人の ょう だ。 

被害者 像を 絞り こむ 合間に、 「森」 「ハ 
ンヵ チ」 「水」 「遊園地」 「お 人形」 など 
など、 思いついた 単語を 適当には さんで 
ゆく。 それらの どれ かが 事件に 関係して 
いれば、 後で 放映の 際に 使われる だろう。 

「竹」 という 単語で、 明確な 反応が あつ 
た。 私は ピンと きた。 昨年の 初め、 埼玉 


||;-1 小の 小さな 町で、 竹林で 小学生の 少女の 
惨殺 死体が 発見され たという ニ ユース 
が あった。 あの 事件は まだ 解決して いな 
かった はず。 

その 事件を 記憶して いた 理由は、 私の 
予言が 当たった と ネットで 騒いで いた 奴 
がいた からだ。 その 少し 前、 オカルト 雑 
誌の 新年号の 「最強 霊能 者 十 人が 占う 今 
年の 日本」 という 企画で、 私は 「東京の 
西の方で、 子供が 頭から 血を 流して いる 
ィメ ー ジが 見える」 と 発言して いた。 な 
に、 適当に デ タ ラメを 口にした だけ だつ 
たの だが、 たまたま 事件が 雑誌 発売の 一 
力 月 後だった のと、 被害者の 少女が 頭を 
金槌ら しきもので 殴られて いたので、 そ 
れと 結びつけられ たの だ。 

ちなみに、 同じ 記事の 中で 私が 予言し 
た 「日本の 景気は 回復す る」 とか 「秋に 
政権 交代が ある」 とか 「三月 頃、 東北 地 
方に 大きな 地震が ある」 とかは、 みんな 
はずれた。 まあ、 はずれた 予言なん て、 
誰も 覚えち やい ないだ ろうが。 


さらに 深り を 人れ る。 

「痛い …… 頭が痛い …… この 子の 痛みが 
伝わって くる …… 頭が痛い …… 」 

スタッフの 間に 強い 動揺が 走る のが 分 
かった。 私は 心の中で ほく そ 笑む。 ビン 
ゴだ。 

さらに 霊視 をす るふり をしながら、 新 
聞で 読んだ 事件の 内容を 思い出し、 適当 
に 脚色して 語って みせる。 そのもの ズ 
バリを 言ったり はしない。 「埼玉県の 竹 
林で 女の子が 頭を 鈍器で 殴られて 殺され 
た」 なんて 言っ たら、 逆に 噓 っぽす ぎる。 
スト レ ー トな 形容を 避け、 あくまで 断片 
的に、 暗示 的に 語る ところが ミソ なの だ。 

あの 町の 名前は 何とい ったっ け？ 私 
は 記憶を たどった。 印象に 残る )' 変わっ 
た 名前だった —— そう、 確か 風 芽 町。 

「地名が 見えます …… 空に 関係が ある 

. 雲と か 風と か . そう、 風……」 

そう 言う と、 ディ レ クタ 丨が 「はい、 
もうけっ こうです」 と 言って さえぎっ た。 

「いや あ、 お 見事です、 永 戸さん。 恐れ 
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入りました」 

彼は 封筒を 開け、 中の 写真を 出して 私 
に 見せた。 殺された 少女、 鹿 沼美弥 だ。 
ピアノ か 何 かの 発表会の 記念写真だろう 
か。 赤い ワン ピース を 着て 花束を 持って 
いる。 殺された 時は 五 年生だった とい、 っ。 
愛らしく 微笑んで はいるが、 特に 美少女 
という わけで もない。 

「すごいで すね。 写真の 服の 色まで びた 
りと 当てち やい ましたよ」 

アシスタント •ディ レ クタ^ ~ が 驚いて 
いる。 私は 服が 血で 染まっ ている ことを 
暗示した つもりだった の だが、 スタッフ 
は 勝手に 勘違いして くれたら しい。 こう 
いうの もよ く ある こと だ。 彼らは 何でも 
かんでも、 私に 都合よ く 解釈して くれる。 

ディ レ クタ 1 は 説明した。 事件から 一 
年 半が 過ぎて いるのに 、有力な！ 1C 撃 情報 
も 何もな く、 捜査は 完全に 行き詰まって 
いる。 それで 思い余った 遺族が、 番組に 
依頼して きたの だとい う。 

「協力し ましよう」 


私は ヵメラの 前で、 義憤の 表情を 浮か 
ベて 言った —— 心の中では 舌を 出しな が 
ら〇 

風 芽 町は 「田舎 町」 から 「地方 都市」 
への 成長 途上に ある 町 だ。 国道 沿いには 
大きな ショッピング センタ 丨や 町役場、 
大手 量販店な どが 並んで いるが、 脇道に 
それて 少し 行く と、 のどかな 水田 や 畑が 
広がって いる。 小学校は ひとつ だけ。 生 
徒の 中には、 何 キロ も 歩いて 通っ ている 
子 も 多い らしい。 

現地 ロケは 前回の 収録の 五日 後だった 
ので、 私は ネットで 事件に ついて 調べる 
余裕が あった。 都合の いいこと に 「鹿 沼 
美弥ち ゃん 殺害事件の 情報を 求めて いま 
す」 といぅべ ー ジが あり、 事件の 詳細が 
まとめられ ていた。 

鹿 沼 美弥は ピアノが 得意で、 学校で も 
音楽 部に 所属して いた。 同級生の 証言に 
よれば、 昨年の 一月 二十日 午後 四時 三十 
分、 彼女は クラブ 活動を 終え、 学校を 出 


た。 家は 学校から 歩いて 三十 分の 距離。 
中間には 竹林が ある。 途中まで 友人が 
いっしょ だった が、 竹林の 近くで 別れた。 

娘が 六 時に なっても 帰宅 しないので、 
母親が 心配に なって 探しに 出かけた が 見 
つからなかった。 翌朝、 警察が 捜索を 行 
なつた ところ、 道から 百メ ー トル ほど 離 
れた 竹林の 中で 遺体が 発見され た。 死因 
は 金槌ら しき 鈍器に ょる 後頭部への 一 
繫 ◦死亡 推定 時刻は 前日の 午後 五 時 前後。 
服は すべて 脱がされ 、遺体の 周囲に 散乱 
していた。 

變 察が 付近 一帯で 訊き こみを 行なった 
が、 事件 現場の 近くで 白い 乗用車を 見た 
とか、 バィクに 乗った 男が 走っ ていたと 
かいぅ 情報は あった ものの、 どれ も 事件 
とは 結びつかなかった。 一年 半が 過ぎて 
も、 事実上、 捜査は まったく 進展して 
いない。 なるほど、 これでは 霊能 者に す 

がりた くなる 気持ち も 分からない でもな 

、〇 

V 

スタッフの 車で 小学校へ。 今は 夏休み 
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なので、 子供の 姿は なく、 門 も 閉まって 
いる。 ここから 美弥が 死の 直前に 歩いた 
道を たどっ て 行こう というわけだ。 まだ 
午前中な のに、 真夏の 空から 降り注ぐ 陽 
射しは 強烈で、 アスファルトが 焼ける 音 
まで 聞こえ そうだった。 私は サングラス 
を 忘れた のを 後悔した。 今日の ロケは き 
つい ものに なりそう だった。 

校門の 前には、 先行して いた 別の ス 
タッ フ といっ しょ に、 中学の 制服を 着た 
少女が 待って いた。 

「こちら、 中 上 絢ち ゃん。 美弥 ちゃんの 
姿を 最後に 目撃した 人です。 番組に 協力 
して もらえる ことにな りまして」 

ディ レ クタ ー に 紹介され ると、 少女は 
緊張した 様子で、 「はじめまして」 と 小 
声で 言いながら、 深く お辞儀した。 今 ど 
き 礼儀正しい 子 だ。 ちょっ と 内気そう だ 
が、 かわいらしい 顔で、 大きな リボンと 
ッィン テ ー ルの 髪が 清楚で ある。 これな 
ら 男子に 人気が あるので は あるまい か。 
「そう、 あなたが . 」 と 私。 「今は 中 


学生な のね？」 

「はい。 今年の 春に 進学し ました」 
緊張は している が、 口調は はきはきし 
ている。 頭 も 良さそう だ。 

スタッフは 私たちが 握手して いると こ 
ろを 撮影した。 後で 彼女の 顔には モザィ 
クが かけられる という。 

「じゃあ、 ここから 現場に 向かって 歩い 
ていた だき ましょう か」 と ディ レ クタ 1。 

「ちょっ と 待って。 現場まで どれぐ らい 
かかる のか しら？」 

「ええっ と、 普通の 歩調で 歩いて 二十 
分って とこです か」 

炎天下を そんなに 歩きたくない。 

「私、 足が 良くな いんです けど、 途中 ま 
で 車で 行って はいけ ません？」 

足が 不自由な のは 事実で ある。 幼い 頃 
の 事故の せいで、 右足を 少し ひきずって 
いるの だ。 日常生活に 支障は ない の だ 
が、 早く 走る ことは できない。 子供の 頃、 
これの せいで ずいぶんから かわれた もの 
だ。 


ディ レ クタ 1 は あつさり 〇 K した。 た 
だ、 番組と しては、 学校から 現場まで 歩 
いたと いう ことにした いので、 最初に 歩 
き はじめる ところ だけ 撮りたい という。 
私は 指示に 従った。 まず 校門のと ころで 
周囲を 見渡す 私を 撮影。 それから 手を 前 
に 突き出し、 残留 思念を 探る ような ポー 
ズで 、校門から ゆっくりと 五十 メ ー トル 
ほど 歩く。 OK が 出た ので、 私は 絢と いっ 
しよ に 車に 乘 りこんだ。 

「あの . 水 戸 先生？」 

車が スタ— 卜 するな り、 鞠が 思いつめ 
たように 話しかけ てきた。 

「先生の 番組、 何回 か 見ました。 すごい 
的中率 なんです ね」 

細は 目を 輝かせ、 私の 顔を 興味深そう 
に舰 きこんで くる。 私は 曖昧な 笑みを 返 
した。 

「ええ、 まあそう ね」 

「この 前の、 家出した 女の子を 探し出し 
た 事件なん て、 感心し ました —— 何でも 
分かっ ちゃうんで すか？」 
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「何もかも 分かる わけ じ ゃない わ。 現場 

に 残っ てる 思念の 痕跡 - ィ メージ みた 

いなものを 読み取る だけよ」 

「今度の 事件は どうなん です？ 美弥 
ちゃんを 殺した 奴、 分かります か？」 
少女の 目は 真剣だった。 声は 小さ かっ 
たが、 「奴」 と 口にした 時の 声音には、 
暗い 憎しみが ひそんで いるよう に 感じら 
れ た。 

「美 弥 ちゃんと 仲が良かった の？」 
「ええ」 絢は 強く うなずく。 「幼稚園の 
頃から 知っ てました。 しばらく 離れて た 
ん です けど、 五 年生で 同じ クラスに なっ 
て、 またよ く 話す ようになっ たんです 0 
二 学期の 間 ずっと、 彼女、 私の すぐ 前の 
席でした. だからち よくちよ く、 消し ゴ 
ム とか 貸し借りしたり、 ラビ プリの ヵー 
ド 交換したり してました」 

ラビ プリとは 何だろう。 アイドル •グ 
ル ー プ か、 マン ガの タイ ト ルだろう か。 
「だから 許せな いんです。 今でも 犯人の 
ことを 考える とむ かむ かして。 あんな ひ 


どい ことを した 人間が、 罰を 受けずに の 
うのうと 生きて るなん て —— ねえ、 先生、 
きっと 解決して くださいね、 この 事件」 
「ええ、 解決で きる といい わね」 

実のところ、 何度も テレビには 出た も 
のの、 私の 霊視で 事件が 解決した という 
例は ない。 静 岡で 行方不明 になった 少女 
が 東京で 保護され たという 事件に して 
も、 実際に 家出した 少女の 足取りを 追い、 
男と 同棲して いる アバー トを 探し 当てた 
のは、 番組 スタッフが 雇った 探偵で ある 0 
私は スタッフから 家出 前後の 事情を 聞 
き、 「東の 力の 大きな 都 m にいる」 と 言っ 
ただけ で、 それが 後で 「当たった」 こと 
にされ たの だ。 

私には 霊视 能力な どない の だから、 事 
件が 解決で きる わけがない。 

車は すぐに 現場 付近に 到着した。 問題 
の 竹林は 小さな 山の 東側、 なだらかな 斜 
面に 広がつ ており、 舗装され た 道に 面し 
ていた。 道の 反対側には 野菜畑が 広がつ 


ていて、 民家が 点在して いる だけで、 人 
通りは ほとんどない。 なるほど、 これで 
は 目撃者が いないの も 無理は ない。 

「あっちが 美弥 ちゃんの 家です」 

絢が 竹林の 中に 入って ゆく 脇道を 指差 
した。 陽射し に 慣れた 目には、 薄暗く、 
陰気に 見える。 細い うえに 坂道な ので、 
自動車 どころ か バイク や 自転車 も 通れ そ 
うにない。 

「ここを 抜ける と 近道なん です」 

「こわそう な 道ね」 

「ええ、 夜なん か 暗くて けっこう こわい 
です。 電気の ついた 明るい 道 も あるんで 
すけ ど、 かなり 遠回りに なっち やうんで。 
それに あの 日は、 まだ 明るかった し —— 」 

「ああ、 待って 待って」 ディレクタ ー が 
慌てて 止めた。 「まだ ヵメラが 回っ てな 
い。 ごめん、 悪い けど、 今の 説明、 もう 
いっぺん 繰り返して くれる かな？」 

絢は 嫌な 顔 ひとつせ ずに 承諾した。 力 
メラが 回り はじめる と、 「あっちが 美弥 
ち やん の 家です」 と、 さっきと 司 じ 説明 
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を 繰り返す。 

「じゃあ、 ここで 美弥 ちゃんと 別れた 

の？」 

「はい。 私の 家は あそこ なんで」 

と、 畑の 中に 建つ 民家を 指差す。 ここ 
から 二百 メ^  — トルぐ らいか。 

「それが 美弥 ちゃんを 見た 最後だった ん 
だね？」 

「ええ」 絢の 声は 沈んだ。 

「どぅ 言って 別れた の？」 

「『明日、 またね』 って」 

「それだけ？ 他に 何 か？」 

「いいえ。 普段と ぜんぜん 変わりません 
でした」 

「近くに 怪しい 人と かは 見なかった？」 
「見て ません。 誰かと すれ違った として 
も、 いちいち 覚えて ません」 

私は その 発言を 記憶に 留めて おいた。 
これは 使える かもしれ ない。 「すれ違つ 
たと しても 覚えて いない」 という ことは、 
彼女が 犯人と すれ違つ ていた ことにして 
も、 嘘が 見破られる ことは ない という こ 


とだ。 

デイ レ クタ 1 はさら にいく つか 少女に 
質問して から、 「はい、 カット」 と 言つ た。 
「お疲れさん、 絢ち やん。 今日は ここ ま 
でで いいから」 

彼女は 「はい」 とお 辞儀を しかけた が、 
ふと 頭を 止めた。 何 か 迷っ ている 様子 
だっ たが、 ディ レ クタ ー の 背中に 向かっ 
て、 思いきって 切り出した。 

「あの …… ついて 行っ てはいけ ません 

か？ 現場まで」 

「は あ、 何で また？」 

「何 かお 役に立ちた いんです。 私、 美弥 
ち やん のことは 詳しいで すから。 分から 
ない ことがあれば 質問して ください。 何 
か 事件の 手がかりになる よぅな ことがあ 
るか もしれ ません。 お願いします」 
彼女の 熱意に 折れ、 ディレクタ ー は 〇 
K した。 私と しても、 美弥 についての 情 
報 源が すぐ 近くに いるのは ありがたい。 
ネット 上での 情報では、 彼女の 私生活 ま 
では 分からな かつた からだ。 


事件 現場は、 脇道を 数十 メ ー トル 歩い 
てから 右に それ、 竹林の 斜面を 登っ たと 
ころに あると いぅ。 そんなに 急な 斜面で 
はなかった が、 足の 不自由な 私には 少し 
つらい。 生い茂っ た 竹に 太陽が さえぎら 
れ 、外ょりも 涼しい のが 幸いだった。 

遠くで セ ミが 鳴いて いる。 

「先生」 

歩きながら、 絢が 話しかけ てきた。 

「何？」 

「あの、 美弥 ちゃんと …… 美弥 ちゃんと 
話が できます か？」 

くだらない 質問に 私は むつと なつた 
が、 表面上は にこやかに 答える。 

「ええ、 たぶん」 

「本当に？」 

「ええ、 肉体は 滅びても、 霊魂は 不滅で 
すから ね」 

絢は そ れっきり 沈黙した。 暗い 表情で、 
何 か 考え こんでいる ょぅだった。 

現場に 到着。 斜面の 途中の、 やや 水平 
になつ たと ころで、 道からは 竹に 邪魔 さ 
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れて 見えない。 四 本の 竹の 根元を 結んで、 
ピンクの ビニ ー ル 紐が 四角く 張られて い 
る。 近くには 誰かが 花を 供えて いた。 そ 
れ 以外、 事件が あった ことを 示す ものは 
何もない。 

私は しゃが みこみ、 手を 合わせて 拝む。 
無論、 ただの ポ ー ズだ 。私には 死者に 対 
する 敬意 や 哀悼の 念な どひと かけら もな 
い。 霊の 存在 も 信じて いない。 そんな も 
のを 信じて いたら、 こんな 商売は できは 
しない。 

私は 霊視を 開始す る。 すなわち、 手を 
伸ばして 場に 残留して いる ィメー ジを読 
み 取つ ている ふりを しながら、 探偵と 
なって 事件を 推理す る。 事件から 一年 半 
も 経って、 痕跡は 何も 残って いないが、 
この 状況から 推測で きる ことは いろいろ 
ある。 

服が 脱がされ ていた ことから、 変質者 
の 犯行と いう 線は まず 間違いな かろ、 つ。 
しかし、 犯人は どうやって 被害者を 道 か 
ら ここまで 連れてき たの か。 手を つかん 


で 無理やり ひきずって きた？  それなら 
彼女が 大声を あげて 抵抗した のでは ある 
まい か。 騙して 連れてき た？  いや、 小 
学 五 年生 ともなれば 「変質者」 という 概 
念ぐ らいは 知っ ている はず。 こんな 場所 
まで 見知らぬ 男に のこのこ ついて くると 
は 考えに くい。 ナィフで 脅した？  いや、 
ナィフを 持って いるのに 金槌で 頭を 殴っ 
たという のは 理屈に 合わない。 

こうしよう。 ここに 連れて来られた 時、 
美弥 はすで に 死んで いた。 道を 歩いて い 
たと ころを、 いきなり 後ろから 金槌で 殴 
られ たの だ。 それなら 後頭部に 傷が あっ 
たことの 説明になる。 犯人は 倒れた 彼女 
を 抱え 上げ、 人目に つかない この 場所 ま 
で 運んで きた …… 。 

小学 五 年生なら 体重は 三十 キロは あっ 
たはず。 それを 抱えて 斜面を ここまで 
登って きたの なら、 犯人は 体格の いい 男 
だろう。 私は 封筒の 霊視で 「黒い 服を 着 
た 背の 高い 男」 のこと を 口にした のを 思 
い 出した。 あれが 伏線に 使える。 「男に 


脅されて いる」 という 発言とは 矛盾す る 
が、 そんな 些細な ことは 誰も 気にしない 
だろう。 

「男が 見えます …… 」 私は 静かに 語り だ 

した。 「背の 高い 男 . 黒い セ^ ~ 夕 — を 

着て いる …… そいつが 女の子を 抱えて い 
ます。 こ、 っ、 足の 方を 持って、 肩に 担い 
でる。 サンタ クロ ースが 袋を 担ぐ みたい 
に。 それから 女の子を この 場所に 寝かせ 
ました。 女の子は 頭から 血を 流して、 ぐっ 
たりと なって いて …… 」 

その 時、 絢が 「くっ」 と 小さな 声を 洩 
らした。 見る と、 歯を食いしばり、 うつ 
むき 加減で 立ちす くんで いる。 拳を 強く 
握りし めて、 感情の 爆発に 耐えて いるょ 
うだ。 

かまわずに、 私は 続けた。 

「 . 女の子は 動きません。 もう 死んで 

るの かもしれ ない。 そいつは 、ぐったり 
となった 女の子の 服を 脱がせて いきまし 
た …… 」 

ここで また 考える。 例の サィトでは、 
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美弥が 裸に されて いた ことは 書かれて い 
たが、 暴行され ていた かどう かまでは 触 
れられ ていなかった。 犯人に 屍姦 趣味が 
あるなら 犯して いたか もしれ ない が、 そ 
こまで 断定す るのは まずい かもしれ な 
い。 第一、 暴行の 様子を 詳細に 説明して 
も、 テレビでは 放送で きまい。 その 点は 
ぼかす ことにした。 

「 …… すっかり 脱がせ 終える と、 男は 力 
メラを 取り出して、 写真を 撮りは じめ ま 
した。 いろんな 角度から、 何十 枚 も …… 
そういう 写真が 大好きな 男なん です …… 
シャ ッタ^ ~ を 押しながら、 にやにやと 
笑つ ています . ああ、 なんてい やらし 


耐えられ なくなった のか、 絢が 口を 押 
さえ、 身を ひるがえして 斜面を 駆け下り 
ていった。 少女には 刺激が 強す ぎた か。 

さらに 何分 か、 適当な ことを 喋つ た 後、 
私は 「ここが 殺された 現場では ありませ 
ん 。ここに 連れて こられた 時、 美 弥ちや 
ん はもう 死んで いました I と 言つ た。 さつ 


きの 場所に 戻ろうと いう ことにな り、 私 
と スタッフは ぞろぞろと 斜面を 降りて 
ぃった。 

道のと ころでは、 絢が 膝を 抱いて うず 
くまっ ていた。 

「だいじよう ぶ？」 

肩に 手を かけ、 優しく 声をかけ ると、 
彼女は 涙を ぬぐいながら 振り返った。 

「ええ . ええ、 平気です」 

「ごめんなさいね、 つらい 思いを させ 
ち ゃった わね」 

私は 少女を そっと 抱き寄せ、 赤ん坊を 
あやす ように 背中を 静かに 叩いた。 ヵメ 
ラは そんな 私たちの 姿を ずっと 写して い 
る。 私は 心の中で せ せら 笑った。 この 感 
動的な 場面が 放映 されれば、 全国で 何 万 
という バヵが 涙を 流す に違いない。 

よし、 感動を もう ひと 押しして やれ。 
「美弥 ちゃんが ね、 あなたに 伝えた がっ 
てる わ」 

「美弥 ちゃんが …… です か？」 
r ええ、 あの 子の 声が 聞こえる。 『絢ち や 


ん 、悲しまないで』 って。 『私たち、 と 
て もい い 友達だった ね』 って」 

「ええ …… 」 絢 はぅな ずいた。 「私たち、 
友達だった …… 」 

「『私、 あなたに 出会えて 良かった よ。 
もぅ 遊べ なくなっ ち ゃった けど、 それで 
も、 いつまでも 私たち、 友達 だよ』 って」 

それから、 さっき 絢 自身から 聞いた 情 
報を 思い出し、 口にする。 

「『私が あげた カー ド、 まだ 持って る？』」 

「ええ . あれから 何回も 使 ったわ . 

役に立っ てるよ」 

なるほど、 テレホン カ ー ド か メトロ 
カー ドだった のか。 

「『使い切っても、 大事に 残して おいて 
ね。 私たちの 思い出 だから』」 

「ええ」 

絢は 潤んだ目で 私を 見上げ、 微笑んだ。 
「ずっと 残して おく —— 使い切 っても」 

夕方、 私は 美弥の 家を 訪れ、 遺族と 力 
メラの 前で また ひと 演技して みせた。 「私 
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を 育てて くれて ありがとう」 とか 「どう 
か 悲しまないで」 とか 「私は いつまでも 
お父さん やお 母さんの そばに います」 と 
か、 ありきたりの 言葉を 並べる と、 母親 
は 泣き崩れ、 父親 も 涙を しきりに ぬぐっ 
ていた。 ちょろ いもんだ。 あまり 金が 取 
れ そうな 家では ない が、 とりあえず 私の 
仕事場の 住所と 電話番号 だけ 教えて おい 
た。 

番組は 二週間 後に 放映され た。 封筒の 
霊視の 場面では、 思った 通り、 事件と 関 
係の ない 発言は すべて ヵットされ、 あた 
かも 私が 正確に 事件の 全貌を 見通して い 
たかの ょうに 編集され ていた。 

私の 霊視を 元に 作られた 再現 ドラマ も 
挿入され た。 犯人は 黒い セ ー タ 1 を 着た 
三十 歳ぐ らいの 長身の 男。 少し 離れた 町 
から 徒歩で やって来て、 この あたりで 犠 
牲 者を 物色して いた。 たまたま 下校 途中 
の 美弥と 絢と すれ違い、 U 夕 1 ン して 後 
をつ けた。 美弥が 竹林の 中の 道に 入った 
のを 見て、 早足で 追いつき、 隠し持って 


いた 金槌で 背後から 一撃した …… 。 

番組の 後半では 、「これが 霊視 にょっ 
て 判明した 犯人の 素顔 だ！」 といぅ 仰々 
しい ナレ ー シ ョンと ともに、 私の 言葉を 
元に 作られた 似顔絵 も 流された。 四角 
ばった 顔。 がっ ちりした 顎。 g は 小さく、 
全体として 微妙に 不気味な 印象。 

これが 実際の 犯人の 顔と 似て いなくて 
も、 別に かまわない。 一年 半 も 捜査して 
手がかり がまっ たくな かった といぅ こと 
は、 このまま 迷宮入り する 可能性が高い 
し、 たとえ 何 力 月 か 先に 犯人が 捕まった 
としても、 この 手の 番組が わざわざ 「以 
前に 霊能 者の 証言を 元に 描いた 似顔絵は 
ぜんぜん 似て いません でした」 と 報じる 
ことは ありえない。 まして や 視聴者の 声 
など 気にする ことは ない。 何 力 月 も 前の 
番組で 流れた 似顔絵 なんて、 みんな 忘れ 
ている。 番組を ビデオで 保存して おいて、 
本物の 犯人 像と 比較す るよう な 物好きな 
視聴者 なんて、 何百 万人に 一人し かいな 
いだろう。 


そう、 事件が 解決し ようがし まいが 関 
係ない。 神秘的な 場面、 感動 的な 場面 さ 
え 作れば、 たとえ 嘘で も 番組の 視聴率は 
上がり、 私の 人気 も 上がる。 それでい い。 

番組 放映の 翌日、 中 上 絢から 電話が か 
かってき た。 美弥の 両親から 電話番号を 

聞いた の だとい う。 

「ぜひもう 一度 お会いして、 お礼が 言い 
たくな ったんで す」 

「そんなの 電話で いい わよ」 

「いえ、 電話 じ や だめなん です。 実 はぜ 
ひ 先生に 見ても らいたい ものが あるんで 
す。 この 前の 番組を 見て、 ちよっ と 気が 
ついた ことがあって。 事件の 重要な 手が 
かりにな るん じ やない かって」 

私は 興味を そそられた。 

「それ、 警察には もう 言った の？」 
「いいえ。 まず 永 戸 先生に ご 相談し よう 
と 思って …… あの、 お 忙しいです か？」 
私は 考えた。 絢が 本当に 事件 解決の 糸 

口を 握っ ている というなら、 会っ て 話を 


聞く のは 有益 かもしれ ない。 うまく 行け 
ば、 そこから 犯人 像を 絞り こみ、 それを 
私の 霊視 として 世に出す こと もで きる。 

「今日の 二 時 頃なら 空いて るけ ど …… で 
も あなた、 埼 玉から 出て これる の？」 

「ご 心配な く。 実はもう 東京に 来て るん 
です。 今、 池 袋 駅から かけて ます」 

そう 言えば、 背後に 雑踏の 音が 聞こえ 
る。 

「時間なら たっぷりあります。 親には 『今 
日 一日、 図書館で 勉強して る』 って 言っ 
てあります から」 

どうやら 見かけよ りした たか だし、 行 
動力 も ある 女の子の よう だ。 

「いい わ。 話を 聞かせて」 

私たちは 事務所の 近くの 駅で 落ち合 
い、 喫茶店に 入った。 窓際の 明るい 四 人 
掛けの 席に 座る。 バッグは 隣の 席に 置い 
た。 夏休み 中とは 言え、 平日の 昼間な の 
で、 客は 多くない。 私は アィス コーヒ ー 
を、 ItJ は オレンジ ジュ ー スを 注文す る。 


「お 忙しい ところを 申し訳ありません」 
「いいのよ。 それより、 見せたい ものっ 
て？」 

「これなん です」 

絢は 手帳 サィズの 透明な ホルダ ー を 取 
り 出し、 テー ブルの 上に 広げた。 カ ー ド 
が いっぱい 入って いた。 どれ も かわいら 
しい 服 や 靴の 絵が 印刷され ており、 横に 

バ ーコー ドが ついている。 

「『ラビ ィ & プリン』 つてい ぅ ゲーム の 

カー ドです。 二 年ぐ らい 前から 女の子の 
間で 流行って るんで す。 今は 下火です け 
ど。 美弥 から 貰った のは これです」 

絢は お 姫様が 着る よぅな ドレスの 描か 
れたカ ー ドを ホルダ ー から 抜き出した。 
さらに 携帯 用の ゲ ー ム機 らしい もの も 取 

り 出す。 

「あんまり レアつ てわけ じ やな いんです 
けど、 私が 欲しかった やつなん で、 美弥 
と 交換しても らいました。 この 横の バ ー 
コー ドを 機械に スラッシュ すると …… 」 
絢は カー ドを ゲーム 機の 溝に 揷 しこ 


み、 さっと 滑らせた。 ピロ  ロッ という 電 

子音と ともに、 液晶 画面に 何 か メッセ ー 
ジが 出る。 

「 …… 魔法 ゲージ が 上がって、 バトルが 
でき るんで す」 絢は 私の 顔を nl きこみ、 
無邪気に 笑いながら 言った。 「テ レカ か 
何 か だと 思いました ね、 先生？ 違い ま 
すよ。 この カー ドは いくら 使っ たって 減 
らな いんです。 使い切る なんて ありえな 
いんです」 

私は 動揺した ものの、 かろうじて 顔色 
に 出さずに 済んだ。 

「それが どうしたって 言う の？」 

「美弥 なら 『使い切っても』 なんて 言う 
はずありません。 つまり 先生は、 本当は 

霊の 声なん か 聞こえて なかった . 」 

この 子は 何者 だ？ 探偵 気取りが？ 
「美弥 ち やん がちよ っと 言い 間違えたん 
でしよ。 霊 だって 間違える ことは ある わ。 
それとも、 私が 聞き 間違えた か。 何に し 
て も、 たいした ことじ やない わ」 
「そうです ね、 これ だけ じ や、 たいした 
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証拠には なりません」 

絢は あっさり と 認める と、 ゲ ー ム機の 
スィ ツチを 切り、 力^  — ドを ホルダ^ ~ にし 
まつた。 

「別にい いんです、 そんな こと。 先生を 
訴える 気はありません から。 先生が ィン 
チキな 霊能 者 だって 事実は、 私が 胸に し 

まって おけば いいこと です」 

さすがに この 言い方は 腹に 据え かね 

る。 

「絢ち ゃん、 あなたね …… 」 

「ただし！」 

叱ろぅと した 私を、 絢は 逆にび しゃり 

と 封 じた - あくまで 顔は 笑っ たま ま。 

「これ だけは 知って おいていた だきたい 
ん です。 他の 人は 騙せても、 私 だけは 騙 
せない。 先生の 喋っ たことは みんな デ タ 
ラメ だつ てことは、 私には 分かっ てるん 

です」 

私は 笑った。 「何を 根拠に、 そんな 自 
信 たっぷりな ことが 言える のか しら？」 
「だって、 美弥ち やん 殺した の、 私です 


から」 

「え？」 

「私が 殺したん です。 金槌で 彼女の 頭を 

ガツ^  — ン と」 

ちよぅ ど その 時、 ウェィ ト レスが アィ 
スコ^ — ヒ^ — とジユ ー スを 運んで きた。 私 
は 衝撃の ために 身動きで きなかった が、 
絢は さつ さと 紙袋から スト ロ ー を 取り出 
し、 ジユ ースを ひと 口す すつ た。 

「ああ、 夏は やっぱり これです よね。 冷 
たい ジユ ー ス 。私、 麦茶と か コ^  — ラより 
も ジュ^  — スが 好きなん です 一 


「それと、 秘密を 誰かに 話す とすっ きり 
します ね。 『王様の 耳は ロバの 耳』 って 
感じで。 もぅ 一年 半 も 自分の 胸に しまっ 
てた から、 もやもやして たんです ょね。 
やっぱり 話して ょかった」 

「 . 冗談で しょ？」 

私が かろうじてそう 言う と、 彼女は 笑 
い 飛ばした。 

「ほんと です よ。 私が 犯人なん です。 だ 


から 自信を 持って 言え るんで す。 黒い 
セ ー タ^ — を 着た 背の 高い 男なん ていな 
かったって。 美弥 ちゃんを 肩に 担いで な 
ん かいない し、 写真 も 撮って ない って。 
殺した のは あの 場所です よ。 あそこに お 
びき 寄せて、 隙を 見て 殴っ たんです。 大 
エ さんの 使う 金槌で」 

私は 否定した かった。 すべて 冗談 だと 
決めつ けたかった。 だが、 ドラマに 出て 
くる 殺人者の 口ぶりとは まったく 違う、 
まるで 運動会の 結果を 報 ? f する かの よう 
な 絢の 自然な 口調には、 逆に 不快な リア 
リ ティが あった。 演技 だとしたら、 もっ 
と 深刻 ぶって 喋る のでは ないか。 

r …… タバコ、 いい かしら？」 

「どうぞ」 

私は バッグから タバコと ライタ— を 取 
り 出した。 乱れた 心を 落ち着けようと 一 
服す る。 

「 . どうして？」 

「動機です か？ 別に 憎 かったん じ ゃな 
いんです よ。 友達だった のは ほんと で 
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す。 実際、 誰でもよ かったんです。 ただ、 
どうしても、 金槌で 人の 頭を 割って みた 
かったんです」 

私は 笑おうと したが、 できなかった。 

「そんな 動機、 ある わけが …… 」 

「いいえ、 あるんで す」 少女は 勝ち誇っ 
たように 腕組みした。 「先生は きっと、 

長い ことこの 商売を やって きて、 いろん 
な 人に 会って、 人間の 心理に も 精通して 
ると 思っ てるんで しょうね。 でも、 世界 
には 先生に 理解で きない 心理って もの も 
あるんで す。 私が それに 目覚めた のは 小 
学校 三年の 時です —— ああ、 ちょっと 長 
い 話になります けど、 聞いて いただけ ま 
〇-  • 」 

「ええ …… 」 私は 恐怖を 押し 殺しな が 
ら 、こくりと うなずいた。 「ええ、 聞く 
わ …… 」 

「小学校 三年の 時、 捨て猫を 拾つ たんで 
す。 ちょうど あの 竹林の 中です。 ミヤ ア 
ミヤ ア 泣く 声が 聞こえ たんで 林の 奥の 方 
まで 行って みたら、 段ボ ー ルの 中に ちつ 


ちゃい 猫が 五 匹 入って たんです。 何日 も 
放っておかれて たんで しょうね。 がりが 
りに 痩せ細って、 今にも 死にそう でした。 

でも、 うちは 母が アレルギ^  — な もん 
で、 ペットは 飼えな いんです。 家に 持っ 
て 帰ったら、 『保健所を 呼ぶ か、 元の 場 
所に 捨てて きなさい』 って 怒られました。 
でも、 保健所に 渡したら 殺される って 
知って ましたから、 それで 箱を 持って 竹 
林に 捨てに 行っ たんです。 見つけた 場所 
に。 飼っ て くれる 人を 探そうと は 思い ま 
せんでした。 母は けっこう 厳格な 性格で、 
私、 母には 逆らえな いんです。 『元の 場 
所に 捨てて きなさい』 って 言われた から、 
もうそうす るし かないって 思っ ち やった 
ん です。 

見つけた 場所に 戻って、 箱を 置い たん 
です けど、 私、 なかなか 立ち去れません 
でした。 仔猫たち は ミルクを 欲しがって 
ミヤ アミ ヤア 鳴いて ました。 とても か 細 
い 声で、 じきに 死んで しまいそう でした 0 
それで 思いました。 誰か 他の 人が 見つけ 


て くれる まで、 また 何時間 も、 ひよ っと 
したら 何日 も かかる だろう。 それまでに 
この 子たち はきっ とお 腹が 空いて 死ん 
じ やうだろう。 苦しい 思いを させる のは 
かわいそう だ。 いっそ 今 ここで 楽に して 
あげよう …… って。 

一匹 目の 猫を つかみ 上げて、 大きな 石 
の 上に 頭を 乗せました。 左手で 押さえつ 
けて おいて、 右手で 別の 石を つかんで 振 
り 上げました。 でも、 なかなか 振り下ろ 
せませんでした。 猫は 鳴きながら、 手の 
中で もがいて ました ◦とても 弱い 力で し 
た。 苦しそう で、 今にも 死にそう でした 0 
何度、 やめようと 思っ たか 分かりません。 
でも、 このまま 生き 続けさせて、 苦しめ 

るの もつ らくて。 それでと うとう . 私 

…… 石を …… 振り下ろし たんです」 

その 瞬間、 少女の 口許が 淫らに 緩み、 
法悦の 表情を 浮かべる のを、 私は 目に し 
た。 

「すごかったです . 気持ちよ かった 

…… 猫の 頭が ぐち やっと 潰れた とたん、 
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それまでの 悩みと か 苦しみと かがす うっ 
と 消えて、 反動で 幸せな 気分が 押し寄せ 
てきました。 世界が 光に 満ち あふれた よ 
うな 気がしました。 まだ 経験ない けど、 
セックス つて あんな 感じなん でしよう 
ね。 猫の —— いえ、 生き ものの 頭を 潰す 
のが あんなに 気持ちいい なんて、 夢にも 
思わなかった。 

すぐに 次の 猫を つかんで、 同じように 
石で 頭を 潰しました 。やっぱり いい 気持 
ちでした。 それから 夢中に なって、 三 匹 
目 も、 四 匹 目 も …… 気がつく と、 五 匹 全 
部 殺して ました。 もつ ともつ と 頭を 潰し 
たかった のに、 もう 猫は 一匹 もい なかっ 
たんです」 

私は 凍りつ いていた。 

疑惑は 今や 確信に 変わって いた。 演技 
で こんな ことが 言える はずがない。 ここ 
まで 異常な 体験を 創作した うえ、 ここ ま 
で リアルに 語れる はずがない。 この 子の 
言つ ている ことは 真実 だ …… 。 

「それからし ばらく、 その 感じが 忘れら 


れ なくて、 私、 悶 々としてました。 金槌 
を 手に入れ たのは、 それから 少しして か 
ら です。 ある 日の 夕方、 たまたま 家を 建 
てて いる 現場を 通りかかったら、 材木の 
上に 置き っぱなし になって たんです。 大 
エ さんが 忘れて いったんで しよぅね。 夕 
陽を 浴びて、 なんだかき れいだった のを 
覚えて ます。 誰もい なかっ たから、 服の 
中に 隠して 持って 帰りました。 神様が 私 
に プレゼントして くれたんだ と 思い まし 
た 1 悪魔 かもしれ ません けど。 

その 金槌は 机の 奥に 大事に しまって お 
きました。 勉強の 合間に ちよく ちよく 取 
り 出して は、 柄を 握っ たり、 頭を さすっ 
たりして、/ っつと りして ました。 それで 
猫の 頭を 潰す ところを 想像して。 でも、 
使ぅ 機会は なかなか 来ませんでした。 捨 
て 猫なん てめ つたに ある もんじ や ありま 
せんし。 夏に 森の 中で バツタ や カマ キリ 
の 頭を 潰した ことがあります。 古いぬ い 
ぐるみ を 捨てる 前に、 その 頭を 叩いて み 
たこと も。 でも、 だめでした。 猫の 頭蓋 


骨が グシ ャッと 割れる あの 感じは、 虫 や 
ぬいぐるみ じ ゃ 再現で きないん です。 

そのうち、 思うよう になり ました。 猫 
であん なに 気持ちい いんだっ たら、 人間 
の 頭を 潰したら 、もっと 気持ちい いだろ 
うな あって」 

夠 は 言葉を 切り、 ジユ ー スを 少しす 
すった。 

「言いました っけ？  五 年生の 二 学期 
に、 美弥 ちゃんが 前の 席だった って。 私、 
授業中い つも 美弥 ちゃんの 頭を 見て たん 
です。 先生は ずっと 前を 見て る 私を、 勉 
強 熱心 だと 思った でしよう ね。 でも ほん 
とは、 美弥 ちゃんの 頭に 後ろから 金槌を 
振り下ろす ところを 夢見て たんです。 美 
弥 ちゃんの 頭蓋骨が 砕けて、 脳み そが 出 
てく ると ころを。 

その 頃です、 マスタ^ ~~  . /< ' ― シ ョンを ^ 見 
えたの。 普通の 女の子は 男の子と エッチ 
してる ところを 想像し ながらす るんで 
しようね。 私は 違いました。 金槌で 美弥 
ちゃんの 頭を 砕く ところを 想像しながら 


地獄は ここに 


山本弘 


187 


や るんで す。 アノ 感覚って、 猫の 頭を 潰 
した 時の 感じと、 すごく 似て たんです。 

そのぅち だんだん、 想像 じ ゃが まんで 
き なくなつ てきました。 どぅしても 本当 
に 潰した くな ったんで す。 それでも まだ 
迷って ました。 決心が ついた のは、 雑誌 
で 先生の 予言を 見た からです」 

私は びっくりした。 「私の？」 

「ええ。 『東京の 西の方で、 子供が 頭 か 
ら 血を 流して いる ィメ^ — ジが 見える』 っ 
て やつ。 それを 見て、 何 か 運命み たいな 
ものを 感じたん です。 これは 美弥ち ゃん 
のこと なんだ。 私が 美弥 ちゃんを 殺 すん 

だ - そういう ことに 決まつ てるんだ つ 

て」 


「計画は 時間を かけて 練りました。 母が 
用事で 出かけて、 帰りが 遅くなる 日を 選 
びました。 それなら 学校を 出て 家に 帰る 
までの 間に、 不白然 に 長い 時間が かかつ 
て も、 誰に も 気づかれない わけです から。 
近所の 人に 見られて 帰宅 時間を 記憶され 


ないか どうかは、 ちよつ とした 賭けで し 
たけ どね。 

美弥ち やん には 『タケ ノコを 見つけた 
からこっ そり 掘りに 行こう』 って 誘い 
ました。 本当は 一月に タケ ノコなん か 
見つかる わけな いんだけ ど、 『ごくまれ 
に 冬に タケ ノコが 出る こと も あるら しい 
よ』 つて 言つ たら、 あつさり 信じち や 
いました。 もちろん 『泥棒なん だから 誰 
にも 言ったら だめ だよ』 って 釘を 刺して 
—— 言っ ち やなんだ けど、 あんまり 頭の 
いい 子 じ やなかったです ね。 

金槌は ランドセルの 中に 隠して まし 
た。 あらかじめ ちよっ とだけ 掘つ ておい 
た 地面を 指差して、 『ほら、 ここ だよ、 
ここ』 って 言ったら、 美弥 ちゃんは よく 
見ようと かがみこみました。 そこを 後ろ 
から、 思いき り、 ガツ ーンと . 」 

絢は g を 細め、 「ふう …… 」 と 、長い 
ため息を ついた。 

「思った 通り、 最高でした。 金槌を 握り 

締めた まま、 しばらくぼう つと 突つ 立つ 


てました。 濡れち やい ましたね。 もう 人 
生 最高の 喜びって 感じで。 

もろ ちん 偽装 工作は 忘れません でし 
た。 美弥 ちゃんの 服を 全部 脱がせました。 
そうすれば 変質者の しわざ だと 思われる 
でしょう から。 白い 手袋を 用意して おい 
たんで、 ボタンと かジッ パー とかに 指紋 
は 残しませんでした。 金槌は 帰りに 別の 
場所に 隠して、 手袋は 家の ゴ ミに 混ぜて 
捨てました。 何もかも うまく 行きました 0 
もう ほんと に、 私の 計算した 通りに。 誰 
も 私の ことを 疑いませんでした。 みんな 
変質者の しわざと 思い こんで、 大人の 男 
の 人を 捜して ましたから。 

もっと 何人も 殺したかった。 でも、 完 
全に 警察を 煙に 巻いた って 確信が ありま 
せんでした。 もしかしたら 私が 気づかな 
いだけで、 こっそり 私に 目を つけて、 身 
辺を 探っ てるの かもしれ ない。 この 手の 
事件って、 犯人が 『絶対に 捕まらない』 
なんて 思い上がった せいで ドジ 踏む こと 
が 多 いんです ょね ◦それで 用心して、 次 
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の 犯行を ずっと 我慢して ました。 

一年が 過ぎて、 中学に 進学し ました。 
捜査に 進展が あったと も 聞かない し、 警 
察が 私を 疑って る 様子 も ぜんぜん ありま 
せんでした。 それで 自信が ついて きまし 
た。 そろそろ 次の 事件を 起こしても いい 
んじ やない かって。 授業中と か ベッドの 
中と かで、 手口を いろいろ 考えて ました。 
また 私の 友達が 殺されたら さすがに 疑わ 
れ るだろう から、 ぜんぜん 知らない 子、 
それ も 小さい 子に しよう。 前と 同じ 場所 
じ ゃまず いから、 休日に 出歩いて、 犯行 
に 使えそう な 人目に つかない 場所を 物色 
してました。 怪しまれな いように 子供を 
誘い出す 方法 も、 あれこれ 考えて ました。 

そんな 時です。 美弥 ちゃんの 両親が、 
あの 番組に 捜査を 依頼した って 耳に した 
のは。 

私、 急に 不安に なりました 。だって、 
もともと 先生の 予言を 読んで 事件を 起こ 
したぐ らいです から、 先生の 能力を けつ 
こう B じて たんです。 もし 永 戸 先生が 乗 


り 出して きたら、 いっぺんに 事件の 真相 

が 暴かれる かもしれ ない - そう 思う 

と、 不安で 不安で たまらなくな りました。 

もう ひとつ、 心配の 種が ありました。 
霊の 声を 聞ける 人が いるっ てことは、 霊 
という ものは 本当に あるし、 死後の 世界 
も あるつ てこと になります。 だとしたら、 
こんな ことを しでかした 私は、 間違いな 
く 地獄に 落ち るん じ ゃない か。 すごく 嫌 
です ょね、 そんなの。 死んで きれい さっ 
ばり 何もなくなる ならいい けど、 死んで 
から も 罰を 受けて 永遠に 苦しむ ってのは 

050 

眠れない 夜が 何日 も 続きました。 でも 
私、 勇気を 奮い起こしました。 逃げる の 
はやめょう。 永 戸 先生の 霊能 力が 本物な 
ら 、どこに 逃げた って 意味がない。 だっ 
たら いっそ、 正面から ぶつかって やろう。 
この 世に 私が 犯人 だと 見抜ける 人が いる 
としたら、 永 戸 先生 だけ。 逆に 言えば、 
先生の 目を ごまかす こと さえで きれば、 
決して 誰に も 捕まらな いつて ことです か 


ら 。それで スタッフに 頼んで、 撮影に 参 
加 させても らう ことにし たんです。 

あの 竹林の 中で、 私が どれほど 緊張し 
てた か 分かります？ 内心、 どれほどび 
くびく してた か。 今にも 先生が 『犯人は 
同じ年 頃の 女の子 だ』 って 言い出 すん 
じ ゃない か、 私を 指差 すんじ ゃない かっ 
て、 それは もう …… 不安を 顔に 出さない 
ようにす るの、 大変で したよ。 それな の 
に、 先生ったら …… 」 

絢は 思い出し笑い をした。 

「あの 時、 私が 声を 洩らしち ゃった の、 
覚えて ます？  私、 思わず 噴き出しそう 
になっ たんです よ。 先生が 黒い 服の 男が 
どうこうって 言い出した もんで。 それ ま 
での 緊張が いっぺんに 吹っ飛んで、 もう 
おかしく って おかしく って …… 歯を 食い 
しばって、 笑わない ように 必死で こらえ 
てたん です。 

先生が 『犯人が 美弥 ちゃんの 裸を 写真 
に 撮っ た』 とか 言い はじめた もんで、 も 
う 我 ti の 限界でした。 私、 あの 場から 逃 


フ パント/ 


げ 出して、 口を 押さえて 笑いました。 あ 
ん なに 脅え てた 自分が バヵみ たいで。 も 
う 笑って 笑っ て、 涙が 出ち ゃい ましたね」 
私は あの 時、 絢の 目に 光って いた 涙を 
思い出した。 

「という わけで、 これが 真相です。 昨日、 
念のために 放映され た 番組を 見て、 先生 
が 事件の 真相を まったく 何も ご存知な 
いって ことが 確信で きました。 それで こ 
うして 訪ねて きたって わけなん です」 

蝶 り 終える と、 夠 はまた ジュ^  — ス をす 
すり はじめた。 

「どうして . ？」 私の 声は かすれて い 

た。 「どうして 私に そのこと を …… ？」 

「電話で 言った じ ゃないで すか。 先生に 
お礼が 言いたかった って」 

「お礼 . ？」 

「ええ。 先生の おかげで さっぱり しまし 
たから。 霊能 力なん てない、 霊なん てい 
ない、 地獄 もない。 だから 私は、 生きて 
いる 間は 誰に も 捕まらな いし、 死んで か 
ら 罰を 受ける こと もない。 それが 確 B で 


きたんです。 これから も 思う存分、 たく 
さんの 頭を 割れます。 だから 私、 先生に 
感謝して るんで すょ、 ほんと」 

「 …… そんな ことを 話して、 捕まらない 
とで も 思って るの？」 

「う一 ん 、そうです ね。 決定的な 証拠を 
残す のは、 さすがに まずい かもしれ ませ 
んね —— ちょっ と 失礼」 

絢は いきなり 身を 乗り出し、 隣の 席に 
置いて おいた 私の バッグに 手を 伸ばし 
た。 止める 間もなく、 ひった くられて い 
た。 

「はは あ」 

バッグの 中から 小型の テ ー プ レコー 
ダー を 取り出し、 絢は にん まりと 笑つ た。 
録音 ランプが 赤く 光っ ている。 

「さすが、 用意周到で すね、 先生。 さっ 
き、 タバコを 取り出す 時に スィッチ 入れ 
たんです ね？  でも、 詰めが 甘いです 
よ。 私の 話 聞きながら、 ちらちら バッグ 
に 目をやつ てた じ やないで すか。 ち やん 
と 録音され てる か 気になつ てたん でしよ 


ぅけ ど、 あれ じ や 何 か あるな つて ピンと 
きち やい ますょ」 

麻痺して いる 私を 尻目に、 絢は カ セッ 
卜を 取り出し 、ポケットに しまつた。 

「これは 預からせても らいます - ま、 

どっちみ ち、 先生が 警察に 真相を 話す と 
は 思いません けど」 

「とぅして . ？」 

「だって、 私が 捕まったら、 先生は 破滅 
なんです ょ？ すぐそばに 真犯人が いた 
のに 気づかなかった マ ヌケな 霊能 者。 そ 
のうえ、 その 予言が 犯行の きっかけに 
なつた と 分かつ たら、 マスコミは 大騒ぎ 

です よ。 完璧に 再起 不能で しようね」 


「ですから、 私が 捕まらな いように 祈つ 
てて ください。 私 も 先生を どうこう しよ 
、っとは 思いません。 さつき も 言つ たよ、 っ 
に、 お礼を言いたかった だけなん です か 
ら」 

少女は 立ち上がり、 晴れ やかな 笑みを 
浮かべ、 「どうもありがとう ございまし 
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た」 と 礼儀正しく 頭を 下げた。 それから、 
くるりと 背を 向け、 軽やかな 足取りで ド 
アに 向い、 真夏の 明るい 陽射し の 下に 出 
て 行った。 

あれから 三年が 過ぎた。 今年、 絢は 高 
校に 進学した はず だ。 

三年の 間に、 埼玉県 内では、 四 歳から 
九 歳までの 女の子が 頭を 割られて 殺され 
ると いう 事件が 六 件 も 起きた。 鹿 沼美弥 
の 事件 も 合わせれば 七 件。 # 察は 同一 犯 
の 犯行と 見て 捜査して いるが、 有力な 目 
撃 情報 も、 物的証拠 もな く、 いっこうに 
容疑者が 浮かんで こない。 

彼らが 探して いるのは 大きな 男 だ。 犯 
人 像に 合致し ない 絢は、 誰の 注意を 惹く 
こ ともなく、 透明人間 のように 動き回り、 
犯行を 重ねてい る。 頭の いい 彼女の こと 
だ。 どの 犯行 も 慎重に、 計算ず くで、 決 
して 尻尾を つかまれな いように 注意して 
いるに 違いない。 彼女は まさに 犯罪の 天 
才 だ。 


私が 惡魔を 地上に 解き放っ てし まった 
の だ。 私の 予言が 彼女に 犯行を 決意 させ、 
私の ィンチキな 霊視が 彼女に 自信を 与え 
たの だ。 それを 知ってい るのは 私 だけ。 
そして、 絢の 言った 通り、 私は 真実を 誰 
にも 話せない。 

人を 騙して 儲ける 商売 も、 以前の よぅ 
に 楽しく はなくな つた。 あの 日まで、 私 
は 思い上がって いた。 自分は 世間の 誰よ 
り も 頭が いいと 思って いた。 自分が 惡で 
ある ことを 自覚し、 惡 である ことに プラ 
ィドを 持って いた。 だが、 私は あの 日、 
少女の 心に ひそむ 底無しの 深淵を 覗いて 
しまった。 あの 純粋で 絶対的な 暗黒に 恐 
れ おののき、 目 も くらむ ばかりの 巨大な 
悪に 圧倒され た。 あの 少女に 比べれば、 
私の 惡事 など ままごとの よぅな もの だ。 

絢が 罪を 重ねる たびに、 私の 苦悩は 深 
まる。 この 先、 彼女が 大学生 や 社会人に 
なり、 さらに 行動 範囲が 広がつ たら、 ど 
れ だけ 被害が 拡大す るの だろう か。 彼女 
が 事故 か 自然の 寿命で 死ぬ まで、 いった 


い 何十 人の子 供が 犠牲になる のだろぅ 
か。 惨劇は どこまで 続く のか。 

毎年、 正月には、 絢から 年賀状が 届く。 
きれいな 字で 「今年 もよ ろしく」 と 書か 
れ ている。 

地獄は 地の 底には ない。 地獄は ここに、 
この 地上に ある。 


偭人 制作の 


中央の シル エツ トに 注 S! 
(—199 頁 糸 照）  I 


二次元: 美少女 滿 栽、 本 田 透 も 興味 しんしんの ゲー 厶函面 だ。 
7 ••も、 ゲームの テ-マは 「愛国」 「哀 国」 だヒ か。 

なにやら すごい こヒ になり そうな 予感 —— 。 


「楽園の 令嬢た 今」 の 主要 キャラ •みさ くら ぽん こつさん ヒ 

本 田 透の 特別 対談が 誌め ます (197 頁〜)。 


そぢ らも、 あ •楽しみに! 


もう 眺め マい る だけ マ ••六 滿 足、 
みさく1 ^ キャラの 美少女 二人。 


TSU 匕 次元」 WORLD! 


君は 何人の 美少女た ちを 知つ てる？ 
みさ くらなん こつ 先生が 描いた 本 や ゲーム 画像から 特別 抽出した 

魅惑の 二次元 キャラを ご 紹介! 


みさく1 ^ ウー/し ドの 必須 アイ 亍厶 
「クマさん のめい ぐるみ」 は、 
美少女た 右ヒ よく 似合う。 


フアン シーな 野菜、 それと 流れる ような 
長い 髪がポ イン ト。 


いかにも 女の 孑の 部屋 ヒ いう 感じが ヴッ ドマ ••す。 
健康的 あ 色気 t: ん あん。 


業界で 話題 沸騰の 「ちえる るぶ J 。 
みさ  <ら さんの イ ラス トで 萌え 地帯 
を 紹介す る まじめな 東京 案内 本 だ。 
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令 □は问 A ケー ど、 t やりました。 

AVG なの C や ベン ト CGA •ない の "T す 
孓 安、 て •安 …… だった けと。 


〇 


そ 5、 S った/ 1、 いの。 
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こわは L/TI>T、S わし 7V) た (TH す〜！ 
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みさ くら ぽん こつ 
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riKjrs  ijj\9 1 oru 

本 田 透 


みんなに 見ても らうた 朗 

ぱ Vi 、苦しみた Vi 、と 思 ふ 、ま 丈 

、ー ドマ ゾか な!？ 


m 


みさ くら ぽん こつ vs. 本 田 透 


ラみたい なんたろう って 思っ て もらっ 
て、 それなら わたし も 1、〗 のみ さくら 
なんこつを ィ メージ しながら お 仕事 

しよ、 っかな？ つてな って . なんと 

いうか 自分の まわりに 膜みたい なの 
がで きる のを 感じて たのです。 防御 壁 
みたぃ な。 

本 田 あ 一、 護身です ね。 

みさ あ、 きっとそう です。 だから、 三 
次元での キャ ラ 設定、 という か、 わた 
しその ものは いらな くって、 二 次元の 
みさ くらなん こつの ほうから 語り か 
けて いこ、 っって いう 気持ちが 農“： にで 
き あがって ました。 逆に、 三次元の 世 
!/ri が、 ちよっ と 遠ざかっ て 怖くな つた 
んで すけ ど …… (笑)。 そんな 中で やっ 
ばり、 まだ 三次元と 二次元の 狭 問に 
壁を 感じて しまって いる 人は いっ ぱい 
いらっ しやった のです が、 本山 先生の ご 
本の 中で、 「みんな、 だいじよ うぶ！ 
二次元の 世界に 飛び込もう！」 と言っ 
てくだ さって いたのを 読んだ 時、 なん 
かわた しが 言いたい けれど、 っまく 言 
えない 気持ちを 綺麗に お話して くれ 
ている 感じが して、 すごく うれし かっ 
たんです。 

本 田 ありが と、 つ ございます。 

みさ 実際に 閉じこもる とい、 つん じ や 
なくって、 二次元の 世界には ひろがり 


「みさ くら ぽん こつ」 といぅ キヤ ラに つ 

ぃて、 箭し ますね。 

本 田そう です ね。 

みさわた し、 この お tl: 事を はじめて 
から、 ず 一 つと 兜し くやら せて いただ 
いてたん です けど、 じつは ある 時期 


なんか はっきり 言えな いんです 


けどと つても 怖い 目にあつ たこと が 
あった のです よ。 

本 田 スト ー キングと かです か？ 


ん 一、 なんかそう でもな. 


みさ 


ような、 そんなよう な …… 三次元の 


111* 5^ 1/11 くて. 


本 田 じ や 一、 まさに、 (『i 大戦 j を 
手に 取り) こんな 感じで、 「モテの 魔の 
手」 のよう な 何 かがき てたん です ね。 

メジ ヤ ー になつ てい に。 

みさ 自分は おんなのこの イラストを 


きながら、 それと 同時に、 わたしと 


はちよ つと 似て てち よつ と 違ぅ 「みさ 
くらなん こつ」 とい、 っ キヤ ラを，！ H 分の 
そばに 勝手につ くりだして たよぅな 
気がして ました。 なんか そのみ さくら 
が マン ガ描 いてたら 而白 いよね〜、 つ 
て。 

本 田は いはい。 

みさは じ まりは たぶん 読者の 方な 
んじ やない かな 一 と 思 うんです けど、 
マン ガを 描いて る 本人 も マン ガの キヤ 


本 田 今回は 忙しい ところ おいでいた 
だき、 ありがとう ございます。 僕は 
昔から、 みさ くらさん の大 ファン だつ 
たんです よ ◦それで、 みさ くら 先生に 
r 電波 大戦』 (太 田 出版 刊) でも丧 紙 
を 描いて いただきまして、 本当に ラッ 
キー でした。 

みさ くら (以下、 みさ) ありがとう 
ございます 4 電波男 |_ (三オブックス 
刊) も 『電波 大戦』 も 面 IZI く 読ませて 
いただきました よ〜。 大変た めに なつ 
たという か、 勉強に なりました。 あり 
がとう ございます ！ 

本 田 滝 本 (竜 彦) くんとの 対談、 

( 『Quick  Ja -O anj  で) 独立 コ| 
ナ ー にな るんで す (本誌の 対談とは 
別)。 

みさそう なのです か〜！ 楽しみ 
です よ'  ふ ふ ^ 

—— 回は 「なんこつ」 ではなくて、 
「ぽん こつ」 さんなんです よね。 

みさ あっそう か、 え 一 と、 じ や あ 
とりあえず 今回の 対談に あたって、 
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に 「八 飞 わたしは 主席の 男の子と つき 
合って る」 って 言って るんで すって。 だ 
けど、 あの ゲ ー ムっ て、 ず 一 っと やれば 
やる ほど 成績が 上がって いく システム 

らしく つて . つまり、 きつと その 人 

は 現実 IH; 界 では 家に こもって ず I っ 
とゲ ー ムや ってる 危ない 人な のか も !? 
みたい な (笑)。 

本 田 『ルサンチマン』 (花 沢 健 吾 •小 
学館 |:|] )の越後みたいな人が偏差馗 
どんどん 上がって くんです ね ！ 
みさで、 その 人と つき 合えて ぅれし 
いのって 間 くと、 「うん、 うれし—」 み 
たいに 答える つて お 話で、 「コレは す 
ごい！ 二次元の キヤ ラが 三次元を 
突き破って 現れ るんだ ね、 あった かい 


(笑 〇 

本 田 (ゲ— ムの企 画 パンフに 描かれた 
みさ くら ぽん こつを 見ながら) ところ 
で、 この キヤ ラ、 ぴぴ つて かなり キテま 
すよ —〇 


いたら、 けつこぅ 幸せなん じ やない か 
な I つて 思 うんです よ'、 

本 田え え。 

みさ 絵って、 それが けっこう 苦手 だ 
と 思 うんです。 文字の ほうがいい 0 


みさ ツンテ レ かな一 きつと。 ゲ—ム  けつ こ、 つ 前に、 ゲーム ソフトの 中の お 
みさん 一、たしかに …… 。だから さつ  の 中で も、 わたし 自身の 日記を だら  んな のこが 本当に メ ー ルを 返して く 
きの お 話の、 わたしの 二次元の ほ、 つの  だら 書き つづつて いくょぅに、 ぶつぶつ  れ るつて いぅサ I ビスが あつた ので 

u J こ . . 、二：.？：  ゲ—ム のこと をし やべ つてる 感じで い  す。 わたしは 「コレ、 すごい すごい 最 

きたいと 思つて ます。  高 1 m; 」 とか、 自分が つくつた わけで 
本 田そぅ いえば、 「もえる るぶ j  (J  もない のに 友達と かに 言つて 1111 つてた 
TB パブ リッ シング TIJ •一九 五 頁 参照) んで すょ。 実際には ユー ザ— のみん な 
のし 又 字 部分 も、 みさ くらさん が ^ いて  が 「屮の 人」 を 意識し すぎち ゃつた の 
らっ — 5 やる つ て 本^ {71 です か？  • 

みさなん かおは ず かしいです〜。 


きの お 話の、 わたしの 二次元の ほ、 っの 
相 方に もは つきり とした 絵を つけて 
あげたい よねつて ことで、 「みさ くら 
なんこつ」 の 絵 付き バ I ジョンを 最近 
つくりました、 それが 「みさ くら ぽん 
こつ」 (次 頁 参照)、 なのです。 

本 田なる ほど。 じ や、 なんこつ さんと 
ぽんこっさんは冋又 …… 。 


か、 あんまり 
なのです が： 


り k がらなかった かも 


みさ うん うん、 同じ 人 だと 思っても  煅 初は 絵 だけ、 だった のかな？ そ  本 田 「屮の 人 一 …… そうです ね一。 


らつて かまわないです。 


J で 文 - T: 


て もい いんじ やない つ  ちよつ と 早 過ぎた のか も ( 


本 田 あのです ね。 みさ くらさん に 会 て 言って いただいて、 「じ ゃ、 やり ま—- みさ あれは、 なんか 悲しかった ので 
われる のでしたら、 ぽん こつさん は 「ふ  す 一 みたい な ^ じでした。 


す よ 


たなり」 なのか ど、 つか、 聞いて くれつ  本 田 僕、 絶対 シナリオ ライタ— がい  本 田 そろそろ 「中の 人」 がどうと 


て 友達が いるんで すけ ど. 


るつ て 思つ てました よ- 


つ 抵抗感 ももう 壊れは じめ ている と 


みさえ 一 つ。 . は 一 い、 ふたなり  みさ 文字に ffll ハ 味 だけは すごく ある  思う のです が . 。『ときめき メモ r 


で一 す (笑)。 


のです。 もともと、 二 次元からの アブ  アル ONLINE』 は 中の 人が 男 だつ 


本田ゲ ー ムのネ タ ばれに なつち や、 つ  口— チと いうのは、 いっぱい いっぱい お  て みんな わかって て、 突 幣 する じ やな 


じ やないで すか一， 


しやべ りを して、 いつしよ に 暮らして、  ハです か。 


みさえ へへ一 つ、 そのうち わかり ま  遊んで つて こと だと 思う のです。 「だ  みさ ふ ふふんつ。 そうです よね一  0 知 


すつ てこと でよ ろしく おねがい しま 一 
す。 とりあえずは、 見た目 通りで し 


いじよ一 ぶ？」 「今：：： I はお 熱ない の？」 
「ち やん と ご飯贪 ベた？」 とか。 侮 日 


り 合いの おんなのこが r とき メモ 〇 N 
LINEJ の テス ト 版みたい なのを やつ 


たという ことにして おいてく ださい  梅 日、 語り かけて くれる 人が そばに  てるら し ハんで すけ ど、 うれしそう 


が ある。 作家さんでも、 二 次元の 世界 
から 語り かけて いる 方は、 いっぱいい 
らつ しやる のです よね。 

本 田え え。 そうです よね。 『電波 大 
戦』 の 時は、 僕が みさ くら 先生の ファ 
ン だった のです が、 もう 時 問が なく 
て。 「今す ぐ 決めろ 丄 みたい な 段階 
だった ん です けど。 それで、 編 染 さん 
に 紹介して もらって、 表紙の イラスト 
をみ さくらさん に 描いて いただい たん 
です。 

みさに やは— っ (笑)。 でも、 タイ ミン 
グ よかったです、 本 田さん の ご 本の 挿 
絵が 描ける なんて うれしかったです 
よ 0 

本 田 おかげさまで、 売れ行き もい い 
ようです。 僕は 表紙の イラストを おっ 
さんく さい 絵に する か、 可愛い 絵に す 
るか、 極端なん です よ。 でも、 おっさん 
くさい 表紙 だと、 たいがい 売れない。 
みさ あはは I っ。 

本 田 『鬼畜 ゲーム 大全』 (イン フォレ 
スト 刊) って、 衷 紙に おっさん くさい 人 
をい っ ぱい 並べた 本は、 まったく 売れ 
なかったです もん。 

みさ 鬼畜 ゲーム の 主役は たしかに 才 
ヤジ です けどね一 (笑)。 

本 田 やはり、 表紙の 絵は 大きいです 
からね 0 


みさ くら ぽん こつ vs. 本山 透 


みさ 相当 悪い 子 かも . ぶふ ふつ。 

そぅそぅ、 この お 話 向 体の ^ テ ー マ 
は 「愛国」 「哀 国」 です。 『フ アィナ 
ル フアン タジ l vlll j で 「テ— マは 愛で 
す」 つて 言って て、 「すごい ！ かっこ 
い一 n」 つて 思いました、 で、 この ゲ ー 
ムは 純愛 ものな ので テ— マが 「愛」 つて 


言つ ち やつたら ヘンなん です けど • 


(笑 〇 

本 田 隣の この 人 も 気になります ね。 
みさそぅ なんです ものすごい 怖い 
人なん です けど。 …… M 近 ニユ ー スと 
か LI 儿 てると、 怖い もの も そ、 つなんだ け 
ど、， |-:1 分の 想像を はるかに 超えた よ 
う ハ 恭件が 起 こっち やって るので すよ 
ね—。、 つ— ん。 

本 田 ゲーム ショップで 「ひぐ らし 一の 


本田ボ クの まわりの 一部で、 『サクラ 
大戦』 みたい なのが いっしょ にで きれ 
ばいい な 一 みたい な 妄想が ひろがって 
るんで すけ ど …… 。 

みさ 『サクラ大戦 J からい ろん な こ 
とを 教えて いただきました よ 一。 やっ 
てる 途中に 何度も 寝ち やい ましたけ 
ど (笑)。 

本 田が ははは ははは っ。 ま、 そこが一 

…… 、ポク も 同人 誌には すごく お 世 

話に なって ますけ どね (笑)。 

みさい や一、 純 和風の ゲ I ム できち 

んと 人気が 出た のって、 『サクラ大戦』 

を 除く とけっこう 少ない な一 って 思っ 

たんです よね C 『サクラ大戦 j はきち 

んと 「自分が そこにい る 感じ」 が あっ 

たんです よ。 「和 もの」 って、 どうして 

も 「自分が そこにい る 感じ」 が 想像し 

づ らい 感じが しちやう から …… ◦自分 

が 今度つ くる ゲ I ムも 、普通に お 洋 

服を 着て、 洋館みたい な 学校に 通って 

いるんで すけ ど、 その あたりの 文化 も 

ぜ一ん ぶ 取り入れて ごった 煮し ちゃっ 

た -; 今の 日本が 大好き— H」 みたい 

なお 話を やりたい と 思って るので すよ 
. 〇 

本 田と ころで 『電波 大戦 j の 表紙の 
デザイン、 {元 璧 でした ね。 

みさそう でしよう か一、 ありがとう 


絵が キモ いって 言われて 口 論に なって 


刃 m 沙汰、 とか. 


みさう一 ん 、現実に 負けて るな一 っ 
て 思つ て、 もつ ともつ とメチ ヤメ チヤに 
グチ ヤグチ ヤ にかき 混ぜない とダメ 
だって。 とにかく、 そんな ゲーム を 出 
そ、 っと して るんで すね。 

本田ゲ ー ムの スポンサ ー とかどう す 
るんで すか？ 

みさお 金的な スポンサ ー さんは なし 
です。 自分の お腹で つく っち ゃい ます。 
本 田ぇ っ !? すごいです ね。 誰か _ 
ませた ほうがい いんじ ゃないで すか。 
ちよつ と 心配した のは、 『天国の 門 J 
(監督： マィケル •チミノ) みたい になっ 
ち ゃつたら、 どうしよ 一 って。 制作^; 
が、 が 一 って L がっち ゃって。 

みさ その へんは 家内 制 手工業で がっ 
ちりと やつて いきま すんで、 だいじよ 
うぶ 一 です (笑)。 

本 田 いつごろ 完成なん です か？ 
みさこれ は 今年です。 いろいろ 今し 
ている fi: 事が 終わって から、 嵐の よう 
に 取り かかります。 

本 田い よいよ お 仕事を 頼み づ らく 
なって すね 一。 

みさ それは 関係ないです、 お 仕事 
だいじよ一 ぶです よ (笑)。 どんと 来い 


つてい、 つか お 願. 


ね！」 って 思いました。 うん、 それは す 
ごく 夢が ある こと だと 思、 っのです。 

本 田と ころで、 みさ くら さんがつく 
られ ている ゲーム なんです けど、 (コ 
ミッ クマ ー ケットで 先 ハ rJ RL ^ された 

ゲーム 紹介 同人 誌を 指盖 しながら) 
どういつた ところで 出され るんで す 
か？ 

みさ 同人 ゲ ー ムとか 商業 ゲ ー ム とか 
です か？  え I っと、 じつはなん にも 
決まつ てない つてい うか、 こうした いつ 
てい、 っのは あるんで すけ ど /： r はま だ 
お話し中って いう 感じです。 この 本で 
は、 まず 「わたしこう いう： K1 ム やつ 
てみたい ん だけど、 どうで しょ、 面 A 
そうじゃない？」 っ ていう 呼びかけを 
したかった のです。 雑誌と か、 紙 媒体 
に ゲーム 情報が 載った 時の ゲーム に 対 
する 期待って、 読んだ 人の 想像に ゆだ 
ねち ゃ、 っ 部分が かなり 多い と 思う の 
です。 ィベント CG、 立ち 絵と その 娘 
の ブロ フィ ー ル さえ あれば、 そこから 
ふくらませて いろいろ 楽しめる 感じが 
しません か？ 

本 田 あ 一、 はいはいは い。 わかり ま 
す。 

みさた とえば、 この ツイン テー ルの 
おんなの こだつ たと しても、 髮を切 っ 
た シーン とかを 想像して、 頭の 中で ビ 


ジユ アル やシチ ユエ I シ ョンを 変えな 
がら、 好きな ように 楽しんで いたり 
して。 そこに 対しての 遊び心って まだ 
持って る？ って、 lii-1 いてみたかった の 
です。 まだ、 残っ てるんだ ったら、 いっ 
しょに 遊ぼう よって 言いたかった んで 
す。 

本 田 (シルエットに なつて いる キャ ラ 
を 指差しながら) この キャ ラ (一九 三 頁 
参照)、 気になります ね。 

みさ あ、 それ、 惡い 人なん です よ—。 
本 田なん か、 『左巻き 式 ラス トリ 
ゾ ー ト j  (海猫 沢め ろん •ィ— グル パブ 
リシン グ刊) みたい になっ ち やうの か 
な 一? なんて。 

みさ ふ ふ ふ ふふっ 

本 田 あれ I、 見たい な。 なんか、 やば 
そうです ね。 
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本 田 自作を 発表す る 場がなかった 
んで 、でっちあげた わけなんで すよ。 
みさなる ほど一。 自分の 年齢は、 今 
その 中間、 でしょう か？ 思想がない 
ん です。 他の 人は あると 思います け 
ど。 三十 代の 人は 二十代の 人を 馬鹿 
にします よね、 「おまえら なんにも 知 
ら ないだ ろ、 ってい うかなん にも 考え 
てない だろ バ—力 」 って。 で 二十代の 人 
は 三十 代に 「クチ グチ 理屈で 語っ てん 
じ やね 一 よ、 この ボン コツ！ 感性が 古 
いと 言葉で 着飾らな くち やい けなく 
て 大変よ ね」 みたい な 感じで。 どっち 
も 憧れの 気持ちが 憎まれ口に なって 
出ち やって ると 思 うんです けど。 で、 
わたしは その 横で ゲ—ム やつて まし 
た。 超 傍観 M: 自分が どっち かの 側 
につかな き やい けない 時が 来る とした 
ら 、これは 大変 だと 思って ました。 で 
も、 ま'  つかない ね 一。 みたい な 感じに 
なって いたんです けど も (笑)。 

本 田 けんかしても しょうがないです 
ょね。 

みさ 仲よ くしたい〜。、 っん。 きちん 
と ー ガンダム』 も ー ガンダム シ ー ド. {も 
両方 楽しめる 人 問に なりたいです 
(笑 〇 

本 田 岡 田 (斗 司 夫) さんく らいの 年 
代になる と、 もう ダメ みたいです。 


ちた から、 それを みんなに 伝えて い 
く、 といぅ 行為は、-^ に 有 帝 義たよ 
ねつて 思います。 みんな、 新しい 世界 
に if つてい きそぅな 気がしち やい ま 

^910 

本 田 この 前 NHK ラジオに 出た と 
き、 爺さん、 婆さんた ちから 「現実 世 
界に戾 れ！」 なんて ファクスを いっぱ 


「何 だよ一。 あ 


▼もらつ ち やつて. 


んたら が 現実と 思って いるのは、 TV 
で 見た こと だけ だろ つ」 つて 言つ てし 
まいました 0 

みさは ははは はつ。 あの 一、 この 本 
(本誌 7 アン トム j のこと) の コン セブ 


ので、 うかがって いいです か？ 

本 田 じつは 小説を ある雒 誌に 持ち 
込もうと したら、 年齢制限で ひっか 
かち やって。 一九 八〇 年代 生まれ 以降 
の 人 だけ だとい うんです よ。 

みさえ っ、 その 年齢制限で すか！ 
あ、 世代 問の なんか アレが あるん 
だ lo 

本 田 「若い 人 だけ—」 みたい な。 
じ や、 ある 程度 年季が 人った という 
か、 歳が いつた 人 系の ラノべ 本と かそ 
、つい、 つのを 屮心 にした-^ 〇 くつち や 
お一 かなと。 

みさ うん、 つん、 いいです ね。 


ね。 百 八 人く らい；^ を 飾って おけば 
だいじょぅ ぶです。 

—— 田さん の やつ てることは、 二 次 
元^ M 叩の 布教 活動です もんね 0 
みさなる ほどです ね 一。 

本 田 その 一環で、 ゲ ー ムと かもつく り 
たいんで すけ どね。 

みさわ 一 っ、 ゲ I ム つくられ るんで す 
か？ 

本 田 一時、 妹ゲ ー ムを つくっ ている 
時、 fl シナリオを やろ、 っと してたん で 
すが、 ゲ I ム 会社さん から 「ちゃんと 
抜ける ゲ ー ムつ くれ！ 〇 て 言われ ま 
して、 あつちの 意向を 取り入れて # 
き 直して いるう ちに だんだん 『天国 
の 門 』 状態に なって きて。 どんどん 話 


ございます。 

本 田み さくら ぽん こつ さまの まわり 
に、 うろうろ 二 次元を 迷って る 人たち 
がいる という。 

みさ 本 田さん からの ィメ ー ジを編 
集さん から ご 伝言いた だいて 描いた つ 
もりなん です けど、 なんか 悲しい 感 
じがし ますよ ね (笑 〇 
本 田 f は ぽん こつ さまになりたい 
ん だけど、 なかなか なれない よ—、 み 
たいな。 

みさ うん。 本 田さん が HP で (みさ 
くら ぽん こつ 像を) お釈迦 さまの よう 
だと 坐： n かれて ましたけ ど、 たしかに そ 
う 言われて みると、 ポーズ がそん な感 
じに なつち やって ますね。 不思議な 絵 
(笑)。 

本 田 天上 天下 唯我独尊 状態です 
よ。 ポクは 二次元 キヤ ラ萌 えは^^ 教 
という 説を 唱えて いるんで すけ ど 


みさなる ほど—、 それ、 かっこいいで 
すね —n 

本 田 誰に も 迷惑が かからないです 
からね。 

みさ あはは は、 すつ ごい 超 多神教で 
すよ 1M: (笑) 

本 田 一神教は よくないです。 最終 樸 
滅 戦争みたい 1: なつち やい ますから 


が 大きく なって いくので、 (ゲ ー ム会 
社から) いやがられた のか も。 だって、 
『恋風』 よりす ごい ものつ くらな け 
り や、 妹 ゲーム つくる 意味ない じ やな 
いです 力！ 

みさき やは ははっ。 ^ 味ない ことは 
ない と 思います けど I  ! ん 一 、機 
会が あつたら、 本 田さん といつ しよ に 
ゲ ー ムつ くって みたいです In  §、 
而白 いと 思う"： エッ チな の も 見て 
みたい し！ 

本 田ち よつ と 緊張し ますね—。 ガク 
ブル。 

みさで きたらす ごくうれ しい！ 

本 田 :^ 、 もともと ゲ ー 厶 、アニメ、 it 
画、 ラノ ベを つくりたかった ん です。 そ 
れが 、なんかの まちがい でです ね、 い 
ま 評論家の ほうに 足^^ K っ込ん じ やっ 
てて、 これは ヤ バィ ぞ一み たいな 感じ 
で。 『電 波 男 J だけが 一人歩き しちやっ 
てる。 

みさで も、 それは それです ごい こと 
だと 思う のです よ。 読者さん と 完全 
に 向き合った 形で お 話が できて、 みん 
なに 考えを 伝えられる って …… 素 晴 
らしい と 思う M: シナリオ、 小説に 
蠢 接っな がる 部分 だと 思：； ます" 

本 田い や一。 

みさ 本 田 先生は [Ill 白い 考えを お 持 


みさ くら ぽん こつ vs. 本 m 透 


四十 九院 みん 


みさえ —— つ。 ん— まあ、 ならない 
よりはい いの かも— (笑)。 

本 田 浮世絵と かもそぅ じ やないで 
すか。 あれ も 海外の 人が 再評価した。 
国内 だとね、 大¥ 化 系つて、 なかな 
か 評価され にくい …… 。 

みさ 大衆 文化、 最高、 商業 芸術、 最 

• •.£> 问 つて 思います よ 一 
本 田 だから ボクも 純文学と かに まつ 
たく 興味なくて。 

- みさ くらさん と 本 田さん は、 浮 

世 絵と 黄表紙の 覆 !? 

本 田 あ一。 僕は 『南 総 里 E 八 犬 伝 j 
みたい な ものが 理想です。 すぐに 「百 
It 書かせろ」 みた いなこと U なつち や 
、つ。 だから この 『フアン トム j でも ィ 

ノ 


の 中に、 若くて 繊細な 子の 心が 挫け 
てし まうよう な^^が 生まれる 可能 
性 もな くは な いんじ やない かと 思っ て 
…… 。じ や、 ウ チは それとは 違う 方 
向から、 みんなが のびのびと、 堂々 と 
絵を 描く ことができる ようになる ^ 
境に ついて 考えて みよ、 っって。 どんな 
状況で も 自分の 考えを きちんと 発言 
できる ような 性格の 絵描き さんを 育 
てたい という 思いで、 会社を やって い 
るんだ と 思います' 

本 田い いです ね。 それは さておき、 み 
さくら さんの 絵は、 そのうちなん とか 
美術館と かに 飾られ そ、 つです よね。 
みさ ありえな 一 い (笑)。 

本 田 ご 本人の 死後 かもしれ ません 
けど 0  そ、 つなり よ。 


すから ね。 まして、 けつ こ、 っ 歳い つち ゃ 
てます から、 限界が あります よね' 
やっぱり、 仲 問が 二人、 三人、 四 人と 
勒 えてく ると、 加速度 的に 話が iill r-.l 

くな ってく る C 

みさす こくうら やましいです H: 
たくさんの 仲 問と ものが つくれる のっ 
て' すごく 刺激的。 家に 引き こもって 
お {:!: 事したり すると、 その ありがた 
みを じんわりと 感じたり.. す〜 0 
本 田 三十 五歲に なって、 仕事がない 
という 立場に なると 「一人でで きる こ 
となんて、 しれて いる」 と 気づかされ 
ました (涙)。 みさ くらさん も、 会社で 
やつ てらつ しや るんで しよ？ 
みさう— ん 、正直な 話、 まだ 学校み 
たいな 感じなん です よ—。 わたしは ィ 
ラス ト レ I タ ー の 先生の アシス タン ト 
を やって いた ことがあ るんで すけ ど、 
その 時に いっしよ にやっ ていた 仲間の 
人たちはム飞もう一人もいないです。 

本 田 あ一。 

みさ みんな、 実家に 帰っ ち やい まし 
た …… 。悲しかったです。 今 勤めて る 
会社は、 それに 対してけ つこう ri 剣に 
考えて くれてた。 

もちろんい い 環境と いうの も いっぱ 
い あると 思います でも、 イラスト 
レー タ— さんの 徒弟制度みたい なの 


みさ 岡 田さん の 作品は 若い 子 (: 受 
けがい いと 思います ょ〜？ 読者の 
想像を はるかに 超えた ところに ご 着 
想が ある 作品が いっぱい、 ザ ッツ オタ 
ク です、 ク I ルです ！ この nil ヶ ー フ 
ル テレビで 観た 作品 もほんと 面 IZI い 
な 一 って 思っ ち ゃった。 若い 子は DVD 
の ガンダムを 買 つても、 リアルタィム 
で 観れ なかった ことに 本気で 悔しが っ 
てます …… 。それが 負の パヮ— になる 
としたら 恐ろしい …… 。 

本 田 『電波 興 j でも、 読んで 恶れそ 
ぅになる 方と かいて 闲 つてます。 「モ 
テ モテの ヤツら と 戦ぅ んだ I」 、 みた 

、こ 〇 
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みさ あはは、 過激派さん なのです 
ね一  H: (笑)。 パ ヮーが あり 余って る 
感じ。 

本 田 だから、 萌 えてり ゃい いって 言っ 
てんのに。 聞いて ない ょ〜、 人の 話。 二 
次元に 暮らせば、 みんな 平和 だって こ 
と、 ずっと 言っ てるんで すけ ど、 なぜ 
か 三次元で 戦いたがる 人が いて。 みん 
な、 『かみち ゅ！』 見 ろって。 

みさえ へへ、 平和な 生活に 惯れ きっ 
ち やつて そろそろ 飽きて きち やつて る 
のか も (笑)。 無理やり 本 ra さんを 引 
き 金に 見立てて るの かもです よ！ 

本 田 ポクは そろそろ 作品を つくって 


い 力ない と、 ダ メ なんです* 

みさ それは 楽しみ。 すぐ だと 思い ま 

すよ' . でも ダメ つて どういう こと 

です か？ 

本 田 あんまり，® 一 ばかり やつち ゃ、 つ 
と、 評論の 仕事し かこなくなる んで 
すよ I • 

みさん 一 そうな のです か、 むつ かし 
いのです ね一 …… 。 

本 田 『1 男』 みたい なのは、 次に も 
う不夕 がないです からね。 

—— あれは、 一植 の 聖^! みたい な もん 
ですからね。 

本 田 やばいです ょ—。 Rr 度 ポク、 結 
婚 しました 一」 なんて 言つたら、 「この 
集 切り 者！」 みたい に、 磔に かけられ 
ち や、 つ。 

みさ 本 |;1:1 さんは 教祖 さまです から 
欲を 断つた 生活を みんなに 見せて い 
かなく ち ゃい けない のです ね。 みんな 
が 見て る、 見て る ！ 

本 田 だから まあ、 僕 だけが なんか や 
るん じ やなくて、 「器」 みたい 〈之のを 
つくつて、 色々 な 人に、 なかなか ョソで 
はでき ない ことを やつて いただければ 
と、 『フアン トム 』 をつ くりました。 
みさなる ほど、 それは すごく おや さ 
しい 考え かたです よね" 

本 田 僕 一人では なかなかで きないで 


ン チキで 『いもぅと ☆水滸 fz; i 第一 回 
(三 五一 頁〜)、 とか。 

みさ あはは はは。 水滸伝！ いいで 
すね。 


か。 


ものには 名作は ない、 売れて、 みん 


みさです よね 一。 マン ガを描 く 時に  なに 読んで もらえて、 なん ぼ」 みた 
崇高な テー マと かがなくても、 読者  なお 話を されて いて、 「すごい n:  / 


さんが 「面白かった」 つて 言って. 


'りたい！」 つて、 ずっと 尊敬して， 


本 田で、 百 八 回まで やる。 百 八 人の  ば、 それだけで 幸せ かな 一 つて。 でも、 ます • 


妹が 登場す る。 でも ぜんぜん、 絵が 上 
がって こないです よ。 一応、 これが 百 八 


商 分の まわりの 絵描きさん は、 そぅ  本 田 僕 も煅近 、お 仕事で あか ほり 
いう 考え かたを 持たれて いる 方、 多  先生と お会いした 時、 「アニメを 一本 


人の 妹です って 設定 表は 送っ たんで  くないょ ぅな 気がします ね。 きちん  やりたい なんて、 まだ 小さい。 ずっとつ 
すけ ど …… 。絵描きさん に 無理な こ  とず一 つと 本棚に 残って、 その 人が 死  づけ なきや、 ダメだ 一」 つて 怒られ ま 


と 言つ てし まいました。 


んだ 後で も 厚い 表紙になる ような 夕  した。 で、 ご 自身 も ぜんぜん まだ 満足 


みさ それは 絵描き さんが 大変す ぎ  イプの 作家さん を：：！ ：標 にして いる 人  してら つし やらない ようなん です よ。 


です ょ一。 わたしだった ら …… ん—  が 多い みたい 
…… ん 一 …… どうしよう (笑)。 キヤ  本 田 あ I。 


これから 「少牢 マガジン J を 皮切りに 
一般 メディアを 制： 拙、 第二の 外道 人生 


| です 
心 ので 
> な の 
ザ 前な 
^ 名け 
| の わ 
パ 校る 

■学い 
•  ¢+6 


うた 


C 

f; 


でよ 


ラが 多い のって、 窗に 大変！ 


みさ ある 時 「みさ くらが 描く マン ガ  を 歩む とか、 百 二 十歲 まで 生きて 歴 (笑 〇 


本 田 こんなん できる わけな いんで、 は ガムの よう だ」 と言われた ことが  史 を 金 部ね つ 造す ると か、 言って まし  本 田 言つ たもん 勝ちです ね！ 


本 田そぅ。 だから どこかで、 みんな 

がコ ラボ レ— 卜で きれば いいです よ 
r80 

みさそぅ です よね— ^ り 合い 所で 
自分の 子供の 立ち 位置を 再 確認！ 

本 田 まるで、 二 次元 サティ アンです 
ね (笑)。 トキヮ 荘みた いに。 

みさ ビジュアル 的には 統一 協会の 人 
たちが 集まつ ている ところく らいがい 
いな あ、 かつこい いです。 あの 映像 見 
て、 カリスマは いいな I つて 思つ ち やつ 
たもん。 なんか 温度が ryi いのはい い！ 
本 田 とりあえず 僕は、 ェ ロゲー の 作 
家さん とか ラノべ の 作家さん とか、 好 
きな 人を 染めて、 ば I つと やろうよ 


最後の ほうは、 鉛筆で 「へのへの もへ  あるんで す。- 2 :ん でい ると 味が なく  たよ〃 


「言つ たもん 勝ち」 で、 思い出し まし  と 感じで 『フアン トム』 つくった わけで 


じ」 でい いです って、 1 言って おいたん で 
すが 0 

I 『フアン トム』 も 浮世絵と 黄表紙 
を 目指せば いいんだ 10 
みさ かっこいいで すね。 


なっち ゃぅって。 で、！！： 指して る ものを  みさいい じ ゃないで すか ！• 歴史  た。 いちばん 新しい ものって い、 っのは、 す。 

間 かれて、 お話しして、 そしたら 「き  をね つ 造って いうか それが 歴史 その も  まだ 価値基準が 確立して ないから、 みさ うん うん！ 


みは 理想 も ガム だ」 つて (笑)。 あは  のって 感じです。 


評論家は 評 fllii できない。 それが、 僕 


は 一。 でも わたしは、 ガム 最高。 ジャン  本 田 「ガンダムつ くつた のは オレ  はいちばん 新しい もの だと 思つ てま 


本 田み さくらさん も 絵を 描く 人を 
集めて いただければ …… 一笑 〇 


クフ ー ド M 高なん です よ。 身体には よ  だ—」、 みたい な。 


す。 つて ことは、 僕が 「これは 而 白い」  みさ 集めます よ 一、いっぱい …… 。で 


本 田い いです ね、 ポクは 滝 沢 馬 琴が  くないで しようけ ど！ 


みさ あはは は！ そこまで つくつ  と 言えば いいんだ と。 で、 色々 言って る  も 新人さん たちが ね一、 元気な いんで 


目標なん で。 あと あっち 行って しまう  本 田 あか ほり 先生の 小説なん か、 た  ち やうんだ— 一笑 〇 


んで すよ。 昔は 誰も liH いて くれな かつ  すよ。 寂しい。 なんか 気兼ね しちやつ 


前の、 『幻 II 大戦』 が 打ち切られる 前  いてい そ、 つです もんね I。 


本 田 「百 二 i まで^ れば言 い 切  たんだけ ど、 だんだん みんなが 開いて  てるつ ていう か、 遠慮 しちやつ てるつ 


の 平 井 和 正 先生 0 


みさわた し、 「あか ほり 先生、 大好  れ るよ一  | つて。 


くれる ようになって きて。 


ていう か …… 。だから、 新人さん にも 


みさわた しは 陳腐す ぎる ものが 好  き m:」 なんです よ一 


みさわた し、 社長が 事務所 借りる  みさな かな か 思って いる ことを 形に  こちらから 声をかけて、 みんなで いつ 


きすぎ て、 まわりから 怒られ るんで  本 田 あか ほり 先生は 「評 fill] され  時で も、 どんな ゲ—ム つくつ てるんで  できる よ、 つに なったり、 発言で きる よ  しよ にやり たいって 思います- 


すよ 1。 


ち や、 ダ メだ！ 一  つて 言って ました。 


すか一 とか IJH かれて、 横から 『だいた  うにな つたり する のには、 時間が かか  本 田 数が 集まれば 集まる ほど 効果 


本 田え つ、 そこが いいん じ やないです  みさ あか ほり 先生、 以前' 「売れな  い ドラ クェ とかです 〇 て 答えち やった  るんで すよ ね一。 


が あるので す。 


外 


本 田そぅ です ね。 でも 「ドロン パビ 
ル」 (『電波 男 J 三 二 六 頁 参照) はたぶ 
ん建築 雄： 準 法 違反です ね。 • • ブロ 
から も 起訴され る (笑)。 以前、 两 E 
田さん が キャ ラ デ ザ やった ゲ ー ムで、 
妹の 服が 〇 〇〇〇 といぅの が あった 
んで すょ。 

みさは い〜。 おほし i ね。 

本 田で、 ゲ ー ム 本の 解説で 僕が 「ドロ 
ン パみたい」 って窬 いたら、 校 . II* で 命 部 
消されち ゃった。 ドロン パ おっかね— み 
たいな。 

みさむ ず かし いんです ね . . 

—— 「ドロン パ ビル」 の 一階は ゲ ームエ 
場、 屋上に 電波 塔が あって、 地 ドは な 
ん でした っけ？ 

みさいいです ね一。 電波を 飛ばして 
布教 活動す るんで すね。 しかも、 PT 
A が 攻めて きても だいじよ一 ぶ (笑)。 
本 田 ビルに ^ きこ もつ て、 『アビ ェ— 


夕丄 みたい に 一生 出て こないで ずっ 
と 仕事し てるのが 夢です けど …… 
(笑 〇 

みさ诌 分 発信で なんでも やっち ゃ 

、っ 0 

本 田そう C ネットと か iPod とか 
で。 そのうち 文字と か 映像と かも ild 
in しちやう C 僕 ももう ポッド キヤ スト 
で ネット ラジオ やつて ますし r 
みさ ラジオ もやって るんで すか？ 

本 田は い。 あれは アメリカ だとす ご 
い 流行って ますから、 n 本で も 絶対 流 
行り ます。 ポッド キヤ ストだ と 新しい 
ファィルが 勝手に 更新され て、 その ま 
ま 一  p  O  d に 入 るんで す。 

みさ 動画 も 見れ るなん て、 ぜんぜん 
退屈し なくなっ ち やい ますね 一 ( 笑)。 
本 田 僕 iPod 中毒なん です。 これ 
で 六 台 目です から。 レコ ー ド 屋に行 
かずに パソコンで クリック すると 1111 が 
i JFl える。 そのまま，： m 動的に ip  O  d に 
人つ ち や、 つから、 これ だと、 引き こもつ 


ていても、 どんどん 仙が 増える。 ほら、 
画像 も 入ります。 

みさ あ 一 っ、 すごい、 兜 そ一。 

I みさ くら 先生の M 近の お 仕事 
i? 

みさ く いっぱい、 やらせて いただ 
いてい るんで すよ 一。 

本 田 雑誌 もやつ てらつ しやる し、 『も 
える るぶ 2  j  ((もえる るぶ m 京 案 
内』)、 『萌え る ダィエット J  (コア マガ 
ジン 刊) とか ゲ—ム とかです よね。 す 
ごいですね。ゲームでは 1 _を担尚さ 
れて いるんで すか？ 

みさ PS2 の. ル— > プリンセス.； 
(プリンセス ソフト) は キャ ラ デ ザで 
す。 F&C さんの 『部活 規恪 j は 原画 
を 担 ^ させて いただきました。 本当 
に、 っれし いです。 

本 田 こんなに 忙しい のに、 『電波 大 
戦 J の 表紙を 描いて いただいて、 あり 
がとぅ ございました。 しかも、 担当 
の 人が 「今す ぐ 描け」 みたい な 発注 
だった そ、 っで …… 。本当にす いません 
(汗 〇 

みさ あの 時は、 はっきり 言って 無理 
やり 時 問を つくりました。 でも、 だい 
じよ— ぶです よ (笑)。 以前から、 卜— 
ク シヨ ー に來 てみ ません かつて、 お 誘 
いを いただいて いたので、 そのご 縁 も 


ありました から …… 。 

本 田 ホ クが iii にみ さくら さんの 火 
フアン だつ たもんで、 ダ メ もとで この 編 
集さん にお 願いして たんです ょ 一。 
みさ うれしいです けどなん かは ず 
かしいです。 はう 1C 
本 田 この 後の お 仕事は？ 

みさ 一度 ィラストの お fl: 亊を まとめ 
た 画 f 出したい と 思って ます。 

本 田 カレンダ ー は？ 

みさえ、 まだ 発表され てない のに 
…… 。 hi 報まで お 詳しいです ね。 

本 田 「モ エモエ カフェ」 の しっと (作品 
は 一二 一 頁〜) さんの 家に 行ったら 資料 
が あった んで すょ。 

みさなる ほどです〜 え 一 と、 カレン 
ダ ー の ほかでは、 雑誌 連戦が 丽の本 
になる かな一？ 

本 田 あとは、 これから 出る ゲ—ム 
『楽園の 令嬢 (アリス) たち』 に 何も か 
ベて を 注ぎ込む と。 

みさお 金は 注ぎ込みません。 労働 
量 だけを た っぽし と (笑)。 自分が 全 
部 やる の スクリプトもう ちます 
本 田え— っ！ 

みさそう いつたと ころの 手 作業 感 
を 大事に したいん です。 大企業 的な 
ゲ ー ムの つくりかたとは また 違った と 
ころに、 今の ユーザ ー さんたち が 求め 


みさ 先輩の 方々 は 本当にがん ばって 

いらつ しやる と 思います ^ . ‘すこ 

、〇 

IV 

本 田 あとは、 そうです ね。 滝 本 くん 

をなん とか 再生し なければ …… 。ま 

さか、 でい きなり 「小説 ^ r くの や 

めました」 つて 言われるな んて (涙)。 

みさ びっくり。 滝 本 先生、 彼女さん 

とは 仲よ くで きている といいで すよ 
alo 

本 田 彼、 ヨガの 修行 もして るんで す 
よ！ 「一生 添い遂げ るんだ」 とい、 っ 
純愛 追^^ 二 次 一 ; u で や るって、^ H に 
大変 じ ゃないです か。 あと、 415 m  <英 
之。 五八 頁からの 特集 参照) 先生と 
か、 あか ほり (さとる) 先生 もす ごい。 
あか ほり 先生の ビル、 ご D 分で 設計 
されたら しいんです よ。 行く と、 装 ¥ 
車が 来ても だいじょう一 ぶみたい な 
自動 一 罪が、 ぐ わ一 って 開く。 で、 地 ド 
に コン ピユ ー タル ー ムが あるんで すよ" 
みさえ 一 っ ！ す こいす こい ！ 

本 田 思わず 「先生、 引きこもりです 
か？」 って 聞 いちゃった ◦漫画家の 奥 さ 
んと 二人で 稼いで いるんで すね。 一時、 
銀座と か キヤ バクラで 全部 使つ ち やた 
ことがある そ 一 です、 

—— あか ほり 先生の ビルは、 本 111 さん 
が 目^ H 元 成形の ひとつでしょう か？ 


みさ くら ぽん こつ vs. 本 m 透 


2〇3 


ている ものが あるん じ やない かなって  みさ 笑いたい n ずっと 笑って た 


思つ て ◦オタク 仲間の 代表みたい な 人 
たちが 一所懸命、 死ぬ 気で つくった も 
のが 見た いんじ やない かな 一 と。 

本 田そう です よね一。 

みさ 『ほしの こえ j 『月 姫』 みたい に、 
少ない 人数で、 苦しんで 産み出した 


のです。 面 1=1 いこと を やって みたい 〇今 
度は ガム じ ゃなくて、、 っ 一 ん 、ピー タ 
ン !? かな。 ピ ー タンみたい な _ な 
味が する ゲ I ムを つくりたいです ね 


(笑)。 染華 料理では ない けど • 
るみたい なゲ —ム。 


作品への オペ I シヨ ンが 発 ^ する、 と  本 田 (みさ くらさん のゲ ー ムの パンフ 
いうの が、 けつこう 美しい かもって 思  を 見ながら) この ゲ—ム 、やばそう な 


つのです _ 


雰囲気が あります ね一 


本 田 濃 ゆ 一 いゲ I ム、 楽しみで すよ  みさ ふ ふ ふ ふつ (笑)。 


ao 


本 田 オレ世 界み たいな、 脳 内の 似合 


人 いっぱいい ますよ。 ガク ブル。 


( —— そして、 いよいよ マン ガの 話に 
なった) 


みさ# 0、 本 田さん が 描いて いた 
「ニヤー •コマン」 つて、 今は ど、 つなって い 
るんで すか？ ウ チの 社員の 人が、 夕 


したら わたし も 『ガ ロ』 で 描かせても 
らえ るよぅ にがん ばつち やい ます。 昔 
から 好きなん です けどね …… 。今い 
ちばん 描かせて いただきたい マン ガ雑 
誌は 『ガ ロ』 と 『近代 麻 崔 』。 

本 田え 一 つ (笑)。 

みさ マジで やりたいです。 「パ チ ー 
ン！」 って やりたい (笑 〇 


イト ルの 髁 き だけで r 商業 的に 行け 本 田 麻雀 や るんで すか？ 


る ！ 絶対 ！ 」 つ て、 言って ました。 

本 田 そんな もの、 よく 知つ てます 
ね！ 北 日、 突然 アニメが つくりた く 


みさへ ちよへ ちよです、 ほとんど でき 
な いんです けど、 竹 書房の 編集者 さ 
んが梅 月 送って くださって いるのを 読 


みさわた しは みんなに 見て もら、 つ  う ゲーム です か？ 


なって、 アニメ 専門学校に 行った んで  んで るう ちに 麻密 マンガ が 描きた. 


ためにい つ ぱい 苦しみた いと 思い ま 

す。 ハ— ド マゾ かな !? (笑) ^ 糧駅沄 


みさそう い、 つ 感じで もな いんです。 


2 ついては どう 思います か？ 


少女 マン ガの延 畏 みたい な 感じで。 シ  みさ 女と しては イケメ ンが怖 いです 


す。 その後、 ポリゴンの 「ひよ びよ」 と 
いう 齡展開 の アニメを つくった ん です 


とか 野球の 甲子 園と かで も、 みんな  ナ リオは いま 脳 内で ひろがつ てます  よ！ ウソ をつ きそうです 。何を さ  が、 それ 以前に 描いた ものは IK 神大 


なった んで丈 笑)。 

本 田 能 条純 一さん も、 昔は 麻雀 知ら 
ない のに 『哭 きの遛 』 描いて いたそう 


苦しんで いる 姿が 見たい わけ じ やない (笑 )  〇 


れる かわかり ません。 


靈災 で、 すべて、 なくなりました ね。 です よ。 


です か一 (笑)。 


本 田と ころで、 アニメ 会の 国 井さん  本 田なん か、 だまされ そうです よ  「ニヤ— ゴ マン」 もありません。 本当  みさで きない こと、 自分に ない もの 


本 田 負けたら 終わり— みたい な。 こ  が クマ 好きなん です よ。 この ゲ —ムに  ね。 人は 見た！ in が 九 割 だ そ、 つです し  は 僕、 マン ガ家 になりたかった ん です  に 憧れち やうの かな 一。 でも それが な 


れ からは、 もう アスト ロ 主義 ハ 


も 動物が 関係す るんで すか？ 


よ一。 でも、 どうしても 可愛い 女の子  んか キラ キラして る 感じが します： 絵 


みさ バンアレン 特訓 場で ばっちり 特  みさ ちょっと k すね 0 クマは こ ダマ  みさ それで、 男の人が 主役の マン ガ  が 描けなくて あきらめました 0 


描きの 人は 特に、 絵 だけ 描いて 満足 


訓 です丄 笑) 二〇〇 六 年は この ゲ ー ム  がいいです よね。 大熊は マジ やば. 


はわから ないから、 描いた ことがない  みさへ 一。 「ぴ よびよ I とか、 インタ ー  しちや、 つのが 怖い と 思、 つんです よ 0 そ 


に すべてを 注ぎ込みた いと 思います。 本 田大熊 は ウ イリ—  •ウイリアムズ  のです。 計© 尚い 人に 何 かを される の  ネットで 見た ことと か、 あります よ 


と 戦ったり k すから ね。 


はい やです ね。 


本 田 僕は 絵 だと ど、 つしても ヘン ハ-^ 


(この 後、 ゲーム についての NG 話が 


延 々と 続 


本 田 やさしそう に 見えて、 やさしく  向 いっち や、 つんです よね。 だから 昔の 


れで わたしは、 絵を 描いたら、 必ず そ 
の 横に 何でもい いいから 文字を 添え 
るよう に 心がけて いるんで す、 そうし 


( —— 話は さらに イ ケメン & イケ 女の  ないか も？ とい、 つ巩 ® が。 


「ガ £ でし か 載せられな いよ、 つな マン  ない と、 恐ろしい ことにな つてし ま、 つ 0 


J とに) 


みさで も、 イケ女 もい やです ね。 興  ガ しか 描けなかった。 


本田ゲ ー ムで やりたい ことつ てなん 


の 弱い ところを ついて くるから. 


本 田 『夜 王 j の ホス トみたい な イケメ  本 田 「 イケ てない 女」 でも そ、 ついう 


みさ 本 田さん が 『ガ ロ』 で 描いたら 
不思議で 面白いで しようね ！ そ 


なんか とんでもない 災いが 降って くる 
ような 気がす るんで す- 
本 田 重要な 話です よね。 


外 


みさ だから、 どんな ことで もい い、 本 田で、 最後は ^ ill 商事 (笑)。 ほん  すよ ね" 

この 子は こぅいぅ 子なん だって 文字  と、 三次元って 怖いです ね。 金に こだ  みさでも、二次：兀からの1兀みた 
を 横に 書き足しち やう。 「絵描きは  わ っちや うと こんな 末路になる つて 教  な 感じなん です。 


絵で 語れ」 とか 言って る 人が います  訓だ けが 残る。 でも …… つくりた. 


本 田 映画は 失敗して ますよ。 さだま 


けど、 ムリ ムリ！ だつ て 絵 だ もん一 のをつ くるには、 金が かか るんで すよ  さしと か^ 4 クラブと か、 カプコンと 


(笑 〇 


ジレンマです。 


本 田 絵 だけ も 寂しい し、 字 だけ もさ  みさわた し、 映画つ くりたい な I。 


みさ 映画は 儲けを 机っても なかな 


びいし いです ね。 ラノ ベは、 絵が ある  本 田 それは、 おすすめで きないです  か 大変、 きっと 胃 沿 瘍の 治療 ^ で 卜 


からい いんです よね。 その後、 マン ガで  ね。 実写です か、 アニメで すか— 


ン トンみたい な 感じ？  でも M ける 


觀 せる ことで 確認す ると。 


読める かもしれ ないし。 


みさ 絶対、 実写です。 二 次元の マン  ことを 考えなければ けつこう 楽しい  みさそう、 そうです！ (笑) でも 最 


」 つて 感じで、 なんかよ くないで 


みさ 以前、 マン ガの企 画で、 「こうい  ガが 実写に なった 時の、 ダ メ つぶりが  のかな— つて。 自分の 「人生を 賭- 


つ のが やりたい のつ」  つて 絵と 文字で 


ん です。 可逆 じ やない、 不可逆な 


企画書を 出した ことがあ るんで すけ  んだ つて ことを はつきりさせる の。 美 
ど、 絵 だけで 説明して くださいと 怒  少女 ものは 特に。 


樊の巢 ギャグ」 M: 

本 田い ちばん 行つ ち やい けない 道 
じ やない かと …… 。 


られ たこと ありました I。 

本 田う 一 ん 、なんとかな りません か 
ね 一。 お金は 出す けど 口は 出さない み 
たいな 人が いればい いんです けどね。 


本 田なん です か、 それ一。 なんにもい  みさ や だ—。 わたし、 マン ガが 実写に  本 田 『マ ト リツ クス』 あたりから 


いこと じ やないです か丄汗 ) 
みさわた しは 『め ぞん 一 刻』 の ^ 写 版 
を 見ながら、 「あ一、 こんなは ず じ や 


なると 必ず 見ち やい ますよ。 

本 田 マン ガっぽ い 実写って 必ず m つ. 

じ やないで 本—。 『DEAD  OR 


世の中 そんなに 甘くな いんで。 僕が 株  ない のに 一」 つて 思って、 ひとつ 何 かを  ALIVE 


犯罪者』 なんて、 途 i 


やって お金を 稼ぐ しかない かな一。 


学びました (笑) 


で ヤクザ 映画な のに M 後は かめは め  んで すよ一 


近は CG の おかげで 実写 版 映画が すか？ 

けっ こ、 っかっ こよくな っち ゃったり し  本 田 三次元に 魂を 惹かれ た 人は、 三 
てるから、 その 計 li も 失敗 しちゃぅ  次元の 十字架に かかる と。 でも、 べつ 

かな一 . 。  にみ さくらさん がそれ を やらなくて 

本 田  一 •マ ト リッ クス』 あたりから、 もい いじ ゃないで すか I! 

英写な んだ けど 実写 じ ゃない みたい  みさ 自分が 撮る わけ じ ゃないです 
な 映画が 多いです よね。 『少林 サッ  よ。 それを 見る のがい いんです。 ぜん 
力 ' みたい な。  一 ぜん 夢と かじやな くって、 汚い 絵 面が 

欲し いんです (笑)！ 

本 田 ま一、 それを 見れば、 みな 二度 


英写な んだ けど 実写 じ やない みた. 
な 映画が 多いです よね。 『少林 サ 
カ ー」 みたい な。 

みさ 『ア スト n 球団 』、 まだ 観て な. 


みさ 株 も 愛です よ。 知らない けど、 本 田 そんな ことを 学ばせる ために、 波で 終わりで すよ一。 なに、 この 映画、 本 田 金は かかって ない けど、 本気で つ  と 三次元に 未練はなくなる と (笑)。 


きつと。 本 田さん 自身が 銘柄に なつ  お金 使 うんです か！ しかも、 いま  みたい な。 ヤクザ 映画の 而 子で SF を  くって るから 面 1,! いです よ 


みさは い、 きっと、 いずれ— …： 実写 


て、 「萌ぇ ファン ド」 とかつ くったら ど  企画して いる ゲーム なんか、 スヶ I ル  やって しまった 『宇 {山からの メッセー みさ それ、 いいです ね一。 絶対 観  の 世界で まじめに やって る 方に 対して 
うです か？ 利益が 出たら、 還元す  大きくて 実写 化は 不可能 じ やないで  ジ J E- 書： 深：^ 二)^^ いです よ。  よ I。  なんて 失礼な 話を していたん だろう 


る。 チヨコ レー トと かで (笑)。 


すか？ 


みさえ、 観た ことない. 


よ I。  なんて 失礼な 話を していたん だろぅ 
本 田 人 問 ナイアガラ がしよ ぼい らし  とは 思いました が …… それにしても、 


本 田なん か 最後は 豊田 商事みたい みさ 実写 化 不可能 っぽい 題材 ほど、 本 田そう いうのを 観る と r 三次元つ いです けど“ 


になつ ち やたり して。 ガク ブル。 

みさ 本 田 総 研で、 萌え 株を 推奨す 
れば 、みんな 幸せに なれる M: 


実写に した 時の 破壊力が アップす る  て 嫌 だな 一」 と 傷つ くんです よ一。 つ  みさ どんな マン ガ もみん な 必ず 最後 


と M います n 


_り、 二 次元の ほうが ): h 倒 的に ^ 実  に 実写 化しち やうつ ていう のが 公平 


『フアン トム』、 すごい 楽しみです一。 
どんな 本になる のか まつた くわから 
ない ところが、 いいです ね。 


本 田 確実に 資金 回収で きない 話で  の 世界なん だよ つて ことを、 実写 映圆 


いか も！ 「も、 っ これは 見せしめ  本 田 f つ、 期 侍して てくだ さ 


◎ 


誌 


上 


特 


義 


◎ 


大塚 ひか リ  先生の 

キ モメン 文芸 史 


カ ミ  ンク アウトす る 

キ モメン 


美男と ブ男の 日本 文学史 ともいぅべき 
『美男の 立身、 ブ男の 逆襲』 (文 春 新書) 
といぅ 本を 昨年、 出しました。 そのご 縁 
で、 こうして キ モメン 絡みの 文芸 史をこ 
こに 書く ことにな つたわけ です が、 キモ 
ン •イケ メンで 文芸を 切る 場合、 

1 文芸の 担い手と しての 美男と ブ男 


2 文芸に 描かれた 美男と ブ男 
に 二分され ます。 

けれども 写真が 残って いる わけでは な 
いので、 作者の 美醜を 判断す るのは 難し 
いものが あります。 とはいえ 美醜の 度合 
いが 激しければ、 同時代の 日記 や 物語に 
それと 描かれて いる ことがあ るし、 何よ 
り 面白い ことに、 醜の 度合いが 深い 場合 
はしばし ば 自己 申告の ケ ー スも あるので 


す。 


たとえば 空 海は、 二十 四 歳のと き 執筆 


した 『三教 指 帰』 に、 自分と 同じ 二十 四 
歳と いう 設定の 仏教 者を 登場 させて いま 
す。 この 仏教 者は 空 海の 自画像 的な 人物 
だとい われて いるので すが、 その 容貌は 
実に 醜く 描写され ています。 

「黒髪を 剃り落とした 頭は 銅の 盆に 似て 
いる。 艶 もない 顔は カ ワラの 鍋と 見 間違 
えそう だ。 容色は 憔悴して 貧相で、 姿 形 
はい やしい。 長い 脚は 骨張って 池 辺の鷺 
のよう で、 縮んだ 首は 筋 ばかりで 泥の 中 
の 亀 に似てい る」 

「鼻は つぶれ、 目は 落ちく ぼみ、 あごは 
細く、 目は すが 目」 

「ゆがんだ 口には ヒゲが 無く」 

「欠けた 唇には 歯は まばらで、 まるで ゥ 
サギの 唇の よう だ」 

こうした 著作の 自画像 的な 人物の 描写 
が 影響して いるの か、 空 海の 母は 三国一 
の ブスで、 空 海 も 色黒の 小男 だとい う 伝 
説が、 近世には 作られて います。 

また 日本 最古の 仏教 説話 集、 『日本 霊 
異 記』 の 編者で ある 景戒 は、 著書の 最後 
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スン トム 


の ほうで、 

「善を 積めば、 高 身長を 得られる のに、 
_ 分は 下級の 善 功徳 すら 積まなかった か 
ら 、身長は たった 五 尺 余りに 過ぎない。 
鄙なる かな …… ださいな ぁ …… 」 

と 嘆いて みせます。 

はたまた 学才に より 右大臣にまで 出世 
した ものの'  藤 原 氏の 陰謀で^ < 脚 、死後、 
平安時代 最大の 怨霊と なった 菅原道 真 も、 
漢詩で たびたび 自分の 老醜を 自虐的に 描 
写して います。 

"空 床 夜々 損顔容 (独り 寝の 寝床で 夜 ご 
と 容貌が 損なわれ ていく) …… \ 

ゥ肥膚 争刻鏤 (肥えて いた 皮樹 には 争う 

ように シワが 刻まれ) . ％ 

ク黄萎 顔色 白 霜 頭 (黄ばみ 萎えた 顔色に、 
霜が 降りた ような 白髪頭) …… \ 
などなど。 

「容貌が 損なわれる …… 」 という 表現に 
は、 もとは イ ケメン だった 可能性 もに お 
いますが、 道 真には、 室町 時代に なると、 
小男 伝説 も 作られ、 キ モメン のイメ ー ジ 


が 強いよう です。 

それにしても ィケ メンが わざわざ 「俺 
は 美男なん だぜ 」 と_ 慢 しないと いうの 
は 分かり ますが、 なぜ キモ メンは 「俺は 
醜い」 と カミング アウトす るので しよう 0 
それは 自分が キ モメン である ことが 創作 
の 動機に も なって いると いう 意識が キモ 
メン 側には あるから でしよう。 そして 作 
品の 内容の 傾向に 対する 一種の 「言い訳」 
としても、 己が キモ メン である ことを 読 
者に 訴えたい 気持ちが あるから だと 私は 

田 心い ます。 

「キ モメン である ことは 罪」 

という 時代 背景 

キモ メンを カミング アウトして いるの 

は 僧侶と か、 仏教 志向の 強い 学者 ばかり 
です。 その 背景には、 平安時代から 鎌 倉 
時代に かけての 仏教 思想の 広まりが 関 
わって くると 思う のです。 

さんじ ゆ •つに そうはち じゆうし ゆごう 

仏は、 「三十 二相 八十 種 好 (三十 二 


の おおまかな 特徴と 八十 種の 細かな 特 
徴)」 といわれる 完全な 美を もつ と 経典 
には 描かれます。 高 身長で、 肌は 滑らか、 
唇は 魅力的、 歯は 白く 整った 絶世の ィヶ 
メンが 仏な のです。 仏教では 美醜は 前世 
の 善行 や 悪業の 報いで ぁり、 美醜が 道徳 
的な 善悪に よって 序列され、 キ モメン は、 
「罪深い 存在」 として 差別され る ことに 
なります ◦キ モメン である ことは、 「前 
世で 罪を 犯した」 という 事実が 姿 形に 表 

れ ている という ことで も あつたの です。 

恋と 美の 至上 主義が エス カレー ト して 
いた 平安時代、 キモ メンの 職業 も 限られ 
ていました。 女の 場合、 貴族 階級です と 
他人に 顔を 見せない からい いものの、 人 
前に 顔を 見せざる をえない 男は、 あまり 
人と 交わらなくて すむ 職業を 選ぶ ことに 
なります。 

瘤 取り じいさんが 山で 薪を 取っ ていた 
の も、 瘤の ある 顔が 見苦しくて 人と つき 
あう ことができない ためでした (『宇治 

拾遗 物語』)。 


キ モメン 文芸1  上 


キ モメン でありながら、 貴族 社会に 交 
わった 村 上 天皇の 甥は、 

「顔色は ゥ露 草〃 の 花を 塗った ように 青 
白くて、 まぶたは 黒く、 鼻は 派手 ばで し 
く 高くて、 色が 少し 赤い のだった。 唇は 
薄く、 色 も 無くて、 笑う と 歯が 見えが ち 
だった」 

歩き 方 もみっ ともない のでぶ 青 経々 (青 
常) と あだなされ、 貴族たち の 笑い もの 
にされ ていました。 気分を 害した 天皇は、 
今後、 彼を 青 経と 呼ばない ように 命じ ま 
すが、 結局は、 その 命令 も 破られ、 うや 
む やにな って、 天皇 も あきらめて しまう 
という 結末に (『今昔 物語 集』)。 
"説経の 講師は 顔よ き， と 豪語した 清少 
納 言の 『枕 草子』 は、 講師が 美男で あれ 
ば こそ、 じっと 見つめられて 説経の 内容 
も 頭に 入る という もの、 キモ メンだ とよ 
そ 見を してし まつて 身が 入らぬ ので、 

ク にくげな るは 罪 や 得らん とお ぼ ゆク 
と、 講師が キ モメン だと 罰が 当たり そ 
、つ だと 言つ ています。 


キ モメン である ことが 罪な のです。 
仏教 者 や 学者が 懺悔の 気持ちで、 キモ 
メン ぶりを カミング アウトす る、 >L 情と ひ 
とつな がりの 思想が、 ここには あります 0 
物語で も 『宇津 保 物語』 では、 皇子た 
ちが、 

ク顔 みにくき 人には 向は じ。 憎し々 
と 言って、 キ モメン 学者を 嫌う 様子を、 
祖父は、 

「かわいくて いらっ しやる」 

と 目を 細める という 描写 もあります。 
平安時代の 学者と いうのは だいたいが 
キモ メンと 相場が 決まっ ていて、 赤染衛 
門の 夫で 学者 官僚の 大 江匡衡 は、 

「背が 高 過ぎて 肩が 張って いて、 みっと 
もない」 

と 女房たち にいつ もから われて いたと 

いいます し {『今昔 物語 集』}、 『源氏物語』 
でも、 学者は 生真面目で ださい もの だと 
いうので、 大 貴族に 小 バカに されて いま 
す。 なんとなく 今の オタク に似てい ると 
ころも あるで しよう か。 


限られて いた 
キモ メンの 職業 

貴族 社会での 出世の 見込み も 少ない キ 
モメン は、 学問の 道に 走ったり、 あるい 
は 僧侶に なって いたよぅ です。 

『愚 管抄』 を 書いた 慈 円は 摂関家の 御曹 
司に 生まれながら、 鼻が でかくて 醜 かっ 
たので 出家した といわれて います。 

空前の 恋と 美貌 至上 主義であった 平安 
時代 も 終わり、 鎌倉時代から 南北朝時代 
に 生きた 兼 好 法師の 書いた 『徒然 草』 で 
すら、 ある 醜い 僧侶が 鏡を 見て 自分の キ 
モメン ぶりに 絶望し、 まったく 人との 交 
際を 断ち、 引きこもりに なった エ ピソ ー 
ドを 挙げて、 

ゥ ありがたく 覚えし か (殊勝に 感じた)々 
と 言っ ています。 そして、 

ゥ すべて、 人に 愛楽せられ ずして 衆に ま 
じは るは 恥な り。 かたちみ にくく、 心 お 
くれに して 出で 仕へ、 無智に して 大才に 
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交// わるょう な ことは、 人の 与えた 恥で 
はなくて、 自分の 欲望に 引きずられ、 自 
ら 身を 辱めて いるの だ、 とまで 言い放ち 
ます。 容姿 も 醜く、 愚鈍と いう、 人に 愛 
されない 身で、 人 づき あいする のは 恥 だ 
というの です。 

僧侶に なって まで、 そんな ことを 言わ 
れ ては、 たまった ものでは ないで しょう。 

正妻 以外の 腹から 生まれた 貴族の 息子 
など、 日陰者が なる 僧侶は キモメ ンの職 
業の 王道で、 キ モメン 差別を 助長した か 
に 見える 仏教です が、 一面、 キ モメン 
に 生きる 道を 与える、 キ モメン 救済の 装 
置 ともなっ ていました。 ここに 仏教 者に 
キモ メンを カミング アウトす る 向きが 多 
い 理由が あります。 彼らは、 醜 = 悪業 
の 報いと いう 仏教 思想に からめとられつ 
つ、 そうした 醜を すくい 上げる 仏教 界に 
生きて、 つくづく 己を 見つめ、 考えを 深 
めて きたので す。 その 思想は 常に 自分の 
キ モメン さに 立脚す る ことに もな り、 ま 
た、 仏教 者で ある 彼らが キ モメン である 


と 明かす ことは、 

「懺悔」 

にもな つてい るので す。 

さて、 平安 末期の 『今 鏡』 には々 PJA 
君子 ♦という、 醍醐 天皇の ヵラ ダの 不_ 
由な 皇子の 話が 出て きます が、 

「今 (平安 末期) なら 僧侶になる ところ 
だ」 

と 作者は 書いて います。 隠 君子は 人里 
離れた 場所に 隔離され て 生き、 万巻の 書 
を 読んで いました。 それで 一流の 学者 も 
解らぬ ことがあ ると、 この 隠 君子に 尋ね 
れば 分からぬ ことは ない という、 博覧 強 
記の 人と して 尊敬を 受けて いました。 

隠 君子は キ モメン とは 少し 違います 
が、 平安時代の キ モメン はこの ように 肩 
身の 狭い 存在で したが、 いざと いうと き 
役立つ 力を 貯めて いました。 『今昔 物語 
集』 に 描かれる インドの 燼杭 太子 も 醜い 
ために 隔離され ていました が、 国の 存亡 
の 危機に、 敵を 退治して 国を 救います。 

平安時代から 鎌倉時代に かけての キモ 


メンは 差別され、 隅に 追い やられながら 
も、 知識 や 武力と いう 力を 蓄え、 いざと 
いうと き 発揮した のです。 

キモ メンの 

逆襲 

仏教 思想が 普及した 上、 女が 貴族の 栄 
華の もとと なって いた 平安時代、 キモメ 
ンは 差別し 迫害され ますが、 平安 末期に 
なると、 キモ メンが 知恵 や 和歌の 力で 女 
に 認めても らうと いう、 キモ メンの 逆襲 
ともいうべき 傾向が 生じます。 

鎌倉時代の 『古今 著 聞 集』 では、" 見め 
のよ にに くさげ なる ゥ という キモ メンの 
ため、 妻に も バヵに され、 家に 帰っても 
無視され て、 明かり もつ けて もらえず、 
着替えの 世話 もして もらえなかった 藤 原 
1 ^ 兼が、 和歌で 妻の 心を 取り戻す という 
話が 語られます。 また 『雑談 集』 では、 

ク みめ 形 もよ き 児は、 人 愛し もてなし、 
酒宴 等に 出仕し 遊て、 身く るし。 …… (中 


キ モメン 文芸 史 


2〇9 


略) …… みめ わろ く、 人に め も 見せられ 
ぬ、 えせ 児は、 いとま ありて、 学問 すれ 
ば、 これ 得 也 …… // 

見た目の 良い ィケ メン 稚児は、 人が 愛 
して ちやほやし、 酒宴 等に 駆り 出され、 
カラ ダが 疲れる。 …… (中略) …… 一方、 
見た目が 悪くて、 人が 目 も 合わさぬ キモ 
メン 稚児は、 ヒ マが あって 学問す るので、 
トクで ある …… と、 キモ メンの 価値を 評 
価して います。 なんだか 身 も ふた もない 
評価の 仕方です が、 キモ メンの 良さが あ 
ると いう 発想 すらな かった 平安時代と 比 
ベる と、 大きな 一歩と いえ ましょう。 

やがて 戦乱の 時代に なると、 平安時代 

では キモ メン 扱いされ ていた マツ チョ 男 
や 大男の 価値が 高まって、 キモメ ンはバ 
力に される だけでは なく、 社会に 役立つ 
存在と して 描かれる ょうになります。 

キモ メンに 人権が 出て きたのは 室町 時 
代で、 文芸 上では、 小男と いう 形で キモ 
メンが 浮上し ます。 小男が 美女と 社会的 
地位を 手に入れて 立身出世 する 『小男の 


草子』 が 盛んに 描かれた のが この 時代で 
す 0 

けれども やがて 戦乱が 終息し、 平和の 
時代に 向かう と、 小男は 小男の まま 幸せ 
になる のでは なく、 打ち出の 小づ ちで 人 
並み 以上の 立派な 体格と なって ハッ ピ ー 
エンドと なるとい う ふうに、 話は 変化し 
ます。 これが 今の 『一寸法師』 です。 

一寸法師は、 小男の 進化 形であって、 
ここに 小男が 小男の まま 女に 愛され、 出 
世す る 時代は 終わり、 再び キモメ ンの地 
位は 下がり ますが、 儒教 道徳の 影響 も 
あって、 平安時代 ほどの 迫害を 受ける こ 
とはありません。 江戸時代 も 終わり頃の 
『東海道 中 膝 栗毛』 の 弥次さん は 色黒 デ 
ブの 息の 臭い 中年 男で ありながら、 伊勢 
参りを 楽しむ という お 気楽な 設定です。 

総 じて キモ メンの 地位は 平和な 時代、 
女の 強い 時代に 下がり、 戦争の時 代、 男 
の 強い 時代に 高まる 傾向が あるので す。 


試験に 備えて これ だけは 柙さえ て おこ、 っ 一 
◎今回の 講義の まとめ © 

1$ 初期〜 中期 キモ メン 迫害の 時代 

★美醜は 前世の 善行 や 悪業の 報いと いう 仏 
教 思想の 影 S で、 「キ モメン "罪深い 存在」 
として 差別。 職業 も 限定され る。 ex ) 『落 
窪物語』『枕草子』など 
★  I 方で 仏教 界 は、 キモ メンや 暗い 出生と 
いつた 社会の 間を 受け入れ、 救済 も。 
★懺悔の 気持ちから もキ モメン 自身が キモ 
メン である ことを カミング アウ ト。 出家す 
るキモ メンも 多く、 仏教 界 もまた キモ メン 
を 受け入れた。 ex } 『 日本 雲異記 J 

2  ¥ 末期〜 縑倉 時代 キモ メン 逆躲の 時代 

★戦乱の 世と なり、 貴族が 没落。 •武士が 力 
を もつ と、 平安時代では キモ メン視 されて 
いた 大男、 マッ チョ 男の 価値 上昇 
★知識 や武ガ を 蓄えて いた キモ メン が、 知 
恵 や 和歌の 力で 女を はじめと する 世間に 認 
めら れ る。 ex )  f 今昔 物語 集 J  f 古今 著 聞 集 I 

3 室町 時代 キモ メン 出世の 時代 

★下剋上の 時代の 到来と ともに、 文芸 上で 
は、 小男と いう 形で キモ メンが 浮上。 田舎 
者の 小男が 立身出世 する 物語が 盛んにな 
る。 ex )  f 小男の 草子 i 

4 江戸時代 再び キモ メンの 地位 低下の 時代 

★戦乱が 収束に 向かう と、 再び キモ メンの 
地位が 低下 0 

★小男が 小男の まま 幸せになる 物語は 姿を 
消し、 打ち出の 小づ ちで 人並み 以上の 立派 
な 体格と なつて ハ ッビ— エンドを 迎える 物 
語が 流布。 ex )  f  I 寸法 
★ただし！^ 道徳の 普及で、 キ モメン は、 
平安時代の ような 迫害を 受ける ことは な 
く、 それなりの 暮らしを エンジョィ。 ex } 『東 
海道 中 膝 栗毛 j 
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ラノべ 作家を 目指す キミの ための —— 

ちょいと …… いや、 かなり ネガティブな 話。  あか ほり さとる 


編集部からの 依頼は、 若い 人には 書けない、 かなり ネガ テ イブな 話を 書いて くれとの こと。 まあ、 
ライト ノベル ズ 業界で そういう ことを 書いて 平気な キヤ ラは オイ ラく らいし かいない かと 妙に 納得。 
ただ、 こういうのは 普段は 飲み屋で 同業者 相手に 話して いる ことば かりなので、 一般 読者が 置いて き 
ぼり になる ぞと 言っ たら、 ラノべ 作家 志望者に 響けば よいとの ことなので、 とりあえず 引き受けた 0 
少 々説教 じみて て、 あまり 愉快な 話では ない ので、 嫌な 現実に 目を 背けて いたい 人間は この あたりで 
読む のを やめる のが 吉 。まあ、 怖い モノ 見た さなら 最後まで 付き合 っても らうが。 

ぶっち ゃけなん の 話 かとい うと、 これは もう 寿命の 話。 ライト ノベル ズ でもなんでも よい。 要は デ 
ビユ ー して、 いったい いつまで 「創る 側」 にいら れ るかと いう こと。 ただし、 これは 「創っ て お金が 
もらえる」 という 条件に 当てはまる 世界 だ。 毎年、 何十 人、 いや、 最近では 百 人を 超える 人が 新人と 
して デビ ユ ー して、 三年 後には 何人、 五 年後には 何人、 十 年後には 何人 残って いるかと いう こと。 前 
途夢 多き 若者に そんな こと 言うな よ、 との 向き も あるが、 やはり 現実は ちゃんと 直視した ほうがいい。 

ネットの 発達した 今、 創作 物の 世間 発信な ど だれでも できる。 その 中で お金を とる という 行為を ど 
うやって 続けて いくか。 一発屋で よいと 思っ ている のなら まだし も、 一度 この 業界に 来たらい つまで 
もいたい と 思う のが 普通だろう。 流行りす たりで 左右され る 人気商売。 エン タ— テイン メント のクリ 
エイ タ 1 は 消費され る。 特に この 情報 過多の 時代、 それは 加速され ている。 これは もう 仕方のない こ 
となの だ。 

では どうしたらいい かとい うと、 ポイント となる のは 次の 三つだろう。 


ラノべ 作家を 1:1 指す キミの ための 
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「気力」 「体力」 「金力」。 

だいたい 作家になる 人間な の だから、 感受性が 高い のはよ くわ かってい る。 ま、 オイ ラの 場合は ど 
う 説明しても 例外に 入れられて しまう が。 感受性が 高い という ことは どういう ことかと いうと、 これ 
はもう 心が 弱い。 仕事 先の 言葉で 傷つき、 フアンの 言葉で 傷つき、 ネットの 言葉で 傷つく。 そのうち 
に 心が 崩壊して、 はい、 さようなら。 

では、 他人の 言葉に 左右され ない 強靱な 心が 必要 かとい うと、 そう 単純では ない。 純文学なら いざ 
知らず、 エン タ— テイン メント は 動きが 早い。 編集で も フアンで も、 的確な 意見は 取り込まなければ 
置いて いかれる。 

じゃあ、 どう すれば いいの か。 大いに 傷つき、 復活し ろと 言いたい。 それが 「気力」 だ。 心を 立て 
直し、 さらに チヤ レンジす る 「気力」 を ぜひ 養っ て 欲しい。 落ち込んでも、 復活し ろよ。 

次の 「体力」 というのは、 そのまま。 先の 心の 問題と 相 まって、 病気になる ヤツが 多い 多い。 別に 
いいの だ、 病気に なった って。 要は 病気に なっても 仕事が できる 体力が 欲しい ので ある。 ただ 気を つ 
けて 欲しい のは、 百メ ー トルを 速く 走れる よりも、 ずっと 寝ないで いられる 体力が 必要と いう こと。 

最後の 「金力」 というのは、 暮らして いける だけの 金銭を 作品の 印税 や 原稿料で ヵバー できる かと 
いう こと。 一冊で 何百 万 部 も 売る ような 作品を 持っ ているなら まだし も、 現状 業界は なかなか きびし 
い。 昔の フアン タジ ー バブルの 頃は、 いくらでも お金は 入った。 毎日、 六本 木の 高級 クラブを ハシゴ 
しても 平気な ほど。 けど、 今や 同期の サ ラリー マンよりも もらっ ている ライト ノベル ズ 作家が 何人い 
るか。 ちゃんと 「稼ぐ」 という ことを 頭に 置いて おかなければ 必ず 途中で 沈没す る。 バイトしながら 
書く のはつ らい ぞ。 

この あたりを おさえて おけば、 まあ デビ ユー から 十 年は やって いける だろ、 っ。 次の 壁は 「実 年齢」 だ。 
読者と 年齢が 近いう ちは よいが、 四十を 超えた あたりから、 きつくなる。 果たして、 四十を 超えた 才 
ヤジの 書く 高校生の 恋愛が 受け入れられる かどう か。 その あたりは 現在 実験 中。 オイ ラの 名前を 見 か 
けて いるう ちは 実験が 成功して いると 思っ とくれ。 


夜明け 前の 立 川の 米軍 基地は 大騒ぎに なって いた。  ィタリア 系が、 専門 チ ー ムの 長に 聞いた。 

「状況は わからん！ だが 『虎』 は 突如 任地で 我々 の 統制 下 
新年を 迎えて 間 もない、 恐ろしく 寒い 朝に 急遽、 沖縄から 飛  から 離れ、 脱走した のは 確か だ！」 

ん できた 専門 チー ムが 輸送機から 機材 ごと 降ろされ、 基地 司令  長身で 細身の、 手術 用の メスの ように 鋭利な 印象の アングロ 
に対して ろくな 挨拶 もない ままに 任務に 赴くべく、 とりあえず  サクソン 系が 答えた。 

の 仮の 指揮所で ある、 今は 使われて いない 古い 格納庫へ と 移動  彼が この 「特殊 チー ム」 の 長で ある。 

していく。  「任地、 って どこです か？」 

一見す ると、 新しく 配属に なった 兵士と、 医 師団ら しいの が  ィタリア 系の 男は、 本来の 軍人では ない。 

コンテナを 一所懸命 運んで いるよう にし か 見えない。  CIA、 アメリヵ 中央 情報 局の 日本 支部 員 だ。 

「いったい、 何で また そんな ドジ を！」  だから 具体的な 情報は まだ 把握して いなかった。 

滑走路に 駐機 する、 あるいは 飛び立とう とする 各種 軍用機の  「 …… それは 言えん！ 東欧諸国の あると ころ、 とだけ しか 
爆音に 負けない 大声を あげながら、 一同の 中で 唯一の 背広 姿な  な！ 一 
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「で、 どぅやって この 日本に！」 

「F - 117A の 武装 ポッ ドに 隠れて た 
らしい！  — 

「へ？」 

思わず ィタリア 男は 足を 止めた。 

ちなみに、 F  - 117 とは 湾岸戦争で 

一名を 馳 せた 例の 「ステルス 攻撃 機」 だ。 
その 巡航速度は 時速 九 三 三 キロ。 

離陸して しまえば 高度 一万 メ ー トルを 
越える ところへ 上昇す る。 

気圧 処置 も、 保温 措置 もして いない 部 
分では、 下手を すると 氷点下 近くまで 下 
がるし、 空気は チベットの 頂上ょり もょ 
り も 薄くなる。 

日本までの 距離、 つまり その 苦行に 耐 
えねば ならない 時間を 考えれば、 想像を 
絶す る 話だった。 

「本来なら 嘉手納 基地に 直行の 予定 だっ 
たが、 百 里に 緊急着陸した 時に、 整備 員 
を 昏倒 させて 脱走した というと ころまで 
はわ かってい る！」 

「いったい、 何者なん です か、 『虎』 つ 


てのは！」 

「"it だょ」 

急に 足を 止め、 男は 振り向いて 言った。 

「身長 一八 五 センチ、 体重 八〇 キロ。 銃 
と ナィフを 使い、 我々 の 五倍の 筋力と 反 
射 神経を 持ち、 手を 触れないで 相手を 殺 
す 超能力を 持った 二十代 女性の 姿を した 
獣 だ」 

昇り はじめた 朝日を 背に した 「長」 の 
薄い 唇に、 冷たい 笑みが 浮かんで いた。 

「楽しい 狩りに なると 思うよ」 

☆ 

昼過ぎに よう やうく すべてが 終わっ 
た。 

「ありがとう ございました！」 

頼んで あった 清掃 会社の 連中を 見送っ 
て、 少年は 「ミヵ サ荘」 と 大書され た 看 
板の 掛かる 建物に 戻る と、 思いっきり 長 
い 廊下の 窓を 開いて いった。 

差し込む 日差しと、 吹き込んで くる 風 
が 心地よ い。 

「いいな あ。 やっぱり」 


半年 以上 かかった リフォ ームと 今日 ま 
で 三日 かかった 引っ越し & 掃除の おかげ 
で、 築 五十 年 以上の ぼろ アバ ー ト は、 今 
や 新築 同様の 輝きを 取り戻し ている。 

「うん、 これでょ し」 

おつと りした、 一見した だけでは、 男 
女の 区別が つきそう にない 顔を した 少年 
は 満足そう に 微笑む と、 頭に かぶった 夕 
オルを 取り去った。 

ジーン ズの尻 ポケットに 突っ込んで 
あった 小さな メモ 帳を 取り出し、 最初の 
ぺ ー ジに 書かれた いくつかの 項目の 一つ 
に、 紐で 結びつけられた 小さな ボ ー ルべ 
ンを 使って 線を 引く。 

「これでょ し、 と」 

メモ 帳に 書かれて いたす ベての 項目は 
これで 終了した ことになる。 

そのまま い. くつ もの ドアが 並ぶ 廊下を 
歩いて、 一番 奥の 管理人 室に 入った。 

半年 前は 床 も 傾き、 天井板 も いくつか 
穴が 開いて いたとは 思えない 、しっかり 
した フロ ー リングの 床と、 真新しい 天井 
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を 備えた 二十 畳 ほどの ワン ル ームの 中央 
には、 部屋の 面積から すると あまりに こ 
ぢん まりと した 段ボ ー ル 箱が いくつか、 
小さな ピラミッドを 造つ ている。 

その 一番 上に ある 箱の 中から、 鍋、 フ 
ラィ パンと 食器 類を 取り出し、 その 下に 
ある 箱から 炊飯器を ひっぱり 出す と、 少 
年は にこに こしながら それらを ぴかぴか 
輝いて いる システム キッチンに 運び、 据 
えつけ たり 納めたり した。 

最後に、 今日 運ばれて きた ばかりの 冷 
蔵 庫の コンセントを つなぐ。 

ぶうん、 とモ ー タ^ — の 音が して、 冷蔵 
庫が 稼働し はじめた。 

「、っん うん」 

もう、 我が 子を 見守る 親馬鹿の ごとく 
満面の 笑みを 浮かべて、 少年は 何度もう 
なず いた。 

「さて、 中身 買つ てこよう つと」 

部屋を 出て 行こうと し、 あわてて 戻つ 
てく る。 

「忘れて た、 これこれ」 


と、 数 時間 前、 近くの ネット ヵフェの 
プリンタ ーで 打ち出した 文章に サインを 
入れ、 これ また 真新しい FAX の 送信 用 
トレイに 置いた。 

「え一 と、 確か 外務省は …… 」 

再び あの メモ 帳を 開いて 電話番号を 
プッシュし、 送信 ボタンを 押す。 

紙が 無事に 呑み込まれ はじめた のを 見 
届けて、 少年は 今度 こそ 買い物に 出かけ 
た。 

☆  、 

痛みと、 寒さが 彼女を 苛んで いた。 

つい 数 時間 前まで 彼女の 能力が 全快に 
なって いる 証明で あり、 また 抜群の 保温 
能力を 発揮して いた 獣 毛は すっかり 消え 
去り、 基地を 逃げ出す ときに 負った 銃創 
が 治り きらずに じくじくと いやらしい 痛 
みで 彼女の 体力を 楚 ぅ。 

しなやかな 長身を 覆っ ている のは ダ ー 
ク グレ^ ~ の、 ハ^ ~ フヵ ツフホ テイス^ ~ ツ 
そつく りなポ デイ ア^  — マ ■ — と、 ハイレグ 
ビキニに も 見える アンダ^  — ア^ — マ^ — 、さ 


らに コンバット ブ ー ツと いう 露出 過剰な 
出立ち だから、 体温の 低下を 防ぐ もの 
は、 いま 隠されて いる 場所の 他には 何も 
なぃ。 

とりあえず、 夜明け 前に 民家の 庭先に 
ある 茂みに 身を 隠した ものの、 そうでな 
ければ 敵に おびえながら 町中を うろつく 
ことにな つただろう。 

それよりは マシに 違いない と 自分を 慰 
め、 彼女は 傷ら だけの 身体を 丸めな が 
ら 、引き締ま った 腰に 巻いた ベルトの パ 
ゥ チから 無 針 注射器 用の アンプルを 取り 
出す。 

本来 四 本 一組の アンプル ホルダ ーに 
は、 すでに 三つの 穴が 開いて いる。 

「くそ . 」 

つぶやいて、 アンプル ホルダ ー を 元に 

戻した。 

フィ リピンの 血が 入った、 エキ ゾチッ 
クな アングロサクソン 系の 顔立ちは、 つ 
ら そうに ゆがんで いた。 

武器 もな く、® を 負って 寒い 屋外で 
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追っ手に 怯えて 隠れて いる、 といぅ 事実 
が 彼女の 胸に 染み こんで きた。 

「寒い …… マム」 

つぶやいて、 彼女は 目を 閉じた。 

☆ 

ぐつ ぐつ と、 鍋が 煮えて いる。 

おたまで 煮汁を すくって そっと 口に 含 
むと、 少年は 満足げ な 笑みを 浮かべた。 

「よしよ し」 

広い 部屋の 中は 夕方までに ほとんど 荷 
ほどきは 終わって いた。 

空に なった 段ボ ー ル 箱は、 たたまれて 
部屋の 片隅に まとめられ ている。 

「でも、 みんな さっ さと 帰つ ち ゃぅなん 
てな あ」 

FAX を 見て 大慌てで 少年のと ころに 
やって来た 「祖父の 知り合い」 の 部下た 
ちは 手続きを 終える と、 少年の 勧めを 丁 
寧に 断つ て さつ さと 引き上げて しまつ 
た。 

少年には、 彼らが こわばった 笑顔の 下 
に 隠した 緊張と 警戒を 察する ことは まだ 


できて いない。 ただ 「都会の 人たち は 遠 
慮 深いんだ な」 としか 思っ ていな かった。 

「この 部屋、 ちよっ と 一人 じ や 広す ぎる 
んだ よな あ」 

さらに 言えば、 鍋も少 々大きめ の 物を 
買って しまって、 材料 も その 鍋から あ ふ 
れん ばかりに 詰め込まれ ている。 

「まあ、 しばらく 鍋 三味 も惡 くない か」 

きれいな 顔立ちに 似合わぬ 大ざっぱな 
言葉を 口にする と、 少年は 鍋の ふたを 戻 
し、 炊飯器から ご飯を よそっ た。 

変な うなり 声が 聞こえて きたのは その 
とき だ。 

「？」 

アルミサッシの 向こう側、 裏庭の ほう 
を 見る と、 彼が ここに 来る 前から このへ 
んの 主ら しい 太った 白 猫が、 片隅に ある 
茂みに 向かって 毛を 逆立てて いる。 
「どうしたんだ ろ？」 

こたつの 上の ガス コン ロの 火を 止め、 
少年は まだ 新しい 庭 用 サンダルを つつか 
ける ようにして トコ トコと 庭先に 出た。 


「どうした〜？」 

☆ 

自分に 向けられた 小さな 敵意に 彼女は 
0 を 覚ました。 

g を 閉じて いたのは わずかに 数十 分 だ 
というのに、 すっかり 身体が 冷え きって 

いる。 

うなり 声を あげてい るのは 猫ら しかっ 
た。 

おそらく、 ここは そいつの テリ トリー 
内な のだろう …… と 同時に 傷つき、 気力 
も 萎えて いる 自分が 「ょそ 者の 大きな 猫」 
程度に 思われて いるの だと 気づいて、 彼 
女は 苦笑した。 

虎の 遺伝子を 組み込まれた 自分が、 猫 
に 絡まれる 程度にまで 力が 衰えて いる 
…… これが 「自由」 の 結果な の だと。 

いっそ 「食って」 やろうかと 思っ たと 
たん、 アルミサッシが 開く 音と、 たまら 
なく 空きっ腹に 堪える いい 匂いが 庭先に 
流れ込んで くる。 

あまりに 暖かくて 美味し そうな 煮物の 
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匂いに、 一瞬 対応が 遅れた。 

気がつく と、 茂みの 中に 見知らぬ 顔が 
あった。 

「！」 

どぅやら 自分よりも 何歳 か 若い 少年 
が、 首をかしげて こちらを 見て いる。 
「え一 と」 

少年が おずおずと 口を 開いた。 
「どうしたんで すか？」 


さて、 どぅ 答えたら いい もの かと 思っ 
ている と、 何よりも 雄弁に 彼女の 引き締 
まった 腹筋の 奥が 答えを 出した。 

ぐぅ。 

思わず 二人は 顔を 見合わせた。 

「あの …… よかったら、 ご飯、 一緒に 食 
ベません か？」 

☆ 

一週間ぶ りに シヤワ ー を 浴び、 頭と 身 
体に バスタオルを 巻いて 脱衣場に 出る 


と、 かごの 中に 救急箱と 男物の T シャッ 
と スラックスが 入つ ていた。 

さっそく 傷の 手 ^ てを する。 

T シャツは フリ ー サイズだった ので 問 
題はなかった ものの、 スラックスは 丈が 
足らない が、 ありがたく 着けさせて もら 
、っ ことにした。 

下着がない のは 我慢す る。 

脱いだ ボディ f -  — マー は 言われた とお 
り 洗濯機に 放り込み、 ベルト だけを 腰に 
巻く  0 

「あ、 やっぱり 下は 丈が 足りない みたい 
です ね」 

出て きた 彼女の 姿を 見て、 少年は 申し 
訳な さそぅな 顔に なった。 

「僕、 ゆったりした のが 好きなん で、 大 
丈夫 かな あって 思っ たんです が」 

「いや . あ、 ありがとぅ」 

「いえ。 下着と かは 後で 一緒に 買いに 行 
きまし よう」 

どこで 習った のか、 少年は 流暢な 
クイー ンズ •イングリッシュで 言いな が 


ら 、炊飯器から 炊き 上がった 米を、 深く 
て 小さな 取り皿に よそっ た。 

米の 炊き 上がる 独特の 匂いは、 もしも 
彼女が 普通の 状態で あれば むしろ 不快に 
感じた かもしれ ない ものだった が、 空腹 
で、 温かい シャヮ ー を 浴び、 食事が でき 
る 喜びが、 その 香りを たまらな いものに 
変えて くれていた。 

「え 一 と、 スプ ー ンの ほぅがいいで すよ 
ね」 

かいがいしく 少年は 彼女の ために 食器 
類を 並べ、 食事の 準備を 整えて いる。 

「んじ や、 この 大きな 鍋から 好きな だけ 
中身を 取って 食べて ください」 

と 別の 小皿を 示す。 

「OK」 

短く 答え、 彼女は 言われる ままに 鍋の 
中で 煮えて いる 鶏肉に 手を 伸ばした。 

薄 黒い 柑橘 系の 香りが する 液体に 浸し 
て 口の 中に 運ぶ。 

最初 こそ 熱さが 口の 中を 支配した が、 
すぐに 煮汁と 肉汁が 入り混じ った ものが 
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口 いっぱいに 染み込み、 胃の 腑に 染み渡 
るよう に 食事の 感動が ひろがって いく。 

「 . ！」 

思わず 何度も 嚙み 締めながら、 彼女は 
目を 潤ませた。 

それからは 次々 と 彼女は 鍋の 中身に 手 
を 伸ばした。 

先 ほどまで、 寒さに 凍え、 傷口の 痛み 
に 耐えて いたのが の 嘘の ように 思え、 そ 
れが たまらなく うれし かった。 

気がつく と、 鍋の 中身は 消え去っ てい 
て、 煮汁が 残る ばかりと なって いた。 

「じ や、 おじ やにし ましよう か」 

少年は にっこりと 微笑んだ。 

☆ 

「生体 ビー コン、 です か？」 

ィタリア 系の CIA の 男は、 迷彩服に 
身を 包み、 今は トレ ーラ ー の 中に いた。 

本来なら 二〇 トンの 物資を 移動させる 
広い カ ー ゴ 内では、 びっしりと 精密 機器 
が 動く 中を 数名の オペ レ ー タ 1 たちが 必 
死にな つて 作業を つづけて いる。 


この トレ^ — ラ^ — は、 が 「こ、 っい 

、っ 場合」 を 想定して 海外の 拠点に 最低で 
も 一つは 控えさせ ている 「特殊 車両」 と 
いう 代物 だ。 

もっとも、 最初から 特定の 設備が ある 
わけでは なく、 ある 規格に 合致した 電子 
機器を 搭載で きる ように 固定 用の 金具が 
設置され、 内部 電源が 強化され ている 
という 「空っぽの 箱」 に 近い 物では ある 
が、 このほうが あらゆる 状況に 対応し や 
すい。 

今は そこに、 立 川から 運ばれた 「探査 
システム」 が 設置され、 稼働して いた。 

「彼女たち の 身体は 遺伝子 レベルで 操作 
されて いる。 その 結果、 普通の 人間とは 
違った 生体 電流の パ タ 1 ンを 放つ ように 
なって いる。 これは それを 特定す るた め 
の システム だよ」 

手術 用の 鋭利な メスを 思わせる 容貌の 
「特殊 チ ー ム」 の 長は 走行 中 だとい うの 
に、 悠然と 腕組みを して 状況を 睥睨し な 
がら 説明を つづけた。 


「半径 二 〇 キロ 以内なら 必ず 感知す る」 
「しかし 四 台し かないんで しよう？」 
「隠れる ことができる 場所は 限られて い 
る。 彼女は 一九 〇 センチ 近い 長身で、 能 
力を 発揮す るた めの 特殊 薬 も そろそろ 効 
果が 切れる か、 予備を 使い尽く している 
ころ だ …… そう なれば 普通の 人間の よう 
に 隠れる しかない」 

「で、 我々 にも 捕獲が 可能になる、 と」 
「ただし、 舐めて かかって いい 相手では 
ない がね」 

アングロサクソンの 男は そう 言って 酷 
薄な 笑みを 浮かべた。 

その 会話を 打ち切る ように、 無線 連絡 
が 入った。 

☆ 

どちら ともなく、 身の上 話と なった。 
「じゃあ、 兵隊さん だっ たんです か？」 

食後の お茶を 飲みながら 少年が 尋ね 
た。 

こっ くん、 と 彼女は うなずく。 

「そう …… 気がついたら、 兵士だった わ」 
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彼女は 両手に 持った 湯呑みの 中を のぞ 
き 込む ょぅにして つづけた。 

「記憶が …… ない の。 気がついたら 兵隊 
になって て、 当然の ごとく 戦いつ づけて 
いて …… チ ームを 組んだり じ やなくて、 
一人っ きりで。 それが 当たり前 だと 思っ 
ていたし、 疑問に も 感じた ことは なかっ 
た。 でも」 

「でも？」 

「一力 月 前、 任務 先で 爆撃に あったの 
…… 爆風で 思いっきり 飛ばされて、 頭を 
打ちつ けて、 気を 失って …… 目が 覚めた 
そのと き、 ふと 思っ たの 『何で 私、 こん 
な ことして るんだろぅ』 つて。 そしたら、 
周りに 見える 物 すべてが すごく くっきり 
目に 入って きて …… 怖く なって、 逃げた 

の」 


少年は 何も 言わず、 じっと 彼女の 横顔 
を 見つめる。 

「 …… あなた、 私を 軍に 引き渡す？」 
ふと、 彼女は 少年に 問うた。 


「え？  何でです か？」 

「だって …… 私、 脱走兵 だし」 

「ああ、 そぅか。 お 国 じ や 脱走兵は 捕ま 
えなく ち やい けな いんでした つけ」 

きよ とんと した 顔を 浮かべた 少年 だつ 
たが、 すぐに 納得した ようにうな ずいた。 
「そんな ことす るぐ らいなら 最初から 家 
に 入れません よ」 


信じられない 思いで、 彼女は 少年を 見 
た 0 

「どうです？  行く 当てがないなら、 こ 
こに 住みません か？」 

「あ、 で、 でも 私、 戦う こと 以外 何も 


「僕の 商売を 手伝って 欲し いんです」 

ビジネス 

「商売 …… ？」 

彼女が 首をかしげた …… が、 一瞬で 立 
ち 上がり、 厳しい 自で 周囲を 見回す。 
腰の バウチから アンプルを 取り出し、 

最後の 一本を 素早く 無 針 注射器に 装填し 
て 左の 下 腕 部に 押し当て、 スイ ツチを 押 


した。 

圧縮空気が 洩れる ような 音と ともに、 
アンプルの 中身が 血管に 流れ込んで くる 
のが わかる。 

「くそ . いつの 間に？」 

次の 瞬間、 ドアが 粉砕され、 窓ガラス 
が 破壊され て 武装した 男たち が 部屋に 殺 
到して きた。 

少年を 抱えて 逃げよう とする 彼女の 前 
に、 なじみの 砂漠 迷彩服を 着けた 男たち 
が 割り込み、 まだ 疲労と 怪我から 回復し 
きってい ない 彼女を 壁へ 向けて 突き飛ば 
す。 

壁に 背中を 打ちつ け、 バウンドし たま 
ま、 彼女は 無様に その 長身を 床に 倒した。 

Z 

きよ とんと している 少年の 体が、 素早 
く 床に 押し倒され、 その 頭頂部に 銃口が 
突きつ けられる。 

そのと きになっ て、 ようやく 最初に 破 
壊された ガラスの 破片が 床に 跳ね返っ 
た。 
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コンマ 数秒の 早業で ある。 

「動くな」 

ヵ ミソリ ょりも 銳 利な 声が 少年に 銃を 
突きつ けた 男の 口から 洩れた。 典型的な 
アングロサクソンの 顔立ちは、 手術 用の 
メスを 思わせる 銳利 さが ある。 

「ジェィソン 大佐 . 」 

つぶやいた 彼女に、 大佐と 呼ばれた 特 
殊 チー ムの 長は 笑みを 向けた。 

「や あ 『虎』、 久しぶり だな」 

「私を、 虎と 呼ぶな ！ 」 

対応が 遅れた ことを 悔やみながら も、 
彼女は 相手を にらみつけた。 

遅れば せながら、 血管を 駆けめ ぐった 
アンプルの 中身が、 疲れき った 肉体に 莫 
大な 活力と 生命力を 注ぎ込む。 ばりばり 
と 獣 毛と 犬歯が 伸び、 鼻面が ネコ 科の 野 
獣 そのままに 前にせ り 出して くる。 

その 姿は まさに 中国 や インドネシアに 
伝わる 伝説の 虎 人間 そのまま だった。 

あと 数秒 早く 使つ ていれば、 と 思いな 
がら も、 この 確定した 状況を どう 打破す 


るべき か、 彼女は 必死に 考えた。 

今は とにかく 一分 一秒で も 長く この 状 
況を つづけさせる こと だ。 

相手の 有利と 「確定」 した 状況で も 長 
引けば 「揺らぐ」 ことを 彼女は 長年の 経 
験から 知っ ていた。 

「君に それ 以外の 名前は ない。 戦闘機に 
コ ー ドネ^ — ムと 番号 だけが あるよう に、 
兵器で ある 君には 識別 コード 以外は いら 
ない 物 だからな」 

「貴様 . 」 

「君は 政府の 備品 だ、 間違えるな …… 今 
の 君は 壊れて いる だけ だ」 

「違う！ 私は、 自分を 取り戻した だけ 
だ！」 

「いや、 間違いだ」 

大佐は 巌 のよう な 断定 口調で 彼女の 反 
論を 封 じた。 

「君は 爆風に よって 脳に ショックを 受 
け、 錯乱して いる だけに 過ぎない …… お 
かしいだろう？ 第一に 君は 遺伝子 レべ 
ルで ヒト ではない。 虎と 人間の 融合 体な 


どと いぅ ものが、 人類に 分類され るは ず 
がなぃ」 

「 . 丄 

その H 葉が、 銳く 彼女 . コ ー ドネ ー 

ム 「虎」 と 呼ばれる 彼女の 心臓を 貫いた。 

g 我を 取り戻して 以来、 密かに 恐れて 
いた ことを、 大佐は 的確に 言い当て てい 
た。 

「さあ、 帰って来 たまえ …… 大丈夫 『再 
調整』 を すれば 再び 悩む ことはなくなる 
ん だから」 


逡 巡が、 「虎」 の 顔に 浮かんだ。 

「こ、 この 子は . 」 

少年の ほうを 見て 言う と、 大佐は 慈愛 
に 満ちた 笑顔で 「大丈夫 だ。 君 さえ おと 
なしく 投降 すれば 彼は 解放し よう」 と 請 
け 合う。 

その 一言で、 彼女の 逡 巡は 断ち切ら 
れ た。 

「 . わかりました」 

そう 言って 進み出よう とする 「虎 I に、 
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周囲を 固めて いた 男たち が 後ろ手に 手錠 
を かけ、 拘束す る。 

「え 一 と、 お取り込み 中 申し わけな いん 
です が」 

それまで 黙って いた 少年が、 見事な ク 
ィ ーンズ •ィングリッシュで 問い かけた。 

「つまり、 あなた 達は この 人を 捕まえに 
来たんで すか？」 

いささか 間の 抜けた 問いに、 大佐は 妙 
な 顔を して 「そぅだが」 と 応えた。 

「脱走 以外、 何 か 悪い ことを？」 

「軍の 備品を 破壊し、 数名を 病院 送りに 
した …… だが、 何ょりも 彼女は 軍の 備品 
であり、 その 行動 基準は 軍人 に対すると 
同じ ものを 期待、 要請され るの だから、 
軍から 脱走した 時点で 充分に 重罪 人 だ 
ょ」 

「で、 僕の 家に 土足で 上がり込んだ こと 
に対して、 謝罪は なしです か？」 

「それに 関しては 指揮官で ある 私が 謝ろ 
、つ、 大丈夫 だ、 君が すべてを 忘れて くれ 
れば 、無事に 解放して あげよう」 


「え 一 と、 それだけ じ や 不服と いう 場合 
は？」 

大 まじめな 少年の 顔に、 大佐は 「当人 

にと つては できの いい ジョ ーク」 を 聞い 

たように 苦笑を 浮かべ、 

「我々 とやり 合って みる かね？」 

と 逆に 聞き返した。 

答えは 意外な ものであった。 
「そうします」 

少年が 口にした 言葉の 意味を 大佐が 理 
解す るよりも 早く、 部下の 背中が 彼の 視 
界 いっぱいに ひろがった。 

恐ろしい、 質量を 伴った 疾風が 部屋の 
中を 吹き抜けた。 

かろうじて 身を かわした 「大佐」 は、 
信じられな いものを 見た。 

鍛え上げた グリー ンべレ ー の 精鋭で あ 
る 彼の 部下が、 フロ ー リングの 床に 倒れ 
て ぴくりと も 動かない。 

全員が 白目を 剝 いていた。 

そして、 部屋の 片隅には、 「野営 時の 
ライフルの 置き 方 I と 教本に のつ ている 


ような 見事 さで、 銃口 部分を 組み合わせ 
て 立て かけられた M 4 ライフルが 人数 
分。 立って いるのは 一人 だけ。 

たっぷり 一時間 分の フイルムを カット 
したよう な、 異様な 風景 だ。 

「大丈夫、 気を 失って いる だけです」 

静かな 目が、 大佐を 見た。 

カナダの 山奥に ある 夜明けの 湖を 思わ 
せる ような、 澄み きった、 冷たくて、 何 
も かもを 見透かす ような 目。 

人間と して . というより、 生物と し 

ての 反応が 大佐に 飛び退き ざま 腰の 銃を 
抜かせた。 

破壊力の ある コルトの 四 五 口径は 初 弾 
を 薬 室に 送り込んだ 後、 サム セイ フ テイ 
を かけて ある だけ だから、 すぐに 発砲で 
きる。 

腰の ホル スター から 抜き、 親指では ず 
す 位置に ある 安全装置を 解除す る 瞬間 ま 
で、 少年は だら りと 両手を 下げた まま、 
最初の 立ち 位置から 動いて いなかった。 

勝利を 確信して 「大佐」 は 引き金を引 
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いた。 

森 音と 閃光が 走って 相手は 倒れる …… 
はずだった。 

銃声は、 なかった。 

いつの 間に か、 後ろから 伸びた 細い 手 
が 撃 鉄と 本体の 間に 親指を 入れて いた。 
これでは 銃弾が 発射され る わけはない。 

「あなたに も、 気を 失 つても らいます よ」 

少年の 静かな 声は、 大佐の 背中から 聞 
こえた。 

☆ 

悲鳴を あげて、 大佐は 跳ね起きた。 

そこは、 軍 病院の ベッドの 上で ある。 

「いや、 おはよぅ ございます 大佐」 

口元に 微苦笑を 浮かべて、 やや 揶揄す 
るよぅ な 口調で、 ベッド サィドに 控えて 
いた ィタリア 系の cl A 職員は 挨拶し 
た。 

「ここは . 」 

「立 川の 基地 内に ある 軍 病院です よ。 あ 
なた は 三時 間 ほど 寝て いたんです」 

「私の 部下たち は？」 


「全員 無事です よ、 今は 目を覚まして 精 
密 検査に 行っ てます」 

「そうか …… では 部隊の 再編 願いを 出さ 
ねば …… 一個 師団は 必要 だ」 

思わず シ ー ッを 握りし める 大佐に、 C 
I A の 男は 気の毒 そうに 告げた。 

「あ一、 そうそう 『虎』 捕獲 作戦です が、 
中止に なりました よ」 

「な、 何 だと？」 

「今から 一時間 前に ワシントンから 連絡 
がありまして。 NORAD も 何もかも、 
すべて 了承ず みだそう です」 

「何 だと？ 彼女を 放置す るの か？」 
「放置 じ やありません よ」 

今にも 自分の 襟首を つかみ そうな 相手 
から 慎重に 距離を 取りつつ、 CIA 職員 
はつ づけた。 

「アメリヵ合衆国 政府は、 彼女の 所有権 
を 放棄し たんです」 

「どういう こと だ P: 遗伝子 改良 兵は 国 
家財 産 だぞ！ いったい 一人に つき 何 億 
ドル かかって いると . 一 


「あの 少年を 相手に すると、 それ以上の 
被害が 出る から、 です よ」 

「 …… 何 だと？」 

さすがに 大佐は、 CIA 職員の 一言に 
冷静 さを 取り戻した。 

「大佐、 あなた も 古い ヒト だから 聞いた 
ことがあ るん じ やないで すか . M I 

S、 『絶対 安全 圏』 という 言葉を」 
大佐は しばらく 記憶の 襞を さぐる よう 
な 顔に なった が、 

「聞いた ことは …… いや、 だが それは お 
とぎ 話だろう？ ィギリス 情報部の 
『村』 同様の、 冷戦 時代が 生んだ 噂 だ」 
そこへ 行けば、 いかなる 情報 組織、 い 
かなる 裏 稼業の 人間 も 安全に 生活が でき 
る 「この 世の 果て」。 

その 話は それ こそ 枚挙に いとまの な 
い、 この 手の 仕事に 就く 男たち には 慣 

れつ この フアン タジ ー といえ た。 

多くの 者が あり 得ない と 断 じ、 また 「追 
い つめられた」 者たち は 最後の よすがと 
して この 幻に すがり その 地を 目指して 無 
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スン トム 


惨な 最後を 遂げて いる。 

「実は、 違 うんです …… MIS は 実在す 
るんで すよ。 ただ、 今から 四十 年 前に 活 
動を 停止した だけで」 

「あの アバー トが そうだ と言うの か？」 
「ええ。 五十 年 前まで、 あそこは 確かに 
MIS だつ たんです。 そして …… あの 少 
年は その 『管理人』 なんです よ」 


「あの 体 術 もそう です が、 彼らには 経済 
力 も コネ クシ ョン も ある。 手出しを すれ 
ば 我が国 だって 勝っても 無事では すまな 

ぃ」 

「戦略 的 撤退と いう わけ か」 

苦々 しげに、 大佐は つぶやいた。 
「まったく、 なんて 時代 だ」 

☆ 

「 …… さて、 片づ いたし、 寝 ましょう か」 
夜明け 近くまで かかって、 散らかった 
部屋は 何とか 片づ いた。 

ガラスの 破片は きれいに 取り去られ、 
踏み荒らされた 部分は 丁寧に 雑巾が かけ 


られ ている。 

「あ、 あの …… 」 

あまりに 唐突で、 想像 だに しな かった 
「もの 凄い」 光景を 見て、 そのまま 流さ 
れ るよう に 掃除を 手伝った 「虎」 はおず 
おず と 口を 開いた。 

「大丈夫、 この アバ ー トは まだ 空き家な 
んで 、今夜は その 部屋を 割り当て ますよ、 
明日には ガラス 屋 さん も 来ます から」 

「ち、 違う の」 

思った よりも あどけない 表情を 浮かべ 
「虎」 は 質問した。 

「い、 いいの？ 私なん かを かくまつ て」 
「ああ、 大丈夫で すよ、 そのこと なら。 
もう 話は 通つ てます から」 

「でも …… 」 

「その代わり、 僕の 仕事を 手伝って くだ 
さいね」 

「え、 ええ」 

こくん、 と 彼女は うなずいた。 

「この アパ . ~ 卜に ヒトを 入れて いかな く 
ち やい けな いんです。 そのためには 今日 


みたい な ことがあ るんで、 ぜひ サポ ー ト 
を お願いします」 

「は、 はいっ」 

たとえ 世界中を 相手に 回す と 少年が 
言っ たと しても、 彼女は 従う つもり だっ 
た。 彼は 実際につ い 数 時間 前、 彼女の た 
めに アメリヵ合衆国を 向こうに 回した の 
だから。 

「じゃあ . その 前に あなたに 名前を 

つけない といけ ません ね」 

少年は 流しで 手を 洗いながら 考え込 
む。 

「『虎』 は 女性の 名前と しては 不適切 だ 
と 思います し」 

そうだ、 と 少年は 手を 打った。 

「こんな 名前は どうで しょう . 」 

それが たとえ、 どんなに ひどい 名前で 
も、 「虎」 は 自分の 名前と する 覚悟を 決 
めて いた。 
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END 


この 廊下を 行けは… 
ずつ とずつ と 歩けば 
妹が 元通りに なり… 


ポクが 立派な 
兄ら しい 兄に ^ ろれ る 


そんな 「処」 に迪〇 着ける 


のか 


それとも 


悪意に 満ちた 
「趣味」 なのか !! : 


すべては 「何者か」 の 
気紛れな のか！ 
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砂 浦 俊 一 

羽 仁 倉 雲  Illustration 


H 

「その 頃、 まだ 小学生だった わたしが 最初に 疑問に 思っ たの 
は、 自分の 時間の 感覚が おかしく なって いる こと だ。 ある 日曜 
の 朝、 わたしが 起きる と 外は まだ 薄暗く 時計の 針は 五 時を 指し 
ていた。 すっかり 目の 覚めて いたわた しは ヵー テンを 開けた の 
だけど、 そこで 初めて 太陽が 東の 空から 昇ろぅと する のでは な 
くて、 西の 空に 沈もうと している ことに 気づいた。 時刻は 朝で 
はなく 夕方の 五 時だった。 前の 晚は九 時には ベッドに 入って い 
たので、 幾らなんでも 寝す ぎだと 自分で も 思った。 ただ 不思議 
なのは、 着て いるの が パジャマ ではなく 普段着だった こと だ。 


この 日から わたしの 中で 時間の 感覚が おかしく なって いっ 
た。 月曜の 夜に 寝て、 起きた 時には 水曜の 昼で 自分は 小学校で 
給食を 食べて いたり、 授業中に 少し 眠って しまい 気づいた 時に 
は ランドセルを 背負って 家の 前に 立っ ていたり した。 

自分は 何 か 得体の知れない、 恐ろしい 病気に かかって しまっ 
たの かと 思った。 でも パパと ママに 何て 説明 すれば 良い のか、 
子供心に 困っ てし まった。 ただ 寝ぼけて いる だけと 言われたら、 
そんな 気 もした し、 病気よりも そっちの ほうが 自分で も 良い 気 
がした。 病気と 認めて しまう のは やっぱり 怖かった。 パパと マ 
マ も 普段 通りだった ので、 自分は ちよっ と 寝ぼけて いる だけな 
ん だと 思いたかった。 でも、 ある 時 ママが 『そういえば、 セ ロ 
リが 食べれ るよう になった のね』 と言うの が 疑問だった。 わた 
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しは セロリの 味と 臭いが 嫌いで、 今まで 
どうしても 食べる ことができ なかっ たか 
らだ。 

事件が 起きた のは その 矢先の こと。 

ある：： n の 一時間 目の 授業中、 わたしは 
急に 眠くな ってし まった。 それ も 体育の 
時間で、 これから 跳び箱を 跳ぼうと い、 っ 
時に。 次に 目を覚ました 時 わたしは 自分 
の 家に いた。 何故か 食卓の テ ー ブルが 倒 
れ ていて、 食べ物と お 皿が 床に 散乱して 
いた。 ママは 部屋の 隅で 震えて いて、 わ 
たしは パパに きつく 抱きしめられ てい 
た。 一体、 何が、 どうな って しまったの 
か 分からなかった。 『あの 事故の せいな 
の』 と ママが ヒステリックに 叫んで いた。 
でも、 わたしには 何の 事故な のか 分から 
なかった。 そんな 記憶、 自分には 無 かっ 
たの だから。 だけど 自分は 寝ぼけて いる 
のではなくて、 やっぱり 何 か 不気味な 病 
気な の だと 思って、 わたしは 大声で 泣き 
出して しまつた。 

あとから 聞いた の だけど、 体育の 時間 


に 眠つ てし まつた わたしは そのまま 跳び 
箱に 激突して しまつた らしい。 気絶した 
わたしは 保健室に 運ばれ、 その 日は その 
まま 家に 帰る ことにな り、 ママが 迎えに 
来る まで 眠っ ていたと いう。 この 先は自 
分で も 信じられない 話だった。 ママが 迎 
えに 来る と、 わたしは 起きて 自分の 足で 
歩いて 帰っ たという。 でも わたしに そん 
な 記憶は ない。 さらに 夕食 時、 突然 男の 
人の ょうな 言葉で パパと ママに 乱暴な こ 
とや 惡口を 言って 食器を 投げつ け、 テー 
ブルを 倒して しまつた の だとい う。 もち 
ろん、 わたしに そんな 記憶は ない。 記憶 
や 意識は 体育の 時間に 眠くな ってから、 
食卓の 惨状を 見る までぶ っつり と 切れて 
いたの だから。 

わたしの 名前は 夏 海 鈴 音。 

この 時 初めて、 わたしは 自分の 知らな 
い 誰かが 頭の 中に いる ことに 気づいた。 

でも 自分の 知らない 自分が、 実は 何人 
もい る ことを 知る のと、 一つの 体に 何人 
もの 自分が 同居して しまつた 理由を 知る 


のは、 ずっ と 後の ことだった」 

RJ 

呼び鈴を 鳴らす 音を 聞き、 深く 椅子に 
背 もたれて いた 百日紅 椎 子は 顔を 上げ 
た。 だるそう な 表情の 彼女は、 折角の 一 
服を 邪魔され たくない ので 居留守を 決め 
込む。 しかし 呼び鈴は 二度、 三度と 鳴り、 
彼女は 舌を 打つ と 仕方無しに 吸っ ていた 
メン ソール タバコを 灰皿に 押し込んだ。 

面倒く さいと 思っ たが、 なら 誰かに 代 
わっ てし まえばい いこと だと 考え直し、 
椎 子は 机の 脇に 置かれた 眼鏡を 取った。 

かち ゃりと、 彼女の 中で 何 かが 切り 替 
わる 音。 

呼び鈴は 三回 以上 鳴らす、 というの が 
大葉 一実と 夏 海 鈴 音の 約束事だった。 そ 
れだけ 鳴らして 出なければ ケ ー タィに 電 
話 するとい う 手 答に なって おり、 理由は 
二人の 抱える 特殊な 事情に 由来す る。 


2^ 


フ パント/ 


三回 目の 呼び鈴の あとで ドアは 開き、 
縁の 無い 眼鏡を かけた 柔和な 表情の 青年 
が 姿を 見せた。 

「や あ 鈴 音ち ゃん」 

「こんにちは、 一実さん」 

鈴 音は 笑顔を 見せる と、 少し だけ 気 ま 
ずそぅ に 両手を 合わせて 話を 切り出す。 

「ごめんなさい、 午後 一番には 来れる は 
ず だつ たんだけ ど、 途中で 替わつ ち ゃつ 

たみたい で . 」 

「いや、 それは 僕 も 同じ だ」 

一実は 腕時計を 見た。 時刻は 午後 二 時。 
彼の 記憶は 十二時 過ぎから 現在まで すつ 
ぽ りと 抜けて いた。 

「とりあえず 上がん なよ。 締め切り 明け 
で 散らかつ てるけ ど」 

「それを 片付けに 来たんだ けどな 一」 

「あ 一、 そうだった ね」 

彼は 苦笑す ると、 メンソ ー ルの 臭いの 
残る 部屋に 招き 入れた。 

ここで 話は 一時間 前に 遡る。 


梅雨 も 明けた 七月の 土曜日、 夏 海 鈴 
音と その 友人の 鳥居 翠 子は ファ ースト 
フ ー ド 店の テ ー ブル 席に いた。 

「でさ、 私 思う わけよ。 校長の ヤツが 見 
栄 はって ブラ かぶって るのは 別にい いわ 

けよ。 でもね、 せっかく 新築した 体育館 
に、 それ も 三階 建てで 温水 プール 付き 
の、 ゥ チの 学校には ちょっ と 勿体ない か 
な 一 って 誰もが 思って る」 

だが そこに 座って いる 少女は 夏 海 鈴 音 
であって 夏 海 鈴 音ではなかった。 

「え 一、 私は 素直に 嬉しい けどな一」 
黙って 話を 聞いて いた 翠 子は 向かい 
合って 座る 髪の 長い 少女に 異議を 唱え 
る。 

「それは ともかく、 あの 豪勢な 体育館の 
真ん前に 自分の 銅像を ブっ 立てる なんて 
どういう 神経し てんの よ。 しかも 銅像 ま 
でヅ ラつ きよ」 

「そり や 銅像 だけ ハゲ てたら 変じ やな 
い。 ていう か 怪しまれる つてば」 

「 ti しまれる も 何も、 体育祭の 時に 風で 


ヤツの ヅ ラが 吹っ飛ん だのは 翠子も 見て 
るで しょ、 全校 生徒の 前だった のよ、 今 
更 隠して 何の 意味が ある ヮヶ？ 」 
「そんなの 私た って 知らないよ」 

「きっと 新手の 羞恥 プレィ か 何 かなの 

よ、 あの 変態 校長め っ . あ、 鈴の 音 

だ。 鈴の 音が 聞こえる」 

唐突に 鈴の 音と 言った 途端、 それまで 
まくし 立てる よぅな 少女の 口調が 急に し 
おらし く、 落ち着い たものに 変わる。 
「お。 戻って きたな 夏 海 鈴 音」 

「 . わたし、 どのくらい 変わつ てた 

かな？」 

少女は 数回 瞬きを すると、 おずおずと 
翠 子に 聞いて くる。 

「今朝、 会った 時から」 

「誰と 替わっ てた かな？」 

「つい さつきまで、 恵と」 

「恵 か あ〜、 じゃあ 大丈夫 か あ」 

大声で 羞恥 プレィと 言って いる 時点で 
大丈夫で はない が、 翠 子は 言い出せない。 
名前を 聞く まで 緊張した 表情だった 鈴 
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音は、 大きく 息を 吐く と 目の前の カップ 
を 取って スト ロ ー で 吸い込んだ。 だが 中 
はもう 氷 だけで、 かすかに オレンジの 味 
のす る 水が 入って くる だけ だ。 

「それ、 恵が 全部 飲んで ない？」 

「 . みたい。 もう 一つ 買って くる」 

鈴 音は むっつりした 表情で カップを 戻 
すと 店員の いる カウンタ^ — に 向かい、 翠 
子は 軽く 手を 振って それを 見送った。 

夏 海 鈴 音は ある 障害を 抱えて いる。 そ 
れは 小難しい 言い方で 解離 性 同一 障害、 
俗っぽく 言うなら 多重人格。 彼女の 中に 
は 何人 かの 異なる 人格が 共同生活 してい 
る。 さっきまで 翠 子と 話を していた 潮 恵 
という 人格は 奥に 引っ込み、 今は 夏 海 鈴 
音が 彼女の 前面に 出て いた。 夏 海 鈴 音を 
人格 A とするなら 潮 恵は 人格 B。 恵は 鈴 
立 日に 次いで 彼女の 表に 出る のが 多い 人格 
だ。 鈴 音の 中には A 〜 E まで 異なる 五 
人の 存在が 確認され ている。 「夏 海 鈴 音」 
はもち ろん 戸籍 名で あり、 彼女たち の 主 
人格で ある。 その 昔、 ある 事故が きっか 


けで 彼女は 複数の 自我を 抱える ことに 
なった という。 しかし 彼女 自身は 何の 事 
故だった のか 全く 覚えて いなかった。 

そんな 鈴 音に とって 鳥居 翠 子は 彼女の 
障害を 理解す る 数 少ない 友人 だ。 二人と 
も 高校 一年生で、 クラスメィト である。 
潮 恵の 人格 も 同学年 だが、 鈴 音に 比べて 
彼女は 振る舞い や 口調が ガ サッだった。 
得意な 分野 も 鈴 音が 学業、 恵が スポ ーッ 
と 分かれて おり、 二人 併せて 文武両道に 
なる が、 勉強と 運動で 人格を 使い分けよ 
うに も、 そうそう 都合 良く 交代す る もの 
ではない らしい。 

「まった くさ、 五 人い るのに お 小遣いが 
一人 分っての は 割に 合わない よ」 

頰を 膨らませて 鈴 音が 席に 戻って くる 

と、 さつ そく スト ローで 吸い込み さらに 

頰を 大きく した。 

額を 聞いた ことは なかつ たが、 確かに 
各人 格が 無分別に お金を 使って いたら 減 
るの も 早いだ ろうと 翠 子は 思う。 

「そんで さ。 この 後 どうす る？  分かつ 


てると 思う けど 今は 土曜の お昼 時ね」 

「今日の 午後は 一実さん とこ 行く 予定」 
良かった ぁ 自分に 戻れて、 と 鈴 音は 嬉 
しそうに 付け足す。 

「あ 一、 大葉 先生ん とこね。 そんじ や、 
邪魔者は さっさと 退散し ょうか しらね」 
あてられた 気分の 翠 子は さっさと 席を 
立ち、 トレ ー 上の 紙 クズや 紙 コップを ゴ 
ミ 箱に 突っ 込む と 店を 出て 行く。 

「ん もう、 そんなん じ やない ってば」 
慌てて 鈴 音が 後を 追い、 店を 出た 時。 

「 . ぐつ ぐつ、 ぐ わぐ わ」 

不意に 口から 出た 眩き の 直後、 鈴 音の 
視界が 回る。 

「鈴 音？」 

翠 子が 振り向く と、 鈴 音は 彼女とは 正 
反対の 方向へ 走り出し ていた。 制服の ス 
ヵ ー トが めくれ 上がる の も 気にせず 駆け 
る 姿から、 彼女の 身に 起きた 異変に 気づ 
き翠 子は 慌てて 追い かける。 

鈴 音は 眼差し も銳く 前から 目を 逸らさ 
ず 走る。 道行く 人と 人との 間を 縫うょう 


2 イ 6 


スン ト Z 


マルチプル •ラブ - 砂 浦 俊 一 


2 イ 7 


に、 肩 すら 掠めず 走る 様は 獣道を 駆ける 
野生動物を 思わせる。 追い抜かれた 者は 
啞 然と 見送り、 向かいから 来る 者は 彼女 
の 剣幕に 道を 開けた。 

翠 子は 必死に 追い かける が、 どんどん 
離されて いく。 体育が 得意な のは 潮 恵 だ 
が、 走る 姿が 彼女とは 異なって いた。 そ 
ぅする と 今の 人格は、 と 考えた 翠 子は、 
道の 先に ある 横断歩道の 信号が 赤になる 
のを 見た。 これで 追いつける、 と 思いき 

や 鈴 音は 構わず 横断歩道を 駆け抜ける。 

走り出し ていた 自動車が 派手に ク ラク 
シ ョンを 鳴らす が 鈴 音は 意に 介さない。 
翠子も 赤信号の 横断歩道まで 来たが、 そ 
こを 大型の ダンプ ヵーが 横切った。 通り 
過ぎた 時には 信号 も 変わっ てし まい、 加 
えて 鈴 音の 姿 も 見失って いた。 

「ああつ、 もうつ！」 

翠 子は 歩道の 縁石を 蹴る。 

一方、 夏 海 鈴 音は 雑居の ビルと ビルと 
の 間にある コイン パー キングに いた。 


「 . 確かに 沸騰す る 電波 だ」 

夏 海 鈴 音、 いや 鈴 音の 中の 「彼」 は 意 
味 不明な ことを 眩く と、 粘つく ょうな 視 
線で 駐車場を 見渡した。 奥に ラィトバン 
が一 台 停車して いる だけ だが、 その 向 こ 
うに 誰か 蹲って いた。 

電波は そこで 沸騰して いる、 そう 認識 
した 彼は 駐車場に 足を 踏み入れる。 ふと、 
漂う 腐 臭が 彼の 鼻を 突いた。 見れば 近く 
に 空き缶の あふれ そうな ゴミ 箱が ある。 
击 の 山には 蟥が たかり 腐った 臭いを 漂わ 
せて おり、 その 臭気に 過敏に 反応す る 者 
がいた。 

「 . 臭ぇ」 

言葉と 同時に 沸騰す る 電波を 気に かけ 
ていた 者が 奥へ と 引っ込み、 また 別の 人 
格が 表に 出て くる。 

「クソ つ、 おちおち 眠 つても いらん ねえ」 
三十 代 男性の 人格 •氷 見谷徹 行が 表に 
出る。 氷 見 谷は 悪臭を 放つ ゴミ 箱を 蹴り、 
击の 山が 雪崩を 起こした。 それを たまた 
ま 通りが かった 老女が 咎める ような 視線 


で 見て いた。 

「なに 見 てんだ バ バア！」 

視線に 気づいた 氷 見 谷が 怒鳴りつ け、 
とても 少女の ものとは 思えぬ 野太い 罵声 
に 老女は 恐れを なして 退散した。 

「けっ。 胸糞 悪ぃ」 

唾を 吐き捨て ると 氷 見 谷は 制服の ポ 
ケットを まさぐ る。 一服し なければ 気の 
治まらない 彼 だが、 探しても タバコが 見 
つからない。 鞄の 中に も 入って いない。 

「あの ガキ 、タバコぐ らい 用意し とけつ 
ていつ も 言っ てんた ろ 一 が」 

鈴 音に 惡 態を つく 氷 見 谷 だが、 とはい 
え 平時は ごく 普通の 女子高生 でぁる 夏 海 
鈴 音に、 いつ 出て くる か 分からぬ 人格の 
ために タバコと ラィタ^ ~ を 用意して おけ 
といぅの も 無茶な 話 だ。 それ 以前に 鈴 音 
は タバコを 吸わない し 臭い も 嫌いだ。 

氷 見 谷は 近くの 自販機で 一 箱 買った も 
のの、 口に哇 えたと ころで ラィタ 1 が 無 
いこと にも 気づき、 しかめっ 面で タバコ 

の 箱を 握り潰す。 
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そこに、 さつきの 罵声を 聞いた 翠 子が 
駆けつけた。 

「あ 一、 やつと 見つかつ た . 」 

「おつ。 ちょぅ どい い、 翠子じ ゃね一 か。 
おい、 火ぃ くれ 火」 

「 . 今度は 氷 見 谷な わけ」 

夏 海 鈴 音の 人格 D  . 氷 見谷徹 行は、 そ 
の 粗暴な 性格で 他の 人格から 敬遠され て 
いる。 厄介者の 登場に、 息をつく 暇 もな 
く翠 子は 頭を 抱えた。 

「呼び捨て かい。 目上の モンには、 さん 
付け だろ、 さん 付け」 

「ぅつさい、 なんで アン タなん かにさん 
付けし なきやい けない のよ。 さつ さと 奥 
に 引つ込め。 鈴 音と 替われ」 

「んだ とこの ガキ 、鈴 音の ッレ だと 思つ 
て 甘 くみてり ゃ あつけ あがり や がつて」 
氷 見 谷は 翠 子の 胸倉を つかみ 睨みつ け 
るが、 彼女は 毅然と 見返した。 その 表情 
に 舌を 打ち 氷 見 谷は 拳を 振り上げる。 

「なによ、 女に 手を 上げよう つての」 

「男女平等が オ レの ポリシ ー だ。 だか 


ら 気に 食わね え 奴は 男女 問わず ブン殴 


そこで 氷 見 谷の 声は 途切れて、 彼の 眼 
球が くるりと 回る。 

「ぐつ ぐつ、 ぐ わぐ わ」 

再び 出た 謎の 眩き。 氷 見 谷は 自らの 奥 
底から 突き出て くる 別人 格に 杭い 雄叫び 
を 上げる。 

「ざ けんな 犬 公っ、 テ メエの 出る 幕 じ や」 
その 叫びを 遮る ように、 振り上げられ 
た 拳は そのまま 彼 自身の 頰 へと 振り下ろ 
された。 彼は 上下 左右に 頭を 振って 倒れ 
そうにな り、 翠 子を つかんで いた 手 も 離 
れ る。 

「ちよ、 ちよっ と 大丈夫な の！？」 
慌てて 翠 子は 倒れそう な 氷 見 谷を 支え 
る。 中身の 氷 見 谷は 嫌な 奴 だが 肉体は 鈴 
音 だ。 彼女の 体に 何 か あっては 困る。 

「大丈夫だった か」 

支えられた 彼は、 しかし 自分よりも 翠 
子を 心配して いた。 口調は 男性的 だが 先 
程までの 粗暴 さが 消え、 抑揚が 無い。 ま 


た 人格が 替わった ことに 翠 子は 気づく。 
そして 彼が 助けて くれたの だと 思う。 
「悪い な。 氷 見 谷が 電波を 沸騰 させた み 
たいだ。 知って るか、 沸騰す る 電波。 電 
波に も 沸点が あるんだ。 ぐつ ぐつ、 ぐ わ 
ぐ わって 音を立てて 不快なん だ」 

その 言葉で 翠 子は ピンと くる。 電波に 
沸騰な ど と言うのは、 彼し かいない。 

「知っ てるよ、 沸騰す る 電波。 それと、 
助けて くれて ありがとう、 犬 飼」 

犬 飼。 鈴 音の 人格 E。 彼女の 人格の 中 
では、 最近に なって その 存在が 確認され 
たもの だ。 「犬 飼」 とは 名字 だが、 下の 
名前は 本人が 忘れた と 言って いるので 不 
明。 年齢は 十代 後半から 二十代 前半。 
「そうか、 見た ことの ある 顔 だと 思えば 

. 確か 鈴 音の ダ チの ミドリ ゴ ー だよ 

な」 

「み. ど •り •こ、 翠子 よつ」 

まるで 競走馬の ような 名前に 翠 子は 口 
を 尖らせる。 犬 飼は 物覚えの 悪い 人格で 

も あつた。 
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犬 飼は 「沸騰す る 電波」 なる ものを 知 
覚 すると 表に 出て くる。 沸騰す る 電波。 
それは 煮立つ 湯の ように、 ぐつ ぐつ ぐ わ 
ぐ わと 音を 上げ 沸騰す る 特質を 持つ 電 
波。 無機物、 有機物を 問わず 沸騰 させ、 
さながら 中継局の ように 世界に 害 ある 電 
波を 飛び火させる。 犬 飼は 沸騰す る 電波 
により 肉体を 毒され、 精神を 蝕まれて い 
ると 妄信して いた。 

しかし 言うまでもなく 沸騰す る 電波と 
は 彼の 妄想の 産物で あり、 現実に 存在す 
る ものでは ない。 彼は 狂気に 駆られ、 狂 
気を 狩る。 自らに 苦痛を もたらす 妄想 上 
の 敵を 相手に 日夜 戦う、 それが 犬 飼と い 
う 人格の 全て だ。 

その 沸騰す る 電波 も、 この 場では もう 
消えて いた。 最初から 微弱だった ため、 
自然 消滅した のかと 犬 飼は 思った。 でな 
ければ 電波を 飛ばして いた ものが 移動し 
たの か、 どちらに せよ 彼が ここで 沸騰す 
る 電波を 感知す る ことは 無かった。 だか 
ら犬 飼は 安心して 奥へ と 引つ 込む。 


「鈴の 音が 聞こえる」 

まず 鈴 音の 声色で そう 言って、 続いて 
目つ きも 変わり 完全に 夏 海 鈴 音の 人格と 
切り替わる。 

夏 海 鈴 音の 中に いる 複数の 自己には、 
それぞれ 一つず つ 口癖が あった。 その 口 
癖が 出る ことで 彼女の 人格は 交代す る。 
また 寝て いる 時で も 寝言で 別人 格に 替わ 
る ことが 彼女の 両親に ょって 確認され て 
いた。 夏 海 鈴 音と して 眠っ ていた 時、 「恵 
みの 雨 だ わ」 という 寝言を 両親が 聞いた 
ことがあ った。 明くる日、 目覚めた 彼女 
は 夏 海 鈴 音では なく 潮 恵だった。 「恵み 
の 雨」 が 潮 恵の 口癖 だ。 「鈴の 音」 に 言 
及す る 時は 鈴 音、 「ぐつ ぐつ、 ぐ わぐ わ」 
と 言ったら 犬 飼、 「臭ぇ」 と 男 言葉なら 
氷 見 谷に 切り替わる。 

「 . え一 つと、 わたし、 どうしち やつ 

たの かな？」 

鈴 音は 空き缶が 大量に 転がる 駐車場の 
慘 状を 見渡して 啞 然とす る。 その 鈴 音の 
手を つかみ、 これ 以上 面倒な ことになる 


前にと 翠 子は 一目散に 走り出した。 

「ちよ、 ちよつ と翠 子つ」 

未だ 事態の つかめない 鈴 音は、 手を 引 
かれて 走りながら も 振り向いた。 

「 . 牧原 くん？」 

鈴 音は 一人の 少年が 自分たち と 同じよ 
、っに 駐車場から 慌てて、 しかし 別の 方向 
へと 逃げる のを 見た。 幼 さの 残る その 横 
顔は、 クラスメィトの 牧原智 生 に似てい 
るよぅ な 気がした。 

この 後、 お 互いの 息が 上がりき るまで 
二人は 走り続け、 鈴 音は 大葉 一実との 約 
束の 時間に 大幅に 遅れて しまつた。 

息を 切らせて いるのは 彼 も 同じ だっ 
た。 

路地 裏の 街灯に 背を 預ける 彼は、 後を 
追い かけて くる 者が いない ことを 確認す 
ると 大きく 息を 吐き出し、 その 場に 座り 
込んだ。 

悪気が あった わけでは ない が 尾行して 
いた ことに 違いない。 彼女の 剣幕に 驚い 
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て 走り出して しまった の もマズ かった、 
そぅ 思いつつ 彼は 懐から 一通の 手紙を 取 
り 出した が、 封筒の 白 さが 目に 眩しく、 
すぐに 元に 戻した。 

「印象、 悪く しちゃっ たかな あ」 

駐車場の 夏 海 鈴 音の 怒りっ ぶりが 頭に 
浮かび、 彼、 牧原智 生は 溜め息を 漏らす。 

m 

資料 やら メモ 書き やら 煙草の 吸殻 やら 
を 片付けながら、 鈴 音は さっきまで のこ 
とを 一実に 話して いた。 大部分が 翠子か 
ら 聞いた もの だが、 若干 想像で 補って い 
る 部分 も ある。 いつもの ことながら 翠子 
がいて 良かった と 鈴 音は 思ぅ。 自分の 意 
識が 引っ込んで いる 間の ことは、 誰か 他 
人に 聞く しかない からだ。 

部屋に 掃除機 も かけて しまう と 一実は 
コ ー ヒー でも 淹れに キッチン へと 向か 
う。 砂糖は 幾つと 聞かれ、 三つと 答える 
と 鈴 音は ずらり と 本の 並んだ 書架に 目を 


向ける。 整然と 並べられた 本の 背 表紙に 
は 「大葉 一実」 といぅ 名 も 並んで いる。 

彼、 大葉 一実は 物 書きで 生計を 立てて 
いた。 主に 中学 高校生 向きの 恋愛 小説を 
書き、 書店で 平 積みで 売られて いるのを 
鈴 音は ょく 見て いる。 一風 変わって いる 
のは 彼が 小説の 揷絵も 自分で 描く 点に あ 
り、 それには 彼の 抱える 病症が 深く 関 

わって いた。 

「鈴 音ち やん に 一つ 頼みたい ことがある 
んだ けどな」 

一実は ガラス テー ブルに マグ カップを 
置く と、 鈴 音に 一册の 文庫本を 渡した。 
鈴 音は その 表紙に 見覚えが あった。 先日 
発売され た 一実の 新刊 だ。 表紙を めくる 
と 彼の サィンが 目に 入る。 

「それを 双 美ち やん に 渡して 欲しい」 

「、 っん、 いいょ」 

「じ や あお 願いす る」 

鈴 音が 頷く と、 一実は 眼鏡を 外し 懐か 
ら 別の、 銀縁の 眼鏡を 取り出す と 今度は 
それを 掛けた。 直後、 彼は 突然 落ち着き 


の なくなっ たように 部屋の 中を 見渡す 
と、 顎に 指を あてて 小首を 傾げた。 

「あれ、 私 また ボー っと してた のかな あ。 
いつ 家に 帰って きたんだろう . 」 

先程と 異なり 幼い 少女の ような 口調 
で、 彼は 正座を 崩して ペタンと クッ ショ 
ンに 座った。 彼は 目の前の マグ カップを 
つかみ、 しげしげと 見つめて  一口 飲む と、 
おもむろに 顔を 上げた。 そこで 鈴 音と 視 
線が 合い 彼は 大きく 瞳を 開く。 

「あ、 鈴 音さん だっ。 いらっ しやい、 い 
つ 来て くれたの？」 

彼は 初めて 鈴 音に 気づいた かの ような 
声を 上げた。 だが 鈴 音は 目の前にい るの 
が 既に 大葉 一実で ない ことを 知ってい 
る。 そこにい るのは 銀縁の 眼鏡を 掛けた 
若 竹 双 美と いう 十一 歳の 少女 だ。 

大葉 一実は 夏 海 鈴 音の 抱える 特殊な 症 
状を 誰よりも 深く、 身近に 知っていた。 
何故なら、 彼 もまた 鈴 音と 同じ 症状を 抱 
える 身で あるから だ。 

一実の 中に も 何人 かの 別人たち が 同居 
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していた。 鈴 音は 不意に 飛び出す 各自の 
口癖に よって 人格が 切り替わ るが、 一 実 
は 眼鏡を 変える ことで 切り替わる。 鈴 音 
が ランダムに 他の 人格へ と 交代す るのに 
対し、 一実は 他の 人格に 呼びかける こと 
で 交代す る こと も 可能 だ。 そして 人格の 
切り替わりは 各自が 使用す る 眼鏡を 掛け 
る ことによ って 完了す る f. 

そして 人格に よっては 家の 呼び鈴を 鳴 
らしても 居留守を 使う 者 もい る。 そのた 
め 『三回 以上 鳴らして、 出なければ ヶー 
タィ』 というの が 鈴 音と 一実の 決めた 
ルー ルだった。 

「お 邪魔して ます、 双 美ち やん」 

鈴 音は 笑顔を 見せる がその 表情は 少し 
硬い。 一実の 人格が 切り替わ るのは これ 
までに 何度も 見て いるが 未だに 慣れな 
かった。 自分の ことを 棚に 上げて しまう 
が、 やはり 今まで 話を していた 者から 突 
然 別人に 変わって しまう のには 戸惑いを 
覚える。 同じ 障害の 自分を 鏡で 見て いる 
かの よう だ。 


鈴 音は 一度 だけ 自分の 人格が 交代す る 
時の ビデオ 映像を 見た ことがあ るが、 正 
直 気分の 良い ものではなかった。 自分の 
ことながら インチキ くさく 見えて しま 
い、 その 時 交代した 人格が 氷 見 谷だった 
からな おさら だ。 しかし、 そこに 映し出 
されて いたのは 紛れ もない 事実で ある。 
「私が 家に 居る と、 よく 鈴 音さん に 会ぅ 
な あ。 鈴 音さん、 私の お姉さんみたい」 
はにかみながら 二十代 後半の 体格を し 
た 口^ — ティ ー ンの 少女は しおら しく 身を 
くねらせる。 傍から 見れば 奇異な 姿 も、 
自覚が ある だけに 鈴 音には 笑えない。 
「その お姉さんから 双 美ち やん に 渡した 
いものが あるの」 

「な あに？」 

「はい、 これ。 大葉 先生から」 

さっき 一実から 預かった サイン 入りの 
新刊を 鈴 音は 双 美に 手渡す。 

「うわ あつ、 嬉しい な、 ち やん と サイン 
が 入って る」 

双 美は 一実の サインに 目を 輝かせて、 


本を 抱きしめた。 

若 竹 双 美は 大葉 一実の 本の ファン だっ 
た。 だが 双 美は 一実が 自分自身 である こ 
とを 知らない。 彼女は 自分の 中に いる 複 
数の 人格に 無自覚だった。 敬愛す る 先生 
の 最も 側に いて、 その実、 彼女は 最も 遠 
く 離れた 場所に いた。 

鈴 音には それが 哀しく 見えた。 

双 美は 自分が 抱えて いる 障害に ついて 
知らない。 理解が 及ばない、 現実を 受け 
入れ きれずに いる、 言い方は 幾らでも あ 
るが、 若 竹 双 美が 他の 人格に 呼ばれる こ 
とは あっても、 その 存在には 気づいて い 
なぃ。 

その 双 美が サィン 本から 顔を 上げて 鈴 
音を 見た。 

「ねえ 鈴 音さん。 勇樹 くんは？ 今日は、 
勇樹 くんは 来て ない の？」 

勇樹 。双 美と 同じ 小学生で、 そして 夏 
海 鈴 音の 人格 C。 フルネ ー ムで雪 村勇樹 
といぅ 十一 歳の 男の子。 

「え、 ゆ、 勇樹？  勇樹 はね、 ぅ 一 んま 
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だち よっ と 帰っ てきて ない の」 

鈴 音は 少し 困った 顔になる。 彼女は 大 
葉 一実の ように 別の 人格に 呼びかける こ 
とがで きない。 そのため いつも 一方的な 
交代に なって しまう。 例外的に、 眠りに 
つくよう に 意識を 沈ませれば 別の 人格に 
交代す る こと も 可能 だが、 どれが 出て く 
るかは ランダム だった。 

「そう、 じゃあ 仕方ない ね . 」 

寂しそう に 双 美は 言い、 それが 鈴 音の 
胸を 締め付けた。 鈴 音は 双 美の 勇樹 への 
気持ちを 知っていた。 だから 会わせて あ 
げたいとは 思う が、 そのためには 運任せ 
にす るし かな かった。 ダメ でもと もと、 
間違っても 氷 見 谷が 出て こない ように 祈 
りつつ 鈴 音は 意識を 沈ませる。 

「 . 大丈夫、 まだ 大丈夫」 

出た 口癖は 雪 村 勇樹の ものだった。 だ 
が 少年は 置かれた 状況を すぐには 理解で 
きず、 部屋の 中を 見渡した。 

「また 寝ち ゃった のかな あ。 何だか 頭が 
^ ^ — つと する . I 


そこで 少年は 自分の 姿に 気づき、 悲鳴 
じみた 声を 上げた。 

「あ一 っ、 また だっ。 また セーラ ー 服 着 
せられて るっ。 恵 お 姉ち ゃんだ な、 僕が 
寝て る 間に こんな ことす るのは っ」 
勇樹は 高校の 制服を 着た、 いや 着せら 
れ ている 自分に 啞 然とす る。 雪 村 勇樹、 
彼 も 双 美と 同じく 自分の 中に 異なる 自分 
が 複数い る ことを 知らない 人格だった。 
故に 彼は 夏 海 鈴 音 や 潮 恵と いう 人格は 従 
姉弟と 認識して いた。 鈴 音 や 恵が 高校の 
制服を 着て いる 時に 勇樹の 人格に 切り 替 
わると、 彼は 従姉 弟の 惡戯で 女装 させら 
れ ている、 そう 信じて 疑わなかった。 

「ねえ、 勇樹 、くん？」 

おずおずと 双 美が 勇樹に 声をかける。 
女装した 自分に 困惑して いた 勇樹 は、 呼 
ばれて ようやく 双 美に 気づいた。 

「えつ、 ふ、 双 美 ちゃん？ 、つ わつ、 ど 
、つし よう、 ゴメン 、僕を 見ないで つ」 
勇樹は 顔を 真っ赤に して 明後日の 方角 
を 向き、 両手を 胸の 前に 突き出して 振る。 


彼に とって 若 竹 双 美は、 女装の 自分を 一 
番 見られたくない、 そんな 趣味を 持って 
いるとは 思われたくない 人間だった。 

「変 だょ ね、 男な のに こんな ヵッコして 
るなん て。 でも これは 多分 恵 お 姉ち ゃん 
の 仕業で」 

しどろ もどろ に 勇樹は 弁明す る。 

「う、 う うん、 そんな ことない、 似合っ 
てるょ 勇樹 くん」 

似合って いると 言われても 勇樹は 悩ん 
でし まう。 見た目が 女の子 っぽい という 
のが 彼の 悩みの 一つ だから だ。 だが 意識 
はどう あれ 体は 十七 歳の 少女。 女の子っ 
ぽ いどころ か、 そのもの だ。 双 美 も 自分 
の 言葉が フォロ ー になって いないと 気づ 
き 俯いて しまい、 そのまま 二人は 黙り込 
んで しまった。 

不思議な のは 目の前で 夏 海 鈴 音から 雪 
村 勇樹に 人格が 交代しても、 双 美が それ 
を 疑問に 思わない ことだった。 鈴 音と 勇 
樹が 同一人物 である ことに 双 美は 気づ 
いていない。 もしも 気づけば、 それは 鏡 
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に 映る 自分の 姿で も あるの だから、 お 
のず と 彼女 も 自分の 症状を 知り、 大きな 
衝撃と なる だろぅ。 無意識に それを 恐れ 
ている であろぅ 双 美は、 鈴 音から 勇樹へ 
人格が 交代す る 事実を 受け入れず、 自分 
にと って 都合 良く 歪曲す る ことで、 己の 
症状に 無自覚で あり 続けて いる。 今、 双 
美の 目の前に いるのは 夏 海 鈴 音の 姿を し 
ていても、 雪 村 勇樹に 他なら ない。 そし 
て 彼には 良く 似た 従姉 弟の お姉さん がい 
る。 捏造され たもので あっても、 それが 
若 竹 双 美に とっての 哀しい 真実 だ。 

鈴 音は 勇 樹と双 美が 互いに 恋心を 抱い 
ている ことを 知っ ていた。 だから 鈴 音は 
二人を 会わせて やりた かった。 しかし 潮 
恵は また 違った 考えで いた。 それが 彼 
女ら の 関係を より 複雑な ものにす るから 
だ。 

双 美と 勇樹 、互いに 俯いた まま 気まず 
い 十数 秒が 過ぎた。 

「あ、 あのつ」 

「あの さつ」 


何 か 話さなければ と 思って 口を 開いた 
二人 だが、 同時に 声を掛けて しまって 気 
まず さが 増して しまい、 また 沈黙。 再び 
時間 だけが 過ぎる が、 静寂を 破っ たのは 
少女の 小さな 笑い声だった。 

「ふ ふっ、 おかしい ょね、 せっかく 勇樹 
くんに 会えた のに 何を 話せば いいかわ か 
ん ない、 なんて」 

明るい 双 美の 笑顔に 勇樹の 胸が 高鳴 
る。 

「そ、 それは 僕 も 同じ だょ っ。 話したい 

ことは いっぱ いあったん だけど . な 

かな か 言葉に ならな いんだ」 

「たくさん 勇樹 くんに 会って、 もっ とお 
話で きる と 良い のにな。 たまにし か 会え 
ない のは 寂しい もの」 

「そぅだね。 たまにし か 会えない から、 
ちゃんとに 話せない のかな。 でも、 たま 
にし か 会えない から、 いいこと だつ て あ 
るん じ やない かな」 

少女の 目を 見ながら 話す ことに まだ 気 
恥ずかし さが あるの か、 勇樹は 目を 逸ら 


してし まう。 

「そんな ことない、 私は、 もつ と 勇樹く 
んに 会いたい もの」 

勇樹の 胸に 飛び込む ように 双 美が 詰め 
寄る。 その 勢いに 押し倒され そうにな 
り、 勇樹は 右手を 背後に 突き出して 体を 
支え、 左手で 双 美を 抱く。 

「ふ、 双 美ち やん？」 

「私、 怖い の。 私の 体に 誰かが 勝手に 入つ 
て 私が 私で なくなつ てし まう。 そんな 夢 
ばかり 見る の。 いつか 夢が 本当にな り そ 
、っな 気がして とつても 怖い のつ。 勇樹く 
ん がいない と、 私 どう すれば いいの かわ 
かんないつ」 

はたして、 それは 夢だろう か。 言い 換 
えれば 夢と いう 形で 双 美は 他の 人格の 行 
動を 垣間見て いる、 とも 言える。 だが 自 
分の 症状に 無® 覚な双 美には、 それが 理 
解で きずに いるので はない か。 

「私たち どうして まだ 子供な のかな。 だ 
から 勇樹 くんに も、 たまにし か 会えない 
のかな」 


「大人に なれば、 きっと 違うょ。 僕は 早 
く 大人に なりたい。 いつまでも 鈴 音 お 姉 
ちゃんに 心配され たり、 恵 お 姉ち ゃん に 
からかわれてば かりじ ゃ いられない」 
勇樹は 両手で 双 美の 体を 抱いた。 それ 
で 少女の 気持ちが 休まれば 良い と 思っ 
て。 でも 一つ だけ 勇 樹は双 美に 言えない 
ことがあ った。 双 美が 見て いると いう 夢。 
それは 勇樹 にも 覚えの ある ことだった。 

「私 も 早く 大人に なりたい な。 そうすれ 

ば、 きっと 勇樹く . 」 

唐突に 双 美の 言葉が 途切れた。 

「あ一 あっ、 見て らんない ね。 男なら 『愛 
してます』 の 一言ぐ らい、 言っ て やった 
ら どうだい」 

続けて 出た 少女の 声からは 瑞 々しさが 
消えて いた。 口調 も 正反対の 嗄れた 声に 
変化して いた。 

「双 美、 ち やん？」 

少女の 肢体の 少年を 突き飛ばし、 青年 
の 体格の 少女は 鬱陶し そうに 眼鏡を 外し 
て 横に 放り 投げる。 


「双 美なら 引つ 込めた よ。 ア タシは 百日 

紅椎 子」 

「双 美ち ゃん、 どうしたの？」 

「だから 双 美 じ ゃない。 ア タシは 椎子 だ。 
二度 も 言わせないで」 

百日紅 椎 子。 大葉 一実の 人格 4。 二十 
代の 女性で 他の 人格とは 異なり 眼鏡を 必 
要と しない。 視力は 裸眼で  一 •五と 標準 
的。 人格が 替われば 見る もの も 変わる の 
は 彼女 も 同じと いう こと だ。 

「そんなつ、 ねえ 双 美ち ゃん、 元に 戻つ 

てよ っ」 

勇 樹は椎 子の 両肩 をつ かんで 揺さぶる 
が、 彼女は それを 跳ね除けた。 

「うるつ さいね え。 一服した いから 代 
わつ たんだよ。 済んだら また 代わつ たげ 
るから、 それまで 待ちな、 坊や」 

椎 子は 懐から メン ソ^ ~ ルと ラィタ^ — を 
取り出し たが、 勇樹が 素早く 手を 出して 
奪い取る。 

「双 美ち やん は タバコ なんて 吸わな 
いつ。 そうか、 おまえが、 おまえが 双 美 


ちゃんの 言っ ていた 奴 だな っ。 夢 じ ゃな 
くて 本当に 現れる なんて」 

「はン 、夢な もんか。 双 美は ア タシん 
中の 一人に すぎない し、 アン タ だって 
. へえ、 まさか 気づいて ない のか 

ぃ？」 

「僕が なん だって 言う のさ。 早く 双 美 
ちゃんの 中から 出て 行け、 出て 行けょ っ」 
何も 知らず、 無自覚に、 ただ 感情を 真っ 
直ぐぶ つけて くる だけの 子供に 詰め寄ら 
れ 、椎 子の 顔が 苦々 しく 歪む。 

「坊主が 言う じ ゃない。 出て 行け だっ 

て？  それが できたら どんなに . い 

や、 これは ア タシの 体 だ、 出て 行く のは 
奴ら の 方 さ。 ならさ、 そういう アン タは 
どうなん だい？ 男なら タマが 二つ 付い 
てんだろう？」 

椎 子は 勇樹を 押し倒し、 左手は 彼の 胸 
を、 右手は スヵ ートの 中へ 滑り込ませ、 
下着の 上から 股間を がっしりと つかん 
だ。 傍から 見れば 青年が 少女を 強姦して 
いるょう だが、 あくまでも 襲われて いる 
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のは 年端 もい かぬ 少年で、 襲って いるの 
は 成人 女性 だ。 

「嫌になる くらい 女の 体の ク セして さ。 
この 胸に くっつい てるの、 ちぎり 取って 
やろう かっ」 

右の 乳房を つかむ 手に 力が 籠る。 同時 
に 勇樹の 頭が 左右に 震え出す。 

「ち、 ちちち ち 違う、 僕は、 僕は 男、 ボ 

ク ハオ トコ ノコ ツ」 

最初は 小刻みに、 やがて 激しく 少年は 
頭を 振る。 心は どう あれ 体は 十七 歳の 少 
女 だ。 雪 村 勇樹の 人格は 己の 体 や ジェン 
ダ ー を 再認識す ると 途端に 不安定に な 
る。 それは 目を 逸らし 続けて いる 自分の 
多重人格 にも 行き着く 問題で あり、 彼の 
精神は 極度の 拒否反応を 示す。 咳き込み、 
呼吸困難を 引き起こし、 顔色が 赤から 青 
に 変わる。 それを 見て 椎 子は 嗜虐的な 笑 
みを 浮かべた。 ガキが ふざける からこう 
なる、 と 言わんばかりに。 

「ポク ハ、 ボク ハ、 ボク ハ、 ああ、 恵み 
の 雨が 降る わ」 


少年の 口調が 変化した ことに 椎 子は 目 
を 狭めた。 泣き出し そうな 少年の 顔は 怒 
りに 燃え、 眦も 銳く椎 子を 睨みつ ける。 

「いつまでも 汚い 手で 触っ てんじ やない 

わょ っ」 

勇 樹 から 交代した 恵の 膝が、 椎 子の 股 
間に 炸裂した。 

「このっ、 小便 臭い ガキ のク セに っ」 

意識が 女性で あれ ど、 肉体に 器官と し 
て 備わって いる 以上 その 痛みとは 不可分 
である。 椎 子は 内股で 床の 上を 転げる。 

自分が 肉体の 主導権を 完全に 握って し 
まえば こんな タマ、 手術で も 何でもして 
取っ てし まえる のにと、 彼女は 痛みに 歯 
を 食いし ばって 耐えながら 思う。 

だが 自らの 特性を 考えれば、 押し付け 
てし まう こと も 可能 だ。 懐から 適当な 眼 
鏡を つかみ、 彼女は 自らの 深奥に 隠れた。 

「あ、 いつたた たたた たたつ、 何、 何 だ、 
いきなりつ」 

椎 子と 入れ替わった、 黒縁の 眼鏡を 掛 
けた 「彼」 は 唐突な 股間の 痛みに 涙 目で 


悶絶す る。 

「その 眼鏡は . 六郎 ね」 

咳き込みながら 恵は 椎 子と 交代した 人 
格の 六郎に 詰め寄る。 

「あの さあつ、 なんとかしなさい よ 百日 
紅椎 子の ヤツ！」 

「その 喋り 方は 恵 か。 待て、 順を 追って 
説明し ろ。 まず 俺の 大事な ところを M っ 
飛ばした のは」 

「そんなの 一番 後回しつ。 アン タん とこ 
の椎 子、 ずいぶん ゥ チの 勇樹を 可愛がっ 
て くれた じ やない っ」 

「椎 子、 また 椎子 か。 あいつめ、 何の 恨 
みが あって 俺に 替わっ たんだ。 一実 先輩 
でも ヶロ吉 でもい いじ やない か」 

「アン タら 男 どもが 緩んで るから、 あの 
アバ ズレ 女が 好き勝手 やら かすの よっ」 
「それは キミん とこの 氷 見 谷に 犬 飼 だっ 

て 同じ じ や あ . 」 

「ぅるっ さい。 今は こっちの 話で しょ っ」 
恵は 六郎の 襟首を つかんで 前後に ブン 
ブン 振る。 六郎 こと 杜若 六郎 は、 大葉一 
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実の 人格 6 である。 一実の 一つ 年下で 先 
輩 後輩の 間柄と いう 人格。 また 大葉 一実 
は 挿絵 も 白 分で 描く 小説家 だが、 実際に 
描いて いるのは 彼、 杜 若六郎 だ。 

「とにかくよ、 あの 椎子 つてば 人の 胸を 
揉む どころ かさら に 言語道断な ことまで 
したの よつ。 この オ トシ マエ、 どう 付け 
てく れんの よ」 

これは 恵の 特性 だが、 鈴 音と 違い 彼女 
は 他の 人格の 行動 も 把握して いる 人格 
だ。 

「そうか。 左手に 残る フワ フワした 良い 

感触は それ か。 じゃあ 右手は . 」 

右手を 顔に 近づけた 六郎は 神妙な 表情 

になつ た。 

「何 か 匂うな」 

「バヵつ、 嗅ぐな！」 

恵の 鉄拳が 六 郎の頰 に 炸裂す る。 

大葉 一実の 人格で 意識が 前面に 出て く 
る ことが 多い のは、 人格 1 である 一実 
を 筆頭に 2 の 若 竹 双 美、 4 の 百日紅 椎 


子、 6 の杜 若六郎 である。 3 と 5 は 呼び 
かけても 出て くる ことは 稀だった。 3 は 
自分が 蛙 だと 信じて いる 理解に 苦しむ 
人格で、 「余には 尻尾が 無い、 故にもう 
大人」 という 発言から 少なくとも オタ マ 
ジャ クシで ない ことは 確かで あり、 メス 
の 蛙を 見て 「セ クシ ー だ」 と 言っ たこと 
から オス である ことが 判明して いた。 ま 
た 自分の ことを 「余」 と 呼び、 常に 偉 そ 
、っな 口調で あるから 種類は きっと トノサ 
マガ エルだろう。 通称を 「蛙 さま」。 さっ 
きの 六郎 のょうに 「ヶ ロ吉」 と 呼ぶ 人格 
もい る。 蛙の 目の ょうな 丸 眼鏡を 掛ける 
この 人格 —— いや 蛙 だから 蛙 格と でも 言 
うのが 正しい か —— には、 鈴 音は 一回し 
か 会っ たこと がない。 そして 人格 5 に 関 
しては 鈴 音 も、 彼女の 中の 別人 格たち も 
会っ たことは なかっ た。 

夏 海 鈴 音と 大葉 一実、 二人の 多重人格 
者が 出会つ たのは 数 力 月 前の 春先まで 遡 
る。 その 日、 夏 海 鈴 音は 鳥居 翠 子と シヨ ツ 
ビングに 出かけた 。ゴシック ロリ ー タな 


服装を 好む 翠 子の 服 選びに 付き合った 
後、 やはり 翠 子の 買い物で 立ち寄った 書 
店では サイン 会が 催されて いた。 

店内の 一角には 鈴 音たち と 同じょぅな 
年齢の 少女たち が 列を なし、 その 先の 机 
では 縁な しの 眼鏡を かけた 物静かな 青年 
が、 右手に 持った マ ー ヵ ー で せっせと サ 
インを 書いて いた。 見れば、 彼の 背後の 
壁に 貼られた ポスタ 1 の 絵と、 同じ 表紙 
の 文庫本が 近くで 平 積みに されて いる。 

翠子 といえば 目当ての コミックスを 探 
しに 行っ てし まって 見当たらず、 暇潰し 
に 鈴 音は サイン 会の 様子を 眺めて いた。 

異変が 起きた のは、 その 時だった。 

唐突に、 それまで サインを 書いて いた 
青年が 眼鏡を 縁な しから 黒縁へ と 替え 
た。 その 仕草に 鈴 音は 奇妙な 感覚に 囚わ 
れた 。やはり 不思議 そぅに 見て いた 最前 
列に 並ぶ 少女に、 青年は 「気分転換 だょ、 
気分転換」 とく だけた 口調で 言い、 今度 
は 鼻歌 混じりに 左手で サインを 書き だし 
た。 


瞬間、 鈴 音の 奇妙な 感覚は 衝颦に 変 
わった。 青年が 両 利きとは 思えなかった。 
何故なら 彼女に も 覚えが あるから だ。 鈴 
音 自身は 右利き だが、 彼女の 別人 格では 
氷 見 谷が 左利き だ。 

- マサカ、 コノ ヒ トモ？ 

鈴 音は もう 一人の 自分を 見た ような 気 
がした。 

その後の 鈴 音の 記憶は 曖昧 だ。 買い物 
の 済んだ 翠 子が 鈴 音の 肩を 叩いた 時、 彼 
女は サィン 会の 列の 脇に 立って いた。 

「ふ一 ん 。鈴 音、 この 人の ファンだった 
の」 

翠 子が 鈴 音の 手の 中を 覗く。 そこには 
平 積みで 売られて いた 文庫本が ある。 そ 
の 文庫本を つかんで レジへ と 走り、 列 
に 並んで サィンを 貰っ たような 気は し 
たが、 鈴 音には 夢を見て いたよう な 感覚 
だった。 

鈴 音は 文庫の 表紙を めくる。 殴り 描き 
では あるが 可愛い 少女の イラストに、 そ 
の 隣の 『大葉 一実』 という サイン。 


「ねえ、 翠子 ぉ」 

「なに？」 

「わたし、 もう 一人の 自分を 見つけた か 
もしん ない」 

だが その 言葉は 翠 子の 誤解を 招き、 彼 
女は 鈴 音の 人格が また 一つ 増えた のでは 
ないかと 本気で 心配した。 

数日後、 鈴 音は 大葉 一実 宛に 手紙を 
送った。 内容は 自分の 中には 何人もの 違 
う 自分が いる こと、 サィン 会での 仕草 か 
ら大葉 先生と 自分は 同じ 病症を 抱える 人 
間と 思っ たこと、 自分 以外に 解離 性 同一 
障害の 人を 見た のは 初めて だとい うこと 
等 だが、 傍から 見れば ファン レ タ 1 とい 
う 体裁 だけの、 妄想の 入り乱れた 怪文書 
に 近かったろう。 

しばらくして 届いた 返事には、 『もし 
君の 話が 本当なら 一度 会いたい』 と 簡潔 
に 書かれて いた。 

だが 大葉 一実に 会う ことを 翠 子は 反対 
した。 翠子 はまず 相手が 卑しい 目的で 会 


いたが っていたら どうす ると 言い、 そし 
て 向こうが 本当に 鈴 音と 同じ 多重人格で 
あった 場合、 出会う ことで 何ら かの 影響 
を 受けて 彼女の 病症が 悪化す る ことを 心 
配して いた。 最終的に 翠子も 同伴して、 
雲行きが 怪しくな ったら 即 逃げる という 
ことで 話が まとまっ たが、 あるいは 彼女 
は 多重人格の 作家 先生と やらを、 好奇心 
から 見物した くな ったの かもしれ ない。 

こうして 夏 海 鈴 音と 大葉 一実は 出会 
い、 二人の 付き合いは そこから 始まった。 
機会が あれば、 その 三者 面談の 話 も 語ら 
れるや もしれ ない。 

■-1 

胸と 股間を 鷲づ かみに され、 怒り 心頭 
の 恵は 椎 子の 謝罪を 要求した が、 彼女は 
引っ 込んだ まま 出て こょうと しない。 仕 
方な しに 六郎 と、 事情を 知った 一実が 平 
身 低頭で 交代に 謝り、 それでも 怒りの 治 
まらぬ 彼女は ぷりぷりと 頰を 膨らませて 
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大葉 宅を 出て しまった。 鈴 音は まだ 一実 
と 話を したかった の だが、 恵には 知った 
ことでは なかっ た。 

結局、 人格が 恵から 鈴 音に チヱ ンジし 
たのは、 彼女の 自宅 近くまで 来てから 
だった。 鈴 音は いつの 間に か大葉 一実の 
仕事部屋から 外に 出て いる 自分に 気づい 
て 立ち止まる。 勇樹と 交代して からの こ 
とを 全く 知らない 彼女は、 勝手に 帰って 
しまった 自分の 別人 格に 腹を 立てた。 

「あ 一 あ、 もっ と 一実さん と 話したい こ 
と あつたの にな あ」 

だが 自宅は もぅ 目の前 だ。 あとで 一実 
さんに 電話し ょぅと 鈴 音は 思い、 タィ、、、 
ング 良く 彼の 人格で ある ことを 期待す 
る。 

だが 再び 歩き 出した 鈴 音は、 不意に 感 
じた 視線に 振り向いた。 直後に 誰かが 背 
後の 電信柱へ と 隠れる。 

その 瞬間、 電波が 激しく 沸騰した。 

「ぐつ ぐつ、 ぐ わぐ わ」 

沸騰す る 電波を 知らせる 警告に 視界が 


回り、 大 飼の 人格が アクティブになる。 


尾 けられて いる。 


.大き 


犬 飼は 電波の 沸騰 具合から 昼間の もの 
と 同じと 判断、 双眸に 標的を 映し 電信柱 
まで 十メ ー トル ほどの 距離を 数 歩で 駆け 
抜けた。 

その 先程まで とは 別人の 動きに 驚き、 
電信柱の 背後に 隠れて いた 彼は 尻餅を つ 
いてし まぅ。 

「な、 夏 海さん？」 

そこにい たのは 鈴 音の クラスメィトの 
牧原智 生だった。 しかし 今の 彼女を 律す 
る 人格は 鈴 音では なく 犬 飼。 彼に 牧原智 
生の 顔に 覚えはなかった。 たとえ 面識が 
あったと しても 犬 飼の 他者に 対しての 関 
心は、 電波を 沸騰 させて いるか、 いない 
か だけ だ。 そして 牧原 少年は 夏 海 鈴 音が 
多重人格 である ことを 知らない。 

「ご、 ごご ごご めんな さいつ、 後を 尾け 
るつ もりは なかつ たんだ。 気を悪くした 
なら 謝る よつ」 

立ち上がった 智 生は 仁王 立ちの 犬 飼に 


—— いや 智 生に とっては 鈴 音に —— 

く 頭を 下げて 謝った。 そして 鞄から 一通 
の 手紙を 取り出した。 

「そ、 その、 ぼぼ ぼぼ 僕っ、 ただこれ を 
渡した くつて」 

それは 顔に 幼 さを 残す 内気な 彼の 精一 
杯の 勇気だった ろう。 俯いた まま、 彼は 
眼前の 少女に 手紙を 両手で 突き出した。 


，これは 


表には 『夏 海 鈴 音 様』 と 書いて ある。 
その 手紙が 意図す ると ころは 鈴 音で なく 
とも 容易に 想像が ついた ことだろう。 

「読んで、 返事を 聞かせて ください、 お 
願いし ます！」 

しかし 受取人が 犬 飼だった のが —— 。 
「ああ、 そうか」 

悲劇であった。 

「これが 電波を 沸騰 させて いたの か」 
手紙を つかんだ 犬 飼は、 無残に も 両手 
で それを 引きちぎ つてし まつた。 

同時にぐ つぐつ ぐ わぐ わと 沸騰して い 
た 電波が 消えて いく。 犬 飼には そのょう 
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に 感じられた。 

沸騰す る 電波を 止める 方法は 唯一つ、 
沸騰す る 電波を 飛ばして いるものを 破壊 
する こと。 代議士が 沸騰す る 電波を 垂れ 
流したなら 議会 場で も 料亭で も 乗り込む 
だろう。 満月が 発生 源なら 夜空へ 石を 投 
げ 、もしも 自分が 原因なら 自傷 行為に 走 
る。 今回は 手紙だった から 引きちぎ った。 
彼に とっては それだけ のこと だ。 

だが 忘れて ならない のは 全ては 犬 飼の 
_己 申告で あり、 沸騰す る 電波が 存在す 
る 科学的 論拠は 何一つない。 ただ プチの 
めされた 人 や 壊された 物が ある だけ だ。 
言う なれば、 沸騰す る 電波は 彼が そうと 
認識した 場所に しか 存在し ない。 故に 犬 
飼の 眼に 映る もの 全てが、 彼の 標的と な 
る 可能性が ある。 

彼は 狂気に 駆られて 狂気を 狩る。 

氷 見 谷が 粗暴で 嫌われて いる 人格な 
ら 、犬 飼は 最も 危険 視 されて いる 人格 だ。 

「鈴の 音が 聞こえる」 

再び 鈴 音に 戻り、 覚醒 後の 彼女が 最初 


に 見た ものは、 目に 涙を 浮かべる クラス 
メィトの 姿だった。 

「ま、 牧原 くん？」 

そして 自分が 持って いる 破れた 手紙 
と、 今にも 泣き出し そぅな 彼を 交互に 見 
つめる。 まるで 事態を 知らない 彼女には 
状況が 飲み込めず、 牧原智 生 も 数 歩 後ろ 
に 下がっ たかと 思えば、 そのまま 何も 言 
わずに 踵を 返して 走り去っ てし まった。 

「ね、 ねえ 牧原 くん、 この 手紙っ」 

慌てて 声をかけ るが 彼は 通りの 角を 曲 
がって 姿が 見え なくなり、 後には 呆然と 
半分に 裂かれた 手紙を 手に する 鈴 音 だけ 
が 残された。 

結局 鈴 音が 一連の 出来事を 知った の 
は、 翌日に なって 他の 人格との 交換 日記 
を 読んで からだ。 それは 他の 人格との 情 
報 交換 や 意思の 疎通を 目的に ヵウン セ 
ラ^ ~ から 勧められた もので、 毎日 書く の 
が 鈴 音の 日課だった。 もっとも 数日間 他 
の 人格が 表に 出て いる 時 も あるから、 当 


然 書けない 日 も ある。 

全ての 人格の 行動を 把握して いる 恵は 
積極的に 書いて くれる が、 勇樹は 従姉の 
お姉さんとの 交換 日記と 信じて 疑わず、 
氷 見 谷は 非 協力 的で、 電波が 沸騰して い 
る 時し か 出て こない 犬 飼に いたっては 書 
くこと 自体が 稀だった。 

今日の 日記では、 氷 見 谷は 「タバコと 
ラィタ 1、 持ち歩け って 言っ てんだ ろ」 
と 勝手な 要求の みを 書き、 勇 樹は双 美と 
会えて 嬉しかった こと、 女装は もう 嫌 だ 
と 書いて いた。 双 美から 椎 子への 人格の 
交代は どうも 勇樹の 記憶から 抜け落ちて 
いるょう だ。 犬 飼は 書いて おらず、 恵の 
日記には、 勇 樹と双 美の ことで 辛辣な 文 
章が 並んで いた。 

双 美と 勇樹が 互いに 恋心を 抱いて いる 
から、 鈴 音は この 二人を 会わせた。 

その 行動に 潮 恵の 人格は 否定的 だっ 
た。 互いに 幾つ もの 異なる 自分が 同居す 
る 体では、 結ばれる ことのない 想いだ と 
いう 自覚が 恵には あった。 恵は 鈴 音が 一 
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実に 抱いて いる 感情を 知っている。 だか 
ら 人格を 一つに 統合す る ことを 望んで 
いる こと も 知つ ている。 それでは 双 美と 
勇樹の 恋愛を 見守る ことは 偽善では ない 
か？ 恵の 憤りは そこに あった。 

鈴 音は 複数 ある 人格を 統合す る ことを 
願つ ていた。 現在の 自分とは つまる とこ 

ろ 内気な 部分、 活発な 部分、 子供 っぽい 
部分 等に 解離した 不自然な 状態で あり、 
それらを 一つに する ことが 自然な の だ 
と、 鈴 音は カウンセリングの 先生から も 
教えられ ていた。 氷 見 谷 や 犬 飼の 人格で 
さえ も、 自分の 中の ある 部分が 突出した 
存在な のだろぅ。 親 も 鈴 音の 人格が 統合 
される ことを 望んで いる。 鈴 音 自身、 他 
の 人格が 原因で 周囲の 人間が 流す 無用の 
涙を 見る のは 辛かった。 

だが 同じ 複数の 自己を 抱える 身で も大 
葉 一実は 他の 人格との 共存を 望んで い 
た。 厄介な 人物を 内に 持つ ていたと して 
も、 現在の 複数 ある 状態で 共存共栄して 
いくこと を 彼は 選んだ。 統合とは 人格が 


混ざり 合い 最終的な 区別の なくなる こと 
だから、 それ も 共存共栄 と言えるが、 し 
かし 一実は あくまでも 解離した 状態を 維 
持したい の だ。 その 気持ちは 鈴 音に も わ 
からない ものでは なかった。 鈴 音は ま 
るで 友達の ょぅな 恵 や 勇樹の 人格が 好き 
だ。 そのため 彼女は 人格の 統合を 願いつ 
つも、 今 ひとつ 踏み切れず にいた。 統合 
されて、 混ざり 合い、 区別が なくなって 
しまぅ のは 寂しく 思えた。 

ともあれ、 それらを 日記で 指摘され た 
鈴 音は 気が重い。 そして 彼女の 気分を ょ 
り 沈める ものが 机の 脇に 置いて ある。 
半分に 破られた 自分 宛の 手紙。 
ちらりと 見て、 鈴 音は ため息を 洩らし、 
ポカポ カと 頭を 叩く。 

「で、 結局 その 手紙は なんだった ヮヶ？ 」 
月曜日。 朝の 通学 路を 並んで 歩きな が 
ら翠 子は 鈴 音の 話を 聞いて いた。 

「たぶんって いうか、 う うん 絶対って い 
、つか、 間違いな くって いうか、 その 一」 


「だから、 何よ」 

「 . ター」 

「声が 小さい。 聞こえない」 

仕方なし に、 鈴 音は 頰を 朱に 染めな が 
ら そっと 翠 子の 耳元で '® いた。 

「ふ^ — ん ◦い 一 じ やない、 ラブレタ^  — の 

一枚 や 二 ま」 

「ちよ、 ちよっ と翠 子っ」 

鈴 音は 耳まで 真っ赤に なり、 慌てて 翠 
子の 口を 塞ぐ。 そして 傍から 見れば じ や 
れ あって いるよう な 二人の 姿を、 彼は 遠 
目で 窺って いた。 

「それにしても マッキー が 鈴 音に ねえ。 
むむ う、 意外 や 意外」 

「牧原 くん、 マッキ ー って 呼ばれて るん 
だ」 

「知らないの？」 

「知らない。 だって 去年は クラス 違った 
し、 今年 だって まだ クラスの 人の 顔と 名 
前、 覚え きれてな いし」 

学校で あろうと 授業中で あろうと 関係 
なく 人格が 交代す るた め、 昔から 鈴 音は 
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クラスメィトの 顔と 名前を 覚える のに 時 
間が かかった。 

「にしても マッキー、 鈴 音には 大葉先 
生って 大人の 男が いるとは 知らないの 
ね」 

「だから 一実さん とは、 そんなん じ やな 
いって ば」 

「へぇ 一。 どう だかね 一」 

湯気の 出て きそうな ほど 赤い 鈴 音の 顔 
を 見て、 翠 子は ニヤ ニヤと 笑う。 

「 . 翠 子の いぢ わる」 

「で、 どうす るの。 オッ ケ^ ― する の？」 
「オ ッケ ー も 何も、 わたし、 あんな こと 

しちやっ て . 正確には わたし じ やな 

いけど、 うう、 気が重いな あ」 

「マッキー も 目の前で 一世一代の 手紙を 
破 かれて、 まだ 望みを 捨てな いでいる ほ 
ど タフには 見えない か。 ま、 あん たがやっ 
たわけ じ やな いんだから、 気にしても 仕 
方な いんじ やない」 

「でも 体は わたし、 なわけ だし . 」 

「そうよ ねえ。 マッキ ー つてば、 こんな 


多重人格 娘の どこを 好きに なった のかし 
ら」 

「翠 子、 それ ひどい、 ひどい よっ」 

笑いながら 走り出した 翠 子を 鈴 音が 追 
いかけよぅ とした、 その 時だった。 

「ぐつ ぐつ、 ぐ わぐ わ」 

沸騰す る 電波に 刺激され 彼女の 中の 
「彼」 が 目覚める。 

鈴 音、 いや 犬 飼は 踵を 捻り 土埃を 舞わ 
せる 百八十度 タ ー ン。 銳い抓 犬の 眼は 先 
日 も 見た 牧原智 生の 姿を 捉えて いた。 

自販機に 隠れる よぅに 鈴 音と翠 子の 姿 
を 見て いた 彼は、 走り出した 途端に 自分 
へと 振り向いた 相手の 視線に 硬直して し 
まろ。 

マッキー の 手には また 手紙が 握られて 
いた。 翠 子の 予想に 反して、 彼は 目の前 
で 一世一代の 手紙を 破 かれても、 まだ 望 
みを 捨てな いでいる ほど タフだった。 し 
かし 書き直した 手紙を 渡そうと した 彼 だ 
が、 先日と 同じく 尾行す るよう な 形に 
なつて しまつた のが 不幸 か。 


「どぅしたの 鈴 音？」 

振り向いた 翠 子は、 鈴 音の 視線の 先に 
牧原智 生を 見つける。 

「噂を すれば マ ッキ ー じ ゃない。 ほら ほ 
ら 、ど^ ~ すん のよ 鈴 音」 

明るい 調子で 鈴 音の 背中を ばんと 叩く 
翠子 だが、 

「あいつ、 また 沸騰す る 電波を 飛ばして 
やが る」 

その 言葉に 表情が 凍りつ く。 

「え、 犬 飼な ワケ？  ちよ、 ちよつ と 待つ 
て、 待ちな さいつ」 

翠 子の 制止を 振り切り、 犬 飼は 電波を 
沸騰させる 眼前の 自標に 吶喊。 

「不快な 電波、 この 世から 消えて しま 
え ！ 」 

そして 爽やかな 朝の 通学 路に 、哀れな 
少年の 絶叫が 盛大に 響き渡った。 
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僕には 二 句 河 梨 ましろと いう 名前の 幼なじみ がいた。 いた、 
と 過去形な のは 彼女が 十 年 前に 親の 仕事の 都合で 引っ越し てし 
まった からと いう だけでは なく、 三年 前から 行方が 分からな く 
なって いるから というの が 一番の 理由で ある。 二 句 河 梨 まし 
ろと いう 名前の 女子 中学生が 行方不明で 警察が 捜索 中 だとい う 
ニ ユース を テレビで 見た ときは 単なる 同姓 同名の 別人 だと 思っ 
たの だが、 年齢 も 同じ だし 事件の 起きた 場所は 彼女が 引っ越し 
ていった 先と 一致した のでち ょっ と 調べて みたところ 悪い 予感 
は 見事 的中、 行方不明 になっ たのは 僕の 幼なじみに 間違いない 
という ことが 判明した。 単なる 家出で 今 もど こかで 元気に 暮ら 
している のか、 それとも 何ら かの 事件に 巻き込まれて 風俗 や 外 
国に でも 売り飛ばされた とか、 さらに 最悪の ヶ ー スで 既に この 
世に いないと か —— いずれにせょ、 警察の 捜索 も 打ち切られた 
今では 一介 未満の 高校生た る 僕には 彼女の 行方を 知る すべ もな 
く、 それを 知りたい とも 特に 思わない。 十 年 も 顔を 見て いない 
人間の ことに 関心を 持てる ほどの 心の 余裕が 僕の 日常には 存在 
しない。 ただ、 少し 残念 だな、 とは 思う。 何故なら ましろは 七 
年 前に 他界した 僕の 祖母を 除く と、 僕の 生涯で 僕の ことを 好き 
だと 言って くれた 唯一の 異性で あり、 冗談 半分だった とはいえ 


結婚の 約束まで した 仲だった からだ。 ギャ ル ゲーで 言うならば 
「幼なじみ フラグが 立った」 状態だった ので ある。 どう だ 羨ま 

しいか。 . ハァ 。虚しい。 もう 夜中の 二 時な ので 寝よ、 っ。 

明日 も 学校 だし。 憂鬱な 気分に なりながら、 僕は 起動 させて い 
たエ ロゲ ー を 終了して パソコンの 電源を 落とした。 共通 ルー ト 
の CG 回収 も フラグ 立ても 無事に 終わって 個別 ルー トに 移行し 
たから、 明日には 委員長を 攻略で きる だろう。 

□  □  □ 

翌朝。 僕が いつもの ように 目覚まし 代わりの 着メロ  (やっ ぱ 
り 栗 林み な 実は 最高 だと 思う) で 目を 開ける と、 視界に 何やら 
白い モノが 飛び込ん できた。 

「 …… ばんつ？」 

不意に 視界に 飛び込む 白い モノ  = ばんつ という 頭の 腐った エ 
ロゲー マ ー みたい な 連想を 口に 出しながら 眠たい 目を 細め、 枕 
元に あった 眼鏡を かける。 そして、 もう 一度 その 白い物 体 …… 
まるで ベッドに 寝転が る 僕の 顔を 覗き込んで いるかの ような そ 
の 物体を、 見る。 


. —  . ^  ^  ? . 

まあ、 なんとい うか、 それは、 . 白骨 

だった。 

ところどころ 黄ばみ、 薄汚れ た、 人間 
の 全身 白骨だった。 英語で 言う とボ ー ン 
という か スケルトンだった。 べつに 英語 
で 言わなくて いい。 …… 以前 同じような 
ものを 学校の 保健室で 見た ことがあ るけ 
れ ど、 ポリ ウレ タン 製で つやつや してい 
た あれよりも 妙に ざら ついた 質感で、 ま 

るで 本物の ような 印象で ある。 . とい 

、っか、 なんで、 こんな ものが 僕の 部屋に。 
意味が 解らない。 と、 そのと き。 

カタ カタ a 

「 - ひッ !? :」 

僕の 顔を 視き 込む ような 形で 立って い 
た 白骨の 頭蓋骨の アゴ 部分が、 まるで 笑 
うように 上下した ため、 思わず 情けない 
悲鳴を 上げて しまった。 

う、 動いた …… ？ 今 、この 白骨、 笑 
わなかった か . ？ 

カタ カタ。 


そんな 僕の 疑問に 答える かの よぅに、 

白骨が 再度 顎を 鳴らし . それだけでは 

なく、 なんと 「や あ」 と 挨拶で もす るか 
のよぅに、 右腕を 上げた ではない か。 

…… よく 見る と 間接 部分は わずかに 離 
れ ており、 骨と 骨は 完全に 接続され てい 
る わけでは ない らしい。 となると、 上 
から 誰かが ピアノ 線 か 何 かで 吊って い 

る …… ？ . 上を 見る。 そんな わけな 

かった。 天井には 何もない。 

カタ カタ . . 

骨が 再び 顎を 動かし、 そして 今度は 僕 
の 方を 指で ツンツ ン してきた。 慌てて 
ベッドから 跳び 退る 僕。 な、 なに これ。 
なに この 骨。 どんな トリックで 動いて る 

ん だ？ まじま じと 観察して いると . 

骨は 次いで 僕から 離れ、 部屋に あった 机 
の 上から、 器用に ノ ー トと シヤー ペンを 
持ち (力が 入らない らしく 「持つ」 とい 
、つよりは 「摘む」 といった 印象 だ)、 再 
び 僕の 前に やつて くる。 そして ノ ー トを 
僕に 差し出す。 


. え一と . ノート を 開けつ てこ 

と？」 

僕が 尋ねる と、 骨は コク コク 頷いた。 
逆らう の も 何となく 怖かった ので とりあ 
えず 従い、 ノ ー トの 白紙の ぺージ を 開 
いて やる。 すると 骨は、 たどたどしく 
シヤ^ — ペンを ノ  ー トに 近づけ、 かろう じ 
て 文字 だとい うこと だけは 伝わる ような 
貧相で 大きさ もデタ ラメな 文字を 書き 始 
めた ◦わ (のように 見えな くもない 文字) 
た (だと 思われる) し (じ ゃない かな あ 

. ?) は (多分そう だと 思う) ま (形 

から 推測す るに そうだろう) し (いや、 
もしかして 片仮名の レ かな？) ろ (数字 
の 3 あるいは 「う」 かもしれ ない がそれ 

を 判別す る 術を 僕は 持たない) . 

終わりら しい。 

「え一 と . わたしは ましろ。 . わた 

しは ましろ . 私は ましろ？」 

僕は 怪訝な 顔で 骨の 顔を まじまじと見 
つめる。 暗い 空洞の 眼窩。 どこを どう 見 
て も 骨。 質感まで リアルに 再現され た、 


268 


フ パント/ 


良くで きた 頭蓋骨の 標本。 骨は、 さらに 
たどたどしく ノ  ' — 卜に 文字を 綴る*.' 

「あ、 い、 た、 か、 つ、 た」 会いた かった。 
「あ、 な、 た、 に」 あなたに。 「お、 ぼ、 え、 
て、 ま、 す、 か」 覚えて ます か。 「や、 く、 そ、 
く」 約束。 「け、 つ、 こ、 ん」 血痕 …… じ ゃ 
ない な、 結婚だろう。 …… 結婚の 約束を 
覚えて ます か。 …… 僕が 結婚の 約束を し 
た 相手な ど 生涯に 一人し かおらず、 そし 
て その 幼なじみの 名は、 たった今 彼女が 
名乗つ た (？) のと 同じ、 

「 . え' — と . ましろ、 なのか？」 

僕が 引きつった 顔を 浮かべながら 掠れ 
た 声で その 名を 眩く と ◦白骨は、 ガタガ 
夕と 嬉しそうに (？) 激しく 首を 上下に 
振った。 マジで か。 

□  □  □ 

それから 筆談を 通じて かろうじて 入手 
した 情報に ょれば、 二 句 河 梨 ましろは 三 
年 前 何者かに 突如 車に 押し込められ、 目 


隠しを された まま 複数の 男に 散々 輪姦 さ 
れた 挙げ句に 首を 絞められて 殺害され た 
という。 遺体は 山奥に 埋められた。 死 
んだ 答な のに 不思議な ことに 意識 だけは 
あった ましろは 自分が 殺された ことを 嘆 
き、 かつて 結婚の 約束を した 僕と 会えな 
いこと を 死んだ あと もす ごく 未練に 感じ 
ていた。 微生物に よって 肉が 分解され 
骨 だけにな っても、 その 強い 願いは 途絶 
えなかった。 すると 不思議な ことが 起き 
た。 気がつく とましろ の 身体 (という か 
骨) は 冷たい 土の 中から 転移し、 昔 二人 
でよ く 遊んだ 公園に 立って いたの だ。 筋 
肉 すらない にもかかわらず 自分の 意思で 
歩いたり 腕 や 指を 動かしたり できる よう 
になっ ていた。 奇跡が 起きた の だと まし 
ろは 喜んだ。 はいはい 奇跡 奇跡。 奇跡っ 
てす ごいね。 素晴らしい ね。 ビバ 奇跡。 
…… まったく、 なんで こんな 中途半端な 
奇跡なん だよ。 肉体 も 完全 復活と か、 そ 
れ がダメ ならせめ て 幽霊く らいには して 
くれても バ チは あたらな いんじ やない の 


か。 ナニ ユエに、 固体 識別 すら 不可能な 
白骨の まま 復活 …… 。 

「 …… なんなん だよ ほんと に …… 」 

僕は 思わず 口に 出して 眩いて いた。 す 
ると すぐ 近くで 嘲笑す るよぅ な 声が 上 
がった。 

「うわ、 なんか あいつ 今ブ ツブツ 独り言 
いってなかった？」 

「エロい 妄想で もして たんじ やね？ う 
はつ、 キ モっ！ 」 


僕は 羞恥心と 屈辱で 顔が 熱くなる のを 
自覚しながら、 聞こえな かった ような 素 
振りで 机に 突っ伏し、 寝た ふりを した。 
それに 対し またしても 「あはは、 寝た ふ 
りして やが る」 とかいう 嘲笑が 聞こえた 
けれど、 僕は 努めて 無視す る。 

僕が 今い るのは 僕の 通う 公立** 高校 
の 二 年* 組の 教室 だ。 ましろ (と 名乗る 
白骨) の 話を 聞いて いたらい つの 間に か 
学校に 遅刻し そうな 時間に なって いたの 
で、 仕方なく 彼女 (白骨に 『彼女』 とい 
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、っの も アレ だが …… ) を 部屋に 置いて 学 
校に 来たの だ。 来たくな かった けど、 サ 
ボ つたり したら また クラスの 連中に 何を 
言われる か 分からな いし …… 。どうせ あ 
と 半年 も 我慢 すれば クラス 替えなん だか 
ら 、それまでは どうにか トラブルを 避け 
たぃ。 

近くの 席で 僕に 対する 聞こえょ がしな 
悪口に 花を 咲かせて いるのは クラ スメー 
卜の 女子の ー グル ー プ だ。 僕が 何を した 
という わけで もない のに、 彼女たち は 僕 
のこと が 気に入らない らしい。 

多分、 僕の 容姿が 入ょり 劣って いるか 
らだと 思う。 背が低い うえに 少し 太って 
いるし、 髪型に も あまり 気を 使っ てない 
し。 それから、 運動 能力 や 学力 も 平均 以 
下と いうの も 原因 かもしれ ない。 もし か 
すると 携帯電話の プリ キュア ストラップ 
が お 気に 召さない のか もしれ ない。 …… 
つまり、 その。 僕は いわゆる、 典型的な 
非 モテ 系の オタクと いう やつな の だ。 だ 
が 僕 だって、 高校生の くせに あんな 茶髪 


で 厚化粧の 連中に 好かれた いとは 全然 
思わない。 あんな 連中、 僕が 今やって い 
る ゲーム に 登場す る 美少女たち に比べた 
ら 、顔 も スタィル も 性格 も ありと あら ゆ 
る 点に おいて 遥かに スペックを 下回る 劣 
化コピ ー、 いや それ どころ か 同じ 性別で 
ある こと さえ 疑わしい ほどに 劣つ てい 
るの だから。 自分の 意思 も 持たず ただ 走 
性の ょうに 流行を 追い かける だけの ダッ 
チ ワィフ ども。 今日の ドラマが どうした 
とか* 組の 誰々 が 付き合つ ている だと か 
* 組の**** はィ ケメン だと かいう 低 
俗な 話題 ばかりを 毎日 飽き もせず 繰り返 
すだけ の 淫売 どもめ。 見て くれが ょけれ 
ば それでい いんだろ 盛りの ついた 雌犬 ど 
も。 お前ら に*** ち やん (幼なじみ キヤ 
ラ) や*** たん (妹 キヤ ラ) や*** 
さん (お 嬢 様 キヤ ラ) の 足の 爪の 垢で も 
脳に 詰め込んで やりたい よ。 どうせ お前 
ら なんて、 将来は DQN な 会社に 入って 
DQN の 主催す る 合 コンで 知り合った ヤ 
リ チン DQN とで も 出来ち やつた 結婚し 


て DQN な 親に 似て DQN 面した DQN 
な子供の養育で身も心も腐りかけた 〇 〇* 
N バ バアになる DQN 人生が 待って るん 
だ。 今 だけは せいぜい 僕みたい な オタク 
を バカに するな りして 糞みたい な 虚栄心 
を 満足 させ てれば いいさ。 

「なに ニヤ ニヤし てんだ ろ あれ」 

「ほんと キモ いよな一 あいつ。 はやく 死 
ねばい いのに っ」 

「キャ ハ ハ、 ほんと 死ねって 感じ」 
そんな 悪意 ある 言葉と ともに、 僕の 頭 
に 微かな 痛みが 走る。 どうやら 消しゴム 
の カスで もぶ つけられ たよう だ。 本当に 
リアル 女は 最悪 だ。 あいつら こそ 全員 死 
ねばい いのに。 クラスの 男たち は、 同情っ 
ぼい 視線で 遠巻きに 僕を 見る だけで 誰も 
助けよう として くれない。 あいつら も 所 
設 はヤ りたい 盛りの オス犬 だから、 女子 
達の 機嫌を 損ねて ヤら せて もらえな くな 
るの が 怖 いんだろう。 僕を スケ^  — プゴ ー 
卜 にして おけば とりあえず 自分は 安全 だ 

というわけだ。 まつた くどい つも こいつ 
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もクズ ばっ かりだな。 

と、 僕が 憎悪を たぎら せて いた そのと 
き。 

「ねえ、** 君」 

不意に 澄んだ 声が かけられた。 慌てて 
僕が 顔を 上げる と、 そこには 綺麗な 長い 
黒髪が 印象的で いかにも 清楚な 美人と 
いった 顔立ちの 少女が 立って いた。 眼鏡 
を かけて いるの も ポィントが 高い。 クラ 
ス 委員長の 佐 伯さん だった。 

「な、 なに？」 

女の子に 話しかけられる など 滅多にな 
いので、 僕は 上擦った 声を 上げて しまう。 
佐 伯さん は 僕の そんな みっともない 姿を 
見ても 他の 女子 達の ように 嘲笑した りせ 
ず、 ただいつ ものよう に 穏やかな 笑みを 
浮かべ、 

「** 君、 進路 希望 調査、 まだ 出して な 
いよね。 集めて るんだ けど」 

「あ、 す、 すいません ！ 」 

僕は 机の 中を 漁り 進路の 紙を 探し出 
し、 佐 伯さん に 手渡した。 すると 彼女は 


少し 困っ たように 小首を 傾げ、 

「これ、 何も 書いて ない けど」 

…… ! しまった。 そういえ ばそう 
だった。 昨日 家で 書こうと は 思っ たの だ 
けど、 あとでい いやと 思って 再び 鞄に し 
まつて パソコンを 始めて しまつた の だつ 
た。 

「す、 すいません . 」 

「いいよ、 まだ 提出して いない 人 も 何人 
かいる し。 明日まで には 書いて ね」 

そう 言って、 佐 伯さん は 僕に プリント 
を 返す と、 他の 生徒のと ころへ 歩いて 
いった。 その後ろ 姿を、 僕は ぼ一 っと 見 
つめる。 彼女 だけは、 クズ しかいな いよ 
、っな この クラスで 唯一、 ああして 僕に 普 
通に 接して くれる。 世の中の 女子が みん 
な 佐 伯さん みたい な 人 ばかりなら、 三次 
元 世界 も 捨てた もんじ やな いんだけ どな 
と 僕は 思った。 

□  □  □ 


いつもの ように、 授業が 終わった あと 
は 誰と も 話さず 学校を 出て、 帰り道の 小 
さな 本屋で 今日 発売の 月刊 漫画雑誌と 今 
週 号の ゲ ー ム雑 誌の 立ち読みで 二 時間 ほ 
ど (ちなみに 立ち読みの 最高記録は 十 時 
間な ので、 僕に とって 二 時間と いうのは 
さほど 長い わけで もない) 潰した 後、 すっ 
かり 日が 落ちて いるのに 気づき 家に 帰っ 
た。 台所で ヵップ 麵を 作って 食べ、 二階 
に 上がる。 

…… 部屋には 白骨が 待って いた。 べッ 
ドの 脇に ちよこん と 腰掛けて いる、 ヒト 
の 骨。 足を 揃えて 首を ごく 自然に 少し だ 
け 傾けて いる その ポ ー ズは 、たしかに 女 
の 子みたい だった。 ポ ー ズだ けは。 忘れ 
ていたと いうか 考えない ようにし てい 
たの だが、 残念ながら 「あれは 全て 寝 ぼ 
けた 僕が 見た 夢だった」 とかいう オ チで 
はない よう だ。 両親は 朝から 夜 遅くまで 
共働きな ので この 骨の 存在は まだ バレて 
はいないだろう が、 このまま 放っておく 
わけに もい かない。 さて、 どうしよ うか 
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…… 。箪笥に 隠す、 壁に 塗り込める、 遠 
くの 山に 埋める …… って、 これ じ や あま 
るで 僕が 殺人犯み たいだ。 

「 . ましろ」 

僕が そう 呼ぶ と、 彼女 (う 一 ん やっ ぱ 
り 違和感が あるな あ …… ) は 立ち上がり、 
カタ カタと 嬉しそうに こちらに 寄つ てき 
た。 動く 白骨 死体に 詰め寄られる —— 字 
面 的には 完璧に ホラー なの だが、 あまり 
怖い という 印象は ない。 同じ 死体な の 
に、 中途半端に 生物の 形を 残して いる ゾ 
ンビ などとは 違って あまり 生理的な 嫌惡 
感を 感じない の だ。 まあ、 ましろの 動き 
が 妙に 乙女ち っくで 外見との ギャップが 
ちょっ と 面白い というの も 原因な のか も 
しれない の だが。 

「 . な あ、 ましろ」 

僕は どう 切り出して 良い か 迷いな が 
ら 、そう 言つ た。 ましろは 「なに？」 と 
いう 感じで 首を 傾げる。 

「お前は これから どうす るつ もりなん 
だ？」 


と 僕が 問う と、 「どうす るって 何が？」 
という 感じで また 首を 傾げる。 ヤバ い、 
なんか 普通に 骨と 意思の 疎通を してる 僕 

がいる し。 

「だから さ、 いつまでも 白骨 死体を 部屋 
に 置いて おくわけ にもい かないだ ろ。 親 
とかに バレたら 大変 だし …… 」 

すると ましろは とてと てと 僕の 机の 方 
へ 行き、 朝に も 僕との 筆談に 使った ノー 
卜に 何やら 書き 始めた。 『や』 『く』 『そ』 

『く』 …… やくそく 。約束。 . 十 

年 以上 も 前の、 結婚の、 約束。 

「まさか …… お前、 僕と 結婚す ると か 言 

、っつ もり じゃあ . 」 

ましろは さらに ノ ー トに 書く。 
『やっぱり だめ かな？』 

「当たり前 だ！」 

『どうしても？』 

r …… どうしても。 つか、 普通に 考えれ 
ば 解る だろ。 まつた く、 脳味噌 入つ てん 
のか？」 

ついつ い 乱暴な 言葉になる。 まるで 子 


供の 頃に 戻った みたい に。 

「いい かまし ろ …… お前は もう …… 死ん 
で るんだ ょ。 それは 解って るんだ ろ？」 
こくん、 と 頷く。 

「だったら 結婚なん てで きない」 

『アィが ぁれば』 

「できる か ！ ていう か そもそも、 僕は 
ノー マルなん だ。 白骨 死体を 恋愛の 対象 
にす るなん てで きる わけない だろ」 

僕が ハッ キリそう 言っ て やる と、 まし 
ろは 傍目に も 判る くらいが っくりと 肩を 
落とした。 そして とぼとぼと 部屋の 隅に 
歩いて いき、 そこで 膝を 抱えて うずく 
まつた。 どうやら 落ち込んで いるら しい。 
…… 知っ たこと か。 

僕は 呆れつつ、 本当に この 自称 幼な じ 
みの 骨を どうしょうかと 考えた。 が、 さっ 
ばり 分からな いのです ぐに 諦めた。 学 
校の 勉強っ てほんと に 役に立たな いな。 
…… まっ たくほん とに、 なんで こんなの 
が 来て しまったん だか …… 。突然 やって 
くるのは 美少女と 相場が 決まっ てる だろ 


、っに。 そんな ゲーム 脳 的 腐れ 思考。  ラ スメ ー トか らも 頼りに されて いるの だ  て 不思議 そうに 首をかしげた。 どうやら 
うだうだ 考えても 答えが 出る わけで も  がそん な 自分を 窮屈に 感じて おり、 じつ  興味が あるら しい。 そういえば ましろは、 
ないし、 気分を 紛らわす ために ゲ^  — ムで  はこっ そり タバコを 吸って いたりす るの  _ 分では ゲ^ — ムを やらない くせに、 僕が 
もす るか …… 。そう 思い、 僕は パソコン  だ。 それを 僕 (まあ 正確には この ゲ ー ム  ー人用の RPG や アクション ゲーム を 
の 電源を いれた。 ゥイ— ンと いう 起動 音  の 主人公) が 偶然 見かけて しまい 彼女は  やって いるのを いつも 横で 楽しげに 見て 
を 聞いて いると 何だか 気分が 落ち着いて  僕に 誰に も 言えなかった 悩みを 打ち明け  いたっ け …… 。 

くる。 まるで 自分が 本来い るべき 場所に  た あと 走り去っ てし まった。 この 一枚 絵  「アド ベン チャ ー ゲ ー ムみ たいな もの。 
帰って来 たような 感覚。 ひょ っと して 僕  (雨の 中 涙を 浮かべて 走る 委員長の グラ  女の子と 仲良くなる のが 目的の」 

ヤバ い？ . まあいい や、 どうで もい  フイ ック) 、かなり 気合 入っ てるな。 眼  僕は とりあえず そんな 適当な 説明を し 

い。 デスク トップの ショー ト カット アイ  福 眼 福。 そして、 あとを 追う か 追わない  て やった。 ましろは よく 解ら なかっ たよ 
コンを クリック。 昨日と 同じ エロ ゲ ー を  かの 選択肢が 僕に 突き付けられる。 さあ  、っで またも 小首を かしげ、 それから 僕の 
立ち上げる。 CD-ROM の 回転す る 音。  どうす る 僕。 ここは そっとして おくべき  隣に 座った。 姿勢は 一見 正座な の だが、 
これ また 落ち着く。 画面が ばちん、 とフ  なのか、 それとも おせっ かいだと 言われ  よく 見る と 大腿骨と 腓骨が くっついて お 

ルス クリ ー ンモ ー ドに 切り替わり、 メー  ようと も 彼女を 助ける のか。 . まあ 追  らず 、ものすごく 疲れそう な 感じだった。 

カー ロゴが 表れ、 綺麗な ピアノ 曲と と  うんだ けど さ。 昨日 攻略 サイト 見たら そ  …… 隣に 白骨が いると ちょっ と 落ち着 
もに 大勢の 美少女 (攻略 可能な ヒロイン  れが 正解 だって 書いて あったし。 という  かないの だが、 気を取り直して 僕は ゲ ー 
達) が 立ち並ぶ タイトル 画面。 「つづき  わけで 一応 あとで バッド エンド も 回収す  ムを 再開す る ことにした。 

から」 を クリック。 昨日の 続きの デー タ  るた めに 一旦 セ ー ブし つつ、 「あとを 追  僕 (厳密には ゲ ー ムの 主人公) は 走り 
を 読み込む。 画面の 前に 眼鏡を かけた 黒  う」 を クリック。  去った 委員長を 追う。 雨の 中、 傘 もさ さ 
髪 ロングの 美少女が 出現。 彼女 こそが 僕  と、 そのと き 後ろから ポンポンと 肩を  ずに。 何故なら 僕に とって、 自分が 風邪 
が 現在 攻略 中の キャラクタ ー であり、 普  叩かれた 。ましろだった。 僕が 仕方なく  を ひいて しまう ことよりも 委員長の 方が 
段は 真面目な 委員長と して 通っ ていて ク  振り返る と、 彼女は パソコンの 画面を 見  ずっと 大事 だから だ。 僕は 委員長が 好き 
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なの だ。 格好いいな 僕って。 もしも 僕が 
女で 現実に こんな 一途に 自分を 想って く 
れる 奴が いたら 絶対 惚れる って。 

そして 僕は 委員長に 追いつく。 雨は 上 
がって いたが 二人とも ずぶ濡れだった。 
何故 追い かけて くるの かと 泣きながら 問 
ぅ 委員長に、 放っ ておけな いからと 答え 
る 僕。 何故 放っておけない のかと いぅ 問 
いで 三つ ほど 選択肢が 出た の だが 迷わず 
「**  (委員長の 名前) のこと が 好きだ 
から」 を 選ぶ。 他の 二つの 選択肢 も 僕 か 
ら 見れば さほど 不自然で はない 回答 だっ 
たけ ど、 攻略 サィトに これが 正解 だと 書 
いて あったから。 

「え？」 と 委員長が 驚いた 顔を する。 そ 
して 彼女は しどろ もどろ になりながら 
も、 実は 自分 も 僕の ことが 好きだっ たの 
だと 告白して くる。 いい 子を 演じ 続けて 
来た 彼女に とつて、 クラスで ちよつ と 浮 
いてる けど 自由な 感じの する 僕は 腹 立 
たしく も あり 羨ましく も ある 存在で、 僕 
のこと を 見て いるう ちに それが 恋心に 変 


わっ たの だとい う。 実は 両 想いだった 二 
人は キスを する。 そして 両者と も 濡れ鼠 
だとい うこと に 気づき、 「服を 乾かそう」 
という 名目で 近くに あった ホテルに 入 
る。 

ホテルの 中で も 僕と 委員長は 恥ずかし 
い 会話を 交わし、 やがてい い 雰囲気に な 
り エッチ シ ー ン突 人。 童貞の くせに 僕は 
やけに 手 慣れた 様子で 指を 使ったり 口を 
使っ たりして 委員長の 身体を 色々 弄る。 
そして モザィクの かかった 場所に 肉 棒を 
挿入 。委員長が 処女の くせに とても 気持 
ち 良さそう に 喘ぐ。 エロ ゲーの 奥手な 
主人公は エッチ シーン では オヤ ジ 化し、 
清楚 可憐な ヒロィンは 娼婦になる 法則。 
あっ、 あっ、 あっ、** 君 (もちろん 呼 
ばれて いるのは ゲーム の 主人公の 名前な 
の だが、 僕は 脳 内で この 部分を 自分の 名 
前に 変換す る 技能を 会得して いた。 あと 

どうで もい いけど、 仕事とは いえ エロ 
ゲ ー の 声優さん は 大変 だな あと 思う。 で 
も やっぱり 声は ない よりあった 方が いい 


と 思う ので これから も 頑張って ほしい)、 
** 君、 熱い、 んっ 、ああっ、** 君の 
がっ！  ** 君の がっ！ と、 このよ、 っ 

に 数十 行に わたって 委員長は 喘ぎ 続け、 
最後に 僕は 委員長の 膣 内に 射精した。 あ 
ああ ああ あ〜〜〜〜 という 委員長の 絶頂 
の 声と 同時に 画面が ホワィト アゥト。 

と 同時に。 

どた っ。 僕の すぐ 横で 何 かが 倒れる 物 
音が して とても 驚いた。 倒れた のは まし 
ろだった。 どうしたん だろうと 顔 …… と 
いうか 頭蓋骨を 覗き込む と、 ましろは い 
きなりむ くっと 起き上がり、 何故か 僕の 
頭を ぽかぽかと 叩いて きた。 ス ヵスヵの 
細い 棒で 叩かれて いるよう な 感じで あま 
りと いうか 全然 痛くない の だが、 それで 
も 鬱陶しい。 

「なにす るんだ よ」 

僕が 言う とましろ は 叩く のを やめ、 ぷ 
いっと 顔を 背けた。 意味が 解らない。 仕 
方ない ので 推測。 …… う 一 ん …… え 一 と 
. もしかして アレ かな？  こいつ、 恥 
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ず かしがって たりす るの かな？  この 
ゲ ー ムは 純愛 系 だから それほど ハ ー ド 
な エッチ シーン でもな かったん だけど 
…… って、 そういう 問題で もない のか。 
そんな ことを 考えて いると、 ましろは 今 
度は くいく いと 僕の 服の 袖を 引っ張り 立 
ち 上がった。 そして 部屋の ドアを 指さす。 

「 …… 外に 出よう って？」 

こくん、 と 頷く ましろ。 …… まあ、 時 
刻は もう 九 時半を まわり、 うちの 近所は 
暗くて 人通り も ほとんどな いから、 注意 
して 歩けば ましろの 姿を 見られる 危険 
は 避けられ るだろう けど …… 。なんで 外 
に？ 僕の 気乗りしない 表情を 見て取っ 
たの か、 ましろは さっきより 強く 僕の 服 
を 引っ 張る。 

「分かっ た、 分かっ たから。 ちよっ と セ ー 
ブす るから 待っ てろ」 

性行為を 追えた あと 全裸で ベッドに 横 
た わる 委員長の CG に 別れを 告げつつ 
セ ー ブ 。パソコンを スタンバイ モー ドに 
して 僕は 立ち上が つた。 


□  □  □ 

家を 出て、 暗がりの 中 ましろは 僕の 前 
を 足音 も 立てずに 軽やかに 歩く。 という 
かま あ、 骨 だけな ので 実際に 軽い の だろ 
、っが。 ときおり 僕が ついて 来て いるか 確 
認す るかの ょうに 振り返る ましろ。 まつ 
たく どこへ 行こうと いうの だろう か。 ま 
しろに とつて この 街は 十 年ぶりになる 答 
なの だが、 その 足取りには まったく 迷い 
がない。 

十五 分 ほど 歩いた だろう か。 あまり 遠 
くまで 出歩く とその ぶん 人に 目撃され る 
可能性 も 高くなる ので、 僕は そろそろ 家 
に 戻ろうと 思った。 と、 そのと き 不意に 
ましろの 足が 止まる。 そして 僕は ょう や 
く、 彼女が どこに 向かって いたか 理解し 
た。 ましろが 見つめる 先に あるのは、 砂 
場 や ブランコと いった 最低限の 遊 具と 
ゲ^ — トボ ー ル コ^  — 卜が ある だけの 小さな 
公園だった。 僕と ましろは この 公園で 二 


人よ く 遊んで いた。 おぼろげに しか 覚え 
ていないの だが、 婚約 ィベントの フラグ 
を 立てた の もこの 公園だった ような 気が 
する。 

どことなく 浮かれて いるよう にも 見え 
る 足取りで、 十 年 前と 何も 変わらない 公 
園へ と 入っ ていく ましろ。 僕 も 彼女に 続 
いて 公園に 入る。 砂場の あたりで まし 
ろは くるりと 振り返り、 さらに 両腕を 広 
げて くるりと 軽やかに 一回転。 まるで 
幼い 少女の ような その 行為。 外見は 白骨 
なのに、 僕は その 姿に 高校生に なった 二 
句 河 梨 ましろの 姿が 重なって 見えた 気が 
した。 思い出 だから 美化され ている のか 
もしれ ない けれど、 十 年 前の 彼女は 美少 
女と 呼んでも 差し支えない 可愛い 女の子 
だった。 本当に …… 彼女が 骨じゃなくて 
ち ゃん とした 肉体が あったら な あ …… 。 

と、 ましろが 僕の 方に やつて きて 「ど 
うした の」 とで も 言い たげ に 上目 遣いに 
僕を 見つめて きた。 ただし 眼球がない け 
ど。 そんな 彼女に、 僕は、 
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一な あましろ、 お前が どうして 僕を ここ 
に 連れてき たの かは 知らない けど さ、 僕 
は やっぱり、 お前と 結婚したり とかは で 
きないょ」 

すると ましろは、 辛そう に (？) 顔を 
うつむけ、 やがて 顔を 上げ 何故か、 砂場 
の 方に 歩いて 行った。 そして 何やら 砂に 
手で 文字を 書き 始める。 不思議に 思いな 
がら 僕 も 砂場に 近づき、 砂に 書かれた 文 
字を 見る。 

き  に  しない  で 
「 …… 気にしないで」 

僕が 読み上げ ると、 ましろは さらに 文 
字を 綴る。 

わかつ  てた 
「 …… わかって た、 か」 

僕と 結婚す る ことができない ことなん 
て、 わかつ ていた。 そういう ことだろう。 
「ごめんな」 

謝って どうなる わけで もない けれど、 
とりあえず 僕は 謝った。 ましろは 首を 振 


だいじょ、 っ  ぶ 
「そっか」 

ましろは もぅ 一度 大きく 頷いた。 

□  □  □ 

それから 僕は 公園の 砂場で ましろに、 
彼女が 引つ 越して しまった あと、 これ ま 
で 僕が すごして きた 十 年間に ついて 話し 
た。 小学校 四 年のと きに いじめられて 登 
校 拒否に なり かけた こと。 中学 一年のと 
き オタクの クラ スメ  — と 仲良くな り、 
そいつの 影響で アニメに はまり、 さらに 
は ギャ ル ゲ^  — にも 手を 出す ょぅになった 
こと。 別々 の 高校に 進学して 半年 ほどで 
そいつが 自殺した こと。 葬式のと きそい 
つの 親から 僕 宛に 遺された 段ボ ー ルを 渡 
され そこには 彼が 貯金を はたいて 買った 
十八 禁のエ ロゲ ー が 幼稚園 児の 夢み たく 
バカみたい にたく さん 詰まつ ていて、 八 r 
やつて いる ゲ ー ムも 実は 彼の 遺品 だとい 
うこと。 


誰かに 話す どころ か 思い出す の も 厭に 
なる ような 話な のに、 自分で も 驚く ほど 
素直に 言葉が 出て きた。 そして 話は 僕の 
現在にまで 及んだ。 クラスの 連中 (特に 
女子) にキモ いと か 言われて 馬鹿にされ 
ている こと。 その きっかけは 僕が 休み 時 
間に カバー を かけず ラィト ノベルを 読ん 
でいた のを 誰かが 突然 キモ いと 言い出し 
たのが 始まり だつ たこと。 そして クラス 
で 孤立して いる 中、 委員長の 佐 伯さん だ 
けは そんな 素振りを 一切 見せずに 普通に 
接して くれる こと。 佐 伯さん は 眼鏡が と 
て もよ く 似合う 美少女で ある こと。 佐 伯 
さんは 大人し そうな 雰囲気な のに 実は 運 
動 神経 も 抜群で 陸上の 高跳びで 県 代表に 
までな ったと いう こと。 佐 伯さん は 数学 
が 得意で、 

くいっ、 くいっ、 

不意に ましろが 服の 袖を 引っ張った。 
そして 彼女は また 砂場に 文字を 書き 始め 
た。 

す  き  な  の？ 
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I な 何 力？」 

思わず 上 ずった 声で 聞き返す 僕。 

さえきさん 

「佐 伯さん のこと を 僕が 好き かです と」 

こくん、 と 頷く ましろ。 僕は 言葉に 詰 
まる。 そり や あ 彼女は クラスの 他の 女子 
とは 比べる の も 失礼な くらいい い 娘 だ。 
でも だからといって 安易に 何でも かんで 
も 恋愛 感情に 結び付け るのは …… と、 そ 
、っいえば つい 最近 もこん な 自問自答 をし 
たよぅな 既視感 に 襲われる。 思い出して 
みると それは ゲ ー ムの 中の 話で、 主人公 
も 委員長に 対して そんな 感情を 抱いて い 
た。 そぅいえば あの ゲーム の 主人公と 委 
員 長は 驚く ほど 僕と 佐 伯さん に 重なる 部 
分が ある。 委員長と 佐 伯さん は、 顔の 作 
りは それほど 似て いないの だが 眼鏡と か 
黒髪と か 記号 的な 部分が そっくり だし、 
さらに 二人が 互いを 意識し 始める きっか 
けは 「授業中な どに よく 目が 合う」 とい 
う もので 実は 僕と 佐 伯さん も 結構よ く 目 
が 合ったり する の だ。 僕は 合うた びに 逸 


らして しまう けど . 。や、 やつぱり そ 

、つなの かな . ？  僕は 佐 伯さん のこと 

がす、 好きな のか …… ？ ちよつ と 待て、 
授業中よ く 目が 合う という ことは もし か 
して、 ゲーム の 二人が 知らず知らずのう 
ちに 互いを 意識して いたみた いに 佐 伯 さ 
んも 僕の ことを . 

「そ、 そんな こと ある わけない よな こや 
つめ ハ ハ ハ、 さ、 そろそろ 帰る ぞ」 

僕は そう 言つ てまし ろに 背を 向け、 公 
園の 出口に 向かい 歩き だした。 すると そ 
の 肩を ましろが そつと つかんだ。 

「な、 なに？」 

振り返らずに 僕が 尋ねる と、 ましろは 
突然 僕の 背中を ちよつ と 力を 込めて な 
ぞ つた。 …… ？  何のつ もり だろうと 僕 
が 思つ ている と、 ましろは さらに 繰り 
返し 僕の 背を なぞる。 し ゅつ、 と 縦に。 
すうつ と 横に。 しゃ あつ、 すう —— 、すつ、 

すす —— 、ひゅん つ . あ、 もし か 

すると これつ て . 

「背文字？」 


すると ましが は 手を 止め、 背後で 額く 
気配が した。 それから また 指を 背に。 く 

いつ、 しやつ、 に ゅう、 ちょん、 ちょん、 

「 . 『が』 . かな？」 

頷く 気配。 すつ、 くいつ、 ぬう つ、 ひゅ 
ん、 

r …… 『ん 』 ？」 

頷く 気配。 がん。 もうこの 時点で 正解 
の 予想は ついた の だが、 僕は ましろの 書 
く 背文字を 一字ず つ 読み上げる。 

「『ば』」 

「『つ』」 

「『て』」 

がんばつて。 

僕は ましろの 方を 振り返り、 
「頑張って …… つて 言われて もな あ 


苦笑いす るし かない。 すると ましろは、 
自分が ついてい るから 大丈夫 だとい わん 
ばかりに いつに も 増して 力強く 頷いた の 
だった。 

「 …… はいはい。 頑張って みるょ」 
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翌朝。 昨日と 同じく 着メロ  (今朝は K 
OTOKO。 僕は 毎日 着メロを 変える の 
だ) で 目が 覚めた 僕は、 またして もまし 
ろを 部屋に 残した ままち ょつ と 早 H に 学 
校に 登校した。 朝から 雨が 降って いるの 
で、 朝 練を 体育館で やる 部活に 入って い 
る 生徒 以外は ほとんど 来て いなくて、 僕 
の クラスで もま だ 誰も 登校して いない。 
僕は 鞄の 中から 進路 希望 調査を 取り出し 
て 「進学」 と 書いた。 目標の 大学 名は 適 
当に 二流の 国 公立 大学を 幾つか 書いて お 
く。 僕の 成績では 行ける かどぅ かは 判ら 
ない けど 進路に 迷った 時には とりあえず 
国 公立に 進学と 書いて おけば とりあえず 
親 や 教師は 安心して くれる。 そして それ 
が、 いずれ 本当に 将来の 岐路に 立たされ 
たと きの 「親 や 教師が 行けと 言つ たか 
ら」 という 言い訳の 理由に なつて くれる 
の だ。 


時刻は 予鈴が 鳴る 約 三十 分 前。 進路の 
紙を 書き終え て ほどなくして、 一人の 女 
子 生徒が 教室に 入って くる。 佐 伯さん だ。 
彼女が いつも クラスで 一番 早く 来る とい 
うことは 机に 突っ 伏して 寝た ふりを しな 
がら クラスの 女子 達の 会話に 聞き耳を 立 
てて 知っていた。 

佐 伯さん は 僕を 見て 少し 驚いた 顔を し 
たけれ ど、 すぐに 笑顔に なって 僕に 「お 
はよう」 と 挨拶して くれた。 僕 も 「お、 
おはよう ございます」 と 返す。 佐 伯さん 
が 自分の 席に 鞄を 置く。 

ああ 緊張す る。 教室に 彼女と 二人き り 
でい るなん て、 なんて 嬉しく も あり 恥ず 

かしく も ある シチ ユエ^  — シ ョンたろう。 

胃が 痛い。 それでも 僕は 内心の 動揺を 悟 
られ ないよう 努めて 冷静な 素振りで、 佐 
伯さん の 席に 近づいて 行く。 そして、 

「あ、 あの、 佐 伯さん」 

勇気を 出して 彼女の 名前を 呼ぶ。 佐 伯 
さんが 振り返り、 「なに？」 と 聞き返し 
て 来る。 僕は 彼女に 進路 希望の 紙を 差し 


J^T n o 

H す 

「こ、 これ、 進路の」 

「ぁ、 うん」 

佐 伯さん が 二つ 折に された A6 サィズ 
の 小さな プリントに 手を 伸ばす。 と、 そ 
のとき 僕の 指と 彼女の 指が 少し だけ 触れ 
た。 僕は 動揺を 顔に 出さない よう 必死で 
堪えた。 指が 触れた くらい、 べつに どう 
という こ ともないの だとい う 顔を 作る。 
…… 接触の 瞬間、 佐 伯さん が 少し だけ 顔 
をし かめた ように も 見えた けど …… きっ 
と 僕 同様に 緊張して いたた めだろう。 

プリントを 受け取り それを 机の 中に し 
まおうと する 佐 伯さん に、 僕は、 

「あ、 あの、 出す の 遅れて すいません」 
と 謝った。 佐 伯さん は 気安い 口調で 「ベ 
つに いいよ」 と 言つ た。 さらに 僕は、 「そ 
ういえば 今日の 数 B って 宿題 ありまし 
たっけ」 と 勇気を 出して 尋ねて みた。 す 
ると 佐 伯さん は 思い出す ように 視線を 少 
しさ 迷わせて、 「ない よ」 と 答えた。 「そ、 
そうです か。 ありがとう ございます」 と 
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僕は 言って、 自分の 席に 戻った。 よし、 
作戦は まずまずと いったと ころだろう。 
進路の 紙を きっかけに 佐 伯さん とちよ っ 
とで も 会話を して、 明日 も きっかけを 見 
つけて は 少しずつ 佐 伯さん と 話す。 …… 
いきなり 「好きです」 と 告白す る ことな 
んて 僕には 絶対に 無理 だから、 こうして 
地道に 少しずつ 好感 度を 上げて いこうと 
いう わけ だ。 今日は 始めの 一回と しては 
まあ、 上出来と いったと ころだろう。 明 
日は もっと 自然に 話しかけられる 気がす 
る。 僕は 満たされた 気持ちで、 自分の 席 
に 戻った。 

他の クラ スメ ー トが 登校して きた あと 
は、 いつもの ように 聞こえよ がしに 悪口 
を 言われた りした けれど、 もう 全然 そん 
な ことは 気にならな かった。 心なし か、 
普段よりも 授業中に 佐 伯さん と 目が 合う 
回数が 多くな つたよう な 気がする し。 彼 
女 ももし かしたら 本当に、 僕の ことが 気 
になつ ている のか もしれ ない。 


□  □  □ 

けれど それは 勘違いだった の だと、 僕 
はすぐ に 知る。 

五 限 目の 生物は 移動 教室だった ので、 
外の クラ スメー ト達 と同じょぅに 僕 も 生 
物 室に 移動した の だが、 途中で 資料 集を 
忘れた ことに 気づき 僕は 再び 教室に 戻っ 
た。 すると、 教室の 中から 話し声が 聞 こ 
えた。 佐 伯さん とその 友達 数人 (佐 伯 さ 
ん ほどでは ない が、 ぅちの クラスの 中で 
はま あ マ トモな 部類に 入る 子 達 だ) の 声 
だった。 彼女は 昼休みの 間 も 何やら 仕事 
をして いて、 授業が 始まる ギリ ギリまで 
それを ねばって いたらし い。 さすが 佐 伯 
さんだ と 僕は 思った。 

と、 不意に。 教室の 中から 僕の 耳に、 
聞き慣れた 単語が 飛び込んで 来た。 

キモ い。 

…… それは よりによ つて 佐 伯さん の 声 
のように 聞こえた。 


「なんか マジで あいつ キモ いよ。 授業中 
いっつ も 私の 方 ばっ か 見て るし …… 今朝 
なんか プリント 渡されて そのと きちよ っ 
と 手に 触っ ち やた し。 もう 最悪」 
r え〜 マジで？ 汚え〜。 手ぇ 洗っ 
た ぁ？」 

「**( それは 当然の ように 僕の 名前 
だった) って 友 美 子 (それは 佐 伯さん の 
下の 名前だった) に 惚れ てんじ やない 
の？ 友 美 子、 クラスん 中で 一人 だけ* 
* に 優しい し。 い 一 ん ちよ 一 さんの 成績 
稼ぎ も 大変 だね」 

次いで、 佐 伯さん の、 とても 彼女の も 
のとは 思えない 下品な 言葉遣いの 台詞。 
「ったく、 社交辞令 だっつ 一の バヵ。 気 
づけよ 一。 だから キモ オタは 最悪なん だ 
よ。 空気 読めない し。 マジ 死んで ほしい」 

…… 耐えられ なくなって、 僕は その 場 
から 逃げた。 資料 集は 結局 授業では ほと 
んど 使わなかった ので 問題はなかった。 

授業中、 僕は 何度か 佐 伯さん と 目が 
合っ た。 普段と 変わらな いように 見える 
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その 眼差しの 中に、 明らかな 侮蔑と 嫌悪 
感が 混じっ ている。 普段と 変わらない 
…… という ことは つまり、 この 授業の 

ずっと 前から、 僕は 佐 伯さん に 嫌われて 
いたと いう こと だ。 僕が 今更に なって 気 
づ いただけで。 

佐 伯さん はた だ、 委員長と しての 義務 
から 僕を 露骨に 避けたり しな かった だけ 
に過ぎない。 成績 稼ぎ も …… と 言っ てい 
たけ ど、 多分、 もしも 僕が 登校拒否 になっ 
たり 自殺したり とかして しまう と、 クラ 
ス 委員と しても 色々 面倒 だとい う 打算が 
働いた のだろう。 

なんだ …… 佐 伯さん も 所詮は 他の 連中 
と 何も 変わらない、 薄汚い 売女の 一人 
だった って ことか。 ゲ ー ムの 委員長 も完 
璧な 自分を 演じて みんなから 頼りに され 
る ことに 疲れて いた けれど、 彼女の 根底 
には、 自分が 頑張る ことが クラスの た 
めになる なら それでい いの だとい う 自己 
犠牲的、 滅私奉公 的な 美しい 精神が あつ 
た。 教師に 気に入られて 成績を 上げよう 


とか、 そんな 薄汚い 打算は 一切な かった。 
佐 伯 友 美 子なん かとは 大 違いだ。 委員長 
を 佐 伯 友 美 子と 重ねてし まった ことを、 

更 ながら 僕は 大いに 恥じた。 死ね。 死 
ね 死ね、 みんな 死んで しまえ くそったれ。 
クラスの 女子 共なん て 全員 DQN に 散々 
輪姦され た 挙げ句 殺されて どっかの 山奥 
に 埋められて しまえば いいんだ。 

二 句 河 梨 ましろの ょうに。 

そう、 ましろ. : : 天真爛漫、 清楚 可憐 
といっ た 形容が 相応しい、 僕の 幼なじみ。 
どうして 彼女の みたい ないい 娘が 殺され 
て、 佐 伯 友 美 子を はじめう ちの クラスの 
女子み たいな DQN 売女 どもが 楽しそう 
にへ ラへ ラ 笑いながら ケラ ケラ嗤 いなが 
ら この 僕を 嘲笑いながら 生きて いるんだ 
ろう。 まったく 世界は 理不尽 だ。 間違っ 
てる。 でも 大多数の 人間は 頭の 惡いヶ ダ 
モノ ばかり だから その 間違いに 気づいて 
なくて 佐 伯 友 美 子みたい な 女を 見て 可愛 
いな あと か 付き合い たいな あと か チン コ 
を プチ 込みたい な あみた いなこと を 平気 


で 考えたり する。 ああ 吐き気が する。 み 
んな 死ね 畜生め。 DQN な 雄犬 どもは 全 
員 まとめて 去勢して、 DQN な 雌 豚 ども 
は 皮 も 肉 も剝ぎ 取って 骨 だけにして しま 
え ばいい。 そこは 人間が 外面で 判断され 
る ことなく 心の 美し さ だけを 問われる 
楽園 だ。 だから 世界よ、 滅びろ。 今す ぐ 
に 滅びろ！ 

…… そんな ことを 考えて いるう ちに 今 
日の 授業は 終わり、 僕は 逃げる ようにし 
て 家路に ついた。 


部屋には 骨 だけにな つた 幼なじみの 二 
句 河 梨 ましろが 僕の 帰りを 待つ ていた。 

彼女は 僕が 落ち込んで いるの だとい、 っ 
ことを 目ざとく 悟つ たらしく、 ノ ー トに 
『どぅしたの？』 と 相変わらず 汚い けれ 
ど 温か みのある 文字を 書いて 僕に 尋ねて 
きた。 

「ましろ、 僕は きつと、 間違つ た 世界に 
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生まれて きて しまっ たんだ。 世界は 最惡 
でクソ 野郎 ばかりが のうのうと 生きて い 
て、 僕なん かの いる 場所は どこに もない 
ん だ」 

ましろは 「続けて？」 と 首を 傾げた。 

僕は 訥 々と、 とりとめのない 愚痴を ま 
しろに 語った。 佐 伯さん と 仲良くな ろ、 っ 
として 勇気を 出して 自分から 話しかけて 
みた こと。 けれど 彼女は 本当は 僕の こ 
とが 嫌いで、 あの 優し さは 偽りに すぎな 
かつた という こと。 僕は どうせ オタクで 
非 モテで 根暗の ゥジ ムシ 野郎で、 もう 世 
界が 信じられなくて 憎くて 憎くて 仕方な 

いとい、 っ こと。 

ましろの 前 だと、 何故か とても 素直に、 
呆れる くらいに 情けない 弱音が 吐ける か 
ら 不思議 だ。 彼女と いると、 とても 心が 
安らぐ。 

. 話を 聞き 終えて、 ましろは しばら 

く 身動き ひとつし なかった けど、 不意に 
大きく 頷いた。 そして 再び ノート に 何 か 
を 書き 始める。 


「え 1 と . ナ . 丈 . ぶ」 

大丈夫。 何が。 すると ましろは、 今度 
は ゆっくりと 僕の 後ろ 側に 回り 込んで き 
た。 そして、 背中を 細い 指です ぅつと な 
ぞる 。背文字。 

すっ、 くいっ、 くいっ、 くいん っ、 

「 . え， — と、 『そ』？」 

ましろが 頜 く。 続けて、 し ゆつ、 ひゆ 

いつ、 ぐつ、 くいつ、 しゆぅつ、 

「 …… 『れ 』 ？」 

すつ、 ぐいつ、 ちょん、 ちょん、 

「『で』 . 〖も』 . ん丨と 

…… 『私』 …… 『は』 …… 『お』 ….… X. 、 

違、 っ？  なら 『あ』 . 合つ てるんだ 

な。 . 『な』… 『た』 . 『が』 

. 『女子』 …… ああ、 『好』 

か …… 。 …… 『き』 …… 『で』 『す』」 
—— 大丈夫。 それでも 私は あなたが 好 
きです。 

そんな 言葉を。 簡潔 だけど とても 心の 
こもつ たそんな 言葉を。 ましろは。 幼な 
じみの 二 句 河 梨 ましろは。 肉 も 皮 もない 


白骨 死体の ましろは。 僕に 言って くれた。 
それは とても 温かで、 僕の 全身、 全 精神 
に 浸透して いくかの ょうだった。 

僕は 思った。 白骨 死体 だから 一体 何 だ 
というの だろう。 ましろは こう も 純粋に 
僕の ことを 想って くれてい る。 こんな ク 
ズみ たいな 人間の ことを 愛して くれてい 
る。 その 心は 生身の 人間なん かょりは る 
かに 綺麗 だ。 僕は アィドル タレント やィ 
ヶメン の 男に き や一 き や 一 騒いで いる 女 
どもを 見て、 どいつ もこい つも 外見 だけ 
しか 見て ない 奴ら ばっかり だと 心の中で 
馬鹿にし ていた じ やない か。 本当に 大事 
なのは 見かけ じ やなくて 中身な の だと 僻 
み 根性 丸出しで 愚痴る 世の中の 男たち の 
言葉に 深く 頷いてい たじ やない か。 それ 
なのに どうだろう。 いざ 自分の 前に まし 
ろが 現れた とき、 僕は 彼女が 白骨で ある 
という 見て くれ だけに 囚われて、 こんな 
にも 美しい 彼女の 心を 全然 見て こな かっ 
たじ やない か。 本当に 馬鹿 だ 僕は。 僕が 
ずっと 求めて やまな かった 純愛は こんな 
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ところに あったのに、 それに 気づかない 
なんて。 僕が 本当に 大切に するべき 人は 
ここにい る。 二 句 河 梨 ましろ。 骨 だけに 
なっても ずっと 僕の ことを 愛して くれた 
君を、 僕は 愛したい と 思う。 君が 好きだ、 
ましろ。 

「ましろ^  — 」 

感極まって 彼女の 名前を 叫び、 僕は @ 
から 涙を ぼろぼろ 流しながら 両腕を 大き 
く 広げ、 ましろに 抱きついた。 強く、 強 
く。 もう 二度と 離す もの かとい うくら い 
に 強く！ ましろ！ 好きだ、 大好き だ 
ましろ 一•  僕は 君を 愛して る ！ 

と 0 

- ばき っ、 

不意に 耳に 入って きた そんな 音。 続け 
て、 

ばき っ、 ぼきっ、 めきっ、 がしっ、 ご 
きつ、 ぐごき つ、 ヴ オキツ 、ヴェ キツ、 
べきつ、 ぶ ぼきつ、 がきつ、 ぐき つ、 ご 
げきつ、 ば ごつ、 べきべき べきべき べき 

べき ぼき ぼき ぼき ぼき ばき ばき ばき ばき 


ばき ばき バキ バキバ キバキ バキバ キバキ 
バキバ キガラ ガラガ ラ ガラガ ラ ガラガ ラ 
ガラ がつ しやん。 

僕が 思いっきり 力強く 抱き締め たまし 
ろの 肩甲骨が、 鎖骨が、 肋骨が、 背骨が、 
上腕骨が、 尺骨が、 まるで 細い 木の 枝が 
折れる かの ように あまりに も 簡単に、 軽 
快な 音を立てて バキ バキと 折れ 砕け、 バ 
ラバ ラに なった 彼女の 骨が ガラガ ラと 床 
に 崩れ落ちた。 白骨の 残骸。 その上に ちよ 
こんと 乘 つかる しやれ こうべ。 まるで 冗 
談 のよう な 光景だった。 考えてみれば 当 
たり 前で、 ましろが 白骨に なっても う 何 
年 も 経って いるの だから 骨は 風化し 中身 
はス カスカの カラカラ。 そんな ものを 勢 
いよく 力強く 抱き締めたら、 簡単に 折れ 
てし まう に 決まつ ている じ やない か。 

馬鹿 か 僕は …… 僕は …… なんて ことを 
してし まつたん だ …… 。呆然と 立ち尽く 
した まま、 僕は 放心した。 そして、 まし 
ろの 残骸の 前に へなへなと 座り込んだ。 

「やつと …… やつと 見つけた のに …… 僕 


はやっ と、 本当に 大切な ものを 見つけた 
のに …… 」 

自然と 漏れ 出て くる、 悔恨の 言葉。 
「やっと …… ましろ …… 僕は 君が 好きだ 
と 気付いた のに …… 結婚で もなん でもし 
て、 絶対に 君を 大切に す るって、 そう 思っ 
たのに …… ！」 

僕は 叫んだ。 

「ましろ おお おお お - う ああ 

ああ ああ あぁ ぁぁ ああ あぁ ぁぁ ぁぁ ああ 

ああ - ッ - 」 

絶叫の 声と ともに、 僕の 目から 滝の ょ 
、っな 涙が あふれて くる。 人間の 目が こん 
なにも 大量の 涙を 流せる なんて、 僕は 知 
ら なかつ た。 悲しい。 すごく 悲しい。 いつ 
そ 死んで しまいたい くらいだ。 ましろの 
いない 世界で、 僕は どうやって 生きて い 
けばい いんだ。 大切な ものに 気付いた 途 
端、 自分の 手で それを 破壊して しまうな 
ん て、 自分の クズ っぶりに 腹が立つ。 殺 
してやりたい。 自分を 殺して やりたい。 
けれど そんな こと すら 僕は できなくて、 


284 


フ パント/ 


ただ、 ましろの 前で みつとも なく 泣き 崩 
れる だけ。 

「 . うう う . ましろ お . ましろ お 

. !」 

と、 そのと き。 

- カタ カタ …… 

そんな、 聞き覚えの ある 音が。 聞こえ 
た 0 

僕は 痛い ほど 泣き腫らした 目を こじ あ 
けて、 目の前の ましろの 頭蓋骨を まじま 
じと 凝視す る。 

- カタ カタ . カタ カタ . 

再び、 鳴った。 ましろの 頭蓋骨の 顎が 

. まるで 何 かを 語り かける ように カタ 

カタと 動いた。 

「ま、 ましろ …… お前、 生きて る …… の 
か？」 

かすれた 声で 恐る恐る 僕が 尋ねる と、 
ましろの 頭蓋骨は それに 答えて カタ カタ 
と 嬉しそうに 顎を 鳴らした。 

「よかった …… ！ 本当によ かつ た 


僕は ましろの 頭蓋骨を 抱き上げ、 そっ 
とほ お擦りを した。 ましろが 照れた ょう 
に カタ カタと 動く。 

もう 離さない。 僕は 一生、 君を 愛し 続 
ける から …… 。僕は、 心からそう 誓った。 

□  □  □ 

それから 僕は、 ましろの 頭蓋骨を パソ 

コンの モニタ 丨の 上に 置いた。 ちょっ と 

浮いて いる けれど、 頭蓋骨 だけなら どう 
にか ィンテリア として ごまかせ そうだ。 
残りの 骨は、 まとめて 袋に 包んで おいた。 
数回に 分けて ゴ ミに 出し、 処分して いこ 
うと 思う。 

ましろの 指 や 腕は なくなっ てし まい、 
筆談な ど コミュニケ ー シ ョンは できな く 
なった けど、 それでも かまわない。 愛の 
前には あらゆる 障害は 無意味な の だか 
ら〇 

ましろに そつと 口 づけした あと、 僕は 
パソコンの 電源を入れた。 委員長 シナ リ 


才の エンデ イングを 見た 後、 いよいよ メ 
イン ヒロイン である 前世の 恋人の 女の子 
の 攻略を 始めよう。 パソコンが うぃ 一ん 
という 音を立てて 起動を 始める。 それ 
に 合わせる かの ように、 ましろの 顎が 力 
タカ タと 笑うよう に 鳴つ た。 デスク トッ 
プの アイコンを クリックし、 ゲ^ ~ ムを起 
動。 タイトル 画面には 大勢の 美少女。 二 
次元 美少女の 劣化 コピー でしかない 三次 
元の 雌 豚 どもとは 比べ物にならない ほど 
に 心 も 体 も 完璧に 綺麗な 女の子たち。 世 
界 には こんなに 可愛い 女の子た ちが 大勢 
あふれて いて マスタべ ーシ ョンの オ カズ 
には 事欠かないし、 しかも その上には 僕 
のこと だけを 見て くれる 可愛い 幼なじみ 
がちょ こんと 乘 っかって いる。 僕の 世界 
はなん て 最高なん だろう。 

ましろが カタ カタ、 カタ カタと 激しく 
顎を 鳴らす。 

ああ —— 僕は 今、 とても 幸せ だ。 

HafD TD y  end cr ut  no  future. 
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この 世に 男と 女が 生まれた そのと き、 イケメ ンとキ モメン も 誕生した。 つまり、 キモ メンが キモメ 
ン たる 真の 理由は 本人の 顔には ない。 キ モメン はあくまで も 他人との 関係、 イ ケメン との 相対的 関係 
において キ モメン となる (同時に イ ケメン もまた キ モメン との 比較に よっての みイ ケメン でありう 
る)。 恋が 受け いれられぬ とき、 人は キモ くなる。 だから キ モメン 映画は つねに 恋の 映画で ある。 


キモ メンの 歴史が 人類と ともに あるの なら、 キ モメン 映画の 歴史 も 映画史 とともに ある。'/ ア メリ 
力 映画の 父/,  D  . W •グリフ イスは 米国 最初の 長編 映画 (にして 露骨な 人種差別 映画) 『国民の 創世』 
だけでなく、 最初の キ モメン 映画 も 作って いる。 『散り ゆく 花』 こそ アメリヵが 最初に 生んだ 偉大な 
キ モメン 映画 だ。 ヒロインは グリフ イスの 秘蔵っ 子 リリアン •ギッシュ。 当時 二十 二 歳の ギッシュが 
演じる のは ロンドンの 貧民街に 住む 十二 歳の 少女で ある。 一人で ボ クサー である 父親の 世話を してい 
るが、 父親が 返して くるのは 感謝で なく 拳骨 ばかり だ。 そんな 少女が 出会ぅ のが 一人の 中国人 (演じ 


るは リ チヤ ード 


— セル メス)。 かつて 布教の ために 英国に わたって きた 仏僧だった が、 夢 破れ 今 


では チヤ ィナ タウンの 片隅で 小さな 雑貨 屋を 開いて いる。 ある 日、 父親から とりわけ ひどい 虐待を 受 
け、 半死半生の 少女は 中国人の 店の 前で 倒れる。 中国人は 少女を 店に 運び こみ、 かいがいしく 少女の 
世話を する。 美しい 服を 着せ、 怪我を いたわり、 蝶よ 花よ とつく すの だ。 

淀川 長 治 先生に 「どれ だけ 泣いた かわからない。 映画は 詩」 と 言わし めた 中国人と 薄幸の 美少女の 
悲恋 物語 だが、 よく 考えたら 口 もき いた ことのない 美少女を 勝手に 家に 連れ込み、 美しい 服に 着せ か 
えて 愛でる 男と いぅのは かなり 危険な 存在 だ。 グリフ ィスの ロリコン 趣味 炸裂で ある。 パー セル メス 
は ひたすら 美少女 ギッシュに 萌 えてい る だけな の だが、 「中国人 風情が …… 」 と 怒った 父親に よって 
二人は 引き裂かれる。 蔑まれて いる 中国人が 自分 だけの 世界で ある 雑貨 屋の 二階で、 口 もき けない 美 
少女に 捧げる 純情 こそ キモ メンの 愛で ある。 

サイレント 映画は 美男 美女の 世界 だと 思われが ちで ある。 だが、 偉大なる キ モメン .スタ 1 もまた 


存在した。 ク 千の 顔を 持つ 男 クロン •チヤ ニイ こそ 史上 初の # 奇 スタ 


自分の 頻を 隠す ことで スター 


キモ メンの 

映画 史帛 


柳下毅 一郎 


になった 最初の 男で ある。 ® 啞 者の 両親の 元に 育った チヤ ニイは 子供の 頃から パントマイムと 身体 表 
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キ モメン 映画 ヘス ト 10  (年代順) 

『散り ゆく 花』 （1919 年） 

『知られぬ 人』 （1927 年） 

『フランケンシュタインの 花嫁』 （1935 年） 

『汚名』 （1946 年） 

[T エル』 （1953 年） 

『フアン トム •オブ •パラダイス』 （1974 年） 

『少しの 愛 だけで も』 （1976 年） 

D3 シザー ハンズ』 （1990 年） 

『ダし ク マン』 （1990 年） 

『ハピ ネス』 （1998 年） 


現に 長 じていた。 だが、 チヤ ニイが 真に キモ メン •スタ 1 となっ たのは さまざまな メイクを 施して あ 
りと あらゆる 不具と 奇形を 演じて みせた おかげで ある。 手な し、 足 萎え、 片目、 せむし …… チヤ ニ 
イ はありと あらゆる 不具者を 演じた が、 いちばん 得意だった のはなん とい っても 『ノ ー トル ダムの M 
僂 男』 や 『オペラの 怪人』 で 演じた 美女に 愛を 捧げる 日陰の 片輪 者で ある。 チヤ ニイは 後に 『フ リー 
クス』 を 作る トッド •ブラウニングと 組んで'  キ モメン 映画の 傑作を 次々 にものす るが (チヤ ニイが 
一九 三〇 年に 急逝し なければ、 『フリ ー クス』 も チヤ ニイ 主演で 作られて いたは ず だ) その 最高 傑作 
が 『知られぬ 人』 である。 チヤ ニイが 演じる のは 手な しの ナイフ 投げ 芸人 アロンゾ である。 サー カス 
団長の 娘 (ジ ョーン •クロフ ォー ド) の 恋人が いるが、 手がない の だから 彼女を 抱きしめる ことは で 
きない (ちょう ど テ イム •パ ー トンの 『シザ ー ハンズ』 と 同じょうな 設定で ある)。 だが、 アロンゾ 
には 誰に も 教えて いない 秘密が あった。 実は 両手が あったの だ。 手が 奇形だった のを 恥じ、 両手を 縛っ 
て 隠して いたので ある。 その 手を ES 撃され た アロンゾは 手術を 受けて 両腕を 切断して しまう。 だが 手 
術を 終えて 戻って みると、 恋人は 他の 男 (力自慢の 筋肉 男) の 腕に 抱かれて いるので ある。 アロンゾ 
の 哀しみ も 憎しみ も、 その 正体す らも 誰に も 知られない まま 物語は 終わっ てし まう。 「知られぬ 人」 
とは キモ メン のこと なの だ。 

現在、 ロン •チヤ ニイの 衣鉢を 継ぐ キ モメンス タ 1 と 言えば フイ リップ •シ ー モア. ホフマン であ 
る。 『カポ ー テイ』 の トル ー マン •カ ポ ー テイ 役で ついに 第 七十 八 回アカ デミ ー 主演 男優 賞を 獲得し 
た ホフマンは、 決して 二枚目の 役な どやらない、 いやで きない 男で ある。 『ハピ ネス』 では 隣家の 美 
女に 恋して 無言 電話を かけつ づける 変態 男。 『ブ ギーナ イツ』 では デ カ チンの 主人公を 好きな 気弱な 
ホモ 青年。 『 25 時』 では 教え子の 女子高生に 恋をする 中年 童貞 高校 教師。 フイ リップ •シー モア •ホ 
フ マンの 恋は いつも 一方通行で、 いつもせ つない。 あんな デブを 好きになる 女性は いないの だから。 『あ 
の 頃べ 二！ レインと』 では 実在の 音楽評論家 レ スタ！ バン グス 役を 演じ、 主人公に 向かって 言う。 
「ミ ユージ シヤンっ ていう のは ク ー ルな 連中 だ。 でも、 音楽を 聞いて、 文章を 書いて る 俺たち はク ー 
ル じ ゃな いんだ」。 主人公に 「また、 電話しても いいです か？」 と 訊ねられ ると 「いつでも 電話して 
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EY 


■散り 行く 花 

監 f}/D*W •グリフィス 
出演/リリアン- ギッシュ、 リチャード • バーセル メス 

DVD/ アイ •ヴィー •シー 


■知られぬ 人 

監 ¢3/ トッド •ブラウニング 
出演/ロン •チャニー、 ノーマン •ケリー 
DVD/  The  Lon  Chaney  Collection  (The  Ace  of 
Hearts/Laugh.  Clown.  Laugh/ The  Unknown/Lon 
Chaney  -  A  Thousand  Faces)  .Warner  Home  Video 


ssichi  Mcouurios 


CUSSICI： 

数り 行く 花 


圈 


. 

:轉 綱 _微 


:齡 
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フ パント/ 


おいで。 俺は ク ー ル じ やない から、 いつも 家に いるよ」 と 答える の だ。 こんなに も 引きこもりが 似合 
う ハリウッド •スタ 1 がいる だろう か？ 『ハピ ネス』 では、 ホフマンの 変態 男は 奇跡の ような 巡り合 
わせに よって 美女の 家に 迎え入れられる。 だが、 二人は 決して 結ばれない。 ホフマンに 近寄って くる 
のは デブの オ ー ルド ミスの 方で ある。 モテない 二人の チ ー ク ダンスは あまりに 悲しい。 

ロン •チャ ニイの 一世一代の 当たり役だった 『オペラの 怪人』 はキ モメン 映画の 金字塔で ある。 原 
作者 ガストン •ルル ー は オペラ 座で 実際に 起きた 事件を 元に 小説 『オペラ 座の 怪人』 を 書いた という 0 
パリ •オペラ 座の 地下に 住んで いる 怪人は、 自分が 見込んだ バック •コー ラスの 女を スタ 1 にしよ、 っ 
と、 プリマドンナを 脅し、 事故を 起こす。 娘を 地下の 秘密の 隠れ家に 拉致して レッスンを 施す が、 男 
の 醜い 素顔を 見た 娘は 恐怖で 失神して しまう の だ。 チャ ニイ 版 だけでなく 『オペラ 座の 怪人』 は 何度 
も 映画、 舞台、 ミユ ー ジカル 化されて いるが、 最高の 一本と 言えば ブライアン •デ •パルマの 『ファ 
ン トム •オブ •パラダイス』 であろう。 デ. パルマと 作曲家 ポ ー ル. ウィリアムズは 『オペラ 座の 怪人』 
を 現代の ロック 界に 置き換え、 最強の ロック •ミ ユージ カルを 作り あげた。 主人公 ウィン ズ ロウ (ウィ 
リアム •フィンレイ) は 自分の 書いた 曲を 業界の 大 立て 者 スワンに 盗まれた うえ、 ハ メられ て 刑務所 
送りに なって しまう。 ウィン ズ ロウは 脱獄して レコ ー ドエ 場に 侵入す るが、 プレス 機に 挾まれて 顔に 
醜い 火傷を 負っ てし まう。 ウィン ズ ロウは 愛する 歌手 フェニックスに 歌わせる のを 条件に して スワン 
に 曲を 引き渡し、 スワンが 裏切って 他の 歌手に 歌わせよう とすると 仮面を かぶった 「ファン トム」 と 
なって 歌手を 殺す の だ。 不自由な 身体で ぎくし やくと 動き、 狂気の 笑いを 爆発させる ファン トムは 怪 
人 そのもの だ。 怒りと 苦しみに よって、 人は 怪人に 変身す るので ある (ちなみに サム •ライミの 『ダー 
ク マン』 はこれ への オ マー ジユで ある)。 

ウイン ズ ロウは 歌 だけでなく フェニックス も スワンに 奪われて しまう。 だが、 スワンの 方は ウイン 
ズ ロウの ことな ど 覚えて すらい ない。 元々 ウィン ズ ロウが 勝手に 思い入れて いただけ なので ある。 ウィ 
ンズ ロウは 絶望しても 死ぬ こと すら 許されない。 醜い 顔の まま、 苦しみつ づける ことし かで きないの 
だ。 歌 だけは とても とても 美しい の だが。 


■フアン ト ム • オブ • バラ ダイス 

監 e/ ブライアン •デ •パルマ 
出演/ボール •ウィリアムズ、 ウィリアム •フィンレイ 
DVD/  20 世紀 フオッ クス. ホーム. エンターテイメント. ジャパン 


I 汚名 

監 毡/ アルフレッド • ヒッチコック 
出演/イングリッド •バーグマン、 ケーリー •グラン ト 
DVD/ ビクター エンタテインメント 


ブライアン •デ •パルマの キ モメン 映画は 『ファン トム •オブ •パラダイス』 だけでは ない。 デ. 
パルマは 一貫して 美しい 女を 見つめる しかで きない 男の 哀しみを テ ー マに 映画を 撮りつ づけて きた。 
デ •パルマの もっとも 個人的な 映画 『ミッ ドナイ トク ロス』 では、 ジョン •トラボルタが 演じる 録音 
技師が、 たまたま 自動車事故の 生 音を 録音して しまう。 それが 政治 がらみ の 陰謀 だと 知った トラ ボル 
夕は、 証拠を 取る ために 恋人に 盗聴器を つけて 犯人と 対決させる。 だが、 犯人が 襲い かかって きたと 
き、 遠くに いる トラボルタは 何もで きない。 ただ 恋人の 悲鳴を 聞かされる しかない の だ。 すべてを 失っ 
た トラボルタは くりかえし くりかえし 女の 悲鳴を 聞きつ づける の だ。 

キ モメン 映画と いうならば、 その デ •パルマに 多大な 影響を 与えた ヒッチコックを 忘れて はなら な 
い。 ヒッチコックの すべての 映画は 強烈な 女性 不信と、 女性に 対する どうしよう もない 憧れに 引き裂 
かれて いる。 毎度 毎度 映画に 登場す る ヒッチコックの 姿を 見れば、 それ も 無理は ない と 誰もが 思う だ 
ろう。 晚年 、とりわけ 『サイコ』 以降の 映画に おいては、 いささか 女性 嫌悪の 度が 強す ぎ、 あたかも 
女性を 罰する ために 映画を 撮っ ている かの ような 感 さえ あるが、 もちろん ヒッチコックは それだけで 
はない。 不実な 女に 惹 かれる 心を 捨てられな いから、 ヒッチコック 映画は 魅力的な ので ある。 たとえ 
ば 『汚名』 では、 荒れた 生活を 送って いた ヒロインが 米国の スパイ 組織に スカゥトされ、 ナチ ス 協力 
者の 大富豪 に 近づく ことになる。 ヒロインは 連絡 員で ある 主人公 (ケ ー リー •グラント) を 愛して い 
るの だが、 スパイ 活動の ために 大 富豪と 結婚す る ことになる。 ヒロインは 映画の あいだず っと 不貞し っ 
ばな しなので ある。 この 映画で いちばん 誠実な のは、 実は 惡役 である ナチ ス 協力者の 夫 (『透明人間』 
こと クロー ド •レインズ) なの だ。 情報 目当てで 近づいて きた 女に 騙されて すべてを 失う 気弱な 男 (も 
ち ろん 力強い 母親が いる) こそ、 金で 女を 手に入れよ うとした キモ メンの 末路で ある。 ヒッチコック 
が 自分を 投影して いるの もこ ちらの 方 だ。 『めまい』 では、 主人公は 恋する 女 (キム •ノヴァク) に 
目の前で 死なれた あと、 そっくりの 女に 出くわす。 彼は 女 (ノヴァク ニ役) に 新しく 服を 買って やり、 
髪型を 整え、 彼女を 死んだ 女 そっくりに 仕立てよう とする。 目の前に いる 美女よりも、 幻想の 美女を 
求める 男の 目は どこか 遠くの 桃源郷を 見つめて いるの だ。 (つづく) 
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column 

〇8 

うは ° 一の オス スメ もの 


ういろう 

text  by  UIRO 


おさわり ラィト ノベルが 

読んで みたい！ の 巻 

「うば一 の お茶 会」 という ブ ログの 
管理人を している 「ういろう」 と 申 
します。 ゲ ー ム •コミック •ラィト 
ノベル •アニメの 感想 や ニ ユース を 

扱って おります。 興味が あれば PJM い 
てみ てくだ さい (宣伝 終わり)。 
さて、 年末に 親友たち と 忘年会を 

やつて いたと ころ、 一緒に 来て い 
た 友達の お子さんが ニンテンド —D 
S で 遊んで いたんで すよ。 その 場で 
貸して もらっ たんです が、 タッチ パ 
ネルが 予想を 超えて 面白い！ 小学 
生の 女の子と しりとり 合戦で 盛り あ 
がつ てし まいました。 

『逆転 裁判』 という 法廷を 舞台に し 
た シリー ズ物 がありまして、 1 作 目 
に 新作 シナリオ 1 本 追加した DS 版 

『逆転 裁判 蘇る 逆転』 が 発売され 
たと 知って 早速 ゲット！ 

プレイ^ -  — は 弁護士に なつて、 被 
告 人を 弁護して 無実に する のが 大ま 


かな 流れです。 関係者の 証言 集め や 
証拠 品 探しを して 裁判に 立ち向かう 
んで すが、 実際の 弁護士の 仕事とは 
違い、 ゲ彳ム 性を 高めた 内容です。 

主人公の 成 歩 堂 龍 一は 「なるほど 
君」 という 愛称で 呼ばれる キヤ ラ。 

へ タレ カツコ イイと いうのは この こ 
とか。 よく 失敗して おつち よこち よ 
い プレイ にと つては 不安 ありま 
くりで、 でも、 いざと なると 被告人 
のために 一所懸命になる 熱血漢な と 
ころが 好感 持てます。 この 成歩觉 VS. 
検察官の 法廷 バトルが 熱 いんです。 
同級生だった 御剣 検事は ともかく、 
オヤ ジの 魅力 全開 カルマ 検事は 威圧 
感を 出して、 渋い ボイスで 「異議 あ 
り」 と言われ ると 裁判長と 同様 こっ 
ち も ビビリます (笑 〇 

他の キヤ ラには、 なるほど 君が 勤 
めて いる 綾里 法律事務所の 綾里 千 
尋 さん。 敏腕 弁護士で、 なるほど 君 
を 暖かく 指導し 助けて くれます。 ま 
た 彼女の 妹で 霊媒 師のタ マゴ、 綾里 
真 宵 もなる ほど 君に 尽くして くれ ま 


す。 たまに 変な 言動を する し、 変な 
服装で 団子鼻 だけど 放置で きない 魅 
力を 秘めて ます。 

第 5 話では 科学 捜査 官を 目指す 女 
子 高 生の 宝 月 茜が なるほど 君の アシ 
ス タント 的な ヒロィン キヤ ラ。 見た 
目 も 素晴らしく 可愛い。 学生服の 上 
に 羽織った 白衣と ビジュアル 的に 萌 
え〜。 科学 捜査 官を 目指して いる 動 
機 も 泣かせて くれる。 さらに 元 捜査 
官 であり、 現在は 弁当 売り 「ゲロ ま M 
みれ の お 響」 といぅ、 威勢の いい 姐 1 
さん キヤ ラが いて、 差し出して くれ 
る お 弁当の 種類の 豊富 さは 驚きの 数 
です。 20 個 以上は あります。 ぜひ 全 
種類 食べて みたい。 

しかし 登場 キヤ ラの なかでは、 警 
察 庁の マスコット キヤ ラ 「タィ ホく 
ん」 が もっとも 萌 えだと 断言で きま 
す。 ユーモ ラスな 動きと それに マッ 
チした BGM。 ビデオ 再生 シ ー ンが 
あるので すが 大 爆笑。 おいしい とこ 
ろを 独り占め。 ああ、 彼の 運命は ど 
ぅなる のか 心配で、 次回 作に も 登場 
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⑩  刪 転 


「逆転 裁判 蘇る 逆転」 
カプコン (Nintendo  DS) 


する のか 心配です。 

さて、 タッチ パネルは 指紋 や ルミ 
ノール 反応な どの 鑑定で 使われて い 
ましたが、 それ 以外は いまいち 活用 
されて いなかつた 気が …… 。 

ここで、 『逆転 裁判 J から 離れて 
今後の アドべ ン チヤ— を 見据える と 
いぅ 大義名分で、 タッチ パネルの 活 
用法を 勝手に 提案し ます。 

キヤ ラの 身体を 撫で まわしたり、 

ほつぺを フニ ョ フニ ョ 、おなかを プ 
ニプ ニ、 お尻を タッ チな どの コミユ 
ニケ— シ ョンが GOOD です よ！ 
キヤ ラの 喜怒哀楽が みたい。 スピー 
ヵー からは 悲鳴 や 喘ぎ 声が 間 こえた 
ら 面白い のに。 また 風邪をひいた 彼 
女の ために 食事を タッチ ペンで 摘 
んで 、マィク 端子に 向かつて 「フ ー 
フ ー」 と 息を ふきかけ 冷まして か 
ら 、彼女の 口に 持つて いつて 食べさ 
せて あげる なんてい いじ やないです 
か 気になる クラスメイトの 女の 
子と 席が 隣 同士で、 さわったり、 叩 

いたりと、 自分では ふれあいの つも 


りで、 たとえ 彼女が 怒っても 「この 
ツンデ レ。 可愛い な」 と 思う シチ ユ。 
しかし 最後に 落とし穴が 待っ てい 
て、 ハッ ピー エンド だと 思つ ていた 

ら 、単に ホン トに 嫌がられ、 彼女 か 
ら駡声 罵倒で ク ソミ ソに肢 されて B 
AD エンデ ィングと いうの もリ アリ 
ズム にあ ふれて いてい いんじ やない 
でしよう か (いくない )0 

他に も 特殊な プレィを 望む 方には 
ム チを 振る う シーン がいいで しよ 
、っ。 タッチ ペンで、 軌道を 沿うよう 
な 動きで、 自分の サド 性を ふるって 
ストレス 発散です よ。 惯 れ惯れ しい 
人を ピシ っと 叩いて、 それでも 懐か 
れ るィヤ ー ンな 体験 もで きる！ (さ 
れ たくね 一) 

架空 戦争 物で も タッチ パネルは い 
ろい ろ 使えそう です。 第一 次 世界 大 
戦 下なら 前方に 迫り 来る 戦車 師団を 
撃ちまくる。 この 1 本の タツ チ ペン 
だけで 戦局 逆転。 漢の ロマンです。 
三國志 だと 敵の 武将の どこから 突い 
てく るか わからない 剣を ペンで 受け 


止め まくり、 こちら も 刀を ふるう r 

これが ホン トの 「ペンは 剣より 強 

し」 です！ 狭い 道に 大量の 兵士が 

長い 列を 作って 行進して いたら 火刑 

です よ！ 山岳地帯から 火を 指で 放 

ち、 「燃 1 えろ よ。 燃 1 えろ よ。 炎よ、 

燃えろ 一」 と ドンドン 火を タッ チべ 

ンで 広がらせて 被害を 大きく してい 

きまし よう。 くう 一、 燃えるな あ 一。 

『天空の 城 ラピユ タ』 の ムス カの よ 

、っに 「見ろ、 人が ゴミ のよう だ」。 

高い 城から 地上に レ ー ザー を 指で な 

ぞ りながら じ やん じ やん 投下して 独 

裁 者 気分に 浸れる の もどう でしよ 
う 0 

こんな ふうに タッチ パネルに はま 
だま だ 可能性が あるので はないで 
しよう か。 もし 次回が あれば 「ファ 
ン トム 300 万 冊 RPG  (仮) タッ 
チ パネルで 実現！」 を 予定と します。 
宿題に します ので 皆さん 考えて おい 
てくだ さい。 逆転の 発想で なんとか。 


秋 葉 原に とどまらず、 全国的に メ 
ィド 喫茶が 乱立しつつ ある 今日 この 
ごろ。 女子高生 や 非 オタクの オジさ 
ん たち も メイ ドさん のか わい さには 

ろん、 文学者 だって メイ ドさん が大 
好き。 「ご主人 様」 「お 嬢 様」 と 呼ば 
れて 嬉しくない 人なん かいません！ 


さま、 聖者 さま、 天国 中の 御 使たち、 
お守り 下さい。 わたくしが 純潔を 
失つ たら、 その 恐ろしい 瞬間に、 命 


がなくなります ように」 


キス さ 


ミラは、 操を 守る ために お 屋敷を 出 
る ことを 決意。 ところが 旦那 様の 手 
によつ て 別宅に 監禁され てし まい ま 


「パ ミラ |  ( 「筑摩 世界 文学 大系 21 リ チヤ— ド ソン/スタ— > 所収) 筑摩軎 房  ^  —-3^( 


性格が つつまし く 美しい 十五 歳の 
メィ ドさん、 パ ミラは 奥様 や 使用人 

.こ  b  こ. ^ っ、、、 ^ b l 、 こ  _  b  \ 

W  J •  #4—  ,  ノ  ••••  II  -  メ  / 


この 手で 彼女の 貞操 
を # おぅとす るので すが、 メィ ド さ 
ん はいつ も 寸前で 失神して しまぅた 
め、 望みを かなえる ことができ ませ 

し 〇  ノ  •ハ  \  友. フ  UL  氏』 u ^ IL ^srTTJ  /  J31 

^  •  /  /V  %  I  へ  —I  HA  I ~ I 


する のです が、 旦那 様と 離れて みて 
はじめて 気づく のでした。 本当に 旦 
那 様を 愛して しまつた という ことに 


ャリ チン 貴族が メイ ドさん の 純潔 
ぶりに 心 打たれ、 改心して ハッ ピ ー 
エンド。 英雄では なく 普通の 少女を 
主人公に 据ぇ、 近代 小説の 祖と 呼ば 
れ るょぅ になった 十八 世紀の 作品で 
す。 近代 小説は メイ ドさん 萌 えから 
始まっ たんです ね。 発表され る やい 
なや イギリス 中の 注目を 集めた 本 

fchN  士冗 >ー ョこ 仁つ 一、。、 ミ- 7  rNfd/ウ を レ V- 

-  H  •一,#  •  •  価〆.  - y  V  /  V  /  •/  •ノ 
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『女中の 臀』 □パ— 卜 •ク— ヴァ— 


思潮 社 メイ ド S M 小説。 い 


あらすじ 


毎朝、 ご主人 様の 部屋を 掃除し に 
やつて くる メィ ドさん。 完璧に ご 主 
人様に お仕えす る ことを 誓ぅ の だけ 
ど、 ドジつ 娘な 彼女は いつも 失敗 ば 
かり。 そのたび にご 主人 様は 手引書 
に 従つ て メィ ドさん にお 仕置きを し 
なければ なりません。 かわいそうな 
メイ ドさん は メイ ド 心得を 暗唱し な 
がら 四つん ばいに なり、 白い お尻を 
鞭打たれて しまう のです。 「行ない 


は 清く 正しく、 身の こなしは 


ビ チ- — ン I • - 


つ、 つつまし く、 


お怒りの 時は —— 」 パキ J ノ！ 「ア 
ウグ n:」 「も、 もうしわけ ございま 


.鞭打ちの 


せん、 御主人 さま！ 一 


とりこに なつた メイ ドさん は 今日 も 
せっせと ミスを 連発、 自分から お尻 
を まくって せがむ もの だから ご主人 


様は 疲れ果てて ボロボ ロに 


じめ られ てる女の 子 
の ほぅが その 気になって、 ご主人 様 
が 「どひ〜 もぅ 体が もたない ョ〜」 
となる ォ チが、 読み手と 書き手の 地 
位が 逆転す る— 乂学の メタファ . — と 
なって いるそう です。 エロ 漫画の 定 


番オ チの ような 気 もします が 


『桑の 実』 鈴 木 三— 


あらすじ 


継母に 育てられた 身寄りの ない お 
くみは、 カフェ ーの おかみ さんの 口 

利きで、 妻と 離婚した 洋画家. 青木 
さんの 家で 女中と して 働く ことに。 
万事に おいて ひかえめで 、男所帯の 
中で くるくると 鋤く おくみに、 青木 
さんは 次第に 癒されて いきます。 お 
くみに 絵を 見せて 感想を 聞いたり、 
一緒に お茶を 飲もうと 誘つ たりと、 
何くれとなく やさしく 接して くれる 
青木さん に、 おくみ も 淡い 恋心を 抱 


くように なつて 


夏 目漱石 門下生で、 『赤い 鳥』 を 
創刊した 児童文学 家. 鈴 木 三重 吉が 
「ただ、 私の 好きな 女と して、 ぼん 
やり 空想して いた、 或る 種の 型の 女」 
を 描いた メィ ドさん 萌え 小説。 かい 
がいしく ご主人 様たち の 世話を焼 
き、 褒められ ると 顔を 真 赤に してぅ 
つむく 純情 メィ ドさん です。 決して 
岩波 文庫 自己主張を せず、 「私 

は 何にも 判りません 
ので ございま すから」 と 謙遜す る お 
くみを、 青木さん は 「私は おくみ さ 
んが 来て くれてから、 すべてに 不平 
といぅ ものが ちょつ ともなくて、 の 
ん びりした 気分に なつて 来ました 
ょ」 と 褒め称え るので すが、 身分の 
差の ために 恋愛には 発展 しないので 
した。 静かに 慕い 合う ご主人 様と 純 
情 メイ ドの 関係 性に 萌 え。 

清純 派 ツンデ レ、 マゾつ 娘、 癒し 


系 女中 


いろんな メイ ドさん が 文 


ボス 


モダン 文学の 旗手に よる 


学 書の 中で ご主人 様の ◊お帰り// を 
待つ ています。 さて、 あなたが 選ぶ 
メイ ドさん はだれ？ 


V 萌ぇ 属性 •萌ぇ 要素 

『パ ミラ』 

貞淑な メイ ド/知的/ 丁寧 
口調/潔癖/ 生真面目/強 
気 

『女中の 臀』 

ド ジツ娘 メイ ド/マゾつ 娘 
\ 鞭打ち 

『桑の 実』 

純情 メイ ド/謙虚/内気/ 
天涯孤独/和み 系 


木 之 本み け 

とりし も  Illustration 


妹が 実際に いないと、 もしかしたら こういうの つて わからな 
いの かもしれ ない。 だけど あえて 言わせて もらえば、 妹の 可愛 
さとい うのは やっぱり、 例えば 恋人に 対して 感じる 可愛 さとは 
違、 っ 0 

女の子の 可愛 さで ある 以上、 性的 魅力を 感じない と 言えば 嘘 
になる のか もしれ ない が、 それでも そこに ある 感情は、 やはり 
性的な 感情では ない —— と、 思う。 たぶん。 

むしろ 妹と いうのは 猫の ような もの だ。 たまに ネコ ミミ も 生 
えたり する し。 

f  、 

という わけで、 今回は 俺の 妹が ネコ ミミ リアに 罹った ときの 
ことを 書きたい と 思う。 それは 夏の 陽射し もす つかり 思い出せ 
なくなつ た、 十月の こと だつ た。 


その 日は ほぼ 一日中、 俺は 机に 向かって いた。 詳しくは あと 
で 述べる が、 取引先の ディレクタ^ ~ と 会う約束が あって、 一 日 
中 エロ 絵を 描いて いたの だ。 

しかし エロ 絵と いうのは 画 力が 問われる。 下手な エロ 絵と い 
うのは 見る に 耐えない。 もちろん どんな 絵で あれ 下手な 絵は 
痛々 しいの だが、 下手な エロ 絵は 痛い だけでなく キモ い。 もち 
ろん 最初から 上手い 人間な どい ない わけで、 努力の 過程と して 
キモ 絵を 描いて しまう のは 仕方ない が、 俺 だって 昨日 今日に 絵 
を 始めた わけでは ない の だ。 あまり ひどい 絵を 描く わけに もい 
かない。 

で、 描いて は 消しを 繰り返し、 ようやく 出来 あがった 絵を 見 
ては、 ため息。 机の 脇の スタンドから ベ ースを 手に 取って は 現 
実 逃避を 繰り返し ていた。 

べース というのは アンプに 繫 がない と 本来の 低音が あまり 聴 
き 取れず、 弦を 押さえる 音と ピックが こすれる 音 ばかりが うる 
さくて、 あまり 楽しい ものでは ない。 少しの 間べ チべ チと ショ 


ボい 音を 響かせた あとで、 やっぱり アン 
プを繫 ごうと 思い直し、 椅子から 立ち上 
がった ところで ノックの 音が した。 

午後 八 時と いう 時間から 考えて、 勧誘 
や 訪問販売の 類とは 思えなかった。 俺は 
理 恵が 来たの かと 思い (理恵 について は 
あとで 述べる)、 失敗 作の 絵を 引き出し 
に 隠す と、 慌てて 玄関に 向かった の だ。 

「はぃ …… 」 

念のために ドアを 開けず、 キッチンの 
横の 窓を 開ける。 この 1 K の 安 アバー ト 
には ィンタ 1 ホンな どと いう ブル ジョア 
な ものは 付いていない。 新聞の 勧誘員に 
洗剤を 押しつけられる のが ィヤ なら、 い 
きなり ドアは 開けない のが 鉄則 だ。 

すりガラスの 窓を 小さく 開けて ドアの 
前を うかがう と、 そこにい たのは やっ ぱ 
り 女の子で、 一瞬 だけ 理恵 かと 思った。 
が、 すぐに 背格好が 違う ことに 気づき、 
同時に 向こう も 開けられた 窓の ほうを 振 
り 向いた。 窓から 漏れた 光が 彼女を 照ら 
す 0 


I . お？」 

「あ、 お兄ちゃん」 

俺たち の 声が 重なった。 

「よかった 一 。いなかったら どうしよう 
かと 思っ た。 やっ ほ If」 

窓の 外の 女の子は、 帽子の つばの 下で 
安堵した 表情で、 それから 嬉しそうに 手 
を 振った。 

俺の 妹、 ミ ー コ だった。 

「っつ 一 か、 何？ 突然 だな …… 」 

全く 想像 もして いなかった 相手の 登場 
に、 俺は 言葉に 詰まっ た。 今年は 忙しく 
て お盆に も 帰れなかった から、 九 力月以 
上 会って いない。 相手が 理 恵では なかっ 
たこと に、 俺は がっ かりす ると 同時に、 
なぜか ホッ としたよ うな 気 もした。 

「え？ う、 ちよっ と 近くまで 来た か 
ら 、ってい うか 開けて ほしいん だけど」 
ミ ー コは 不満そう に 手に した ス ー パ ー 
の 袋を 持ち上げて みせ、 俺は 慌てて 目の 
前に 意識を 戻した。 

「お、 おう …… 」 


よく わからな いが、 俺に 何 か 買っ てき 
たらしい。 俺は 言われる ままに ドア ノブ 
に 手を 伸ばし、 鍵を 開けた。 

「えへ へ、 おじ やまし まあす^'」 

ドアが 開き、 少し 照れた ような 声と と 
もに ミ ー コが 踏み込ん できた。 ミ ー コは 
ちよっ と 前に 流行った キャ スケット とか 
いう タィプの 帽子を 目深に 被り、 白い 

パ ー カ ー に デニ ムス カ ー ト という ラフな 

格好で、 OL というより まだ 大学生み た 
いに 見えた。 だけど それは、 ミ ー コが社 
会 人に なった ことを 俺が 実感で きな かっ 
たせい かもしれ ない。 

キョ ロ キョ ロと 俺の 部屋の 様子を うか 
がい、 ミ ーコは 思い出し たように ス ー 
パーの 袋を 俺に 押しつけた。 

「はい コレ」 

「あ、 サンキ ユ . 」 

とりあえず 礼は 言って みた ものの、 も 
ち ろん 頼んだ 覚えは ない。 スーパ ーの袋 
からは ネギの 葉が ちよこん と 可愛らしく 
飛び出し ていて、 俺は ますます 混乱した。 
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ネギ なんか どう するとい うの だ？  そ も 
そ も ミ ーコが ここに 来る こと 自体、 初め 
ての ことだった の だ。 

ミ ー コ はもう 片方の 手に 持って いた ス 
ポ ー ツバ ッグを 床に 置く と、 キャンバス 
地の スニ ー カー を 脱いだ。 ぼんやりと 立 
ち 尽くす 俺の 前で コンク リ ー トの三 和 土 
から ニ センチに も 満たない 段差を 越え 
て、 ミ ーコは 初めて 俺の 部屋への 侵入を 
果たした。 身をかがめて 靴を 揃える ミ ー 

コの デニ ムス カー トの 腰から、 見えて は 

いけない ものが 見えた。 

_ 邑 ： 〇 

1 : 

「見えて るぞ . 」 

別に 珍しい もので もない が、 nn を そら 
して 俺は 軽く 注意した。 外で こうした こ 
とのない よう、 見かけたら 注意して おく 
のが 兄の 義務 だ。 深い 意味は ない。 まあ、 
からかう 気は あったけ ど。 

「え 1 ?.  | 

「黒」 

「 …… う」 


靴を 揃えた ミ ー コは 照れ 笑いを 浮かべ 
身を 起こした。 ミーコ はから かう と 可愛 
いけど、 俺の ほう も 少し 気まず い。 

「冷蔵庫に 入れる か？」 

とりあえず スー パーの 袋を 持ち上げて 
みる。 

「あ、 すぐ 作る からい い。 って ゆ 一 か 夕 

飯 食べた？」 

ミー コも ホッ とした 様子で、 帽子の 下 
から 俺を 見つめた。 

「ん？ まだ だけど …… 」 

久 々に 会つ た 妹の 顔を まじまじと見つ 
めかけ、 距離が 近す ぎる ことに 戸惑って、 
俺は 視線を 落とした。 黒い スニー カー 
ソックスを 履いた ミ ーコの 足が 見えて、 
そのと き 初めて 懐かしい 気分に なった。 

「よかった、 じ や、 一緒に 食べよ？」 
嬉しそうな 声に 視線を 戻す と、 ミーコ 
はま だ 俺を 見つめて いる。 

「いいけ ど …… ここで 作る のか？」 
念のため 流しに 目をやる と、 やはり 半 
月ぐ らい 前に 気まぐれで 自炊した ときの 


食器が 放置され たま まだ。 

「いい じ やん、 嬉しいで しょ . つて、 

ぅわ、 汚ぃ」 

俺の 視線を 追って 流しの 食器に 気づ 
き、 ミ ー コは 露骨に 眉を ひそめた。 

一人暮らしの 兄と、 その 部屋を 突然 訪 
れた 妹。 いかにも そんな 二人ら しい、 微 
笑まし い 日常の ー コマだった。 

このと きの 俺には、 ネコ ミミ リアの こ 
とな ど 想像す る 由 もなかつ たの だ。 


0 

ミーコ というのは 当然ながら 渾名で、 
本名は 美 貴 子と いう。 ミ ーコが 生まれ 
たばかりの 頃、 当時の 俺には 「美 貴 子」 
という 名前が 発音し にくかった ょうで、 

ミーコ になつ てし まつたら しい。 ミーコ 

自身が 言葉を 覚え 始めた とき も、 やは 
り 美 貴 子とは 言いに くかった のか、 俺に 


ネコ ミミ リア 


木 之 本み け 
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倣って ミ ー コ になった。 そのうちに 両親 
までそう 呼び出して、 社会人に なった 今 
でも、 我が家では ミ ー コ は、、、 1 コだ。 

気を取り直して ヵビの 生えた 食器を 洗 
い、 俺の 手伝いの 申し出を 頑に 拒否し 
て、 ミー コが 食事を 作り 終えた ときには 
時刻は 十 時を 過ぎて いた。 ミ ー コは 料理 
が 下手な わけでは ない の だが、 とにかく 
作る のに 時間が かかる。 もっとも 俺に し 
て もた まに 自炊な どし ょう ものなら 異様 
に 時間を 消費し、 当分 自炊は しないと 決 
意を 新たに する ハメ になる わけで、 やは 
り 料理と いう ものには 慣れが 重要な の だ 
ろう。 

「ま、 ろくに 家の 手伝い もしな かった ッ 
ヶだ な」 

「、っ 一。 それを 言うなら お兄ちゃん だっ 
てして なかつ たじ ゃん」 

配膳を 終えた ローテ ー ブルの 前にべ た 
んと 座り、 ミ^  — コは 口を 尖らせる。 デニ 
ムス カ ー トに 包まれた お尻の 下に あるの 
は、 理 恵が 使つ ていた クッシ ヨン だ。 


「あ 一、 俺は 別に 困らない し。 お前の 場 
合は さ 一、 カ レシに 作つ てあげようと 
田 心っ たと きと か 困 るん じ ゃん？  一応 女 
なんだ し」 

「そんなの いないから いい。 って ゆ一 か 
一応は 余計で しょ。 って ゆ 一 かお 兄ち ゃ 
ん カノ ジョい たんだ？」 

ミ ーコは 目を そらし、 早口で 話題を 変 
えた。 

「ん？ 」 

どうして バレた のかと 一瞬 疑問に 思っ 
たが、 ミー コの 前で 湯気を 立てて いるの 
は、 まさに 理 恵の 使っ ていた 茶碗だった。 
「もう 別れた。 いただきます」 

俺は 発泡 酒の プル タブを 起こし、 ぐっ 
とそれ を 呷っ た。 

理恵 について はま あそうい うこと で、 
これ 以上の 説明は 必要ないだろう。 

ミ ー コが 作った のは サバの 味噌 煮と レ 
ン コンの キン ピラ、 それにな め この 味噌 
汁と 栗 ご飯と いう ラインナップ だつ た。 


なんとなく 何 かの 献立表を そのまま 再現 
したょう な 雰囲気だった が、 味は 悪くな 
い。 結構う まいじ ゃん、 と 言っ て やろう 
かと も 思っ たが、 面と向かって 褒める の 
もなん だか 微妙に 照れくさかった。 

だいたい、 コ ィツが 急に 俺の 家に 来て、 
しかも 食事を 作って くれるな どと いうの 
が 怪しい。 ミー コと 俺は 仲が 悪い わけで 
はなく、 むしろ 仲がいい 兄妹に 分類され 
るは ず だが、 それでも 今まで こんな こと 
はなかった。 やはり 距離と いうのは 大き 
くて、 俺が 上京して からと いう もの、 会 
、っのは 盆と 正月ぐ らいの ものだった の 
だ。 今は ミ ー コも 都内に いるが、 東京 だっ 
て 結構 広い し、 仲の 良い 兄妹とは いえ 妹 
が 単なる 親切で 一時間 かけて 兄に 食事を 
作りに くるわけ がない。 何 か 裏が あるの 
は 目に 見えて いた。 

ミ ー コの ほう も 俺の 正面で、 視線を 落 
とした まま 食事を 続けて いた。 チャコ ー 
ル グレ ーの 帽子の つばが 目を 隠して い 
て、 表情が わからない。 ボリ ユーム を 落 


298 


としてい る にもかかわらず テレビからは 
耳障りな 笑い声が 響き、 部屋の 外からは 
鈴虫の 鳴き声が 染み込んで くる。 

「お前 さ一、 メシ 食う ときぐ らい 帽子 取 
れば？ 一 


応 ではない。 


なんとなくそう 言って、 俺は 


コが 


ここに 来てから 一度 も 帽子を 外して いな 
いこと に 気づいた 。髪型を 変えて 失敗で 
もした のだろぅ か？ 

帽子から はみ出した 髪に 改めて 目をや 
る ものの、 正月に 見た ときと 同じ 短め の 
スト レ ー トで 、取り立てて 変わった 様子 
はない。 


「ん」 


ミ 


コは 小さく うめいて、 口の 中の も 


のを 飲み込み、 少し だけ 顔を 上げた 

「え、 えへ へ . 」 


照れた よぅな 微妙な 笑いを 浮かべ、 帽 
子の つばの 下から 俺を 見つめる。 

「な、 なんだ よ？」 

全く 意味が わからない。 少なくとも、 
食事 中は 帽子を 取れと 言われた ときの 反 


髪型で も 失敗した か？」 


「え？  そうじ やない けど . 」 

茶碗と 箸を 置き、 ミー コの 目が 帽子で 
見えなくなる。 


「見ても いいけ ど、 驚かない でね 


帽子に 両手を 当てる と、 ミー コは 不安 
そうに 俺を 見つめた。 

やはり ヮヶ がわから なかった。 照れた 
り 不安 がったり、 何が どう なって るん 
だ？ 

改めて 見る と ミ ーコの 睫毛は、 ビユー 
ラー でく るん と カール させて マスカラが 
塗られて いて、 一緒に 住んで いた 頃とは 
ずいぶん 印象が 違う。 ミ ーコは 俺の 反 
応を 待って いるょう だった けれど、 俺は 
:: — コ の 意図が さ っぱり わからなくて、 
コイ ツも いつの 間に か 日常 的に 化粧を す 
るよう になつ たの だな と、 ぼんやり 考え 


た。 


コ はため 息をつく と 


気に 帽子 


前髪が 額に 落ち、 持ち上げた 帽子を 
ミ ーコは そつと 膝に 置く。 

「えへ 。えへ へへ …… 」 


ミ ー コは 再び 微妙な 笑いを 浮かべ、 恥 
ず かしそぅ に 俺を 見つめた。 

ミー コの 頭には、 大きな ネコ ミミが 生 
えていた。 


を 持ち上げた。 


最初は 作り物 かと 思った。 当たり前 だ。 
人間に ネコ ミミが 生える わけがない。 

なんだ そり ゃ、 と 呆れた ように つぶや 
いた 俺の 反応に、 ミ ー コは 少し 傷ついた 
ようだった。 

「本物なん だけど、 これ」 

不満そう にそう 言って、 ミ ーコは その 
ミミを ぱたぱ たと 動かした。 

「うゎ」 

これには 俺 も 驚いた。 動かない と 思っ 
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ていた ものが 動けば、 当然 驚く。 

「よ、 よく 出来て るな . 」 

よく 出来て るけ ど、 もちろん オモ チャ 
だよ な？  理性では そう 考えながら も、 

俺は 鼓動が 早まる のを 感じた。 - まさ 

か、 本物？  ぶっち ゃけ ありえない。 
「だから 本物 だって」 

ミ ー コは 立ち上がり、 俺に 近づいた。 
俺の 横にし ゃが むと、 そのまま 膝を つい 
て 身を 乗り出して くる。 

「ほら、 よく 見て よ」 

「お、 おう …… 」 

なんとか 冷静 さを 保とうと 努力し つ 
つ、 俺は ミ ー コの 頭を 視き 込んだ。 

明るい 茶色に カラー リング された 艶 や 
かな 髪の 間から、 黒く 短い 毛に 覆われた 
ネコ ミミが 飛び出し ていた。 

大きさ こそ 違う けれど、 どう 見ても 黒 
猫の ミミ だ。 

ミミの 内側は ピンクの ような 肌色の よ 
うな 色で、 奥の 様子を 見ようと 視き 込む 
と、 本物の 猫と 同じように ふさふさした 


毛が びつ しりと 生えて いた 0 


声を 出す こと もで きな かった。 

最近では こうした ミミ 付き ヵチユ ー 
シャ など も 市販され ている ようた が、 そ 
ういっ たもの なら 当然 ヵチユ ー シャの 部 
分が あるは ず だ。 

だけど ミ ーコの 頭に そのような ものは 
ない。 ミミの 付け根は じつに 自然な かた 
ちで ミ ー コの 頭に 溶け込んで いる。 

「本物、 だな …… 」 

俺は 言った。 これ 以上 疑う 理 F-fel はない 
ように 思えた。 

「だからそう 言っ てるで しよ」 

ミ ーコは 呆れた ように ため息を つく。 

「だけど お前、 なんで そんな …… ？  い 
くら モテない からっ て、 ネコ ミミって 卜 
シ でも . 」 

「な？ す、 好きで やって る わけ じ ゃな 
いし！ 朝起きたら こうな ってた の！」 

ミ ー コは 憤慨した。 

「そ、 そうか . 」 


どうやら、 ミ ー コの 意志で ネコ ミミを 
生やした という わけでは ない らしい。 ま 
あ、 ょく 考えれば 生やそうと 思って 生え 
る もので もない。 という か 普通は どう 
やっても 生えない。 

「は あ …… こんなの 好きで 付ける わけな 
いでし ょ …… 」 

ミ ー コは 大げさに ため息を ついて みせ 
る。 しかしなん だかまん ざら でもない 様 
子な のは なぜだろう？ 

改めて 見る と、 ミーコ 自身の 耳 - 人 

間の ほうの 耳 —— はいつ もと 同じ 場所に 
変わらず 存在して いた。 

この ネコ ミミに も 耳の 穴が あって、 立 日 
が 聞こえる のだろう か？ その 穴は どこ 
に 続いて いるんだ？ 頭の 中は どうな っ 
ている のだろう？ 

不意に 次々 と 疑問が 浮かび、 俺は つい、 
ネコ ミミの 中へ と 指を 運ん た。 

「あっ …… 〇」 

ミミの 奥の 毛に 指が 触れた とたん、 
ミーコ はび くんと 身を 屈め、 俺の 指から 
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フ パント/ 


逃れた。 妙に 色っぽい 声に、 一瞬 どきり 
とする 0 

「へ、 変な ことしないで よね！」 

ミー コは 身を 屈めた まま、 猫が 何 かを 
嫌がる ときの よぅに ミミを 後ろに 寝かせ 
て、 俺を 睨みつ けた。 心なし か頰が 赤い 0 

「、っ、 わ、 悪い …… 」 

俺は 慌てて 謝る が、 なぜか ミー コ から 
目が 離せなかった。 

「と、 とにかく、 本物 だつ てことは わかつ 
たでし よ？ といぅ わけで、 これ じ や も 
、っ 会社 行けない し、 今日は ここに 泊まる 
から」 

ミ ー コは 目を そらし、 身を 起こしな が 
ら そう 言う と、 立ち上がって 俺に 背を 向 
けた。 


❹ 

薄暗い オレンジ色の 光の 中で、 陁はぼ 


ん やりと 天井を 見つめて いた。 環 八を 走 
り 抜けて いく 車の エンジン 音が、 鈴虫の 
声に 薄く 重なっ ている。 

蛍光灯の 輪の 内側に セット された ォレ 
ンジ 色の 電球は、 正式には ナツメ 球と 言 
うらし い。 しかし 俺の 家では ずっと 豆電 
球と 言って いたので、 今日 も ミー コは 「豆 
電球は 消さないで」 と 言っ た。 寝る とき 
もこれ を 点け っぱなしに する のが、 いさ 
さか 子供じみた ミ ーコの 習慣な の だ。 

それにしても、 なぜ ミ I コに ネコ ミミ 
が 生えた のか？ そして それは どう すれ 
ば 治る のか？ 

ネコ ミミが 本物で あるの なら、 今度は 
そこが 問題に なって くる。 

しかし そうは 言っても、 俺には 自分が 
何を すれば いいの か さっぱり わからな 
かった。 

世間の 常識に 従い、 一応は 大学を 出た 
俺 だが、 学校では 妹に ネコ ミミが 生えた 
場合の 対処 法な ど 教えて くれないの だ。 

当の ミ ー コは といえば、 自分の ネコ ミ 


ミに わりと 満足して いるら しい。 少なく 
とも 本気で 困ったり 悩んだり はして いな 
いよう だ。 会社に 行けない とは 言っ てい 
たが、 むしろ サボる 口実ぐ らいに 考えて 
るん じ やないだ ろうか？ 何しろ あの あ 
と 「結構 可愛いで しよ？」 とか 言っ てい 
たぐらいだ。 コ ィツは 小さい 頃から 能 天 
気で、 物事に 動じない タチな の だ。 

とはいえ、 急に 俺の 部屋に 来たと いう 
ことは、 やはり コ ィツな りに 不安に なっ 
ている 部分 も あるの かもしれ ない。 俺は 
そんな ミ ー コを 追い返す こと もで きず、 
結局 泊める ことにして しまった。 正直に 
言えば、 俺は 結構 ミー コの ことが 好きな 
の だ (もちろん 妹と して だけど)。 

布団が 一組し かない ことは 問題に なら 
なかった。 俺は 試しに 一力 月 ほど 敷いた 
ままの 布団を 指差し、 「使う？」 と 訊い 
てみ た。 

「え？ い、 いいよ、 悪い し」 

一歩退いて 微笑んで みせた ミー コ は、 
ゆずり 合いの 精神を 身に つけた 良い 妹 


3〇2 


だった。 その 際 ミミが 後ろを 向いて いた 
ことは、 あえて 気にしない ことにしたい。 

そんな わけで ミー コは 俺の 押入れから 
引っ張り出した 毛布を 体に 巻きつけ、 俺 
の 万年床から 少し 離れた 畳の 床に、 ミノ 
ムシの ょぅに 横たわっ ている。 ミ ー コ 
は パジャマまで 持っ てきて いた。 まった 
く、 ち ゃっ かりして いる。 俺に 背を 向け 
た ミー コの 頭には、 改めて 見ても やはり 
ネコ ミミが 生えて いて、 ネコ ミミ ミノ ム 
シ 、と 俺は 思った。 

ところで 今 さら 語る まで もない 一般 教 
養 だが、 ネコ ミミと いぅのは いわゆる 才 
タク 向けの アニメ や ゲーム の 類に おい 
て、 もはや 基本と 言っても 過言では ない 
装備 だ。 俺 だって ネコ ミミ 少女の 絵を 描 
いた ことがある。 誰もが 通る 道 だ。 本来 

は - 少なくとも、 常識的には - あり 

えない はずな のに、 ネコ ミミは なぜか 女 
の 子を 可愛く 見せる。 

まあき つと 猫が 可愛い からな の だろ 


う。 猫は ヤバ い。 あの 可愛 さは 異常 だ。 
猫と いうのは 人間に 効率的に 餌を 貰うた 
めに、 長い 年月を かけて 可愛 さを 進化 さ 
せて きたの だ。 もっとも 女性の 可愛 さと 
いうの も 生物学 的には オス から 食料を 得 
るた めの ものな のか もしれ ず、 猫は 人間 
の 女性を 擬態す る ことで 人間から 食料を 
得て いるの かもしれ ない。 

しかし 一般的に、 人間は 猫に 欲情し な 
い。 それに 猫 好きの 女性 だってた くさん 
いる。 可愛 さとい うのは 不思議な もの だ。 
ミーコ にしても 同じ だ。 

兄で ある 俺が 言う の もどうな のかとは 
思う が、 率直に 言って ミ ーコは 可愛い。 
目を 引く ょうな 美少女で はない が、 笑顔 
がす ごく 可愛い。 あと、 兄の晶 貭目も あ 
るの かもしれ ない が、 拗ねた 顔 も 可愛い。 

だからと言って ミ^ ~ コに 欲情は - 正直 

に 言えば ちょつ とドキ つと する ことは あ 
る けれど —— しない。 その 可愛 さは やは 
り 猫の ような もの だ。 

ネコ ミミは ミーコ になんだ かす ごく 似 


合っ ていた。 本来は —— 少なくとも、 常 
識 的には —— ありえな いはず なのに、 ネ 
コ ミミの 生えた ミーコ はいつ も 以上に 可 

愛かった。 

オレンジ色の 光の 中で、 短い 艶やかな 
毛の 生えた ネコ ミミを 見つめて いると、 
ミー コが 急に つぶやいた。 

「 …… お兄ちゃん、 起きて る？」 

どくん、 と 心臓が 高鳴った。 起きて た 

のか . 。なんだか 心まで 見透かされて 

いたょぅ な 気がして、 少し 顔が 熱くな っ 
た。 

「ん 一？  どぅした？」 

冷静な フリ をして 尋ねて みる。 

ミ ーコは 俺に 背を 向けた まま 動かな 
かった。 小さな 息遣い だけが 聞こえた。 
しばらくして ミ ーコは 言つ た。 

「 …… そっち、 行って いい？」 

一瞬、 言葉の 意味が わからず、 鼓動 だ 
けがさら に 速くな つた。 

「そ、 そっち って . ？」 

「ん …… やっ ぱ 毛布 だけ じ ゃ 寒い」 


ネコ ミミ リア 


木 之 本み け 


3〇3 


やはり そぅいぅ 意味ら しい。 

ミ ーコは 小さい 頃す ごく 俺に 懐いて い 
て、 よく ベッドに 入り込んで くる ことが 
あった。 しかし この トシに なつて ミ ー コ 
と 一緒に 寝る ことになるとは 思わな かつ 
た。 妹とは いえ ミ ー コは 女の子で、 俺は 
男で、 お 互いに もぅいい 大人な わけで、 
といぅ ことは つまり、 だ、 大丈夫 なんで 

う？ 

—— いや、 大丈夫 だよ な あ？ 

「いいけ ど …… 」 

大丈夫 だとい ぅ 自信が あった のか、 そ 
れ とも 俺 も ミ ー コと 一緒に 寝たかった の 
か。 自分で も わからな いが、 俺は 結局 そ 
れを 許可して しまつた。 

「ホン ト？」 

ミー コは 嬉しそぅに、 ミノ ムシの まま、 
ごろん と 俺の 方を 向いた。 ちよつ とは 男 
に 対し 用心しなさい、 という 気 もす るが、 
よく 考える と 俺たち は 兄妹な ので 別に 用 
心しなくても いいの かもしれ ない。 


「 …… ぉぃで」 

何は ともあれ、 俺は 掛け布団を 軽く 持 
ち 上げ、 ミ ー コを 呼んだ。 

7」 

笑い声に ならない 程度の 息を 漏らし、 
ミー コは 毛布から 這い 出した。 ミミが ぴ 
んと 上を 向いて いる。 

「えへ へ、 にゃ 一 ん {」 

そんな ことを 言いながら、 ミ ーコは 俺 
の 布団に もぐり 込んで きた。 鳴き声は 似 
ていな かった けれど、 その しぐさは 本当 
に 猫みたい だ。 

「やった一 、あったかい {」 

布団を 口元まで 引き寄せ、 ミー コは俺 
に 寄り添って きた。 シヤン プ ー の 匂いが 
鼻腔を くすぐる。 実家に いた ころから 家 
族とは 別の シヤン プ ー を 使つ ていた ぐら 
いだから、 今日 もき っと 自分 用の シヤン 
プーを 持って きていた のだろう。 

「ありがとう 、お兄ちゃん {」 

目 だけで 上を 向いて 俺を 見つめる ミー 
コは 、すでに 化粧を 落として いて、 俺の 


よく 知っている ミー コの顔 だ。 それでも 
やっぱり それは 女の子の 顔で、 改めて 間 
近で 見る のはなん だか 落ち着かない。 

「お、 おう …… 」 

あんまりく っつくな よとは 言えず、 俺 
は 顔を 背けた。 幸い 触れて いるのは 腕と 
腕で、 その 体温には 少し 戸惑った が、 困 
るよう な もので もなかった。 

「ありがとう」 

ミー コは 繰り返した。 

「ん 。おやすみ」 

俺は 会話を 打ち切った。 

ミ ーコの 体温を かすかに 感じながら、 
俺は 穏やかな 眠りに 就いた。 


0 

最後に ミー コと 一緒に 寝た のは、 いっ 
たいいつ になる のだろぅ？ 思えば 俺た 
ちは 仲の 良い 兄妹だった。 小さい 頃は 当 
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たり 前 だと 思っ ていたが、 なかなか どう 
して 世の中は 広い。 不思議な ことに、 世 
の 中には 妹を 可愛い と 思わない 兄 もい る 
らしい の だ。 

例えば ィンタ 1 ネットの 匿名 掲示板な 
どを 見る と、 「リアル 妹は ゲーム とは 違 
、っ。 そんなに いい もんじ やない」 との 声 
も 多い。 一方では 妹 自慢の 書き込み も 
あったり する が、 そこは それ。 ネットの 
世界は オタク 率が 高い。 兄が オタクに 
なつた ことで 妹との 間に 溝が 生まれる と 
いうの が、 俺が ネットで 見た 「仲の 良く 
ない 兄妹」 に 比較的 ありがちな パ タ 1 ン 
だった。 

しかし 俺 自身、 漫画家を 目指しつつ エ 
ロゲー の CG を 塗って 生計を 立てて いる 
人間で、 言う なれば オタクの 端くれな の 
だ。 中学の 頃から その 傾向は あった。 に 
も かかわらず、 ミ ーコは 俺との 間に 壁を 
作らな かつた。 

これには いくつか 理由が あつて、 ひと 
つは、、、 丨コ 自身に もそう した 傾向が あつ 


たこと が 挙げられる。 

俺の 両親は 流行と いう ものを とにかく 
嫌って いて、 幸か不幸か 俺たち も 幼少よ 
り その 洗脳を 受けた。 思春期を 迎え、 周 
囲が テレビの 恋愛 ドラマに 夢中に なり 始 
める 頃、 俺たち は 図書館の 隅で 古い 少年 
小説を 読み、 小さい 頃から 親しんだ アニ 
メ だけを 見 続けた。 気がつく と 俺は クラ 
スの 中で オタク グル ー プに 分類され てい 
て、 ミー コも きつと 同じ だつ たの だろ、 っ。 

第二の 理由は 第一の 理由に 付随す る。 
ミ ー コ はさす がに 女の子 だから、 オタク 
グル ー プに厲 しては いても、 中学に 上が 
る 前後には それなりに オシ ャレ という も 
のに 興味を 持ち だした。 自分の 服を 自分 
で 選ぶ ようになり、 母の 買って くる 俺の 
服に も 口を出す ようにな ったの だ。 

やがて 母親は 「ミ ー コに 選んでも らい 
な」 と 俺に 服 代を 渡す ようになり、 何度 
か ミ^ — コと 買い物を する うち、 ミ^  — コが 
良い と 思う ものが 俺に も わかる ように 
なつて いつた。 


俺が 試着す ると、 ミー コは 似合う と褒 
めて くれた。 

俺たち は 仲の 良い 兄妹から 「一緒に 買 
い 物に 行く ぐらい 仲の 良い 兄妹」 となり、 
妹に キモ がられる という バッド エンド も 

回避した。 

しかし 俺の 服を 選んで いたのは 他なら 
ぬ ミーコ 自身で、 ミーコ がそん な ことを 
して くれたのは ミーコ 自身に オタク 的な 
ところが あり 俺との 良好な 関係を 維持し 
ていたからで、 結局は 第一の 理由が 全て 
なのか もしれ ない。 

最後に 一緒に 寝た のは、 そうだ、 俺が 
中学 一年のと き だ。 ミ ーコは 小学 五 年 
で、 初めての ブラを 買って もらった ばか 
りだった。 

「あのね、 ブ ラジャー 買って もらっ たん 
だ」 

俺の 部屋に やってきた ミ ー コは 、こっ 
そり 俺に 耳打ちした。 

「マジで？」 


ネコ ミミ リア 


木 之 本み け 
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驚く 俺の 前で、 ミ ー コは 少し 照れな が 
ら 服の 裾を 持ち上げ、 それを 見せて くれ 
た。 

膨らみは わからない ぐらいだ った けれ 
ど、 柔らか そうな 布地で 胸を 包んだ ミ ー 
コの 姿に、 俺は なんだか ミ ー コが 急に 違 
う 生き物に なって しまった ような 気がし 
た。 

まるで ネコ、、、 ミが 生える みたい に、 そ 
れは 革命的な 変化だった の だ。 

フラシャ^  — をす るよう になっ た、、、^  — コ 
と 一緒に 寝る のは、 なんだか 悪い ことを 
している ようだった。 俺は ミー コの 胸に 
触れない よう、 ベッドの 壁 際に 逃れた。 

それから すぐに 誰の 誕生日で もない の 
に 赤飯が 炊かれる ィベントが あり、 それ 
以来 ミー コが 俺の ベッドに 来る ことは な 
くな った。 

その 頃から 俺 も 一人の ベッドで 夜ごと 
に悶 々と ティッシュを 消費す るよう に 
なった が、 もちろん 赤飯は 炊かれな かつ 
た。 


さて、 話を 現在に 戻そう。 

久しぶりに 早めに 寝た せいで、 目 覚ま 
しが 鳴る 前に 俺は nn を 覚ました。 なぜか 
掛けて いたは ずの 布団が なくなっ てい 
て、 少し 体が 冷えて いた。 寒くて 目が 覚 
めた のか もしれ ない。 

横を 見る と、 ミ^  — コの ヤツが 布団を 抱 
き 枕の ょうに 抱きしめて、 穏やかな 表情 
で 眠って いやがった。 ミ ーコは 布団を 
抱っ こして 寝る ク セが あるの だ。 

ため息を つき、 時計に E を やる が、 す 
でに 朝の 八 時を 過ぎて いた。 ヵー テン 越 
しの 柔らかな光が 部屋に 注いで いる。 

俺が こんな 早くに 起きる のは 珍しい 
が、 すっかり 目が 覚めて しまった。 それ 
に 男の 朝の 生理 現象 も あって、 ミ ー コと 
同じ 布団に いるの がなん だか 落ち着かな 
かった。 もう 一度 ため息を つき、 俺は 立 
ち 上がった。 

、 

コ ー ヒーを 二人ぶ ん淹れ 、トー ストを 
二 枚 焼き、 それぞれに バタ ー を 塗つ てみ 


る。 

ミーコ はま だ 起きて こな かつた。 

少し 迷っ たがもぅ 八 時間は 寝て いるは 
ず だし、 トー スト も 焼いて しまった ので、 
俺は、、、 1 コを 起こす ことにした。 朝 勃ち 
もす っかり 治まつ ている。 

「ほら、 ミ ー コ 、朝 だぞ 一」 

布団の 脇に 膝を つき 声をかけ るが、 反 
応 はない。 仕方なく 肩を 揺すって みる。 

「コ ーヒー いれた ぞ 一 」 

「ん …… んう …… 」 

ミ ー コは 不満そう にう めくと、 寝返り 
を 打って 俺から 逃れよう とする。 


不意に 悪戯 心を 起こし、 俺は ミ ーコの 
ネコ ミミを 指で 突つ いてみ た。 

「ん うう！」 

ミ ーコは ミミを ぱたぱ たと 動かした。 
面白い。 もう 一 度 突つ いてみ る。 

「ん う〜 ん 。やめて ょ 〜 」 

ミミを ぱたぱ たさせ、 再び 寝返りを 
打って、 ミー コは 俺を猊 ん だ。 
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I おはよう 。コ^  — ヒ' — できて る そ 一 」 

「 …… あれ、 お兄ちゃん。 あ、 う 一、 お、 
おはよう」 

ミ ー コは 少し 驚いた 様子で、 それから 
急に 恥ずかし そうに そっぽを 向いた。 こ 
、っいう 反応を される とつい からかい たく 
なつて しまう。 やはり 昨日の ことは、 きつ 
と 寒かった だけ じ ゃない の だ。 

「目が 覚めた？ 甘えん坊さん」 

「う 一、 だって 寒 かったん だ もん …… 」 
ミ ーコは 布団を 鼻先まで 引っ張り 上 
げ 、寝返りを 打って 俺に 背を 向けて し 
まった。 

一人で 卜^  — ストを 食べて いると、 やが 
て ふてくされた 顔で ミ ーコが 起きて き 
た。 からかわれた ことを 怒って いるの だ 
ろう。 わかりやすい ヤツ だ。 

「冷めない うちに 食えよ」 

トー ストを 乗せた 皿を 差し出す と、 
ミ ーコは 「ん 一」 と、 肯定と も 否定と も 
つかない 返事を して、 それでも 口^  — テ ー 


ブルの 向こうに 座った。 髮を よく 乾かさ 
ないで 寝た のか、 前髪に 寝癖が ついてい 
る。 クリ ー ム 色の パジャマの 胸は、 たぶ 
んノ ー ブラだろう けれど、 相変わらず 垂 
れ ようがない ほどべ ったん こだ。 あの 初 
めての ブラのと きから ほとんど 変わって 
いないみ たいで、 俺は なんだか ホッ とし 
たような 気持ちになる。 

「 . いただきます」 

ミ ー コ はトー ストに ブル ー ベリ ー ジャ 

ムを 塗る と、 まだ 少し 怒った 様子で それ 
だけ 言って、 黙々 とそれ を 食べ 始めた。 

「今日、 どう すん の？」 

俺の ほうは トー ストを 食べ 終わっ てし 
まい、 コ ー ヒ ー を 飲みながら ミー コに尋 
ねた。 会社は 休む んだ ろうが、 何 かする 
ことは あるの だろう か？ 

ミ ー コの 頭には 相変わらず、 可愛らし 
い ネコ ミミが 鎮座 ましまして いる。 病院 
にで も 行けば 治 るんだ ろうか？ という 
かこれ は 病気な のか？ そもそも これは 
現実な のか？ なんだか 夢で も 見て いる 


ょぅで、 現実的な 対応を 考える 気に もな 

れ ない。 

ゆっくりと ト ー ストを 飲み こんで 残り 
を 皿に 置き、 コ^ ~ ヒ^ — を  ー ロ 飲む と、 ミ^ — 
コは 言った。 

「ヵラオケに 行きたい。 平日の 昼なら 安 
ぃし」 

そんな わけで 俺たち は ヵラオケに 行っ 
た。 ネコ ミミが 生えて 大変な ことにな っ 
ている といぅのに、 何を やって いるの だ 
ろ、 つ？ 

ミ ーコは 昨日と 同じ 帽子を 被り、 俺 
の 押入れから 引っ 張り出した T シャツ 
に、 同じく 俺の シャツ ジャケットを 着て、 
じ ゃん じ ゃん 曲を 入れた。 

パジャマと 下着 以外の 着替えは 持って 

きていな かつたら しい。 フラィ フロント 
の 男物の シャツ ジャケットは ミー コ には 
ぶかぶかで、 袖を 思い きりまくる ことに 
なった が、 キャ スケットと 合って いてな 
かな か 可愛らし かった。 


ネコ ミミ リア 


木 之 本み け 
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そんな ミ ーコの 姿を 見ながら、 昔 ミ ー 
コ とよく 聴いた 歌を、 3  ; 1 ぐらいの 割 
合で 俺 も 歌った。 

一緒に 暮らして いた 頃は、 よく CD を 
貸し借りしたり、 小遣いを 出し合っ て 
ったり したの だ。 

歌い 始めてから ミ ー コ はすっ かり 上 機 
嫌だった。 俺 も 気分が 良かった。 結局 二 
人で 三時 間 も 歌い、 それから モ スバー 
ガ ー を 食べて、 話題の ホラ ー 映画を 観た < 
ミ ー コは 淡々 と 黙つ たま ま 画面を 見て い 
て、 全く 盛り上がらなかった。 ホラ ー 
映画と いうのは 本来、 女の子が 男に 抱き 
つく 口実の ためだけ に 存在す るの だ。 ま 
あ ミ^ — コに 抱きつかれても 困る の だが、 
ミ ー コ はいった い 何のた めに こんな もの 
を 観ようと したの だろう？ 

映画館から 出た 俺たち は、 ス ー パ ー で 
夕食の 材料と 黄身し ぐれを 買って 部屋に 
帰った。 ミ ー コは 黄身し ぐれが 好きな の 
だ。 


0 

t  p。 G。 t  i  PK。 

ジヤ ッキ ー が 二^  — ストラィクを 決めて 
サラは 地面に 横たわる。 何年 もやっ てい 
なかった ゲーム なのに、 指が 技を 覚えて 
ぃた。 

「あ 一 もぅっ、 手加減し てよ - 」 

~ コは悲 鳴を 上げて ボタンを 連 fj し 
た。 

「問答無用」 

倒れた サラを さらに 蹴りつ け、 ジ ヤッ 
キ ー は バック ステップで 間合いを 取り直 
す。 こ、 っいぅ のは 本気で やらない と 面白 
くないの だ。 それに 手加減す る ほどの 
余裕は ない。 起き あがり ざまに 放った サ 
ラの キックは 空を 切り、 俺は そこに ダッ 
シユ ハン マ ー キックを 叩き込む。 

「、つう、 ひど 一 い …… | 


| ノー ウェィ ユーキ ヤンス トツプ 

ミ - - I 

ミ ー コの 抗議を 尻目に、 ジャッキ ー が 
高らかに 勝利を 宣言した。 

時刻は 午後 十一 時。 もぅ 二 時間 もゲ ー 

ムを やつて いる ことになる。 ミ ー コは今 
日 もえら い 時間を かけて 夕食を 作り、 そ 
れを 食べ 終える と 押入れから サタ ー ンを 
引つ 張り出し、 ずつ とこん な ことを やつ 
ている の だ。 

勝率は 6  :  4 で、 辛うじて 俺が 勝って 
いる。 まあ 中学の 頃は、、、 丨コも 俺に 付き 
合わされて 相当 練習した ので、 女の子 だ 
からと いつて バカには できない。 しかし 


「お前 さあ、 いつまでい るんだ？」 
なんとなく だらだら 遊んで しまった 
が、 今日 も 泊まる つもりな のだろぅ か？ 
そして 明日は？  ネコ ミミが 治る まで 
ずっ といる のか？  放っておいて 治る も 
のな のか？ 

「 …… だって、 しょぅが ないじ やん」 


膝の 上で コント ローラ ー を 握っ たま 

ま、 ミ • — コ はつぶ や N/。 

「こんな 頭 じ ゃ 会社に 行けない し …… 」 
「まあそう だけど」 

でも、 それと 俺の 部屋に 泊まる こと 
と、 何 か 関係が あるの だろう か？ 他な 
らぬ 妹の こと だから 追い出す つもりは な 
いが、 明日は 仕事の 約束 も あるし、 いつ 
まで も 遊んで いる わけに もい かない。 

- それに、 ミ ーコの ヤッ、 今日 も 一 

緒に 寝る つもりな のだろう か？ 

「は ぁ …… 。これ じ ゃおち おち ォナニ ー 
もで きね一 な」 

今 さら ヵッコつ ける ょうな 相手で もな 
いし、 冗談め かして 言って みる。 

しかし 実際問題 として 溜まる ものは 溜 
まる わけで、 昨日は 大丈夫だった けれど、 
ずつ とこん な ことを していたら いつか 自 
分を 失いそう で 微妙に 怖い。 妹とは いえ 
ミー コは やっぱり 女の子 だ。 しかも 結構 
可愛い の だから タチが 悪い。 性的な 対象 
として 見て いる わけでは ない が、 絶対に 


性欲が わかない と 断言す る 自信は なかっ 
た。 

「うう、 セクハラ …… 」 

ミ ーコは 小声で そう 言って 黙り込ん 
だ。 ちらりと 横を 見る と、 ミミが 下を 向 

いている。 ミー コは 割と こ、 っいう 冗談に 
耐性がない の だ。 

俺は 余計な ことを 言っ たのを 後悔し 
た。 確かに 会社に 行けない のと 俺の 部屋 
に 泊まる ことは 関係ない。 しかし こんな 
状況で 一人でい るのは 不安な のだろう。 
だから ミー コは 俺を 頼って ここに 来たの 
だ。 俺は 兄と して できるだけ 支えて やら 
なくて はならない。 しかし どう フォロ ー 
しよ、 っ？ 

迷って いると、 ミ ーコが 言った。 

「私が して あげよう か？」 

俺は 頭が クラ クラした。 

「ば、 ばか。 妹で 勃つ わけないだ ろ！ 
ほら、 続き やる ぜ」 

しどろ もどろ になりながら スタ^  — トポ 
タンを 押し、 ゲ^ "" ムを 再開す る。 


「ま、 三日ぐ らいし なくても 死なない か 
ら 、気にすん な」 

「、っん。 . え 一 い 1• 」 

ゲーム 開始と 同時に、 サラが ジ ャッ 
キーを 蹴り 飛ばした。 

正直に 告白 すれば、 ミ ー コ とは 一度 だ 
け キスした ことがある。 お 互い ファ ー ス 
ト キスだった。 

まあ こんなのは きつと 珍しくな いはず 
だ。 子供 同士の 他愛 もない 遊び。 なにせ 
ミー コが初 ブラを 買 っても らう さらに 数 
力 月 前 だ。 しかし もしかしたら、 俺たち 
の 関係と いうのは 一般的な もの じ やない 
のだろう か？ 

とはいえ、 兄妹の 関係 だって 様々 だろ 
う。 たとえ 一般的 じ やない としても、 他 
人から とやかく言われる 筋合い もない。 

結局 ミ ー コは その 日 も、 俺と 一緒の 布 
団で 寝た。 ミ ーコの 体温と シャン プ ー の 
匂いは 少し だけ 俺を ド キドキ させた けれ 
ど、 幸い 体が 反 芯して しまうよ うな こと 
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はな かった。 ミ ー コは胸 も あんまりない 
し、 大丈夫。 まだ 大丈夫 だ。 

翌日、 ミ ーコは 着替えを 買う といって 
一人で 出かけて いった。 まだ 泊まる つも 
りなんだ ろうか？ とはいえ、 相 変わら 
ず ネコ ミミが 生えて いるので 仕方ない。 
そろそろ 本気で 治す 方法を 考えた ほうが 

良い のか もしれ ない。 

—— だけど、 どうやって？ 

それに 今日は 仕事で 人と 会う約束が あ 
るの だ。 それまでに ラフで もい いから も 
、っ 二 枚ぐ らいは 絵を 描いて おきたい。 

俺は ミ ー コが いない 間にし かで きない 
ことを 済ませ、 すつ きりして 机に 向かつ 
た。 


❼ 

笹塚 駅の ホ ー ムも 高架に なって いて、 
一足 王 線を 降りる と ビルの 合間に ちよう ど 


夕陽が 見えた。 今日は 個人的に 絵を 見て 
もらう という 約束な ので、 俺は 改札で マ 
キ さんと 待ち合わせ、 少し 早い が 近くの 
居酒屋に 向かった。 マキさん は 俺より 三 
歳 年上で エロ ゲ^ ~~ の デイ レ クタ^ — 兼 シナ 
リオ ライター で、 背が 高く 髮は 金髪で い 
つも 黒い 服を 着て ヴ イジ ユ アル 系 っぽく 
て、 巨乳の コス プレイヤ ー と 付き合って 
いるく せに ロリ ゲー ばかり 作って いる。 
ある 意味 クール だ。 そして 俺は その マ 
キ さんから c G 彩色の 仕事を 受注して い 
る 0 

CG と 言っても、 エ ロゲー の CG とい 
、っのは CG 映画の ような 3D ではない。 
ゲン ガ ー ( 原画を 描く 人の こと だ) が 紙 
に 描いた 絵を スキ ャナ ー で パソコンに 取 
り 込んで、 フォト レタッチ ソフトで それ 
に 色を 塗る の だ。 

フォト レタッチ ソフトで 色を 塗る のに 
は、 とても 手間が かかる。 そこで ゲン ガ ー 
とは 別の 人間が 色を 塗る という 分業が 発 
生す る。 色を 塗る にも センスが いるの だ 


が、 とにかく 人手が 必要な ので、 ゲン ガ ー 
ほど 狭き門で はない。 だから こそ 漫画家 
を 目指して いて ロクに 就職活動 もせず 大 
学 卒業後 フリ ー タ— になり バイトで 食い 
つないで いた 俺のと ころに、 漫研 時代の 
知り合いから 急に 連絡が 入って マキさん 
を 紹介され たりす るの だ。 

ちょう ど 漫画を 描く のに も 行き詰まり 
を 感じて いた 俺は、 その 話に 飛びつ いた。 
大学に 入った ばかりの 頃は、 友人に エロ 
同人 誌を 作らない かと 誘われて 断った 俺 
だが、 エロ ゲーに 抵抗はなかった。 実 
際に セッ クスを 経験して しまう と、 今と 
なって は なぜ あれほど エロに 抵抗が あっ 
たの か 不思議な 気 さえす る。 

それに 今の エ ロゲー というのは 若者の 
憧れる 華々 しい 世界な の だ。 エ ロゲ ー を 
全ての 始まりと して 大 々的に メディア 
ミックス 展開が 仕掛けられ、 漫画に なり、 
テレビ アニメになる。 もちろん 問題は 何 
もない。 新しい 時代が 到来した だけ だ。 

まあ そこまで 売れる のは ごく 少数 だ 


が、 一部の (オタクな) 若者に とって エ 
ロゲー 業界が 憧れの 世界で ある ことは 事 
実だろう。 もはや 漫画家を 目指す 者より 
エロ ゲン ガ ー を 目指す 者の 方が 多い かも 
しれない。 エロ ゲン ガ ー は スタ 1 だ。 力 
リス マ だ。 神 だ。 

そんな わけで 俺 も 原画を やって みたい 
と マキさん に 言っ たと ころ、 絵を 見せろ 
と言われた。 昔 描いた 漫画な ど 見せた と 
ころ、 エロ 絵を 見ない とわから ない と 言 
われた。 そんな わけで ちよう ど 仕事 も 谷 
間だった ので エロ 絵を 描いて みたと いう 
のが、 今の 俺 だ。 

とりあえず 生 ふたつを 頼み 乾杯を 済ま 
せる と、 マキさん は それを 一気に 半分 ほ 
ど 飲んだ。 

「あ 一、 生き返る 。っつ一 か マジで 死ね 
たよ、 今日は。 ったく、 なんで 俺が そん 
な 尻拭いまで しなき やなん ねえんだ よ。 
凌辱 ゲ ー とか ヮヶ わかんね えよ。 痛が る 
だけで 何が 楽し いんだよ 。もっと ィ チャ 
ィ チャ させろ つての。 愛 だよ 愛。 クソ 


、、、 

力！」 

乱暴に ジョ ッキを 置いて まくしたて 
る。 なんでも 社内の 別 ラィンで シナリオ 
ラィタ ー の 一人が 逃げたら しく、 ここに 
来る 間 もずっ とこの 調子だった。 マキ さ 
んは 凌辱 ゲ ー が 嫌いな の だ。 ちなみに そ 
の 理由は 「俺が 萎える から」 といぅ 非常 
に 主観的な ものだった。 ある 意味 クール 
だ 0 

「まあいい けど 俺に やらせん なょ な あ。 
わかんね えっての 。ったく 何 かっつ 一 と 
金の 話 ばっかりで 死ねる ょな あ。 俺が 必 
死で ユ ' ~ ザ^ に 喜んでも ら える ものを 作 
ろぅとして るのに、 どいつ もこい つも 邪 
魔し くさり まくり やが って さ 一 。つ 一 か 
誰か 二 千万ぐ らい ボンと 貸して くれね え 
かな あ。 オ レオ レ詐肷 でもす るか？ そ 
れか 空から 札束が 降って こねえ かな あ」 
だんだん 言って いる ことが 小学生 レべ 
ルに なって きたので、 俺は ポ ー トフ オリ 
才を 開き、 絵を 取り出した。 

「え一 と、 これなん です けど」 


公共の 場で エロ 絵を 出す のは 少し 恥ず 
かしい が、 まあ 誰も 見て いない。 

「あ、 うん。 ど 一 も。 拝見いた します」 
マキさん は 急に 丁寧な 口調に なり、 両 
手で うやうやしく 紙を 受け取る。 

仕上げまで やった 七 枚と、 ラフ 五 枚を、 
マキさん は 何度も 繰り返し 眺めた。 

はっきり 言って この 時点で 負け だっ 
た。 絵は ダィレクトに 届かなくて はなら 
ない。 見た瞵 間に 反応が 得られなければ 
終わり だ。 じっくり 見て 良さが わかる 絵 
など 存在し ない。 

「もうち ょっ と ロリっ てる 方が いいです 
かねえ？」 

俺は 恐る恐る 尋ねて みた。 

「いや、 う一 ん、 個人的には そうしたい 
けど、 売れない からね一」 

マキさん は 苦笑した。 

「まあ 純粋な 美を 求めたら 小学校 高学年 
が 最高なん だょ。 だから 絵描きは ロリ 絵 
描きたがる ヤツが 多い けど さ、 でも 売れ 
ないから ね」 
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そう 繰り返し、 マキさん は 肩をすくめ 
た。 ある 意味 ク ー ル だ。 

結局 結論と しては、 すぐに 原画を やつ 
て もらう のは 難しい、 同人で 修行して み 
たら どうか、 という 感じだつた。 こんな 
ことなら あのと きに エロ 同人 誌を 作つ て 
いれば 良かつた と 思つた が、 今 さら 後悔 
しても 仕方ない。 

それから 俺たち は 最近の ェ ロゲ ー 事情 
について ひとしきり 語り合い、 マキさん 
は ガンガン 日本酒を 飲んだ。 飲みながら 
マキさん は、 「キミは シナリオ ラィタ— 
になるべき だ」 とか 言い出した。 マキ さ 
ん 日く、 外注 ゲン ガーじ ゃ 話の 内容には 
関われない、 漫画家 志望だつた なら 話を 
作りたい だろう、 だつたら シナリオを 書 
け、 という ことだつた。 しかし マキさん 
はすで に 相当 酔つて いて、 どこまで 本気 
なのか わからない。 俺は 「考えて みます」 
とだけ 言つ て、 あとで 考えて みる ことに 
した。 

そのうちに マキさん は 完全に つぶれ 


た。 居酒屋の テー ブルに 突っ伏して、 ヮ 
ケの わからない ことを 口走つ ている。 

「あ一 もう やつて らんね えよ な あ。 ロリ 
キヤ ラに なりてえ な あ。 『、っに ゆ』 とか 
言いて一。 戦争し ねえなら 男なん ていら 
ねえよ な あ。 外人部隊に でも 入ろう かな 
ぁ …… 」 

よく わからな いが、 巨乳の コス プレィ 

^ - と 付き合っ ている くせに、 ずいぶん 

と 現状に 不満が あるら しい。 それともう 
まくい って いないんだろう か？ 

「知って るか？ 女は やってから 後悔し 
て、 男は やらずに 後悔す るら しい ぜ 。男 
に 生まれて 良かった のって それ ぐらいだ 
よな。 やらずに 後悔す る ほうが まだ マシ 
じ やん？」 

しばらくして マキさん はし や ベら なく 
なつた。 眠つ てし まつた よう だ。 

俺は 不意に ミーコ のこと が 気になつ 
た。 鍵は 外の 洗濯機に 隠して 携帯に メ ー 
ルして おいた けど、 もう 帰つ ている だろ 


うか？ 

メー ルの 返事は 来て いない。 

「マキさん」 

声をかけ るが 返事がない。 返事がない 
ことを 確認して、 俺は 言って みた。 

「マキさん は妹萌 えって どう 思います 
か？ なんかう ちの 妹、 ネコ ミミ 生えて 
るんで すよ」 

言って みて 自分で 苦笑した。 あまりに 
唐突で 荒唐無稽 だ。 変な 電波で も 受信し 
ている ようにし か 聞こえない 。まあ、 寝 
ている 相手に 言う にはちょ うどい い 話 
だった。 

「 …… あ 一。 ネコ ミミ リアに なったん だ 
ろ」 

意外な ことに 返事が 返って きた。 一瞬 
焦った が、 それより 内容が 気になった。 

「ネコ ミミ リア？」 

「マラリア とか、 フィ ラ リアと か、 ぺド 
フィ リアと か あるじ やん。 病名 だよ 病名。 
まあ ハ シカみ たいな もんだ よ。 女の子は 
みんななる って」 
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突っ 伏した まま マキさん は 説明す る。 
もちろん そんな 病気、 聞いた ことが な 
い。 しかし ミ ー コ には 実際 ネコ ミミが 生 
えてい る。 まさか 俺が 知らな かった だけ 
なのか？ 

「ネコ ミミ リアです か . 」 

俺は ぼんやりと 繰り返した。 

「ま、 ほつ とき や 治る よ」 

マキさん は 言った。 

ネコ ミミ リア。 なんだか 楽しそぅ な 響 
き だ。 ユート ピアと か、 シヤン グリ ラと 
か、 そんな 感じ だ。 

—— 俺 も 大分 酔つ ている らしい。 


0 

部屋の 灯りは 消えた ままだった。 中に 
入っても ミ ー コ はいなかった。 だけど 荷 
物は 残つ ている。 

携帯に 電話して みると、 きっかり 十回 


呼び出し 音が 鳴って、 ミー コが 出た。 

「 …… はぃ」 

少し 不機嫌 そうな 声だった。 番号 通知 
で 相手が 俺 だとい うことは わかっ ている 
の だろ、 っ。 

「今 どこ？ 何し てんの？」 

「公園。 なんにもし てない」 

そっけ なく ミー コは 答える。 やっぱり 
機嫌が 惡 いょう だ。 

「どうしたの？」 

俺は できるだけ 優しく 尋ねて みる。 
「別に。 お兄ちゃん いなかっ たから」 

「メ ー ルした じ やん。 ミー コが そんなに 
遅くなる なんて 思わな かった し」 

「だって お兄ちゃん、 私が いるの ィヤそ 
うだった」 

どうにか 聞き取れる ぐらいの 声で、 

ミー コは つぶやいた。 

「そんな ことない つて。 来て くれて 嬉し 
かった よ」 

これは 本心だった。 

だけど ミー コは 黙つ ていた。 


「公園って、 コンビニの そばの？」 

この辺り で 公園と いえば そこし かな 

、〇 

し 

「 …… うん」 

「じ ゃ、 迎えに 行く から 待っ てろ」 

「え . ？」 

俺は 電話を切 った。 

俺の せいでも あるよう だし、 迎えに 行 
くぐらい してや つても いいだろう。 

十月の 夜は もう 肌寒く、 酔いが 醒めて 
くると 温かい ものが 飲みたかった。 

公園に 入る 前に、 俺は コンビニで ホッ 
卜の ココアを ふたつ 買った。 家では よく 
ミ ーコが ココアを 作って くれた もの だ。 

公園の 中は 鈴虫の 声で うるさい ぐらい 
だった。 住宅街の 外れに ある この 小さな 
公園には、 遊 具と いえば 砂場と すべり 台 
と ブランコし かなくて、 たった 一本の 街 
灯が 公園 全体を 照らして いた。 街灯の そ 
ばを 小さな 蛾が 数匹 飛び回っ ている。 

ミ ーコは 帽子を 膝の 上に 置き、 昨日と 
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同じ 服で ブランコに 座っ ていた。 下を 向 
いた ネコ ミミの 艶やかな 黒い 毛 並が、 街 
灯の 明かりに 照らされ ている。 

そっと 近づく と、 俺に 気づき、、、 1 コが 
顔を 上げた。 

「あ、 お兄ちゃん」 

俺は コンビニ 袋から 缶の ココアを 取り 
出し、 一本を ミ ー コに 差し出した。 

r …… はい、 ココア」 

「あ、 ありが と …… わたた っ！」 

それを 受け取った ミ ー コ は、 両手で 缶 
を お手玉す るょぅ にしながら、 膝の 上の 
帽子に 置いた。 

「ぅ一。 熱い …… 」 

「すぐに 冷める ょ」 

俺は 自分の ぶんの ココアを 開け、 そっ 
と 啜った。 確かに 熱い。 コンビニ 袋を 丸 
めて ポケットに 突っ込み、 俺は 缶を 右手 
に 持ち 替えた。 

「でも、 なんで ブランコなん だよ？ 
あつちに ベンチ も あるじ やん」 

思わず 少し 笑つ てし まう。 落ち込んで 


夜の 公園の ブランコ なんて、 ありがちな 
テレビ ドラマみ たいだ。 

「いいで しよ。 そういう 気分だった し」 
一瞬 俺を 睨んで から、 ミ ー コも 不意に 
小さく 笑っ た。 

「北 日、 よく 一緒に ブランコ 乗っ たよね。 

お兄ちゃんが 立ち 乗りして、 私が 脚の 間 
に 座って」 

そういえば そんな こと も あったか もし 
れ ない。 どう 答えようかと 思っ ている と、 
ミ ー コが 話題を 変えた。 

「 …… 仕事、 どうだった？」 

「ぁ、 うん」 

ミ ー コは 俺の 仕事の ことを 知っている 
から、 それは 問題ない。 だけど 絵が 良い 
評価を 得られな かった ことは、 あまり 言 
いたくなかった。 

「なんか、 シナリオ 書かない かって 言わ 
れ た」 

酔っ払いの 戯言 かもしれ ない が、 嘘で 
はない。 

ミ ー コは 帽子の 上で 缶の 熱さを 確かめ 


るょう にくる くる 回し、 そっと 持ち上げ 
た。 

「ふ、 っん」 

プル タブを 起こす 音が やけに はっきり 
と 聞こえた。 

「すごい じ ゃん」 

「 . でも、 エロ ゲ^  — だぜ？ 」 

とりあえず 言って みる。 ミ ー コ はもう 
現役 バリ バリの オタクで はない の だ。 そ 
こまでの 理解は 求めて いない。 

ミ ーコは 開けた 缶を 両手で 持った ま 
ま、 口をつけずに それを 見つめて いた。 

「お兄ちゃん はそう やって いつも 一人で 
先に 行つ ち やうんだ」 

「え？」 

「どんどん 私の 手の 届かない ところに 
行つ ちゃうんだ ね」 


俺は 缶を 左手に 持ち 替えた。 確かにい 

まや エロ ゲ^  — の シナリオラィタ^ — といえ 
ば、 若者 (オタク 限定) の 憧れの 職業で 
は ある。 現役の オタクで はない とはいえ、 
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ミ • ~ コも それぐ らいは 知っ ている のた ろ 

ぅか？ それにしても、 話が 飛躍し すぎ 
ている 気がした。 

ミーコ の、、、 ミは、 し よん ぼり と 下を 向 
いたま まだ。 

「お兄ちゃんが 東京に 行った とき、 私す 

ごい ィヤだ ったんだ」 

「 …… いつの 話 だよ」 

「でも ィヤ だった の」 

ミー コは 一瞬 俺を 睨み、 再び 視線を 落 
とす。 

「ずっと 言いたかった」 

「なんだ よそれ は …… 」 

俺は 呆れた。 そんな ことを 七 年 も 根に 
持って いたの か？ 

「でも、 言っ たらす つきり した」 
本当にす つきり したら しく、、、、 1 コは 
顔を 上げて 笑った。 ミミ も びんと 上を 向 
いた。 

俺は 反応に 困り、 ココアを  一口 飲んだ。 
ミ ー コは何 かを 期待す るよう に、 じつ 
と 俺を 見つめて いた。 


「 . そぅいえば、 バンドと かどぅして 

る？」 

不意に 思い出して、 俺は ミ ー コに 尋ね 
た。 

俺が ベ ースを 買っ たの も、 元はと いえ 
ば ミ ー コ のせい なの だ。 俺が 実家に いた 
頃、 ギ タ— を 買っ たら ミ ーコも 興味を 示 
して、 ちょつ と 教えて やつたら すぐに 俺 
ょり 上手くな ってし まった。 だから 俺は 
実家を 出る とき ギタ 1 を 置いて きて、 あ 
とでべ ースを 買った。 それで ミー コに対 
抗 する つもりはなかった けれど、 やっ ぱ 
り 何 か 楽器が 弾きたかった の だ。 

ミ ー コは その後、 高校の 文化祭で バン 
ドを やり、 大学で も 軽 音 系の サー クルに 
入った。 最初は コピー バンドだった が、 
一時期は オリジナル もやって いたは ず 
だ 0 

「軽 音の バンドは 卒業で 解散。 今は なん 
にも」 

:? — コは 小さく 肩をすくめ、 ようやく 
ココアに 口をつけた。 


「でも、 またなん かやろう かな？」 

猫の ょうな 目で、 ミ ー コは 俺を 見つめ 
る。 

「ね、 お兄ちゃん、 今度 スタジオで 合わ 
せない？」 

「 …… いいけ ど、 下手 だぜ？ 」 

ミーコ はなんだ かやけ に 嬉しそうで、 
少し 照れくさ かった。 

でも 俺 も 嬉しかった。 

もしかしたら、 俺は 楽器が 弾きたくて 
ベ ースを 買つ たんじ ゃなくて、 それは 
ミー コ がいない 代わりだった のか もしれ 
なぃ。 

…… って、 だとしたら 我ながらず いぶ 
ん シスコンな もんだ が。 

「いいょ、 下手で も。 ね、 ここ 寒くない？」 
そう 言って、、、 丨コは 立ち上がる。 

「そろそろ 帶 るか？」 

「うん」 

ミー コは 嬉しそうに うなずき、 帽子を 
頭に 持って いきかけ て、 それを 胸の 前に 
引き寄せた。 
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「ね、 お兄ちゃん」 

「ん？ 」 

ミ— コは目 を 閉じ、 軽く うつむいて 
黙つ ている。 

俺は 何も 言わず、 そっと ミ ー コの 頭を 
撫でて やった。 

「 . 来て くれて ありがとう」 

ミ ーコは 目を 開ける と 再び 嬉しそうに 
微笑んだ。 

環 八の 歩道を ミー コと 並んで 歩いた。 
通り 沿いには いくつもの マンションが 

建ち 並んで いる。 

古い マンションが あり、 新しそう な マ 
ンシ ョンが あり、 安そう な マンションが 
あり、 高そう な マンションが ある。 東京 
には これ だけ 多くの 人が 暮らして いるの 
だ。 

いくつかの マンションは 下が テナント 
になつ ていた けれど、 どこももう 閉まつ 
ていた。 片側 三 車線の 道を 挟んだ 反対側 
の マンションの 上には、 円筒形の 給水 夕 


ンクが 見えた。 

すでに 人通り もな く、 ミ^ ~ コは 帽子を 
手に 持っ たま まだっ た。 仮に 誰かと すれ 
違つ たと しても、 誰も ネコ ミミを 本物と 
は 思わないだろう。 人間に ネコ ミミが 生 
える なんて、 簡単に 信じられる ことでは 
なぃ。 

月は なく、 等 間隔に 並ぶ 街灯の 光が、 
いくつもの 影を 歩道に 落とした。 ミー コ 
の 影には どれ も ネコ ミミが ついていた。 
もう 夜 も 遅い のに、 車は ひっきり なしに 
俺たち を 追い抜い ていく。 そのたび に 新 
たな 影が 長く 伸びて、 歩道から マン ショ 
ンの 壁へ と 流れて 消えた。 

車の 音が 途切れる と、 ミ ー コが 小さく 
鼻歌を 歌って いるの が 聞こえた。 俺の 知 
ら ない 歌だった。 ミー コは 振り返って 俺 
の 様子を うかがい、 俺が 苦笑す ると 再び 
前を 向いて # 歌を 続けた。 

しばらくの 間、 楽しそう な 鼻歌 だけが 
響いた。 

「なんか さ、 久しぶりに ミ^ ~~ コと 会えて、 


ちよつ と 楽し かつた な」 

俺は 言って みた。 

ミ ー コは 鼻歌を 続けた ままで、 答えな 
かった。 

「その ネコ ミミ、 可愛い な」 

大きな ネコ ミミは 本当に ミ ーコに 似 
合って いた。 

# 歌を 最後まで 歌って、 ミ ー コは 言っ 
た。 

「にゃ 丄 

布団の 中で うとうと していた とき、 
ミー コが 俺を 呼んだ ような 気がした。 
「ホン ト にして みよつ か？」 

そんな ことを 言われた 気 もした。 
だけど 俺は もう 半分 寝て いたので、 何 
も 考える ことができな かった。 

そして 俺は 再び 眠りに 落ちた。 
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人の 気配に 目を覚ま すと、 もう 朝 だっ 
た。 カ ー テン 越しの 薄明の 中で、 ミー コ 
が 荷物を まとめて いると ころだった。 
「帰る のか？」 

「あ、 お兄ちゃん」 

床に 膝を ついた まま、、、 1 コが 顔を 上げ 
る 0 

ミー コの 姿には 何 か 違和感が あった。 
ネコ ミミがない の だ ！ 

俺は 思わず 身を 起こした。 

「お前、 治った のか …… ？」 

「何が？」 

ミ ー コは 不思議 そうに 俺を 見た。 

ネコ ミミ、 と 言おうと して 俺は やめた 0 
あまりに も バカバカしい。 人間に ネコ ミ 
ミが 生える か、 普通？ 

「 …… 帰る のか？」 


俺は もう 一度 尋ねた。 

「うん」 

: 7 — コ はうな ずいて スポ ー ツハ ッグの 
ジッ パー を 閉じた。 

立ち上がり、 帽子を 深く 被る。 ここに 
来たと きと 同じ 格好だった。 

「お 正月には、 実家で 会おう ね」 

俺に 微笑んで、 ミ ー コは スポー ッバ ッ 
グを 持ち上げた。 

「私 も おせち 作る から。 楽しみに してて」 
「お 一。 楽しみに してる」 

「じ や、 またね、 お 兄ち やん」 

ミー コは 小さく 手を 振って 玄関へ と 向 
かった。 俺は そのまま ミー コが 出て 行く 
のを 見送り、 再び 布団に 倒れ こんだ。 

布団には ミ ー コの 体温と シャン プ^ ~ の 
匂いが 残って いて、 ここで 昨日 ミー コが 
つぶやいた 言葉が 気になった。 俺が 何 か 
を 答えた としたら、 俺たち はどうな つて 
いたのだろう？ 

俺は 寝直す 気に も なれず、 牛丼 屋の朝 


定食を 食べる ことにして 部屋を 出た。 

公園の ィチ ヨウは 少し だけ 紅葉して い 
て、 朝の 風が 身に 染みた。 

だけど もちろん、 俺は 後悔し ない。 当 
たり 前 だ。 ミ ー コは 大切な 妹なん だから。 

- それにしても、 あの ネコ ミミ 可愛 

かった な あ。 

俺は、、、 丨コの 姿を 思い出し、 正月には 
絶対に 帰ろぅと 心に 決めた。 

この 感覚、 わかって もらえた だろ、 っ 


ネコ ミミ リア - 木 之 本み け 


319 


琴 


僕 力 

脱 オタした わけ 


僕は オタクだった。 中学までの 僕 
は、 かなり 正統派の オタクだった。 
いや、 当時は オタクと いう 言葉は、 
まだな かつた が。 

運動が、 からつ きし ダメな 文化 系 
眼鏡 男子だった 僕が、 そちらの 道に 


ハマった のは 『宇宙 戦艦 ャマ 


卜 


•i 

力 


きっかけだった 。ロボットが 出て こ 
ない 宇宙 モノ だなん て、 オト ナっぽ 
いと 思つ た。 カツコ ィィと 思つ た 0 
当時の 小学生は 誰でも 「ヤ マト」 に 
夢中と いぅ ブーム であった が、 僕 
は 「ャ マト」 の 記事が 出て いる 雑 
誌を 漁って いるう ちに あの 伝説の 雑 
誌 『OUT』 に 出会つ てし まつた。 
一九 七 八 年 九月 号。 特集は 「さらば 
宇宙 戦艦 ヤ マト」 では あった が、 表 


紙は 第二 特集の 桑田 次郎 (現 •二 郎) 
の 『8 マン J だった。 充実した 「ヤ 
マト」 特集に 惹 かれて 買った 『OU 
T』 だった が、 それ 以外の 記事が 素 
晴らしく 面白 かつた。 マニアックな 
S F 映画の 紹介 や ァメコ ミ、 ロック、 
そして パロ ディ。 当時の 『OUT』 
は サブ ヵル チャ ーの 匂いが 濃厚な 雑 
誌だった の だ。 それは 背伸びしたい 
盛りの 小学 五 年生に とっては、 あま 
りに も 甘美な 果実だった。 僕は 『〇 
UT』 を 入口に、 ズブ ズブと アニメ 
の 世界へ と ハマっ ていっ た。 当時は 
アニメ  =  SF という 風潮が あり、 S 
F にも 手を 出した。 半 村 良と 平 井 
和 正に 夢中に なり、 青 背 表紙の ハヤ 
カワ 文庫を 片っ端から 読み 漁り 始め 
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た。 なんとも 嫌な 小学生 だ。 

中学生に なると、 いっぱしの アニ 
メ フアン、 s  F フアンに なって いた。 
もちろん 大 ブ^ — ムの 「ガンダム」 に 
も ハマった が、 ょり SF 色の 濃い 「ィ 

デオン」 が 一番 好きだった。 中学生 
の 分際で、 スタジオ ぬえ 主催の 合宿 
ィ ヘント 「クリコン 祭」 にも 参加し 
た。 その 世界には オ トナの 匂いが し 
た。 オ トナの 世界に 首を 突っ込む 快 
感が あった。 

そぅ、 その 世界は 僕に とっては 
ヵッコ ィィ ものだった の だ。 同学年 
の 幼稚な 奴ら には わからない 別 次元 
の 世界。 アニメと SF は 「おれは 
お前ら の 知らない 世界を 知っ ている 
ょ」 といぅ 自意識を 満たして くれた。 


最近は 再び オタク 方面に も 色目を つかい、 コ ミケで 自 
主 制作 AV を 売るな どの 試みに 挑戦した りして おります 
(笑)。 しかも 「恋風」 ネタ なんてのを…。 ダリオ レコード 
http://dariorecords.com/ にて 購入 可能。 第二 弾は 古 
屋兎丸 先生 撮影の 大型 写真集 （左上） だったり します。 


まり 意味はなかった の だ。 モテない 
奴は、 結局のと ころ モテない よぅな 
趣味に しか 興味を 持てない の だ。 

そして 僕が オタクから 脱出して 
二十 年。 状況は 一変した。 え、 何？ 
電車 男が 素敵？ オタクと つきあい 
たい？ 眼鏡 男子に 萌 え〜？ なん 
だよ、 それ。 僕が 何のた めに オタク 
を 捨てた と 思っ てんだ よ。 何のた め 
に 分厚い 眼鏡を 捨てて コンタクト レ 
ンズ にした と 思っ てんだ よ。 ああ、 
がんばつ て、 オタク だと 思われない 
ように 努力して きたのに …… 。 


思春期の 少年に とっては 大 問題 だっ 
た。 僕が 思い込んで いたのとは 違い、 
実は こっち の 世界は ヵッコよ くな 
い。 これは 女の子に モテない。 そ、 っ 
直感した 僕は、 高校生になる のと 同 
時に、 その 世界から 逃げ出した。 ちょ 
、っど オタクと いう 言葉が 一般に 浸透 
しはじめた 時期だった。 あわてて 才 
タク 的な ものとは 一切、 手を切っ た。 
アニメを 見る こと も 止めた。 『OU 
TJ の 購読 も 止めた。 『Anim  e  C』 
も 一 ふあんろ 一 ど』 も 捨てた。 ロッ 
ク バンドを 始めた。 髪を 短く 刈り 上 
げた。 人前では アニメ や SF が 好き 
だつ たことは 口にしない ように 気を 
つけた ◦元 オタク だと バレたら、 お 
しまいだ と 思っ た。 女の子と おつき 
あいしたり、 楽しい 青春は 謳歌で き 
ない と 思つ た。 

しかし、 僕が 逃げ出した 先 も マイ 
ナ^ — な ロック や マイナ^  — な 映画 や 
マ イナー な 雑誌と いう 世界だった の 
で、 やはり 女の子には モテなかった。 
モテと いう 面では、 この 脱出 劇は あ 
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はじめまして。 インタ— ネッ トの 片 
隅で FLASH& ヲ タク、 不 夕の ニユ ー 
スサ イ^!^ d やって ます、 か 一 ずです。 

編集さん からは 自由に 書いて いい 
との 御達しだった ので、 唐突ながら も 
筆者の ヲ タク 原 体験を 遡っ てみ ます 
と、 小学 6 年の 頃に 出会った 『月刊 コ 
ンブ テイ ー ク j 「ちょつ と H な 袋と じ」 
の 片隅に 小さく 載って いた 5  c m 四方 
の 『くりい む レモン •媚 •妹 .BABY』 
の 記事 0 そこから 転がる ょぅに ヲ タク 
道を 邁進して いった わけです が、 この 
体験が 元で、 どぅしても 『くりい む レ 
モン』 は 別格で ジャヶ 買いなら ぬ タイ 
ト ル 買いを してし まいます。 そこで、 
そんな 私が 今までに 遊んで きた 『く 
りい む レモン』 ゲ ー ムを 紹介して いこ 
うと 思います。 


▼STAR  TRAP 

1 987ilH^  月  PC  •  8801 他  JAST) 

エス パ I の 女の子 2 人 組が 植物 惑 
星で ハチ ヤメ チヤな 騒動を 巻き起こ 
す SF もの、 ぶつち やけ ダ ー 〇ィ ペア 
の 18 林 示 クロ— ン なんです が、 その ゲ— 
ム化 がくりい む レモン ゲ ー ム第 1 作 
nil になります 0 

この頃の アド ベン チヤ ー ゲ ー ム (以 
下 AVG) とい、 つと、 今みたい な コマン 


ドを カー ソルで 選択して 
いく システムでは なく、 「ミ 
ル マド」 「シラべ ル ユ 


1 J 


i 


力」 といぅ 風に キーボー ド 
に 文字を 打ち込んで いく 
「コマンド 入力 式」 でした 0 
シナリオ ラィター の 使い 
そぅな 用語を 思いつく ま 
まに 片っ端から 入力して 
は、 「ソレ ハ デキ ナィワ」 
などと 言われて 凹む とい 
う 砂漠に 落ちた コン タク 
ト レンズを 拾う がごと き 
作業の 繰り返しが 当たり 

儿刖の 時代。 この ゲ—ム の 


場合、 開始して 一番 初め 
に 入力す る 言葉が 「れず 
する」 など、 のっ けから つまずく 
と 請け合いの 激ムズ 難易度です。 


¥ 

力 
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K 

by 
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▼  SF •超 次元 伝説 ラル 

(1988 年 1  1 月  FM  -  7 ポニ カ) 

美少女 剣士 キャ ロンが ) t 法 使い ラ 
モ！ ルー にさら われた 王女 ユリアを 
助けに 行く 原作 アニメを A  VG にし 
たもの なんです が、 場所を 移動した 
り コマンドを 選択す るた びに 時 問が 
経過して いく 時間 制限 式の システム 
がなん とも 曲者です。 煮詰まつ て 場 


I 進め！ ヲ タク 道 


所を 何度も 行ったり来たりした だけ 
で、 唐突に 囚われの ユリアが 服を 脱が 
されて いく シ ー ンに 移^^わり、 何度 
目 かの シ ー ンで すべて 脱がされ ると 
ゲーム ォ—バ ー。 無駄の ない 行動で 先 
へ 進む ために、 メモを 取りつつ 中学 時 
代の 暇す ぎる 夏休みを 全部 使い切っ 
たんです けど、 正直、 無理でした。 

さて、 時代 も 進んで 国産 パソコンは 
PC  •  9801 が 天下を 取った 時代、 
デジタル 8 色から アナログ 16 色に な 
り 美麗な CG が 表現 可能に なり まし 


た ◦そのせ いか エ ロゲ ー の 進 
化 も 恐竜の ごとく 多種 多 
様な 燦発的 進化を 繰り返 
す 中で、 『くりい む レモン J 
ゲ^ ― ム も， n 利 フラン ドで 
ひつ そりと、 しかし 何 作 も 
リリー ス される ようにな 

〇 ます 〇 


第一 Ini 


▼黒猫 館 

(^x^coty-7 月 フ I アリ— ダス ト) 

, 1980 年代の 当時 か 
らメ イドさん 萌 えを 追求 
していた といぅ 時代を 先 
取りし すぎた この シリ— 
ズが AVG として リリ— ス 
されました 0 

-f.l- 1 子 生で ある 村上靑 年が 「書生 求 
む」 との f 広告に つられて ホイ ホイ 
と 山奥の 洋館へ 来て みれば、 エロ 未 亡 
人と お 嬢 様と メイ ドさん による くん 
ず ほぐれず の 日々 で 飼い 殺される の 
が 原作 版。 この ゲ ー ムでは 村 上の 友人 
となつ て、 2 人 EC として 黒猫 館を 訪れ 


村 上と 同じように 悦楽に 堕ちて い 
く 主人公です が、 ここで 原作 アニメに 
はない クライ マツ クスの 展開が 強烈で 
して、 もう プレイす る 人 もい ないた ろ 


うから 書いて しまいます と、 この 母 娘 
は 自分の 腹に ナイフを 突き立てて、 
そこから ぱっくりと 割れて 這い 出て 
くる 胎児が 急速に 成長して いくとい 
う ホラ ー なシチ ユエ ー シ ョンが 秀逸 
の 出来です。 なぜか この 部分 だけ 台 
詞の 描写 や CG の 塗りに 臨場感が こ 
もっていて、 抜け殻と なった 亜里沙 お 
嬢 様の 虚ろな 瞳が モニタの こっち 側を 
ジ ー ッと 見つめる CG は トラウマ 度が 
高くて 鬱 入る こと 間違いな しです。 

この 母 娘の 不老の 正体は 男の 精を 
吸い取って 脱皮して いるから でした！ 
という ォ チなん です が、 あれ？ 黒 
猫 館って そんな 話た っけ？ 

ちなみに w i ndo w s 95 用 ゲ I ム 

としても 里涵 館は 発売され ています 
が、 こちらは 館内を 移動す ると OV 
A のシ ー ンが ダイジェストに 流れる と 
い、 っ 一種の スライド ショ —0 肝心の ム— 
ビ ー シ—ン はケ— タイの 液晶 サイズ 
程度し かないと い、 つ、 なんとも 「お 察 
しく ださい」 とい、 つ コメント しかで き 
ない 苦々 しい 出来な ので 要注意。 


▼亜美〜 風 立ちぬ〜 

(1994 年 6 月 フ I アリ— ダス ト) 

くりい む レモンの 代表作と いえば 
亜美 シリ ー ズ 。ビデオは シリ ー ズ通算 
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で 8 本 も リリー ス されて います。 なの 

に、 なぜか 『 ラル i や 『STAR  TRA 
P』 の 方が 先行して ゲ ー ム化 されて き 
たのが 謎なん です が、 ここにき てよう 
やく-^ 叩が 登場です 0 
しかも ジャンルは 「アイドル 育成 シ 
ミュレ— シ ョン」 0 古くは 『デビ ュ— 

(誕生)』 から 最近では 『アイドル マ 
スタ^ — '一 一  まで アイドル 育成 ゲ ー ムもい 
ろい ろあります が、 本 作が 『くりい む』 
たらしめ ている のは、 亜美ち やん が や 
たらと オナニ ー してし まう ことです r 
唐突に r …… んつ …… お 義兄ち やん 
…… 」と喘 ぎ 始めた と 思ったら 画面が 
変わつ て 1 枚 CG でく ちゅく ちゅと 
イタして しまう 亜美ち やん。 局部が 
別 穿) で クロ— ズ アップされ ていて アニ 
メ  I シ ョンで 指が 動く 気合の 入り 方 
です が、 ュ—ザ ー 的には ご 褒美では な 
く 完全に ペナ ルテイ。 オナ ると 体力 や 
学力と いつた 各種 パラメ  I 夕が 減り 
ます。 まあ 体力が 減る のは 理解で き 
るんで すが、 学力が 下がる というのは 
I オナニ I すると 馬鹿になる」 とい、 っ 
俗説を 制作 スタッフが いまだに 信じ 
ている としか 思えません。 ちなみに 
オナ ニー イベントは 頻繁に 起こる 上 
に、 プレイヤ— の 努力で 防ぐ ことの 
できない 完全な ランダム 要素と い、 つ 


底意 地の惡 い システムに なって いま 
す。 

なお、 滅多に 起こらない レアな ィべ 
ント として、 ヒロシ お 義兄ち やん が 「亚 
美、 も、 っ 我慢で きない…！」 と 押し倒 
す エッチ シ ー ン もあります が、 この 時 
の パラメ ー タの 減り 方は オナー ー ー の 比 
ではなく 激減し ます。 これって、 ヒロシ 
が 妹の アィドル 活動に 反対して いる 
ことの 実力行使な のかな ぁ、 と 余計 
な 勘ぐ りを してし まいます。 

▼ラル m 覚醒 編 

(1994 年 10 月 フェアリ— ダス ト) 

あの 亜 ® 夕の よ、 っな F M t 版から 幾 
星霜、 2 度 目の ゲ ー ム化を 迎え まし 
た。 原作 スト ー リーは 先 ほど ちらつと 
書きました が、 キヤ ロンが リバー スの 
剣を 携えて ラモ—  •ル ー にさら われた 
王女 ユリアを 助ける. ラル IJ と、 その 
3 年後に 復活した ラモ—  •ルー に キヤ 
ロンが 再び 対峙す る 『ラル n』 からな っ 
ている のが 原作 OVA でして、 「n」 で 
は 様々 な 伏線が 張られて いて、 おそら 
く 続編の 予定は あった んだと 思い ま 
すが、 つい ぞ続 きが 世に出る ことがあ 
りませんでした。 

しかし、 この ゲ ー ムの タィ ト ルは 『ラ 
ル ^ ,1 ! アニメから ゲーム に 媒体 


を 変えての 第 3 弾です ょ。 当時の 私 
は 喜び勇んで 購入、 さっそく プレイし 
てみ ました。 

「村 娘の キヤ ロンが アー スガ ルドの 剣 
を 携えて ゲ ルバ ザ— に 襲われた 王女 

ルビ— ナを 助ける」 . つて、 あれ？ 

これ 「I」 の 焼^^! しじ やないです 
か、 冗談 キ ツイな ぁ。 しかも キヤ ラク 
夕 I デザイン だけは 「n」 の 3 年後の 
大人び た 方の キャ ロンです。 

そこに 至ってょう やく ^ ついたん で 
すが、 もしかして 「I」+「u」=「s」o 
て 足し算で この タイトルつ いてんの か 
コレ！ この タイトルを つけた 人は、 
本当に 地獄に 落ちれば いいと 思い ま 
す。 

▼エス カレ— シ ョン 95 
お 姉 さまって 呼んで いいです か？ 

(1995a}<o 月 フェアリ— ダス ト) 

金 寮 制の 女 学園に 編入して きた リ 
エは 才色兼備の 生徒会 長 •ナオミに 
一目惚れ ◦超 タチ 系 レズ ビアンの ナオ 
ミに SM 調教され てし まう というの 
が 原作 アニメの スト— リー です が、 
この ゲ ー ムでは プレイヤ ー は ナオミと 
なつて リエ や ミドリを 調教して いきま 
す。 「リ〇 アン 女 学園で 小 〇原祥 子に 
なりきつ て、 祐 巳ち やん らプテ イス I 


ルを コマして いく 話」 と 置き換える 
と、 わかりやすい かもしれ ません。 

学園 内を 徘徊して アイテムを 拾 
い、 それを 使って リエ や マリを 調教して 
いく  AVG なんです が、 学園に 落ちて 
いるものと 言えば 双頭 バ イブと か浣 
腸 シ リンダ ー とか そんなん ばっかり。 
はたして 大丈夫なん でしょう か？ 
この 学園は それは そうと、 ナオミが 
下級生を 付け狙う 理由が 「生意気 だ 
から」 「 nr 愛い から」 と士 の イジ メ 
レベルなん です けど、 この 人、 学園 一の 
才女じゃなかった んだっ け？ 

そんな ナオミの ワイルドな 一而が 出 
ている のが 調教 モ ー ドの 選択肢。 この 
® のェ ロゲ ー という ものは、 エッチ シ I 

ンの锻 初は 「キス ^ 午る」 「胸を 揉む」 
から スタ ー ト、 「乳首を 吸う」 「あ 


そこを 触る」 など 次第に 下半身を 貴 
めて いくとい、 っ 前戯の 流れが あるんで 
すが、 そんな ヌルい 展開は 一切な く、、、、 
ドリの 場合は いきなり： 取 初に 選べる の 
は 「顔を 责 める」 「お尻 i 只め る」 の 2 
つ だけと いう 徹底した ストロング プレ 
ィに 仕上がって います。 

学園 徘徊 モ ー ド も かなり ヵッ 飛ん 
でます。 ナオミが 獲物た る リエ 達に 
惡戯心 で キスを チユッ としては 相手 
に 怒られたり 引かれた りして、 「本 
当に ごめんなさい、 私を 嫌いに なら 
ないで」 と 殊勝な 謝罪。 で、 「いえ、 

もう 気にな さらないで ください」 と 
相手が 一歩 譲歩した 瞬間に 「じゃあ y 
好きな のね！」 と ガバッ と スィ ッチが 力 
入っ て 縛り上げて 調教して しまう と 
い、 っ 一流の 交渉 術は まさに 神業。 し 
かも それを 計算で やって いる わけで 
はなく、 どう 見ても 天然です、 ナオ 
ミ お 姉 さま。 

この 「学園 徘徊— 調教」 の 繰り返 
しを 続けて いけば いつのまにやら エン 
デ ィング。 学年 的に 共に 在校して い 
るは ずがない アリサが 出て きたり、 
ミドリが ナオミに 反抗的だった りと 
改変が 加えられて いますが、 ナオミ 
お 姉 様の 言 f K め や 当時から 話題に 
なって いた 過激な SM 描写は 健在で 
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して、 エス カレ ー シ ヨン フアンなら 満足 
できる 1 本に 仕上がって います。 


►5 時間 目の ヴィ— ナス 

(1995 年 4 月 フェアリ— ダス ト) 

美術 室で 失神して 保健室へ 運ばれ 
た 『葵し めじ』 の 謎を 保健の 先生が 調 
査 する AVG。 小説の よぅに 話が 進 
んで いき 要所で 2 択 •  3 択を 迫られて 
話が どんどん 分岐して いく タィプで 
して、 「ミル ァ オィ」 だの 時間 制限 
式 だのと いった 意地悪 もな く、 一見 普 
通の ゲ ー ムで す。 

…… が、 ここで 終わらない のがく り 
いむ ゲ— 。触診と 称した セクハラ シ ー 
ン では、 しめじち やん の 身体を マウス 


hw 


カー ソルで ク 
リックして 性 
感带を 刺激す 
るんで すが、 
カ ー ソルの 有 

効 範囲が 微妙 

( 

.  すぎて、 しめじ 
ちゃんは まったく 無 反応な マ グロ 状 
態が 続きます。 乳首 周辺を ドット 単 
位で カー ソルを ずらしながら カ チカ 
チと 連打して いる 自分の 姿に、 「俺っ 
て 一体 …… 」 と 、ふと 我に 返る こと も あ 
ります。 


▼STAR  TRAP 

(1996 年 1 月 フ I アリ— ダス ト) 

ここにき て、 またもや 『STAR  T 
RAPj が 2 度 目の ゲ—ム 化に なって 
います。 PCI 88 版の 移植では なく、 
ランと かなたの コンビと 任務で 同伴 
する スヶ ベな 男性 調査 官にな って 事 
件 解決 するとい う オリジナル 要素を 
加ぇての〇〇です。 

話の 本筋は 原作 アニメと 同じく 植 
物 惑星に 潜入して 囚われの 女性たち 
を 救、 っ 話です が、 新 キヤ ラと して ラン 
とかな たを ラィバル 视 してつつ かかっ 
てく る ッンデ レ 女性 調査 官に注 目。 
ただ 気絶して いたと いう 理 * だけで 
主人公 タク ヤは 無理やり 押し倒して 
レィプ！ 手籠めに して そのまま 旅 
の お供に してし まう という ドラ クエ 
や FF では 決して 学べない 間違った 仲 
問の 増やし 方に 漢の 生き様を 見た よ 
うな 気がし ますが、 どこから どう 見 
て も 重 犯罪行為です 0 


▼レモン エンジェル 

(1996 年 2 月 フェアリ— ダス ト) 

くりい む レモンから 派生した 3 人 
娘の アイドル ユニット 「レモン ェンジ ェ 
ル」。 『ヤング ジャンプ J に 漫画が 連載 


され、 エッ チな 
深夜 アニメが 
放映され るな 
ど メディア ミツ 
クス 展開が さ 


れた 2 .5 次 一 


C 


萌 えの 先駆者 


です が、 その 一環と して ゲーム 化 もさ 
れ ました。 

ヒロイン 「桜 井智」 (そう、 あの人 気 
声優で ある樱 井 智をモ チー フ として 
います) が 6 つの 世界を 旅して、 仲 問 
である 他の 2 人を 救う 紙芝居 アドべ 
ン チヤ I です。 

注 E したいのは アイドル コン サ— 
卜 編。 ド ー ムで デュオ コン サ—卜 を 開 
くこと になった 智ち やん、 その お 相手 
はなん と トップ アイドルの 「野々 村 亜 
美」！ 無事に コン サ ー トを 終えて 
控え室に 戻る と、 亚 美ち やん は 「コン 
サ— 卜した 後は 興獬 して 身体が 火 
照つ ち やうの」 と 発情して 智ち やん に 
襲い かかります。 現実の アイドル 声 
優. 智 (3 次元) と アニメの アイドル •亜 
美 (之 次元) の 夢の エロ コ ラボが ここに 
実現！ 

「おつ、 やって るな、 俺 も 混ぜて くれ」 
と 変に 小 芝居が かつた 寒い A  V  ノリ 
で 河 野が 乱入して きて 3P に 突入す 


るの がいやは やなん とも …… 。河 野が 
芸能 事務所の 社長に なって 改心した 
という 設定は 華麗に スルー されて い 


▼亜美〜 傷心の 天使 

(1997 年 6 月フ H アリ— ダス ト) 

あのへ ッポコ 育成 シミ ユレ ー シ ョン 

から 早 3 年、 亜美 シリ ー ズ 2 度 目の 
ゲ ー ム化 は、 お兄ちゃんとの 情事が 親 
バレして 傷心の まま 軽 井沢で 友達と 
過ごす AVG。 冒頭の 1 人エ ッチから 
クラスメィトが 駆け寄っ てく るシー 
ンに 至る まで アニメ ー シ ョンして 女の 
子が 動き まくる ことに、 さすが アニメ 
制作 会社が 母体に なって る だけ ある 
な ぁと 感心して いたら、 最初の 5 分 
を 過ぎたら 後は ごく 普通の 静止 絵 
になっ てると いぅ 竜頭蛇尾な 仕 様に 
なって いて ゲン ナリ。 

しかし、 もっと 萎える のが 男性 ボィ 
ス です。 棒読みの 上に、 エッチ シーン で 
は 亜美ち やん と 同じ 文章 M だけ 野郎 
が 喘ぐ とい、 っ 嬉しくない 男女平等 主 
義を 採用。 絶頂の 時には 「ン 、ン 、ン、 
ン 、、つ わ〜〜〜 つ ！ 」とぃ 、つ 投げ やりな 

男性の 棒読みが 強烈 過ぎて 脳袈に 刻 
み 込まれる 怪 作に 仕上がって います。 
さらなる 問題は、 まったく 亜美に 似 


ていない キヤ ラ クタ ー デザィン でしょ 

うか？  PCI 88 の 『STAR  TR 
Ap  j や F¥7 の 『ラル j は チ ー プなス 
ペックながら、 まだ 頑張って 原作 アニメ 
に 似せょうと いう 意志が 感じられ ま 
したが、『傷心の天使』は \¥ .6己0¥ 
の 1677 万 色 にもかかわらず、 似せ 
ようとす る 努力を 放棄して いるの が 
亚美 フアンには 非常に 切ないです。 


ざっと 振り返って みた 『くりい む レ 
モン』 ゲ ー ム、 いかがでした か？ その 
他、 『魔 人形 』も ^ ム己0ル5でゲ| 
ム化 されて いたりし ます。 

さて、 いつたい どれが 一番 楽しめる 
のか？ といぅ 質問には 『エス カレ ー 
シ 5 '95 お 姉 さまって 呼んで いいで 
すか？ j を 挙げて おきます。 しかし、 
すべての ゲ ー ムが 一癖 も 二 癖 も あって 
何とも 味わい 深いの が 『くりい む レモ 
ン』 の ゲ—ム 達。 普通の ユー ザー には 
許せない こと だらけの よぅな 気がし 
ますが、 一昔前に 『くりい む レモン』 
シリ ー ズに 魂を 引かれた ヲ タクなら 
ば、 また 違った 輝きを そこに 見る こ 
とがで きる …… と美 化した 物言いで 
ごまかしました が、 どう 見ても ク〇 
ゲー だらけです。 本当に ありがとう 
ございました。 
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レスが ひと < 
つかない… 


闘— 


その 時 

わかつ たん / C 


_ 


せつ かく 

無職 童貞 

なのに 

おかしい 


確” に 


// : 


f ゆ 
こと !? 


/• 


<6 赛太 

頭 


大人 視点で 
よ  <  よ < 

考えて 

みたら 


間違 つてん 
じ やない かと 
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自分の 

子供を 平気で 
虐待す る 
バカな 親 や 

厚顔無恥な 
政治家 
罪悪感の 
カケラ もない 
アレな 犯罪者 
ど IP/ 


さあ 死神 くん 
手を 貸して 


<れ 


そんな 連中が 
のさ ばつて るのに 

善良な I 市民の 
おれが 自ら 
命を 絶つ て も 
いいの かと !? 


I 锗に 
人類を 粛清 

し者"： 


したら 

，あんた も 
パ カな 人間と 
同類 じ やん 


5 N 


そんな こと 
したら 商売 
あが つたり だよ 


\v 


言われて 

みれば 
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だいたい 


善良な 一市 民 


I 


何の 力 も 


あんた の 


限界で あり 


持てず 


.V 、， 


なんだ よ 


# んばっ 


P ラ 


死 rt う* 


い いじ や 


食つ ち や 


寝 X  2 


A いか 


■ 


あんた は 


うん 


がんばって 


起きて 


生きた よ 


うう… 


あんた の 


V. 


前 


匿名で 


頭の 悪い 


書き込みは 


永遠に ネツ： • 


残る 


一日中 


毒を 吐き 続ける 


P 


それが 


ことし か 


\ 


あんた の 


できなかった ん 


生きた 証 だ 


じ やない の r) 


^ ^ , •••，•，•し 

1 

，…. 


B 


11 


よかつた な 


333 


—— END 


M 
h 

h 


この 装備には 


お求めの 品は 
こちらに 

•  •  • 


いいよ 

いいよ 


しめて 五 万 
八 千 エンに 


f 高つ V 


I 

k 


T ホイ ントカ ー ド 
一 V お持ちです か？ 


靴 も 必須です 

WV 


サィズは M で 
よろしいです ね 


: .じ や あそれ も 
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コレく らいの 

中級 ダン ジョンは 

そこらに ゴロ ゴロ 
してる  場听 に、 


ん 


I 


ユズキ 待ちくたびれて 
、、、タムラ 君の 事 
探し回つ たんだから !! : 


-0  .. 


やめろ 
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あの 


あのね… 


そ n でも そこそこ 
使え るんで しよ？ 


ち やん と 調査され た 
遺跡 じ やない ので 
万全 かどう かは 分か 6 
ません が… 


そぅそぅ 難度の 高い ノ 
ダン ジョン ばか 〇 じ や 
ないで しょ 


カ パンと  \ 
シュ ーズは  i 
必須 アイテムです 


, 表.' 


ユズキ ね …… 

ミ タムラ 君と 一緒に 
帰りたい な…  \ 


今なら 携帯 通話 
魔 導 器 も お得です ヨ 


§ 


しめて 十二 万 
八 千 エンです 


あの ポイント > 


ギヤ 了  了 アアア 


ダメ かな 


KJ 


11 


^1 


何で オ レに 
付き まとぅ VP /C よ 
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% 


ずつ と 前から… 


1 


11  一 


ミ タムラさん Y fc 

，の 事…  ^ 


て 


ユズキ 


U 


興. •證 


. 

:<•- ) >; . を . > -: x: 

te 篆 iv ::.:. 


ミ タムラ^^ん… 


— ^ 


# 


オレだ つて 

ユズキ の 事 


IV 


よりによって 
こんな ヤツに… 


0 


靈 


i ; 
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I  HM^II 

一^^^ ^pl 


® 


S 


国 


0 


今 


s: 


V  • 

s 


r 


黄昏… 終わ 


キン 
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,聋 


編 


類 
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I 


1 


I 


• 


t 

c 


M_ 


4i 


今回は 何も 
無かった からな 


は —— 12 r. 


m 


ハァ？ 言っ てんの？ 

あんた なんかと 
会っても 無い わょ y 


1 


1 


拾 S 物： くちびる 
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バーチャル 天才 女子高生 作家 

I こよ I こよ I こよ 先生 

の 実像に 迫る 


バーチャル 天才 女子高生 作家 「によに よに よ J 先生が フアン トムで 堂々 デビ ュ 


なんと、 デ 


ビュー 即 「フアン ト ム五冠 王」 


しかも 前代未聞の 「単行本 108 冊 契約 デビュー」 が 内定! 


そう、 この 『フアン トム』 創刊号で 連載 スター トする によに よに よ 先生の デビュー 作 「いもうと 
☆水滸伝 J は、 いきな 0 「全 108 冊 完結 予定 J とい 
う 壮大な 妹 サーガ なの だ。 日本 全土に 散った 108 人 
の 妹が、 お兄ちゃんが 鎮座す る 梁山泊 学園に 結集し 
て 日本の 不景気 や 族 議員、 ソニーの 過剰な 著作権 保 
護な どと 戦 〇 とい 〇 破格の 巨大 スケールを 誇る 新 王 
道 ライ ト ノベル だ。 ここに 「いも 〇 と ☆水滸伝 J の 第 
1 話を 掲載し、 謎に 包まれた によに よに よ 先生の 作 
家 像に も 接近す る。 まずは、 本邦 初、 によに よに よ 
先生 直撃 インタビュー を お届けしたい。 


ィンタビュ ァ- = 本 田 透 

interviewer  HONDAfToru 


によに よに よ （女 女 女） 

謎の バーチャル 女子高生 作家。 18 歳。 
東京都 在住。 

いきな 0 「フアン ト ム五冠 王」 を 達成し 
た 天オ ラノべ 作家。 

その 私生活は 謎に 包まれて いるが、 基 
本 的に 「昼間は ご < 普通の 女子高生、 夜 
は 覆面 ラノべ 作家 j とい 〇 二重生活を 
送っ ている、 らしい。 □は ひしがた。 彼 
氏は いない。 性格は いたって 出鱈目で 
女の子な のか ど 〇 か 疑わし < なる くら 
い。 

新人な のにい きな 0 全 108 冊 完結と い 
〇 遠大な 構想 「いち 〇 と ☆水滸伝 J を 
各社に 持ち込み、 無謀に も ) （？)、 二見 書 
房 r フアン トム 』 編集部 だけが この 超人 
的 長編 作家と 専属 仮契約に こぎつけた。 


「フアン ト ム五冠 王 J の 内訳 

第 0 回ブレ •フアン トム 新人 贺 佳作 
新 井 薬師 名誉市民 賞 

TV チヤン ビヨン ラ ノべ王 選手権 一次 予選 突破 

日本 喪 タク 大賞 参加 賞 

餃子の 玉将 餃子 10 人前 早 食い 達成 


専属 契約！ 業界 騒然！ ラノ べ界に 世紀末 救世主、 現る! 


r いも 〇 と ☆水滸伝」 で 
「アキバの 滝 沢 馬 琴」 を 
目指します によ！ 


え、 学校では こく 普通 

の 女子高生を 演じて 

やつて いるに ょ。 余計 

な 波風 立てたら 執筆 

活動の 妨げになる んだ 
こ 上 0 

—— やつぱり 学校 行 
かないと お OJ: さんが 心 
配し ますし ねえ。 

によ  そぅなん だ 

こ 上 —0 

/V 

—— 少し 気になる 
のは 「ハ— チャ ル 女子高生」 つてい ぅ 
先生の プロ フィ I ルなん です が、 バー 
チャルつて 何です か。 

によ オタクた る もの、 細かい ことを 
気にして いては、 いけない にょ。 もつと 
大きな m 点から 世界を 見渡 すんだ 

こよ 0 

—— なんか 引つ かかるな あ …… 。 
によ まあ、 高校生の 官能 作家 も 登 
場し てること だし、 その あたりは オト 
ナ なら スル I するべき です にょ。 

—— 普段から 「によ」 「によ」 つて 言 
いまわつ てるんで しよう か。 

によ まさか。 一般人の 前では、 こん 
な ふうに 普通に しやべ つてる わ。 あん 


普段は ごく フツ— の 女子高生です によ 

- はじめまして、 ィンタ ビ ユアー 

の 本 m です。 僕は 女性が 苦手な ので 
すが、 によに よに よ 先生は 別です ね！ 
なぜか 他人とは 思えません Y  〇! 
によに よに よ (以下、 によ) くつくつ 
くつ、 それは 拙者が オタクの 中の 才 
タク だから だに よ ◦なにしろ 拙者は 
女子高生 妹に しか 興味が な いんだ 

こ上〇 

- とい、 っ ことは、 きよぅび の 女子 

蜜 どもの よぅに 恋愛 rr 本 主義に 洗 

脳され てはいない と？ 

によ 当然 だに よ、 拙者は ラ イトノ 
ベルの 執筆の ために ff 春を 投げ 捨 


てて 出家して いるんだ にょ！ とはい  な 愚民 づれ どもの 前で 私の 正体を 明 


いもうと ☆水滸伝 特集 
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かすよう なへ マは しない わよ。 


おお。 普通に しやべ ると、 ちよつ 


避けられる のなら 万々 歳です によ' 


女子高生 作家と いえば、 布 名な 


本物の 世紀末 救世主だった んだな あ 


000 号 続かない と 完結し ない  す！ さすれば 読者の 方々 も 「新人 


と ツンデ レ っぽくて いいです ね。 でも 
「女子高生 作家」 つて 売りは 数年で 
使えなくなります よね その あたり 
先生は どう お考えで すか？ 


「ねね ね 先生」 という 大先浓 が おら 
れ ますが、 ペンネー ムは やっぱり ねね 
ね 先生に あやかった んで すか。 


と、 ご 納得いた だける はずです にょ。  じ やないで すか！  赏 もらぅ ほどの 実力の 持ち主なら、 
—— つ一 か 「ファン トム 五 冠 王」 の 内  によ ま、 そこは、 横 山 (光輝) 三国  小説が 掲載され てても 仕方ない な」 
訳が シヨボ いんです が。 胶子 f いと  志み たく、 途中から ぺ I ス アップして  と ご 納得いた だける はず …… 。 


か閲 係ね 1Y 〇！ 


巻きを 入れます によ。 今回の 第 1 話  によ 自分で 自分に 賞を 与えて ど一 


によ そんな 「山 止た つ ひこ」 みた  によ—、 本 田 クンは 生まれて この  は、 まだまだ 「これから 妹 三国志が 始  す るんだ によ！ 


によ あら、 私が 通って いる 高校は  いな 名前の 付け 方は していないです  かた、 一度 も赏と いぅ ものを もらった  まります よ」 といぅ 宣伝の ための パ 
パ— チヤ ル だから 100 年で も 通い  によ。 後で 変えな くち やい けなくなる  ことがない 負け 組 一本槍 人生 だから、 イ ロット 版に すぎな いんだに よ。 


によに よに よ 先生は、 僕の 小説 


を どう 思われます か“ 


続けられる のよ 〇 


io 


拙者の ような 天才を 妬みた くなる 気 


しかし、 いつも 思 うんです が、 によ 小説を 書かせて もらえな 


えつ？ もしかして、 きらめき 


あれつ、 関係なかった んで すか。 持ちは わかります によ。 


赏 つて どうやつ て 獲 るんで しよう 


仕事がない からって、 まずは 自分の 小 


高校っ？ 


すいません 


「フアン トム赏 一を 作ろうと 


僕、 一次 予選 すら 突破した ことがない  説を 載せる ための 雑誌を 自分で 作つ 


によ スト ー ヵ ー が 押し かけて きた  によ 元祖 ラノべ 五 冠 王の ひひ ひ 先  話が 進んで るんで すが、 第 1 回受 n んで …… かと 思えば、 何の 赏 ももら  てし まおぅと いぅ 遠回りぶ りは 策 


V 


ら困 るから、 学校に ついては ヒ •ミ. 生に あやかった んで すに よ一 


者が によに よに よ 先生 だと いかがわし  わない まま、 なんとなく デビ ユ— して 


ツ 、です によ— 


あれは、 「アキラ」 つて 読む んで  すぎる ので、 先生は とりあえず 第 〇  たりして、 訳が わかりません。 赏を獲 


あやしい な あ . しかし r 胶子 す Y 〇 ！ 


011 受 赏者 という ことにさせて いただ ら なくても デビ ユ ー させて もらえる 


早 食い 赏」 つて 何です かこれ？ ライ 
トノべ ルと 関係ないです YO! 


したよ 


のなら、 赏とは 一体 何のた めに 存在す 


決して 業界に よる 


によ 拙者は、 餃子が 大好物なん だ  ヤ ラセではありません によ！ 


によ 拙者を 妬むな、 妬むな。 ま、 るので あろ、 つか、 と。  —— 

赏 なんて 拙者には どうで もい いで  によ 新人の 売り出しに 一番 便利 だ  だった あつ！ 


士つぽ くて 感心し ますに ょ。 しかし、 
そんな 遠大な 計画を 立てて る 暇が h 
あつたら さつさと 立派な 小説を 書け 
と言い たいに ょ。  I 
—— ぐはつ！ 言われて みれば、 そう 


によ。 餃子 だけなら なん ぼで も 食べ 


によに よに よ 先生は 女子 商 生で  すに よ。 栄光への 通過 点に すぎない  からだに よ。 だって 新人の 才能なん 


られ るので すに よ。 特 に、 ニン ニクの 効  ありながら 「フアン トム 五 冠 王」 とい  によ。 拙者の S3 標は 「アキバの 滝 沢 馬  て 初めての 読者には 絶対 わからない  ライ ト ノベル こそ 21 世紀を 牽引す る 


いた 強烈に 臭う 油 ギッシュな 餃子に、 う 偉業を いきなり 達成して、 しかも  琴」 ですからに よ！ 


によ。 だから、 ある 程度の 目安と し  最先端の 文学です によ 


ラー 油を ドボ ドボと かけて 食らう  「単行本 1000 册契 約」 とい、 つ IJH ぃ 


八 犬 伝 か YO! しかし 「いも て、 赏が 存在す るんだ によ。 新人 赏 


と、 舌が ビ リツと 禅れ て 小説の ネタが  たことの ない 破格の 条件で ファント  うと ☆水滸伝」、 さっそく 第 1 話を  獲って る 人 だから、 きっと 実力が ある 


どんどん 湧いて きます によ 


ム専厲 仮契約を 結ばれた そ、 つなので  拝読 させて いただきました が、 これ  のだろう、 とい、 つ 判断 材料になる わ 


—— 僕が 『フアン トム』 を 作ろうと 
思った 最大の 理 FIH は、 「ライト ノベル 6 
こそが 現代を 牽引す る 最強の 文学に 3 


女子高生が 餃子 中毒って。 ニン  すが、 どこまで 信用して いい 話な ので  f に 完結す るんで すか？ これって  けだに よ。 こんな ことは すべて 『サル  なる はずな の だ」 とい、 つ 確信が あった 


ーク 臭くて 男が 逃げ るん じ やないで  しよう か。 


全体のう ちの • 


まん J で 説明され ている 業界の 常識  からなん です よ。 ライト ノベルって、 


すか。 

によ 拙者は 二 次元の 女子高生 妹に 
しか 興味がない ので、 ニン ニクで 男を 


によ 拙者は 偽物ではありません  によ 10 分の 1 ぐらいの 分 1: だ  だに ょ。 
にょ！ 「いも、 つと ☆水滸伝」 が 完結  にょ 
した 暁には、 ああに よに よに よ 先生は  I 


文学界では ワン ランク 下に 見られて 


このべ— スだ と 7 アン トム J が 


I なるほど 。じゃあ 第 1 回 フアン  いる じ ゃないです か。 一番 上に 純文学 
ム赏は 僕が 受 货 する ことにし ま  が あって、 その 下に 一般 文芸が あって、 


もうと ☆水滸伝 特集 
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ずつ と 下に ライト ノベル。 ところが、 
最近では 文芸が 売れない から、 「ライ 
ト ノベル 風味の 文芸」 なんてい うジャ 
ン ルが 作られて、 そこでは ラ イトノべ 
ルを 見下しながら ライト ノベルの 美 
味し いところ だけ イタ ダクと いう 掠 
取が です ね …… ！ 『 m 車 男』 が オタ 
クを ハカに しながら オタク 市場を ^ 
取し ようとい う 態度な のと 同じ こと 
が、 文学界で も 今、 行われて いるんで 
す YO! 僕は それに 対して 「NOJ 

と 言いたい！ ライト ノベル こそが、 
現在、 リアルに 読者から 求められ 
ている 「生きて いる 文学」 なの だと。 
ですから、 『ファン トム』 は 「子供の 頃 
ライ ト ノベルを 読んで きて、 年と つて 
から もずっ と ライト ノベルを 読みた 
い」 という 人を 対象に 作っ たんです 
よ。 もう 一つは、 ライ ト ノベルの 市場を 
どんどん 拡大して いくため にです ね。 
出版 業界に ありがち なんです が、 ラ 
イト ノベルが 流行って るから ってい ろ 
んな 版元が ど I っと 参入して 市場を 
供給過多に してる じ やないです か" こ 
れじゃ 焼き畑 農業です よ。 謎 本が 流 
行つ たら みんなで 謎 本を 出し まくつ 
て 枯らして しま、 つ。 そういう 出版業 
界 によく ある惡 い パタ ー ンが ライ ト 
ノベルで も 発生しつつ あるので、 隱は 


どんどん 市場 自体を 広げて いくこ 
とで 「焼き畑」 現象に 対抗し ょぅと 
…… 。「 25 歳 以上」 とか 「ライ トへ ビ ー 
ノベル」 とか 「キ モイ 系」 とか 言って る 
のは、 つまり、 ライ ト ノベルで ありつつ 
も、 これまでの ライ ト ノベルとは 市場 
が 違 ぅんだ と。 これで ライ ト ノベルの 
読者 屑を 増やす ことができたら な あ 
と" ただ まあ 僕の 志と いうのは 遠大 
すぎて 今す ぐに 結果が 出る ような も 
ので もない ので、 続けられる かど、 つか 


によ ィンタビュ ア ー の お前が 自分 
の 意見を 熱く 語って ど一 す るんだ 
にょ！ お前は 志 ばかりで 屮身が 伴 
わない のが 良くない によ！ ま、 『ファ 
ン トム 』 は 漫画 誌で いえば、 『ガロ 』 み 
たい 芝の だに ょ—。 

- 『ビッグ コミック』 と 言つ てく 

ださい YO! 

によ まあ 心配し なくても、 拙者の 
「いもぅと ☆水滸伝」 を 看板 作品と 
して 連載 させれば、 『ファン トム J は あ 
と 10 年は 11 える によ！ 

1 108 册 完結 だから、 海：： 1:1 冊 
出しても 9 屯 かかります もんね え。 
によ 現代に おける 芸術とは、 大衆 
芸術です 1: よ。 芸術が 金持ちの 道楽 
だった 時代は 中世で 終わりです によ。 


アン ディ •ゥォ 1 ホル 以来、 芸術とは 
大 位 极 製され るポッ プアー ト という 
ことに 相坳は 決まつ ている わけです 
によ。 だから、 「ラィト ノベルよりも 
格 上で 上等な 小説」 みたい な 市場 規 
模を限 { 7E した モノを 作つても、 それは 
芸術とは いえないです によ。 なので、 
大衆性を 保つた まま 11/ 場 規模を 広げ 
ると いうのは アリです によ。 

—— おお、 先生の 门 から、 ようやく 

囊目な 発言が つ？ 

によ 一尋 言えば、 純文学では 食 

えな いんだに よ。 

- オチ をつ ける と 思つ てました よ 


によ 拙 若は、 水滸 m とか 三国志の 

よぅに 時代を 超えて 永遠に 読み 続け 

られ る、 そんな 人 衆 小説を # きたい 

のです にょ。 それ こそが i1!; の 文学です 
こ 上 0 

- また スケ 力で かいです ね！ 

によ ☆问 校では、 ほらふき ドンドンと 
呼ばれて ますに ょ。 

—— f に { 1 和 する のかな あ I。 
によ いざと なつたら 文章を コピー 
& ぺース トする №1 太 郎方式 に 走り ま 
すに ょ！ 

—— やめて ください YO! 


「いもうと ☆水滸伝」 最大の 問題は 
キヤ ラ クタ— の 数 

によし かし 108 人 も 妹を 出すな 

んて 言つ てし まつた ので、 ム **7 、 ィラスト 

担当の 赤 m 車 先生が 壊れ かかつて い 
ますに よ。 ウーム 、困つた によ。 

—— あんた が 言い出したん で 
しよ つ！ 

によ この 次の ぺ 1 ジに、 108 人 妹 
金 リス トを 掲載す る 予定なん です 

によ。 でも 全然 ィラストが あがらない 
こよ 0 

—— まあ、 僕が 赤電取 先生だつた 
ら 、ニ ユーヨ ークに 失踪し ますね。 そ 
も そ も オリジナルの 「水滸伝」 だつて 
名前 だけの キヤ ラが ほとんどで すよ。 
によ 付 いに よ。 北方 謙 三 先生なん 
て 水滸伝 # きながら どんどん オリ 
キヤ ラを 増やして るに よ。 

—— そういえば 北方 水滸伝、 完結 
しました ね。 

によ 北方 先生は、 なんと！ 自分で 
作つた オリ キヤ ラを 主人公に して、 水 
滸伝の 続編を 迸 くんだ そうだに ょ！ 
そこでは 主人公が 異民族 と 一緒にな つ 
て 宋を倒 して 金を 建国す るんだ と 
か。 

—— それ、 水 島 先生の 「大 甲子 園」 
化して ません かつ？ 


によ もう 一つ 問題が あって、 アニメ 
化された 際に 動かせなくなる ん です 
にょ。 『ネギ ま！ 』 でもう 限界 突破し 
てた のに、 さらに 3 倍増なん て セル ア 
ニメ では 無理です にょ。 

—— ポリゴンで 作る しかないで すよ 
ね —0 

によ いずれ 「いもうと ☆水滸伝」 
が アニメ 化されて 中国 市場を はじ 
めと する 全世界を 席巻した 暁には、 
ファンが 108 体の フィギュアを 集め 
なければ なら なくなり、 拙者 も 二見 
譜 房 もゥ ハゥハと いう 寸法な のです 

こ 上 ！ 

1  V 

- 中国 市場て： 水滸伝を こんな 

ん にしち やつて、 バレたら 怒られます 

YO! 

によ その 時は その 時です にょ。 

…… という わけで、 どこまで 本気 
で どこから 詐欺な のか さっぱり わか 
らな いに ょに ょに ょ 先生であった が、 
にょに ょに ょ 先生の 存在から 「いも、 っ 
と ☆水滸伝」 の 存在から、 全てが 僕 
の 妄想な のでは ないかと いう 疑い も 
浮上して きた。 はたして 「いもうと ☆ 
水滸伝」 は 本当に 108 (111- も 続く の 
であろう か…？ 
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ブロ □—グ ー 〇八人 妹、 誕生 

西暦 一九 九九 年 某日。 

首都 東京は 見る 影 もな く 荒れ果て ていた。 長引く デフレ 不況。 
人生に 光を 見失った 中高 年サ ラリ ー マン 層の 度重なる 自殺。 モ 
ラルを 教われなかった 女子高生の 援助交際。 ドラッグ。 性病の 
蔓延。 暴走す る 若者に よる オヤ ジ 狩り。 国際的な 犯罪 組織の 流 
入。 凶悪犯罪の 横行。 

ほんの 十 年 ほど 前まで、 首都 東京は 空前の バブル 景気に 沸い 
ていた。 六本 木の ホ ー ルで ボディコン 娘たち が 扇子を 振り回し 
ながら パラパラと 踊つ ていたは ずだった。 だが、 すべては 虚 


妄 。実体の 無い 土地 バブルに ょる 空虚な 繁栄の 影に、 頹 廃が 忍 
び 寄っ ていたの だ。 そして バブル 崩壊と ともに、 全てが 音を 立 
てて 崩れて いった。 日本の サ ラリー マン 層の 労働 意欲を 支えて 
きた 国民 総 中流 幻想は、 崩れた。 そして、 バブル 崩壊 後の 東京 
は 一握りの 「勝ち 組」 と 大多数の 「負け 組」 に 二分され たの だ。 

サ ラリー マンの お父さんが 絶望した の だから、 その 息子さん 
の 世代の 絶望は もっと 深かった。 自分の 未来に 待って いるもの 
が ド ブネ ズミ 色の 「負け 組」 としての 奴隸 生活と 判って しまえ 
ば、 真面目に 勉強して 就職した いなどと 思える はずがない。 

渋 谷に 出れば 舌 や 鼻に ピアスを して 頭を 金髪に 染めた 「マッ 
ド マッ クス」 の 雑魚み たいな 連中に 追い回され、 ヵツ アゲ され、 
嗤 われ、 クラスで 気になる かわいい 女の子 も 片っ端から マッド 
マッ クス サンダ ー ド ー ム 野郎に 浚われ …… 仮に 今を 耐えて 頑 
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張り、 将来 一流 企業に 就職した としても、 
そういう モヒカ ンパッ キン 野郎が 食い 残 
した 残飯の ような 女を 「嫁」 にして 一生 
お 世話 させられなければ ならない。 しか 
も、 その 嫁は 「不倫」 と 称して 男 遊び。 
自分の 子 かどう かも 判らない 子供まで 
養育 させられ …… 最終的には 「熟年 離 
婚」 。定年と 同時に 捨てられて 莫大な 慰 
謝 料を 奪われ …… 。 

心 ある 若い 青少年に とって、 東京は 地 
獄 そのものと 化して いたの だ。 彼らは、 
ただ ひたすら にこの 世界を 恐れ、 自分の 
部屋に ひきこもる しかなかった。 

ここに 一人の 三十 代 独身 喪 男が 登場す 
る。 国土 交通 省の 下級 役人 •筑 波で あ 
る。 何の 野心 も 持たずに 日々 を 安寧に 暮 
らす ことを モット ー としてい る筑 波は 每 
日 冴えない 事務 仕事を 淡々 とこな してい 
たが、 ある 朝、 いきなり 内閣総理大臣 か 
ら 直接 呼び出され たので ある。 


「フ ハツ！ おお、 なんとい うこと であ 

ろう。 僕は 総理に 呼び出される ような 惡 
いこと をして しまった のだろう か？ 記 
憶に ございません、 と 言っても 信じても 
ら えないだ ろうし、 ああ、 困っ た」 

目立たぬ よう 細々 と 地味な 仕事を こな 
してきた 筑 波に とって 「総理に 呼ばれる」 
という ィベントは 考えうる 限り 最大の 災 
厄だった。 何 か 身に 覚えの ない 悪事の 責 
任を 押し付けられる かもしれ ない。 逆に 
総理に 評価され て ビッグ プロジェクトを 
与えられり したら、 さらに 惡 いこと にな 
る。 たとえ どのような プロジェクト であ 
れ 、どうせ 失敗す るから だ。 

(ああ、 困った。 まさか 某リ ゾート 企業 
の 敗戦 処理を やらされ るん じ やないだ ろ 
うな あ …… これから 数年で、 日本中の ス 
キ ー 場が ことごとく 廃 村と 化すんだろう 
からな あ . ) 

筑 波は、 オド オドビ クビク 震えながら、 
と ある 料亭で 総理と 面会した。 総理の 周 
りには、 官房長官 や 国土 交通 大臣、 某大 


企業の 会長 や 社長と いった 大物が ずらり 
と 並んで いる。 しかも 彼ら 一人ひとりの 
横に、 ぴったりと ルー ズ ソックスの 女子 
高 生が はべって いるでは ないか。 筑 波は 
ゥーム と 唸りながら 脂汗を 流した。 絵に 
描いた ような 「惡 代官と 越後 屋の 宴会」 
だ。 眩暈が する。 いったい これから、 ど 
んな 無理難題を 押し付けられる のか。 

「筑波 君、 君に 秋 葉 原の 再開発を お任せ 
したい」 

総理は 寿司 屋の 出前で も 頼む かの よう 
な 気軽な 口調で、 そう 言いだ した。 

「フ ハッ？ あっ 秋 葉 原を 再開発です 
かっ？」 

「君は、 ほら、 今 流行りの オタク 族 (仮) 
だった よね？ 荒廃が 進む 東京を 再生す 
るには、 まず、 オタク 文化の 中心で ある 
秋 葉 原から はじめよう。 そう 決まっ たん 
だ。 いっちょ 頼む よ、 世界中の 観光客が 

驚く ような でかい ビルを ド ッカン ド ツカ 
ン 建てて くれた まえ。 もちろん 地下鉄で 
もなんでも 作って くれて 構わん よ」 


352 


フ パント/ 、 


「ちよ、 ちよっ と 待っ てくだ さい。 あの 
街を ヘンに 開発したら オタクの 皆さんに 
僕が 恨まれます」 

「これは もう 決まっ たこと なんだ。 とり 
あえず 古くな った ビルの 撤去と 整地から 
はじめて くれた まえ」 

「そっ、 そんな あ〜 っ？  ああ、 どうし 
て 僕は こんなに も 不運なん だ、 フ ハッ！」 
「君は、 総理に 逆らう のかっ？ この バ 
力 ものっ！ びびび びびっ！」 

「ああっ ！ やります っやら せて いただ 
きます っ ！ 」 

こうして 筑 波は 不幸に も 秋 葉 原の 再開 
発 プロジェクト 責任者に 任命され てし 
まった の だ。 どうやら、 出世したくない 
一心で 毎日の ように 職場の 机に 新作の ガ 
チヤ ポン フィギュアを 飾ったり ガ レキを 
作つ たりして いたのが 仇と なつたら し 
い。 言うまでもなく 政府 用語で 「再開発」 
というのは 「古くから 居座つ ている 住民 
や 商店を 強制 撤去して、 大企業の テ ナン 


卜が たくさん 入った ビル や 地下鉄 や 道路 
を 作って、 御用 資本家 どもに に 利権を く 
れて やる」 という 意味で ある。 つまり 秋 
葉 原の 街を 支えて きた 中小企業 •零細 企 
業 •老舗の 企業 •お客さん たちを 追い出 
して、 政府と 癒着した 大企業に 秋 葉 原の 
上がりを すべて 吸い上げさせよう という 
実に 意地 汚い プロジェクト なので ある。 

(おお、 これでは まるで ヤクザ だ。 しか 
も 政府は ® 察 部隊 や 軍隊を 持って いるか 

ら 逆らう こと もで きない。 フ ハッ。 ごめ 
んよ秋 葉 原の みんな。 僕は しがない 公務 
員、 田舎の 年老いた お母さんに 仕送りし 
なくち ゃい けない し、 体制に 逆らう こと 
はで きないんだ) 

筑 波は 筑 波で、 わざと 手を抜いて 開発 
を 遅延 させよう とか、 地元の 面々 に プロ 
ジェ クトの 陰謀を 教えて 対抗し ようと 
か、 そういう 英雄的な 活動を 始める 気概 
もな く、 言われた ままに 淡々 と 職務の 遂 
行を 開始す るの だった。 筑 波は、 巨大 ビ 
ルと 十字 道路を 秋 葉 原の 中央に 無理やり 


プチ 込む ため、 次々 と 長年 親しまれ てき 
た 名物 ビルを 解体して いつた。 

そんな ある 日の こと。 

筑 波は 解体 業者から 連絡を 受けて、 秋 
葉 原の 某 廃 ビル 解体 現場に 顔を 出して い 
た。 秋 葉 原を 自分の 手で 壊す なんて あま 
りに も 耐えが たくて 現場に 一度 も 顔を 出 
さず ビク ビク 隠れて いた 筑波だ つたが、 
「どうしても 責任者の 判断が 必要な ので 
来て ください」 と 何度も 懇願され たため、 
不承不承 現場に やってきた ので ある。 

工事の 責任者が、 筑 波を ビルの 裏側に 
案内した。 

「どうします か、 これ？」 

「ゥ ー ム …… どうして ビルの 裏に、 こん 
な祠 のよう な ものが . ？」 

小さな 古ぼけた 祠が ビルの 解体 中に 発 
見され たの だ。 祠のご 神体ら しき 岩には、 
「伏 魔 夷 殿」 と 彫られて ある。 いかにも 
日く ありげ な 代物 だ。 筑 波は、 「将 門の 
首 塚」 の 逸話を 思い出した。 都内の 某所 
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には 平将 門の 首 塚が 実際に 存在す る。 筑 
波の ような 立場に 立たされた 開発 者が か 
つて 何度も 首 塚を 撤去し ようとし たの だ 
が、 そのたび に 信じられない 事故 や 不幸 
が 重なった ので、 みんな 「将門 様の 祟り 
だ」 と 恐れて 近寄れ なくなり、 今でも 首 
塚は ビルデ ィング 街の 真ん中で ひっそり 

± 4 つ 

と 祀られ ている の だ。 

いかにも 都市 伝説 臭い 話な の だが、 首 
塚が 今でも 取り壊されずに 大事に 祀られ 
ている というのは 疑いよう のない 現実な 
の だ。 ビルを 建てて 稼ごうと いう 吸血鬼 
のよう な 連中が 本気で 恐れて 手を つけな 
い 首 塚には、 やはり 何ら かの 心霊 的な 力 
が 宿って いるので あろう。 平将 門は、 平 
安 時代の 昔、 京都の 貴族が 日本を 支配し 
ていた 時代に、 関東 平野に 独立 政権を 立 
てて 武士の 世の中を いちはやく 作り上げ 
ようとした 当時の 謀反 人で ある。 武運つ 
たなく 破れ、 その 首は 無念を 飲んだ 将門 
の 恨みの エネ ルギ ー によって、 今で いう 
千 葉から 東京まで 飛んで いつたと いう。 


その 飛んで きた 首を 祀っ たのが 首 塚な の 
だ。 なお 将 門の 死後、 将 門が 夢見た 「関 
東の 武士 政権」 は 鎌倉蘿 府 によって 実現 
した。 将 門は 武士階級 による 革命の 先駆 
者だった わけ だ。 

「 筑 波さん、 そろそろ 決めて くださいよ。 
放置し ます か？」 

「しかし、 放置して いては、 都市計画が 
頓挫して しまう …… いいから 壊して しま 
おう」 

「ええつ？  わた 一 ^ ら は、 ィヤ です よ ！ 
絶対に 祟られ ますよ^ - . どうしても 壊す 
というなら、 筑 波さん が 自分で 壊して く 

ださいよ っ！」 

「フ ハッ！ なんという 無責任な 業者た 
ち だ！ 将門 様の 首 塚 じ や あるまい し、 
どこの 誰を 祀 つてる のか 判らない こんな 
祠を 放置して いたら、 僕が 総理から お 
叱りを 受けて しまう。 いいかね。 どこの 
屍 だか 判らない 骸と 、時の 総理大臣と、 
どつ ちが 恐ろしい と 思う？」 

「そり や 総理で しようけ ど、 でもな あ 一。 


祟りは おっかないです よ？」 

「僕は 内閣の ほうが 怖い よ。 だいたい 秋 
葉 原に 日く つきの 祠が あるなん て 聞いた 
ことがない。 大丈夫、 僕が 祠を 倒して あ 

げ よう。 フン ハッ！」 

筑 波は、 「伏 魔 夷 殿」 と 彫られた 祠の 
岩に しがみつ くと、 気合 一発、 岩を ごろ 
りと 転がして しまった。 封印は 破られた。 

「ああ 一 っ ！ 」 

「うわ あ 一 っ？」 

解体 業者たち が 「なんて 罰 あたりな こ 
とを」 と 恐れ おののく が、 筑 波は 久 々の 
肉体労働 行使で ズ レて しまった 眼鏡の フ 
チを 指で くいっと 直しながら、 

「大丈夫 大丈夫。 この 世紀末の 東京に、 
オヵルトなどあるものかね。；1^卩〇だっ 
て ミステリ ー サー クル だって、 全ては プ 
ラズ マの 仕業なん だよ？ よも や、 この 
祠の 中に、 恐るべき 大 怨霊の 霊的 エネ ル 
ギーが 封じ込められ ている わけでは ある 
まい？ だいたい、 僕みたい な 地味な 脇 
役 キャ ラが そんな 重大 ィベントに 遭遇す 
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る わけが …… 」 

しかし 筑 波が 言い 終わらない うちに、 

ゴ ゴゴゴ ゴゴゴ ゴゴゴ 

大地が 激しく 揺れ 始めた。 筑 波たち は 
立って いられ なくなり、 思わず 地に 伏せ 
てし まった。 祟り だ、 やっぱり 祟り だ ぁ！ 
と 悲鳴が 渦巻く 中、 筑波 だけは、 

「バヵな っ！ 呪いだ の 祟り だの 霊魂 だ 
の、 そんな ものは この 現代には 存在し な 

いの だっ！ フ ハッ！」 

と 言い張り 続けた が、 しかし、 倒され 
た祠の 下に あった 穴の 中から 無数の 光の 
球が 飛び出し てきて、 ぐんぐん 空へ 昇っ 
ていっ たかと 思う と、 ぱ 一 っと 飛び散っ 
て 関東 平野の あちこちへ 流れ星の ょうに 
消えて いくのを 観て しまって は、 もはや 
大概 教授の プラズマ 説は 採用で きない。 
この 伏 魔 夷 殿の 祠は 、やはり、 何者かの 
霊魂を 封じ込め ていた ものだった の だ。 
しかも、 ひとつや ふたつで はない。 百 個 
を 超える 数の 「球」 を 封印して いたの だ。 
「なつ、 なんです かつ、 今のは つ？ 今 


の 球 も 全部 プラズマ なんです かっ？」 

「百 個ぐ らい ありました よつ？」 

「俺、 日本 野鳥の 会で 鳥 数える のが 趣味 
なんだ けど、 確かに 一 〇八個 あった！ 
一〇八 個！」 

「ええっ？  それって 人間の 煩悩の 数 
じ ゃない か？」 

「あんな 日く ありげ な 恐ろしい ものが、 
関東 中に 飛び散っ てし まった っ！ 筑波 
さん、 あんた の 責任です よっ！」 

現場は 「えらい ことにな つた」 と大騷 
ぎ。 やら かしてし まつた 張本人の 筑 波は 
なすす ベ もな く、 青息吐息。 

「あわ、 あわ、 あわ わ わ …… こつ、 この 

ことは …… 無 かつた ことにつ …… ！ 誰 
も 何も 見な かつた ことにつ ！ 」 

「そぅです ね …… まあ、 誰も 信じち ゃく 
れ ないで しよぅし ね」 

「わしら には、 あの 球たち が 何を しでか 

すか、 予想 もで きません からね . 」 

「ぼっ 僕は 気分が 悪い ので 帰る っ！ 帰 
る- — つ ！ - 


とんでもない 真似を しでかして しまつ 
たっ！ 筑 波は 真っ青に なって 震えな が 
ら 、大急ぎで 秋 葉 原から 逃走した。 以後、 
筑 波は 二度と 秋 葉 原へ 入る ことができな 
かつた といぅ。 

そして …… 十六 年の 歳月が 流れた。 
ここから 「いもうと ☆水滸伝」 の 舞台 
は、 二 〇一五 年の 東京に 移る。 


九 満流史 進 子 登場 編 

二 〇一五 年、 東京都。 

一九 九九 年 七月 七日 未明に 関東 平野 全 
域の 一〇八 箇所で 同時 発生した 巨大 流星 
群の 落下 事件。 この 未曾有の 大 惨事に よ 
り、 東京を 中心とする 関東の 治安 および 
財政は さらなる 悪化を 迪 り、 今や 関東は 
あたかも 戦国 乱世に 逆行した かの よぅな 
荒廃ぶ りを 見せて いた。 

関東 全域に およぶ 大災害が ひきおこし 
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た ィンフラの 崩壊は 東京の 首都 機能を 麻 
禅 させ、 企業は 続々 と 関東から 逃げ出し、 
政府 すら 東北に 移転し、 関東は 打ち捨て 
られた 巨大な ゴー スト タウンと 化して い 
たのだった …… 。 

東京湾 上に 政府の 肝い りで 建設 中 だっ 
た 巨大な 人工 島 「ネオ •アキ ハ バラ ラン 
ド」 も、 工事 途中で 資金が つき、 計画 途 
中で 島の 建設が 中断され ると いぅ 有様。 

この ネオ •アキ ハ バラ ランドは、 秋 葉 原 

再開発 計画に 続く 外国 客 誘致の ための 国 
策と もい える 巨大 プロジェクト だつ た。 
いわば ディ ズニー ランドを 数倍の 規模に 
拡大した 純 国産 キヤ ラク タ 1 アト ラク 
シ ョン センタ^  — を 東京湾 上に 出現 させ、 
アニメ. 漫画. ゲ^ ~ ムを 中心とした 世界 
規模での オタク コンテンツ ビジネス 産業 
の 「メッカ」 に するとい ぅ 遠大な 計画 だっ 
たの だ。 だが それ も、 あの 筑 波の 柄に も 
無い 蛮勇に よって 夢と 終わつ た。 

しかし、 工事が 放棄 されても、 人工 島 
そのものは 残った。 建物 こそ 途中まで し 


か 作られなかった が、 土台は 完成して い 
たし、 一度 作り上げた 巨大な 人工 島を 
わざわざ 破壊し ょうとい う 声は 出て こな 
かった。 そんな ことを したら また 巨額の 
解体 費用が 嵩む からだ。 そこで、 この 広 
大な ネオ •アキ ハ ハラ ランド 跡地を 1-¢ 利 
用す るた めの 修正案が 可決され、 すぐに 
実行され た。 この 島 そのものを 「女子校」 
にして しまう という アィデア である。 都 
内で も 屈指の 名門 女子校で ある 梁山泊 学 
園に、 ネオ •アキ ハ バラ ランド 跡地を 二 
束 三文で 売り渡し、 移転しても らうの だ。 

この アィデアの 優れてい る 点は 二つ。 

一つ目は、 鳥を 放置して おくと 間違いな 
く ならず者の アジトに されて しまい、 た 
だで さえ 崩壊して いる 関東の 治安が ます 
ます 惡 化する。 故に 何でもい いからと に 
かく 企業な り 団体な りを 誘致し なければ 
ならない こと。 二つ目は、 東京都 心の 女 
子 校は 治安の 悪化に より 正常な 運営が 困 
難に なつて おり、 続々 と 東京から 女子校 
が 逃げつつ あると いう こと。 隔離され た 


人工 島に 巨大な 学園を 建設 すれば、 東京 
から 女子校が 消える という 最悪の 事態は 
避けられる だろう。 たとえ 東京から 女子 
校が 消えても 住民が いなくな ってし まう 
わけでは ない。 仕事 や 金銭 面な どの 事情 
で 逃げ出し たくても 引っ越せない 家庭 も 
多い の だ。 すると 未成年の 女の子た ちは、 
荒れ果てた 共学 校に 進んで 戦国時代に 舞 
い 戻っ たょうな 極悪な 若い 男 どもの 肉 便 
器に される か、 ひきこも って ニ ートに 
なる か、 いずれにしても 未来は 真っ暗に 
なって しまう。 そこで、 人工 島に 隔離し 
て、 正しく 将来の 関東 復興の 戦力になる 
女生徒た ちを 大量生産 するとい うの だ。 

…… 志は 正しかった かもしれ ない。 

しかし、 物事は そうう まくは 進まない。 

鳴り物入りで 作られた 新/梁山泊 学園 
だった が、 予算不足 のために 島の 大部分 
が 手 付かず のま ま 放置され て しまったの 
だ。 予定では 全ての 区画を 完璧に 整備し 
た 夢の 理想郷が 完成す るは ずだった の だ 
が、 実際には 鳥の 三分の 二 ほどは 相 変わ 
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らず 荒れ果てた まま。 それ どころ か、 例 
え ば 砂山には 緑が 生えて 森と 化して いる 
始末。 ほんの 数年で ここまで 荒れる のか 
と 疑いた くなる ぐらいの 秘境が 島の 一部 
に 現出して しまつて いるの だ。 

そして、 悪い ことに、 品行方正な 女生 
徒は ごくわず か。 関東一円から 優秀な 女 
生徒を 集めよぅ とした ものの、 長引く 不 
景気と 混乱の ため、 そんな 注文通りの 生 
徒は なかなか 集まらない。 数 じたい 減つ 
ている し、 田舎の 名家は いくら 人工 島と 
はいえ 東京都 内な どに 娘を 転入 させた が 
ら ない。 危険 だから だ。 都心、 特に かつ 
ての 二十 三 区内は 政府から 完全に 捨てら 
れた 街と なって いて、 警察権 力 も 存在せ 
ず、 _ 警団と 称する 連中が それぞれの 街 
を 仕切って いる 有様。 海に 浮かぶ 人工 島 
とて 安心は できない。 

そんな こんなで、 梁山泊 学園には 数 合 
わせの ために 連れて こられた 札付きの 不 
良 生徒が 大量に 流入して しまったの だ。 
今では、 他に 行く ところが なくなつ た 問 


題 児が 勝手に 続々 と 集まっ てきて いた。 
きちんと 生徒を 選べば よかった の だが、 
移転の 際に 多額の 資金を 使っ てし まった 
ため、 生徒数の 確保を 最 優先して しまっ 
たので ある。 それが 失敗だった。 

こぅして 梁山泊 学園は、 都内で も 有数 
の 問題 校に なって しまった …… 。本来 学 
園が 求めて いた 品行方正な エリー トぉ嬢 
様の グル ー プ と、 素行の 悪い 不良 グルー 
プ とが、 同じ 島に 入れられて しまった た 
め、 果てしない 派閥争い •主導権 争いが 
続く ことにな ったので ある。 エリー ト生 
徒の グルー プは 当然ながら 生徒会を 頂点 
とする ピラミッド システムを 学内に 築き 
上げ、 規律に よって 学園を 支配し よぅと 
する。 これに 対して 不良 グル ー プは 打ち 
捨てられた 山 や 森 や 荒 地に 勝手に 割拠し 
て、 追いは ぎ や ヵツ アゲ といった 不法 行 
為を 繰り返す。 警察権 力が 及ばない 孤島 
は、 たちまち、 弱肉強食の 「人間学 園」 
へと 変貌して しまつた …… 。 

滅び 行く 関東の 最後の 望みと なる 「乙 


女の 園」 になる はずだった 梁山泊 学園は、 
いまや、 ハルマゲドンの 戦場と 化して い 
たの だ。 

さて、 いょいょ 第一の 妹が 登場す る。 

梁山泊 学園に、 長い ポニ ー テール 
と、 背中と 顔に 貼り付けた クマさん の 夕 
トゥ ー (シー ル だけど) が トレ ー ドマ ー 
クの九 満流史 進 子と いぅ 変わった 名前の 
女の子が いた。 史進 子は、 日本 有数の 名 
家 •九満 流 家の 跡取り 娘 だ。 ところが ど 
ぅした わけ か 子供の 頃から 礼儀作法 やお 
茶 やお 花の 習い事に 全く 興味を 示さず、 
ひたすら 武芸 一筋で 肉体を 鍛え上げる 
始末。 手に 負え なくなった 両親が 「梁 山 
泊 学園なら、 史進 子を 立派な レ ディに 教 
育して くれる かも」 と 実態を 知らぬ まま 
に史進 子を 転入 させて しまった から、 さ 
あ 大変。 転入 早々、 史進 子は ほっぺたの 
クマの タ トゥ ー を 巡って 担任 教師の アル 
フ ォン ヌ 先生と 大喧嘩 になっ てし まっ 
た。 
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「なん ざます か、 その クマは っ？  ご両 
親から いただいた 大切な 身体に 刺青を 入 
れる たなんて、 乙女 失格 ざます よっ ！ 
消しな さいっ 今す ぐ レ ー ザ ー 治療で 消し 
なさい つ ！ 」 

「この クマは、 シ^  — ル だ もん ！ 水で 
洗ったら 落ち るんだ もん！ ポクの 顔に 
触らないで よっ、 クマさん が剝 がれち ゃ 
うからっ ！ 」 

「まあ、 まあまあ！  こと も あろうに、 
乙女た る ものが 自分の ことを 『ポク』 た 
なんて！ そんな K e y のエ ロゲー のヒ 
ロ ィンみ たいな キヤ ラク タ 1、 、 っちの 学 
校には 不必要 ざ ぁます よ！ わたくしの 
三倍 もで かい 乳を お持ちの くせに、 実に 
け しからん さあます よ ！ 」 

「、っるさい な ぁ。 胸の ことは 言わないで 

よっ！」 

「どうやら、 あなた、 口で 言っても わか 
ら ない タィプ ざ ぁます ね。 転入 試験の 成 
績も ボロボ ロで、 名前 以外は 全部 バッテ 
ンざ あます し . . . かくなる上 (± 、 身 


体で 直接 教えて さしあげ ましょぅ。 この 
アルフ オン ヌ、 こ、 っ 見えても 実は 日本 拳 
法 五段、 少林 寺 拳法 三 段の 腕前で …… 」 

「遅い！ はいき 1 っく！」 

「ぐはっ！」 

見た目は 三角 眼鏡の ヒス テリ ー おば さ 
ん だが、 学園の 教師の 中で も 最強の 一角 
に厲 すると 囁かれて いた アルフ オン ヌ先 
生。 その アルフ オン ヌ 先生を、 史進 子は 
左の ハィ キック ー発で 床の 上に 沈めて し 
まつた。 クラス 中の 生徒たち が 騒然と 
なつた。 

「すつ …… 凄い わつ！ 何の フェィント 
も 予備 動作 もな く、 いきなりの 一撃っ 
…… ！」 

「あの 優れた 動体 視力を 誇る アルフ オン 
ヌ 先生が 全然 見えて いなかった っ！」 

「女子高生 離れした 蹴りの 速度っ …… ！ 
高い 位置から 振り下ろす ょぅな M りっ 
. . •なんと 柔軟な . . しかもと 

てつ もな く 重い つ！」 

何故か 格闘 漫画の 解説 役の ように あれ 


これ コメントを 入れる 同級生たち。 

この 一件で、 史進 子は たちまち、 学園 

の ニ ユ^  — スタ^ — となつ た。 

それから という もの、 毎日の ょうに 女 
の 子たち に 囲まれて、 

「史進 子さん、 ファン クラブを 作らせ 
てっ I •」 

「史進 子さん 最強っ！」 

「ぜひ ぜひ、 私たちの クラブに 入って く 
ださぃっ」 

「あ …… いや …… ポクは 面倒臭い から ク 
ラブ 活動と かそうい うのは、 ちょっ と 
…… 放課後、 遊べ なくなっ ち ゃうし ぃ」 
「そんな こと 言わずに、 ぜひ ぜひ〜」 
「ごめんね つ！ 焼きそば パン 買いに い 
かなく ち やつ」 

「あつ、 逃げた つ！」 


とま あ、 こんな 感じで 女の子た ちに モ 
テ モテ。 

で、 当然、 史進 子の 人気を 心よ く 思わ 
ない 連中 もい る わけで。 
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とりわけ、 学園を 知性と 財力で 支配し 
ょうとす る 規律 重視の 生徒会の 面々 は、 
g 由 奔放で フ ラフラ 遊んで いる だけの く 
せに 人望が ある 史進 子が 気に くわない。 
何かとい うと 史進 子に 突っ かかって は 
「その クマの タ トゥ ーを剝 がしな さ 

ぃっ！」 

といち や もんを つける ので あつた。 

- たよ ！  ハ ヒフへ ホ - -  この ク 

マち やん は 絶対に 剝 がさない もんね！」 
「なんです ってぇ？ いい 年して 恥ず か 
しくない のつ この お バカ 娘つ！」 

「剝 がした くば、 腕ず くで 剝 がして みな 
さいって ！ ばいばいき 一 ん ！ 」 

「、っっき 一 っ！ 生徒会に 逆らう とは、 
いい 度胸です ことっ！  覚え てらっ しや 
ぃっ！」 

こんな 調子で 生徒会の 面々 を 適当に あ 
しらう 史進 子だった が、 事態は それ くら 
いでは すまされない 方向へ 進みつつ あつ 
た。 史進 子の 人気を 妬んで いるのは 生徒 
会 だけでは ない の だ。 ゴロ ツキ 山賊と 化 


している 不良 グル ー プの 中に も、 史進子 

を 倒して 自分 こそが 人気者に . と 考え 

る 者が いたので ある。 

不良 グル ー プは 「グル ー プ」 と 言って 
も 生徒会の よぅな 一枚岩で はない。 今の 
ところは 全く 団結 力がない。 全ての メン 
パー を 統括す る ボス 的な 生徒が 出現して 
いないので、 各人が てんでん ばらばらに 
行動して いる。 せいぜい 同じ 部活の 面子 
が 集まっ ている 程度で、 つまり 小 集団 や 
一匹 ォォカ ミが 学園 中の 各地に 群雄割拠 

している の だ。 

特に、 未開発で 荒れ放題 になって いる 
山中の 森林地帯には、 いろいろな 連中が 
潜んで いる。 彼女たち の 一部は 道行く 生 
徒たち を 襲って カツ アゲ したり 追いは ぎ 
したりと、 完全に 山賊 化して いるの だ。 
このよぅな 無法な 真似が 許される の も、 
ひとえに 学園が 陸の 孤島と なって 周辺 か 
ら 隔絶され ており、 しかも 警備 体制が 
まつた く 微力で あるから に 他なら ない。 
もつ とも、 もしも 生徒会が 本腰を 入れれ 


ば 討伐で きる 程度の 小さな 荒れ 方な ので 
あるが …… 。 

さて、 奔放な 学園 生活を 送っ ていた 史 
進 子の 前に、 評判の 悪い 柔術 部の 三人 
…… 神 機 軍 子、 白 花 楊 春、 陳達 枝が 立ち 
はだかる ことと なつた。 柔道 部と 比べて 
マ ィナ ー で 予算を 獲得で きない 柔術 部 
は、 他の 不良 系 クラブ 同様に プチ 山賊と 
化して 生徒たち 相手に ヵツ アゲを 働いて 
いたの だが、 ある 日、 史進 子の 友達に 手 
を 出そぅと した ことから 争いに なつた の 
だ。 当初、 道の 往来で 口論と なった 史進 
子と 柔術 部 三人 衆は、 見物人の いない 山 
奥へ と 入り、 そこで 決着を つける ことと 
なった。 

神 機 軍 子は 眼鏡が 目立つ 冷静 沈着な 知 
将 タィプ。 柔術 部の 部長で ある。 知力 も 
高い が、 技の 切れ も 当然 一流。 史進 子の 
みたところ、 この 軍 子が もっとも 強敵で 
ある。 とはいえ、 勝てない 相手では ない。 

陳達 枝は キ ツネ 目の 茶髪 娘。 身体は 細 
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いが スピー ドが ありそう だ。 とはいえ、 
史進 子には 及ばな さそう。 一対一で あれ 
ば 簡単に 勝てる 相手 だ。 

白 花 楊 春は ショ ート カットの ロリ 少 
女。 三人のう ちでは 一番 弱そう。 しかし 
どういう 隠し 技を 持っ ている のか わから 
なぃ。 

三人が 三人と も、 通信販売で 購入した 
ブラジル 直輸入の 柔術 着を 着込んで い 
る。 ただし、 サイズが ブラ ジリアン なの 
で、 一様に ぶかぶか。 

史進 子は 「眼鏡の 女 さえ 最初に 倒して 
しまえば、 残りの 二人は 雑魚 だから どう 
にで もなる」 と 高を 括っ ていた。 

「ポクの 友達に ちょっ かい 出した お前ら 
は 許さない からな っ！ 成敗して くれ 

るっ I .」 

大見得を 切って フ ァイ テイン グポ ー ズ 
を 取る。 史進 子の 修めて いる 技術は 打撃 
主体 だが、 柔術 家に 対しては タツ クル さ 
え 防げば 対処で きる。 組み付かせ なけれ 
ば 良い の だ。 


「一対 多数の 野 試合で、 まさか 勝てる と 
お思い？  お バカさん だ こと」 

「 . 襲います ょ' . . 」 

「襲つ ち ゃう ぞ^ - 降参す るなら 今 だ 

ぞ 、悪党！」 

「惡 党は お前ら だろ つ！ この 史進子 さ 
まの 目の前で カツ アゲ する ょうな 奴ら に 
は 天誅 だっ！」 

複数を 相手に する 場合は、 一番 強い 
リ ー ダ ー を 最初に 倒して しまう。 これが 
梶原 一騎 以来の ケン カの 伝統！ 史進子 
は、 眼鏡を 光らせて# 然と 立つ ている 軍 
子へ と 狙いを 定め、 ずい つと 間合いを 詰 
めて 軍 子の 脚を ロー キックで 薙ぎ払つ 
た。 

「ええつ？」 

軍 子は、 いったい いつ 史進 子が 制空権 
に 入つ てきた のか、 わからない。 安全な 
距離を 保って いたは ず だ。 それが、 かわ 
す 暇 も 与えられな かつた。 史進 子が まつ 
たく 殺気を 発さずに 無造作に 接近して き 
たので 反応が 遅れたら しい。 よも や、 組 


み 付いたら 圧倒的に 有利な 柔術 家に 対し 
て、 まさか 自分から 間合いに 入っ てく る 
とは …… 。 

「なんた よ、 もう ダウンす るの か？」 

「 …… ああっ …… 強い …… 」 

「つっ 強い ぞ一 、こいつっ！」 

「ま . まだ これからです わ！」 

軍 子は グラウンドに 仰向けに 倒された 
が、 そのまま 無理に 起き上が ろうとせ 
ず、 頭の 後ろで 手を 組んで 史進 子を 待ち 
構えた。 史進 子の 蹴りが あまりに も 速い 
ので、 迂闊に 立ち上がれない。 寝て いれ 
ば 安全 …… だが、 無論、 それだけ ではな 
い。 軍 子の 狙いは 気の 短そう な史進 子を 
挑発して 寝技 地獄に 引きずり 込む ことに 
あった。 

「さあ、 史進 子さん。 この 猪 木 X アリ 戦 
の 体勢 …… 野 試合です から、 ブレィクは 
ありま せんよ。 どうやって 攻めます か？」 

「ふん！ 寝て いて くれれば、 タック ル 
でつ かまれる 心配がない ぶん、 かえって 
ポクに 有利 だよ っ」 


史進 子は 無造作に ジャンプ すると、 軍 
子の 顔面 目掛けて 踵を 落として きた。 ド 
スッ！ 軍 子は 間一髪 背中を 捻って 踵を 
避けた が、 命中して いたら 一撃で 失神 さ 
せられて いた ことは 間違いない。 ぞつ 
と 身震いす る 間もなく、 史進 子は 飛び 上 
がって は 顔面 目掛けて 蹴りを 入れ、 それ 
を 避けた 瞬間には またも 飛び上が つては 
顔面を 狙って 執拗に 蹴りを 入れて くる。 


「くつ 


どうやら、 一対一では 勝負に 


「なつ 


なんという 凶悪な 攻撃 


あ 


なたねえ、 女の子ら しいた しなみ はない 


のつ？」 

「そんな もの、 ない ねつ 


迎撃 


「このままでは …… 危ない …… 迎撃！」 

「お —— 」 

防戦 一方の 軍 子を 救ぅた めに 達 枝と 楊 

春が 左右から 飛び跳ね 続ける 史進 子の 身 

体を 捕まえよぅと 突撃した が、 史進 子は 

ひらりと 飛び上が ると 左右の 脚の 爪先で 

同時に 二人の 喉 下に 蹴りを 入れた。 

「 . 、ナ ま' ナま 、ナ ま つ . . | 

I  IHV  /IV  /V  /IV  /  V  /IV  ^ 


ならない ようです わね 


柔術 部 三人 娘は 揃って 地面の 上に 転が 
されて しまい、 敗色 濃厚。 とても じ やな 
いが 一対一で 敵ぅ 相手では ない。 いや、 
二 対 一で も 勝ち目がない。 しかし …… 三 
対 一なら ば、 勝 機は あつた。 


「なんだ よ、 お前ら 弱い な あ 


降参す 


る 


史進 子は もう 勝負は 終わつ たと汕 断し 
て、 三人が 立ち上が るのを 待って しまつ 
た。 それが 命取りと なつた。 


「はあはあ 
力り よ' — 


かくなる 上は、 三人が 


「ぐえ えつ、 やられた あつ 


かりょ ！ 柔術 部 三人 衆の 必殺 奥義 • 
ジェット ス トリー ム タッ クルを 受けて み 
なさい つ！」 

「なにつ？」 

なんとか 立ち上がった 柔術 三人 娘は 一 
列 縦隊を 作る と、 そのまま 史進子 目掛け 
て 突進して きた。 先頭に いる 楊 春が 指を 
わき わき させながら 屈み こみ、 史進 子の 
腰 に 抱きつこうと 迫つ てく る。 洞 タック 


ル。 史進 子は バック ステップで かわしな 
がら、 下を 向いた 形に なった 楊 春の 後 頭 
部に时 を 入れょぅ とする。 たが、 振り 下 
ろした 肘に、 楊 春の すぐ 後ろに くっつい 
ていた 達 枝の 腕が 絡みつ いた。 史進 子は 
慌てて 楊 春の 顔面 目掛けて 膝を 出そぅと 
したが、 先に 楊 春の 腕が 史進 子の 脚に 巻 

きついた。 二人の 絶妙の コン ビネー ショ 
ンで 手足を 封 じられ ると 同時に、 達 枝の 
肩の 上から 軍 子が 躍り上がって 飛び降り 
てきた。 迎撃で きない。 どかっ、 と 肩の 
上に 乗られ、 太股で 首を 締め上げられる。 
「ひつ 卑怯 だ ぞっ！ 」 

「あら、 三人 一緒に 攻撃して いけない と 
いう ル ー ルはありません わ」 


捕まえた 


「捕まえた 一 つ！」 

「そもそも 本場の 柔術 家は 一対一で 闘ぅ 
ものなん だ ぞ つ！ それを お前ら はつ 
. .  コン ビネー シ ヨンで タツ クル 攻 


撃なん て、 こんなの 柔術 じ やない よつ！ 
邪道 だつ！」 


いもうと ☆水滸伝 - 第一 回 


363 


「これは ブラジル 柔術ではありません 
わ。 野外での 集団 戦闘に 対応す るた めに 
私が 考案した 梁山泊 流です わ。 柔術は 一 
対 一では 無敵 だけれ ど、 弱点は 多数との 
戦いを 想定して いないと いう こと …… 故 


に 私は、 一人の 敵に 対して 集団で タック 
ルを 決めて 倒す という 戦法を 編み出した 
のです わ。 ちなみに 新撰 組の 闘い 方を 参 
考 にして おります の」 


「くつ そ 


詐欺 だつ 騙された つ！ い 


てついて てて つ」 

「三人に 捕まえられて まだ 倒れない なん 
て、 さすがは 史進 子さん。 素晴らしい 足 
腰の 粘りです こと。 でももう、 逃げられ 
ない」 


, …… 逃げられません： 
「逃げられない ぞ！ •」 


むつ 


無念 っ 


軍 子に 首の 上に 乘られ た 上に、 腰と 腕 
を それぞれ がっちりと 押さえられて 圧力 
を かけ 続けられ ている。 完全に 死に体。 
倒れたら もう 絶対に 脱出で きない ◦かと 


いつて、 耐え 続けられる もので もない。 
史進 子は 一発の 打撃を 出す こと もで きぬ 
まま、 絶命の ピンチに 陥つ た。 恐るべし 
集団 柔術 地獄。 史進 子は 相手を あなどつ 
た 自分の 不覚を 後悔した。 一人ひとりは 
弱くても、 確固と した 集団 戦法を 取って 
こられたら、 それは 烏 合の 衆では なくな 


る . ああ、 自分は こんなと ころで 倒さ 

れて しまう のか。 友達を 守る はずが、 自 
分の 非力を 思い知らされる ことになると 


io 


だがし かし 


そこに、 中年 親父の いななく よぅな ダ 
ミ 声が。 

|  力- — - — - — - — - — つ ！ - 

山が われん ばかりの 音量。 

不意を つかれて 動揺した 軍 子が バラン 
スを 崩して ふらりと 揺れた。 その 一瞬の 
隙を ついて 史進 子は ぐるりと 首を 振り、 
軍 子を 振り落とした。 達 枝と 楊 春は 史進 
子から ひらりと 体を S すと、 落下す る ^ 
子を キヤ ツチした。 史進 子は さつと 距離 


を 取り、 三人と 再び 睨み あう。 だが、 親 
父の 声は どんどん 近づいて くる。 

「双方と も、 やめい！ やめん と、 食つ 
ちまう ぞ 一 一 

アフロヘアー に 黒い サングラス、 胡 散 
臭い 髭、 柔道着と も 空手 着と もつ かない 
茶色く 煤けた 道 着に 裸足と いう 胡散臭い 
親父が、 両者の 間にい きなり 割って入っ 
た。 

「なつ、 なんです か、 あなたは つ？ 
ここは 男子 禁制の 梁山泊 学園です の 

よつ？」 


男子 禁制です よ 


「男子 禁制 だ ぞ 


^^1  • 


「か一 っ！ ワシは 通りが かりの 素敵な 
チヨィ モテ オヤ ジぢ やよ。 ただ、 この ク 
マの タ トウ ー をした お 嬢ち やん に 用事が 
合って 声をかけ たまで！ お 主ら 三人は 
消えぅ せい！」 

ぬ 一 ん。 

オヤ ジが 「マ ワシ ウケ」 の 型を 構えて 
柔術 三人 娘の 前に 仁王 立ち。 
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フ パント/ 


胡散臭い。 

髭が、 胡散臭い。 

アフロが、 胡散臭い。 

サングラスが、 胡散臭い。 

道 着が、 胡散臭い。 

型が、 胡散臭い。 

裸足が、 胡散臭い。 

声が、 胡散臭い。 

何もかもが、 胡散臭かった。 

「な、 なんて、 いかがわしい 男 …… 私の 
危機 回避 センサ ーが 反応して います わ。 
嫌な 予感が します わ。 ここは 戦術 的 撤退 

です わっ！」 

「 . 撤退し ます . 」 


「戦術 的 撤退 だぞ 一!」 


かくして、 史進 子は 危ぅい ところを 謎 
の オヤ ジに 救われた。 

オヤ ジは 山の 中に ひっそり 建てて ある 
山小屋に 史進 子を 案内す ると、 そそく さ 
と 妖しげ な 成型 肉を 焼き 始めた。 

「この 荒み きった 関東では 一枚 肉は 高い 


ん でのう、 これで 我慢して くれい、 お 嬢 
ち やん」 

「おじさん 、ポクを 助けて くれて ありが 
とう！ でも、 おじさん、 いつたい 何者 
なの？」 

「ワシ かね？ ワシの 名は 王 進。 以前は 
梁山泊 学園で 武術 指南を して おった チョ 
ィワ ルオ ヤジぢ やよ。 今では リストラの 
憂き目に あって 失業 中の 身ぢ ゃが。 何し 
ろ 関東は 戦国時代に 逆戻りし たかの よう 
に 荒れ果てて おる ゆえ 再 就職先 もま まな 
らず 、路銀が 無くて 梁山泊から 出る に 出 
られ なくなり、 やむなく 野生 化して 山中 
に 住み着いて おる 次第」 

「そうなん だ 一、 大変 だね っ。 でも、 こ 
の 学校、 男子 禁制 だって 聞いて たよ？」 
「実は 以前、 ワシが 生徒の パンツを 盗ん 
だり 覗き見し たりして おつた ために 男子 
禁制に なつて しもう たんじ や。 うむう 
梁山泊 学園の 経営陣め が、 ある 日 突然 
ワシを 解雇し おつて。 なんたる 理不尽な 


「それって、 おじさんが 悪 いんじ ゃん！」 

「という わけで 退職金 も 貰って おらん の 
K やよ、 こよ まま まま」 

史進 子は 王 進が 焼いて くれた 肉を 頰 
張った。 さすがは 成型 肉、 見た目は 「ま 
ん がの 肉」 そっくりだった。 味は といえ 
ば ハム ステ^ ~ キ のょうに 甘くて ジユ - ~ シ 
ィ 。お子様な 史進 子には ぴったりの 味 だ。 

「うわっ 美味しい、 美味しい。 でも、 ど 
うして ポクを 助けて くれたの？」 

「ゥム 。なんとなく、 ピンと 来て な。 ワ 
シが この 学園へ 来たのは、 元はと 言えば 
ある 重大な 使命を 果たす ためだつ たの 
ぢ やよ」 

「重大な 使命？ パンツ 泥棒が？」 


「そつ、 それは 忘れて くれい 


I  • 


ワシの 


使命とは、 良い か、 梁山泊 学園に 一〇八 
人の 『妹』 を勢ぞ ろい させ、 そしてた だ 
一人の 幻の 『兄』 を 梁山泊へ 迎え入れる 
ことなの ぢ や」 

「意味 わかんな いよ、 はぐは ぐ。 ぅ 一 ん、 
美味しい 一」 
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「ヮシ は 十六 年 前に 夢を見た のぢ や。 関 
東に 封印され ていた 一〇八 個の 妹の 魂が 
この 関東 平野に 転生し、 幻の 兄を 求めて 

荒野を 彷徨ぅ といぅ 夢を . ！」 

「一〇 八 人の 妹って 何 だよ？」 

「関東には 将門 伝説 だけでなく、 兄妹 伝 
説が あってな。 その 昔、 允恭 天皇の 皇 
太子であった 軽 太子が、 自分の 妹で ある 
衣 通 姫と 恋に 落ちた。 太子は 帝の 位よ 
り も 妹への 愛を 選んだ のぢ や。 その 結果、 
太子は 囚われて 伊予の 国に 流罪と なった 
わけ ぢ やよ。 さて、 そして …… 」 

王 進は 衣 通 姫の 読んだ 歌を ダ ミ 声で 吟 
じて みせた。 

君が 往 きけ 長くな りぬ 
山 たづの 迎 へを 行かむ 
待つ には 待た じ 

「衣 通 姫 もまた、 伊予へ 流されて しまつ 
た 兄の 軽 太子を 慕って、 飛鳥から 伊予へ 


と 兄を 追い かけて いったの ぢや 。かくし 
て 二人は 国を 捨て、 帝の 位 も 捨て、 全て 
を 捨てて 兄妹の 禁じられた 愛に 殉 じて 心 
中した のぢ や」 

真 玉な す 吾が 思 ふ 妹 
鏡な す 吾が 思 ふ 妻 
ありと 言は ば こそに 
家に も 行かめ 国を も傯 はめ 

「ふ 一ん 。素敵な 話 だね っ！ 文字 通 
り、 命が けの 兄妹 愛 …… う一 ん 、これ こ 

そま さしく 永遠の 純愛— . って、 伊 

予 って 松 山 じ やん！  四国 だよ っ！  関 
東 じ やない よう」 

「この 話には 異聞が あって、 その 説に よ 
れば 実は 二人は 松 山で 最期を ともに する 
ことは できな かつた、 というの ぢや 。衣 
通 姫が 乗った 船は 伊予に 迪 りつく ことな 
く 遭難して 当時 未開の 地だった 関東まで 
流れ着き、 そこで 哀れに も 悪人 どもの 手 
にか かり、 一〇八 個の 肉片に 切り刻まれ 


てし まつた というの ぢ や」 

一 えええ ええ？  ほんと' — ?  それって 
関東の 人から クレ ー ム 来ない？」 

「無論、 この 『衣 通 姫の 最期』 に関する 
逸話は、 日本史の 正史から 完全に 抹消 さ 
れて おる。 関東に 地震 や 反乱な どの 様々 
な 不幸が 起こり 続ける のは、 実は この 衣 
通 姫の 怨念の 仕業な の だと 考えられ、 事 
の 一切は タブ ー にされ たの ぢや 。日本 
には 古くから 言霊 信仰が あったので、 こ 
れ ほどの 怨霊と もなる とた だ 語る だけで 
も 厄災が あると 心底 恐れられ たの ぢや 
よ。 しかし 衣 通 姫が 命を 落とした ご 当 
地、 現在の 秋 葉 原では、 密かに 祠を 建て 
て 衣 通 姫の 霊を 慰め 続けた という …… と 
ころが 十六 年 前に、 誰かが この 祠を 壊し 
てし まったら しいの ぢ や。 衣 通 姫の 魂は 
一〇八 個の 球に 分 断され たま ま、 関東 平 
野 じゅうに 飛び散った …… そして それ ぞ 
れが この 世に 人間と して 転生した。 衣 通 
姫の 魂を 持った 一〇八 人の 妹が のぅ」 
「え^ — 、何 それ^  —  ?  どこの アニメ？ 一 


いもうと ☆水滸伝 


第一 回 


3^7 


ー アニメ じ やない！ アニメ じ やない！ 

ホン ト のこと さ ！ ワシは 十六 年 前、 凄 
い 夢を見た のぢ ゃ。 衣 通 姫が ヮシの 枕元 
に 立って、 そ、 っ 伝えた のぢ ゃ。 自分の 魂 
を 持った 一〇八 人の 妹を 集めて ほしい、 
そして 軽 太子の 魂を 持って 転生して きて 
いるであろう 兄を 探し出して 会わせて ほ 
しいと。 その 時 こそ、 衣 通 姫の 怨念は 晴 
ら され、 この 乱れ きった 関東に 平和が 戻 
るは ず だと。 そして、 その 妹と 兄が 出会 
、っべき は、 逢瀬を 約束して いた 海上の 島。 
すなわち 伊予に 比する 島で なければ なら 
ない と …… ところが、 東京湾に そんな 大 
きな 島は ない。 ワシは 長年 いぶかしんで 
いた。 夢は 夢であろう と。 だが ど うぢ ゃ、 
突如 東京湾に 現れた この 島を。 そして、 
なんという ことか、 続々 とこの 島に 十六 

歳の 少女たち が 集まって くる . I •そ 

う、 これは 運命な のぢ や。 そして …… お 
ぬし もまた、 その 一〇八 人の 妹の 一人な 
のぢゃ ！」 

「えええ 一?  ちよ、 ちよつ と 待つ て 


よ？  なんで ポクが つ？」 


その 頃。 

生徒会の 主要 メンバ ー が 学内の 某所に 
て 一同に 会し、 史進 子と 柔術 部 三人 娘の 
戦いの 様子を プロ シェクタ^ " で 映し出し 
て 観賞して いた。 

「なんといぅ 無様な 闘い 方 だ。 どちらも 
問題に なりません ね」 

「この 直後に、 王 進が 現れて 両者を 制止 
したので す」 

「王 進が っ？」 

「まさか、 あの 伝説を まだ 本気に してい 
るの か、 あの 男？」 

「ついに 現れ ましたね …… 九 満流史 進 子 
の 出現は、 この 梁山泊 学園を 戦乱の 渦に 
陥れる ことにな りそぅです . 」 

「史進 子が 反 生徒会 派の カリスマ となつ 
てからでは 厄介です。 今のう ちに 倒して 
しまい ましよう」 

「そうです ね、 火事は ボヤ のうちに 消し 


てし まぅ ことです わ」 

今、 梁山泊 学園 最大の 権力を 誇る 生徒 
会が、 王 進と 史進 子を ともに 一網打尽に 
せんと 動き 始めた …… I •さらに、 柔術 
三人 娘 もま だ、 史進 子を 狙って いるの だ。 
さらに、 史進 子の すぐ 後では、 王 進が 指 
を わき わき させながら 史進 子の 豊満な 巨 
乳を 狙っ ている！ 

史進 子、 あやぅし！ 

「ポクの 戦いは まだ、 始まっ たばかり 
だ！」 

(つづく) 
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執筆者 ブロ フイール 
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す 。え 一 と …… マンガ^ WVM9。 発 yjl: ウェイトレスさん だ」 と反势 _ しては、  r ili 強 食 離 里 活」 にて 中。  れで セッ クスし まくる； たい  ラスト 描いた^ E 職したり 引き こもつ 
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折 ? せつ)  lutp://www2u.biglobe.ne  Jp/  1978 海^ h； まれ，'  ひきこもり  ない ので、. で アスヵ 様と 怒 衣  人が 趣旨に あってる のか もしれ ませ 
最近 コソ コソ# 譲 なので 会  —nagi-s/  が萵 じて 大 し、 輝かしい 青春  小 いぢりながら キヤ キヤウ フフし  ん〇ム よろしく お願いし 
社に バレない かと悔 日食 用 豚の ように  •しっと  の ひとと f フル スイングで ド ブに投  て •によに よに よ 
ビ クビク して 享。 メガ ネ 、脚 フエ チ  こんにちは、 しつと と 申し プリ  げ捨 てる。 2001 年 『ネガティブ • とりし も  345 頁# gf 
です。 腾 メガ ネ麓贫 です。 メガ ネ  キ ユアンです。 今回は、 お誘い 下さり  ハ ッビ！ チェ ー ンソ I エッ ヂ j で 第  B • 蓮 海 もぐら (はすみ •  t ら) 

は っと 思い wK  HP は M 近  誠に ありが と、 っ ございました。 「同人  5 lol ^Hi^ 大 し  型、 ST 一応 イラスト レ ー タ 1 です。  ^ — "僕が：# れる ものと 共 
忙しくて らいし か} 5^ て  齄とい 、っものへ の 自分の 想い si め  デビ ユ ー。 f  i に fN H K によ、 っ こ  ^; x f んの 方で^^ i ドク ロ  存 できる のは、 「地獄の 存在を 信じ 
ません が 遊びに いらして くださる と 励  込んだ つもりで すが、 少しで も お 楽し  そ丄一超人壯1!』(ともに€:^^5)  ち ゃん J の やらせて 顶い ており  る」 といった 弱霉 有の 生ぬる さを 
みにな^ W+-!  み 頂けましたら 嬉しいです。 八 遂 は  が ある。 『 N HK によう こそ！ J は il wK 稍み ゲ ー、 稍み ブラ モ をなん と 
http://go.fc 2 .ci/horigotatu/  4 月 20 日 売りの チヤン ピオ  画 化され (没 画 •大 m Y;]* ケンヂ)、 今 S; か 消^^たい 今 yj の 頃です： はい。 

• サンキ ユ— タツ ォ  ン J で战一 :を描 かせて 顶け たり、 4 月  には アニメ 化が T: 足されて いる。  f 瀬 さおり (なせ •さおり) 

漫 オ コンビ 「米粒 pi として _ 23 日の サン クリで グッズ 系 させて 頂  #$= 熊 健太郎 (た •けんたる 2  刊 努 めでと、 っ ござい 享 。私は 放 農 
ォタク 芸人 ト ー ク ユニット 「アニメ  けたり、 といつ た 感じです。 また お 会  1960_$ まれ。 独身で 長男  は^^: で デザインしたり、 一® M 

会」 メンバー。 アニメの ほか、 ガシヤ  いでき る：！ 1$ しみに してお^ (パ ツィ チ)。 桑 沢 デザィン 研究所 中  に^^ 一いて いるので ひ ょんな  -f し享 。シンプルに 生きられない 
ボンを 中心とした '? h 騰が 好き。 文  http://moemlfehom  墀編崇 I  + ライタ 丄 、多 除  ことから— 絵の お 仕 f いただき 緊  人は、 シンプルに 生きられない 罪 赛 
日く 「ォ レの フィ ギ ユア 好きの ル ー • 将吉 (しよ、 i ち)  美 樊 5 師。 頭から  張して お^ K  PN 為 まって おら  負っ た 咎人な のです。 

ツは餘 」らしい。天從^^失礼の  1982 年生 まれ。 作家。 『コス  自販機 ポルノ 誌の！！： に、 ラ  ず、 連れに 鏡した ところ 「鉄 仮面 与#^ 仁 墓 M はに •くら、 っん) 

ハ ザ マを 揺れ^/人柄 ◊いわゆる 大学  チユ ーム丄 で f 回 ボイル ドエ ッグ  ィタ ー、 マン ガ釋 •： Ki^ ffi] で 太郎」 はどう だと 言われ、 大睹嗶 にな 10 月 4 日 4: まれの ggK" 絵の：* は 
の 落 研 ? チ ケン) さん 出 碑 『CD  ズ 新人赏 袁 S し デビ ユ ー。 「きよし  代藉に 『 サルで-^ 一け るまん が璧— した。 f 魏が 好きで、 このと  これが 初めてです。 ホ I ムぺ ー ジを運 
ブック 八 代 目 桂 文楽 落語 全集 j 『C  メモ」 難に あたり、 襲の メイ ド 像 (相 原 コ ー ジと共 考小学 館)、 『f  ころ ル ー ツ レゲエと ダンス ホ ー ルに 夢  <旱 。ただ 好き— のを 描いて お— 

D ブック 五代 目 柳 家 小さん 落語 全  は フレンチ •スタイル か ヴィクトリア  ハルマゲドン J  (ちく ま 文 ^ )、 『ゴル  中です。 さらに 「海 自明 2: もして お  す。 「チヤン ネル c」 huI3://ikaikp 70 
B  (士 i) に するな ど、  ン.スタイルかに悩んだ^!?に |1| 繞  ゴ 13 はいつ 終わる のか J  (イ ー スト •  り、 どこへ 行く やら 2006 年。 よろ  upperjp/  マ 
実は 隠れた _ ファンで も ある。  もる が、 ¥ は いまだ 見つからない。  プレス) な しく お願いし 享。  5 浦 R  (ひ うら •あ I る) 

• しかげ なぎ  今年の 晨は 地元 さいた 票に メイ ド  •玉 震 強 (たま おき •べんきょ、 っ)  •西 E 田 (にし だ)  ども一。 火 浦です。 そん 务塵 でい 
il il やゲ 1ムの¥ やって お^ w。  i l る こと 〇  こんにちは、 玉！^ 中^ ェ  划仃 おめでと、 っ ござい WK t JU がよ  いか 分からな かったん で 大振^; 6 やつ 
主にぎ ゃる 絵 メイ ドさん 寄り。 最近の  春 小説 「パ ー リ •トゥ ー上 を、 ドコ  ロ^!: や 並 通の i など 描いて くわから ない— イラスト^ wh した  行っ てみ ました (笑)。 ど、 っなる か 期 
メイ ドさん ブーム にいち いち 「あれは  モ權 W サイト rp-SQUA ?o E」 および  は^^した 男の子 同士が^ h み  SIE 田と 申し f。 細々 と 女の子の イ  待 半分、 怖 さ 半分と いつた 所です が 


持って いるから です。 僕が 文^^ 41 
続ける のは、 何ょりも 僕が 臆病で、  ^ 
自分が 犯して きた 罪を 吐露で きない- 
生ぬる さ 寡って いるからで t 咎人 、ン 
は 生きる ために、 たくさんの 言 f 必 
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(笑)、 個人的に ヾ呆が 出る のが 楽しみ 

で J。 

• 平 坂 読 (ひら さか •よみ) 

2004 年 の ごとくが m した デ 
ビユー 作が すぐさま 異例の 大 ヒットと 
なり ライト ノベル f を： 塵 させ i 
化 アニメ 化 ドラマ 化な ど あらゆる メ 
ディアを 瞬く 問に i していず れ^ K 
成功を おさめ 今や 押し も 押されぬ 小 祝 
界の トップ スタ ー であ^^ おも^^ 
続ける 麒|^であり風||1であり #) :1:. 
であり 国内の みならず f 中い 欠 王 人 
f を 探して & に 例を 見ない 史上 空 
前の 大作® と言われ ていた.！^ いの 
だが® 一 そん はない e 
• 堀 越英美 (ほり こし •ひでみ) 
会社員、 ライタ ー。 速 載 終わつ たけ 
ど、 エキサイト ブック ス 『非 モテ 

の 文化 i^ fiE (一一  ttp:/Avww.excitp 
cc.JP/1300k/daily/bac pr number/ 

?w=thurs(lay) もよ ろしく お願いし 
ます 

f 田 透 (ほんだ •とおる) 

評論家、 ライト ノベル 作家 (新人)。 
_ •妻は 川 名み さき。 M 近、 ^ ® 
の SD ド ー ルが 2.5 次元 部屋に やつ 
てきて 2 次元 妻との 間で^ 5-。 i 
『ア スト ロ！ 乙女 塾！ 僕は 生徒会 長に 
恋をする 』 (集英社 スーパ ー ダッシュ 


文庫)、 『蠢は 明 又る グリム 1 産 (ワ 

ニブツ クス)。 pod  cast でアニ 

メ会 さんと 一緒に 「本 III 透と 国 井 咲 也 
(ア ニメ会 ) の 二次元へ 行き まつし よ 

ぃ」 を 靈配霉 

•みさ くらなん こつ 

はじめましてです =: ィラストの お 仕 
事しながら も 梅 日 ゲ—ム やつたり、 な 
わと びしたり、 アィス 食べたり して 
ま 一 す ★お 仕事 いつでも 受け ^:一: て 
ますよ〜 ョゴレ 上等です、 内 gAJ か 経 
理 以外なら なんでも 受け付けち ゃい 
1 ので どうぞよ ろ^ K/ おねがい k 
すです！ とはいえ 八 -7 年は ちよつ とひ 
きこ もろう かな 一 つて …… $ に-^ 
せて いただ— したが ゲーム を 個- <1^ 
作し ますです、 r 楽刚の 令嬢 (アリス) 

たち」 . な〜 んか危 なつかしくて 見 

てられない ぜ 、俺が て やる ぜっ 
て 方が いた 免 尸 かけて やつて ください 

on- 

•みや も 

新米の 文 WP 長らく セ ミニ— 卜^^ 
で ネット 上を くらげの ように 漂って い 
たと ころを 人の 縁に Itx f れ 、本 
が 主 小 る 「恐るべき お兄ちゃん m 

西の 本 狀に 恕 つた。 2005 年 11 
月に 二見 ブル ー ベリ ー から、 初の 福 
小説 『修正 報告 銀河 ツンデ レ 伝 i 


0 n f は 釋を镇 です。 

•ヤス 

1984 ^-COZ^COH 牛.。 德较 出 身で 
$ la f 6  〇玛 •1  又 煉 『わたし 
たちの ん 』 r とら ド Z (共に 
竹 宮ゆゆ こ 著) の^^やら せても 
ら つたり して^^^^ ゲ ー ムとィ 
ンタ ー ネット 「忙しくて m みゲ ー が 
溜 f つつあり^^ …： .〇 あと _ 

に ダィエット； m 味。 M I1 -A: 

切戈 を 知^ M した。 色ん に さ 
れ たり IHI まされたり しながら ゆっ くり 
ゆっくり： _ って そん,：： の 
奴で よろしく おねがい^ し 
f 田理央 (や $ •りお) 

まれ。 主に エロ 系 ラィ 
タ ー。 エツ チな： つたり エツ チな 

ビデォ撖ったりも。著 1|»: 3は百本縦 
断 フーゾ クの氹 (二見说房)など 
エッ チ^^ 1 ナシ麥 子 アリ。 

一一 ttpy/www.loveforsale.JID 
•柳 下毅 一郎 (やな-^  •きぃちろぅ) 
1963 _ 阪生 まれ。^^ 訳 家. 

映画評論家 •多 m 美大 講師。 著 ^ に 
『興行師た ちの 映画 ^ J  (靑土 社)、 
『殺人 マニア 官詈 j  (筑審 房) など。 
訳 傲に r ケルべ ロス 第五の 首 j  (G. 
ウルフ 園 ^ 0 仃 会)、 r デス 1^ 士の島 
その他の 1 (G  •ウルフ 同 也 0 订 


会：^)、 (ジョン • 
ウォ ー タ 1 ズ背土 社)、 r シエ ノ サイ 
ドの运(卩.ゴーレイヴィッチ界<: 

VE 磁) など。 

本弘 (や と •ひろし) 

SF 作家。 代釋は 『時の 果ての フエ 
ブ ラリ ' (徳問 デュアル 文庫)、 『神 
は 沈黙せ ず J  (角 川谨店 ) など。 新 
刊は 短編集 「まだ 見ぬ 冬の 悲しみ も.！ 
(ハヤカワ SF シリ ー ズ J コレク 
シ ョン)。 その後、 畏編 r アイの 物 里 
(角 川 薄 店) が 控えて いる。 『サ— ラ 
の 冒険 j シリ ーズ (常 士見 フアン タ 
ジア 文庫) 设終卷 は 今年 6 月 発売 予 
定〇 

•YU • SHOW 

北海道 札幌市 在住。 本当は 職業を 
「ギャ ル ゲーマ ー」 と 名乗りた いなと 
思って いるものの、 ついつ い 「ライ 
夕—」 と # いてし まっ、 思いき りの 足 

义 ょい 20 代 キャ ラ糧な ん て、 f 又 

るた めの 1 に t な いとい、 っ 
かかげつつ も、 r ッンデ レ大舍 『姉 ゲー 
ム大全 j  (いずれも インフォ レスト) 
などの i 本に^^ り、 すっかり その 
道の 人の 代^ g 存 f いう ことにな つ 
てし まい、 「人生、 ままならない つす！」 
とひと りごちつつ、 今 En^p^ x. と 
の □々を 送る。 


着异 ダン (よしい •だん) 

# •から 

イラストの け、！^ 8 年に 
フリー の イラスト レ ー タ 1 として^ E 
的に 開：^- る。 PC ゲ ー ム即連 
の キヤ ラ クタ ー デザイン や 原！！！^^: を 
中心に 活動を 展開し、 その後 もゲ ー 
ム、 -:ll: 2^ w EB コンテンツ など 様々 
な ジャンルの^: に 2 ^ 事し、 現在に 至 
る。： •取 近は 拠 占 ^ 获葉原 に 移し、：^ 
保 りに フィギュアな どの アイテム 冬# 
色しながら _ につ のよ、 ス -6 梅：！： 
を 送つ ている (笑)。 

I 成 (よねみ つ • か¥<ょ り) 

『ぷ よぷよ II、 ハ ロック j  i トレジャ ー ハ 

ンタ 1GJ などの ゲ ー ム企 一; §： 本^ f 
般^: は WEB ゲ ーム 『 キング オブワ 
ンズ J  (無料で 遊べる！) 。雑誌 『本の 
雑誌 H 月刊 G ファン タジ 丄、 WEB 
「ブロ グ文_」 「ゲー ム デザイン 研究 
所」_。 _に 『ベスト セラ i ゲ ー 
ム化ム 羅 f  i •日 妾 学 ふいん A 界 j 『デ 
ジタ ルの 夢で メシを 食うた めに ポクら 
は丄等 。襲 コミュニティ カレ ッジで 
「発 相 方 トレ丄 ーン グ麗」 講呵 「こ 

どもの も 04^、 っ」 ブ ログを 日々 15^ 中。 


ご協力 ありがとぅ 
ございま したつ。 
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協力 

倉 田雅弘 

本文 フォーマット •デザイン 

片 野吉晶 

ヤマシタ ツト厶 + ヤマシタ デザイン ルーム 

本 田 透 


編集 


米 田郷之 
船津 歩 
神 林 千尋 


本文 DTP 

横 川浩之 
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